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本書は 
し 幾多 
新に 依 
せ-^。 
前編に 


故 文 學丈藤 旧 明君の 記念と して 編輯せ る もの じして 同 お 生前に 發 表せ 
の 論文 中、 特に*^ の 大成を 期せし 日本 交 通史に 關係 ある ものを 前編と し、 
顧して 成む る 諸家の 同一 論題に 關 する 論文を 後編と し、 なて 兩 若を 區別 


あ 6 ては、 先づ 比較的 灑 6 .たる 諭 文 四篇を 首に 置き、 自餘 は雜纂 とし \し 之 
を 後尾 じ收 め、 孰れ も潑 表の 年月に 從 ろて 次第し、 を篇ホ じを の 年を 示せり。 而し 
て 同一 題目に 就きて 兩回發 表せられし ものは、 後者の みを 採錄 せり。 

一 咬た 後編 じあ 6 ては、 大體を 論文 內 をの 年代順に 從 ひて、 便宜 之を 次第せ-^。 

一前 編 中には、 間々 を 通 k 關係 かなき 記事 あろと 離 も、 前後の 關係 上敢で 添削を 施 
さず 猎舊 じ游 へら。  . 

一口 繪は I 

ょ*^ 郎进 

の 初 じ柿乂 せち 


、 


前編に あらては、 著者が 嘗 で 其の 論文 中に 參考 として 褐 げたる もの  — 
擇し て、 之を 編 首に 置 苗 後編 じあら では、 寄稿者の 撰擇 せる ものを を 論文 
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發 刊の辭 

春霞 帝京を 辭 し、 秋風 白河關 に 人る。 是れ能 因 法師を して 名 
睦 のをを 爲 さしめ たる 吟詠に して、 往昔 本邦 交通の 幼稚な り 
し狀 態を 示して 餘 あり。 然るに 今や 飛行機 天に 飛び、 自働単 地 
を 走り、 或は 坐して 卓上に 千里と 談 じ、 或は 線な くして 萬 里 信 
を 通ず。 地軸 これが 爲に 短縮し、 宇 宵 これが 爲に狹 溢な り。 今に 
1 がて 彼の 能 因の 古歌を 圆 想せば、 寧ろ 痴人 假睡 の藝 語た るの 
j 感な X んば あらず 古今 差異の 甚だしき、 形容の 辭 なきに 苦む。 

交通の 發 達、 今や 殆んど 其の 極に 達ず と 謂 ふ も、 敢て 過言に あ 
j ら ざるべし。 されば 今 目に 當 つて、 我がな 昔 交通の 狀 態を 究め、 
j 道路 關 劉の 開閉、 舟 車 輸送の 便を 等を 明に しなて 古今 禱 旅の 
變遷を 僻ぶ は、 敢 て學界 必要の 擧に あらず とせん や。 
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箭 編，  r  藤 旧 明 遺稿 

上 ホの 東海道 

命. 

五 畿內の 地、 我 邦の 中央に 位し、 沃野 相 連ろ、 耕 田 巧 望み、 四通八達、 蓋し 王者の 都ず 
へさ 所 神武 天皇が 來二 千を 餘年 のが 都た ろし も ホ 故な きに あらず。 關 八州の 地、 武 
藏聲 の廣澗 なる 原野を 接へ、 常總骄 上の 國 々皆 膏艘 なる 地が を 有し、 良好なる ぉ势 
を備 へ、 實た 統治者の 據 てな て國 ずべき 處 、德川 巧が 爱じ 幕府を 開 さたる も、 現今 こ 
こじ 帝都を をめ られ たる も、 ホ 故な しとせ ず。 五畿 •關 東の 地勢 旣じ緊 嬰の 地顯 じて、 
人の 自ら 集合 すべさ 地點 に當れ るな ろ。 吾人 國 おを 織いて 幾多の あ 實が槪 此間じ 
興起せ しこと を 見る に 於て は、 更に 其事實 のい かば かろ 眞 なるやを 證 する じ おら 
ん試 じ地圖 をと つて 上古の 古墳が いかじ々 ホ せらる、 やを 熟 察せょ、 其 最も 稠密 

上せ！ の 東海道  ， 


日本 交通 お 諭  二 
じして 累 々巧 並列せ るは、. 實じ 踩武の 平野と 和 河 泉の 邊 とじ 於て 見る じあらず や。 
I 此 等を なて する も、 此雨 地方 じは、 大和民族が 最も 多く 巧聚 まろて、 繁盛を 極め、 戶口 
相 並んで 其屈竟 の根據 地と なし‘ たらし やを 知る じ おらん。 然 ろと 離、 大古 我が 大和 
民族の 輿 起した る 地は、 我 邦の 西 偏 じあろ。 されば 大和民族の 開化は、 素よ も 柬漸し 
たる ものなる 事叨 をろ。 而 して 近畿の 地は、 之を 統率した る 君を の 都した る處 なれ 
I ば、 比較的 西方 じ 向つ て 驛路は 早く 開かれた る ものな らん。 皇 年代 略記 皇 年代 私記 
K 按靖が S 十三 年 五月に 山陽 道 開かれた りと ある も、 神武が の 東征が 來 、化で お 西 
の 連絡は、 瀬戶內 海の 海路に 依られし ものな らん。 神武 天皇 鼎を 大和に 樊 め、 查國じ 
文化の 東漸  令を 下さる、 じ 及んで、 閒 化は 益案漸 。し、 天 富 命を して 阿波 國の 麻を 房總に 植えし 
めら れた ろとの 事 あ 6、 蓋し 此 頃には 人民の 東方に 向つ て 移な せし 者 多く あろし 
が 如し。 之よ ろ 歴代 ホ東國 地方の 拓殖に、 心を 止められ たる じよろ、 此 地味の 肥沃な 
る、 產 物の 豐饒 なる 此 地方に 移住す る 者 多く、 爱に他 種族の 人民を 抑へ て、 根 據の地 
をす へ、 人 集 皆ろ てが をな し、 町を なし、 旧野闢 かれ、 產物 生じ、 遂にを 墳佩 玉の 時代に 
一 於て、 旣 にかくる 人口の 稠密を 見る じ 至ろ しを らん。 されば もとよろ 此 地と 王者 統 
む!! 國  治の 地た る 近畿 地方との 間に、 交通な からざる ベから ず、 此 間は 西 海に 通ず る 如 含 


{  安查 なる •海上の 便を ければ、 獨猿濟 たる 紙 州洋遠 州洋裙 模洋の 怒濤を 厭クて 旅行 
>  ^ せ し る の 大 數 な る が 如 し、然 れども猶を峯なる陸上の旅巧を希望せしなるべ く、或 
は皇 年代 略記 皇代 記皇 年代 私記 等に、 孝 元 天皇 五十と 年 十一月、 東海道を 開く と あ 
^れ ども、 餘ろ雖 かなる 事 じあらず よし 礎なる 事と する る、 もとよろ 不完垄 極まれる 
™ 事な 6 しや 明かな ろ。 

然るに 崇神 天皇に 至ろ、 四覆將 軍を 置き、 武淳川 別を 東海に 遣は すと あろ、 此 頃よ 

i-^、 漸く 陸路の 六 乂通も 頻繁に 至ろ しもの ならん。 關 八州の 平野に 出づ るには、 東海 •東 
山 何れの 道よ ろす る も 巧を ろ、 然れ ども 東 山道は 東海道に 比すれば 山 多く、 平坦に 
して 交通の便 ある 事、 東 山道に 比ず べきに あらず、 故に 東海道 筋は 早くよ ろ 開け、 記 
じ、 特に 崇神 がの 時 東方 十二 道と あるじよ ろても、 他の 道に 比し 遙じ 開け 居ろ しを 
徵 する、 に 足る。 武淳川 別は 萊國 、に 於け る蠻 民を 平げ、 大彥 命と 會津に 遇 ふ聋で 進み、 
幾多の 年月を 經 、其 子孫の ± 着した るるの あろ’’ .て、 東方に がける 大和民族の 勢力 愈 I 
優' 勢と なる。 然るに 景行 天皇の 時に 至ろ、 東北の 蠻民 猶循 減に してた 狀を 極む るに 
よろ、 日本 武貧 之が 征討と して 進發 す。 當 時の帝 都は 大和 國 にあれば、 化を 發 してが 
勢に 出で、 神宮を 拜 し、 陸路 化に 進みて 尾 張に 入ろ、 是 よろ 海道を とろて 東 下せられ 
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たろ、 其 何れの 道を とられし やは、 お乘 之を 條へ ざれば、 詳細を る こと 素よ ろ 知ろ 難 

I きも、 之よ ろ參 遠を 經て驟 河 國燒津 じ まり、 此に ± 賊 を 平げ、 を 柄を 踰 をて 巧 模國化 
入ろ、 S 浦 半島 觀音 崎の 化 若水よ ら當 時の 所謂 淡ノ 水門を 渡ろ て、 兩總 よろ 常 陸に 出 
でた るな ろ。 是れ 實じ當 時の 普通の 往還に して、 化 頃 武藏國 はま だ 光仁 帝の 頃まで 
東 山道に 轉 したる もの なれば、 此 東京 灣 口を 渡ろ て 化 方に 出で しるろ。 もとよろ 當 
時は 現今の 如く、 一を の國 道と もい ふべき 大 往還 ある もの じあらざる ベければ、 自 
然の 順路た る 觀音崎 邊に來 ろて、 對 岸の 山を 望み 渡らん とし 給 a しものは て、 凡て 
I 化路 をと ろしる のとは  一 難 けんが、 房總 方面に 向 ふじは、 自然の 順路と して 此道 
I を 採ろ し 者 多 かろし ならん。 是 よろ 東 國の地 王化に 難し、 又 大和 地方よ ろ 移住す る 
I 者 も 多 く、之 よ ろ 奈 良奉 巧 の 朝 じ 至 る 咬 で、大 略武霄の進路と大差なき往還じよ.c^、 
東西の 交通 行 _ はれし ものな らん も、 史上 所見な きをな て、 當 時の 精細なる 驛路は 今 
I 詳述す るを 得ず。 

椎古 天皇 十五 年に、 大仁 鳥ち を 東國じ 遣は し、 道路を 修 せしめた る こと 成形 圖說 
驛馬傳巧  ^ に 見 ゆ。尋 で大化な新の時諸國じ驛 馬镜 馬 を 置 さ、驛 鈴.關 契 を 作 る と あ ろ、此 頃 道 路 
し',  は 改修せられ、 路驛の 事 も 漸次 進歩の おを 見る じ 至ろ しならん 。大寶 令に 驛 鈴を S 


關國じ 給す と あろ。 一二 關 とはが 勢國 鈴鹿關 羹濃國 不破關 庭前 國愛 發關 をい ふ、 不破 
は 東 山道、 愛 發は化 陸 道に 向 ふ 往還の 關所 にて、 鈴 鹿は 卽ら衷 海道の 關 所を ろ、 當時 
の 鈴 鹿 道と いふは もとよろ 伊賀 路 なれば、 所謂 加 太 越な ろ。 天武祀 じ、 壬 申 亂の時 鈴 
鹿 山道を 塞 r とい ふは、 今の が 樞の山 口よ ろ山を 越ぇ、 關に 至る 狹 塞を 塞ぎた るる 
の、 如く、 當 時の 通路は 化 所— にあろ しや 明な ぅ。 されば 大和に 都 ある 頃は、 大が よろ 
伊賀に 曲で 此加太 山 卽も當 時の 鈴 鹿を 越ぇて が 勢 じ 入らし るの なろ。 參宮 名所 圆 
會 じ「化 崇 神 帝 が 巧 東 海 道 往 來 は 皆 が 賀 路 に 由 る」と あ て、奈 な 朝 の 間 は が 寧が 勢. 
尾 張と 通過せ しるの なるべし。 廳牧 令に、 諸道の 驛 馬を 置く ことを 規定し、 山陽 道を 
大路と し、 東海 隶 山の 兩 道は 中路 とせち、 されば 東海道は 猶 充分に 開け ざろ しこと 
を 知るべし 柏 銅 六 年と 月 吉曾路 を 開きた る こと あろ、 蓋し 東西のを 來 漸く 頻繁と 
なろ、 東 山道を 往來 ずる 者 も 多く 其險瞄 なる じ 苔み たるを なて なるべし、 從て 東海 
道の な來る 漸次 盛に 及びた るな らん。 化 等は 此 頃よ ろ驛 家の 新設、 驛 鈴の 新 給 等の 
事、 國史に 所見 甚だ 多き に 至ろ しを なても 知る を 得ん。 聖武 帝恭仁 京に 移 都 せらる 
、や、 其 新道を 近 江に 通 ぜられ し 事 あろ、 此頃 よろ 漸次 近 江 路を經 て、 が賀路 .に 出で 
加 太 越を なした る 者を 生ぜし ならん。  ‘ 


巧藏國 東海 
道に 屬す 


駿測 末の 


一二 關を駿 す 


舘 根の 道路 
を 開く 
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光た 帝 寶龜二 年 十月、 武藏國 の 從來東 山道に 屬せ しを、 新に 東海道に 屬せ しむる 
こと、 なしぬ。 乃 も、 相模國 夷參驛 範^ マ 如に 渡よ ろ 海路 東京 灣 口を 越ぇた る こと、 武 
尊當 時の 慣習な ろしを、 新に 陸路 下總 じ. 出. づる こと、 を 或る。 之を がて 奈良朝 末の 
東海道は、 大和より 伊賀 路に據 ろ、 海 遊 諸 國を經 て、 相模 よろ 武藏 を經て 常總の 地に 
入を しもの なる 事を 知る。 

植武 帝都を 平を に遷 すに 及んで、 東海道は 伊賀 路を とる こと、 甚だ 不便なる じよ 
ろ、 聚海隶 山の 兩道 おに 近 江國に 出で、 草津驛 よろ 分岐せ しめて、 東海道は 恐く 伊賀 
越 若しくは 今の 鐵道 線路の 邊を踰 を、 祐植じ 出で、 猶ほ加 太 越を 踰を しるのに 似た 
ろ。 今の 主 山路を とる に 至らし は 何の 時よ ろなる か詳 かならず 之と 典、 に S 關を廢 
し、 化 鉛 鹿 關る廢 せられ、 公私 姪 巧の 稽留の 弊を 除かれた ろ。 此の 如く 帝都の 移轉と 
典に、 西方に 於て 驛路じ 多少の 差違を 生ぜし が、 又萊 方に 於て、 延曆廿 一年 五月 意外 
の出來 事を 生じた ろ、 卽も富 ± 山 噴火して 足 柄の 路 次を 雍 塞し、 箱 根の 新 路を開 襲 
する に 至ろ し 事な ろ。 蓋し 此頃 咳 で駿 相の 界を踰 ゆるは、 武 霄の當 時とは 多少の 異 
同な 含に あらね ど、 同じく 駿河國 原 驛の邊 よろ、 足 柄を 越を 小 旧 原に 出で たる もの 
なる が、 化 時よ ろ 新に 箱 根 開かれた るな ろ。 然れ ども 平を 朝 ホには、 を 柄の 路 再び 開 


イ 


’  かれた ろと 見え、 坦 易なる あ柄路 をと ろし 者 多く 見 ゆるを ろ。 爱に义 一言す べきは 

巧 勢 尾 張 間 5 伊勢 •尾 張の 間に 付て なろ、 德川 時代には 化 間を か 渡と なした るが、 當時も ホ か 渡し 

の 交' 通  ^ 

- なろしと見ぇ、弘仁ーーー年五月が勢國司の奏言に、桑夕郡積無驛か喊^^細诚誦^^ ょ 
I ろ 尾 張國じ 通ず る 水路に 置ける 傳 .馬を 廢 せんとの 事 あろ、 是れ此 間に 船 渡を 用む、 

^ 木曾川の 渡を 避けた る こと、 德川 時代と 圣く 同樣を 6 しこと 知らる、 なろ。 

仁 明 天皇 承が 二 年 六月、 駿河國 富 ± 川 あび 相 模國触 河の 二 川は、 急流に て 難船の 
I 憂 あれば とて 船橋を 架 せら。 尾 張の 墨 股草津 、參 河の 飽海矢 作、 遠 江の 大 井、 武藏を 瀬 • 
住 田の 諸 川の 渡船を 增 さしめ たる 事 あろ、 此 等は、 當 時の 往還に がける 渡 水は、 如何 
をる 地に 如何なる 施設を なした る やの 大槪を 知る におらん。 

絶 鼻 驛を興  承 和 十 年 遠' 任 國猪鼻 驛を施 ハす、 化 猪 鼻と いふは 今の 新居の 化 方に あら、 濱名狐 口 
の 現今の 如く 切れ ざろ しな 前、 僅に 一 小川を なて 大洋. に 連絡せ し 時の 往還の 衝路 
じ當 ろし 地 なれば、 爱 に此驛 家を 興した るなら A。 元 慶八年 九月、 此國の 正 祿稻一 萬 
六 千 六す S 卜 束を 費して、 此 湖と 大流 とを 通ず る 流に 長 五十六 丈 廣二丈 一二 尺 鳥 二 
ー ホ 六尺の 橋梁を 架せ しめたろ。 化， で 一町 半 餘の橋 じて、 貞觀四 年に 架設せられ しを、 
二十 餘 年に 及んで 廢朽 せし じょろ、 爱じ改 架せられ しもの なら。 されば 此 間は、 現今 
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の 如く 一里 餘の長 橋るな く、 德川 時化の 如 さ 厄 か 極まる 渡船るな く、 最も 平 穩じぉ 
I  一町 半 許の 橋を 渡ろ て 化 聞を 往來 せし るの なろ。 

I  醋酬 天皇 延長 五 年 延喜式 成ろ、 义驛馬 •傳馬 等 よら 諸種の 道路の 制 もを 聋ク 、此東 
邮 i が 編 陸 I 海道の 普 透る、 諸種の 規定 愈 整備す るに 至ろ しるの \ 如し。 民 部 式には、 諸國 々府よ 
ろ京師に至る海陸巧程の制ぁ <^。東 海 道 じ 於 て は、凡 も左の如く捉をせら。 
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r  之を 天祿夫 元の 頃の 倭 名鈔じ 比せば、 ホー ニニの 異同な^ じあら ね ど、 又 略 t 同様を 
j ク 、之を がて 大略 當 時の 往還 交通の 模樣も 推 及 すべさる の あるなら。 又 民 部 まじ 見 
If  I 漏 運 ゆる 諸 國雜物 運送り 巧 貧を をめ たるを 見る じ、 か 賀國稻 六 束、 伊勢 國 十一 一束、 志摩國 
十八 束、 尾 張國廿 一束、 參 河國肿 S 柬 、海路は 米 一巧 賃稻 十六ず 二 おを 充ス遠 江國肿 
- 五 束、 海路は 米 一巧 賃稻廿 一二 束、 驗河國 五十 四 束、 伊豆 國 六十 柬 、甲斐 國 十五 巧、 相模 
I 國と 十五 束、 武藏國 八十 束、 安房 國巧 束、 上 總國す 束、 下總國 九十 巧、 常 陸國巧 束と いふ 

兵 部 ま 請 國<  t  こ。，.- $  . 

驛 傳馬數 / 秋 貧を をろ 义兵部 式に 諸 國驛傳 馬の 數 をを めら れた ろ。 


画 名  驟 .馬 

巧 彎到錄 鹿 二十、 河 曲、 朝 明、 挺撫 
巧 妻圖を 十、 市 村、 飯 高、 度を を 八、 

志 摩國鴨 部、 磯蓉 凹、  . 
尾 張 國馬津 、新 溝を 千、 

參河 國顏齡 F 

塞 エ到猪 鼻、 莱原 、□摩、 

が 巧ジ區 横 尾、 お倉を 卜、 

を 巧 a 小川 橫 旧、 息 律、 蒲 原、 

Mr 巧區長 倉を 十、 橫走 二十、 

P 垄 M  水巿 、巧 口、 

巧 妻 障 加 まを 五、 

とい ふを あら、 此 等を みる 

往還の 模様、 驛路の 別、 傳馬 
延喜 式を 見れば 化ノ 上の 
の 時勢と しでは 悉せ ろと 
人は 徒に 縣 奢に 傲 6 て 地 
し、 京都と 地方との 懸隔は 
名が し 難し。 されば 東海道 

上を の 巧 海道 


傳馬 

鞠 明、 河⑩ 、鈴 
鹿を お、 


海 部、 愛智を 五、 

碧 海、 寶 飯を 五、 

潰 名、 敷智 、磐 田、 化 
度、 蒙 原、 を 五、 

益 頭、 {女 倍、 廬 原、 富 壬、 
駿河郡 並 橫ホ驛 を 五、 


闕 名 
相模國 
满藏國 
を 房國 
上總國 
下總國 
常靈國 


驛馬 . 

坡本サ ニ、’ 小總 、赏 
輪、 演 巧を 十二、 

店屋、 小高、 大 井、 

豐 島を 十、 

白濱 、川上を 五、 

大 前、 藤瓣 、を 
穴、 天 あ、 を 五、 

井上、 十、 浮 島、 河 曲を 五 
茜渾 、が賦 を 十、 

棲 谷 五、 安 侯 二、 曾彌 五、 河 
內 、田 後、 ル 田、 雄 瞳が 二、 


傳馬 

足 柄 上、 餘 綾、 高 
座 郡を お、 

都筑 、橘樹 、巧 原、 
豐島 郡を 五。 


海と、 望陀 、巧 准 
天 巧 郡を 五、 

巧 飾 郡 十、 モ葉 
相 馬 郡# 五、 

河 內郡五 


も、 其驛 名ょ ろ考 へ、 大略 現今の 東海道に 大差な きを 見、 其 
の賃錢 等を も 知る を 得べき なろ。 

如く じして 諸國 交通 機 關の大 じ發達 完備し、 游ん ど當時 
稱し 得べき 有様 をれ ども、 其實 際の 狀 祝を 觀 察する じ、 京 
方を 顧みず 地方の 豪族は 莊圃の 利を 占め 獨ク 勢を 恣じ 
日を 追 ふて 甚 しく、 盜賊は 到る 處 じ巧沒 して、 旅行の 危險 
に 於ても、 延暮 式の 文は 殆ど 空文に 屬 し、 其 明文に 擧 げら 

九 


荒凉 たる 海 
道 狐 


が 安 朝 巧 期 
の 取 海道 


組 行文と し 
ての か 勢 物 
語の 倡 値 
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れ たる 諸 制度の 如 さは 更に 巧は る、 ことな X、 交通 來往 ずる 者は 甚 少なく して、 海 
道筋は 寂寞 荒凉 、實じ 围難極 咬れ る ことは、 が 五中將 のが 勢 物語、 营原 孝標の 女の 更 
科 日記、 源 隆國の 今昔 物語の 類に 於て 觀 察し 得らる、 なろ。 今 前述の 國あ 格式に 現 
はる、 文字を 爱に綻 合し、 化 等の 譜 書に 考へ 、平安朝の 東海道を 略叙 せんとす。 

更に 進んで 平安朝 時代の 東海道を、 當 時の 旅行者の 旅行 日記の 觀片 にょろ て考 
究 せんに 平安朝の 初期に 於て、 當 時の 雖冶 郞と謠 はれた る 業 平 朝臣が、 藤 原 巧の 爲 
斬 髪の 刑に 處 せられ、 京都を 去ろ て 歌枕を 求めん として 關 衆に 向 ふ、 之を 業 平 朝臣 
吾妻 下らと 稱 して、 伊勢 物語に 見 ゆる 所なる が、 古ホ此 一條は 疑を 蹄い 者な きに あ 
らぞ 或はな て 巧 事 家の 作爲 をら とする あろ。 然れ ども 元 ホ 伊勢 物語の 書た る、 を 節 
皆 和歌に 從 へて 歌 序の 斷片 とい ふべき 記事の みなれば 、もとょろ 後の ± 佐 •更 科さ 
ては 十六夜の 如き、 純粹 なる 日記 紙 行文の 類に あらず、 されば 之を 連續 して 解釋す 
べきに あらず。 唯 此斷片 を 集め、 多少 當 時の 東海道を 描 ぉず るに 於て は、 業 平 朝ち の 
東 下ろを をした る もな さざる も、 何人 か 化 頃東國 下向の 時の 記事と すれば、 我が 歷 
お 地理 上の な 究じ甚 しき 支障を 生ぜず たと ひ 業-平が 此 文を 作らし にあらず とず 
る も、 其 古雅なる 文體 、鐘强 をる 筆鋒、 及び 伊勢 物語. の 前後の 文章に 比し、 決して 業 平 


時代を まる 遠き ものに あらず。 何れに もせよ 平安朝の 初期よ ろ 中期の 作爲に 疑な 
^ き を 見 れ ば、化 種の資蛛の缺乏せる時代じは、こよなきが料たるを疑は ず、況 ん や 其 
I 業 平なら ずとの 確 證ホだ 十 かならざる にがてを や。 

I  此業 平の 祀巧 文なる もの、 或は 更に 詳細なる ものな ろしを、 此 物語には 唯 歌咏の 
I 秀逸なる もの、 み採錄 せし や も 知れず されば 記事 甚粗雜 じして 委曲を 知る じ お 
か 勢 物語に  なし。 然どる 今其傳 はれる ま、、 臟氣 なる 中よ ろ當 時のを 通 線路なる 物を 考究す る 
路  I に、 京都よ ろ出發 して、 近江路 よろ が 勢に 入らし や 美 濃路に 入ろ しやを 考 ふるち 伊 
勢虐 張の あは ひの 海 づらを 巧く に」 とい ふ 事 あ-^。 之を がて ずれば、 いかにも 海上を 
船渡した る 趣 あら。 然るに 前に も 述べた る 如く、 當 時は 德川 時代の 如く、 桑ぶ •熱 旧の 
間を 船 渡を なした る 時 なれば、 旁な て此 間の 海を 渡る てが 勢よ ろ 尾 張に 入らし 事 
を 知る。 されば 業 平 朝臣は 皆づ 京都よ ろ 近 江に 出で 鈴 鹿 越を なし、 桑 名よ ろが 勢 海 
を渡-=^て尾張じおでしるのなら ん。更 に 平 巧 朝 の ホ 葉 に 於 て は、鈴 鹿 の 峻 を 避 け て 
I 近 江よ ろ 美濃路 をと ク 、之よ ら尾 張に 入ろ しるの 多き が 如く、 同時 じ 東 山道の 交通 
^ も 渡 酷け しじよ ろ、 不破關 は 其 要路に 當り しもの ならしな り。 お 科 日記は 卽も此 化 
路を とれる ものな ろ。 之よ ろ 業 平 朝ち は 尾 張を 經て S 河に 入ろ、 矢劍 川の 附近 じ來 
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臺 阳の險  ろ、 八橋に 於て 杜 若の 詠を と'^ め、 遠 江を 經て駿 河に 入る。 宇萍 山峻喻 じして 老樹 襟 

I 蒼蔓蘿 茂を して、 いと、 心細き ことを 說 けろ。 現今の 宇津山 決して か、 る 恐ろしき 所 
にあらず 蓋し 東海道の 往還 ホ だ 開けず、 旅行者の 苦難す る 所た ろしは、 此を なても 
一 班を 察知す るに おるべし 相 模を經 て 武藏じ 入る、 箱 根處柄 何れを 取らし やを 知 
らず 延曆の 噴火 よら 近き 年の 事 なれば、 恐く 箱 根を 越を しを らん。 之よ ろ武 藏卞總 
の界 なる 隅 旧 川を 渡り、 絕唱 都鳥の 詠を と'^ む。 當時隅 旧 川を 武總 の界 となした る 
ものな らん、 卽も 今の 南 化 葛飾兩 郡は 倭 名 妙の 郡 名に も武藏 じは あらざる よろ 考 
ふる も、 を  く  下 總じ屬 せし ものなる こと 明な り。  ' 

^  伊勢 物語 じ 見 ゆる、 京都を ぉで、 武總 地方に 赴く 道筋は 凡を 此の 如くに して、 共 
I 詳細なる 事は 到底 知るべからず。 唯 其 大綱と なる 道筋の 一 班を 知る に 止 皆る のみ 
平安朝の初期に於て は、凡 ^v此の如くな-c^し が、ホ葉 じ な ん で は、多 少 趣 を 異 に せ 
るが 如し。 其 頃の 紙 巧 文には 菅原 孝標の ホの 更科 日記 あろ、 後 一條 天皇 治安 三年の 
ものな う。 これ も 女が 僅に 十 S 歲の 時の 事を 追記せ しもの なれば、 甚だ 曖昧に して、 
地名の 前後 あら、 誤謬 も あろ、 俄に 證 になし 難き 所 も あれ ど、 化 時代に 於け る お 海道 
の 交通を みる じは 唯一の 資种 なれば、 今 之に よらで 少しく 考 ふるに、 女は 父 孝標が 


平を 朝 ホ 期 
の 東海道 

更科 日記に 
見えた る 通 
路 


上總 かじな じ、 任 果て、 歸京 する 時化 伴 はれし 時の 紙 行文 なれば、 上總 よろ 下總南 

^ 藏じ入クしものなれ ど、今 從巧の例に從ひ、化日記の祀事と反對に說かん に、京 都 を 

出で 逢坂の 關を 過ぎ 粟津を 經て瀬 多 橋を 渡る。 伊勢 物語に 於て は、 近 江よぅ 鉛 鹿 越 

を爲 したる 如 さが、 此 日記に ては 美 濃路を 取ろ しものと 見 ゆるな ろ。 蓋し 當時 平安 

- 朝 ホ 盜賊橫 巧し、 道路交通の 危險 なること いふべ からず、 殊に 鈴 鹿 山路の 物騷 をる 

事に 付て は、 今昔 物語を どじ 諸種の 賊 難恠談 等を 記した るに よ ろても 知らるべく、 

爲に 平を 朝 未 期には、 鈴 鹿の 驗を 避け、 難を 遁れ V、 美 濃 路の姐 夷なる に據ク しもの 

をるべし。 孝標の 如き も 亦 卽も美 濃路を 取ろ し 物と 見ら る、 なろ。 琵琶湖 邊を 過ぎ 

て、 栗 ぞ野洲 •神 崎 •犬 上を 經 、巧 旧 郡 息 長が、 卽も 番學醒 井の 邊 よろ 不破關 を 過ぎ、 今の 

關ヶ 原が を 經て野 上に 出で、 美 濃國府 W 城 挪を經 、今の 大垣时 よろ 墨 股 川を 渡クて 

尾 張路に 入る。 今の 名を 屋 などい ふ 地 もを ければ、 此廣 野を 過ぎて 鳴 海 浦に 至る、 此 

邊は 海岸線の 變更甚 しければ、 道路 も 今の 道よ ろは、 更に 東方に あろし ものな ろ。 之 

化かす がの  よろ 三 河 罰に 入る、 本文 じは 此 間にし かすが の 渡と いふ あろ、 今 兩國の 境 じは 境 川 
渡™、  - 

一とい ふ 小さき 川 あら、 これを いふる のか。 され ど餘ク 注意 せらる、 程の 渡に も あら 
ず、 或は 白 須賀の 誤 じて 參 遠の 境には あらず や。 之よ ろ 八橋に 出で、 W 4" I 作 «淵 S 
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岡 崎 附近の 二 村 山を 越ぇて、 宮路山 於 «雄 を 過ぎ、 今の 豐橋 •一一  川を 經 て、 高師 
^濱 だ出づ 。之よ ろ 猪 鼻驛を 過ぎ、 濱名 橋を 渡る、 §、«» 叫 瞧 f  ^ 齡错 ^ 爾 八 則. I。 れ 
天龍川を 渡ら 佐 夜中 山を 越ぇ、 大 井川を 渡るな ど、 現今の 路と火 差な きが 如し。 是よ 
ろ更科 日記には 宇津山の 記事は 所見な きも、 淸見關 を 過ぎ、 富 ± 川を 涉ろ 、右に 旧モ 
浦を 挑 め、 左に 富 ± 山の 噴煙を 望み、 今の ま原邊 よぅ 八 刀れ、 富キ 愛鷹 兩 山の 間‘ を 過ぎ 
橫走關  欄 御殿場の 方面に 向； 5、 竹ノ 下に 出で、 お 柄 山を 踰 ゆるな ろ。 横走關 とい ふは、 御 
殿 場に 出づる 違での 山間 じあろ しもの なりと いふ。 足 柄 山は 延曆廿 一年の 富 ± 噴 
火 じて、 道路を 蓮 塞せられ たる ものなる も、 此 頃には 旣に 再び 開かれて、 箱 根の 峻驗 
^ なるるのよら尊ス此比較的を易なるものに據らしが如 し。を 柄よろ相模の國府は 
i 大 磯の 西方 なれば、 通路は 化 あたらに 從 ひしる のなる べし。 唐" 原 献 場 I を經 て、 
をす た 川  ^ 相 武 の 界 に あ す た 川 と い ふ 川 を 渡 ク し と あ ク。是 を 隅 旧 川 と な す は も と よ ろ 誤 ク 
^ な ク、高 座川义は多摩川などを指したるじはあらざる か。是 よろ今のお京の地じ入 
か 芝  I 这 み、 竹 芝と いへ るは、 恐く 今の 芝の 邊 なるべく、 大 井川と いへ るは.、 これ こを 隅 巧 川 
^ か 江 戶 川 な る ベ け れ。化 川を渡ろ松戶邊よク下總じ乂るといふ順路なら ん卡 總 じ 
入ろ てよ ろは、 海岸に 出で 千 葉 和の 邊を 過ぎ、 上 總國ホ 原 郡の 市 原が 大字 能 滿の國 


府に 入る とい ふ 道筋を るを 察 I せらる、 を- CN。 

I  之を 要するに、 平 ま 朝の 初期と 未 期に 於て、 旣じ 大體に 於て が勢路 と美 濃路 との 
相違、 箱 根と お 柄との 差違 あらしを 見る。 其 因て 來る 理由 じがて は、 旣 に其个 所々々 
I じ 詳述し ぬ。 其他猶 一二 二百 年の 長 日月の 事に も あろ、 且な來 もさ 咬で 頻繁なら ざれ 
I ば、 從 つて 道路 も 自ら 天變 地異、 地形の 變 遷等穗 々の 事衙 じよろ て變 移した るなる 
I ベく、 偕む らくは 當 時の お籍 之を 詳悉せ ざれば、 今は 唯 其 知ろ 得べき 限ろ に 於て、 平 
安 朝 時代の 東海道は、 か、 る 順路を 取ろ しとい ふこと、、 兼ねて 其 往還の 模様を 右 
の 如く 述べ 了への。 唯 吾人は、 上古よ ろ 最も 開化の 域に 達した る 近畿 地方と、 豪族 等 
の 多く 割據 したる 關柬 地方との 間の 交通は、 いかじして 巧 はれし か、 其 線路は 如何、 
贺 - 其 道筋は 如何 じがて、 之を 述べた るの み。 とにかく 正を に 見 ゆる 束 海道は 驛馬感 馬 

實 際の 有様™ 

の 制る 確然と して、 交通 磯關備 はろ、 交通 線路 もを かろし が 如きる、 實際此 等が 勢 物 
語 壺科曰 記 等に 照せば 機關は 奮は ぞ盜賊 は 横行し、 旅 宿なる ものは なく、 一  國の國 
™ 司の 如き、 高等なる 地方 官の 赴任は、 多くが々 の 長者の 家を 臨時 徵發 する 如きる、 猶 

.  八 

- 時には 茅屋の 空 家に 露 宿を なさ くるべからざる 事 すら あろし が 如し。 更科 日記の 
作者は、 上總 よろ 京都に 入る じ 巧 二十 餘 日を 費した ろ。 が 勢 物語の 作者は、 宇津山の 
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如 さ 山に が V 其 寂黨に 驚けろ 莫 化 今昔 物語の 如き 道路の 危險を 語れる もの 少な 
からず。 此 等を なて みる も、 當 時の 東海道を る ものは、 至極 不便 極 うら、 京都と 關 東と 
のを 來の 至難なる 事、 實に甚 しかろ しを 見るな ろ。 化の 如くに して、 上を の 時代に が 
V」 は、 關東 地方 じ 多少 豪傑の 據 居せ るに 拘らず 其 相互の 交通 不便に て 機 關の備 は 
ら ざる こと、 聋 たいふに 堪 へず 實に 今人が 汽笛 一聲 新橋を はや 我が 汽車は はなれ 
たらと いふ 如き 事の みを 知る 人には、 實じ 夢想 だに せざる 所と いふべ し。 

.  (明治 一二 十五 年 レ 


鎌 食 時代の 東海道 


が 倉 前の 巧 

海道 


お 朝 開が な 
の 巧 海道 


鎌 倉 時化の 交通 じつ さて 槪 略述べ やぅと 思 ひ 違ず が、 をの 奧 州の 方面に つき ま 
しては、 別に 坪 井 博± がを 話が あろました から、 こ、 では 東海道の 樣モ について 申 
上 やぅと 思 ひ 皆す。 尤も 本屬 じつき ましては、 曾て 歷お 地理 誌上に 書いた 事が あら、 
且つ NP の 後 別に 新しい 調 も 致し ませのから、 今は これを 省略し V 申 上げる まで、 
あらまず。 元來 上を はま だ 東® の 交通が 餘^ 頻繁で あろません から、 道路の 修築 も 
巧 屈かず 旅 {個の 設備を ども ま V 不完查 で、 歷あ 上には 驛馬感 馬の 制 も 整然たる や 
ぅであ^ます が、 實 際は 出に 路 なく 川に 橋な く、 盜賊は 横行して 旅行は 甚だ 不ま不 
便の あ樣 であら 咬した。 然るに この 時代に 入 ク ましてからは、 源賴 朝が 新に 備 起し 
て關柬 の故舊 豪族を 集め、 平 巧を 西 海に 遂 ひて、 狠據を 鎌 倉に すを る やぅに をら ま 
して、 京都との 來往も 頻繁と なろ、 萊 海道み 狀辄は 前代に 比して 大に 活氣を 添へ る 
やぅ じな つたので あらう ず。 やがて 鎌 倉に 幕府が 開かれ、 武家政治が 起る やぅ じな 
ろました が、 猶 京都には 天皇が あつて、 大權 はこ、 に 留まつ てを るので あろます か 
鎌倉時代の 海道  -  ー セ 
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ら 、相互のを 通 ももの づ から 多くな ろ 或して、 東海道は 將 軍の 上洛 や 公卿の 下向の 
™ ために 一段の 殷 脆を 極めて、 來往が 甚だ 盛と なるやぅ になろう した。 政治の 實權が 
京都を 離れる とおに、 驛 傳の植 軸る 亦 鎌 倉に 歌つ て、 すべてが 幕府の 號 令の 下に 動 
くこと、 なろ ましたので、 自然 じ 交通の便る 一 厨 加は つて 道路 も 修築せられ、 山路 
I 橋梁 等 もょ ほど 完查 じな つた やぅで あなます。 當時京 鄙 鎌 倉 間の 往來が 頻繁と を 
つて、 京都の 人が 鎌 倉に 來 る、 鎌 倉の 人が 京都へ 巧く とい ふやぅ じな つて、 互に 來往 
姐 信機關  の 盛と なると おに 相互の 間に 通信 機關の 必要る 生じ 違す ので、 この 事業 も 非常に 
發達 ずる やぅ じな^ 今した。 この 目的を 達せん が爲 じは、 此頃 すべて 飛脚 便に ょつ 
飛 巧り 行を  たやぅ であろ ます。 五 口 妻 鏡に 散見す る 所で 見ます と、 文治 S 年 十二月には 飛脚 行程 
をと 日と をめ V あろます。 之を-更に 同書に 見ぇる 諸 段に 參考 してみ まずと、 寺づと 
日は 普通の 巧 程と 思は れ聋 すが、 其 最も 早い のは、 僅々 四日 間で 達して をる ものが 
I あります。 卽 も延應 元年 五月 廿一 二日に、 赤 木 左衞門 尉平 忠 光が 六波羅 飛脚と して 鎌 
倉に 參 らました のに、 二十日 ホ 刻に 京を 出で、 廿 S 日 申 刻に 到着して をら 皆す、 吾 嬰 
1 鏡 作者 も 「殆如 飛鳥」 と 評しで をる。 其 外 五 曰 間にて 來 たものは 少く あろ 脅せ ふ、 仁 治 
S 年 五月、 泰 時の 死を 京都に 告げ 咬した 時は 十五 日に 出發 して 十九 日に 着して を 


る、 寶治一 兀年六 巧 五 曰泰时 光が 及 森 入道 等の 課せられ たる 時は、 九日に 京都へ 着し 
I てを る。 义六 日間を 要した るるのに は、 寶治 元年 六月 九日、 上 總か秀 胤の 誅 せられた 
.る 時、 をの 十四日に 飛脚が 京都に 着して をろ 皆す。 义百練 涉仁治 一一 一年 正月 廿日の 後 
嗟 峨帝踐 祇の條 じ、 「今月 九日な 後 空位 十二 个日被 待關東 飛脚 之 間 化」 と あろ 脅す の 
は、 飛脚 行程 六日の 意げ であろ 脅せう。 これでみ 達すと、 大抵 當 時の 急 飛脚と ホす も 
.  のは、 京 鎌 間を 凹目 乃至 八日 位 じて 寒した もの、 やうで 六日 位が ころ 平均 稻 であ 
™ る やうで あり 咬す。 併し ーッ 吾妻 鏡の 文治 二 年 十 巧 十六 日の 條 に、 雜色鶴 次 郞が上 
W 洛 して、 木工 頭範秀 朝臣が が 豫守義 巧に 同意した ので、 これを 化條 時を に訴 へに ホ 
た 時 じ、 行程 一 二日と をめ られ たと 申す 事が あろ 脅す、 これは 非常な 早い もので、 果し 
I てこれ が實 行せられ たか どうか、 外に この 例 も あろ ませぬ から 八 刀う 或 せんが 一日 
行程 四十 餘 里、 隨分 行けない 事る あろ 聋ず 皆い が、 ょほど 困難で あろ 聋 せう。 これが 
巧 はれた ものなら ば、 咬づ 一番 早い 例と 致し 建す。 

普通 旅行を  义當時 普通の 旅行者は、 幾何の 日程を なて 旅 巧した かを 當 時の 日記 祀巧 じょつ 
^ て み 違 す る に、建 乂元年賴朝の關東へ 下向した時 は、十 二 月 十 四 曰 じ 發 し、廿 九 日 じ 
着して をら 建す、 卽も 十六 日間を 要した やうで あろ 違す。 海道 記の 著者は 其 應二年 

、  鎌 倉 時化のを 海道  一 化 


四月 四日に 京都を 發 し、 同 十と 日に 鎌 倉に 着して 十四日 間を 要しで をろ 違す。 十六 
夜 日記の 著者は 建 治 S 年 十月 十六 0 に 京都を 發 し、 廿 九日に 鎌 倉へ 着して、 これ も 
亦 十四日 間を 要して をろ まず。 耸づ化 等を な V 當時 東海道を 旅行した 人の 費した 
日數を 知る ことが 出來 咬す。 

是 ょうな 前に、 文治 元年 十一月 賴 朝が 驛路の 法を 定めて、 東海道の お驛 でが 豆 •駿 
河が 巧 近 江に 至る までの 間は、 權巧 勢家の 莊園 たると 否と に拘 はらず、 皆 命じて 傳 
馬を おさしめ 咬した 建久 四が 二月、 賴朝又 雜色足 立 淸經に 命じ、 嫌 倉 •京都 間の 路次 
驛家 渡船の 事を 監理せ しめ、 所々 に新驛 を增設 し、 途上のを 驛じ京 鎌 間 往復の 早馬 
あび 御物 送 夫を 管せ しめ、 人夫は 大 おに 八 人、 小 宿に 二人を 課し、 义 沿道 諸國の 守護 
に 命じ V 夜巧番 衆を 置き、 交番を なて 旅人の 警固 をな さしめ 一二 滞義澄 •化條 盛時に 
命じ、 宿 次 •傅 馬 •送 夫 等の 事を 司らし め 咬した。 是 から 後に 建 保の 頃に も、 時々 關津渡 
船の 更 利を 圖 らしめ た 事が あらます。 こんな 風に 賴 朝は 最も 驛路の 事に 注意し、 殊 
にを 柬 常道は 第一の 要路に 當ク てを る 事で ありを ずから、 最も 意を 用む たやう で 
あろます。 化條 .巧 も 泰時瞎 賴の如 含は、 民政 上に 留意した 所で あらます から、 自然 驛 
路の 事に も 力を 盡 しでで あろ 達せう、 雀の 東關滿 巧に 泰 時が 一二 州 本 踩原化 柳を 植 


えたる 事の 見ぇて をる のは 赤 殖產と 典 じ 道路 改修の 一で あらみ 《せぅ。 然し 賴朝當 
歷臟|織齡 ^ 時のやぅに驛遞の政は擧らなかつたものと見 ぇ、旣 に 嘉 顧 の 頃、東 海 道 に 贼 徒 出 沒 
して 旅客を 權 或した 事が あろ、 或は 京 鎌 間 往來の 脚 夫 等、 屢 行人の 駄馬を 强 奪し、 百 
I 姓を 普し むる 事が 多い ので、 或 時は 路上 じ 旅客の 隻影を も 認めな かつた とい ふ 事 
さへ あろ 音した。 これょ ら化條 巧の 中世が 後は 一 曆甚 しく、 文應の 頃には、 諸 國の家 
I 人 等 もホ審 横を 極め、 上洛 夫 歇の料 或は 大番 役と 稱 して、 貧民に 苛 法を 誠す るが 如 
.き 事 も あろ、 爲じ巧 姓 不平の 聲 甚だ 高くな ろうした。 弘長 中將軍 上洛の 時、 其 賦役を 
巧 姓に 課し、 巧 姓 逃 遁せば 其 後を 鄉 里に 課すと いふ 後の 助鄉の やぅな ものを 起し、 
爲じ 東海道 沿道の 人民の 如 は、 一曆苦 めら る^ 事る 多 かつた やぅで あ々 聋す 。义 
此頃萊 海道を 驛に備 へたる 二 匹の 早馬を、 京 鎌 間な 來の諸 使が 屢濫乘 し、 爲じ 東海 
W 道を 驛の 騷擾 一方ならず、 义將軍 荷物 送 夫 申請の 事は 皆雜 掌に 一 芒て あるから、 
.，  ™  ^ 等の 者が 私利を 謀つ て® 夫を 多く 使役し、 海道の-苔 痛を 受 くる 事 甚し かつた の 
で、 弘長 元年 二月 令を 下して、 爾後 早馬は 臨時の 時に あら ざれば 發 すべから ず、 と定 
^ 咬した。 更に 元弘 一一 一年 八月には、 雲恆に 早馬 及 御物 遞 送と 稱 し、 旅人の 人馬を 强 
奪し、 雜 事を 驛 家じ認 する 如き 事が ある、 自今 早馬と 稱す るる 過 蕾を 帶 びない もの 
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には 出すべからず とを めら れ 建した。 

J  鎌倉時代の 末葉に 及んで は、 天下が 大 に亂れ たと おじ、 沿道の 守護 地頭は 唯 私慾 

I を專 にし、 旅人 Q 囊 中を 絞ろ、 す 姓の 愁 普を 增 ずに 力を 盡 したばからで、 社 會の人 ふ 

^ は 愈 腐 敗 に 傾 き、幕 府が時々右の如さ禁令を出して も、大 槪 巧 は れ な い。旅 巧 の 不 を 

甚 しく、 苔 痛言 語に 絕 する ばかろ になら 聋 した。 化 等 驛路類 廢の事 質は、 決して 之を 

輕輕に 看過すべき もので をい、 堂々 たるを 還に 白 晝雞證 横行し、 領ま 私利 私曲を 謀 

つて、 苛稱を 課する 如きは、 蕾に 人民の 旅行 ムを發 達せし めない ばかぅ でを く、 自然 

人民が 社 會の大 な 革を 希望す る やぅに もなる ので あろます。 これで 化 條氏未 葉の 

’驛遞 制度の 類廢 は、 又 卽も元 弘達武 紛亂の 一源 因と なる ものと いふべき であろ 

す。 今 左に 當 時の 東海道と 申す {呂 道は どの 道を とつた のか、 をの づ から 後の 室町 や 

江；！^ の 道路とは 違つ てを ろ すから、 地理 的 じを の 驛路を 述べ やぅと ぶ ひ 咬す。 

が靈の驛 ^  當 時の 海道は 如何なる 路 筋を とつた か、 もの 驛次 につき 今して は、 嘗て 詳しく 歷 
み  ^  、 

^ お 地理 誌上に 說 いた 事が あろ 咬す から、 こ^には もの 槪 略を かいつうんで 申 上げ 
^ てを かぅ と 思 S 聋 す。 當 時の 旅 巧の 模様を 蕾いた ものは、 餘ら が砰が あろ 皆 せん、 僅 
じ 當膊の 人の 旅行 日記が あぅ 皆す るので、 是等 記錄や 日記に 對 照して 考へ るょ 6 


京都 巧發 


近な 


鈴鹿路 と美 
濃路 との 分 
峡點 


外 致 方がない ので あらます。 まづ 平家物語 •源平 盛衰 記 壹妻鏡 海道 記 •十六夜 曰記隶 
關祀行 等は 最も 海道の 狀 況を詳 になし 得る がが であろ 耸 す。 

當時 京都を 出發 して、 ま づ粟苗 口から 逢坂 越 じか、 つた もので あろ 聋 す。 逢 あ 山 
の 入口に 四宮 河原と いふ 所が ある、 れ から 蓬 坂の 小關 (今の 追々 が邊 であろ ませ 
ぅ) を 通過し、 山を 踰 ぇ、 逢坂の 關を 過ぎ V、 大津に 出ます。 をれ から 打 出 濱棄津 原を ど 
を 過ぎ、 勢 多 橋を 渡つ て 野路 驛じ乂 るので あり 咬す。 此驛は 當時お 江では 最も 有ぶ 
をる 地で、 聲路の 猿 原な ど 申して、 歷 代の 歌集に る 多く 見ぇて をる 所で あつて、 京都 
を朝晚 く出發 した 者は、 大抵 此 所で 宿泊す るので、 まづ最 るを 易なる 一日 程 (六 里餘) 
であろ ませぅ。 當時 この 驛が 喪衙 となつ たわけは、 江戶 時代に 中 山道と 柬 海道との 
々岐點 は、 草津 であつ たのです が、 此 頃は 聋 だ草津 は宿驛 でなくて、 をの 南方 十 町 許 
にある 野路が 繁盛で あつたのを 見る. と、 當時鈴 鹿 道と 不破 道との 分岐 飄が此 所に 
あつた もので あろ ませぅ。 を 戰路の 東 化四胖 許の 志津村 大字 追み とい ふ 所が ある、 
このが が卽も 分岐 點 で、 野路は 兩路の 貨物を 集散した 地 •であらう せぅ。 當 時の 旅行 
者は、 普通を 道は これ か. ら不破 道を とつた やぅで あろ 咬す が、 又 鈴 魔道を 巧つ た 海 
道 記の 著者の やぅなる のる あろます、 蓋し 鈴 鹿の 主 出 越は、 平 ま’ 朝 未に 出來 たるの 
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‘で すかろ、 違た 所謂 綠林 白浪の 難る 多く、 又 尾 勢の 間 木曾川を 渡るべき 不便 も あみ 
I 聋 すから、 大抵は 美濃路 •じょつ たやぅ であろ 脅す。 

お 嫂路  鉛 鹿 方面は 姑く 措 含 違し ちな 道た る 美 濃路の 方を 申. せ ば、 踩路の 化 じみ 山驟が 
あろ， ミす、 十六夜 日記の 著者は こ、 をで 來て 消つ たやぅ であ々 をす。 をれ から 野洲 
川を 渡つ て、 猿原驛 である。 こ^は 延喜 式が 來の 古驛 で、 有名なる 德原 堤へ 出る ので 
あり 咬す。 次が 鏡驛 で、 傍 じ 有名な 鏡 山が ある。 建 長 四 年 一二 月宗爲 親王 關東御 下向の 
時に、 京都から この 驛， 3 で來て 泊つ て 居られる、 京都から こ 心 皆で 九 里 二十 町 許で' 
辰 時 頃に 京都を 出發 すると 舊 通の 旅を らば、 脅づ この 地位が 宿泊ず べき 順序で あ 
I る。 鏡から £1^ 里を 過ぎ y 武佐 寺の ある 武佐 がに 出 脅す。 吾妻 鏡に 賴 朝の 關東 下向 
の 時、 宿で あつた 小脇と 申ず 所が ある。 この 小脇と いふのは 今 中 野が の 大字に あろ 
聋 すが、 少し 迂回の やぅで あるから、 恐く はこれ である 过 いと 思 a 違ず。 或は 武 佐が 
の 事を しか 申した かも 知れない ので あろ 寺す。 

\  もれから 四十 九院 {偕と 中す のが、 吾妻 鏡 建 長 四 年祭 摩 親王 關巧 下向の 條に 見ぇ 
I うす、 今 犬 上 郡豐鄕 がの 大字 じある 地が さぅ であろうず。 もの 次が ル 野で、 所謂 小 野 
細道 露拂 ふの 地であろう す。 次じ醒 井へ 入る のです が、 中 山道は 磨 鑛嶺を 越ぇて 番 


場 宿を 通 遜し ます。 寬元四 年と 巧賴經 の歸洛 じは、 二十 五日 馬 琴と あろまず 、もれに 
- 宗攀 親王の 下向、 賴 朝の 下向の 時には 禁 浦で 泊つ てむ 寺す。 これは 今 お 旧 郡 息 長が 
™ の 大字で、 磨鑛嶺 の險を 避けた 今の 鐵 道の 通過して をる 方の 路 であ $ 皆す。 蓋し 當 
^ 時は兩方ともに通過したるのであクませ ぅ。名 高い醒井の水を掏して參る と、も の 
美 嫂  I 次は 相 原で、 もれから 美濃關 山へ 入 をんで、 营屋の 板 庇で 浮 名を 流した 不破關 を 通 
つて 次に 野 上宿に 入る ので あ ク 音ず (今の 不 破郡關 原が の 大字) もの 次が 金 井で、 も 
^ の 東 一 里半許に靑墓ががあら聋す。建久 元年賴朝上洛 の 時 は、靑波賀とをる の は こ 
の 所 で あ-CN 聋す。こ の驛は次のが瀬川驛とク ^ い てゐたのであらぅと化 ふ、こ の 驛 
は 今の 赤 坂に 當 るので、 赤が からを 八 郡に 出る 間の 川を 株 瀬 川と 申す からの 名で、. 
™ 古來 名高い 驛 であろ 今ず。 赤 奴の 東南 半里 許に 笠 縫が が ある、 今 安八 郡 化 お 瀬が の 
^ 大 字 で、十 六夜日記じ笠縫のいまやとあるが郞もこの地であろ寺 ず。元 ホ こ の 邊 は 
河川が 多く で、 木曾川 も ホ 屢化濫 ずるので、 道路 も 常 k 不完查 で、 义 道筋 も變 ずる 事 
が 多く、 普通 東海道と しては、 垂 井から 美濃路 をと つて 尾 張に 出る ので あろます が、 
_ 八當 時の 東海道は 今の 中 闲 道へ か、 つて、 靑野曹 墓 赤 坂と 出て、 株 瀬 川を 渡つ て大垣 
の 化 笠 縫が じ 入つ て、 もれから 墨 候へ 出た もの、 やぅで あろ 咬す。 もの 次は 墨侯驛 
鎌 食 時化の 柬 海道  一一 五 
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で、 次に 尾 張へ 入ろ 嗅す。 

尾 張  尾 張に 入つ て 初の 驛は小 熊で、 今の の 島 郡 小 熊が である。 次は 黑田驛 (今 葉 栗 郡， 黑 
_ "旧 和) 次に 尸  1:( 义巧津 、折戶 じ 作る) 次が 豊津 とい ふ 順序で あろます。 营津は 今の ぶを 
^ 屋といふべき伊勢路と美濃路の<刀岐飄 で、海 道じて重要なる驛の 一 であクたやぅ 
^ で あ ろ う す。今 名 を 屋 の 西 に，海 東 郡 誉 津 が が あ る、即 も を の 地 で す。 

鈴鹿路  ^  伊勢 路 は、 鈴 鹿の 驗や 木曾川の 難は. あり 咬す が、 路程は 近いので、 往 々これ. にょつ 
^  た 者が ある やぅで あら 今す。 化 道は まづお 江の 野路 驛で八 刀れ て、 多少 今の 道とは 
異同が ある やぅです が、 が 53( 今の 水口なる べし) を經 、鈴 鹿 じか、 ろ、 遂に 尾 張 海 西 
郡の 市 脈 (今の 巧 江に 出で、 津 島の 渡で 木曾川を 渡ろ、 营津 じ岀て 居る。 この 邊の木 
曾 川の 流域 じも變 動が あろます が、 今は 之を 略してを きうす、 まづ これで、 豐津で 
-  美 濃騷と 合して 一筋と なつて 東へ 向 ふので あらます。 

j  蘆 津が巧 も 海岸線に 多少の 變動 があります が、 結局は 鳴 海 潟を 望み、 山海 相 接す 
一一 一河  ^ る 間 を 過 ぎ て、今 の鳴海町の東なる相原に出 で、之 ょ ら を 掛 が を 通 過 し て 尾 參 の 境 
- なる 境 川を 渡つ て、 業 平の 柬 下ろで 有ぶな 八橋に 着ます。 次が 矢 翔 宿で (今の 矢 作が) 
次に 額 旧 郡と 寶飯 郡界 なる 宵路 山を 踰を赤 お 宿に 着し ます。 次に 本 野原を 通過し 


て豐河 宿に 入ろ 皆す。 (今の 豐川町 大字を 賓 。これから 二道 あつて 一は 本 巧 魅に 出で 
^  ’一 は豐橋の地を經て高師山じか、る一のであろ耸す、併し大おは後者をとクたやぅ 
I であら 或す。 然る じこの 豐川 宿は じ 治の 頃から 廢 せられて 渡津じ 代つ たものと 見 
I え 違 す、 この 地は 今は よく 分ろ 咬せ 於が、 ま づル扳 井が 大字 宿が 之じ當 るで る あろ 
違せ ぅ。 

遠な  これから 遠 江へ 入つ て、 延喜 まの 猪 鼻驛に 入ろ 建ず。 この 地方は 度々 地勢の 變遷 
が あろ 脅して、 よほど 地勢が 變 つてを ら讀 すが、 ほく 今の 新居が 附 おに 橋 本 宿が あ 
■らました。 この 地には 遊女な ども 居つ た 事が 吾妻 鏡に 見えます。 次が 廻澤原 (舞 坂) 次 
が 引 馬 賓延喜 式 栗原驛 にて 今濱 がの 引 馬 奴の 地) 次が 池田驛 、これ. から 天龍川を 渡 
つて 遠 卿の 國府 (今の 見附に 着す る。 次が 懸河 (今の 掛 川) をれ から 山 口 (今の 曰 耍を經 
™ て 佐 夜中 山を 踰 え、 菊 川 {化を 適 過して、 今の 金を 方面へは 出ないで、 攸 野原の 方へ 出 
I て、 延喜 式の 和倉驛 にか、 つて、 なで 大 井川を 渡つ て駿 河に 入る ので、 今の 萊 海道よ 
八-^ 遙に 下流の 方を 渡つ てを つたる のに 見え 寺す。 尤も この 川る 當 時と 今とは 流域 
1 K 甚 しい 變遷が あろ 貪して、 昔は 今よ ろ モット 萊の 方へ 巧つ て 流れて ゐ たので あ 
々皆す。 爲に駿 遠の 界は遙 に 東へ 依つ てを つたる のと 見えう す。 故に 道は 初 倉から 
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大 が"  前 島 (今靑 島が の 大字.) へ 巧 たやう であり 寺す。 然る じ大 井川の W 幅廣 くて、 京 鎌 間の 
- 公道と して、 飛脚 等の 通行す るには、 甚だ 闺難 であるから、 別に 初 倉から 島 田へ 道を 
-作 つて 出た やうで ある、 故に 當 時の 公道は 島 旧へ か、 つてを るので、 昔 妻 鏡の 建久 
駿河  ；； 賴 朝 下向、 寬元賴 經歸洛 、嘉 顧の 崇曾 親王 上洛のと き、 いつも この 地を 通過して 居ろ 
I 线 す。 併し 餘ら 迂回で あるから、 普通は 前 島 宿へ か、 つて ゐ たやう である。 次に 藤 枝 
^ を 過ぎて 岡 部で あら 咬ス岡 部から 宇津を を踰 ぇて 丸モ {化 じ 出る ので あろみ ょすが、 
- この 道は 王朝 時代には 公道で なく 海岸を 通過して むた のです が、 海岸の 道は 甚だ 

一 不便で あるので、 もの 時代 じは 宇津 ハみ をが て 公道と したやう であろ ます。 この 丸モ 

_、 

; の 地は 手 越 家 綱が 奥州 征伐の 巧に ょつ て、 此れ k 邑を開 含 浪人を 招いで 驛 家を 建 
- \し た 所で 3 だ 小谭じ 過ぎな かつた ので あろ 貪す。 殊に 近く 手 越の 驛が あるので、 こ 
™ こは 重要で なかつ たので あり 聋 すが、 江戶 時代に なつて、 手 越が 廢 せられて、 丸 子が 
I 宿驛の 一となる ので あ $ ます。 手 越は 當時 著名の 驛 で、 將 軍の 上洛 下向の 宿泊所と 
な $ 、娼家 も あつて 中々 殷腮を 極めて ゐ みやう であろ 咬す。 手 越の 次は 帆 部 川を 渡 
^  つて、 駿 河の 國府に 入る ので あろます。 

國府 が 東關柬 往還 記に 瀬 無 川 {低 や 食と 見ぇ 今す が、 これは 恐く 庵原 郡せ 奈が大 


字 瀬 無 川、 即ら是 で、 現今の 街道よ ろ 少しく 化を 通過して か！^ じ r< つた ゃうで ぁろ 
I 江筑 から 海 潰に 沿 ふて、 淸見關 の趾を 過ぎ、 興 津濱田 由 比 濱を經 て 蒲! §驛 に 入ら ま 
す。 この 地は 手 越 賣瀬川 間の 重要 驛 で、 吾妻 鏡の 宿 次に も 多く 見ぇて をり 建す、 江 尻 
から 蒲 原 皆では 海と 山との 間で あろ 咬す から、 通路 も甚 しき 變 革は あろません が、 
これからな おは 富 ± 川の 流域で ある 爲 に、 地形は 屢大變 動が あら、 河流は 數 派に々 
れ 、この 邊を 横流して ゐ たものと 見を すから、 道路は 今 ホの 變 動は よほど あろ ま 
せう が、 今一，々 辿る ことは 出來 ません。 千 本 松原から 原 中 宿 (今の 原呀 か) を 通過して、 
I 革 返に 出まず (革 返は 今の 沼津 S 枚 橋の 邊 か) もの 次の 宿が 黃瀬 川で あろを す。 この 
I 宿は 今廢 せられて どこかみ ろません が、 淸 水が 大字 畏澤と 火 岡が との 邊が をの 遺 
址 ，こぶ はれます。 

匪 Is%  黃瀬 川は 足 柄路と 箱根路 との々 岐顯 で、 箱 おを 踰を やうと する 者は、 之 よら 伊豆 
岐を  國府 (一二 島) にか、 ろ、 足 柄を 踰ぇ やうと する 者は、 これから 藍澤 (今の 竹 下の 邊) にか^ 
るので あら 聋 す。 當時 この 兩路の 中、 何れを 公道と してぬ たかと 申す に、 元 ホ 緒根路 
i は 平安朝 前には 開かれない 道で あろまず が延曆 二十 一年 五月 富 ± 山 噴火し で、 お 
柄 路を蓮 塞した ので、 之れ から 箱 根を 開きました が、 もの 翌年 再び あ 柄を 關 いて、 こ 
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の顽路 はおに 巧 はれて むた もので ありうす。 足 柄 路は箱 根 じ 比せば、 もとょら 迂圆 
であります が、 箱 根の 藤に 險祖 でな く、 殊に 古くから 巧 はれた 路 であろ 咬ず から、 當 
時猶 普通の 公道と しては、 必ず 足柄路 をと つた やぅで あろ 咬す。 この 路は 吾妻 鏡の 
お 次で 見 違す る じ、 第一は 藍澤經 であ ク每 す、 藍澤は 一に 触澤 とる 馨き 脅しで、 今の 
竹 下で あらます、 吾妻 鏡に 姑 澤竹下 御宿と あるの じょつ て-かろうす、 延喜 式の 橫を 
驛 もこの 所で あ^ せぅ。 之れ から 足柄峭 じか^つ V 矣倉澤 痛 辟な どを 經 て、 關本 
じ 入ろ 次に 酒 巧と いふ 順で あろ 咬す 福 巧は 鎌 倉から 化 も 十 里で、 をづ當 時の 一日 
程で、 建 乂賴朝 上洛、 嘉 賊賴經 上洛には 往復と もこ-^ に 宿して をろ 脅す。 

が 根路. I  箱碳路 は峻峻 では あるが、 遙じ 近いので、 十六夜 日記の 如 含 婦人で もこの 道を と 
I  つてを ろます。 伊豆 國府 から 葦 河— 徊じ 出る と あなます、 この 葦 河 {化は 今の 元 箱 根 
I  で、 箱 根 {化は 江戶 幕府が 元が 四 年の 創設で ずが、 こ、 の 傍の 元 箱 根は 當 時の おで 
あつたと 思 はれ 違す。 之から 權 現の 社頭を 過ぎ、 ニモ 山の 西 驚を 廻り、 蘆 湯 權現坂 
^  などを 經 、鷹 巢 山城 山の 峯傳 をして、 湯 奴を 降つ て 湯 本へ 岀で福 巧で がて お柄路 
\  と 合する 道順と 思 はれ 咬す。 

酒 巧が 東は 鎌 倉へ 入る 迄に， & 趴帶 •が. 磯 •大磯 •唐 上 原车塚 •懷島 •片舉 腰 越を 經、 稻 


鎌 倉に 入る  が胁の 海岸を 通過し、 由 比 潰 じ 出で、 若宮 束路 から 鎌 倉の 中央に 入る ので あろます。 

j  が 上は 大略 當 時の 東海道の 道筋と 宿驛 とを 地名に 考證 しつ、 述べた ので あろ 
達すが、 大體じ 於て 官 道た ろし 道筋は 今の 東海道 鐵道 線路と 同じ 路 をと つたので、 
g 飾 江戶 時代の 官道 と比べては、 美 濃路と 鈴鹿路 との 相違、 足 柄路と 箱根路 との 差違が 
較  あるので あろ 言す。 をの 他 細々 した 點じ 於ても、 上に】々 述べた みぅ に 異同は 少く 
I ない ので あろ 3 す。 をの 理由は、 木曾川 皇川夫 龍 川 •大井 叩 富 ± 川 等の 大 川が、 この 海 
道 じは 横流して ぬて、 今で さへ どぅかす ると 鐵 道が 留 つて、 再び 昔の おを 再現す る 
やぅな 有樣 であろ 皆ず から もれが 爲 じ、 街道る 屢變遷 ずるの 已 むを 得ぬ やぅ じな 
るので あを 读す 。今から 考へ V みて は、 意外な 程で、 時としては 立派な 巧 街宿驛 すら 
も、 地勢の 變遷 又は 諸種の 政治的 事情の 爲じ廢 せられて、 跡 方 もない やぅに なつて 
i し 咬 つたの も あるので あろ 脅す。 殊に 木曾川の 流域、 大 井川の 流域 及び 溃么湖 口の 
如きは、 地勢 變 還の 爲じ 受けた 最も 甚 しい 例であろう す。 

•うづ 道筋の 大槪 はこの 通で あろ 違す。 こんな 風に、 當 時の 東海道は、 割合 驛傳の 制 
I も 整 ひ、 道路 も 修築せられ、 宿 舍も將 軍の ホ 往な どの ある 錢ょ ほどょく 整つ て 居た 
様です が、 徳 川の 太平の 世で 參勤 交替な ど あつて ホを の絕 をの 時化で も、 海道の 旅 
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行は 中を 田 難で、 山 や 川 や 天然の 妨害を 受ける し、 宿舍 では 種々 の 無 賴漢が 危難を 
™ 旅行者に 與 ふるやう じ、 當時 でも 無論 こんな 事は 多く あつた やうであります。 宿舍 
i  も將 軍の 往來 など じは、 隨兵 などを 合すと S 巧 人が 上の 人數 であろ ますから、 侮驛 
每 にあらん 限の 民家を がて 宿 消 所に あてた やうで あつて、 詳しい 事は みろ ません 
I が、 おしき 不便は なかつ たで あらう とぶ はれます、 併し 彼の 賴經將 軍嘉賊 上洛の 時、 
化條實 時が 橋 本驛で 諸人が 勝手に 宿を をめ たので、 泊る 所がなくて 舞澤の 松原で 
露 宿を しやう としたと いム 事が あれば、 小驛 では 檐泊 所の 供給が 不 十八 刀で 困つ た 
事 も 多 かつた であらう と 向 心 はれまず。 違して 普通 旅 巧者は、 隨分闽 難で あつた じが 
違ない、 海道 記を 見ても、 樹下お 上に 夜を 明し、 豊屋の 下に やすみ、 或は 甚 しき 廢 崖で、 
居な から 月影を 見るな どの 家に 宿した こと も あつた 樣 である。 要する じ、 多少 旅館 
の やうな 者 も あつた やうで あるが、 多く 民家 寺院な どに 賴 みて 泊ず るるの が 多 か 
つた やうで 旅 {化の 設備る 匙 だ不完 をと 見ぇる。 併し 遠 江 橋 本 池 旧、 駿河手 越 黄 瀬 川、 
S 相模關 本な どじは 遊女が 居つ て、 旅情を 獄 いる 事が あつた やうで ある。 この 外に も 
™ 猶 所々 じあつ たで あらう と 思 ふが、 とにかく 不完查 とはい ふるの \ 日本 煞 一の往 
還で 東両の 連鎖と なる 街道で あるから、 當 時の 文明の 程度で、 旅人を 慰を せし，^ る 


善騎 にぁる  までには 發 達して むた やうで あ •リ ます。 をの 途中で 最も 妨害を をず 河川は、 やは ク 
I 渡船 か 浮 橋 或は 馬で 渡す やうで あつた やうで ず、 十六夜 目 記に、 天龍川を 渡る 所に、 
•I 組合せた る 舟 唯一つ じで、 多くの 人を 渡ず 事 あら、 東關祀 行に、 この 川で 船が 屢 覆る 
I 事を いつて あろ、 或は 洲侯 川が 辕の 如き 浮 橋 じて 渡る ことな ど、 又 浮 橋の 事 も 所々 
に 見ぇ 凌 す、 これでな て 川 渡の 樣モも 大略 想像が つ さ して、 もの 困難は 一方なら 
I ぬ 事で あつたと 化 はれます、 しかし これは 江戶 時代は もとょ， ろ 明治の 今の 世で も 
隨み圃 難を 事です から、 當 時は 無論 已 むを 得ぬ 事と 思 今す。 併し 前に も 叙べ まし 
通り •賴朝 時代は ょほど 驛傳の 制 も 整つ て、 海道 筋 も 平まで あつた やうです が、 幕 
I 府が ホに なれば なる 程、 中央 政治の 顏廢と 出 ハに、 愈 私慾を 恣 じする 地方 官 や、 又は 巧 
道を 横行す る無賴 漢の爲 に、 旅人の 围 難を 受けた 事が 多い やうに 思 ひ 音ず、 路上の 
狀況等 じつき ては、 尙 詳しく述べ たいと 思 a ますが、 义異 日を 期ず ことじ 致しを せ 

一う。 (明治 四十】 年) 
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_  江戶 時化の 海運 事業 

gg 事業の I  海運 事業と いふ ことは、 海事 おの 硏究上 最も 必耍な ことに 拘らず 今 違で 餘 咬ら 
精細に 硏究 された 方る 御座いま せんので、 私は 寧ろ これは 專 門の 方では 御座い 咬 
I せんが、 已 むを 得ず 臨時に 引受ける ことにな つたので あら 違ず。 自然 餘程 嫌らぬ こ 
とも 御座いませ うが、 をれ は豫め 御免を 蒙つ V おき 咬す。 殊に 江戶 時代の 海運 事業 
として お 話を ずる ことは、 まとして 鎖國が 後の ことで 御座い 耸 して、 海事 あ 上に 於 
I て 最も 消極的の 時代で 御座い 或す から、 を 話す る ことる 自然 さう を拔な ことは 中 
I 上げられ 聋 せん、 此の 著い 際に 多少 お聞き 苔し いかる 知れません が、 これ も 御- 斷ク 
I  を 申して 置き 咬 す。 

先づ 私の も 話 申す ことは、 第一 じ 海運 事業を 開く 或での 有樣を 序論と 致し、 をれ 
.  から 江 戶と奧 羽との 間の 交通' 大阪 と江戶 との 間の 交通、 をれ から 其の 他 誰 地方の 
^ 交 通 と い ふ 順 巧 じ を 話 し や う と 化 ひ 脅 す。 

離囊の  南 化 朝な ホ 我が 國 民の 碗 海事 業と いふとは 、非常に 發 達して 來て 居ろ 寺して、 海 


賊 とを つて 我が 沿海 地方を 航 し、 進んで は 支那 •朝鮮の 地方の 海岸を 侵略 するとが. 
~ 、盛に 行 はれまし たが、 更に 江戶 時代の 巧に なつて は 遠く 南洋 地方 じ 巧 クて渺 巧た 
^ る太洋にルさい船じ帆をかけて航海を企て^、いろ-^胃險的の事業が巧はれ違 
I した。 をれ が爲 に、 航海術は 非常に 進歩して 居ろ 读 して、 胃 險喃の 精神が ホに 養成 さ 
れて 居つ たもので あろ 脅ず。 織旧皇 臣 時代に 漸次 遠洋航海に 從ふ もの 多くを つて、 
殊に 外圃人 もやつ て來 る、 西洋の 事情を 說 くるの る あるじ 從 つて、 我が 國 民の 進取 
大が •巧 馬. 的のを を 鼓舞す る 令ぅ になつ ち大村 •有 馬 兩 氏が 羅馬遣 使 一條と なろ、 又 降つ ては 

か逮諸 巧の ™ 

^ 伊達政宗が支倉六右衞巧を羅馬 へ 遣はし、德川家康の海外貿易を獎勵した の で、商 
人が 南洋 地方に 禍海 する ものが 多く 掛る やぅに なち 咬した。 彼等は 皆 極く 脆弱な 
る 船を 臟し \し、 遠く 支那 海の 波濤を 截 つて、 巧 寧遲 羅宫宋 •スマトラ 地方 ミで 舰 海す 
I る ものが あろ、 父 ノバ ィス パ ニヤ (メキシコ) まで も 巧つ たもの る あろうした。 斯ぅい 

- ふやぅ に、 進步 して ホた ところの 國 民の 遠洋 硫 海の 精神と いふる のる、 一朝 德川幕 
^ 府 が S 督 敎 を 嚴 禁 す る と お に、航 海 を 嚴 禁 し て か ら、忽 ら大頓挫をホしたのであら 
^ 身 す。彼 の 島 原 の 亂 が 後、、江 戶 幕 府 が 斷 然 鎖 國 の 方 針 を 取 つ て、外 國じ舰海するもの 
は、 嚴 罰に 處 するとい ふ 掠を ホ かる、 やぅ じな つたので あろ 建す さぅ いふ 風 じな 
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ろました から、 船 も 皆 遠洋航海を する 考 へが 無くなつ て 陸に 極く おい 所を 迴 はる 

-船 ばかろ じな つて 仕舞つ た。 又 幕府が 大船を 造る とを 禁じ、 外國渡 碗を 禁じた ので、 

I 我國 人は 向 ふへ， 行く ことは なくなつ て、 偶拍 蘭人と か 支那 人と かジ來 て、 長 崎で 賓 

易を する 位に なろ 聋 して、 巧 角 室 卿な 來 だん-^ 進步 して、 更に 江戶特 代に 於て ホ 

^ 曾有の發展をした我が國民の遠洋碗海の 精 神 が、查 く 頓 經 を ホ た し、國 民 の 海 事 思 

想と いふ ものが 壊れて し 今つ て、 海運 事業の 發達 にもを しき 磯 跌を來 したので あ 

^ ろ う す。爲 じ曾ては非常な活動をしたとこスの元氣も查く消滅 し、昔 伊 達 政 宗 が ど 

I ぅした とか、 山 田. 長 政が どぅしたと かいふ やぅな 話は、 一部の 史談と して 留 脅る や 

:  ぅじな つて、 遠洋航海と いふ もの も、 一時の 巧 影と して 消失せ る やぅに なつ，- し 「船を 

™ おしやら ば 夜更け じ 出し やれ、 帆影 見る さへ 氣じ懸 る」 とみぅ 梦心 ふ着樣 にな i 或 

航慷 事業の-した。 さぅ いふ 風で 巧 巧 進んで 來た脯 海事 業の 發展 も、 签く 萎縮. して、 唯 東洋の 天地 
妻 縮  ^ 

^ で 鎖 國 の 夢 を 貪 る や ぅ じ な つ た の で あ ろ 耸 す。乍 併今建でかく進んで來たところ 
^ の 勢 と い ふ も の は、此 の儘で止いべ含譯のものでない、我が國は海國であろ咬して、 
I ホ來 航海 上の ことは 非常に 發 達して 居つ たので あ々 脅す、 此の 事は 段々 每 日の 講 
演でお 聞 さで 御坚い 咬せ ぅが、 我が 國の 海に 於け る歷史 はさぅ いふ 歷 あを 持つ て 


誤 鶏  居る。 今や 幕府の 命令の 爲に 。雄飛の 精神が 壓 迫され た 上には、 國內の 航海に 向って 
f  I 發展 すべきは 自然の 勢で あら—。 殊に 從來 戰國の 世には、 避 雄を 地に 割據 して、 を 
境を 固めて、 濫りに 他國の 人を 入れない とい ふ •やうな を 様で あろ したから、 海運 
事業と いつて、 遠方から 品物を 運ぶ やうな 統一的 事業の 如きは、 途中で 奪は るふ 配 
など も あろます から、 群雄 割據 時代には、 大に衰 へて むた ので あろ 或す。 乍 併 覃臣巧 
が 天下を 統一して な來は 陸路 上の 交通る 便利に をろ、 いろ  <  な 陸地の 封鎖を 解 
ける、 海上の 閉鎖 も 解ける とい ふ有樣 であろ、 江戶 幕府が 開けて からは】 層 盛に 碗 
海を 出來る やう じな つて、 海運の 事業 も 發展の 運に 向 ひました が、 た 咬 <  鑛 避 令 
が 出て、 この 事業に 磋跃を ホた した。 然る じこの 時に 當 つてな 戶は卽 も 幕府の 所 狂 
輔娜交  地で、 事實上 圣國の 首府た る 有様で、 交通り 中樞 にな クて 居る ところで ある、 段々 と 
I 戶 口が 日々 增 加して ホ聋 する し、 百貨 運輸の 中 ふとな つて 居つ たので あるから、 需 
要が 多い と共に、 總 ての 貨物が をに 集聋 る、 路上の 交通が 頻繁で あると 共に、 海上の 
運輸 も 一層 盛 じな つたので、 江戶灣 、今の 東京 灣は 商船が 集 今る 所と をつ た。 從來大 
-阪 地方に 集 違つ て 居つ た 船が、 此のな 戶灣の 海上に 多く 現 はれる 樣 じを ク たりで 
あ i 脅す。 卽ち 西は 大阪を 中、 心と し、 東は 江 声を 中 ふとし y、 ぶ 海の 海運業が 非常に 
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發 達し 今して、 從來 我が 國 民の 海上に 雄飛した 精神は、 鎖 港 令が 後 僅に 此の 海運 事 
J 業と いふ ものに 跡を 殘す樣 になつ たので あらます。 纏で 德川 巧が 內 地を 固める 政 
^ 略が著クと巧を奏して來咬し て、外 國船の渡來することもなけれ ば、外 交 上 の 必 配 
もない、 唯 國內諸 大名を 操つ て 居れば ょい、 其の 諸 大名もう 聋く 幕府の 指揮 下に 從 
つて 居る、 國內 の、 む 配は おじ 無くなつ て、 天下は 泰平と なつた。 もれと 同時に、 國 巧の 
交通 機關も 段々 と 整頓され まして、 從來雜 雄 割據の おに 梗塞して 居つ た 運輸 も、 今 
度の 幕府が 開ける と共に、 總て 道が ついた 樣な 有様で あつた。 卽ら 江戶の 地に、 總て 
の 物貨が 集まる、 集る じ從 つて、 陸路の 運送 ばかろ ではを かく 思 ふやう には 巧 か 
內地 海運の I ない、 海國 たる 日本では 何う しても 海上の 運送と いふ ことがなければ ならぬ とい 
_ ふところ からして、 旣に家 康が大 阪を平 i 尼して 後、 元 和の 頃からは、 だんく 內 地の 
海運が 盛に 巧 はれ、 阻滯 なく 發展 して 參り 脅して、 寬 永の 鎖 避 後 も、 內 地の 海運 ばか 
^ ろはなほ段々發達する有樣であろまし た。殊 に海外に向つた勢がこの方向じ注が 
I る、 事 じな ろ 咬した から、 火阪 から 瀬戶巧 近傍の 海運は、 愈 t 盛大に 向 ふやう になろ 
麵國 令の 障 I ました。 然るに 寬 永の 鎖國 令が 出を 爲じ 大船を 造る こと も出來 をくな つをから、 海 
事 思想は 段々 衰 へて、 海に 對 する 恐怖、 むが 增ず やうに なつて、 化 儘に 捨て置けば、 や 


がて は 我が 國 民の 海上の 考が 益萎微 する 傾と なう、 江 ぞ大阪 間の 海運の 如き 外海 
- の 祝 海に 至て は、 ホ だを 易に 盛には ならなかった。 视ん や、 奧羽二 州の 如き 邊 境の 巧 
^ 面 に 於 て の 腕 運 は>' だ到底進いべ含機運に向はなかったのであろます。 

が、 卿】】 州 U  然るに 化の 奧羽二 州、 陸 •奧 •出 羽の 國とい ふ ものは、 東 化の 邊 境では あ 0 ます けれ 
^ 於け る'?  ども、 ± 地が廣 いもので あるから 、いろ <  の 天產じ 富んで、 五穀の 蓄 へが あつて、 天 
下の 强と稱 せちれ て 居る 地方で ある。 乍 併が みに も 人が 少ない ので、 米が 澤山出 ホ 
て も、 もれを 食； 5 盡す ことが 出來 ない。 之に 反して な戶の 方では 段々 と 開けて 來う 
に從 って、 需要る 澤山 あれば、 供給る もれに 副は なければ ならぬ 有様に なって 來 た。 
T 度 奧羽二 州に 剩 って をる 五穀を 何う かしてな 戶に 運ぶ 方便を 講じた な’ らば、 双 
ホの 利益で ある。 陸路では 遠 境の 地で あるから、 現今の 樣な巧 革の 便 も あク嗦 せぬ 
世 の 中 の 事 故、大 貨 物 は ど う し て る 海 運 じ ょ ら ね ば な ら ぬ。然 る に 前 申 す 通 り、だ ん 
I だん 海に 對 して 恐怖、 心が 增 してを るるので あるから、 之を 運ぶ 勇氣 がない、 又穗々 
初訓 にがけ  の 危險が 伴 ふ ものであるから、 唯 極々 姑息な 方法を とって 多少の 輸送は やって を 
^ るが、 殆ど 役には 立たない。 卽ら奧 羽を お 柳した 船は 卡總 の銳 モロに 遣っ て來 て、 を 
れ から 利根 川を 迴 って 义關 宿へ 巧っ て、 更に 江戶 川を 下っ て、 始めて 江戶に 著く と 
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いふと で やつて 居つ た。 又出姆 を解纔 したる のは、 先ヴ化 海へ おで、 越 前の 敦賀津 へ 

i 著いて、 敦賀 から 陸路と 十 里の 山中を 經て 、琵琶湖に 出で、 大津じ 著して、 又 陸路で 桑 
名の 方へ 出て 來る 有樣 で、 誠に 不便な ことを して 居つ たるので あろ す。 途中 陸路 
じよろ 又は 河川に 入る もので あろ 咬す から、 到底 大 輸送は 山 ホない。 义 其の 間が 暇 
がか かつて 如何にも 長い間の ことで あろ 咬す から、 自然に 五穀が 或は 雨 じよつ て 
濕る とか、 海 氷に よつ て濕 ろを 受 くると か、 或は 途中で 人を 傷け る 事 も、 船を 毁 はす 
こと も ある。 年々 其の 船の 沈沒 する ことは 澤 山な 數 であつ たので あろ 咬ず。’ のみな 
らず 此の 時み の 運輸は、 總て 入札で やつて 居つ たのです から、 一番 廉 くやる 者が 引 
受けて、 非常な 競爭 が出來 る。 競爭の 出來た 結果は、 甚だ 誠 實を缺 いて、 自然よ い 船と 
か、 良い 水夫と かを 便 ふこと が出來 るい、 もれに 义餘 計に 物を 積む、 無理を ことを し _ 
て、 無暗に 早く 巧つ て、 早く 成功し やぅと いふ ことじな るから、 風が 吹 さ 波に 逢へ ば、 
聋づ賴 今れ た 荷物よ ろは、‘ 自分の 身を 遁れる ことが まとなる。 或は 途中で 米を 盗む 
など も あら 咬して、 弊害が 巧 出した ので あろ 咬す。 ち こで 幕府は 何とかして、 之を 整 
理 しないと いけを いと、 前から 認めて 居つ たのです が丢だ 良い 機會 がな かつた の 
I 酣 I 賢の、 であら 達す。 とこ ス が、 四. 代將軍 家 綱の 時代に’ 江戶の 豪商で 河が 瑞 賢と いふ 人が 御 


座い ました。 幕府は 此の 人に. 命じて、 海運の 整理を しやう とい ふ i じな つたので あ 
^ク ます。 此の 瑜 賢と いふ 人は、 商人で あら 咬す が、 なか--.^ 侧 巧な 人で、 幕府の 命を 受 
けて、 早速い ろ^--- の 施設を なし、 卒先して 航海 事業を 開く ことじを つたので あろ 
咬す。 もこで 瑞 賢の 方策は 何う いふ ことを やつた かとい ふに、 先づ 其方 策と しては、 
堅牢な 船と 熟練な か 夫を 備 へて、 遮灣の 修理、 運’ 搬の 方法 及び 水夫の 規律 等を をめ 
て、 運輸の 保安を 計る とい ふ 方針で、 計畫 をした ので あら 咬す。 を こで 瑞 賢は 幕府の 
鱗 ££ 命を を 受けて、 奧州 •信 夫 郡、 桑が •柳 川 及び 福 島り 官米數 萬 おを 回 潜す る ことにを ろ 
——  聋 した。 乃ち 瑞 賢は 從 ホの 弊習を】 洗して、 前 申した 方策 じょって、 熟練な 水夫を 用 
ひ 天候を 擇び 、沿海の 古老に 詢 つて 商船を 買 a、 もれに 官臟を 立て、 幕府の 船で あ 
ると いふ ことを 標榜して、 從來の 航路を 一變 し、 今度は 福 島から 师武隙 川を 下つ て、 
阿武 腰 川の 河口の 荒 潰から、 常 陸 卡總の 海岸を 通つ て、 安房の 海岸を 通つ て 相 州の 
其の 準備  S 崎 か ら 江 戶 灣 に 這 入 ろ、江 戶じ到眷するとい ふ祝路をとる-^^じし今し て、其 の 準 
備 としては、； 途中に 平 漁 •那 巧銳モ •小湊 じ立務 場を 設け、 もこで 先づ 船、 潜 夫 等を 檢 
i 査 し、 义覆溺 破損 及び 截 夫の 奸僞 等を 調べ、 米を 途中で 盜 いやうな ものが 有らは し 
ないか、 船が 破損して 居 i はし 違い か、 いろ-^ さう いふ ことを 檢 ベる ことを さめ 
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て、 じ 若し 船が 途中で 難破したならば 近傍の 滞 役人に 報じ、 浦 役 入は 來て 米の 沈ん 
^ だのを 拾 ひ 上げる だけ 拾 ふて、 少し 腐つ の ものは、 耀賣を さすと いふ 事を をめ たり、 
^ 一一 一又 幕府からは、 沿道の 諸侯に 命じて、 河が 瑞 賢と いふ ものに 海運を 命じた から、 貢 
I 米 運送船の 麟の揚 つて 居る のを 認めたならば、 充分 保 叢すべし とい ふ 命令を 出し 

j 皆した。 斯 くの 如く 準備を して、 が 勢 盧張施 伊邊の 商船を 雇 a、 精練なる 水夫を 擇 び、 

^  . 

I 义 途中の 海道を、 5 得、 風 候を 知つ てを る 者を 擇び 、义 一方では 船 夫の 妻子を 能く 保 
^ 護 し て 遣 つ て、水 夫 が こ の 命 が け の 仕 事 を 喜 ん で 出 來 て、更 じ 後 顧 の 憂 a の な い 樣 
に するとい ふ 事を 一つの 條俾 じして、 水夫を 雇 ひ 今した。 其 他 瑞寶が 施した 準備は、 
人 方針  I なか- --- ょく 整つ たもので ありました。 然し 要する じ、 をの 大方 針は 僅かな 費用を 
^ 谭皆 ず し て、大 じ 利 益 を 得 る 考 へ で、所 謂火計の前に小費を惜聋ぬとい ふ方針であ 
ろ 寺す。 をの 外、 水夫に 般 中に ては 十八 刀謹愼 すべさと を 命じ、 賭博な どは 一切して は 
I ならん、 又 暴風に 遭つ た 時には、 こんな 風に 處置 をせ ょと いふ やぅな 細かい 事まで、 
瑞 賢は 一々 搬 夫に 命じて、 愈 1 貝 米を ドッ サリ 積み 遂ん で、 奥州を 出發 する ことじな 
^ ろ ま し た。瑞 賢 は 寬 文 十 一 年 S 巧 に江 戶 を 出 發 し て、四 月に信夫郡じ到着 し、直 に 米 
を 積 遂んで 阿武 腰 川を 下つ て、 荒濱に 到ろ、 もれから 役人を 方み の遞 灣に酣 置し で、 


船が 今此處 を出發 し、 向 ふへ 巧つ たとい ふ 事を 飛脚を がて 次の 遞へ 知らせる 事を 
定め、 種々 の 巧 合せを して、 自八 刀は 陸路 江 戶へ歸 つた。 やがて 船は 化を 巧 五十里の 海 
路 じ、 風 濤の險 を 凌いで、 ものと 巧に 一升 一 合の ホを る 損失せ ずして、 無事に 細 艦 巧 
衝んで 江 戶灣じ 這 入つ たので あろ、 3 ず。 是は瑞 實が查 くの 手柄で あつて、 方略が 宜 
しきを 得た 譯 であろ 皆ず。 もこで 慕府 は、 餘ろ 結果が ょかつた ので、 义瑞 賢に 出羽最 
上 郡の 雜 米の 數萬 おを 江 戶に回 潜して 見ょ とい ふ 命令を 輿へ 咳した。 瑞實 は义今 
戶广畫  ^ 度は、 信 夫 郡から とは 蟲ハ つて、 一層 難事業で あろ 咬. す。 蓋」 借 巧 事靑森 海峽と S ふ 者は、 
I 通る 事が 餘程西 難な 所で、 殊に 海岸線の 岀 入が 多くて、 か、 る 沿海 麵舰 じは、 甚だ 危 
I 險が伴 ふので、 瑞 賢は 矢 張ろ 化 陸 道から 山陰 道の 沿海を 通つ て、 下の 關じ 出で、 瀬戶 
^ 內 海 を 通 つ て、大 阪 に 寄 ク て、紀 卿 の 南 か ら 遠 州 灘 を 通 つ て、さ う し て 江 戶 じ 這 入 る 
やうに 計畫を 立て 咬した。 隨 八 刀な 迂回で あろます が、 此方が 餘程 ま查 であ^ 咬す。 と 
其の 準備  ^ にかくな か 大事 業で あろ 聋 すが、 瑞 賢は 其の 實 行の 準備を 始め 咬した。 今回 も 
I 前の 如くい ろ-^ 周密なる 設備を 整へ て、 田來る だけ 海道の 敏活を 計る、 とを した 
- ので あり 咬す。 もれ^ 準備と しては、 先刻 中した 事の 外に、 奥州の 方の 粮 米を 運んだ 
時と 同じ やうに、 或は 立務 場を 設ける とか、 水夫の 規律を 整へ ると かいふな 外に、 特 

江戶 時代の 海運 事業  四吉 


出 羽 最上 郡 
の官 米を 江 


日本 交 適 史論  四 四 

に 骨を 巧つ たとは、 先づ 一番に 瀬戶內 海の 事情に 通じた 者は 徊處 かとい へば、 細 州 
或は 讚岐 の鹽飽 なで ある。 この 鹽飽 島の 船は 堅牢 無比と 當時稱 された 者で、 船は 良 
し 水夫は 熟練して 居る、 朝鮮 征伐の 時に も 此處の 水夫が 巧つ たとい ふ 事で、 瀬戶內 
海の 中で も化處 のか 夫は 一番 有名で あろ 聋 す、 其 地の 船を 用 a て、 水夫は 此 地を 巧 
め、 備 前の 日 比碼攝 津の傳 法、 河 邊脇濱 、又 尾 州から が 勢 あたらの 水夫を 徵發 し、 又 出 
發點 たる 出 羽 酒 田には、 人を 遣は して 袖 浦の 形勢を 窮め、 义海 ±漸 の 潮流が 急で 樣 
子が 少し 變 つて 居る こと や、 又 其邊の 濱海數 里の 間は、 海底 深く して 砂 おが 多い 所 
から、 數 個の 船を 置いて 危險 でない. やうに し、 又 下の 關海峽 は 非常 じ围 難で あるか 
ら 、化處 は 特に 水先 案 內を置 含、 又 志 摩 鳥 羽の 邊は 暗礁が 多い ので 菅 島山 上に 絳乂 
を擧 て、 危險を 避けし める とい ふ 方法を とろ 聋 した。 瓣の發 點は酒 田で あろ 咬す、 酒 
旧から 佐 渡の ル 木 龍 登の 福 浦 •加州の 柴 山を 見の 湯津長 巧の 下の 關 •攝津 の大阪 痛 
がの 大島 •が 藝の萬 座 志 摩の 畔乘 •豆 州の 下 旧に 夫々 潜務 場を 置 含 卡田去 水兰崎 •山 
田 •骄の 役人に 保護を 賴み 、沿道を 地方の 諸侯に 幕府から 命令を 山して、 何う か 斯う 
いふ ことじな つたから、 ょく 途中を 氣を 付けて やつて くれと いふ ことを いふて や 
つた。 もして 瑞賢自 から 出. 羽 貪で、 出掛けて、 官 米の 積 方を 監督して .五月に 愈 t 船が 酒 
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巧を 岀發 ずる 事に なつた ので あろ 身す。 瑞 賢は， 別に 化 陸 •山陽の 潛務 場を 麵 つて、 途 
中から 長 崎に 巧 さ、 碗 運上の 様子を 見て、 海路 瀬戶內 海を 經 て、 大阪 からは 陸路で 東 
海道を 江 戶に歸 つて 居ろ ます。 運嚮 船は 段々 續 いて、 豫をの 航路を 進みまして、 と 巧 
じ 一升 一. 合の 来を も 失は ずして、 遠く 九 百 里な 上の 路を 無事に 運ぶ ことが 出 巧た 
ので •あろ 今す。 もれが 爲じ 多年の 宿弊で あつた 水夫の 弊害な どは、 すべて 一洗され 
て 仕舞つ て、 航運 事業の 發 達を 促し、 非常な 好結果に なつた ので あろます。 瑞賢 とい 
ふ 人は 海運 事業に 巧勞の あつた ばから >  で なく、 天 和 中には 畿內 治水み 化に 當 ろ、 淀 
川 改修工事を 行つ た 事な ど、 い ろ<  の 功績が あろ 脅す が、 兎に角 幕府は 今回の 海 
運 事業の 巧を 賞して、 一二 千金を 賜 ふたので あろます。 是 から 陸 寧 出 羽に ある ホは、 瑞 
賢の こしら へた 方策に 從 つて、 聊かの 踐跌 るな く、 續 々と 東 化の 富ぶ 西南に 移ず 事 
が 出 ホ、 江戶じ 運んで. 市場に 出る 事が 出來 て、 海運 事業は 是 から 一 曆の發 達を する 
やぅ じな つたので あろ 耸 ず。 是に 於て、 寬 、がの 鎖國の 令が 出てから、 著しく 衰 へた 海 
事 思想は この 爲に 巧び 願 まされて、 遠洋 舰 海は 幕府の 禁制ず る 所で 出 ホ 違せ ぬが、 
沿海の 航海は •端 賢の 方策に 従へ ば 何等 お險 がない とい ふ 事を 知る やぅ じなら 違 
して、 海じ對 する 恐怖 必が 去ろ、 同時に 遭 運の 法る 段々 進步 して、 海運の 事業は 大じ 
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發 達を する やぅ じを 6 •咬した。 實じ瑞 賢の 此 功績は， 我が 海事 史上 特筆ず べ& 事で、 
^海國 たる 我が 國 民の 眠れる 狀 態よ ら覺醒 した 者で 梟る 注意す ベろ」 事と 思 ひ 咬す。 

パ  こんな 風で 奧 羽と な戶 との 間の 灌 運が 活潑に 始咬么 やぅに なろ 皆した が、 幕府 
はな 前から 番所を 吾 州 下 巧に 設けて、 化處 でを 來の諸 船を 改めてを ろ聋 したが、 避 
^  口が淺くて風波の時乘乂難いの で、享 保五年じ相州浦賀の方じ移し、こ^で手形を 
改め、® 船間屋 よろ 出した 巧 判に 引合せて 通 船を 許す ことにな つてを ろ 或した。 幕 
麵船 式法  I 府は 音た 諸 國の津 々浦々 じ 高 化を 建て、、 迴船 式法と いふを のを 示して 居ろ 音す。 

をれ で 奥 羽からの 廻船る 江 ぞ大阪 間の 麵 船る、 すべて こ、 で 取調を 受ける ことに 
なつ •てを ろ 皆した。 をの 式法と いふ ものは、 隨分 詳細なる るので あろ 聋 すが、 一寸 其 
一般を 申し 脅 すれば、 船が 破 おした 時に、 _ 近傍の 满： 々で 荷物 船を 政 上げた 者には、 浮 
荷物の 二十 かの 一、 沈 荷物 十八 刀の 一 だけを 輿へ る。 或は 沖の 荷物が 濡れた 時に 着船 
の 遮で、 其の 處の代 鳥 手 巧ぶ 崖な ど 立 合つ てよ く 穿靈を 遂げて、 船の 中に 殘 つて 居 
る 荷物 船具 等の み證 文を 巧 さしめ る、 若し 船頭が 浦々 の. 者と 申合せて、 不正を 謀れ 
ば 悉く 罪科に 處 す。 义灌に 夫々 船を 懸け 置く 輩 あら ば、 其が 細を 尋ね、 日和 次第に 出 
船せ しいる。 或は 何處 からか 紛れて 來た船 及び 祐 船が 漂着した 時には、 官府の 船で 


なかつ たなら ば、 拾つ たもの が 或る 期限が 經 過した 後を らば、 持主が 出ても、 其の 手 
二に 返す に 及ばぬ、 或は 難 風に 逢 ふて 荷物を 拾で、 殘ら切 荷物を 盜 み、 或は 船頭な ど 
~  I が *1? つて 馴合 つて、 滯證 文を 差 出し分 配を 受けた 名 まは 獄門に すると か、 或は 途中 
^ 荷物の船が覆つたろして難船をしたなら ば、さ う い ふ際に對して何う い ふ處分を 
海上 のぉ締 ^ するかといふ規をが詳しく出來てあろ讀し て、海 上 の 取 締 が ょ く 巧 屆 い て、瑞 賢 の 
力で 盛に なつた 海運 事業は、 愈 t 進歩す る やうに なろ 聋 した。 

次には 江戶 と大阪 との 間の 海運の ことを を 話 致したい と 思む 咬す、 斯うい ふ 風 
江 戶と大 阪  じ奧 羽と 江戶 との 方の 海運 事業は、 河村瑞 賢の 力で 開かれて、 奧羽 地方の 方に ある 

との 間の 海-  ' 

運  I 米が 悉く 江戶の 市場 じ 上る やう じ、 大曆 都合ょ くな ろ 咬した が、 江戶 と大阪 との 間 
はどうで あるか、 大 阪は關 西の 文明の 中、 5 であら、 江戶は 幕府が 開かれた ので、 是が 
關萊の 中、 5 じな つて 居る。 ち こで 兩 中、 心の 間の 交通が、 何う いふ 風に なつて 脖 つた 
.  - かとい へば、 無論 陸路に 於き 音して は、 山が あるし 川が あるし、 或は 此の 時分の 東海 
^ 道 は、が 勢 の 桑 ぶ の 渡 が あ ろ、或 は 大 井 川 あ ろ、函 根 あ ろ と い ふ る の で、隨 々 運 送 じ は 
^ 不 便 な 有 樣 で あ る。を れで大阪から物貨を江戶じ運ばうと い ふ時じ は、な か な 
骨が で 睦路で 物貨を 運輸す る ことは、 甚だ 困難な ので あろます。 故 じ 大抵は、 海上で 
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なて 江戶の 方に 運んで 居つ たので ある。 されば 兩地 間の 運送船は、 旣に 早くから 無 
^ 論往來し て 居 つ た の で、元 がの初，じ海上の捉書といふるのが幕府から出て居ろま 
I して、 即も S 十ー ヶ條 ばかち あろ 皆す。 細かい ことの 規程が あらます が、 をれ を 一々 
申して 居る と 厄 かです から 省き 咬す が、 要する じ 何う いふ ことが 書いて あるかと 
いふと •先刻 中した 樣に 、船に 難破船が 出來た 時には 何う すると か、 無人島に 船が 揚 
I つた 時には、 何う いふ 處 置を すると かいふ ことを 三十 ーヶ條 ばかろ、 ズット 並べて 
蕾いて あらます ぶう いふ 規程で なて、 大阪 と江戶 との 間の 海運を やつて 居つ たの 
であら 寺す。 をに 一つな 戶 と大阪 との 間の 海運 事業を 大 に獎勵 する ものが 巧 巧て 
これが 兩地 間の 海運を 大じ 盛に 致した ので あり 違す。 をれ は 元 和 五 年に 泉 州辨じ 
問屋が ニヶ 所祖來 たので あろます、 をの 問屋は 紙 州の 富 田 浦から 一一す 五十 お積み 
の 廻船を 借 受けて、 大阪 から 木綿と 油 •綿 涵醉蠢 油と いふ 様な ものを ば 積 入れて、 江 
蒙 a 廻舶  戶の 方に 運送を はじめ 違した。 是が抑 もを 名なる 菱垣 廻船の 初めで あら 寺す。 此の 
菱垣麵 船と いふ ものは、 江戶 時代の 海運に 於て 最も 注意す ベろ」 もので あク ますが、 
i をのぶ 稱は 船に 乘 せた ところの 物貨が 外へ 落らない 樣じ 祐物兩 方の 破のと ころ 
へ 竹を 交义 して、 菱の樣 を 形に 垣を 造つ で 居る、 をのが の 編み 方が 检も 菱の樣 なお 


じな つて 居る ので、 菱垣 麵瓣と 言つ たとい ふ 話です、 恐らく もんを こと だら ぅとな 
5 はれます 、尤も 是は 初めから 菱垣麵 瓣と言 0 て 居つ たのでは 無くして、 後に さぅ い 
^ ふ夕を 付けた ので あろ 咬ず。 この 名が つけられ たのは 遙じ 後の 事で、 大阪の 拠 船 問 
靴 戶積船 問屋 顯屋 某が ス けたの が始 であると いふ ことで あらます。 この 後、 义寬 、が 元年 大阪の 
I 化濱 じ泉屋 平を 衞門 とい ふ 者が' 江 戶穗 みの 船 問屋を 始め て 居る、 をれ からして だ 
ん だん 方々 じ麵船 問屋が 巧來 まして、 寬永凹 年に 毛 馬屋 會田屋 夫津屋 •歡屋 盛 崖と 
いふ 樣な砸 船 問屋が 段々 大阪 に出來 今した。 この 內で S 屢 は、 荷 まの 中から 取ろ 立 
てた 船 問屋で、 船 數が少 きに ょつ て攝 津脇濱 浦へ 雇 船を 賴 み、 菱垣瓣 の 切れた 時は. 
脇濱 滞から 請負つ て江戶 へ大麵 をす る。 これ 故に 脇濱 船が 菱 垣の 代 船に 使用され、 
^ 目 即 じ は 菱 垣 を つ け て を ろ ま し た。会 れから义大津屋は二軒にな ろ、富 旧 尾 も 二 軒 
W になろ 去た 江戶荷 まの 中から 小掘屋 とか 桑名屋 .小 松屋と いふ ものが 巧來 、又 萬 治 
元年に 大阪 の化镶 法に 個屢與 治兵衞 とい ふ姻船 問屋 も出來 ました。 もの 次に 寬文 
年中から 矢 張ろ 大阪の 傅 法 あ I たろ から、 いろ-...- 酒 問屋が 曲 巧た、 其 時 違では た阪 
I 屋富 田屋. 大津屋 等が 皆 問屋と なつて、 酒. 醬油骄 痛 •塗物 無類 •木綿 •繰 綿 金物 類な どを 
集めて 迴 船を やつて 居つ たが、 更に 危險 がなくて いつる 無事にな 戶の 方に 到着し 
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て、 海運の 便が 認められ、 大變 都合が ょいと いふので、 方々 じ 廻" 瓣 問屋が 出 來る樣 に 
I なつ y 來 うした。 の 頃、 この 菱垣 船を 小 早と ぶ づけて 居 咬した。 其の 船には 二 巧 お 
積と 一二 耳 お穗 四す お穗 などが あろ 聋し で、 これで 往來 してを ろ 今した。 ところぅ 此 
の 時々 皆では 江戶 には 組と いふ ものがない、 大阪の 方から 江戶の 方へ 運んで やつ 
荷主の 組合た をら. ば、 を こで 向 ふの •前人に 渡す とい ふ 風で、 更に 連を して 取締る やぅを 機關グ 
I 備な はつて なな かつた。 皆 問屋の 勝手々々 に支酣 をして をる ので、 間屋は 諸事の 觀 
‘  を もと かく 不 持を 働睾 船頭は 私慾、 $ の 爲に難 風に 遭 ふと、 態と 船底を 斧に て 巧 割 
|‘  6、 廣 合の 荷物を 盜〇 ..などの 者 さへ あるので、 諸 商賣の 問屋 等は 互 じが 生の 交際 も 
ない ので、 北 ハ じ 保つ て 事を 處理 する ことが 出來 ない。 唯 彼等の 私腹を 充た すじ 過ぎ 
I なかつ た。 いつも / ^ 丸 荷物は なく  V、 難 風に も 逢は ぬに 遭つ た 體に裝 ふつ 脅ろ 荷 
まの 損失に なつて. 難義甚 しいと いふ 事で、 元祿と 年に 橘巧您 巧と いふ 者の 家で、 請 
荷 ま 問屋が 一. 同參會 しで 江 戶の荷 ま 大阪屋 が 兵 衞の發 起で、 荷主の 組合を 作つ て 
此 不都合なる 船閒屋 及び 船頭に 削 裁を 加へ ると にしで、 權 まを 十 組 じみけ、 义大阪 
I じ 一ー ト四 組の 荷、 王を をめ た。 其の 組合には、 を々 巧 司を 置 さ 咬して 順番 じ 勤める こ 
V 一  こ‘ し莫 行司が 總 てを 統理 する こと、 なし、 重なる 荷主の 內を 選んで 船 手の 極印 


大阪の 二十 
四 組と 江戶 
の 十 組 


元と いふ ものと をし、 菱垣迴 船を 表する 燒 巧を 狎 し、 往復の 度每じ 一々 船の 道具と 
か、 船の 足が 速い とか 遲い とかを 調査せ しむる ことにした のであろう す。 こんを 風 
で 菱垣迴 船の 組を が出來 脅して、 迴 船は 大阪の 二十 四 組 ど 江 戶の十 組の 此 組合に 
關係 ある 者の 外の 晶 物を 運ぶ ことが 出來 ぬ。 或は 幕府の 荷物と か、 諸 藩の 荷物と か 
じ 限 つては 特に 運ぶ も あろ 嗅す けれども、 普通 他の 商品、 又は 己の 買 穂を なすこ 
とを 禁じて あら 今して、 十み の 制裁を 船 問屋に 加へ る やぅに ならました。 さて この 
江 戶の十 組と いふのは、 川岸の 米、 油 問屋、 日本 橋の 表 荒物 問屋、 綿間屋 、室町の 塗物 問 
屋 •釘鐵 問屋、 通 町 諸 色 問屋、 酒 問屋、 藥種 問屋 繞 問屋、 室 W 小間物 問屋、 是丈 けで 十 組で 
あり 咬ず。 大阪の 二十 四 組と 申す のは、 綿 買 次 積 問屋 油 問屋、 鐵釘穗 問屋 •木綿 仕 入 積 
問屋、 一番 組 紙 巧 表店叠 T 塗物 巧 二 齊組紙 店、 內巧 紐禾綿 類)、 明神講 (昆布、 白粉、 線香、 ホ 海 
苔、 下缺 、お 緒、 傘、 繪 具)、 逾和組 (小間物 古手、 葛籠、 竹、 日傘、 傘、 象牙細工) 瀬戶物 店、 藥種 店、 堀留 
納香筵 一、 乾物、 安永 一番 組 (紙)、 安永 二番 與 金物、 鐵 、銅、 木綿 •ホ 手 草履 表、 靑筵 ，火鉢)、 ま 永 S 番 
蠻髓 、格 木、 破 お)、 を 永 四 番組 (打 物、 針金、 祗曼 、安永 五番 組 適 草、 帆 木綿、 ホ 海苔)、 巧 永 六 番組 
捂 金、 肥 物、 乾物 ギ 魚、 昆逛 、安永よ 番組 (醒 節、 傘、 巧を、 白粉、 祗巧 木綿)、 を 永 八 番組 (驗)、 寧 氷 九 
番組 禾 綿、 灰 炭、 紙屑、 針金、 木綿、 を 手、 檐木ぞ あろ 皆す。 もこで 江戶 と大阪 との 間の 定期 
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腕 海 も、 愈 堯查じ 巧 はれる 猿に なつて、 海上の 交通る を垄 になろ、 奧 羽の 方の 回 薇と 
同じく 江戶 とお 阪 との 間の 海路 も、 一し ほ活潑 なる 運輸を なず 樣に なつた。 をれ に 
從 ひ、 瀬戶內 海から 西國 までのを 來る 一層 敏捷と なろ、 內 地の 航海 事業る 大じ發 達 
する やうに なろ 寺した。 彼の 名高い 歌に 「沖の 暗い じ 白帆が 見 ゆる、 あれは 紙の 國蜜 
巧 船」 とい ふやうな の も、 矢 張ろ 江戶の 方へ 祀 州から 來た 船を 詠 じた ものと 思 はれ 
ます。 無論 菱 姑一姻 船では あら 或ず まいが、 矢 張ろ 廻船の 一つで あらう と 思； S 或す。 さ 
うい ふ 風に、 江戶 と大阪 との 間の 海運が、 至極 好都合に 巧き 咬した が、 此の 時分の M 
路 はどうい ふ路 であつ たかと 申し 脅す るに、 大 飯から 出帆し をす と、 岸 和 巧 •和歌 山 • 
旧邊會 旧亢鬼 安濃 津立 箇所 鳥 罕小沛 卞旧砍 東 川那崎 (小霎 一二 浦 •三 崎と いふ 順序で 
あろます。 是が 後に 段々 と 航海 も 熟練す るに 從 つて、 寄 泊 瓣も少 くな つて 來 て、 大阪 
から 和歌 山由邊 •熊 野鳥 羽卞 旧を 戶と いふ 風に なつた。 而 して 當 時の 船は 大槪 二な 
巧から 四す 巧 積みの 船で 出る ので あら 皆して、 何 八 刀 船が 小さい から 方々 へ 寄 避せ 
ねばならのと いふ 事は、 致ぶ がない ので あろます。 自然 地麵 ろと 申して ± 地 に附い 
て 巧き ますから、 波が 强 くて 船が 覆へ る こと も 多い、 併し これ も當 時鑛闕 令の 結果 
として、 自由の 大 さの 船で 自 曲に 晚 海ず る ことが 出來 なかつ たのです から、 致 方が 


ない ので 一若ろ まず。 

横 廻船  ^  然る K 又 こ、 じ 海運 事業を 獎勵 する ものが 起ろ ました。 もれは 大阪 の菱垣 廻船 
じ競爭 者が 現れた ので あ 6 今す。 をれ は權鄉 船と いふので、 酒樽 專 門の 廻船で あろ 
寺す。 卽ら 酒樽の 寸法に 應 じて、 船の 張の 距離 及び 船幅を どを 割出した もので、 卽も 
菱 垣が まとして 油 檐を 標準に ずると 同じ やうに、 權 廻船は 酒檐 を’ 標準に して 出 ホ 
たもので あろ 身す。 もれの •由來 は、 正 お 年間に 攝津の 傅 法が から 廻船を なて 酒 荷を 
^ 江戶へ輸送したのが始であク皆 す。を れ か 後、酒 並じ荒荷の江戶穂を始め資した 
ので、 この 船は まとして 昔から あ 名な 釀造 地なる 攝津の 西ノ皆 •灘 •が 丹 •池 旧と いふ 
やうな 巧から、 其の物 貨を 江戶の 方へ 運搬す る ことで あろまして、 其の 問屋が 大阪 
に 八 軒 あろ、 西ノ 宵に 六 軒 あら、 其の 船は 酒造家の 所有 船 及び 問屋の 巧を 船を がて 
組織して おる。 此の 樽 廻船 も 盛大な 時には、 凡 も 巧 四 五十 艘も あつた さう です。 此の 
樽 廻船の 荷主なる 釀造 まは、 十二の 組合を 作つ て 居ら 寺す。 もれは 大阪仿 丹 池 田 •今 
I 津齒 ノ亭靑 木魚 崎 御影 棄明 •新が 家 •大ぞ お 庫 •此 十二が 組合 じな つて、 初めは 酒が ま 
^ で、酒 の爲の廻船であるじ拘ら ず、後 じは餘ろ盛んじなつた爲 に、外 の も の を 載 せ だ 
I' 譜備 」 た 。菱 垣の 方に* すべさる の ミ 侵食して 載せ 出しみ 爲じ 、菱垣 船には 少なから 
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ぬが 擊を 起して 船の 数は 臧 じて、 しかも 老朽 船 ばかろ になつ てし ま a うした。 もこ 
I で兩 者の 間に 契約が 出來 て、 明/和の 頃には、 一時 菱垣迴 船と 約 巧して、 酒の 外、 ホ穗蠢 
军灘目 素麵靡 蠢油耐 波繼燭 のよ 品に 限ろ 搭載ず る ことを 許した 事が ある。 さぅ い 
ふ譯 で、 大じ菱 垣を 壓倒 ずる 勢 じな つたので、 だんく 議論が あつて、 を 永年間には 
遂に 株式の 組織に して、 樽迴 .船には 酒の 外は 一切 載せない とい ふこと にまでな ク 
ました。 併し ちれ も永續 きがしないで、 な 像 弊害は 絕 ぇず 巧 はれて、 菱 垣は 益 t 悲境に 
變涅衰 ふ  I 陷 つて、 享 保には 巧 六十 艘も あつみの が、 此 時は 僅に 一二 十八 艘じ 減じて、 非常に 衰へ 
I で しま； 5 ました。 を こで 文化 五 年には、 江戶十 組から 之を 宫に訴 へて、 大じ其 矯正を 
I しやぅ とし 皆した。 幸 ひな 戶 町方の 用達 杉 本 茂十郞 なる 者が、 菱 垣の 爲 じな 方經營 
して、 遂に 新 船す 餘 隻を備 へ、 十 組の 仲間を 擴げて 六十 五 組と し、 又 幕府 も菱 垣を 氣 
’  の 毒に 思つ て、 復興の 策と して 翌六 年に、 幕府は 菱垣 船に 冥加金と して 年々 一 萬 こ 
巧兩を 上納す る ことと して、 內 二な 兩は 菱垣搬 株、 王から 出して、 株の 鑑 化を 輿へ、 茂 
十郞 がを の 頭取と なら、 撥 廻船には 堅く  {か 永の 約を 守らし め聋 した。 同 八 年には 株 
-化 をが てを 組 八 口の 數を 帳ろ、 其 株を をせ ぬ 者は、 斷然 組を の 商業を 毯 いこと が出來 
の やぅに した。 もれで 一時 菱垣祗 ももとの 勢を 恢復す る やぅに なろ 違した。 併し 年 


數を經 ると 又々 瓣 害が 起る。 降つ て 天 保 四 年には 义慕府 が 樽 船の 不正を 認めて、 菱 
^ 垣 の 十 組 の 取 扱 S じ 屬 す る 物 貨 を、檐 船じは載せてはいかぬといふことを命じた。 

蒙 垣 一方 積  是を菱 堤 一方 積と 申しました 。ところが 天 保 十二 年に なつて、 幕府から 諸 株の 仲間 
を廢 し、 冥加金を 免ずべ さ 命令が 出ました、 もれが 爲に 到頭 菱垣瓣 船の 二十 四 組の 
..株 伸 間 も 解散し、 爾ホ 運輸を 管す る 者が なくなつ て、 一層 蕾が 巧 出して、 締ら がつ か 
なくなつ てし 違 ひ 咬した。 加 之 弘化二 年に 大阪 •江戶 間の 海上に. 暴風が ぁつて 船が 
. f 破れ、 义天保 改革の 結果と して 金融が 閉塞し 商業は 沈滯 して、 貨物の 運輸が 甚 
だ 西 難に 陷ク 寺した。 其のぅ も 段々 幕末に なつて 來 て、 いろ  <  世間が 騷 しい 有 樣 
で、 大阪 江戶 間の 航靖も 自然に 衰へ てし まひました、 是 ではい かぬ とい ふところで、 
嘉永四 年に 巧び 株式の 制を 復 して、 十 組 問屋の 菱垣船 又は 檐 船に 積みた る 荷の 外 
は 問屋な 外の 素人が 恣に 直賣贯 ずる ことを 禁じ、 义大阪 二十の 組の 荷 まの 中で 綿. 
油 •紙 •木綿 •藥破 糖艇節 •鐵* の 九 巧が 义 新に 聯合を 作つ て、 菱垣砸 船の 業を 擴 張して、 
始めて 檐 廻船との 競 帶が查 く なくなつ て、 多少 舊 勢を 挽回 致し 咬した けれども、 到 
^ 底昔の離んなる有樣となることは出來 ぬ。殊 に 幕 未 の 騷 動 で 商 業 の 衰 ふ る と お じ、 
廻船 も 自然に 消滅して し まして、 代ろ に 御一新 後の 盛 勢を 現出す る ことにな 
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ら 咬ず。 

番船  _  モゥ ーつ 番船 とい ふを 期 航海 船が あらまず. 是は菱 垣に も檐 にも 霜 船が ある。 是 
を 菱垣番 船 •樽 番瓣と 申した。 菱お番 船は 先刻 お話した 弘化 年間に 出來た 九つの 巧 
が、 初めて 設けた ので あり 身す。 其の 前に 天 保 十三 年に 株が 廢 せられて 後 じ， 似た や 
うな ものが あら 皆した が、 本 當じ始 今つ わのは、 弘化四 年で あろ 寺す。 番 船は 何う い 
ふ もの かとい ふと、 早く 走つ て 第 一番に 到着ず る ことを 競 ふたので あり 聋 す。 巧の 
菱 垣番舶  載せて 居る ものは、 まとして 綿を 載せて 居る のであります。 江戶の 方で 新ら しい 綿 
を關 西の方から 輸入す るに 早き を 欲する ので、 運輸ず る 船が 早き を 競 ふて 行く か 
ら番 船と いつたので、 义綿番 船と も 中し 皆した。 是は每 年 綿の 熟する 頃、 八月 下旬 か 
ら九 月朔目 でに 行 はれる。 火阪の 九つの 店の 世話 番 から、 江戶の 九つの 店の 世話 
番じ 謀つ て、 其 年の 番船 をを わ、 船頭 及び 船 問屋から 海上の 前後を 爭 ふじ、 不法の 乘 
方を せの やうに、 を々 諭 文を 祖 し、 出 柳す る 前に、 九つの 巧の 行事 商人が、 船 問屋 行事 
問屋を 一日 酒樓 において、 出帆の 盃 をと ろかは し、 其の 廠で鐵 を 拙い V 番を きめる。 
I をして 船の 進退は、 皆 船の 番 にょつ て 進退す るので あり 咬す。 此の 船が 大阪を 出帆 
しまして、 滿賀じ 着く と、 其處じ チャント 見張ろ の 船が 待つ て 居る。 其 船に 切手を 屈 


ける。 をの 順序に ょ. つて 一番 入ろ、 二番 入ろ、 j 二番 入ろ とい ふやぅ にを める。 愈々 番が 
極 咬つ たなら ば、 飛脚で 其の 番 を、 江戶 と大阪 とのぶ じ 知らせる、 何處の 船が 一番 入 
ろ、何 處 の 船 が 二 番 入 ら、一ーー 番入-c^とい ふことを巧の方に知らすことじをつ て居る。 
ちして 一番 •入らの 船頭は、 必ず 金 二 千 匹と 羽織を 賞 ふこと になつ て 居る。 金の 二 千 
匹に 羽織と いへ ば、 僅かな もので あろ 皆 すが、 圣 力を 盡 して 先を 爭 ふのは、 荷 まの 方 
では 大層 影響す る ことで、 早く 着いた 物貨は 値が ょい 卽も 一番 入らの 綿で あると 
いへ ば、 十錢 のる のをら ば、 二十 錢 にも S 十錢 にもなる とい ふ譯 で、 荷 まじ 影響す る、 
ちれから 义 船頭の 方から いへ ば、 來年又 化の 番じ當 る 時に 特別な 待遇が ある、 昨年 
一番 入ろ であると いふ ことになると 、いろ-^ 轉 別な 待遇が ある。 もの わけで 皆廣 
序を 爭 ふわけ なの， であろ ます。 自然 其の 順序に 對 して 紛議が 起る。 もの 時は、 江戶の 
九つの 廻船 問屋が 集つ て、 いろ--^ 評議を して 判 {凡ず る ことになるの であろ 咬す。 
是が 所謂 菱垣番 船で あら 咬す 橋番 船は、 每年駭 の 二 一二 月頃、 新酒が お來た 時に、 之を 
岀す 店から 新酒を 搭載して、 西 宮を發 す。 之は 浦賀 でな くして、 江 戶の口 g 川 沖 じか，^ 
る。 礎を 卸す と 直 r に、 膊で船 送 切手を 檐姻船 問屋へ 携帶 する。 をの 順序で 矢 張ら 一 
番入ろ二番乂-=;^と順ををめる のであろま す。是 も矢張ら 】 番乂らのもの は、江 戶 の 

江戶 時化の 海運 事業  五 セ 


ii 


日本 交通 お 論‘  五八 

荷主から 着物と 金子と いふ ものを 賞 ふ、 殊に 新酒は 新ら しい ものを 靠 びまして、 價 

I もょ いもので すから、 一層 爭 ひが 激しい ので、 協同して 到着の 前後を 判を ずると じ 
なつて をる。 これが 卽 ら檐番 船で あら 寺す。 先 づ江戶 と大阪 との 間の 海運の ことじ 
就て、 特化 注意すべき ものに 菱垣麵 船橋 廻船 もれから 菱垣番 船橋 蕾 船で あろまず。 
是丈 けが 特別に を 期の 航海を やつて 居つ た 注意すべき もので あろ 咬す。 此の 外 ま 
だい ス^^-^ 細かい ところの 船が、 互じ往 巧を し y おつた であろ 或せ ぅけれ ども、 を 
れ 等は 記錄が 不完查 であつ て、 何ぅ もょ く 分りを せが： 义 、斯ぅい ふ侧 でな く。 請 藩 諸 
藩が 海運に 注意を 拂 つて 居る こと も あろます、 是る諸 藩々々 でい ろ-^ 規程が あ 
る樣 であり 今す、 もれ 等る 一々 を 話 致したい のです が、 まだ 充 みの 村辭が 整つ てを 
ろうせのから、 他日を 期さぅ とぶ a ます。 一例を 申せば、 佐 藤 信 淵が 秋 田 侯の 爲 に、 秋 
田物產 をな 戶に 運送す る 祝路を 開いた やぅな 事蹟が、 だん  <  諸 藩に 殘 つてを ろ 
ます。 をの 外 諸 藩で 藩 まの 獎勵 で、 自由に 碗 海の 出 來る樣 を 船の 設備を すると か、 或 
は 個人で 瓣を 改修し、 築 遮を したろ したやぅな 事蹟は 甚だ 多い ので、 是 等が 海運の 
發 達に 直接 間接 禪 益を 與 へた 事は 一にして おらぬ。 又 一面には 幕末に なつて、 天象 
觀 測の 術が 發 達して、 航海術を 進い やぅに をつ て、 愈 t 海事 上の 進歩を 輿へ る やぅに 


なろ 建した。 併し この もとは、 瑞 賢の 海運 事業が この 時代の 魁を をして をる ものと 
^ 思 は れ る。  • 

帆  I  をに 一つ も 話 申したい ことは 船の 帆であります、 此帆 とい ふるのは 昔は 筵を 用 
^  ;3たが後には木綿にしまし た、或 は刺ホとか織ホとかい つて木綿を使つ た莫 の 後 
段々 と 木綿で 一ニ ニ 枚を 重ねて 此 間を 絲で 縫ぅて、 一二 幅と か 四 幅と か 幅を つけて、 其 
•.の 幅を 稱 して 幾 反 帆と 云 ふて 居 す。 此の 帆を 一層 改 なした のが 擺磨窩 砂の 船頭 
松を 衞 巧で あろ 咬す、 この 人は 製 柳 術を 改良した 人で、 今の 西洋風の 帆の が 前に 用 
ひた ものは、 この 松を 衞門 帆で あら 建す。 これは 义 海運の 發 達を 促した 一つで あろ 
今す。 

斯ぅい ふ 風で 段々 と江戶 時代の 海運 事業が 沿革して 參ク して、 終に 幕末に 至 
黨末の海運 ^ つて、 列國が 我が 國に 開國を 迫ろ、 互市を 促す ことにな つて 來 て、 愈 t 幕府は 海運の 必 
^ 要 を 認 め、開 國の政策を取ったと同時 に、此 の海運事業の改良發達を計つ て、嘉 み 六 
.  ^ 年には二巧餘年の禁制であった大船製造の禁を解い て、大 に舰海術を獎勵しまし 
^ た け れ ど も、最 早此の時みは幕府が衰顏の時であっ て、殊 じ化には却て鎖國攘夷の 
聲が幢 しい ばか ク で、 其 巧 能は なく 陸路が 不便で あると 共に、 海上の 交通 も絕 をて 
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しまつて、 海運 事業を 獎勵 する ょろ も國防 論が 轟々 として 居う 咬して、 海運 事業に 
I 對 する 注意は 大じ 怠つ てし まう やうに なろ 脅した。 故に 幕府は ホ 令を 出して 獎勵 
^ も し 咬 し た が、到 底振はぬやうになろ聋し た。元 この事業を獎勵しやうとして も、之 
I れを營 いべき 方便た る 陸上の 設備が 不充 みで、 もとょろ 後の やうな 爲替保 險の方 
法 もな し、 海 外資 易は 暫く 鎖國 のを 様で あつた 爲 に、 言語が からず、 貨幣が 通用し な 
I いと 云 ふ 不便が 伴つ て來 るので、 查く 天下の 政局 面が 一轉 せねば、 到底 發展の 望は 
^ なかつたのであつ た莫 の時八刀じ長崎の 一 商人で乂來屋重をといふ者 が、亞 米 利 加 
の 商船を 一艘 買つ て ホて、 外國 貿易を 營 皆う もい ふ 計畫を 起した 貧の 船は 後に' 筑 
前の 黑田 侯の 買 上と なつた 大臟 丸と いふ 船で ある) とも あら 咬す が、 咳 だ 世には 巧 
船が 今 咬での 和船と 異 つて、 いかじ 海運 事業に 便利なる かが 知られて 居 咬せ 於 か 
ら 、幕府は 海運 獎勵の 手段と して、 お 川 島造瓣 所で 造つ た 小形 汽船を 民間に 拂 下げ 
て、 江戶 附近の 航海に 從事 せしめて、 汽船の 効能を 實 地に 說 いた けれども、 何分 國民 
の 知識が 音 だ 進歩して 居ない、 鎖國の 惰性が 聋だ充 八刀拔 けて 居ない から、 爲に 到頭 
I 幕末の 海運は 起ら なかつ たので あろ 咬す。 この 內 御’ 一新と をつ て、 朝廷は 海運 事業 
の發 達に も 無論 重きを 置かれた が 去 だ 海運 事業は 依然として 進まな かつた。 やが 


て屢 々難關 を切拔 け- -r 多くの 年月を 費し、 其の後 s 菱 とか 岩 崎な どが 起つ て大 
? に 海運 事業に 力を 盡す やうに なつて、 今日の 猿な 盛 勢を ホた すに なんだ ので あ 6 

^  咬ず。‘ 

} 

結末  ^  之を 要するに 寬 永の 鎖國な 巧、 我が 國 民の 海事 上の 思想が 非常に 衰 へて、 遠く 海 
岸を 離れて 航海す る ことが 出來 なくなつ て、 船は 皆 地廻ク をす る ことになら、 遠洋 

-の 航海な どは 殆ど 行は れ爲 やう じな ろ 或した。 兎に角、 幕府から る 大きる 舰を 造つ 

> 

ては ならぬ とい ふ 様な 命令が 出て 居る 爲に 、小さな 船で 巧かなければ ならぬ、 ル さ 
な 船 で あ る 爲 に、難 船が多い、^vこで國民の海に對しての恐怖、心が起 て、何 う し て る 
^ 海運 事業な どの 發 達は 望 或れ ない 樣じ なつて 居た ので ある。 乍 併 我が 國は 兎に角 
_い 四面 海を®! らして 居る 海國 である、 闕 民は 昔から 海事 思想 じ 充八刀 富んで をる 海國 
^男モ である。 歷 あを 見ても 海上の ことには なか'-'-^ 富んで 居る 闕の ことで あるか 

八 

W ら 、到底 此の 鑛國 令の 壓 迫を 受けで、 满 足して 居る ことは 出 ホない ので あろ 咬寸 。一 

. 

方では國內じ於て特種の文巧が進んでをると共 に、他 方では河村瑞賢が後の迦船 
とい ふやうな ことが、 この間に 國 民に 刺戟を 與 へて、 國 民の 海に 對 する 思想を 維持 
してを ろました から、 幕 ホに 鎖國の 制禁が 解けて 明治維新に なつて、 今日の 樣な盛 
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大 なる 發展を 見る 樣 になつ たので あろます。 この 刺戟が あつた 爲 じ、 或は 鑛國の 間 
I に、 密に 幕府の 嚴禁を 化して 海外に 渡 碗し やぅと した もの も. あろ 咬す。 されば 我が 
國 民の 海外 雄飛の 精神は •幕府の 壓 迫を 受けながら、 この 海運 事業の 上に 殘 つて 居 
I て、 大 に發展 すべき お據を 作つ てゐ たとい ふことは、 海事を 上に 於て 注意し なけれ 
i ばなら ぬ 事と 思 ふ。 故にか^る 消極的 時代に 尙 ほこん な ことが 殘 つて、 なか  <  活 
™ 潑 にやつ て 居た とい ふことは、 決して 輕 々に 看過 すべさ ことで をい と 思 ふ。 

(明治 四十 一二 年： > 


ダ  '江戶 時代の 交通 

♦ 

緒  き 口 

今回 江戶 時代 あの 講演に 於て、 私が 交通の 側を お引受け する ことじな ろ 違した • 
私は 今 咳で 特に この 事項に つき、 深く 調べ も 致し 今 せん、 たく 時々 斷片で 取調を 致 
し 咬した が、 纏めた ことは 今度が 始めて で ござい 皆す。 もれる 十分に 能く 纏める こ 
とも’ 山來 違せ ずして、 此處で 僅に 一時間 餘の 時間で お話しす る ことは 围 難と 思 ひ 
違す が、 先 づお來 る だけ やつて 見まず。 尤も 本 曰 午後 じ豐山 大學の 別室に 於て を 通 
資 评ぶ關 する 睦覽會 を 開きう す、 其 目 錄る葉 上げて あろ 音す るが、 出 ホる 丈け 系統 
的 こ. 並、、/ て 置いた 養ち であろ 違す から、 一通ろ 當 時の 交通に 關 して、 諸君の 頭に 浮 
ベら れる ことが 出來る だら ぅと 思 a 違ず。 故に 寧ろ 其 品物に つい V 御說 明した 方 
が 早 や 分りと 思 ひ 皆ず が、 違づ】 應大體 の 筋道を を 話し 咬して、 更に 別室に 於て 十 
々の說 明を したい 積ろ であろ 咬す。 併し 交通の 事に 關 しては 去 だ 御 經驗の ある 方 
も 段々 あろ 今せ ぅから、 我々 の樣な 若輩が 耳の 學 問を かて 申す と、 隨分 誤を 傳 へる 
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かも 知れ ませぬ が、 もの 點は御 訂正を 願； 5 たいと 思； 5 違ず。 

^  每日諸 先生から を 話が あらました 通-^、 江戶 時代は 文化の 最も 進んだ 瞭代 であ 
^ ら 嗦 す。元 和の偃武が巧世は太平となろまし て、敎 育支 學.藝 術等の方面じ於て非常 
- 夕る 進步を 致しました 。殊に 元 祿韋保 支 化 支 政の 時代の 文化と いふを のけ、 これょ 
I ろ 前み 歷 あの 上では 見る ことの 出來ぬ 位の 發達 をして 居ろ 诗 ず。 從 つて 交通の 狀 
- 態に 於ても、 すべての 磯關が 完備して、 前の 時代 と比べては 大 なる 進歩を 見る やぅ 
j じな ろました、 彼の 戰國 時代の 如く、 普通の 人では 敵方の 地は 通過す る ことが 巧來 
ぬた め、 道路は 閉塞して、 手紙を やる にも 坊さんに 賴 まなければ ならのと いふ やぅ 
機關の 完備  な 時代とは 查く 違つ て 參ら耸 して、 總 ての 機關が 整つ た 時代 じな つて 居ろ ます。 人 
W 民が 旅 巧を する じ も、 輸 快に 樂 しく 旅 巧ず る ことが 出 巧る 樣な 傾き じな つて 參ク 
た。 併し乍ら 一方では 幕府が、 自己の 政策の 爲め 、あらゆる 方法を 置て 下の 者 
W を 抑 壓 し、上 を變2^^や^/^を事がな い やぅじ致しまずか ら、役 人は便利であるが、一 般 
人民の 旅行には、 諸 極の 不便が 伴つ て 居る ので あろ 咬す。 故に 槪 して 旅行は 偷 快に 
5 出 來 る が、又 幕府の政策の爲じ入らの菩痛を受けて居る事が多か つ た のであ.c^ミ 


宿驛 と驛隱 
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先づ 第】 じ 陸上の 交通を を 話し 或す が、 驛傳 のこと から 申 上げたい と 思ひ聋 す， 

ロハ 今なら ば 東京から 巧 謂 巧 笛一聲 で、 僅 じ 十二 S 時間で 京都まで 巧く ことが 出來 
るので あら 聋 ずが、 當時 はこの 巧 五十里の 間を 旅 巧す るに 約 十 R 間が 上 も か、 る， 
東海道 五十 S 次 も 今は 五十 S 拔 であると 誰か ご 言 ひました が、 誠に 其 通らで、 今の 
汽車 旅行を する 者は 夢 じる 考 へられぬ 様な 呑 氣な譯 であらました のみ るらず、 幕 
府 から 指を され 咳した 傳馬 •旅館 •關所 渡船 も あら 咬して、 實 際に 於て はさぅ 自由 じ 
は 參ク聋 せぬ。 且つ 途中には 雲助が 居ろ、 胡麻の 灰が 居ろ ますから、 種々 の 困難が つ 
き 纏つ て 參ろ聋 す。 先、 つ驛傳 卽ら傳 馬の ことから 审 上げ 皆す るが、 ちる^^^^^ 傳 罵 •驛 
馬と いふ ものは、 大化 新政の 昔から、 をの 制度が あろまして、 驛 法と いふ ものが 能く 
備 はつて 居る。 事實巧 はれた か 如何 かは 別と して、 形は ともかくる、 能く 備 はつて 居 
る。 延喜 式を 見 脅して る、 十 里に 一驛を 置く とい ふ' ことで あり 違して、 平を 朝 時代に 
はを 國 々の 驛傳の お-だけは 完備して 居りました。 併し 是 等は まとして 官府の 舉摩 
じ 用 ふるん ので あつて、 普通の 人民は この 恩典に る 浴 しないので あら 皆す、 隨 々遠，， み’ ん、. 
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ホ こ 行 っても 白る 淸屋 るな く、 借ろ る 馬 もない、 或咸 山中に 露 宿を する、 或は 路傍に 
壁を 茵 として 一夜の 夢を 結ぶ とい ふ氣の 毒な 有樣 であつ た、 更利 日記を 見 皆して 
も ぉ 常 こ 困つ て 居る 有 簾が、 歷 々と 見ぇて 居ら 今す。 平 ま 朝 時代は かくの かく 表 向 
の 制度は 備 はつ V、 役人は 種々 の 便利は あつたで せう が、 一般人 民の 旅 巧は よほど 
困難で あつたの であう 皆す。 鎌倉時代は 武人の 世の中で、 總て 質素 簡易を 旨と する 
から 驛傳の 方 も餘程 簡易を もので あつて、 馬 や 人夫の 取締な どは 巧 當に 整つ ては 
居の 樣で すが、 旅行は なほ 隨 々困難な 有樣 であつ た。 をれ から 南 化 朝 時代を 經て戰 
圆 時代に をろ、 諸國に 英雄が 割據 する 樣じ なつて からは、 驛 •傅と いふ ものは、 查く類 
磬 して 仕聋ひ 皆した。 中には 武早 上を 化條 •朝 倉 長 曾 我 部の 如き 大きを 大名は、 名 其 
自みの領內だけに^=1派な刷度を立て 、、を れ は 中 々 能 く 整 つ て 居 ろ 今 し た。さ れ ど 
をのが 外の 大名で 是 等に ク いてを 意を せぬ 國 に 於て は、 通行 もよ ほど 困難で あろ 
寺した。 信 長 •秀吉 が 天下を 統一して な 後、 驛傳の 事に も大じ 注意を して 施設を し 今 
したやう であら 耸 ずが、 確かな 記錄 古义嘗 も不充 みで、 をの 事 偕が 漸く 斷片 的に 分 
つて 居る だけで あ i 聋 ず。 然るに 德川 氏が 江戶 じ入國 しでな 來は 、よほど々 明で あ 
ろ 脅して、 家康圭 殊に 驛傳 のこと にはを 意を 拂 つた 事 實が歷 々と 現 はれて 居ろ 聋 


震の 入國  す。 家 康が天 正 十八 年に 江戶 じ乂國 した 時に、 江 戶の寶 旧が なび 千が 旧が のな 姓で、 
馬 遂 勘解 由鳥 野 新 右 衞 巧小 宫善 右 衞 門 等 が 駄 馬 人 夫 を 率 ゐ て 之 を 迎 へ た の で、家 
I 康は 之に 命じて 道中の 傳馬 役を 命じ、 繼 飛脚の 給 米と して、 武藏 國豐島 郡の 高 田が 
^ 化 於 て 高 十 二 お S 斗 六 升 を 與 へ 脅 し た。併 し家康の事業は何事にょら ず、總 て 秀 ま 
^ の遺法を繼いで居るもので、大抵は秀吉が種を薛いた事を完成しでをるのでぁら' 
秀吉 S 計 蕾^! 讀 す。 驛傳じ 於き 音し y も、 秀 まは 顧に すで じ 計畫を 立て^を る、 文祿 元年の 征韓の 
- 役に 秀吉 はぶ 古屋へ 巧つ て、 京阪な 西 九州に 至る 往復の 傅 馬 役を をめ で、 關 白の 朱 
- 巧で 命令を 出して をる。 もの 時の 傳馬賃 錢は精 錢十义 、驛夫 一里 四 文、 郵船は 四 反 帆 
I で 公用 賃錢】 里廿貫 文を 定めて をる。 义文祿 S 年 八月に、 秀 まは 暇 夷 島を が 前慶廣 
I じ 輿へ て 化 陸 道驛傳 通行を 許し、 武藏板 橋から 陸 奧津輕 の 三 馬屋に 至る 路次 驛傳 
I を 定めて、 板 橋から-信越 線を 通つ て、 岀 羽を 經て 津輕に 入る 道を をめ てを る。 慶長元 
^ 年松前巧じ貢鷹の驛傳夫馬を給することが元寬日記に見ぇ咬ず が、津 輕 家 の 文 書 
^ に貫鷹の驛傳を明かじ馨いてぁるものがぁつ て、當 時 の 出 羽 か ら は、化 陸 道 を 通 ク 
I て 京都へ 入つ た 事が々 ら す。 要ず るに 秀吉の 頃には •東海道 申 山道、 北陸 道 等の 驛 
傅は 割合にょ く 巧 屈い で 居つ たもの、 やぅに 思 はれう ず。 家 康は前 申した 通ろ、 江 
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戶入國 の 頃 ょろこの 事に 注意を 致して をろ々 《したが、 文祿 元年に 武州 文書に 見 ゆ 
I る 一夫の 擔 量を 十 貫目と し、 一駄の 駕 量を S 十 貫目と をめ たのは、 家康 のをめ であ 
らぅと 思 a ます。 關原役 後、 慶長六 年に 家 康は彥 お 元 お 等に 命じて 東海道を 巡視せ 
^ し め、品 川驛を驛傅じ列して驛馬己十六匹を置かしめ て、五 千坪の地モを免じてを 
I る。 この 時 東海道を 驛の傳 馬の 數も i 足 まつた もので あらぅ。 これが を備 人馬 第一の 
命令で ある。 もれから 東海道 •中 扣道梟 州 街道の 方面 夫々 必要に 應 じて 驛馬傳 馬に 
關 する 命令を 出し、 地 子の 免除を どを 令して をる。 と 年 六月に 驛 法を おおして 驛傳 
傳馬  :物貨 堆積を 禁じて をる。 隨 つて 到れば 隨つ V. 遞送 すべ じと 命じて をる。 傅 馬は 一二 
十二 貫目、 駄馬 四十 貫目と 定めた、 この 傳 馬と いふのは 後の 巧 謂 本 馬で、 な 用 及び 諸 
侯の 封祿 にょつ てを 賃錢 をな て 使用す る、 もので、 駄馬は 駄賃 馬で、 相 對賃錢 で 使用 
する ものである。 もれから また この 時 じ 乗 尻の 量を 十八 貫目と 定めた、 乗 尻は 後の 
乘掛 で、 大抵 二十 貫目 位の 行李を つけて、 人が 之に 乘 ると、 几を 一二 十六 貫目 內 外にを 
る、 之に 蒲 團や中 敷、 小 付、 跡 かの 量 約 一一 一四 貫目で、 結局 四十 貫目と いふ 標準で ある、 う 
I た 中 山道は 傳 馬の 量を S 十 貫目と をめ た。 之が 德川 氏の 規 をで 最も 明かに 見 ゆる 
始めで、 この 後駕 量の がを がな 戶 時代を 通じて 屢變 巧す るが、 大體 はこの 標準を 出 


でを いので あろ 建す、 而 して 驛路 のことは、 專ら を良屋 巧右衞 門、 檐屋 一一 一四 郞の 二人 
が 働いた ので、 此の 兩 人の 證券 じょつ て傳 馬を 出ず とい ふ 事に なつて をろ 咬した。 
元 ホ德川 巧の 政治は、 秀吉の 遺 法に 潜つ たのみ ならず、 鎌 倉 室 晒 幕府の 風を 襲ぅて 
之を 精製した やぅを もので、 御宿は 御宿 奉 巧 駕籠の 事は 駕籠 奉行と いふ 樣 にやつ 
てを つたので、 この 二人は 卽も 後の 道中 奉行の やぅな 事を やつて ゐ たので あろ 或 
す。 道中 奉行を 置き 咬した のは 萬 治 二 年の ことで、 卽も 四代將 軍の 頃で あろ 脅す。 江 
戶 時代の 制度では、 を驛 々じ 問屋 場と いふる のが あろます、 上世の @ 家の 如く、 鎌 倉 
時代の 大宿小 宿の 如く、 こ.^ で、 旅客は 茶を 飮み 去た 馬の 周旋 もやつ てを らふので 
ある 挺 人と しては 昔は 驛長义 は 驛子驛 夫が 居つ て、 貨物 人馬の 繼 立を 圓 酒なら し 
めた ので あるが、 この 時代のは 問屋 場と いつて、 これが 驛傳の 中、 心で、 凡ての 權を擾 
つてを る、 义傳馬 巧 馬 借 或は 檢斷と 申しう ず、 大きな 權衡が あつて、 荷物の 目方を は 
I かつて 駄賃を {疋 める 所で あろまず 益 世の 事です が、 小 田 原の 問 崖 場の 事を 聞いて 
I 見ます と、 高 梨 町と、 中 宿 和との 二箇所 じあろ まして、 其 役人には 巧 年寄 S 人 南屋二 
^ 人入 お 肝 煎 二 人南 屋 代 一 人入 お 肝 煎 代 一 人.帳 附 け 二 人人 足 方 手 代 二 人入 馬 日 グ 
役 二人 馬 指 六 人 •帳面 役 一二 人 向 見習 六人感 馬方 働 四 人 入 お 方 賄 人 十一 人と いふ 大 
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人數 で、 もの 下に 人足 卽も 雲助が 居る。 而 して 二箇所の 問屋 場は 傳 馬方は 十日 代ろ、 
^ 人おホは十五日代ろ で、特 別重 い 通巧の時は即年寄る出たもの であ る。小 田 原 の 宿 
立ての 人馬は 巧 人 巧 匹と を まつて 居て 莫中五 人 五 匹は 常圍 ひ、 廿五人 十五 匹は 臨 
™ 時の 御用 圍； 5 として あるが、 これが 幕府の 御用を 勤めた ものである。 道 や 奉行の 出 
來の 前は 問屋 場から 人馬を 傳 馬の 朱印で 出し違し たが、 道中 奉 巧が 出來 てからは、 
を 問屋に 判鑑が あつて、 道中 奉行の 判の 擦して ある 證勞 にょつ て 人馬を 出す こと 
じして あつたので あろ 咬ず。 こんな 風で、 家康の 立てた 驛馬傳 馬の 制は を驛に 於て 
^ 順次繼ぎ立て^居をの で、こ れは何時の世も大體じ於て同樣の制度であろます。 

家 康は其 次に 五街道の 制を をめ 今した。 五街道と いふのは、 東 道が 道 も 陸 道 • 
一里塚  奧州 街道 自光 街道で、 この 制を ホいて 後、 慶 •長 九 年 じを 沿道に 一里塚を 設けました、 
一里塚と いふ ものは 或說 じは 信 長の 時分に 旣じ 來 たと 申し 咬す が、 餘ろ 確な も 
のには 見ぇて 居ろ ませぬ。 信 長は 中々 活眼な 人で、 秀吉の 仕事は 信 長の 遺 法を 學 び、 
家 康は秀 まを 學ん だとい ふ 位です から、 旣 に計畫 位は あつたか も 知れ 違せ の、 或は 
^ 衔 道 の 改 修 や 制 度 を 設 け た こ と が あ つ た か ら、之 に 附 會 し た か ど ぅ か 確 じ は 々 ら 
咬せ ぬ。 併し ま づ家康 の 時に 始まつ たと 致して 置いて ょから ぅと 思； 5 ます。 聲代記 


とい ふ 蕾に 「慶長 九 年 八月、 當月 中關東 從右大 將秀忠 な諸國 道路 可 作 之 由 使 相 上、 廣 
I サ五間 化、 一里塚 五 間 四方 也、 關東奧 州 迄 あ 之 通ナリ 、木 曾路同 如此」 と あつて、 五街道 
I をを める とおに 一里塚が 作られて をる。 東海 隶山 •化 陸の 一二 道には、 永 旧 勝 左 衞巧重 
眞 •太 田 勝 兵 •衞 •永 田 左左衞 巧を 奉行と し、 永 井 白 元 束 多 光 違は 中 山道 睦奧 街道の 奉 
行と なつて、 この エを おした と 見ぇて をら 今す。 大乂保 長 安が 總 監督で 檐屋 案良屋 
が 管理して 、公領は 代 鳥 私領は 大名が もの 人 おを 供給した ので あろ 咬す。 この 時の 
事を 慶長 見聞 集に 「武 州は 化 日本 東西 之中國 じあ たれら と 御を 有て、 江 城 日本 橋を 
一里塚の もと、 定め、 一二 十六 町を 道一單 につ もろ、 是 ょろ、 東のは て 姑のは て、 五畿と 
道の こる 所な く 一里塚を 築かせ 給 ふ。 年乂 治世なら ず 諸 國亂れ 邊± 遠 境の 道せば 
く成處 に、 曲た る 所を ば 見 計、 直につ け 道を ひろげ、 牛馬の ひつめ のる ぅせざる やぅ 
^ 化 お を の ど き、大 道の兩邊にがおを 植、小 河 を ば 悉 橋 を 掛、大 河 を ば か 橋 を 渡、日 本 國 
™ 中 民間な 復の 便ろ にム 、なへ 給 ふ 事 慶長九 年 化 嵩 人 喜 悅の思 ひを ふくみ、 萬 歳を 願 
I  a あ へら、 難 有 將軍闕 まの 深 恩 末代 迄 もい かで 是をあ ふが ざら い。」 と あつて、 德川巧 
^ が道路を修築し、一 里塚を作ろ、諸人の赛通の便を計つ た事が實じ詳細に見ぇ，て居 
る。 この 時の 道路が どんな 風で あつたかは、 餘ら 詳しく 書いた ものは あろ ませの が 
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還の 有様  / 

™ 如くに して 九月 六日 駿 河に 着せし 時聋 で、 每日 十五 六 里を 旅行せ 6、 一里は 三 マィ 
I 少なろ、 道路の 大部は 驚くべく 平坦に して、 山を 通過す る 部々 は 切り開かれ たろ。 是 
.  れ この 國の またる 道路 じして 多くは 砂 及び 小 おにて 成ろ、 一里 每じ 道の 兩 傍に 二 
の ル 丘 あろ、 もの 頂には がの 木 (誤) を 植え、 手を 加へ て亭の おを なせろ、 この 標は 人夫 
及び 馬を 貸ず 者が 一里 大凡 一二 ぺ 二— な 上の 賃錢を 取らせ ざらん が爲 めに 設けら 
れ たる ものなら、 道路は 通行人 多し、 時々 田圃 及び 田舍屋 あろ、 又が あら、 都會 あろ、 川 
渡 あろ、 又 森 あら、 國 の最輸 快なる 場所に 佛卽も 彼等の 寺 あらち を」 大體 之に て當時 
の 往還の 模樣 がょく 分ろ ます。 西洋人の 觀察 であろ 脅す から、 細大 漏らさず 記され 
て、 當 時の 狀況が 手 じ 取る 如く 見ぇて 居つ て 面白い 記事と 存じ 音す。 さて この 一里 
塚なる ものは、 今な 殆 んど殘 つてを ろ 皆せ ぬが、 幸に 腻衙 道を どじ 完查 じ殘 つてを 
る 所が あつて、 大體の 模樣が 今で を 知る 事が 出來 脅す。 もの 塚の 位置は 多く 畑 や 田 
.  じな つて 分らう せぬ が、 もの 巧め 江戶 日本 橋を 起點 として 一里 宛の 所に 築いた も 
r ので あろ 資すから、 之から 順次 調べて 巧けば みろ 建す が、 今日 午後 御覽じ 入れます 
巧の 道中 奉巧備 用繪圖 には、 詳細 出て 居ろ ミして 明かにから 今す 去た この 後 ffl 巧 


ました 曰 本の 地圖 、卽も 幕府の 命令で 出 來た正 保から 元 祿韋保 夫 保の 地圖 、何れ じ 
1 串；塚築造 ^ も明かに記入されてをつ て、を のお置を明白じする事が出來聋す。一 里塚を造つた 
理由 じついて は 種々 の說が あろ 寺す が、 化 あ 韋孝寬 の列傳 じ、 孝 寬が雍 州の 刺史じ 
をつ々 時に、 其 前から 路側 一里 每じ一 ±塡 が あつたが、 雨の 爲じ類 毀す るので 围ク 
た、 然るに 寬 孝が お化して からは、 部 內じ勒 して 猴の處 へ 槐樹を 樞 をて 之に 代へ た、 
もれから 修覆 ずる 必要る なくなろ、 义 蔭が 出來て 旅行が 便利 じな つた、 其 後 諸 州を 
して 道を 夾んで 一里に 一樹を 植え、 十 里に 与樹 、五 里に 五樹を 植 うる 事 じした とい 
ふ 事が ある。 一里塚は 查く 之を 眞似 たもので、 支那の 風を 採つ たもので ある。 又 塚の 

™  ス 、、‘ 

上に 極を 植える の も、 孝 寬の說 をが 衷 した 譯で 或はょ い 木を 植う べしとの 事で 積 
じした とか、 餘ら 松原の みで 並 松と まが ふから 餘の 木を とい ふ 所で、 橋 じした とか 
‘  いふ 說 は俗說 であらう、 支那の 槐樹に 習つ て 之に 似た 積を 置いた もので あらう。 

家 康の驛 制家康 はかく 道路の 改修を 巧 ひ、 一里塚を 造ら 巧 旅 者の 便を 脚るな どに 注意を 致 

に 注意  \ 

し 音して、 歇賃錢 のをめ も嚴重 じを め、 過當な 事を しない 樣に 致し 違した。 上方の 大 
^ 名 衆 が 集 脅 つ て、 一 里 十 六 文 づ 、 化 外 山 川 に は 增 錢 あ 6 と を め、 一 獻 靖 は 四 十 貫 目、 
乗 掛は兩 荷 二十 二 貫目、 乗 ま 十八 貫目を せて 之 も 四十 貫目、 米 一巧 も 四十 貫、 目、 一歇 
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荷と 規定を 致し 咬した。 かくて 慶長 十九 年には 御宿 奉行と して 五味 彥九郞 を 化 じ 
. ^ て、往還道路の取締をなさしめ違した が、之 が 德 川 巧 が 驛 傳 官 を 置 い た 權 輿 で あ ク 
^ 聋 す。ゃ がて家康が死んで秀忠の 時、元 和 二 年 に 箱 根 驛 が 關 か れ、東 海 道 の 最 難 巧 た 
^ る箱根の往來が大に便利を加ふる樣になろ、五銜道のを驛も完備し て、元 和 十 年 に 
^ は 江 戶 傳 馬 役 あ び 諸 道 を 驛 じ 繼 飛 脚 給 米 を び 問 屋 給 米 を 與 へ て、を 驛 の 地 モ を 免 
五街道  除して をり ます。 東海道は 品 川から 大津聋 で、 佐 屋路が 見 道 •枚 方 道が あつて 大阪じ 
、  ^ 通 じ、中 出道は板橋から彥根に至 ろ、甲 州道中は上下高井戶.から.上諫訪に至 ろ、日 光 
道中は 千 住から 飯 塚、 日光 御成 道は 岩 磯から 岩 淵、 水 ぞ佐倉 道は 新 宿よぅ 八幡、 奥州 
道中は 白澤よ ク 白 坂、 美 濃路は 名古屋 よら 大 垣と いふ 間を 五街道と 定めて、 驛 傅の 
一 便を 圖ろ 違した。 十二 年 六月には 武家 諸 法度が 出まして、 諸國の 道路 驛馬 及び 津梁 
渡 かを 修め、 行人の 患を 勿から しいる やぅに i 足め られ たので あろ す。 もの 後將軍 
が 上洛す ると か、 日光 廟へ 參拜 すると かいふ 時には、 特に 驛 法が 定められ、 沿道で 間 
^ じ合はぬ時はおがへ人馬を徵發することもあ^建し た。慶 を四年じを驛傳馬を出 
^ す じ は、必 ずもの持つ て來で朱巧證文をよく調べ て出すやぅにし て、京 都 よ ら の も 
のは 板 倉 周 防 守、 大販 よりの 者は 兩巧奉 巧 及城番 、駿府 からの ものは 兩师 奉行 及び 


大久 保を 爭ザ戶 新を 衞 門の 證 文を 要ず る、 自 餘の證 文では 傅 馬を 出して はならぬ 
と 定められた。 尋で萬 治 二 年と 月に 道中 奉行が 置かれた、 始めて 任ぜられ たのは 大 
目附の 高木が 勢 { 寸守乂 であつ た。 爾來 は】 層驛路 の制ネ 整ひ聋 して、 驛 傅は 大に優 
遇されて 各 驛は其 旧租を 免ぜられる 外に、 飼 馬の 地 栽 干 頃を 給し、 繼 飛脚 給 米問屋 
給 米を 輿へ、 名主 役 料 及び 宿 手代の 年俸を 附 し、 諸津 の渡モ にはを 地 俸 米を 給し、 若 
^ し火災に罹れば救恤を加へ、且つ小屋掛稱を賜ふ、义種クの事情で時々金穀を乞ふ 
I 者が あれば、 宫は 憐んで 或は 給し 或は 貸す とい ふ 風で、 非常に 優待した るので あろ 
^ ま す。寬 永 な 後 元 祿 脅 で に 品 川 驛 に 貸，給 し た 金 穀 は と 千 S 巧 と 十 兩、錢 千 巧 二 十 貫 
，八 文、 米 二 千 倦に 及んで をる。 もの 他 記錄に 漏れた ものる 夥多 あらう と 思へ ば、 是 等を 
^ 精算ずれば非常に居額であろま す。咬 た 驛 馬 の 駕 量 に 於 て も、屢 驛 法 を 令 し、 一 跋 荷 
四十 貫を 超過し をい やうに 去た を備 人馬の 数 賃錢の 規定を 誤らない やうに 深く 
注意を 拂 つた、 寬 永な 後 慕 未までは 何十 回の 多くに 及んで、 將軍 一代に 數回も 命な 
が 出 V をり 咬す。 元 巧 この 駕 量の 事は 正確 じを めて 置かぬ と、 とかく 馬に 荷物を 多 
く 積んで、 馬を 苔し める' 咬 た 客の 方から る 不當な 事を 申出さぬ 様に 取締る ので、 道 
中の 取締には 最も 必要な 事で あつたの であろ 建す が、 •なほ 時々 何驛 ょろ 何 驛に至 
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0 本を 通を 諭  セ 六 
る 間の 本 馬 何程、 輕尻 何程、 人足 一人 何程と いふ 事に 決. しても く、 之は 道中す る 人に 

I は 最も W 要な 事で、 道中 奉行 も 問屋 場 じる 殊に 注惹 をした 事で あろ 皆した。 この 精 
細な 賃錢 や駕 量の 改訂 等 じついて は、 餘ろ 話が 無味乾燥 になろ 今す から 略しても 
きます。 

然る じ德川 巧の 世が 泰平で、 風俗が 一般に 奢侈 じ 流れて 參 6 脅ず と 典 じ 骄巧旅 
を するならば 出來 得る だけは 不自由な 思を せず、 輸 快に 旅行が したいと いふ 慾 望 
が 起る のが 人情で、 一人 膝 栗毛で 旅 巧 すれば 自身 一人でょ いものを、 車に 乗つ て 巧 
j  くと 外に 一人 入用と なつて くる、 駕籠に 乘 ると 二人 入る とい ふ 樣な譯 で、 段々 風俗 
I が 奢侈に をる じ從 つて 驛 務が繁 化を 來す樣 じな つて 來 た。 由 ホ 鎌 倉の 頃は 風俗が 
一 質素で、 旅行 鞠 易なる 爲 めに 驛傳を 要しない、 を驛 常備の 人馬 も 少し じて おつて を 
つた。 もれに この頃 じは 人馬の 入 巧が 次第々々 じ 多くな‘ 0 てがた。 殊に 火 名が いけ 
をい、 大名は 無暗に 權 威を 張つ て、 が 處の驛 を 通過 するとな ると、 もやん と 前が て 先 
觸を 巧す、 いつ 幾日に が處へ 巧く から、 これ だけの 馬を 出して 置けと いふ 命令を す 
I る。 さぅ すれば 其 宿では 用意を して 置く、 をれ で驛に 使用す る 人馬 も 年々 增 加して 
行く。 をれ で宿驛 だけの るので はおらない、 限 有る 人馬を、 ：$ て 限 無 さ 要求に 應 ずる 


助趨  ことは なつて、 甚だ 因 難に なつて くる。 もれが 爲に 起り たるのは 巧鄉 とい ふるので 
I あろ 皆ず、 助鄉 とい ふ ものは 驛の 常備 人馬が 不足の 爲 めに、 沿道の 左を 近が じ 悉く 
人馬を 課する ので あらます、 之 も 初は を® 鄉看驛 近傍 一一 一里の 諸が に 課する 權 役) 
で やつて 參 ろました が 去 だ 足ろ ない ので、 加 助鄉宝 里な 上 十 里の 間の 諸が に 課ず) 
とい ふ ものが 加は つて 參 ろました。 初めは 幕府から をめ た 所の 傳 馬で 濟んで 居つ 
たを のが、 か、 る餘 計な ものを 要する ことにな つたので ある。 之は 大名 達が 參 勤を 
替 をす るに、 もの 道中で 不自由の ない 樣 に、 有 ゆる 物を 皆擔 いで 巧く のであります。 
或は 每 日の 食物は 無論の こと、 何も 箇る 持て 行く、 風呂 咬で 擔 いで 巧く、 宿屋は た^ 
家を 貸す とい ふに 過ぎない、 總 ての 物を 持つ て 行く ので あるから、 もれが 爲 めに 入 
I る 人足は 非常な ものである、 さぅ いふ 風で 起つ たもの が助鄉 であろ 脅す。 助鄉 とい 
ふ ものは、 旣じ鎌 倉の 化の 頃に】 寸 形が 見ぇて 居ろ 皆す、 化條 巧が 大番役 別 錢を停 
めて、 每旧 五町に 官駄 若干を 課し V、 驛傳の 補 缺を補 ふとい ふこと が旣 、に 見ぇて 居 
ら . 今 すが、 皆 だ德川 巧の 時代に 起つ た樣な ものでは 無論な かつた のであります。 德 
^ 川巧の初に中山道の驛傳が整頓せず常備人馬を置く能は ず、沿 道 の 領 ま 代 官 鄉 が 
じ 課して 人馬を 出さして、 巧 おにつき 人夫 一人 百 六十 おじ 傅 馬 一匹 馬を 一人、 諸鄉 
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は】 年 六 人 六 匹と 出さした 事が ある、 之が 抑も始 であろ 或す が、 後世の 樣な 甚だし 

I いものでは 無論ない。 寬永 元年に 中 山道の 太 旧 川 •助鄉 船の 爲に高 S 千 S 巧 四十 一二 
おの 鄉 がを 附屬 した 事が ある、 巧鄉 とい ふぶ 稱は實 に 之が 始めで あろ 或ず。 

もれから 後は 日光 廟に將 軍が 參拜 される 時に 助鄉を 課し •た ことがあろ 咬ず。 併 
しま だ 後の 礫を 形は 現 はれて 居らの ので あろ 咬す。 然るに 其 後江 戶傳馬 役 等が、 此 
法に ょつ て、 江戶 の近鄕 二十と がの 驛馬 六な 四十 一一 匹を 徵發 して、 大傳馬 町 南傳馬 
町の 傅 馬を 補助せ しめた。 明曆 S 年には、 を驛じ 令して 驛馬 及助鄉 馬を を備し V、 遞 
傅に 遲滯 のない 樣 にと いふ 事に なぅ 音して、 之れ で 助 鄉の根 おが 圣く 定まつ たの 
であろ ます、 然るに 根本が 餘ろ 面な くない 制度で ある 爲 めじ、 直 r じ 助鄉の 弊が 現 
はれて 來 た。 卽ら 例へ ば 宿 驛へ遞 送すべき 行李が、 到着す る、 さぅ すると 驛附の 者は 
先 づ輕い 奴を 選んで、 助鄉の 人馬には 重い 物を 擔 はす。 をれ から 或は 朝早くから 巧 
鄉の 村々 じ 人馬を 命じて、 入ろ もしない 人馬を 集める、 をし く 一日 抑留して 曰暮じ 
なつて 歸 される とい ふ樣な 不都合な ことが ソロ-^ 巧 はれ 出し違した。 之は 其 村 
に y は 誠に 迷惑 至極な 次第で、 もれが 爲じ巧 姓の 仕事 も， 止めなければ ならの、 或は 
—  旧槛 とか 穫 入れと かで 忙 がしい 時分 じか'、 る 命令が 來て ••助 鄉を 出せと 來 ては、 甚 


だ 困る、 併しを 上の 命令 だから 化 方がない とて、 不性 無性に 巧く。 然るに 一日 詰 切つ 

i て 居 つても 何の 用 もない、 た 公 問屋 場で 遊んで 歸 ると いふ 樣な ことでは、 述 もやろ 
切れを い。 止い を 得ぬ からして 宿驛の 人に 賄赂を やつて、 徵發 免除を 要求 するとい 
ふやぅ になつ た。 其 後 元 祿の頃 じを 驛の 助鄉を 一を して、 何處 のがは 何處の 驛に附 
くと いふ 様に 助鄕が をつ たので あろ 今す。 初め 助 鄕は物 傾のを い 時に、 巧 姓が 自  < 刀 
の 仕事の 暇に 相對 雇で 能く 納得し で 雇 はれた もので、 百姓の 方で も 格別な 撰 害に 
はならぬ とい ふ譯 で、 働いた のが 始 であら 皆した。 然る じかく 段々 劇しくな つて 來 
て、 しかも 其 賃錢は 十み じ拂 つて るら へない、 問屋 場の 役人は 種々 奸 曲を 働く とい 
ふ樣な ことで ある 爲 めじ、 し 皆； 5 には 巧 姓が 出て 來 なくなつ た。 また 巧 鄉の爲 じが 
が 非常に 衰 類して 寒がに なつた 所 も ある、 現に 奥州 街道の 間々 旧 驛を巧 鄕の某 村 
の如& は、® 鄉の爲 じ 農作 衰 類し、 田園 荒 燕して、 たく 廿餘 町の 田圃を 餘 すの みとを 
つた、 壯 夫は 每 日間々 旧 驛に詰 切ろ、 仕事は 更に 出來 ずして 非常な 圃 窮じ陷 つたの 
であろ 身す。 殊に 加巧鄉 となつ て 四 五 里 乃至 六よ 里な 上を 隔 つた 村々 は、 一日の 權 
役の 爲じ 前後 往復 一二 日間を 要する、 自然 驛 中で 止宿ず る、 一二 日間の 食 おと 宿錢 とが 
入用になる、 僅かな 賃錢 では 差引勘定 持 も 出しになる。 之では た 今らぬ から 助鄕が 
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劇しく 徵發 される と、 がみでは 已 いなく 問屋 場に 對 して 人 一人に ついて とな 文、 馬 

!1 巧に ついて 一貫 文と いふ 過當な 金を 巧し、 涙を 飮ん で受 負を 問屋へ 賴い 者が 多 
いので ある。 實じ 巧鄉諫 役と いふ ものは、 かくの 如く 苛酷な もので あつた。 併しな 來 
が 頻繁で 人馬が 多く 入用で あるから、 之を 止める 譯 には 巧かない、 道中 奉行 も弊審 
を 知ろ ながら、 眼を 眠つ y 見て ゐ たじ 相違ない。 併しを の 如く 受 負が 多くな つて 人 
馬が 出て 來な ければ、 道中は 查く動 さがつ かぬ ので ある。 故に もの 補助と しで 出て 
來 たのが 雲助で ある。 問屋 場では 無宿の 無 賴漢を 多く 抱へ て 置いて、 之を 巧 鄉の代 
ろじ 使う 樣 にを つた。 さう すると 問屋の 方では 助鄉受 負から 千 兩の收 入が あれば、 
其 巧 一二 二す 兩を がて 雲 巧を 雇 a、 跡は 問屋の 役人が 懐に 納めて 化 舞う とい ふ樣に 
やつて むた ので あろ 皆す。 併し 問屋 場 ばかろ 惡 いのでない、 段々 上に 上が あるので、 
通行す る 大名が 是ホ いけない ので、 問屋へ 人馬 賃錢を 十み じ拂 はない、 大抵 じし V 
置いて 上から 抑 僻ま 義で やる、 かう いふ 上に 惡い 奴が 居る ので、 下の 者が 惡 くを つ 
^ てくるの で、一 番可愛想なのは百姓である。化助鄉の制はかく惡制であつ た、百姓に 
一對 しては 實じ氣 の 毒な 事では あるが、 幕府は 止められない、 之を 止める と 道中が 出 
來 ない、 參勤 交代と い. ふ 幕府の お 本のな 策に 響いて 來 るので、 助鄉 制は 遂に 慕 未う 


t 


，/  で續 いて 巧 はれた のであろう す。 併し 幕府 も® 鄉 村が 怨 苦を 述べて 驛 吏の 苛酷を 
^訴へ 或は 附屬替 を 請 ふ 者が あるので、 享保二 年には 道中 奉 巧は 與力 同、 心を してを 
I 驛を 巡視せ」 めて、 惡い 事を し ■^い .樣じ 取締を しう」 た。 故' に 化 種の 法令が 覺ぇ 
I て 居ろ 達す。 幕府は 助鄉 人馬を 使役ず るには、 先 づ驛傅 置く 所のを 備の 人馬を 用 ひ 
.ご g し、 其 足らざる 後に 始めて 之を 定助鄕 に 課し、 尙 足ら ざれば 加 助鄉に 課すべし と 
.いふ 如き 令を 度々 おし 聋 したが、 驛 吏に 不正な 者の 多い 爲 にを 備 人馬 減少し、 助鄉 
^ 人 馬 增 加 し て、諸 がか愁訴が益々甚しくなつ た。遂 に幕未維新になつてを助鄉な下 
の 名目を 廢 して、 を 驛相當 の附屬 巧鄉を i 足め，、 自今 一年間 諸が 種々 の 引 高を 除 含、 殘 
^ 高 の  <刀 を な て 課 出 せ し め.々。併 し助鄉は次第に疲雜し て、段 々と離散ずる樣である 
- から、 幕末には 宿 驛巧鄉 編成の 法を 改め、 東海道と 萬 お、 中 山道 云 萬 五 千 お、 其 他の 諸 
.  I 道 一 萬 石を 出さ」 て、 をの 殘を 平等に 出さす 事と 致し ま」 た。 併し 其 巧に 明治に を 
W ろまして 驛 傅の 制が 整理され て、 相對 人馬 遮 傅と いふ 事に なり-違して、 驛馬傅 習 所 
助鄕 制の 廢が廢 せらる- "と共に、 助 鄕の制 も 查く廢 されて、 是 でな 姓は 安 ふした 譯 であらな す。 
止  \  諸侯の 參 勤を 代なる ものは、 かく 路上に 厄介を かけた もので あろます るが、 舉海 
霞德の  道では これば かろでは なく、 朝鮮 使節の 通行、 宇治の 茶壺の 道中を どい ふ ものが う 
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た 路上の 煩を なしまず。 朝鮮の 使節は、 將 軍が 就職を した 時に をの 祝賀の 爲 じ江戶 
城へ 參 るので あろます るが、 をの 時の 道中と いふ ものは、 非常に 立派を 行列で やつ 
て 巧る、 もれが 爲に 人馬が 不足して、 或た 巧鄉 が徵發 される ので ある。 をれ から 宇治 
の 茶壺の 道中、 これは 二代將 軍の 寬永九 年に 宇治の 茶を 獻 上した のが 始 で、 之が 例 
になつ て每年 東海道を' 江 戶へ參 る、 をの 道中で 之を 非常に 鄭重に 取扱ぅ とい ふこ 
とが 習慣に なつて むた。 次に 日光に 神酒を 差 出す、 これ も 夥多の 巧 李を 運送す る爲 
ホ 道中 じ甚 しき 煩を 輿へ たもので あつた。 元來 幕府の 方針は 何 か 一つを つた 事が 
あれば、 善い 事で も惡い 事で も、 もれを 狎し 通しで 巧く ので あるから、 後聋 でも 引續 
いて 道中に 厄 かを 掛けた ので ある。 斯ぅい ふ ものは 百姓を 愛撫す る 念は なく、 た < 
上の 威を 假 ぅて、 途中で 敬 禮を失 ふ 者が あれば、 遠慮なく 斬ろ 拾て ると いふ やぅな 
譯 であろうす。 なほ 驛 吏の 不法は かく 不正を 働く のみならず、 とかく 怠慢で、 驛 傅を 
守らず、 旅人の 請求に 應 じて 馬を 出さず 漸く 沿道の 代官に 頼んで 出す とい ふ 猿な 
事 も あろ 皆した。 をの 後を 輝 常備 人馬の 數 、又は 駕 量の 沿革な どが， めろ 違して、 大體 
甚だしき 變化 もな く 幕末の 混亂じ 及び した。 明治が 後は 驛遞 司が 出 ホて、 驛遞規 
則が をを、 すべて 相 對賃錢 となつ V 傳 馬， は廢 せられ 脅した が、 積年の 弊害 俄にない 


II 队馬遞 る 事 も 出 ホ 脅せんで したが、 五 年に すべて 相對 人馬 遞傳の 制と して、 驛 摩助鄕 等す 
^ ベ て，を 廢 し て、陸 運 會 社 や 遞 驛 寮 で、道 路運輸交通の事を取扱ふやぅじなろました。 

I  一一 路上の 狀況  • 

關 "原 役が 終ろ、 大阪 じは 豐臣 巧が 居ろ ましたが、 天下は 德川 巧の 掌中に 歸し たも 
.のです から、 家康 •秀忠 種々 政治 上の 計畫 をを したと おに、 交通 上の 事に も 注意して 
.  整理して 參ろ 脅した。 傳 馬の 制る 整 ひまして、 路上 も相當 の手續 さへ すれば、 曠夹じ 
I 旅行ぅ 自由に 出 ホる 樣じ なつた ので あろ 或す。 もの 時の 樣モは 前 じ 述べう した ジ 
慶長巧の路  ョンセ—リスの日記に、セ，リスが平戶から江戶へ巧く道中の記事があらま す。こ 
I の 外 じる 外國 人が 書いた ものが 時々 あろます が、 日本人が 書いた ものょ ろ も、 觀察 
I の 面白い所が あろ 建す、 間違つ た 所る あろます が、 人馬の 賃錢を どれ 位取る とか、 道 
路が 善い とかい ふ樣な ことを 批評して 居ろ 聋す 。この頃の 日本人の 日記では、 か、 

る 事を 書いた ものが 割合に 少 いです が、 種々 の 記 錄や祀 巧な どを 參觀 して 見 違す 
^ と、割 合に簡單じが都合じ旅巧が出來た樣であろま す、老 中から出た所の傳馬の朱 
巧 さへ あれば、 都 八 口が く 旅 巧が 岀來て 居た 樣 であろ 皆ず。 秋 元 子爵の 所藏 して 居ら 
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道中 繪卷  れる 東海道の 道中 繪卷が あろ 咬す、 これは 化を 寬 永から 寬文頃 位の るの だと 申し 
•  I すが、 繪は 中を 能く 出來 V 居る。 多少を Q 中に 繪空 事が あらう すが、 大體 この頃の 
I 東海道 道中の 狀況 はこれ で 知る ことが 出來る だら ぅと 思 ひ 耸ず桌 外 色々 の 人の 
W が巧义 等に よ つても、 東海道の 有樣を 見る ことが 出來 まず。 不便を る渡津 V 厄 かなる 
I 綿 巧 真 他 旅館のを 樣を どは、 淺井了 意の 萊 海道 名所 記が 最も 面白く 出來 てを ろ 違 
窜治 巧の 路  す 。をれ は 萬 治 頃の 祀行 であろ 咬す が、 之を 見 咬す と、 

I  かちす おらには、 海 川 山が 橋 平地 石 原 砂原 ほそ 道 追分なん どと てこれ あり、 道の たすけ 
には 火 雪に 山 ごし、 大水に 川 ごし、 ふかき 川に 渡船、 のりかけに 駄貧 馬、 或は ホ 行に て ゆく 
、っなめ、 からしり の 馬 籠の リ 物、 或は 馬の なきと きは わち 荷物の 助 も あり、 ならぬ 道に 
I  はお 內 者を り、 旅籠 屋の 遠き 所は 店屋の 餅團 子、 茶屋の 燒 餅、 其 外を 所から 家に よりて 國 
I  のを 物洒 さかな 蒂 賣燒賣 を々 をリ 、一口 路 すぎて 甚 方には た ごやの 宿 巧々 これを リ〇 

とい ふ樣な 事が 書いて あら 耸 して、 其 頃の 萊 海道の 樣モが 凡を 浮べら れ ます。 其 後 
にも 段々 目 記 施行の 類が あろ 違す が、 目 記の 美文 的に 書いた ものは トン ト 役に立 
I も 違せ 巧 却つ て 赤毛 ホ 的に 書いた ものが、 よく 事情が みつて 面白く あら 違す。 羅山 
寶祿 助の 路 一の 丙 辰 紀行の 如き、 おを 蒼け たものは、 多く 參考 には、 なろ 皆せ ぬ。 をれ よろ も 寶禱頃 
.  に 京都の 陰陽道の 家の ± 御 巧 卿が 書いた 東行 說話 とい ふるのが あろ 咬す が、 お 公 


卿 様に 似合は ず 罵晉議 謗を 極めた もので 沿道の あらゆる 品物を 捉音 へて ヒドィ 
™ 惡 口を 言て 居る。 赤 坂と いへ ど ± は黑 いと 理窟を こね、 御油は 五井で いつもは 咬る 
I と 云 ふ 事なら むな ばは ょほど 振つ てを る、 佐 世の中 山に 行きます と、 夜 泣 おとい ふ 
おが 道の 中央に 横た はつて を來を 妨げを して 居る のは、 不作法 千 萬、 益な くして 妨 
ある おな ろ、 老少 婦人 冒な どは 怪我を する お だな ど、 論じて をる。 今少しく 後の るの 
では 誰もょ く 御を じの 十返舍 一九の 膝 栗毛で あろ 聋 す。 この 書は •もと 滞 稽小說 と 
文化 文政 巧-して 書いた もので、 御 馴染の 彌次郞 兵衛盖 S 多 八の 测輕 者が 何等の 拘來を 受けず 化 

の 路上’ 

ふ 咬、 に 種々 の 喜劇を 演じつ、 旅行を した 物語で ある、 をの 天眞爛 爆で 何等の 虛 
飾の ない 巧は 確に 小說 でな く、 一九 自身の 經驗談 から 出た 事 赏談じ 近. いもので、 當 
時の 街道の 狀況を 知る 可き 最も 良い ものと 思 ふ。 兎角 美文 家の 書いた るの じは、 文 
貴に 飾が あるから、 一向が 料に ならぬ が、 此の 一九の 書いた 膝 栗毛の 如き 赤裸々 な 
巧は 頗る 參考 になる ものが 多い。 小 田 原の 宿屋で 水風呂の 底を 拔 いた 話、 島 田で 彌 
.  次 郞兵衞 が 侍に 扮 して 大 井川を 渡らん とし 問屋に 發 見され た 話、 と 里の 渡しで、 穴 
‘  I  Q 明いた：！：： の简へ 小便を」 て 船中を 騷 がせた Jig、 雲' 律 川で 夏の 胡麻 汁の 話な ど 
は、 確に 當 時の 路上の 風俗を 見る が 資料で、 之に 廣 重の 東海道の 繪 などを 併せ V 見 
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ると、 髮薰 として 東海道 五十 S 次のを 樣を 浮べる ことが 出來 る。 殊に 途上 じ 惡漢が 
徘徊して、 旅人に 喧 曝を 化 掛けた ろ、 胡麻の 灰 や 雲 巧が 酒 錢を直 だろ、 宿 舍に亂 入し 
て 旅人を 權嗦 した もので、 賣 話が 度々 出て 居ら 違す。 斯 る無責 巧の 風來人 すら 三 島 
の 宿で 胡麻の 灰に 罹ろ、 伊勢の 追分で 金 度 羅に經 頭を 食 はれて をる。 況や 一般の 旅 
巧者が 之が 爲に 善を 受けた ことが、 如何に 甚 しかつた であらぅ と 思 ふので あろ ま 
す、 うた 旅館の 模樣 など もょ く 知れ、 殊に 下等 社會の 旅行の 模樣は •一層 詳細に みる 
わけで あろます。 この 書の 第 S 編の 初に 斯ふ いふ ことが 書いて ある。 

おにし わ ふ遠汪 難、 浪 平らかに 街道の 並 松、 枝を ならさず、 往來の 旅人 互に 道を 讓合 、泰平 
を 巧 ふつ ピら 馬の ル 室節豐 に、 宿場 人足 其 町 場を 爭 はず、 雲助 駄賃を ゆすらず して、 盲人 
おの づ から 獨 行し、 女 同 生の 道 連ぬ け 參リの 童まで、 盗賊 かどわかしの 愁 にあは ず、 か、 
るを 雜き御 巧に こそ 東西に 走り、 南 化に 遊 巧す る 雲水の た 0 しか、 る も 言 はれず、 

と 言て あらまず のは、 これは た  <  表面の 狀況に 化つ て 居つ て 一九 先生の 理想で あ 
つた、 斯く なれば 東海道 も 結構 だとい ふ 丈け であると 思 ひます。 此 雲助の 事に がて 
は、 黑板博 ± が 大名に 擬 して、 雲助に 駕籠を 擔 がして 箱 根を 踰 された ことがある。 其 
時の 話は 「歷史 地理」 に 詳しく 出て 居ろ 聋 すから 略し 聋 すが、 要するに 箱 根の 雲助は 
最も 力の 强い 者で 祷 造の 上手な 者で、 もれから 長 持嗔が 巧みな 者で ない と、 をの 資 


格が なかつ， たので ある。 ともかくも これは 東海道 第一の 難所た る 煤 根に 於て、 最も 
^發 達して 居た る， ので ある。 

こんな 譯で 東海道五十三次、 す 五十里の 間、 一日の 巧 里が 十 里と し しても、 十五 
I 日を 要する 莫 途中に 海る あろ 川 も あり 關所も ある、 蓋しみ 合 易な ことで ない。 中 山道 
じ 於て は、 碰 氷の 關が あろ、 木 曾の 福 島に も關が あるの みならず 木 曾 山中の 難所が 
あろ 咬して、 中々 豫 をの 目， 數で 行く ことが 出來 ぬ。 所謂， 旅は 憂い もの 辛い もので、 さ 
^ ぅ嗔はれるのも實に無理もない次第であつ て、現 今 の 人 は 夢 に も 思 は れ ぬ 苔 痛 が 
I あつたの であら 今す。  . 

泥 船  其 苔 痛の 第一と して 算 ふべき は 渡船で あろまず、 我闡の 川は 日本の 地形 地質 上、 
平素は 砂 ばか クで 一朝 雨が 來 ると 濁流 浴々 として 河水 漲る とい ふ樣な 川が 多い 
ので あら 違す。 百般の エ藝が 進歩した 現今です らも、 二な 十日 前後に なると 東海道 
I を 十 時間で 行く 所を、 一二 日 も 四日 も滯留 させる とい ふ樣な 事が 興 ある。 現今の 世の 
I 中で もさぅ であるから、 當 時は 無論 之が 爲に圃 難で あつた ことは 申す 寺で もない _ 
架橋せ ぬ 理^ 架橋を なし 得る 川は 何でるな いが、 然ら ざる 川は 實に 海道の 最大 難所で ある。 家康 
は 初めから 川には 架橋を すべし とい ふま 義で ある、 成るべく 架橋を しろと いつて 
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居る。 彼の S 州の 矢朔の 橋が 流れました 時 も、 役人は 費用が か、 ろ 去た 敵に 備 ふる 
爲 にる 架橋を 止めた 方が よいと いふ 意見で あつたが、 家 康は聽 かずして 人民の 爲 
化 架橋を しろと 命じた ことがあろ 聋 す。 がし 德川 巧の 根本 政策と いふ ものは、 街道 
を 不便に して 置いて •一般の 旅人が 難儀を する ことは 犧牲 じして る、 一朝 事 ある 時 
の爲 めに 備 ふる 方針で、 架橋は 槪 して 獎勵 しな かつた。 义事實 困難で あつたの であ 
る、 卽も渡 にして置く か、 化しは 步 渡に すると かいふ 事に したやぅ であら 嗦 す。 柬海 
道に 於き 咬しても、 一二 州の 矢 翔 川- 豐川 などには 橋が あろ 今した が、 天龍川 •富 ± 川は 
舟橋 パ 後には 渡船と なる) 六鄉川 完祿四 年より 渡と なる) 馬乂川 •大 井川 •ま 倍 川 盛 ハ津川 • 
酒 巧 川な どは 步 渡で あぅ 皆す。 中 山道では 施 氷 川の 船渡し あろ、 奥州 衔 道では 见怒 
川、 甲 州 街道では 多摩川と.* いふ 樣な皆 厄 かなものが ある。 東海道 じは これの みなら 
ず 海の 渡が ある。 新居の か 渡に、 桑々々 の 渡が ある。 海上と 里 巧かなければ ならの。 これ 
は 最も 難儀な 所で ある。 桑 名の お 里の 渡は 木曾川が 下流に 於て 幾多の 支流に 分れ 
てゐ て、 一々 船 渡を する のは 煩は しいから、 寧ス宮 から 桑 名へ 渡つ た 方が よいと 云 
ので、 化 所を 渡に したので あら 違す。 もれ 故に 若し 迂砸を すれば、 佐 屋路と 言 ふの が 
あら 球す。 よく^^^^ 贈の 嫌な 者は この 方へ 廻ら 音す、 ともかくも 不便 極 違つ た 事を 


わざ-^ しみ もので あろます 。幕府は おめから 是 等の 渡 モの爲 に 特に 修 米を 典へ 

I て 渡 船賃を 取らな かつた ので あろ 脅す が、 後には さう いふ ことでは やれ 切れぬ か 

ら 高札を 掲げ 無暗に 賃錢を 貪らぬ やうに して 渡賃を 取つ たので あろます。 天 和 二 

年に この 制が を 咬つ てを ろ 皆 すが、 其 頃 東海道 安倍 •大 井の 兩 水が 離つ た 時は、 淺深 

にょつ て 賃‘錢 を をむべし、 貪る こと 勿れ、 渡 子の 巧爲を 監督す ベ レ， とい ふ 命令が お 

てを る 去た 川を 渡す じ 於て、 傳 馬と 同じく 渡錢 をを めた。 元祿 S 年のを で 馬 入 川 一 

人錢 十文祐 物】 驟錢 二十 二 文、 乘掛 十六 文と 定められて をる。 寶永凹 年には 馬に 物 

を駄 して 船 載す る を 禁じて をる、 富 ± 川が 一人 十六 文、 天龍川が 十二 文と なつて 

をる。 五 年に 今 切の 渡で 一艘 借 切が 二百と 十五 文、 斯うい ふとに なつて 居らます。 

步斤 渡と 擊 1  先、 つ 渡船は 斯うい ふ 風で わろ ますが、 なに 厄 かなのは 叢臺 渡と いふ ものが あろ 
臺渡 

ます。 これは 彼の 有名な 大 井川と 酒 巧 川との 渡で あら 聋 す、 大 井川は 元 ホ さして 深 
I  くない、 步 行渡が 出來 るので 船を 要せない 爲に叢 蠢が始 志 たので ずが、 事實水 
.  が 漲る と 中々 深くて とても 渡れぬ、 併し これが 却て 公儀の 要 雷 筋に 協つ た譯 で、 如 
W 何なる 急な 公儀の 用で あつても、 水が 多くて 丈が 立たねば 何日 滯 をしても 差 支が 
ない とい ふ 事に なつて をる。 故に 化 巧は 必ず 肇臺で 渡らねば ならぬ ことじ 定めて 
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しまつた ので、 船は 一切 入れの 事に して ある。 大名は 其 出入の 本陣に 專 用の 叢臺を 
^ 置 い て あ る。之 は朱塗高欄附のるの で、渡 川の時は乘駕の儘叢臺 へ 乘ろ达 み、川 越 人 
.  足が 縱横擔 ぎ、 を 員廿四 人外に か 切 川 越 若干 人を 添へ て 渡る ので ある。 本陣に 備 の- 
な  い '者は 川 巧 持の 者を 用なる。 格の  下の  者は  半  高欄  臺で  一般の  旅人は  平臺で  渡す、 
夫れ ょちな 下は 肩車で 渡る ので ある どに かく 川の 案內を 知らぬ 者が 勝手に 渡る 
酱臺 渡の 貧  事は 到底 出來 ない ので、 罪人が 遁れ て來て も、 蠻臺 渡さへ せねば こ、 で 捕へ る 事が 
出來 るので ある。 川 越の 賃錢 は正德 年度の 制を で 臟通水 川 越 一人に 付 九十 四 文な 
下 八十 四 文、 次は 馬 越 瀬で と 十八 文な 下 八十 四 文、 之を 更に 分らで 乳 下水 帶上通 水、 
帶通 水、 帶 下水 •股 通 水、 股下 通 水、 膝上逾 水、 膝 通 水と 分れる。 夫が 段々 直 段が 上って、 慶 
應 S 年には 囉通 水な 十八 文、 脇 通 水 二 巧 九十 文 違で 約 一二 倍に なつて をる。 川を 越す 
には 川 札と いふ ものが ある、 旅客は 川會 所で 賃錢 を拂 つて 川 札を 求め、 肇臺 又は 肩 
革に 乘 るべき 相 當の川 化を 渡して 越ぇる、 肩 率なら ば 二 枚で 濟 いが、 蠻臺 だと 少く 
も 化 數と枚 入用の 譯 である。 かくの 如く 實じ 複雜 なる ので、 一朝 水が 出た 時は 引く 
皆で 川が 明かない ので あるから >  島 田 金を の兩 宿に 二十 曰で も S 十日で も 泊つ て 
りて、 江戶と 京都 間は をく 不通になる ので ある。 川 越の 叢 臺は五 巧 挺で、 半々 はを 用 


半み は庶 人な ホ 用と なつて をる。 渡 モの數 は 四す 八十 二人で ある、 後には 更に 增加 
I したやう であろ ます。 もの 他 •{女 倍 川 •興津 川 •六 鄉川烏 乂川涵 巧 川で る ホ 行渡の 例が 
ある。 大 井川では S 尽六寸 に 至れば 馬を 禁じ、 四 巧 六寸じ 至れば 人を 禁ず、 宫 報は 五 
尺 皆で 善く 涧 r 者に 命ずる、 後には 常 水 二 尺五寸 、四 尺 馬、 四 尺 五 寸步巧 五尺狀 箱、 も 
れ よら； W 上通ぜ ずと をめ たやう である。 之は 大 井川の 例で あろまず るが、 新居 渡 •桑 
名 渡 夫々 面倒な 規則が あつて、 往來 する 者が 之を 一々 會 得して 行かのと 失敗を す 
る、 蓋し 中々 の 苔 痛で ある。 膝 栗毛に 凌往の 貴賤 絕間 なく、 か 場べ 急 r 旅人は 足る 空 
に、 出船を 呼ぶ 聲 につれ ては しら 問屋へ か、 る、 宰領は 口 やかましく 課役を ふる、 
馬 さしに ついての^ しる。 はたご やのは か夺 ごし、 よこ もよ じ 今げ て. 法ろ、 茶屋 女の 
前垂 筋 かひに 引ずつ てよ ぶ。 長 持 人足 積に たつ ひうた ひ 馬 ± うしろを 向きて ひよ 
I  C 如ながら 巧く」 はいか じ も 船 場の 模樣 をよ く寫 して さながら 見る やうで ある。 次 
に 旅客の 圃 るのは 關所 である。 

關 巧  巧 海道 中で 大 井川 や 酒な 川の 叢臺渡 fi しは 桑 名と 里 渡に 新居の 渡な ど 厄 かで 
一は あるが、 これな 上 厄 かを のは 關 所で あつて、 旅人を 少なからず 權 違した もので あ 
る。 所謂 天下の 御關 所で あつて、 御關 所と いふ ものは 幾々 たる ホ 取締の お 本で あ 
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つたので ある、 殊に 東海道に 於て は 絡 根と 今 切との 番關 所が ある。 目的は 往來の 人 
八を 取締る ので， 王朝 時代の 如く 外敵を 防禦す る 目的で もなければ、 戰國 時代に お ホ 
r し 居る 關 所の 如く、 關稅を 取る とい ふ 目的で もない。 德川 時化の 關 所は、 を こが 最も 
違つ て 居 A ます。 幕府の 注意した のは、 西よ ろ 東に 來る 者よ らも、 東よ ろ 西に 行く 者 
™ を 特に 取締る ので あら 咬す。 二つの 關 所の 中で も、 箱 根は 最も 重きを 置いた 所の も 
お 根の 關  ^ の で あ ろ 寺 す。箱 根八里は天下の險であると 言 て、昔 からを還の難道と唱へ て居る 
巧で あり 違す、 殊に 關 所の あら 咬す 所は、 皆さんる 御を 知の 通ら 一方は 要害 山の 險 
^ を控へて、一方は盧の湖が湛ぇてをる、一夫之を{寸れば萬夫る通れねといふ良い地 
- 勢で ある。 殊に 周 圍に大 嶺が橫 たはつて 居ろ 脅す から、 拔 道と いふ ものが 甚だ 西 難 
^ な の で あ ら ま す。併 し別じ小旧原から伊豆の方に出る所の道があ る、も れ に は 粮 府 
I 川の 關 あろ、 甲 州 街道には 矢 倉澤關 、裏衔 道には 川 呀谷賀 •仙 お 原と、 W 上 五箇 所に 裏 
今 切の 關  關 とい ふ ものが あつたので あらます。 今 切の 關所 も濱名 湖の 脇で あろまして、 海道 
-の 要所を 占めて 居ろ まず、 是非 址ハ 通らなければ ならぬ 所に なつて 居る。 關脇 とし 違 
^ しては化の方姬街道じ氣賀といふ所があ る、ま た 金 お じ る あ る。中 W 道 で は 確 氷 の 
關 •福 島の 關 、奥州 街道では 栗 橋 •關 宿、 水戶 街道では 金 町、 佐 倉 道では 小焉 甲州衙 道で 


は 小 望 ハ 他查國 到る 處に關 所が あらます が、 一番 人の 通る， 所は 東海道で あら、 又 慕 
^ 府が最も重要な關として居たの は、箱 根 と 今 切 と で、中 山道では福島の關であろ今 
關所 手形  す。 午後の 展覽會 の 方へは、 箱 根 •今 切. 福 島の S 關に關 する 書類 及び 手形 類を 出來る 
丈け 多く 陳列して 置きました。 箱 根のは 舊 本陣 お 巧 巧の 所藏 で、 今 切の 方は 新居 匹 
田 氏の 巧藏 であち 咬ず。 福 島の 方は 先年 私が 同地で 大學へ 寄贈して 賞つ たのを 陳 
列 致し 咬した。 箱 根の 關はル 旧 原の 火‘ 久保 巧の 管す る 所で、 今 切の 關は 初めは 奉行 
の取敕 であろう したが。 寬文牟 間から S 州 ま 田の 牧戰備 前 守が 瞥 する 事に なつた 
ので ある。 福 島の 關 .は、 木 曾の 山が 甚兵 衞が扳 ぅこと になつ て 居る。 化關 所を 置き ま 
したのは、 元 和の 初で あろ 違して、 大阪 平を 後、 大阪の 落 武者が な戶じ 入ろ 遂〇 から 
をを 調べる 爲 との 事で あつたが、 更に 當時 幕府では 諸侯の 妻子を 江戶へ 人質に し 
違した から、 逃 出して はならぬ とい ふので、 _ もこで 「入 鐵滿に 出 女」 とい ふ 主を 嚴 しく 
した、 これが 德川巧 一二な 年の 太平を 維持した 政策の 一で あつたの である。 出 女と い 
ふのは、 諸侯の 妻子が な戶 から 逃 巧して はならぬ から、 猫 根で 晦 止める、 爲に箱 根で 
は 東から 西に 巧く 者を ょく 調べた。 今 切の 關 所では 特に 鐵廊の 西から 東へ 入ろ を 
むのを ょく 調べました、 これは® から 來る 所の 鐵砲 はいかぬ、 幕府の 方へ 鐵 砲を 持 
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这 むのは 不都合で ある、 (今 切には 鐵滿改 の 手形が 多い、 今日 も 陳列して をいた) 由 井 
正 雪の 亂が あつてから 後は、 鐵碰の 調は 一層 嚴 しくを つた、 こんな 譯で入 鐵施出 女 
とい ふ ものを 八 ヶ間敷 調べた ので あろ 耸 す。 銘 根の 關に付 脅して は、 一番 巧め 寬永 
二 年に 出た 觸 書には 斯ぅい ふこと が馨 いて あろ 脅す。 

を • 

一往 還の 輩' 番所の 前にて、 笠 頭み をね がせ 相 通すべき 事、 

一乘 物に て 通る を、 乘 物の 戶を ひらかせ 棚 通すべし、 女乘 物は 女に 見せ 通すべき 事、 

一公 家 御門 跡 其 外 おぶ 衆 前 簾ょり 其 沙化可 お 候には、 なに なぶべからず、 化し 不審 之 率 
あら ばが 別た るべき 事、 

ホ 化 旨を 相 守るべき 者 也、 の 執 達 如か、 

宽み二 年 八ち 二十 セ 日 

これが 正德 元年の 觸 書になる と  、 

箱 根 關所高 化 

一關 がを 出入 輩 笠 頭巾を とらせて 巧 通 事、  ；、 

一乘 物に て 巧 入 輩、 戶を 開かせて 巧 通 事、  . 

一 關ょリ 外へ 登る 女は、 俱に證 文に 引合せ 巧 通 事、 

附 、乘 物に て 登る 女は、 番巧 にかを 差 出して 可巧改 事、 


一手 負 死人 並に 不藉 成る もの 證文 なくして す 巧 通 事、 

-壁 上の 人々 諸大 おの 往來 、兼で ょり 其 聞を るは 沙 かに 不あ 、若し 不審の こと あるに 於 
ては、 誰 人に 依らず 相改 むべき 事、 

右之條 々嚴 をに 可 相ず 者 化、 化て 執 達 如 件、 

正德 元年 五 巧  曰  奉  巧 

斯ぅい ふこと が 老中から 達せられて 居る。 此捉に 依て 番所の 人は 遠慮なく 何人で 
^ も 取 調 ベ る 特 權 を 持 て 居 る。ど ん な 者 が 通 ら ぅ が 些 つ と る 構 は ず、自 々 の 職 責 を 何 
I 處 迄も實 行した ので ある。 之 じついて は 種々 面白い 話が あら 今す が、 今日は 問題が 
度く、 單じ關 所 ばかろ の 話で ないから、 極簡單 じして 置きます が、 箱 根關を 代表と し 
箱根關 のを  て 一ニ ニ關 巧の 樣モ について 中 上げ 咬 ず。 箱 根の 關 じは 高札が 立て 居て、 耐 番所と い 
ふ ものが ぶる、 此處じ 六尺 棒を 持た 足輕が 二人 立番 して 居る 枉 人は 五 人、 番頭】 人、 
番 ± 兰 人、 横目 役 一人 居ろ す莫 外に ± 分と 足 輕 との 間の 者 一人、 足輕 小頭 一人と 
足輕十 S 人で、 を こに 詰めて 居る 者が 總て 二十 人 居ろ ます。 小 旧 原 大乂保 家の 先手 
十一 組と いふ 者から 交代で 詰る ので、 番頭は 年に 一回、 番 ± は 年に 二回、 横目 役は 年 
i じ 二回 か S 回と いふ 様に をつ て 居る。 もれから を番と 云の が 別 じあつ V、 ニー 人で 一 
日 1 父 代 一人 宛で ある、 これは •一年を 代で 出て 來 るので この 外に 人 見 女 二人と 遠見 
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番所に お輕 一人と が 居る。 ま •た. 面 番所 じ 横目 役が 居ろ、 番卒が 居る、 これは 此 所に 住 
んで 居る ものです から、 關 所には 臺所も あろ 風呂る あろ を す。 又 牢屋 も ある。 さぅ し 
て關 所は 明 六 ッじ闢 含まして 馨六ッ に閉ぢ るので あろます. もれは 中々 樵 力の 强 
いもので あろ 皆す が、 幕府から もれ 丈け の特. 權を與 へられ イ 居る。 關所 破ろ は 礫 刑 
になろ 皆す、 夫で 關所 破らを せの 樣に 遠見 番所が あつて、 湖水を 渡る 者を 見張つ て 
居る。 若し 湖水を 渡る 様な 者が あれば、 直に 補 まへ る こ'' とに なつて 居ろ ます 全た 幕 
府 から. 出た 高 化が あつて、 往還の 輩は 之を 守らねば ならぬ。 番所の 前では 笠 頭巾を 
脫 いで 通らなければ ならの、 乘 物に 乘 つて 通る 者は 乘 物の 戶を 開かなければ なら 
ぬ。 所が. 名高い 話で あら 聋 すが、 が 平樂翁 公が 此處を 通られた、 確か 耸 だち 中に なら 
I れぬ 前で あろ 咬す、 をの 時に 駕籠の 戶 だけ 開けて 頭 ホを 脫 いで 居られな かつた、 寒 
I こで 番 ± が、 樂翁 をと いふ 事は 無論 知つ て 居ら 聋し たけれ どる、 もれを 嚴重じ 誰何 
I した 所が、 駕籠 昇は 面倒 だと 思つ たか、 急いで 飛んで 巧つ た、 番± は 遂に 之れ を 小 旧 
原 3 で 追； 5 掛けて 巧つ て樂翁 なに 頭巾を 脫 がせた 事が あろ 今す。 其の後 樂翁 なが 
一老 中に なつてから、 あの 番± は 誰で あつたかと いふ ことを 調べて、 番 ± はを 賞め に 
預 つたと い' ふ 話が ある、 をれ 位嚴 重に やつた をので ある。 を こで 大名で る 何でも 調 


べるので あろます から、 大名を らば、 通らつ しやい. とか、 呼人 なれば、 通れと か 止 パと 
I いふ 様に やつて もれから 調べる。 また 一番 嚴 しいのは ホで あろ 令ず、 これは 皆 ホ ホ 
羣が  ™ 形と S ふ ものを 持つ て來 る、 旅行す る 前に- H ならば 藩主、 町人なら ば 名をから 願つ 
て 奉行の 判の 据 つた 手形、 ホ 上下 何人、 乘物你 挺、 髮吗觸 尼、 尼、 比丘尼、 少女、 亂 ふの 女、 溺 
- 之间 人、 死體 など 明かに 記載し、 特別の 容貌、 黑モが あると か、 鐵紫附 であると かいふ 

I™ 事を 詳細に 認めた るのを 持つ てく る、 關 所の ホには 之と 合ず べき 奉行の 判 鑑があ 
ろまして 、手形の 判と 合う かなは ぬかを 調べ、 またを の 手 おに ある 人相 蕾と 本人と 
の 人 巧と がょくな ふか どうかを 調べ 1 す。 をの 調べ 方は 中々 嚴 重で 判が じじんで 
居る と-か、 巧れ てを ると かを 吟 化し 人相 書を 八 口せ、 次に 人 見 女の 姥が 女の 髮を 解か 
せて 梳輸で 頭髮を 調べ、 毛 先が 揃へ る や不口 やを 見て 女 改が祕 いので ある。 皆た 女と 
巾し聋 しても、 色々 種類が あつて、 禪尼 となと 比丘な とい ふのと 皆 違 ひ 建す、 禪 化と 
いふのは 貴人の 後室 か郝妹 がな じな つた もの、 尼と いふのは 普通の 人が 尼に なつ 
たもの、 比丘 おとい ふのは 所謂 上人で、 善 光寺と か 熊 野と かいふ 所の 尼で ある。 髮切 
とい ふても 種類が あつて、 病 氣で拔 けたの る ある、 途中で 切つ たの も ある、 さう いふ 
今 切の 關  の も 一々 八签敷 改める ので あう ます。 をれ から 今 切の 關 所に 於て は、 链 破ょ ろは 稍 
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寬 であつ たことは、 高貴の 女中は 宿屋 改で 宜しい ことにな つて 居る。 これで 輕 重が 
ある ことが 分らう と 化ひ聋 す。 而し てこの 手形を 出し 读 ずのに 將軍 家の お 手許 か 
ら 出る もの も あう、 公儀のを 留守居の 人から 出す もの も あるが 人 百姓は 师奉 巧の 
添書 か 又は 裏 判がなければ ならの。 もれから 幕末に なつて 來皆 すと 手形の 書式が 
變 つて ホて 居ろ 皆す、 すべての 文書が 變る 通ろ じ 手形の 用紙 文 言 等る 多少の 變更 
がを じ 違した。 本日 別室 じ 今 切關の ものを 年代順に 陳列して あろ 咬す から、 之 じょ 
つて 沿革を 知る ことが 出來 るので あろます、 手形は 女は 無論 入用で ずが、 男 も 入ろ 
皆す、 拜謁が 上の 武 出は 手形は 入らぬ が、 をの 外は 入る、 併し 和 人 等は 至極 衙單な も 
ので、 宿屋のを 人から 贊 つて 來ても 宜しい、 もれで 大巧は 通られる ので あろ 今す。 番 
± とい ふ 者は 眼が 光つ て 居ろ から、 一度 腕めば 大抵を の 人物は みるので、 怪しい 奴 
は 直 r 分る。 もれ 故に 確かな 人は 申譯 だけの 手形で ょいので ある、 藝 人を どは がか 
藝を やつて 見せ V 無事に 通して もらへ る、 番 ± が 退屈 紛れに 大神樂 などを やらせ 
y 見る ことが 隨分 あるので あろ 寺す。 斯うい ふ 風に 銘 根と 今 切とは 一通なら ね 厄 
かな 所で、 旅行者には 不便な もので 喪つ たので あろます。 しかも この 關 所が 聋た德 
川 巧 一二 百年の 泰平を 維持した 一方 便で あつたの であろ 寺す。 


,  一二 旅舍 

鎌倉時代の  次に 旅を のこと であ ク音 すが、 昔の {目 吏の 旅 巧は 皆を 驛 々から 供給を 受ける か 

ら 好都合で あろ 皆した が、 一般の 旅人は 實際 草枕に 乾飯を 持 V 旅行した 者で ある/ 
彼の 鎌 倉 辟 代に 於て 後鳥羽 上皇が 熊 野へ 行幸な さると 言ても、 其 時々 の假 屋を設 
けられて >  こじ 御 泊ら になつ たので、 な 卿は 墓葺で 11 一間の 小屋に 板 敷 もない 所で 
あつたの であら 今す、 さるな くば 普通の 人の 家を 徵發 ずる 譯 であろ 或した。 室 巧 時 
室听 時化  代 も 略 ぽ同樣 であつ た。 本 陳 と いふぶ 前は 室师 時代に 見ぇて 居ろ 或ず が、 後の世の 
I 本陣では ない、 多くは 寺と か 豪族の 家と かじ 治る が 通例で あろ 咬す。 江戶 時代 じな 
江戶 時化 - ら 違して は、 段々 もれが 進步 して、 宿み じ 宿屋と いふ ものが 設けられる 樣じ なつた。 

併し やは ろ 乾飯を 持つ て 巧く ので、 大抵 咬 づ二合 五 勺を 一日の 量と して、 十目の 道 
を 巧くならば 二 升 五合 持て 巧く、 宿屋に 着てから 湯を 沸かして、 乾飯を 浸して 峻つ 
木賃  V 寢 る、 湯を 沸かす 爲に 使つ た 木の 料と して 凹錢五 厘を やる、 之を 木賃と 申す ので 
本陣  j 夫が 木賃宿の 始で有 皆す。 五街道を 宿驛が 整つ た 後は、 を々 本陣と いふ 者が 置かれ 
S し 居る、 これは な認の 旅館で ある、 名字 も 帶刀も 許され で、 中々 威張つ た 者で ある。 沾 

な戶 時化のを 通  ，  九九 


脇 本陣 


先觸 


關化 


日本 交通 あ 論  一 00 
り 客は 侍な 上鑽 一筋の 人間で なければ ならぬ。 本陣の 外に 脇 本陣と いふが あつて、 
本陣に 人が 泊れ なかつ た 時は 腻 本陣で 泊る とい ふ 事に なつで 居る。 大名は 皆を 今 
つた 本陣で 冶る ので ある。 箱 狠や今 切の 如き も、 本陣は 關 所を 控 へて 居る ので 一層 
勢力が あるので あろます、 大名が 宿泊を する 時には、 必ず 本陣へ 先觸を 出す 者で あ 
る 。ホ 旨‘) する のでる 同樣 であろ 違 す。 大きな 大名は 一箇年 前から 出す、 何 巧 何 曰に 何 
の 守 樣が宿 治ず ると か 休息す ると かいふ ことを 豫め 達しても くので あろ 咬す。 火 
槪 どの 大名は 何處の 本陣と いふ ことが をつ て 居 5 聋 す。 先 觸に關 ずる 書類は、 箱 お 
本陣 巧內 巧に 今に 殘 つてを ち 身す、 本日 別室に 陳列 致して 置き 或した、 もの 中に 色 
々な 面白い ものが あろ 今す が、 中に こんなの が ある、 國 方は 不作で。 損毛續 であるか 
ら 、簡便に 御 通行になる、 道中 筋 萬 端 御省騰 であるから’ 迎 見送らる もの 儀に 及ばの、 
本陣 請の 上下へ 馳走が あつた 事が あるが 夫 も 入らぬ、 化しち の 元にて 一家ょりの 
進上 物は 差 支な しとの 蟲の ょろ」 も觸を どが ある。 この 觸狀を 出して もれから 愈 御- 
着と  いふ 事になる ので ある。 國持大 ぶになる  とを 關 化を  S  枚 前な て 本陣へ  下げで 
おく、 是れは 木で 作つ たもので、 何の 守 様 御 泊と か 御 休 年月日と か 蕾いた もので、 师 
の 外へ 矢來を 結で 立る、 卿の 外と 本禪の 前と にぶる、 火き な 大名で あら 今す と、 聊の 


兩 入口と 本陣と 一一 一箇所に 立てる、 小大 をは 本陣の 前と、 東よ ろ なれば 東の 入口、 西よ 

; 々なれば 西の 入口 じ 立てる、 大名に よつ て 木が 違； 5 うす、 旗下 階 臣は奉 蕾 紙で、 本陣 

; 、の 前に 張る 許りで あろます。 本陣は 豫め 之を 賴 つて 置きまして 通行の 當日じ 立て 
一  ，  ‘ 
j る、 養れ から 先觸を 出し 寺して、 當日差 合の 肴 無を 聞いて、 其 用意を する。 外の 火 名と 

™ 差名 うとい ふなら ば、 一日 位 遲れて 着 するとい ふこと になる ので あ ク ます。 愈々 當 

一 

- 日に なろ 或したならば、 本陣の 入口を 關の 所へ、 紫 縮 綱に 白の 絞を 染岀 した 驚を 張 

S 

^ る。本 陣のま人は大名をを迎aじ町の入口t<で出 て、止 下 座 を し て 迎 へ る、雨 が 降 る 

•と 西る さう であろ ます。 ホ 衣な 上は ま 人案內 すれ ど 侍と なると、 手代が 出る ので あ 

T ます。 宿泊に 入用の 品物は 總て 大名 自ら 持てく る、 蒲圈 でも 膳 碗で も總て 皆携へ 
^  . 

-て くる。 風呂まで 持つ てく る、 自然 非常に 繁雜 であり 咬す。 本陣の 有様 じついて は、 別 
^ 室じ島田{値の置鹽巧の.文乂の將軍御上洛の時の間取クろ平面圆があろま ず、ま た 
I 寫眞も あろ 进す から、 あらら で 御 覽を願 a たい。 要するに {化 崖の 拂は 座敷 紳とム か 
™ け とに 過ぎを い。 一般の 旅行者に 於て は、 慶 長が 來木錢 とい ふ もの. が ある。 旅 宿で 薪 
柴を 用； 5 た 木錢が 幾らと して 拂 ふので、 十六 年の 規を では 錢 一二 文 馬 六 文と あり i 
木錢  ず。 元が 一二 年 五月 じは 木 錢四义 馬 八 文、 薪柴を 用； 5 ざるを は 半を 減ずと あろ 音す。 道 
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中 奉行が 置かれてから 去 づ薪柴 とおに 十 文 位に なつて 居ろ. ます。 之れ ょろ な 上 貪 
™ る ものは S 十日の 繫獄 、皆た 娼婦を 置き 博徒を 置く ことを 禁じて あろ 貪ず。 をの 後 
時の 相場で 六 文に なろ、 八 文に なろ、 十 文に なつて をろ ます。 寬文五 年に 中 山道で ま 
I 人 十六 文 馬 十 文 僕 六 文と なつて をら ます。 然るに 中世な 來木錢 でな くして、 賄を る 
命ずる ことじ、 なつ V、 兩方併 巧して 巧 はれて をる、 自然 一般の 旅客の 風儀が 段々 變 
I つて 奢侈に 流れて 來 達した。 宿屋に 着いて から 暖かい 飯で 酒を 飮ん で、 按摩で もし 
^ て寢るといふ風になか 賛 澤 に な つ て、滿 を 携 へ た や ぅ な こ と は 夢 に な つ て し 
I 聋 つた。 かく なれば 宿屋で ももれ だけの 準備を しなければ ならぬ ことじな つた、 さ 
I ぅする と 木錢は 止めに なつて 山海の 珍味， を 並べて 立派な 膳が 出る、 併し】 方では 
I 宿舍で 有する 所の 米を 買つ て 之れ を窠 さしめ、 米價 あび 薪 柴の辭 のみを 償 ふ もの 
I も 巧 はれて をつ た、 之れ を 木錢米 代と 申しまず。 併し 大名は 昔の 通ろ 木錢米 代の 狀 
I 態を やつて 居る が、 驛傳の 費用が 中々 か‘^ ♦るから、 かくな つては 之 も】 種の 賛澤の 
I 沙汰で あろます、 茶代は どれほど 出して 居る かとい ふことは、 當 時の 宿帳が あろ 咬 
- すから もれを 御覽 になる とかり 今す、 宿帳る 箱 根の 本陣 巧內 巧には、 隨み 古い 時代 
からのみ が ズット 揃つ てを ろます。 をの 中から】 二册 借ろ て 本日 御 驚に 入れる 丢 


た 新ら しい 時代では、 小 旧 原の 本陣 片岡 氏の かを 御覽に 入れる 事に なつ V をる、 之 
^ を見奇 すると、 宿帳に 何日 誰々 •樣御 治と いふ ことが 書いて ある、 片岡 巧のに は 和 蘭 
人の 治つ たこと など も霉 いて ある、 和 蘭人が 泊つ た 時に、 ブラス コを 茶代の 代ろ じ 
やつた こと も あろ 今す。 安政 頃の ものを 見 皆す ると’、 ル 旧 原の 宿に 泊つ て 大抵 茶代 
巧疋 化で ある。 が 平 美 作 守が 安政 四 年に ル 旧 原\ 消 百 冗と 別にな 五十を のを 茶代で 
四十 人 斗 6 の 御供 じは. 一膳 飯を 食は せて 居る 事が みら 違す。 斯うい ふ 風で 大名の 
一胺の 人の  泊と いふ ものは 本陣に か、 るの じを 今つ てを るが、 一般の 人の 宿泊は をく やろ 方 
が 違う ので あろまして、 例の 東海道 名所 記を 見 今しても、 萬 治 頃の 觀屋 の樣モ が々 
I ろまず が、 彼の 女の 宿 引が 盛で あら 今して、 胸倉を 捉ま へて 引 法む がと いふ 話が 見 
I えてを ろ 今す。 ホ 坂 宿へ がた 所に、 夸 うく 赤 あの 宿に 入ろ ければ、 宿每に 遊女 あろ、 
立 並びで 旅人を 留む 、とまらせられい、 と 違ら せられい、 座し きも 奇麗な 相宿 も 御 ざ 
ら の、 を ふ-^ 馬 かたどの、 爱へ をろ しまいら せられ、 さきには ょい 宿は ないじ、 を ふ 
^ なふといふ聲わや と し て 物 音 る 聞 え ず、男 あも こら見れば大阪新町のはし傾 
I 城 幾人 も あろ、 道中 宿々 の 女 どもを いれ かへ-— 置く とみえた ろ 身 過とは い a 乍 
ら あはれ なる 事 かなと ど覺 ゆる、 ある 家に 立 入て 宿を かる、 遊女】 二人 見 ゆ、 さ 讀 ざ 
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咬 もてなしぬ、 道中の 旅人 もとを ろず み、 謙を あげ 巧を さし ぬれ 於、 町る 家る 靜 まろ 
I じけ ろ、 澄臺を か、 げ 、亭主 まかろ 出て 物が たろ をい々 すと あるのは ょく ホぶ を寫 
I してを る 萬 治 頃から 斯ぅい ふ 次第で あ'*^ ましたから 真 後は 一層 甚 しいろ で、 東海 
I 道筋では S がの 岡 崎 亩甲赤 坂 皆 遊女 屋 •の ある 所で ある、 しかの み をらず 俗 じ 飯 盛 
I と 言 ふるのが 方々 じ 居ろ 聋 して、 これが 海道の 風俗を 大 .に 家して をる、 道中 奉行は 
I もの 取締に 苦しんだ ので あり 球八 す。 とにかく 一般 宿泊 者の 宿屋は、 早くから 大じ進 
步 して 木 錢米代 どころ でな く、 衙屋 じは 萬般の 設備が 屈いて をつ た 事が みろ 咬す。 
なほ 詳しい 事は、 當 時の 人の 旅行記 やル說 本な どじょ つて 知られ 言す。 こんを 事で 
宿屋が 惡 事を 働^ 風俗を 善す るので、 平民 的 旅行者の 爲じ 便利を 計つ た 者が 現は 
れて來 た、 これが 有名な 浪華 講 であろ 聋す 。これは 文化 元年 じ 大阪の 玉 造 晒 淸水町 
じ 松屋 甚四郞 とい ふ 者が あつて、 綿弓の 越 商で、 もの 手代に 源 助と いふ ものが ある。 
巧 商人で あら 脅す が、 あつ もこつ もじ 行て、 旅舍の 待遇が 惡 いのを 憤慨して 甚四郞 
と 相談し、 甚四郞 は 鍋 屋甚八 じ 謀つ て、 浪華 講と いふ 組合を 作つ て、 宿屋の 宿弊を 除 
かぅ と 致した。 卽も 圣國の 宿屋で 浪華 講に這 入て 居る 者は 弊風の ない ものである、 
大丈夫 だとい ふこと で、 もの 組合に 這 入つ てを る 者は 浪華 講と いふ お渾を 掛けて、 


弊風を 許 おず る 事を 始めた これが 大に 旅人の 信用を 得て、 旅人が 皆 この 招 浮を 目 
I 當に 泊ろ やぅに なつ ス もれから 义大阪 の 日本 橋の 河 內屋茂 左 衞巧江 戶馬唤 町の 
巧豆屋 茂右衞 門が S 都講 とい ふ ものを 起し わ。 もれから 大山に 巧く 者は 大山 講と 
I か。 富 ± に 巧 く 者は 富 ±講 とい ふ ものを 起して、 旅館の 發 達は 非常に 進んで、 弊風が 
除去せられ 今した、 殊 .じ 日本人は 一方 宗敎 上の 關 係る あろ ませぅ が、 旅行が がきな 
もので あろます から、 西國 一二 十 I 二箇所の 順禮 とか、 大阳詣 •富 击詣 •山上 參ら とい ふ樣 
な ことが 慕 ホに 於て 頻じ發 達して 居る、 斯ぅい ふ 浪華 講 とか 何講 とかい ふ ものが 
出 巧ました 爲 に、 一般の 旅行者 や 行商の 者が 最も 利益を 得る 樣 じな つたので あろ 
聋 す。 夫れ 故に 幕府が 壓 制を 加へ て 觀賃を 高く したら、 關所や 渡津で 旅人を 围らす 
I に拘ら ず、 旅行が の國 民は ドン*^ 旅行を して 旅行 熟が 盛 じを ろ、 從 つて 交通が 大 
I じ 進歩して 參る やぅ じな ろうした 。同時に 道中 案 內記や 旅行 用ム 集な どの 類が 盛 
じ出來 咬し V、 旅行の 便 も 大に整 ふやぅ 如な ろ 達した。 

、  四 氷 上の 交通. 

ちれから 次 じ 水上のを 通で あろを すが、 とれは 前年 長府 じがて 日本海 上 あの 講 
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演會の 時に 私は 江戶 時代の 海運 事業の 題の 下に、 一場の 講演を 致しまして、 をの 筆 
™ 記は 日本海 上 史論の 中に 載せて あろます から、 海上の 交通の ことは すべて 之に 依 
つて 略して 置き 咳す。 元來 海上の 交通は 陸上で 大 貨物が 運べぬ 爲め 、だんく 盛に 
海運  ^ な つ て、奧州から米を迴嚮ずるとか、關西から關東 へ 酒を送るとか い ふ事が大に海 
運を 促しました が、 なほ 瀬戶巧 海な どでは、 四國克 州の 大名の 參勤 交替の 路 筋に 當 
^ る 爲 め に、內 海の海運が大に進步し て、內 海 に 陸 路 ょ 6 寧 ス 海 路 を と る 者 が 多 く あ 
ろました、 また 金 昆羅參 だの、 四 國順禮 だの 色々 の 信仰 上の 關 係から も、 內 海の 海路 
は 大に娠 ひました。 併し 外海の 方は 貨物の 運送の 外に •鑛 國が來 人を 運ぶ ことは 餘 
ら巧 はれな かつた ので あろます。 海運に 關 する ことは をの 講演に 讓 ろまして、 たく 
河 上の 交通  河 上の 巧 通じつ いて 一二 申して 置きまず が、 河 上のを 通で 注意す ベ 含は 淀川で あ 
ろ 咬す。 京都から が 見 •大阪 の 間の 水上の 交通で あり 咬ず。 この 川は、 上古から 大阪 •京 
I 都 間のを 通の 要路に 當 つてむ たので、 この 川筋は 最も 注意すべき 通路で あろます。 
. I 江戶 時代に 於て は 慶長八 年に 幕府が 河が 與 S 兵衞 •森 您を衞 門に 淀川の 過 書 船の 
^ 事 を 司 ら し め た。過 譽 船 と い ふ の は 過 書 を な て 通 過 す る 船 のが 見 か ら 大 阪感 法.尼 
ヶ 崎を な來 する 搬で 二十 おから 二 巧 五十 おまでの 船で あろ 或す。 後に 川が 淺 くな 


つて 大瓣が 通れぬ やうに なろ したが、 もとは 一二 巧 巧 位の 船る 往來 してぬ たので、 
是 等の 船の 總稱 である。 後に 河が 與 S 兵 衞が罷 めて 巧倉與 一が 代つ て支酣 する こ 
とじなら， ました。 客船は 普通 S 十 お 積で、 一日 二回が 見から 大阪へ 出る、 時間は 通例 
下ろ 半日 又は 半夜、 上ろ 一目 又は 一晚 となつ てを ろ す。 聋た此 外に 淀 船义淀 二十 
お 船と いふ ものが あらます、 これは 上荷 船と も 申して、 船が 小さくて 淺い 所を 自由 
じ往巧 致します。 この 二十を 船は おくから ある もので、 男 山 八嘘宮 社務の 支 酣に屬 
して、 船 子は 八幡 領 巧の 住民で あつた もので、 ょほど 特權を 有して ゐ たもので あろ 
脅す。 これは 大阪陣 の 時 武器 •お耀 を 運んだ ことち 家 康が伏 見から 郡 山へ 出陣の 時、 
淀 船を がて 船橋を 架けた こと、 寬永 十四 年岛原 一撲の 時、 此瓣で 急用を 辨じ たこと 
などで、 後々 も 運上 免除の 特權を 有して をつ たこと などが あら 耸 す。 化 過 書 船と 淀 
船との 間に 競 爭が始 脅つ て、 荷 卿の 取ろ 合； 3 などが， めろ 咬した ので、 一度は 淀 二十 
お 船を 過 書 船の 中へ 加へ、 大阪へ 上下す る ことにした。 併し 兩 者は どうも 融和し な 
いで、 時々 爭が 起つ て、 二十 お 船は 八幡宮を 笠に 着て 大じ 活動した やうで あろ 身ず。 
なほこの ことは 國 學院雜 誌に 芝 おの 說が 見ぇて 居ろ 寺す。 もれから 京都の 蒙 商で 
吉 H  了な とい ふ 人が 大 井川を 溯ろ、 丹 波 保津に まる 路を见 て、 之を 開繫 ずる 爲を起 
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し、 幕府に 願つ て、 開通 工事を やつて、 慶長九 年 八月に 出來上 つた。 十二 年に 了な はま 
た 富 ± 川 を淺樂 して 岩 綱から 巧 州の 緻澤 寺で 船を 通ず る やぅ じした 申 州の 人は 
船が 下から 上つ て來 たので 船を 見た ことのない 者が 多い 爲 め、 大じ 驚いた とい ふ 
ことで あらます。 十 S 年に 了な は聋た 天龍川 通 船の ことを 圖 つた、 諫訪 から 遠州掛 
川までの 河 脈を 俊疏 して、 恰度 大佛 殿の 造營の 役に立てた。 十六 年に 了が は 京都の 
高懒 川を 開繫 して 伏 見から 流を 溯つ て 京都 S 條に 達する 道を 開いた、 爲化 京都の 
米 薪の 便が 低廉した ので、 ホ 民大に 毒んだ と 申す ことで、 角 倉の 河水 俊 深に 於け る 
巧 勞は實 に 偉大な もので あな 皆す。 かく 方々 で 河 上の 水運が 發 達し 聋 したが、 やは 
ク淀河 じ 於て 最も 發展 したので あろ 聋 ず。 幕 ホには 江戶  '近傍 譜川截 運の 組合が 出 
ホて 利根 川 •荒 川 •絹 川邊の 運觀が 盛に 巧 はれた やぅで あろ 音す。 其 他琵寶 湖上の 交 
通 や、 常 陸の 霞 浦の 交通 等 も あろまず が、 特に 取す 出で、 中す 程の 事 も あり 奇 せの 
から 略し 咬す。 水上のを 通は 甚だ 簡單 であろ 聋 ずが、 これで 終つ てを さます。 

五  通信 機關 

昔から 驛路の 開かれ 今した のは， 單に 旅行者の 便を 閒ぃ たのみで なく、 所謂 郵亭 


繼 煎 
飛 脚 
脚 業 


驛で菩 信を. 送致す る 驛遞を やつて 通信 機關を 完備す るの が义其 目的で あなます。 
故にを 來驛傳 の制備 はると 业 ハに、 飛脚の 制度 も 早くから 備 はつて、 割合に 進步 した 
もの. であろ 咬した。 然るに 戳國の 世と なつて、 諸 大名 牆を 立て、 相脾 腕す る やうに 
をつ て. は、 飛脚 も 自由に 往巧 する ことが 出來 ぬ、 巳い なく 飛脚の 代ろ に 平和的の 使 
節たる僧侶を用ひたのであ-c^ま す。信 長秀 ま が 天 下 を 一 統 し て か ら は、驛 傅 の 事 務 
も 整 ひましの が、 家 康の江 戶入國 が 後は 京都 •'任 戶 間の 通信 も 頻繁と なつた ので、 書 
信 あび 物品 遞 送り 飛脚 業 も 起る やう じな ろました。 家康は 入國後 まもなく 道中 繼 
飛脚の 制を をめ t へした。 繼 飛脚は 老中の 證 文を なて 諸國に 下す 所の 蕾 風を 持つ て、 
驛傳 して 宛所へ 送る もので あろ 咬す。 これが 爲め 幕府は を 驛に繼 飛脚の 給 米を 與 
へても の 科に 供して をる、 この 制は 遂に 江戶 幕府 二 巧 六十 年間-吏 じ變る ことなく 
行 はれて 居つ たやう であろ まず。 この 宫 役の 繼 飛脚は 旣じ天 正 十八 年に 始まつ て 
居ろ 咬して、 これは 頗る 足の 早い るので あろ 咬した。 元祿九 年、 に {足 めら れた繼 飛脚 
を 蕾 遞傳の 時限 じよろ ますと、 江戶 から 大阪 まで 四十 八 時間、 江戶 よら 京都 音で 四 
十五 時間、 急 巧 四十 一時間、 江戶 よろ 駿府 咬で 十二 一二 時間、 急行 十一 時間、 江戶 よろ 日 
光 違で 九 時間 半よ ろ 九 時間、 急行 八-時間 半、 江戶 よろ 山 旧まで 一一 一十一 時間、 急行 二十 
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と 八 時間と なつて をら 咬す。 •史じ 寶曆十 S 年の 時刻 改正では、 京都を 戶間急 一二 十 S 
四時 間、 大阪 •江戶 間 一二 十六と 時間、 中の 道なら ば 四十 五六 時間と なつて をろ 今す。 な 
書が 品 川に 着ず ると、 名 まが 直に 之を 老中に 差 出す ことにな つてを ろ 或ず。 幕府に 
大變の あつた 時 や 大事 仲の おつた 時、 例へ ば 由 井 お雪の 亂の時 や、 大鹽平 八 郞の亂 
の 時を どは、 隨み 早く 報知が 到達して 居る やぅで あろ 或す。 4 た當時 慕府を 役の 飛 
脚 ばかろ でな く、 を 藩から 江戶 、に 往復ず る 飛脚を 特に 置いて あろ 咬した。 をの 中で 
雜卿虐 州の 如きは 特別の 聯 度が あつて、 巧 海道の 路次每 じ 一の 小を を 設け、 をを じ 
飛脚を 配 ホして、 之が 互に 遞傳 をして 巧く ので あろ 皆す、 例へ ば 尾 州 家は 池 繩靴か 
ら六鄉 までの 間 じ 十八 ヶ 所の 小舍を 置き 紐 州 家は 神奈 川ょ^ 佐屋 脅での 間 じ 十 
四ヶ巧 置かれて あつた、 之を と 里の 飛脚と 中し ます。 と 里の 飛脚は 非常に 美裝 をし 
たもので、 と 里の 飛脚が ホた と 言つ て 人が 外へ 出て 見る とい ふ 話を 聞いて 居ろ 脅 
ず。 をの 繪が 今に 傳 はつ V をる、 別室に あるから 御 驚を 願 ひます。 之は 其 家々 の 品物 
のみの 遞傳 であろ 脅す が、 民間の 飛脚 業が 十み でない 時は 極々 祀州様 御用達な ど 
の 名を 假 て、 商品を どを 送る 者 も隨分 あ- ろした。 其 外に 民間に S 度 飛脚と いふ 
もりが 元 和 元年から 起つ てを ろ聋 ず、 之は 當時 大阪 城の 定番の 諸 ± 等が、 萊 海道の 


を驛 々長 等と 相談して *4^ の 家隸を 飛脚と して、 每巧一 二度目 數 八日を 限つ て萊 海道 
震 飛脚  S を住復 せしめた。 之を 三度 飛脚と 申し 違す。 是れ 後の S 都を 飛脚の 濫騰 であろ 诗 す。 

^ もの後大阪の商人等が之じ習つで飛脚を業とする者があろ身する が、皆 其 名 を 大 
I. 阪巧番 の 諸 ± の下卒 じ 藉^て、 其 法 彼を 着し、 双 刀を 佩びて 巧く るので、 まだ 戰闕の 
餘習賊 難な ど あるから、 之を 避ける 爲 めで あつた。 これが 寬文 一一 一年に なつて S 都の 
商人が 相談して、 一一 一都を 復の 飛脚 業を 開始した。 大阪 の藤屋 を戶屋 •鉱屋 申島屋 、江戶 
の 備前屋 •山 旧屋 •木 津屋 •和 泉屋 •大阪 崖、 京都の 大黑屋 •伏 見屋 を戶屋 などが 組合を 作 
I つて、 もはや 世る 大平 じな つたから 城蕃の 名を 藉 ろる 必要が なくなつ たので 飛脚 
は 商人の 服裝じ 改めて、 巧 飛脚 問屋 抱 宰領と 稱 して、 飛脚 業を 營む やぅに なろ まし 
た。 當時 火阪の 飛脚が 江戶に 着き 寺す と、 旅亭の 戶 外に 筵を 敷き 違し で、 書狀 貨物を 
ズ ッ と 並 ベ 人 々 の 縱 覽 じ 供 へ る、道 を步く人が若し自みに來た手紙があれ ば、飛 脚 
屋に請 ふて をれ を 取る ので あろ 脅す。 又 返事を やらぅ と 思へ ば、 を こへ 持で 巧て 賴 
町 飛脚  むと いふ 次第で あろ 寺す。 當時和 飛脚の 東海道の 通 巧の 日數が 六日で あろ 違した 
I ので、 を 六と 申して をろ 聋 した。 四 年に 大阪和 飛脚の 出發 日を 每月 二日 十二 日廿二 
日と をめ ました、 もれから 段々 S 度の 飛脚が 發 達して、 十一 年には 大阪の 飛脚 問屋、 
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な屋と 江戶の 飛脚 問屋、 備前屋 と 相談して、 金銀の 遞 送を 始めて 金 飛脚と いふ 招 牌 
™ を揭げ した、 後に 巧 番 をを めて 遞送 する やうに なつて、 之を 手 板 組と 申しまず。 こ 
んを 風で 飛脚 業は 專 巧の 商賣 となろ 咬して、 公用物 も 引受けて 遞送 ずる 樣 にぶろ 
身した が、 一二 度* 卿は なほ 定期 じ發 着せず してと かく 後れ 勝で あるから を 用 物の 
煎 脚 問屋  i 滯が 起る 0 で、 元祿 十一 年に 大阪吼 奉行を 藤駿河 守は* 脚 總問屢 王 ハ 人を 巧し 
て、 每夕 順番を 巧て 猿せ しめ、 順番 仲間と 稱 して、 路次 日限は 五 曰 •六日 •と 曰 八 曰の 四 
種に かけて 出さし める やうに した。 をれ から 享保 年間 じな つて、 江戶の 飛脚 問屋が 
上 州 高 崎 (一一 一年)、 陸 奥 福岛充 年) 上 州が 勢 崎 手 四 年) 上 州 藤 岡 三十 集に 飛卿屋 支店を 開 
始 致し 違した。 之で 中^道 •奥州 街道の 方面の 人 も 至大なる 便利を 得る やうに なろ 
I 寺した。 然るに 繼飛 卿の 人夫が とかく 一二 度 飛脚を 制ず る爲 に、 S 度 飛脚の 後れ 勝に 
をる ので、 之を 幕府に 嘆訴 した ことがある。 元 文 四 年 じを つて 大阪の 飛脚 問屋 柳屋 
通-梅 早 飛 リが早 飛脚を 創めた、 路次 騎馬で 往復ず るに ょ. つで 通 馬 早 飛 卿と 申した。 寬保 年間に 
をつ y は 一一 一都 飛脚が 互に 不和を 生じて 喧嚷を やり 出し、 京都の 飛脚 商から 評を 所 
一へ 訴 へて 出た ので、 S 都の 飛脚 屋が集 皆つ V 商業の 成規 をを め、 江 戶の火 阪屋茂 お 
‘  衞の 許に 郵顿を 集いる こと、 海道 十八 ヶ 所に て遞傳 する こと、 賃金の 約 來る定 あ、 一二 


.  日 半 限九兩 二分 义八兩 一み とか、 五 曰 限二兩 二分 义二兩 とか、 早お狀 一通 錢 三百 文、 
- 又 巧 文、 巧 雨の 貸 銀 十 S か、 T 銀 一貫 目 賃銀 八な 五夕 荷物 一貫 目 賃銀 八 かな ど、 更 
に 細目を をめ たので あろ 咬す。 寬保 元年に 江戶の 若狹屋 忠を衞 門と いふ 者が 馬 早 
‘  飛 卿と いふ ものを 始めた 所が、 手 板 組の 島屋 等の 壓 迫で 廢 業して し 違 ひました。 島 
擢狀急 便  I 屋 等は 代ろ に 擢狀急 便と いふのを 始めた、 これは 驟 中から 急用の々 を拔き 出して 
晝 夜の 別な く。 遞夫 一二 人を がて 急送す る ものである、 拔 くのに も 庭拔と 道中 拔とあ 
つて、 飛脚 崖の 巧 頭で 拙く のが 庭拔 、送 中に 要し V がく  S 道中 拔 である。 二 年に 島 
屋は 東海道の 飛脚 賞錢を 改正して 歇荷 四十 貫目は 賃金 二兩 S 八 刀な 上、 毎 一貫 目に 
銀 五 かを 增 し、 一一 一十 貫目な 巧は 減量 每】 貫目に 銀 五な を增す ことにした。 延享 S 年 
巧 檢と爲 を  に 島 崖が 奧州福 島ょ ろを 載に 至る 間の 荷物 保險 金銀 爲換を 開き した、 之が この 
事の 始 であろ 今す、 この 年 島屋は 讀た關 西の方へ 向つ て發展 して、 江戶 ょろ 備中松 
を 飛®  I  -3’ 代を 所に 至る を 期 飛脚を 關き 咬した。 咬た 飛 卿 賃錢の 改正が おろ、 八日 限 九日 限 
は 小 封書 狀 一通 賃銀 六み、 中 封書 狀 一通 一み 大封 馨狀 一通 目方： 白目な 內 賃銀 一 か 
^ 五分な上お十かじ賃銀四<刀を增す、五日限は小封狀目方五十かが巧貨銀五か等を 
をめ した。 寬延二 年に 江戶 飛脚 商 十二 人會 合して、 京都 早 會所顺 雷遞送 法に 做つ 
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て、 室町の 十と 屋孫丘 ハ 衞を繼 立 元 問屋と して、 江戶じ 於て 顺番遞 送 法を 閒 いて、 東海 
道な 復曰 限を と 日限ろ とし、 每目傳 馬 一 一一 匹を な V 往復し、 京都の 吳服尾 •給紳 家 •一 一條 
在 藩諸丰 代官のを 文 蕾 •諸 社寺の ものを 引受く る ことを 始め 寺した。 寶曆 S 年に 义 
賃錢の 改正が ぁろ、 十 S 年に 島屋は 仙臺に 問屋を 設けた。 安永 二 年に 义 S 都のを 飛 
脚 問屋が 議し V 東海道に 二十 八 所の 取次 所を 設け V、 每月 十一 一回のを 便を 出す こ 
とを 定め、 上 州 •甲 州 •奧州 じを 及んだ。 本線から 支線を 發 して、 飛脚は 出のから 一關邊 
へ も 巧く ものが 出來聋 した。 天明 一一 年には を 飛脚 問屋の 株式を 許し V 金 飛脚 問屋 
の 招 牌を 改めで、 京都 大阪を 飛脚 問屋と 稱 して 冥加 銀 初年 巧兩 、後年々 五十 兩を納 
めしめ た。 一一 一都 定 飛脚 問屋、 京都、 山城 屋未津 辱 出田屋 •伏 見 屋島屋 •大 阪屋 •和 お 崖 •十よ 
屋の八 家に 命じて を 招 牌を 出さして、 遞 送の 行李には 定 飛脚の 繪符を おし V、 宰領 
は烙 巧のを 飛脚 一とした 化を 持つ V、 宿場に 豫 付した 巧と 引合せを してを 賃錢を 
拂 a、 巧 李の 遲滯 なきやぅ を 驛じ驛 馬 や® 鄉を 出して 遞送 する ことを 命じた。 寬政 
一一 一年に 寺た S 度 飛脚 規程を をめ 3 したが、 十】 年に お阪 0 江戶屋 が拔ず 飛脚を 請 
願して 許され 違した。 享和 S 年 女 化 II 一年に 規程の 改正が ぁろ して、 文化の 時には 
規程を 巧 巧 致し、 賃金を 明細に 規定 致し 違した。 この 年 島屋は ホ西國 筋の 米 飛脚 業 


飛脚 業の 衰  を 開始し、 文政 二 年には を 飛脚 仲間 仕 法を をめ、 種々 の 規程を 作ろう した。 併しな が 
: i ら幕 ホに なって 驛傳の 禁令が 弛んで、 謙 國の農 商 等が 商貨を 公卿 武家の 巧を に裝 
W ひ、 或は 商貨を 飛脚 巧を 中 化' 混ず ると か、 種々 の惡弊 多く、 驛の 取締 も 不充分な 爲じ 
明 おは 後  I 貨物の 遲滯 甚だしく、 飛脚 業る 思 ふ樣じ 振は ない 有樣 であろ 皆」 た。 明治 元が じな 
j って 飛脚 賃錢の 制を をめ、 を 飛脚 問屋の 請願に ょって、 東 减道便 上下 十八 度、 每回本 
; 馬 四 匹、 巧を よ 十二 跌 とし、 急 便は 二十 一， 度、 每回本 馬 一匹と をめ、 貧錢 をる 規を 致し 

j また 別に 驛遞 規則を も 設けました が、 二 一年には 京都 大阪 往復 急 公用 狀を 一一 一都を 飛 

/• 

郵便 測  i 脚に 巧す る ことを やめ、 別に 賃錢 をを めて 遞 送を する こと、 し、 四が には 郵便を 關 
一いて 切手の 法を 設け、 東京 袁都 間を 肿六 時間で 行く こと、 し、 郵便 役所が 出 ホる、 六 

； 年には 量目 均一 削 も 採用せられ て、 飛脚は やめら る、 こと、 なろ 脅した。 今日の 樣 

- 

:な 便利な 世と なつて は、 當 時の 不便なる ことは 嬰 じる 浮ばれぬ 化で、 俩故こ A な 馬 
かの 通信 幾 i 鹿を 事を してを ク たかと 思 ふ 位で あろ 或す。 其 他 飛脚の 外じ述 信機關 として 絳火 
-を 揚げる のる あろうせ ぅ、 堂 島 米 相場の 旗 振ろ も 通信 機關の 一種で あろ 建せ ぅが、 
.-餘 ろじ 廣くぷ ろ 或ず から、 をれ 等は 略して 置き 奇 す、 
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結  論 

要するにな 戶 時代に 於て は、 一般の 文化が 進歩した ので、 交通の 事 も 大に發 達を 
しました。 幕府は 戰國 騷亂の 後を 受けて、 凡ての 政治の 上に 大 整理を 加へ ましたが、 
公人の 旅行  スを 通の 制度 上に も大 改革を 行 ひました。 道路の 改修、 水路の 開靈 、交通 機關の 整頓 
と、 あらゆる 方面に 力を 盡 してを る。 殊に 萬 治 年間に 道中 奉 巧が 置かれて からは、 一 
曆 整頓 せらる、 やぅに なろ、 驛傳の 制、 通信 機關の 刷、 すべて 巧 屈いて 參 つた。 殊に 參 
勤 交代が ある 爲じ 、東海道な どは 萬 事に 於て】 層 完備して をつ た、 併し 一面には 幕 
府の 方針は すべて 理想的の 官僚主義で、 役人 本位で あ々 ますから、 な 用の 爲 には 驛 
傅の 制 もょ く行屆 いてを つた。 故に 役人と して 旅 巧す るには 化 上 もない 便利を 得 
たので、 幕府の 役人には 路上の 費用な ども 悉く 道中 奉 巧の 方で 支拂 つて 吳れ る、 何 
處へ巧 つても 優待され る、 無一文で 東海道を 大手を 振て 雲助 人を を 化 惟し、 厄 かな 
渡 津や關 所 も 自由にな 巧す る ことが 巧來 たので あろます。 化の 如く 役人 共の 旅行 
化リ通人ほの ^ は 種々 の 便利を 得 脅す るが、 普通人 民の 旅行は 隨み苔 痛が 伴 ふ もので、 道中に 於け 
.  る 取締 も、 制度は 臟 然と 立つ て 居つ て、 何一つ 難儀な 事がない やぅで あろ 咬す が、 事 


實は 案外もう でなくて、 問屋と 役人と が お 謀して 種々 のが 策を. やる とか、 横柄なる 
驛 吏に 不親切な 取扱を される とか、 或は 雲助 •胡麻 灰 巧が 現 はれて 旅行者を 掠める 
とかで、 化 時代の 旅行者は 餘程西 難で あつたと 思 はれます。 而し •て 最も 闽 つたのは 
中等の 人民で あつて、 下層の 人民に 至つ ては、 どんな 事を され やうが、 どんを 厄 かを 
.所が あらう が、 一切 構は ぬ 筆法で やる から、 案外 氣樂に 旅 巧を してを る やうで ある。 
爲じ此 種の 人の 旅行は 割合に 發 達して 居る ので、 膝 栗毛 的の 呑氣な 旅行は 非常に 
樂 しく 面白く 出來 たやう じ 思 はれる、 卽ら 宗敎の 信仰と 名勝が 景じ梭 する 輸 快を 
得ん が爲 めに、 頻じ旅 巧を やつた やうに 思 はれ 或ず。 殊に 浪花 講 などの 事が 出來て 
からは、 旅 中の'  不安 も少 く、 爲に巧 商 や巡禮 などの 旅 巧 も 一層 進んだ やうで あろ ま 
す。 然るに】 方 大名が 參勤 交替の 必要で 大旅 巧を する、 之が 爲に 潤うた 者 も 多く あ 
ろ过 せう が、 义 彼の 助鄕の 如きは どれ 程の 苔 痛を 巧 姓に 輿へ たかから ぬ 位で あろ 
違す。 幕府は 常に 舊惜 を變 への 方針で あるから、 惡い 事と 知ろ つ、 る 無理に 巧し 通 
してを つた 爲じ 、をの 弊を 蒙つ て 困つ た 者は 隨分 多い 事で あろ 音す。 是 等は 幕府の 
政策が どこ 皆で も 影響を して 居る 譯で 、何れの ものに も 現 はれて をる が、 違た 交通 
を 上に ももの 跡を 止めた 事を 見る ので あろ 咬す。 違た 通信 磯關 としては 飛脚 事業 

な戶 時化の 交通  j 1 セ 


、口 本 ss  二八 
る、 初めは 官業の みで 甚だ 發 達せぬ をので あろ 脅した が、 段々 民業が 盛と なる 化^ 
つて 進歩して、 一般人 民 もこの 恩 惠じ潑 する ことが 出來る やぅに なろ ました。 こん 
をを 樣で あらゆる 交通 通信の 機關が 追々 化 完備して、 立派を 制度 も出來 たのです 
が、 をの 弊害 も 生じて、 やがて 幕 ホの 紛亂 となろ、 遂に 明治維新に 至ろ 大 改革を 見る 
やぅに なつた ので あろます。 (火 正 一二 年.) 


I  雜  纂 

箱 根 山道 

「箱 根 八 里は 腕で も 越す が 越す に 越されぬ 大晦日」、 或は 「越す じ 越されぬ 居酒屋の 
前」 とは、 頗る 人口に 腊 炙して をる 馬 出 巧で ある。 之を なても 八 里の 山道は 貧 人の 大 
晦日 或は 飮 かの 酒屋 前と 比べる 位 困難な 處 であると いふ. 事が 知れる。 千穗 日記に 
j も、 此 山は 東海道 築 一の 難所な ろと 書いて ある。 少しく 磯い 話では ある。 が。 東海道 名 
所 記には 「四季と もには こねは 細の こやし かな」 とい ふ發 巧を 出して、 之れ が 解釋を 
I 下して、 此 坂は あ 咬ろ に 難所 なれば、 いかなる 旅人 も くたびれて 糞を たる、 故には 
こねと いふらん と ある。 兎に角 海道 筋で 最も 厄 かな 處と 見做され たのは、 當 時の 旅 
巧者の 旅行記を 讀 いに、 皆 口を 揃へ て 其 驗を說 いてを るので もみる 德川 巧の 時代 
I は 一般に 銜 道の 制 も 完備し、 殊に 東海道は 京都と 江戶 との 間を 連ぬ る 最も 有數な 
る 往還で あるが、 猶大井 •川の 蓮臺 渡と か、 今 切の 舟 渡と か、 さては 夥多の 川 や 畴が途 

箱 根 山道  二 九 
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箱 根は 西 そ 
に對 ずる 防 
禦線 


が 巧 出の 地 
勢 
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中に 離ろ、 加 之 厄 かな 御關 所が あつて、 一 
る。 其 他 驛馬傳 馬の 馬 ± や 人足、 或は 宿驛 
とかの 不正な どを 擧 r れ ば、 一にして 足 


一二 〇 

度の 旅は 實に 一通の 苦勞 ではない ので あ 
の 番頭と か、 衙 道筋に 徘徊して 居る 雲助 輩 


らな いので ある。 殊に 箱 根 山と きて は， 山は 
峻祖な 上に 御關 所が あつて、 なの 外面 倒な 處 である。 元が 偃武が 後は 天下 も 太平と 

確立した か ら 、もとよ A 丘 ハを 出して 征 巧の 


成ろ、 諸侯の 人質 も 取ろ、 參勤 交替の 制 も 
軍を 動かす 必要るな い、 唯 他ょ ろ 攻めて 
であつ た。 されば 此 函嶺の 不便の 如きは 
所謂、 値天設 ，險 甲， 隶關 ことい ふ 次第で、 此險 


よ 


の 必要 


來る 道を 豫 防して おくのが 何 
寧ろ 幕府の 望む 所で、 が羅 山の 丙 辰が 行に 
路じ關 所を 設けて. 取締を ずると おじ、 幕府 
ので ある。 ル 田 原化條 巧が 此 山を 西方の 防 


が 西方に 對 する 唯一の 防禦 線で あつた 

壁と して. 關八炯 を脾脫 し、 豐 なの 大 軍に 敵した のを 見ても 化 半ばに 過 r とい ふべ 
きで ある。 

箱 根は 相 州の 西に 蠕縣 してを る 山岳で、 本州の 中央を 横斷 したる 富 ± 火山脈 中 
の】 雄 火なる 火山で ある。 化は お 柄 山 及 道 志 山脈に つるが つて、 西 化の 方面は 御殿 
場の 平原に 延びて 富 ± 山に對 して 居る、 西南は S 島驛に 及び 沼津の 平野に 向 ひ、 娘 
南は 相 模洋の 波濤を 受けて、 南は 山 勢が 盤桓 して 熱 海の 火口壁 じあんで 居る、 而し 


て 東西の 二 面は 典に 相駿の 平野に 接して 自然と み 水嶺の 形を なして、 恰度 地理 的 
5 に 平野を 遮斷 したる 鹽 壁の やうで、 關 巧を 置く じは 最も 適當の 地勢で ある。 
を||海道 ^  猫根といふ么は旣に萬葉集じ見ぇて、运柄乃笞根」「{女化我良能汲姑麵」など、ある. 

^ 古 の 東 海 道 の 官 路 と い ふ は、專 らお柄嶺の方を往還してゐたの で、勿 論 お 柄 の 方 が 
I 根 路の開 I 有ぶ である。 されば 何時の 頃から 箱 根の 路が 開かれた かとい ふに 桓武 が延曆 二十 
I  1 年 五月に •初 y 此 山道を 開いた ので ある、 とい ふは、 富 ± 山が 噴火を して 足 柄の 官 
I 道を 塞いだ からで あつた。 其 翌年 五月に 巧び を 柄の 舊路 を樓 したと いふ 事が ある、 

™ 然れ ども 少しは 驗赃 では あるが、 足 柄へ 觀、 るょりも 箱 根を 踰 ゆる 方が 道程の おい 

へ  . 

? ので、 雨路 典に 通路と なつて むた やうで ある。 保 元 物語に、 爲 朝が 父 爲義を 諫めた 詞 
: 一に、 「おおに 城郭を 稱 へを 柄 盛 根を 指 塞 r」 との 事が ある。 又 吾妻 鏡に、 賴 朝が 巧 橋 叫の 
- 敗を とつた 時 じ、 化條 時政蠢 時の 父子が 此 山に 路 して 甲 州へ 魅いた 事が ある。 又 承 
™ 久の亂 にも お柄會 根の 兩路を 固む るとの 事が あつた やうで ある、 更科 日記は 足 柄 
を踰 ぇた やうで あるが、 寂 蓮 法師の 關東 下ろと て 其 家集に 見ぇた のじは、' 

十 曰 ばかり. におの ホに まか リけ るに、 が おと 云 山を なん 越えけ る、 所の お 様 化しく 尋常 
に變リ けリ、 遙に峯 に登リ ては 海を 渡り、 がに 下りて は 雨を 端む、 

おお 山道  ー ニ ー 
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など、 見えて 居る。 源 光行の 海道 記は あ 柄を 踰を たやう であるが、 親 行の 東 關祀行 
一は、 

\  巧 過る 程に 错 根の 山には 着に けり、 岩が 根 嵩く 重りて、 駒 もな づむ 計な 义 山の 中に 至て 
一  水 海 潤く 湛 へた リ を々、 

^ と あ る。十 六夜日記にはあ柄山は道迂遠なればと て、化 山 を 踰 え た う と あ る。义 鑽 玉 

一 > 

i 集に 宗曾 親王が 二 所 參詣の 途次、 此 山中に 富 ± を 望み 給 ひし 事が ある。 鎌 倉 大日 記 
I にお 應二年 九月 化條貞 時、 久明 親王を 迎 へんが 爲 、飯 沼 判官 等を 上京 さした 時に、 先 
將軍 惟康 親王の 踰 えられた 道の 足 柄を 避けて、 箱根路 にか、 つて 上洛を したと い 
ぉ 根は 間道™ ふ 事が ある。 兎に角 當 時は 猶お 柄が 本 通で、 箱 根は 徑 直なる にか、 はら ぞ峻嚇 をれ 
i ば 間道と なつて むた 事は 確で ある。 爾來實 氏と 時 行との 戰 、實 巧と 義貞 との 戰の時 
•  I は、 此邊一 帶の地 悉く 其戰 地と なつた ので ある。 有ぶな 俊 基 朝臣の 東 下ろは、 やは ろ 
^ を柄道によられたもの で「竹 の 下 道 巧 を や い、を 柄 山 の 憐 よ う、大 磯小磯見をろして」 
W と あるので 分る。 され ども 此頃 よらは 漸ク箱 根を 踰 ゆる 人る 多くな つたと 見えて、 
一^ 文明 十一 一年の 太 旧道 灌が平 {女 祀 行、 同 十八 年 道 興 准 后の ii 國雜 記、 天文 十四 年宗牧 
の 東 國祀巧 等を おめ、 化條 •今 川の 往來の 如 含 も 多く 化 道に よられた もの、 やうで 


ある。 されば 德 川の おにな つて 箱 根を 查く 本道と をめ られ たまでは、 を 柄が 本道で 
箱 根は 間道で •あつたと 見て 差 支は ない。 もこで 其 足 柄の 方は 別に こ、 には 說く必 
要はない が、 當時 間道と しての 箱根路 とい ふは、 如何なる 路を とつて ゐ たかを 知ら 
^ ね ば な ら の。も とよろ德川代の道とはをく違てはをる が、果 して昔の道はどれであ 
I るかと いふ 事は 確に 八 刀らない が、 先づ湯 本が よろ 湯 奴を 登つ て、 城 山の 崇を 通じ、 西 
I 方の 山 端から 鷹巢 山の 上を 經 て、 蘆 湯へ か、 つて 元 箱 おへ おた ものと 思 はれる。 さ 

I ればホ 人の 祀 巧に 見 ゆる 如き 昇降 常なくて 、時には 海 も 見ぇる やぅの 高觀 へ攀づ 

-  - 

る 事 も あら、 又はい と 深さ 雞 谷に 入る 事る あつた 路 である 事 も 明で ある 柏模風 ± 

^ 記 稿 に は、更 に中ホはお海道權現坡よろ化に巧れ、二子山の西籠よク元蔡河原たか 

-  . 

I かり、 姥 子の 邊 よろ 廬 湖の 化涯を 過ぎ、 夫よ ろ 豆 州に 出しに や、 又は 駿河 津憐じ 登ら、 
™ 駿河駿 東 郡 深 良が に 出しに や 静かなら ぞ 中古 此路を 革ろ、 元 緒 根よ ろ 社 地を よこ 
I ぎろ、. 盧 湖の 東 化 渥 化 沿 ひ、 神宮 出の 麓を 歷 、前にい へる 古道に 合せし と 見 ゆ、 とい ふ 
I て ある。 兎に角 古道に かては 甚だ 不明に 屬 ずる 所で あるが、 湯 坡癌間 •鷹巢 の 連峯を 
八 違は る 今の 溫泉 場途 でるな く、 さろ とて 後の 東海道で もな く、 わざ-^ 非常な 驗 峭 
の處を 通つ てむ たやぅ である。 

おお 山道  一一 一一 一一 


間道と して 
の 巧根路 
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いよ-^、 德川 時代と なつて、 天下 も靜 li じ歸 し江戶 じ開府 をせられ、 諸侯が 參勤 
1 父替 をず る 制を 立てられ たので、 自然 諸道の 改良を 行 ふべき 必要を 生じた。 殊に 東 
^ 海 道 は 京 都 と 江 戶 と を 繫 r 道 筋 で あ る か ら 一 層 注 意 し て、出 來 得 る だ け 徑 直 の 路 
墓 f 婿を を-を 撰 咬れ わ。 もこで 此駿豆 相の 界に 於ても、 足 柄の 迂遠を すて 箱 根を 修 鶴して 來海 
^ 道の 往還を 定められた。 是れ實 に 元 和 四 年の 事で、 松 平 右衛門 大夫正 綱が 命を 奉じ 
が 根 か  I て路を 開いて、 一二 岛 •小 田 原 兩驛の 人民を 遷 して、 こ.、 に 新驛を 作つ たのが、 卽も箱 根 
^ 宿 で あ る。こ れが今に殘つ て居る柬海道の 一 部 で、猶 通巧 の人令が 一 火難所と稱し 
た 所で ある。 

^  ， 

^  此 坂を. 登る は 湯 本から 巧て 湯 本 茶屋に 出て、 臺の 茶屋と いふ 所に 至る。 此處 には 
^ 離穗細エをなせる家が夥多あ る、今 猶数軒殘つてをるゃぅであつ た。道 中 膝 栗 毛 じ 
^ 願次郞お衞が挽物細エを冷かしたの は、を く こ な の で あ る。是 よ ろ 觀 音 坂、葛 原 坡 
^ を 經 て 須 雲 川 村 に 出 る、此 村は裳を多く造る ので 义黨作とも い ふとの事であ る。之 
I よろ 女 轉坡割 石 坂を 經て娜 宿に 出る、 化 地は 湯 本へ 一里 箱 娘 宿へ 一里 八师 とい ふ 
^ 間 の 立 場 で、家 數の立四十軒もある所であ る。蘆 湯へ はこ 、から岐路があ る。宿 を 過 
ぎる と ニモ 山が 見ぇる、 化の 山は 海拔】 千 米突が 上の 山で、 宛然 体 火山と して 好標 


まの 山で ある、 曾 根が 忠の 歌に、 「箱 根 出 ニモの 山る 秋 ふかみ、 明 くれ 風に 木の葉ち ろ 
かふ 一とい ふは 此 山の 事で ある。 次に 割 巧 あ 尖 澤扳齒 海モ坡 とつ^く、 此 坂は 二胖許 
の 上ろ であるが 山中 第一の 峻驗 なろ とい ふ 事で ある。 次に 檀木坡 あろ、 東. 海道 名所 
記には 道中 第一の 難と して、 擅の 木の 奴を 越れば くるしくて。 どん r ろ 程の 涙こぽ 
るる」 とのな 歌が ついで 居る 葵 ホ 紙 巧には、 右 出 ± 纔檀木 お、 肩 輿 夢 駭劍頭 炊」 とい ふ 
て ある。 次は 猿潛 お、 猿で も 渦る とい ふ義 であらう。 癸ホ祀 巧に 「今古 箱 根 多驗峨 、就中 
猿汰 馬歸危 、臂湊 腸 斷お溪 際、 不見 瓜懸與 鄉乘」 といへ ろ。 之ょ ろ 迫遂坂 •於 玉 坂自水 坂. 
天 ヶ石坂 •雛 奴を 經て權 現 坂に 至る、 箱 根 權現社 地を ろ。 此邊 ょり 盧 湖は 鏡の 如く 樹 
間に 陰 見巧沒 して 見 ゆる、 給を スコットの 湖上の 佳人に ユ レンが さ  小舟に 悼し 
て 巧て 來を 所とは、 先づ か、 る處 かと 思 ふやうな 幽遽 闕雅の 景色で ある。 權現 おを 
降れば 賽の河原で 、次に 元 箱根驛 が. ある、 此 所は 箱根權 現の 社 地で、 も i は不 入の 除 
地で あつたの である。 

今 ニモ 山の 肩で 迫这 坂の 邊と化 はれる 處は •雨 側から 草 竹が 叢生して， 丸で 溪間 
の やうで ある、 而 して 路 筋には 一 ぱい おを 敷 さつめ て ある、 吾人が 通つ た 際には こ 

んな 道が 昔の 參勤 交替に 通つ た路 であるかと 實に 意外の 感に うたれた 次第で あ 
瓶 お 山道  一二 五 
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る。 しかしよ く-^ 老先 をに 伺つ てみ ると、 若い をの 考は 到底 だめで ある 事が 分つ 
散^ 年 問の- た。 蓋し これは 彼の 文を 一年 將軍家 茂が、 攘夷の 詔 刺に よろ 上洛の 事と なりたる 際 
•  I に 敷き つめたる ので、 をれ よ ろな 前は 堂々 たる 道 幅る 二三 間は あつた 道で あつた 
^ と い ふ 事 で あ る、是 よろ漸次往來の少ない爲に草木が道ををかして今のやぅな葵 
^ に な ク た の で あ る。を れで德川代にがける諸家の紙行ゃ じ、疊 巧 の 祀 事 が を い 故 も 
盘 石を 敷い  初めて 分つ たので ある。 されば 何故に 大金を 費して か'、 る疊 巧を した かとい ふに、 

たがは  ™ 

查く此 山道に 馬が 往來 して 所々 に 凹處を 生じ 之に 水が 潜つ て 雨天の 際な どは 頗 
る 歩行に 苔，^ とい ふ 所から、 化 大事 業を やつた 者と 思 はれる とい ふ 事で ある。 もと 
は急坂の邊じ瞪道やぅの±留お留となるおが舖いてあつたに過ぎないといふ事 
^ で あ る。然 る じ 今 は 現 在 見 る 如 き 有 樣 で あ ク て、驚 く ベ く お を 舖 会 ク め、然 も 其 お る 
^  Pflast 泻 weg や 又は Pavement とい ふやぅな 巧 じ 用； 5 られる 結構を おを 用ゐ たので な 
^  く て、凸 凹極ろなさゴ ロ巧であ る。同 時じ兩側の鑛や叢が茂ク て道幅る頗るなてむ 
^ て、 實じ步 行 じさへ 苔む とい ふ有樣 である。 されば 車は 愚か 靴 歩行な どる 中々 {谷 易 
^ の 業では をい、 吾人は 幸に 晴天に 通行した ので さ 違で、 苦痛を 感じな かつた 次第で 
あるが 禁 しこれが 雨天の 時 なれば、 どんなに 菩ん だか 知れのと 思 ふ、 實に 幕府の 此 


.'一， o’ *.  化 事は 骨 巧の 割合 じ感ム の出來 ない 事と な はれる。 しかし 箱 根は 火山で あるから、 

‘  I .其 噴出した おる 夥多 あ もこ もに ゴロ ツィて むて、 往 來の妨 となつ た 事 も 少なくな 

かつた と 思 はれる、 庚モ 道の 記には おの 圃 難なる 事が あろ、 膝 栗毛に も 「人の 足に 踏 

'  めどた.、 けど 箱 根 山、 ほん 堅 おなる お 高の み も」 とい ふて ある。 されば 一には 此 等を 

應 用し’ 一には 前に 述べた 巧 階を 廣げ て此 仕事を やつた るので あらぅ。 

: 道は 猫 狼 宿を 經て 權現坡 •向坂 赤 お 坂 •狹巧 坂 じあで、 忌が の界 じ‘ なる。 此邊 ょちは 

'降ろ 驳 で、 お 原 坂 痛 木 坂を どい ふのを 過ぎて 見晴 しとい ふ 所へ 出る、 をは 一望 洞 達、 

駿河灣 を 眼下に 臨み、 伊豆 天 城の 連山る 遙じ 見渡す 事が できる、 銘根 山中 最も 風景 

が絕 佳で 眺望の ょい 所で ある。 此 次に 山 や 宿が あつて、 ル 旧 原 征伐の 時 有名で あつ 

た 山中 城の 遺址る 僅に 知られる。 此扣中 宿と 銘お驛 の 間で、 何れへ る 二十 八 卿 計 あ 

施行 平の 施  る 處に 施行 平と いふ 所が ある、 今を じは 施 茶 接待 所が ある、 此 接待 所に 關 ずる 歷あ 
i 待 所  ^ 

が 中々 面白い、 少しく 長く はなる が捧 であるから ホ 添て 置かぅ。 元來化 所は 諸侯が 
江 戶へ參 勤 交替を した 當 時、 往還の 馬に 豆を 襄て 食は した 所で あつたが、 維新と を 
j つて 函嶺を 踰 ゆる 人る 少なくな ろ、 馬 も 通らない 所から、 其 接待 巧も廢 せられて、 僅 
じ 施行 平と いふ 名のみ が殘 つて ゐ たので ある。 所がた ま— 常 陸の 人 遠 藤 亮兢と 

お 根の 道  一ニ セ 
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いふ 大義ぶ 分を なて 建つ た 性理敎 含の 敎 職が、 化 所を 通ろ か、 つて、 施行の 美擧を 
るに 拘らぞ 其 事の 廢 つて 居る のを 遺 臟に思 ひ、 せめては 此 所を 通過す る 人に 茶 火 
を 施行して、 寒 暴を 綾 r に 供し、 其 名と 實 とを 不朽に 遺さぅ となつ た。 所が 此人 はな 
用の 爲に近 江へ 行つ て、 遂に 其 地で 病沒 した、 を こで 其 門人の 中の ミ 人が、 師の 遺志 
をつ いで 么を實 巧す る 事と なつて、 こ、 に 小を を 構へ、 費用は 箱 根 山中 兩 宿ょり 支 
辨 して、 施 巧 平の 實を擧 r る 事と なつた。 然るに 不幸に も 化 一一 一人の 中で、 小 旧 原人で 
あつた 二人は 病を して、 殘る 一人は 顾會 議員と なつのので' 化 所に 居る 者は なくな 
つた、 ち こで 今の ま 人が 遙 々常 陸から 來 てこ.^ に 住居ず る 事と なつた とい ふ 事で 
ある。 な 上の 話は 現今の ま 人に 聞いた 話で あるが、 ま 人は 結髮 にお 貫の 榜を 穿て、 吾 
人に 意氣 軒昂 腕を 扼 して tt 道 人、 むの 腐敗せ る 事を 嘆息して ゐ た。 されば 其往來 の 
人に 飮 咬し いる 茶 も、 施行が 目的で あるから、 如何なる 人で も 一が 茶代は 受けない 
ので ある、 曾て ル 松 宮殿 下の こ、 で 御 化 憩 なされた 時る、 茶は 差 上げた が 茶代と い 
ふやぅな るのは 查然 御斷申 上げた とい ふ 事で ある。 實に緒 根 山中 今猶 をす る 美談 
とい ふべ 含 ものである。 其 施 茶 巧の 茶 签の銘 じ、 

廣爲道 友 鑄 化 器み 充 施行 平 恕所之 用 


’  下 總國香 取 郡長 部 村  八 お 性 理敎會 が  / 

W  明治 十二 己 卯年 セ 巧  規ホ (ノリ ミ チト 訓ズ〕 

と ある、 此性 理敎會 とい ふは 遠 藤亮規 のま 義 とせる 敎會 で、 前に 述べた 人々 は 其 巧 
I 人で あると いふ 事で ある。  ， 

山中 宿を 經 て、 長 坂卞長 巧等猶 夥多の 坂を 下つ て S ッハ 合が じ 入る、 右方に 覺源山 
松 雲 寺と いふ 寺が ある、 次は 市 山村で あつて、 膝 栗毛に 所謂 化 八が 泥龜を 買つ た 所 
で、 此の 邊 はか V るるの が 補れ る 所と 見ぇる 之れ よろ 急に 坂を 下つ て 塚 原が に 入 
ろ、 次に 河原 ヶを がの 端を 通つ VM1 一島 驛に 着く ので ある。 箱お驛 よろ S 島まで 化を 
I  S 里 二十 八 町の 道程が ある。 化の 間 •相 か はらず 鋪お 道に て、 現今 之を な來 する 者は 
一方ならぬ 苦痛を 感ずる 所で ある、 殊に 暗夜に 撥 火な しな どの 往來は 思 ひも 寄ら 
ぬ •次第で ある。 

元 箱 根よ ろ 右 すれば 箱 根の 權 現へ 參詣 する ので ある、 こ 0 社に 付て は 色を の 蕾 
にも 見 ゆれば、 今は 之れ を 略してい はない。 又 湖水に 沿 ふて 左 すれげ、 右に 離 か】 を拜 
铅ぉ 關所趾 一して 箱根關 所の 址に 至る。 この 箱 根の 關 所は、 箱 根 宿の 東方 一ニ ニ 和 許の 所に あつて 

一方には 湖 かを 控へ 一方には 化が 迫つ て 居つ て、 嫌で も德 でも 化處を 通らぬ ばな 
姑 根の 道  一二 九 
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ら ないやうな、 實に 要衝を ちめ た處 である。 若し 化の 處を 通らないで 湯 本 方面へ 出 
やうと 思へ ば' 湖水に 浮ぶ にあら ざれば、 所謂 要害 山と 稱 する 山の 間 じみけ 入らね 
ばなら ぬぶ け 入つ た 所で 一つ 間違へ ば 山中で 飢死 か、 猛獸の 牙 じか、 ら ねばなら 
ぬ、 殊に 十中八九は 化の 悲境に 陷る ものである、 又 湖水に 浮ぶな どの ことは、 到底 船 
もなければ、 見張が あつて ぉ來 得る 限で ない、 實 に屈竟 の場處 といは ねばなら が。 今 
其 址は殘 つて ゐ て、 道の 兩侧じ 二十 間に 五 間 位の 空地が ある 去 だ 礎 等る あつて、 實 
に 山を 負 ひ 水に 面した る 風景 絕 佳の 地で ある。 化の 關 所の 建 隱の始 は 何時頃の 事 
か 分らぬ が、 恐らく 元 和 四 年に 新道を 闢 いた 頃の 事には 相違 ある 咬い、 之ょりは 常 
に 小 田 原 領主の 類ろ 警衞 する 所で あつた。 

爱 に】 言して をかねば ならぬ のは、 箱 根の 古關に 付て く ある。 吾斐 鏡承乂  S 年 五 
月 十五 目の 條 じ、 「所證 固， 關足柄 箱 根兩方 道路 ことい ふ 事が ある、 其の 場處は 固ょり 
みらない が、 此の頃に 關と いふ もの、 あつた 事は 確な 事で ある。 义圆覺 寺 文書に 
も、 圓覺寺 造 營要脚 關所事 云々 と あつて、 早 於，， 箱 根 山 葦川 宿 邊_ 構， を 所 云々 の 事が' 
康曆二 年の 文書に ある。 化の 蘆 川 宿とは 元 箱 おであら うとい ふこと である、 又 同 
寺 文書の 應永十 S がの ものに、 箱 根 山水 呑關所 云々 の 事が ある、 これは 豆 州の 扣 


中で あつて、 こ^に も關 所が あつたと 見ぇる。 天 お 十と 年に 秀 まが 山中 城を 修築 
した 時、 關 所の 址を城 構の 中へ 入れた とい ふこと である。 新 篇相模 甄 ± 記 稿に、 箱 
根 社 傅を 引いて 箱 根の 古 關は橫 大巧 鳥居の 邊 にあつ たと 書いて ある、 先づ 中ら 
ずと を 遠からずで あらぅ。  、 

關所逾 巧は 實に厢 倒な 話で、 女改は 頗る 嚴重 である、 殊に 東から 西へ 巧く 女は、 手 
形の 取調を 最も 嚴 しく 巧 はれる、 東海道 筋で、 化處と 遠な の 今 切の 觸 所は 女の 最と 
る 迷惑す る 所で ある。 關 所の 捉 書と いふ ものを 見る じ、 

一、 關 がを 巧 入る 輩、 笠帽 巾を とらせて 通すべき 事、 

一、 乘 物に て岀 入る 單 、戶を ひらかせて 通ず べき 事、 

一、 關 よりかえ 巧る 女は、 つぶさに 證 文と 引合せて 通すべき 事、 

附 、女乘 物に て 巧る ホは、 番所の 女を 指 巧し が改 むべき 事、 

一、 手 負 死人 幷 .不審 成 もの、 證文 なくして 通すべからざる 事、 

1、 堂上の 人々、 諸 大名の 往來 、かねてより 其 聞へ をる は沙 なにぶ ばず、 若 不藉の 事を るに 
かては、 誰 人に よらず 改 むべき 事、 

を條 々嚴盡 に 巧 相ず 者 化、 化 執 達 如 件、 

正德 元年 一一 巧  -  奉な 

と ある、 この 捉 をを 0 て 萬づ處 分して ゐ たのに 相違がない 。彼の 俗歌を な 戶曰本 橋 
おおの 道  一一 一一 J 
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目 本 巧 通を 諭  一一 一三 
の 歌を 見れば、 登る 箱 根の 御關 所で 云々 とい ひて、 若衆を 檢査 ずる 事の 嚴重 であつ 
^ た 模 樣 が 知 ら れ る。太 田 南 嗽 の 改 元 祀 巧 に、化 の關所の模樣が書いてある。 

^  御關 所を 謹れ る 者の ホに 從を をはて 言 遣は せし に、 旣に 問屋の 者ょり 言 越し ぬれば 改 
^  めて 言 ふに あば デと いふに ぞ 、笠 脈ぎ や 貫の 杳 はきて 關を 過ぐ、 長 持の 植は旣 に 先立ち 

IW  て 通りぬ を々、 

と あろ。 义主御 巧 殿 東 巧說 話と いふ ものに、  - 

去て 關 がに 至れば、 禍門 八に 躍 場の 如し、 を 衆への 字に 跪き 殿赎に 似たり、 輿の 戶ノ 明く 
れば 則ち 番の 顧へ かし、 心 龍 お 儀 1’ 通て^ 廻り W てが を 登る も!! 糾酿 欄獅、 細、 ( 原文 戯 
I  漢文〕 

大凡 關所 通行の 時の 模樣が 分かる。 猶關 所に 關 ずる 事實は 故老に 訂 し、 記 錄に照 
して 調を 要する 當 であるから、 今は な 上述べ たので 止めても かう。 

_  之を 要するに 箱 おの 山道は、 屢 H! 遷を經 て 今日の やうに をつ たので あるが、 今の 
^ 萊海遺は實じ驚スく ベ く 類廢し て、往來 の人はがょろがに至る人 の 外は、物數奇で 
I 歩いて みやう とい ふ特志 者が 通 巧す る ばかろ である。 今の やうに 車 も 通れな くし 
^ た の は、實 に德川氏の晚年に於ける主木事業のえ策とい はねばをらない が、今 で は 
又 名物と して 見るべき をのと 思 ふ。 唯 だ參勤 交替を して ゐた當 時も此 葵で あると 


誤解して はならない。 しかしと じかく、 もと も餘ろ 好ましき 道で なか. つたに 相違は 
ない。 箱 根驛の 如きる 古への 繁盛は 見る ベ さ. 影 もない ので、 風淋 雨な せられた 家が 
巧を 閉ぢて 盛 中の 骨 ばかろ が 綾々 として 立て 居る のを 見る じ 過ぎない 有様で あ 
る。 旅館の 如 含 も、 夏日 暑を 避けて 來る 客人 じ備 へる のみで、 外に 宿泊ず る 人は あら 
ぅやぅる ない ので ある。 實に 此の 道を 過ぎ、 關 所の 址を弔 ひ、 此の 驛を 通つ たものは、 
參勤 交替の 大名が 陸續 行列を して 通行した 古を 忍ばざる を 得ない ので ある。 誠に 
往昔の 盛事は 夢の 如くで、 行人は. 襟を 潤し‘ 征 客は 馬を 駐 め、 唯巍 然として 聰 起して 
ゐる ニモ 山な 下の 連山と、 蘆 湖の 水が 鏡の 如く 湛 へて あるのを 見て、 古 態を 化 ふよ 
ろ 外し かたを いので ある。 C 叨な 一二 十四 年) 
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_  宇津 ハ 合 

業 平が よつ  を 五 中 將が巧 含-— て駿 河の 國じ 至ろ、 いと 暗く 細き 路 に、 生 ひ 茂れる 篇楓 をみ 
3 を 宇津山  け 乂 ろて、 修行者に 出 遇 ひずるが なる ぅつの 山べ の 現にる 夢に る 人の あはぬな ろ 
けら」 とい ふ 歌を 作つ て、 都に 送つ たとい ふ 話が 伊勢 物語に 見を てな 來、 いたく 著名 
じな つて、 歌枕 求めん とて 遙も 尋ね 來る 人る でき、 歷 代の 歌 謙に 多く 現は る、 様に 
なつた のは、 駿河國 志 太妾赁 もと 有 度) 兩 都の 界に瓣 直して むる 宇津の 山で ある。 此 
の 山は 駿 州を 東西に 橫斷 せんとす るに、 是非 お踰 をね はならぬ 要路に 當 つて、 古來 
東よ ろ 西、 西よ ろ 東へ 巧く 人々 は、 皆 勿論 化の 道に 依つ たので ある。 然るにた ま-..^ 
多情 多 淚の業 平 朝臣が 化處を 通過して 、之を 文 學に訴 へた 爲 じ、 意 外にる 有名な 處 
となつ て、 爾後 夥多の 歌人が 物に 接し 事に 觸れ て、 此 山を 詠 じ、 或は 化 地方を 通過し 
たる 人の 祀 行文に 字 津山駕 細道の 文字を 省略せ る 如きる のは 皆無の 位に なつて、 
此の 地は とぅ  <  東海 道筋で 最る 著名なる 名所の 一とを つた。 足 利 代には 連歌師 
™ 宗 長が 此の 地を 距る 里餘の 所に 幽靜な 居 華を 構へ て、 愈 看 名と なろ、 德川 代には 字 
津 谷の 名物 十團モ といつ て 海道 就 じ 最も 著名の るので あつた。 實に 此の 晒は 府中 


ょろ 岡 部に おづ るに 必ず 題 巧せ ねばならぬ 要衝で、 鎌 倉な 後 東廚の 交通 も 頻繁と 

1 なろ、 德川 代には 更に 大名が 參勤 交替を するとい ふ有樣 で、 此處の 道る 大じ 開かれ 
て、 到底 業平當 時の 觀は企 だて 見る ことが 出 巧ない 有様と なつた ので、 巧 五が 昔を 
思 ふて 今昔の 感じう たれ. た 歌人 も 夥多 あつたの である。 然るに 明治な 後 東海道 鐵 
道が でさて、 巧 草は 靜岡 ょろ 大 崩の 海岸を 穿つ て 通過し、 直に 燒津に 出る やうに な 
ク たので、 今では 巧 五の 昔は 愚か、 宗 長の 舊 跡を 尋 ぬる 人、 スは么 物の 十 闡モを 化 は 
つてみ やうと いふ 人 も始ん どない を樣 とを つた。 されば 今は 若し この 或 \ て、 社 會 
查般の 模樣が 今の ま、 繼續 して 巧 年る たつと いふ やうな 事が あろ 得る ことなれ 
ば、 义 巧 五の 昔を 再現す るで あらう と 化は る、 ばかろ に さびれて をる。 されば 此の 
一所に 付 V 少しく 古今の 變遷を 述べて をく の も、 決して 無用の 業では なから うと 思 

.  一  / 

2 

雲ぶ 嶺の一  宇津 ハ 合 嶺は巧 信の 大出 脈が 鱗 河に 進入して、 志 本 阿倍の 兩 郡の 內に連 直し、 其餘 
壯勢  \  ‘ 

脈は 駿河灣 に 及 ふで、 {女 倍 •大 井兩 川の 間の 平地を たち 含つ たとい ふを 樣 で、 山る 餘 
一ろ 高 くもなく、 大凡 海拔 一巧 尺 位の 山々 のみで ある、 しかし 何やら 兩侧に 平地を 搂 
へて 忽然 突出し、 いはく 半島の やうな 處 であるから、 化 平地から 先の 平地に 出る に 
を津を  一一 一芸 
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は嫌應 をく 踰 越せねば をらない 有樣 にを つて、 東澈 道中の 一 略た るを 失を はない。 
^ 德 川 代.の 東 海 道 で、箱 根 は 最 も 峻 驗 な る 最 る 通 行 の 顶 難 な る 所 で. こ れ じ 次 で 鈴 鹿、 
其餘の 薩澤嶺 •佐 夜中 山 •逢坂 山な どは さほど 太した るので はを い。 宇津を の 如 さは 
^ 帕は齡 山で あるが、 诗づ 上下 十 町 足らずの 玻路 で、 至極を 易に 踰 ぇられて、 旅人が さ 
ほど 汗を 流さないで るよ いので ある。 業 平な 下が 皆を 太 さう に 書き出し たので、 大 
早計に 少く とも 箱 根 位は ある^ 思惟す るは、 地理を 知らざる 愚論で あるので ある。 
殊に 明治な 後には 衔 道に 隧道を 穿 もて 革 馬が 自由に 往還し 得た が. 二三 年 前崩壞 
して、 今では 亦 古の 東海道を 通行す る こと V なつて 居る。 

今 化 地へ がかう とい ふじは、 靜岡 よろ 西 化に 向 ひ、 舊 東海道に 從て 阿倍 川を 越ぇ、 
I  ' 鞠 子に 出る、 帆 倍 川の 西岸 鞠モに 入る 皆での 所は 手 越 河原と いひて、 建 巧. 二 年の 古 
I 戰場 としてを ぶな W である。 鞠モ はると 手 越 驛と稱 した 處 で、 其 字 泉を とい ふ 所に 
は、 連歌師 宗 長の 舊 跡なる 吐 月 峯柴屋 寺と いふ 所が あを 之 よら 一里 半 許で 宇津を 
に 達し、 义 半里 位で 岡 部驛じ 至る とい ふ 順序で ある。 今 有名なる 宗 長の 舊 跡から 初 
™ め V 、 漸次 宇津を の 記載に 及ばう と 思 ふ。 

宇津谷の 有名に なつた のは、 奪に 巧 五 中 將の爲 めの みばは ない。 連歌師 宗 長が こ 


こじ 瞬 居して 宗長 宇津山 記を 書き、 义は宗 長 手記を 記して、 {示 長が 當時 京都 •駿 河の 
間を tt 來 し、 嘴に 化 地を 根據 として、 群雄の 間に 出入した る 記事を 揭げて ある、 詩藻 
優麗 、當 時の 社 貪、 を寫 し、 諸 豪割據 の模樣 を描& ぉで、 飛躍す る 如 さ ふし 甚 はだ 少 
くないの である、 此 等の 筆 ば •亦 宇津山を 著名なら しめた 所な で、 宗 長が こ、 じ 居を 
計 書し、 遂に こ、 じ 死した、 宗 長の 死後 柴屋 寺が いかなる 變遷 をな て 今に 及んだ か 
を 述べ やぅと 思 ふ。 

宇津山阳緖 ^  宗長 宇津山 記に、 此處の 由緖が 大略 書いて ある、 

W  駿河 國宇淨 山は 齋藤 加贊ず 安元し る 所より 十 セ 八 町、 化に つきて 下る、 さながら 鈴 鹿の 
^  關 超えし ム拙ぞ する。 丸 子と いふ 里、 家 五六 十 軒、 ぞ鎌 倉の 旅 {個な. むべ し、 巧より、 化に やや 
I  入リて 泉を とい ふ。 安元 先 一 脚よ リの 宿所、 奧 ふかき 禪 室、 歡勝院 、鶴を リ 、門前に 流れ、 疊 める 
I  駿拇 にして、 松衫 さし 入より、、 むすむべく ぶ 左の 脏に觀 音の 靈 像、 行 基 菩薩の 御作と か 
™  傳 へぬ。 化 上に も髓 音して 堂の 前にみ なぎ リ 落つ、 大 なる 嶽 横た はりて をの ふところ 廣 
\  く、鳥 の 聲 脚 わ に 狼 が に 叫 ぶ、曉 閑 巧 の 寢 覺 硕 が た し。^  t 此 國 に 下 リ て な、都 亂 れ い で き 
^  て、 住 こし 草庵 も 焼に しか ぱ 、上 リ下リ のかして、 區作 近き 居を 構へ、. おの 草木 秋の 木を 求 
^  め 植え、 砸廣く 水 ゆを かにして、 夏 冬 ふべき 八 木の 惠 しげく、 朝 蒜の 烟絕 えず、 活計の あま 
W  リ义 、むとして 留まら デ。、 かお 初の 顷 、化の 山家、 すま、 ほしくて {か 元に 語ら ふ、 いと やすき 
事な ど ありし。 其 春 111 巧 はじめに、 を 元 興行に 「山 樓思 ふを そふ 霞 かな」 山家の ねが ひ、 且必 
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巧 やうに 覺え て、 峯の霞 山の た ず まひ も、 いと ごもよ ほされ 侍 ふ 成べ し。 卯 巧 計りに 所 
を か 立て、 かたの やうに 草庵を 結びし なリ 、上に 喜 見 庵と いふ、 化 所 久しき 庵なる べし。 が 
の 夏の 五 巧に r 幾 若葉は やし はじめの 圃 のか」 かを 植 かきこ もろ こと、 础 かたの 巧が のよ 
せ も あり や、 此 山の 驚概 うへ ならせ、 自愛し 侍が を々。 

と ある、 極めて 巧妙なる 筆で 此 地の 由來 がよく 分る。 其 後のを 樣 について は、 宗長手 
記に 散見して をる、 

宇津の 山の 傍、 年 比 閑居を しめを きて、 五 年ムハ 年を にあり て、 臘月 廿六 目に 义歸リ な 侍ら 
ん とて 「年の 裳の 薪 こるべき かどでの かう つ、 の 山の 宿 もとむ 也」 を々 

彼 山 居、 脊 垣と いふ もの あるは 蔣链 、かの すがき 改めな どして、 ふと 化 居 侍りし に、 廿セ目 
あした 大雪 ふりて、 化 も 彼 こも 埋れ 啓り て、 なかく 新ら しく もみえ 侍れば、 「巧 庵は かや 
や こも 垣 あし 簾す ピ ろに 雪を もては す や 哉」 と 

■ 

♦ 

柴屋】 とせの セ 月 十四日 朝の 野 分に， 客殿 吹 致た れつと 聞し。 その 比 越 前にせ て、 歸 下り 
ても久 荒し 巧つ るを、 おと、 しのを、 义 こ、 の 一二み の-ばかりの 茅屋を 取り 建、 ことしの 
セ 月 九日に 歸化 てめ r リの坑 こもす だれと りの けて、 庭の 流れ 淺 茅の 中に 埋 石な ども、 
門外' の 川よ けに 過半と リ ほし、 殘る石 こ、 かしこに 散し 置きし を、 义とリ ならべて、 水を 
すまし、 心を なぐさめ 侍る、 

年 比しめ をき 行かよ ふ柴屋 、おを たて 水を まかせ 樓を うへ など、 普請の ついで、 かたはら 
に 又 おを り 松を り、 かの 中に 石を 疊か S にして、 松の木 一二 尺 計 一‘ ホけ づリて r 柴屋の 苔の 


下道つ くる 也け ふを 巧 化の 吉曰 にして」 云々、  - 

も泮 山柴屋 庭、 もとの 水 石、 所々 掘 起しな どして、 過半 畑に なして、 まびき 菜の 種 まかす る 
とて、 を々  ♦ 

と あら、 猶此續 きじ 細を 闕 居の 模樣が 書いて ある。 此の 地の 地勢に 付て は、 前に 揭げ 

た 宇津山 記に 大略 見ぇて はを るが、 東は 吐月峯 によ々、 西には 天柱 山？ 普ぇ、 化は 首 陽 

山に 接し、 南は 泉 谷を 隔て、 丸モ富 ± に對 し、 查 くの 間の 小 平地の 窮 うる 所に あつ 

て、 開轄な 風景の 地では 無論ない が、 實 に幽遽 閑雅な 隱棲 閑居の が 適地で ある、 今は 

化 巧 峰柴屋 ™ 化月峯 柴屋禪 寺と 稱 して 本堂な ど、 いふ 太した るの もを く、 靜 かなる 書院め きた 
禪寺  ^  ; 

るるのと 茶室^ が ある ばかろ で、 泉 おは 宗 長が 作ろ たる のる ので、 おを と曜に 
形どろ 据 を、 東 出 銀 閣じ模 した もの だとい ふこと である。 庭には 宗長手 栽の が 又は 
今 川 氏親德 川家康 植栽の 樹木と 傅 へられて をる 者が ある、 然しが 等は 恐く 二 蕾 生 
へで あらぅ。 庭 中の 一隅に 平 おが ある、 化 月 舉じ對 して 最 とも 絕 碧の よい 所で、 宗長 
ま 長 墓  が峯 よろ 化 含 出す 巧を 待つ た 所と 傅 へられて 居る。 其の後 方に 宗 長の 墓が ある、 小 
I 形の 寶僅巧 お 塔で、 恐く 後に 建てた もので あらぅ。 紹じ富 ± 見 道 記に 旣に巧 塔 破壊 
、の 事が 馨 いて あるので 察せら る、。 傍に 宗祇の 墓る ある、 を 祇は宗 長の 恩師で ある 
から、 こ、 に 供養した 者で、 眞の 墓は 富 ± 山の 鑛 桃園の 常 林 寺と いふ 所に ある さぅ 

ぞ难を  一一 完 
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だ。 其の 傍には 幾 若葉の 竹 葱々 と 茂て 居る。  . 

ま長の傳  ^  猶柴屋 軒 0 ことにが て 詳述す るに 先ら て、 宗 長の 略 傅を 述べても かぅ。 大略は 宇 
都の 記な び 駿洒志 料な どじ も 見ぇて は あるが、 るとは 此處 を距る 西方 化 も 六 里、 島 
旧驛の 鍛工 景 金の S 男で、 幼 ょら 今 川 義忠の 左を に 仕へ、 頗る 愛せられた、 十六 歲の 
時 歌人 宗祇に 遇 ひ 連歌を 習 ひ、 十八 歲の 時制 髮 し、 佛 業を 醋 酬普捨 院じ學 び、 一 化 和 
尙の 許に 參禪 した。 其の後 國亂 起り。 聲戰 塵に 交 はらは したが、 曾て 鄰 道を 拾て ない 
で、 廢 ，京都 •駿 河の 間に 往來 し、 公卿と をろ、 武人と 親しみ、 群雄の 間に 出入して、 優 遊 閑 
居、 戰亂紛 塵の 巷に 連歌を 戰 はし、 享祿五 年 S 巧 十六 日、 八十 五歲 をな て 此柴屋 軒に 
I 殘 した。 明應中 宗祇が 新筑波 集を 撰む と &、 宗 長の 巧 二十 八 首を 收め たとい ふこと 
である。 其の 手記 及び 關萊 ょク奧 羽の 地方へ 遊んだ ときの 東 稱の都 登は、 連歌を 所 
^  で 戰 はした る 事を 書いた るので は あるが •當時 誰 劑據の 模様を 知悉す るに、 こ 
ょな さ 村 料で ある。 か、 る 經歷の 人で、 化の 柴屋 軒と いふ 閑居 も 中々 由緖の ある 巧 
京 紳の來 准 I  .であるから、 今 川 氏德川 巧の'  如きる 屢 1 此所へ 巧て 住んだ とい ふ 事で ある。 京都の な 
^ 卿 S 條西實 隆の如 含 人は、 此の 國じ 領地が あつた 譯 で、 屢卡闕 した 事が あつて、 化の 
柴屋託 じ 永く 宿つ て 居つ た 事は 宗長 手記に 見ぇて をる。 其の 他 正 親和 S 條實 望の 


如き も、 巧國 して こ、 に 宿つ た 事が ある やうで ある。 宗牧の 東國祀 巧に、 宗攸は 天文 
十 S 年、 恰も 宗 長の 十 S 回忌に 柴屋 軒に 訪ら ひたる 記事が ある、 其 時 誰 庵と いふ 人 
が 居つ' たやう に 書いて あるが’ これ. は崇 長の モ承 施の 事で' あらう。 もれから 化を 二 
十四 五 年を 經て紹 E が 富 击 見の 道の 記 じ、 又 此處を 尋ねた 事が ある、 

をを 一二 即餘リ ぶの ホへ 入て、 庵室を 見め ぐるに、 一 化 和尙墨 跡に 柴崖 とせ 文 {子、 ま 長像掛 

れリ 、を々、 賛 には 逸遙院 殿御 詠 二 首、 御 肖筆鮮 にして、 庭 上には 廿六 年を 重ねた る お上綠 
苔を 長の 巧 塔は 破瘦 して、 を 木 梅 生たり、 一年 國の亂 に 回 祿せリ とを々、 巧に お 桂と 號せ 
る 山を リ 、此僧 巧極宗 化のを を も 語り 給 ヘリ。 

と ある。 其の後の 變遷 とては 別に 詳 には 分らぬ が、 德川 代には 朱が 五 巧の 寺で、 明治 
になつ てからは、 內務 省ょ ろ 保を 金る 下賜せられ たもうで ある。 所藏の 古物は 餘ク 
多くは をい が、 注意す ベ 含 もの もを いでは をい、 宗 長の 笛 (宗 長の 笛と いふは 宇津山 
記に も 見 ゆるを 名なる 一節 切で、 ホ 珍ら しいる ので ある。 宗 長は 尺八 じ 巧みで あつ 
たと 見ぇて、 宗長 手記 幸 津山記 じる 所を に 散見して 幾 若葉の 竹で 常に 奏して ゐた 
ものと 化 はれる) 義 元の 笛 •芦屋 爹明應 四年宗 長が 義 政ょ ろ賊 はりを るるのと いふ) 
が 雲 茶碗、 菓子器、 雙紙恣 をが て 製す、 宗 長の 藏 品と いふ 焉蠻签 、人 丸 像 (頓 阿の 作と い 
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ふ) 香 盆、 文臺 、宗長 連歌の 卷物 •其 他宗 長の 杖と 稱 する もの (相 生が にて 長さ 四 尺 一寸 
g 巧 峰の 本™ 許の もの あろ、) 何れる 見るべき ものである。 化月峯 といへ ば 皆な 灰 吹 竹を 連想す る、 
化 月 峯の銘 をぅ つた 灰 吹 竹は 實じ 著名を るので、 都下に も喧傳 されで 居る 所で あ 
る、 然しと かく 僞 物が 多くて、 本家本元の 元祖と いはる^ 巧は 此 所で、 其 美しい がは 
化の 山の 奥から 夥多 出る ので、 宇津山 記の 幾 若葉と いふ 巧は をく これを ので ある。 
今は 種々 の 竹細工を 造つ て賣 物にして 居る、 頗る 美麗なる 竹で、 他に 求めて 得べ か 
ら ざる 品で ある。 柴屋辭 の 巧は 化 美麗なる 竹で 編んで 四季の 花 巧が 其の 傍 じ 栽え 
られ て、 實 じ肅洒 なる 眺で 、眉雪の 老僧が 響を 留めて、 此邊で {示 長のを を 說く如 含 風 
色が 自ら 備 はつて ある。 

柴屋 寺を まろ、 化 月峯を 後に 見 右方に S 角 山と いふ 宇津山 古 まの 跡を 仰で、 丸モ 
川の 細流に 沿 ふて 迂 ると、 赤目を とい ふ丸モ 村の 一字 じ 達す、 もれょ ろ 化を 十即許 
で 宇津 ハ 合が に 入る 事と なる。 がの 入口に ホ 橋と いふ 橋が ある、 おの 傍 じある 細道が‘ 
鶴 細道  I 所謂 驚 細道と い 言 Q であるを ぅだ。 宇津ぶ は 倭 名鈔じ 所謂 內屋で 古、 今の 丸 子 手 
-越專 旧 等の が々 をす ベた 鄕名 でもる、 今は 僅に 二十 戶 計の 小が の 名で 實に 山中の 
-  寒がに 過ぎない、 卽も 宇津を 畴の 麓に あつて、 これから 凡ち 五六 和の 上ろ で、 又 五六 


即 下ろ 猶十卿 許 巧 つて 岡 部 宿に 出る やうに なつて 居る。 而 してこ^ が 古 \ 業 平が 
通つ た 道で あるか、 或 ほもう ではを いか、 もんな 事は 到底 分らぬ、 又 分るべき 篱 がな 
いので ある 今篇 細道と 稱 してを るのは、 先き じ 述べた 平 橋ょ ろ 左 じがれ て、 伽溪こ 
沿ぶ ていと 驗峻 なる 坂路を 登る 細道が ある、 これからは 富 出が 東 化の 方向に 見 ゆ. 
る さう であるが、 我等の 巧つ た 時は 曇天で 見ぇな かつた。 化の 道を よ 八 和る 登れば、 
嶺 上の 平 班 一を る處へ 出る、 是れ 恰も 本道と】 阳を隔 •一し、 の 峰つ^き の 脊梁 0 處で 
ある、 駿河染 とい ふ馨 には こ、 じ 鴨 長 明が 立てた 標 木が あつて、 通行の 歌人が 歌を 
謙で 書つ けて をい をと いふ 事で あるが、 今は 旣に 見を ない とい ふて ある。 是れ ょろ 
又 凡ち 六と 和る 岩 巧が 離 屈して 居る 茶 細の 間を みけて、 字ぢ いぢ a 平 (或說 じは 神 
洞 平 じて 駿河風 主 記に ある 宇津を 本 原 神社と いふは こ V にあつ たとい ふ 事で あ 
る、 東海道 名所 圖會 には 神社 平と 書いて ある) を 通つ て溪 流の 流る、 所へ 直角に 下 
つてく る 事と なる、 此邊に 猫な とい ふちが あるち うで あるが、 ± 地の 人は 篇 細道と 
稱 して ゐる所 さへ 知らない 位で あるから、 更に どのち であるか 尋ねて を々 からな 
い 之 H ょ i 溪流じ 沿 ふて 四 五 巧 行けば 本道と 合する やう じな つてを る。 今は 簾 夫 
る餘ろ 通は ぬ 道た とい ふこと で、 いは ジ東 海道を 少し 迂回した 道と 思へ f 差 支を 
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いので ある。 此の 路 には 成程 杉 巧が 少しく 驚 生して 居る 巧る あろ、 驚蔓も 時々 見な 
i いでるな いが、 巧 五の 「我 入らん とする 道は いとくら う ほを 含に、 つた かづら はしげ 
ろて」 の觀は 巧に ない、 喬 に化處 のみなら ぞ此邊 の 山々 じもんな 趣の 處は 更に 見え 
I 律 山の 今ない、 地理の 變遷 は實に 激しい もので、 宇津山と いへ ば、 とかく 人が 九が 盤桓 茂樹懿 
道と 槪國風 ± 記 にも ある やうの 地勢を 想起す 所で あるが、 實際 今往て 見る と實に 
I 意外の 感に うたれた る 次第で ある。 抑を る 何時の 頃ょ ろ路も 變ろ义 かくの 如き 地 
勢に なつた かな どの 事は もとょろ 分らぬ が、 吾妻 鏡 承 元 四 年 六月 十二 日の 條に細 
臺所御 方 女房 丹 後局自 ，泉 都參 ，着 於 駿河國 宇津山： 爲， ，鮮證 ，所持が 寶幷自 。巧 巧 被， 整 下 _ 
御裝 束等悉 被，， 盜取之 由 申， 之と あろて、 當 時盜賊 等の 出沒 して、 頗る 物 騷な處 であつ 
た 樣モが 見える、 海道 記には 多少 文飾る あらう が、 

I  此 山は 山中に 山を 愛 チる たく かの けず リ なせる 山な り、 磬 岸の 下に 砂な がう して 厳を 
I  4 たて、 舉嶺の 上に 葉 かちて 攘を つく、 脸を 背に おひ、 面を 胸に いだきて 漸に のぼれは、 汗 肩 
I  祖の はだへ に 流れて 云々、 かくて 森々 たるが を わけて 峨 々たる 峰を 越れば、 貴名の 譽は 
此 山に 高し、 

^ とあろ、東關祀巧には、 

宇都の 山を 遞れぱ 、驚かへ では 巧リて 昔の 跡た えず、  . 、 


と あつて' 此の頃は 猶巧お 代の 舊觀の あつた 事は 疑な さやう である。 然るに 爲 家集 
に、 「東へ 下りけ る路 じて」 の 題の 下. じ、  . 

义 おれば をに 變るを がの 山 葛 も概も それと しもな し、 

とい ひ、 夫 木抄參 議爲相 卿路次 記に、  • 

字 都 山を 越る に 蔵は 見えず、 眞^ 匈/か 所々 に 巧 リて见 え 侍れば、 巧 木 も 昔には 化 變るこ 
や 化くて、 

閒 置きし 昔には 似ぬ 宇津の 山眞 巧や訪 にを 變る らし 

と ある。 續ホ今 集參議 雅經の 歌に、'  、  . 

踏みけ し 昔い 夢 か 字 萍の山 あり i も 見えぬ 農の 細遵 

と あり、 寃踩波 集に’ 

參議雜 經と伴 ふて 東へ まか リ下リ ける に、 宇津山を 踰 ゆると て 熟を 巧り て、 海畏 巧、 化、 こ 
も 替とぞ ぶ ゆるを 渾 山、 これに 蒋 紅葉を 巧り 添て、 參 議驰經 いわで 都の 人に 傳 へん、 

と ある、 何れる 在五當 時の 舊觀 がない 樣に傳 へて ある。 されば どうる この 建 長ょ 6 

文、 が •見 おの 頃 じは 旣じ 道も閒 け茂樹 敷を なすと いふ 樣な處 もな く、 篇减が 生 W 戈 

れる觀 るを くな つたので あらう、 しかし 道は な 偽今篇 細道と 稱 せる 方を 巧つ たも 

のと 思 なれる。 降て お 利 代には 又 候 慕 墓が 岀 現した ものと 見ぇて、 もの 生 茂れる こ 
ホ津ぷ  一豐 
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とが 書いて ある、 有名な 太平 記の 落花の 雪に も、 

岡 部の まく づ襄 枯れて、 物悲しき 夕 慕に、 うつの 山べ を 越 行けは、 薦概 いと 茂りて 道 もな 
し、 むかし 業 平の ぉ將の 化が ホむ とて、 柬の ホに 下る とて、 夢にも 人に 逢ぬな りけ リと諫 
みたり しも、 かく やと 思 ひ 知られたり、 

と ある、 化 づ是は 假じ實 地の 視察を 書いた 者で ない としても、 文明 中の 正廣 日記に 

誠にう つの 山は 逢 ふ 人-もな し、 夢にも 人に とか 業 ホの 詠ぜ しこと など 思 ひいで、、 なの 
はを みがるに も、 き、 しに 勝る こ、 ちに して、 

老 むれば さながら 夢 ぞうつ の 山 巧の 葉 くらき 霜の ふる 道 

と ある、 其 他 太 田 持資の 平を が 行. 堯 孝の 覽富 ± 記、 僧 萬 里の 梅花 無盡藏 など 皆 慕の 
生 茂れる ことが 書い V ある。 宗 長は 其 手記 じ も 宇津山 記に も、 をん な 火ち うな 事は 
書いて ゐ ない。 しかし 紹 むの 富 出 見 道 記には、 

お浄 山に 到りぬ、 巧ん ぐ J ん とする 迸と いへ るは、 右の； かにぶ おろして、 今は 峰に 化て 澄り 
ぬ、 誠にれ？ 概は 巧り、 木の 下 暗き 五ち 雨の 餘 波に、 袖 も そごろ に 萎 打、、 心細して 里に^ 心き ぬ 

と ある、 此 頃の 道と いふは、 なほ 今し か稱 する 昔！ 細道 邊 であつ を やうで、 右の 紹む富 
± 見 記の 文に 照して 右のを に 見 もろして、 今は 峰 じつい V 登々 の」 と あるは， まづ現 
今の 地勢 に似てを る。 义宗祇 の 名所 方 巧 秒には、 李津の 山は 西の 山 口 化、 峰ょ ろ 富 ± 


は 東に 近くみ を けら」 と ある。 今の 東海道には 眺望は 更になくて、 富 ± る どは 到底 見 
I ぇない、 今 細道と 稱 すると ころを 通れば、 嶺 上に 小 平坦の 地が あつて、 眺望 もよ く 富 
、  ± も 見ぇる やうで ある。 又 之れ よ. りを ホ (請^。) には 巍然 たる 一大 山が 觸 起して む 
I て、 之よ ろ あに 道が つきさう でもない、 されば いよ^^^ 此 今稱蘿 細道は 少く ともを 
利 頃の 古道で あつた ことは、 疑を 容れ 難き やうで ある。 然るに 天 正 十八 年 小 田原陣 
の 頃は 今の 道と なつて ゐ たやう で、 又 今の 四 お 十戶も ある 宇津谷が も出來 てむ た 
やうで、 家忠 日記 追加 天 お 十八 年 三 巧 十九 日の 條 に、 秀吉 宇津山に まる 時、 此 處の鄉 
民 勝 栗 及び 馬の 路を 搔げ て、 秀ま 東征の 吉兆を 祝ず‘ 秀ま菩 で 蒼ず る 所の 顺服 並に 
黃 金を 彼鄉 民に 與 ふとの 事が ある、 义駿河 新風 丈 記に、 村民 化右衞 門の 家は 右の 巧 
よら 邸を 餘地 とな， リ 、諸 役を 免ぜられ、 秀吉 よろ 朱 巧の 文書を 顯は 6、 今 猶ほ傳 ふと 
ある、 これは 化の 地 も大じ 開け 人 も 住 ふやう になつ た 事を 示して 明な 事實 であ*。。 

11 舅の  家康が 啜府に 築いて が 城して むた 時は、 化 地は 駿府 西方の 關 門で あつて、 頗る 要路 
I に當 つてむ たので 關 所を こ^へ 建て、 な ホの 人を 取締つ たとい ふ 事で ある。 里 民 
i 幸 一二 郞と いふを の 家に 猶當 時の 捉 書と 手 おとを 藏 して 居る とい ふ 事で、 駿河 新風 
王 記には 其 义蕾も 擧げて あるが、 今は どうも 分からを いやう だ。 關 所の 舊跡 はがの 
宇津が  一 凹た 


$ 
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中程の 岩 鼻と いふ 所 だ うで •尋ねは したが、 確に 分からない、 恐く 今が 中 唯一 軒の 
說食 巧が ある、 先づを •の邊 だとい ふ 事で ある 烏 丸 光廣の あづま 路の記 じは’ 明 じ 新 
舊の 道の. 區 別が 見ぇる 

がに  一 了 道 む 南は ル、 化は がな り、！ 町 計は ぶせ に 屏風を たてた る やうに て、 が もぶ えず、 な 
面卜 しな ュ U  U の 下ょり わかる、 荡 など もしげ りたり、 暫く 夕 人て 見る 

な搁 巧げ る 下道 踏， I •かみけ V- むかしに わへ るう つの 山 越 
わく 詠て 今人の 通り道に 出る にを々、 

と ある、 逝が の關 東海道 記には、 

つた かへ で 分 もまょ はし ゆく 人の 道廣き 化のう つの 山 越 

と ある •癸未 紙 行に、 

十一月 サ日踰 二 宇都 山 T 聞 昔 羽 林せ 五 經歷之 時、 巧楓 繁茂 而無 レ路而 々不 レが、 

夕 都山隘 馬亦慨 、露 往巧日 巧を、 今 誘-一画 海 一家 時 i 不レ見 衰樹一 耳 看 道 一 

を 都 山 

ザ 都 山路 隘蜡峭 、農楓 巧 生秋景 新、 お 巧 西 京來往 を、 雖言夢 襄不レ 逢 レ 人、 

とい ふ 如く 德川 時代に 天下は 靜 諭に 歸 して 江 戶に府 は 開かた 諸侯の 參勤 交替を 
ずる 制を 立てた ので、 道路は 火に 改修 せらる、 こと V なり、 此の 宇津谷の 道 も 通行 


{谷 易の 堂々 たるを 還と なつた。 同時 じ舊 道は 查く廢 せられて 、あたろ のが 人 も唯视 
I 伐る 道 じの み 用む たじ 過ぎな かつた やうで ある。 當時 其の 舊道 所謂 猜 細道と いふ 
ものを 過ぎた 人の 記事を みる じ、 東海道 名 巧圖會 じ、 

岡部驛 よりお 道を 壺里計 行て 湯を 口 坂の下と いふ 所 あり、 こ、 の 鼻 取地藏 堂の 向なる 
I  雜野 權瑰の やしろの 傍よ リ 右の ホへ 入るな り、 これより 道 細く いさ、 かなる 溪川 あり、 
I  化 流れを ホに 添 ひ 左に つれてな の 橋 五 ッ六ッ を わたる、 が路 にか、 れ ばいよ^..^ 道 細 
I  く 山な うして 幽寂を リ 、茅す ずき 載 お 德か化 茂りて、 藤遵蘿 かづら 化に まと ひ、 藝薇荆 棘 
快を 閉て ホな しがた く、 二人の 手引の 者、 鎌を もて、 叢を 麗刈 てみ をに 登る、 路峨 しくが を 
力 に 行 く じ、少 し 平 な る 所 あ リ、こ 、 を 神 社 平 と い ふ ^  4 上 の 方 に 躺 石 と い ふ を り、古 松 
I  ろ セ 株の 陰に 挪の 臥た る おに 似た る 直 岩 お、 それよ リ义 登る に 術く 絶'  巧と おぼしき 所 
に ほたり、 山郭 依々 として 巧 木の 音 さへ かすかに だ も 聞えず、 實に陶 避が 桃花 原に 至る 
の涕 ちり、 これよ リ柬に 降る が路 いよ {臉 しを々^ 下 

I と あつて、 隨分 太/ごうに 書いて ある。 其の 他 駿河闕 志 •駿府 內記庭 河 草な どい ふ 書に 
I もこれ じ 似た ことが 蕾いて ある。 がし 何 か 前 じ も 述べた 如く. 平野の 間に 突出した 
やうを 山で あるん ら 、海道 筋 9 ホ 巧なる 道より 偶然 出 偶は しては 山 深うる 化 ふな 
I らんが、 箱 根 等に 比べて は. 至極 淺い 川で、 いか 程輸峻 をろ などい ぶ も 高が 知れて 屈 
る 所で あるから. 漸次 ± 化 も 閒け岡 部の 方面は 茶畑と なりて、 今は おじ 茂が もな け 
宇渾が  1 W 九 
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れば 篇楓も 見る ことは 出來 ない。 帷だ 李津ハ 合の 方向に 少しく 若 含 お 横が 驚な せる 
^ を 見、小 や か な 篇 が と きじ 途 上 に 摄 ふ て 居 る を 見 る の が 窩 々 で あ る。業 平 時 代 は 愚 
I か あの 東海道 名所 圖會 にある 如き 樣モ もない、 蓋し 德川 時代 よら 明治に 入て は 一 
層 開ける やうに なつた ので あらう。 思 ふに 業平當 時は 天下の 道路る ホ だ 開けず、 此 
の 位の 山る 樹木 驚蕩 たる 風 色で あつたで あらう が、 堂々 たる 東海道の 往還に •か、 

I る淺い & で、 さる 景色が、 がく 續く やうの 事は、 到底 あるべ 含菩 でない、 此の 變遷 も實 
に 然るべ さ 次第で ある。 爾來 兎角 文人が 業 平の 故事 じよつ て 誇張の 言を 述べた る 
I のが 多くて、 歴史地理を 硏究 ずる 後世の ものは 甚取擒 に 困難す る 次第で ある。 

違づ字 津を舊 道の 今昔は 右の やうで あるが、 德_ 川 代に 開けた •今の 巧 海道の 方面 
は、 如何に 沿革した か、 德川 時代の 人み の祀巧 類を 順次み る も、 別に 大差は 見出さな 
い、 先づ 現今の 模 樣と甚 しき 相違は ない ので あらう。 道中 膝 栗毛に、 彌次 郎兵衛 がが 
道に 潛 つて 腰を うつの 山道と 洒落た 事は 載せて あるが、 これは 雨天の 際で あるか 
ら で、 實際 至極よ い 道で ある' 唯 頂上は 切通し であるから、 一騎 能く 之を 通ず とい ふ 
地藏堂  一如 さ 道で、 其の 困難なる 事は 諸 書に 見^て 居る。 頂上には 地 T 戚堂が ある、 これは 隨か 
古くから あつた ものと 見ぇ、 承應の 東海道 名所 記に も 此の 事が 見ぇて ある。 然るに 


明治と なつて からは、 更に 簡便 法を 施して、 宇津 ハ 合から 直に 岡 部の 方面へ 向いて 拔 
^ けられる 隧道を 作つ た。 こ、 の 隧道は 隨 々古い もので、 中々 其の 作ろ 方の 今の じ 比 
I して 奇恠 である。 所が 一二 四 年 前 此の 隧道が 崩壞 して 今は 通られない。 近來又 東海道 
當今 のが 様 I 鐵 道が 出來て 此の 道を 通過す る 者がない ので、 修 覆して な 還の 便を 計る 必耍 もな 
くな つた。 をれ で 今は をく 破壞 された 皆、 に 委して 擒 て、 ある、 依て 巧び 村人の 通 
行路は 右の お 海道で ある。 隧道を 岡 部の 方へ 出た 所、 今の 化 還ょり 見下した 所に、 徵 
化が 爛漫と して 難を 競 ふて 唤 いて 居る、 其の 傍に 一 碑が 難て むる、 蘿徑 記と い a て、 

i 文政 年間に 建てた ものである、 其 文に、 
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意外の 處に 立て 居る、 何時の 頃に 此 巧へ 移され 

終に 於て 宇津 ハ 合に 關 係して 述べね ばらぬ ものが 一つ ある、 有名を る 宇津山の ぶ 
十國モ  I 物 十國モ とい ふ 者に 付て^ ある。 化 名物は 非常 じ 源が 古い 者と 見えて、 宗長 手記 じ、 

I  巧 節 夕立して 字泮の 山に 雨 やど リ 、化 茶屋 昔よりの あ 物 十 だんごと を、 一 构 子に 十づ、 

八  必ずめ らぅな どに すくは せ 興じで、 夜に 入て 着が、 

と あろ、 紹臣富 主 見 記に、 

\  關の戶 近き 烏の 子を 十づ 、重れ あくる 術よりも あで しきを 物な リ前一 JJJ 一が 非 忘れが た 
.  きま、、 口 內に吟 じ 0  、 巧 程 もな く、 丸 子と いふ 化に 巧ぬ、. 

I とわる、 宗長 時代に 昔より とい ひたる を 見れば、 何でも 非常に 古いる のらし く 見え 
る。 少なくとも 足 利 代 じ 現を して、 當時 はおず です く ふたものと 見える 真の 後德川 
^ 時 代 じ な つ て は、海 道 筋 に 最 も 著 ぶ な る 么 物 の 一 で あ ク た、何 人 の 綻 行 に も、殆 ど 化 
の 十 國モの 記事. のない のはない。 之に 付て 厳 河 新風 ± 記には 俗 傅を 擧げ て， 其の 由 
I 來が 書いて あるが、 をと よら 取る に 足らない。 抑 も德川 代の 十國モ とは、 いかなる も 
ので あつたか 、癸未 祀 巧に、 
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と ある、 化 碑は 所謂 蘿徑の 口で なく 
たるの かみから ない。 


餅 屋 夕 少 團、粒 々 納 が 貫、山 裏 お 贿レ曆、1^レが 赏二十 す1 

I  遠 遊 紀行に、 

大極 十圓圈 、都を 是】 貫， 今 化粉團 子、 誰 爲巧叔 看、 

再遊が 行には、 最も 面白く 書いて ある、 

一二 一一! 四 五、 六 セん 九十、 葺轉灭 地 数 i 無 レ 過 無 レで 及、 簡輿 最覺こ 一身 轉 I 豈なこ 利 ぉ 一 化 綱 嬰、、 むぶ 所 
I  レ 之 其孰禦 、薦途 雖レ隘 得 こ 詩享一 

I と あろ、 萊 海道 名所 記に、 

\  坡 のをが り 口に 茅屋 四亞十 家を り、 家每 に十團 子を うる、 其 おさ 赤 小豆 ばかりにて、 麻の 

j  緖に .つなぎ、 古は 十 粒を 一 速し ける 故に 十國 子な どい ふなら し、 

\ 

I と あつて、 德川 代には 牲 巧の 人の 名物 ± 產の爲 じ、 十粒づ .、絲 じ 質き、 珠數の 形と し 
I  て賣 つた ものと 見を る。 もとよろ 甘く る 何ともな く、 曰が たてば 硬くなる もので、 唯 
1 だ 名 飲と いふよ ろが 上に 出を いもので、 東海道 名所 記には、 

I  ル 粒なる うつの 山へ の十團 子， しかも かたくて 齒に をはぬな リ、 

これは 恐らく 右の ±產 物にする 品で あらう。 然し 十團モ とて 茶屋で 貪は ず闡モ は、 
へこれば かろでは ないやう だ。 湘秦祀 行に、 

山中の 民戶に 餅が を 梧桐に よりも 大きに 丸く して、 細糸に つなぎて この やの 柳に 並べ 
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て賣油 翁の 手 熟する こと、、 或は 手に て】 つま か 巧は 煮 皿に てす くへ るに、 十粒づ 、あ 
_  るに ょりて、 十團 子と 稱 するな む、 旅人の 家に かへ る もの これを かひと りて、 兒 巧に 與へ 
ざるは なしを々、 

^ と あろ、 此 茶店では 色々 じして 客に 食は せ、 ± 產 には 此珠數 形 じして 客に 寶らク け 

- 

- たるのと 思 はれる。 化 十闡モ にも、 時々 おの 火 小な どの 沿革が あつた ものの やう 
- で、 許 六の 句に、 

^  十 團子も ル 粒に なりぬ 秋の 風 

™ と いふの が ある 去 づ十團 子と いふ ものは 大體 右の 通の ものであるが‘ お ホは 通行 
^ の 人 も 少 な く、か ^るものを賣つて居つたと て、± 產にしやうといふも客るな いの 
I で、 僅に 今一 軒 殘てゐ る 茶店で る、 るは や 十 年 程が 來 之を 製ら るいと いつて 居る、 唯 
^ 每年と月の祭日にのみ作る.^の事であ る。其 性 質 は 至 極 簡 單 で、單 じ 米 の 粉 を 丸 め 
た 普通の 團モ を， ホ じ 貫いた もの じ 過ぎない ので、 到底 御め し 上り じなる やうを も 
のでない といつ てゐ た。 東海道 名所 圆會 をみ ると、 平 橋の 橋 詰に 團子 店が あつた や 
I うで あるが、 今は 圣く もんな ものは 影る 形 も なくなつ てゐ る。 

-  之を 要するに 宇津山は 、東海道 じ 雛つ てを る 一の 峰で あるが、 業 平 朝臣の 逆行が 
來 意外に も 有名 じな つて、 連歌師 奈 長が 閑居して いょく 著名 じな つた。 其の 間 古 


今の 地理の 變遷 、道路の 興 廢は實 じ 非常で •到底 書物で 讀んで 想像ず るとは 甚 しい 
相違で ある。 今は 實に 寂莫 たる 有様で、 通行ず る 入 も 要らに をく、 到底 諸侯が 參勤交 
替 して 堂々 と 行列を 張つ た當 時を 想像す る ことが 出來 ない、 さりと て 巧 五 中將が 
修行者に 遞 った 當 時の 驚楓 をひ兹 った 時代 も、 想像す る ことは 出來 ない。 昔？ 細道な 
どと 稱 ずる ものが あつても. 地形の 變化 はを 五 時代の るの か 何 かも 分らない、 實に 
、地形 や 道路の 變遷の 激しい のには 驚かざる を 得ない ので ある。 其れと 同時に 其の 
街路の 衬 々の 盛衰 も 之に 伴 ふので、 今までは 足 利 代が 來 有名な 十團モ もな く、 四 五 
十 辞 も あった 家 も 僅に 一 ご 二十 軒し かない、 を 通 線路の 變化 はかく 違で 沿道の が々 
じは 影響す る もの かと 思は る、 位で ある。 丸モ 宿の 如き も 甚だしい 有様で 新しい 
家 等は 一軒 もな く、 軒の 低い 少 さな 家が 並んで 居る のを 見る 計りで、 到底 德川 代の 
五十一 一一 次の 一驛 とは 想像に る 及ばない 位荒廢 して、 有ぶな とろ^ 汁を 賣る家 もい 
と 磯 含 家が 僅に 一 師見當 った 計ク である、 唯 其 家の 並び 方、 道路の 模樣 から 德川代 
の 一宿で あったと 思 ふに 過ぎない ので ある。 唯々 中間 泉 谷の 奥には、 化 巧 峯 {示 農の 
舊址が あって、 足 利 代、 3 來の 美しい 幾 若葉が 靑クと 生 ひ 茂って、 其 數奇に 作っ た娜 
西た る 庭園の 模様は 頗る 人目を 引く じ 足る ものである。^ 明治 ミ 十 凹 年- 
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^  今切渡と荒井關所附女手ぉ 

_  '  — 

S 

_  余輩は 曾て 德川 時代のを 海道に 付て、 最も 厄介 視 せられて ゐた箱 根 山に 就て 述 
^ ベ た事があクましたが、今度は同じお海道で、箱根山と巧樣に最も旅人シ 惜咬した 
I 今 切 渡 •荒 井關 所に 就て 述べ 様と 思 ふ。 今 爱じ德 川 時代の 狀 況を述 ぶる に 先ら て、 暫 
く 古からの 此湖邊 のを 通 線路の 沿革を 述べ、 ちれから、 荒 井關 所の 模樣 、之に 加て 女 
手形の 事に 及ばう と 思 ふ。 併し 箱 根 山と 同様 •半白の 老人 方には こんな 事は 更に 珍 
敷る 何でもをから うと 思 ひまず から、 初の 方は 聞いて 戴 てるょい が、 終の あはす を 
塞で 居つ て 戴いて、 唯 東海道 鐵 道の 便に 依て、 絕 佳なる 風景に 接し 婉艇 たる 長 橋の 
I 上 じ、 いと も 安易なる な來 をす る 外 御 承知で ない 人々 計り じ、 御閒 含を 願へ ばちれ 
で ょ か ら う と 化 ふ。殊 に近頃大&な顏で天下を澗步せら^<;^、婦人方は、此聖代じ生 
れ V ホた のを 難を 一く 思-はねば をらぬ とい ふ 事を 述べたい 積で ある。 尤も 最初に 湖 
一邊 通路の 沿革を 述ぶ るに 付て は、 歷あ 地理 第一 卷 第一‘ 號 に、 喜 田 文 學 ± が 濱ぶ湖 口 
の 沿革と いふ 題の 下に、 此邊 の地變 にかて 詳細に 述べられ たので、 大體 之に 讓て省 


略す る 事に し 資す。  • 

飽 ぉと 今 切^  箱 根 山は 隨か踰 ゆるのに 東海道 第一の 難所で 而も 關 所が あつて 往來の 人を お 
の 比較  締 つて ゐ て、 實 て 迷惑 至極の 所で、 化 渡は 一里 半兩 方に 大海を おぇて、 決して 山道 
™ .でもなければ’ 义敝赃 であると いふ 譯 ではない が、 何し スー 方は 遠洲 洋の大 波濤を 
i 受けて ゐ るので、 隨み 海上の 暴い 事 も 多く’ しかる 關 所が あつて 取締が 中々 八签し 
™  (ので、 婦人 方は 箱 根は 駕籠なら ば さ 聋で围 難で る あろ 違す 建い が、 こ、 はどうで 
I も 船に 乗らなければ ならない ので. 船 弱の 人は 更に 苔んだ とい ふこと である。 され 
I ば 箱 根ょ らも 一 辱 厄 かな 所で、 婦人 どもは 今 切と 聞けば 中々 普い 顔を したと いふ 
I 事で ある。 併し 德川 幕府は、 箱 お 同 樣寧此 不便を 望んだ ので、 江 都の 問に 先づ 中央 郎 
j に •化 要衝の 地を 設けて 萬 •一の 患を 豫 防した 譯 である。 今 順次 本題に 入らう と 思 ふ。 

入  < 

_  一  湖邊 通路の 沿革 

一  上古 湖邊の 驛路に 付て 國あ 上に 見ぇる ものは、 恐く 淳和 天皇 天 長 十 年 十 巧 六日、 
化鼻 驛  _ '國司 奏上に ょつ て、 猪鼻驛 を興復 したと 明文が あるの が始 であらう。 化の 猪 鼻驛は 
橋本驛  どこで あるかと いふ 地觀 にがては、 喜 田 巧の 說に從 つて、 湖 口に 近くして 後の 橋 本 

今 切 渡と 苑并 關巧附 女手 お  一友 セ 
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驛 附近で あると いふの がよ からう と 思 ふ。 是 よりな 後屢追 上に 散見して ゐ て、 淸和 
纔ぉ橋  ^ 天皇 貞觀四 年には 潰 名 橋を 架し、 陽 成， 天皇 元 慶八年 K は 之を 改築した とい ふこと 
が ある。 此の 橋 加と 傅 ふる もみが、 今の 新居 驛の 西南 字 女， 谷と いふ 邊に存 ずと いふ。 
化 等の 徵證を 化て、 當 時の 交通 線路は 氣寧本 坂 方面の な 回 道に 依らず して、 此 海岸 
線を 採つ たものと 思は る。 されば 淸 がが が 前の 交通は 此 間を 渡船し、 架橋な 後は 專 
ら 其の 橋 じよつ た 者で あらう。 當 時は まだ 湖 口が 現今の 如く 廣 くなくて、 所謂 文徳 
帝 頃の 闕巧 の奏 言に •一湖 有 一口 開塞觸 常、 湖 口 塞 則 民 被 水蒂」 とい ふ 如きと こス で、 橋 
の 長さ も 僅かに 五十六 丈と いへ ば. 一町 半 許の 先づ 一條の 川に 過ぎな かつた やう 
である。 然るに 爾ホ 時々 水 蕾が あつて、 橋の 破壞も 雪つ たものと 見ぇ、 旣に更 科 日 
記の 如きる、 下向の 時には 橋が あつたの じ、 歸蹤の 時は 舟 渡で あつたかの やうに 見 
ゆる。 此 等を なて 見れば、 平安時代の 末には、 橋 も 時々 か絕 する 事が あつて、 屢 £ 渡船の 
便を 借ん ソた ことがあ つたと 見 ゆる。 鎌倉時代な 後は •賴 朝が 鎌 倉に 開府 して、 京都. と 
の往來 頻繁と なる じ 至つ たので、 架橋 も絕 をな かつた と 見ぇ、 平家物語の 元曆 元年 
~ 平重衡 海道 下ろを 初め、 賴朝 下の 屢结來 した ことが 吾妻 鑛じ見 ゆるが、 橋 本驛は 
いつも 御宿 地で、 橋 も あつた やうに 思 はれる。 こ •れ よらな 後は 鎌 倉 代の 祀 行文なる' 


海道 記 •東 關祀巧 •十六夜 日記 等を 初 か、 謠 別紙 道 加留の 如き •皆な 橋のを をを 吿げて 
をる。 遐じ南 化 朝の 頃 ょら 足利時代に 及び、 太平 記の 東下りを 初め、 永 享四年 普廣院 
義敎の 富 ± 見の 時の 祀行卽 も、 富 ± 祀 巧 •覺富 出 記の 如きる の、 ホ 皆 橋の ある 事を 語 
つて ゐる 、されば 化の 間には まづ さした る地變 もな く、 從て 道路の 變遷 もをから し 
もの、 やうで ある。 然るに 後 王 御門 天皇の 叨應と 年に 大地震 あら、 次で、 後 相 原 天皇 
永 正と 年に も 海 嘯が あジ て、 遂に 所謂 今 切と いふ 事に をる。 此の 海 嘯の あつた 時、 ぶ 
び 今 切と いふ 名 稱の始 にかて は、 俗說が あつて 一を せざる が、 喜 田 巧が 歷お 地理 第 
一卷 第一 號 及び 第三 號 じ詳說 せられた るのに 從 ふべき と 化 ふ。 此の頃 橋は 旣に度 
度の 洪水で 落ら まつた もの か、 はた 特に 船 行を 採りし をの か、 文明 十と 年の 僧 萬 里 
が 梅花 無證藏 には、 か 行した ことが 見える。 然るに 明 應八年 飛鳥 井 雅康の 富 十一 歷覺. 
記には、 驚津 ょり 宇 ホ 見に 渡らて、 歸路も 亦 同じ 路に 依つ た 事が 見える、 未だ 今 切の 
ことは なかつ たやう では あるが •旣じ 湖 口の 橋は なかつ たもの V やうで ある。 然る 
にみ 正と 年の な 後、 大永 中の {示 長 手記を 見る のに、 1 度は 本 坂 越を 通過し、 一度は 潑 
ぶ 湖 口を 通過した やうで. 何だか 湖 口は 海 嘯に 遇 a しも、 橋は 猶ほ かつ-^ あつた 

やうに 見える。 併し これは 實際 橋が あつた 譯で なく、 濱ぷの 橋と いへ ば 古來の 名所 
今 切 波と 荒 井關 所、 附 女手 お  一 五 九 
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であるから 、之に 因み て 橋と いふ 字を 用な たもの なるべく、 永 正と 年の 大 洪水に て 
^ 湖口は二十よ和の距離に及んだといふ事があるの に、橋 が 殘 つ て む や う と は 思 は 
I れず 寧ろ 此 {示 長 手記の 文よ ろ、 湖 口が 遠州洋 に連絳 し、 船 行に 危險 であ. つたと いふ 

^ 樣が知られるのであ る。恰 か も 化 の 頃 が 查 然 橋 が 渡 じ 變 じ た 境 巧 の 時 で あ る の で 

J  、  >  、 

^ あ る。次 で 天 文 十 S 年 宗攸 の 東 國 祀 行 に も、濱 名のわたりを避けて山越ををしたり 

^ と あ ろ、こ れ は 湖 口 の 渡 海 が 危 險 な の で、山 路 を 媒 つ た も の で あ ら う。永 祿 十 年 の 紹 

巴 富 尘見道 記には、 るは や 明かに 自营濱 名 橋の あと' 今 切 渡して」 とあみ、 卽ら 文明 •明 

寧 永 正の 頃の 大 洪水で’ 驛 路は查 く斷絕 せられた ので、 渡船に て當 時の 前 澤纖^ と 

^ 荒江纖郎との間を往來したのであ る。さ れ ば 一 時 は 海 嘯 の 餘、湖 口 廣 く'海 に 面 し た 

-る 所に 渡船を 巧 ふたので、 之れ を危險 なりと して、 或は 本 坂 越の 迂回 道を 煤つ た 者 

^ や、又 は少しく化に寄つ て驚津宇ホ見の間を渡つ た者があつ たと見ぇ る。义 祿 四 年 
_  .  ) 

-の 菅沼貞 俊の 記を 見れば、 本 坂 越を 行 さたる 者、 又は 橋 本より が擲へ 渡つ た 者が あ 

™ る、 化 等は 荒’ 江よ ろ 前澤に 渡る 海上は 危險 なろ とて、 之れ を 避けた る ものら しく あ 

-ろ どに かく 當 時の 通路は、 前澤兔 '江の 間、* ろ、 寧ろ 少しく 化 方を 通過す るか、 陸路 迂 

回を なした もの、 やうで ある。 しかし 本 坂道は 甚だしう 迂回で' 驚津邊 よら 渡る の 


は 又 距離が 大に 遠い ので， 漸 々矢 張、 前澤 •荒 江の 間を 通過ず る ことと をつ たもの、 
^ や うで あ る。天 お 二 年十 二 月に は、遠州新居 の 津渡風濤じあ へ.ば、東西雨岸何人 の 采 
地た るを 問は ず 便 地を 選んで 之を 渡さし いるとの 事を 達せられた、 とにかく 難所 
に閲  であつ こたとが 知れる 德川 氏の 時 じな つてからは、 此荒 江村の 地を 無二の 要衝と 
して、 關 所を 設 くる やう じな つた、 これが 慶長お 年の ことで ある。 此 ょら こ、 に 架橋 
^ せんをどの計畫はもとょろなく て、幕府 は寧ろ不便なのを好都合とし て、往來 の 者 
^ を一々此所にて嚴重な取締をな し、新 に 舞 坂無 瑕の間に交通を開い て、旅 巧 者 ぶ し 
^ て 箱 娘夫 ザ 川 等 と 相 並 ん で、東 海道の難所と謠はし〇るに至つ た。爾 後 猶 ほ 風 波 の 
難 あら， 元祿九 年には 大破が あつて、 關 所を 藤十郞 山に 移し、 今 建で 二十と 师と稱 せ 
I られた 渡は 一里の 長さ 程 じな つたと いふと である。 更に 寶永四 年の 海 嘯で、 荒井自 
I 須賀の 二 驛が沒 して、 兩驛の 化 置は 現今の 處に轉 じ、 湖 口 更に 廣 く、 渡海は 一里 ホに 
延び、 か 巧は 愈な て 遠 州洋の 波濤を 直受 ずる 事と なつた にょつ て、 頗る 給險の 度を 
增 して、 遂に 防波堤の やうな が 除を 築く やうに なつた。 谎井 自須賀 一一 驛の海 k 沒し 
^ た 爲 め で、寶 永 五 年 じ は 舞 坡廉 井自 須 賀.二 川 の 四 驛 に 令 し て、舞 坡無 井 間 の か 路 は 

人馬の 負な  十八 和 延び、 苑井自 須賀間 十四 町 伸び、 白須賀 •二 川 間 十九 町を 縮め、 人馬 賃錢 の增減 
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..ぶ. ご. 法.. パ-  を 生.. ボ る..'  やぅ... にな. ろ耸 した。 これよ ろ 前、 慶 長と 年 六月 初めて 關 所を 置いた 頃のを 

I  .め. .K ては、 新居 町役場 所藏 文書に，  . 

み...  —— を.- ■路み 中 駄賃 之覺. 

一新 井より 白巧賀 ，まで 荷物‘ 一駄 四 拾 貫目に が、 びた 錢二 十四 文、 同 新 井よ リ 前場への 船 
‘•  賃 一駄に 拾 八 文、 のりかけ 一一が 文の 事、 但 一人に びた 六 文は がせん 也、 
r::  j 乘お 一人は 拾 八 貫目に を 候、 幷少 之の りか、 リ 荷物 成 お、 はかりに かけて をの 積を な、 

.パ U  ‘ 無 遲候様 早々 れ送巧 被 申 事、 

. ’】 ぴた錢 は 永 樂に六 文に お 引 巧 被 成 事、 

右之條 々御 奉行が より 被 仰 付 候 問、 如 化 書付 置 候 者 也、 如 件、  、■ 

. 慶長セ 年 六月 十日  - 

^  奈良尾 ホ あ衞巧 (花 神) 

樽屋  兰四郞 (花 狎^ 

■  新 井が 中  • 

これ，. が 承應‘ 頃には、 便が 又 大じ變 つたと 見ぇて、 東海道 名所 記に 一般の 借 切 巧 S 
十 文で、 程し 尾州拖 ，州の 衆は 特別で 巧 文} 乗合は 一人 四錢 、乗 掛は人 おに 十五 錢 、一駄 
蔣は 一'' 一十ー ー錢 とい ふを めで、 とッ 時を' 過 r れ ばかを 出さぬ とい ふ 規定で ある。 然る 
に 驛巧錄 じよれば、 寶永五 年には 借' 巧の 舟を 二 巧と 十五 文と した こと ある、 之を な 
て 見れ 促‘ 珥じ一 1 偉が 上で ある。 きたく 承 應と寶 永との 間には 多少 價も變 る やぅに 


をク たので あらう が、 化寶 永の 海 嘯で か路が 半里 延びた ので •大に 其の 値る 增 加ず 
る やうに なつた ので ある。 これよ ろ 維新 前 咬で 道路の 變更 はを かつた ので あるが、 
明治 十四 年には 濱名 橋の 長 橋が 架設せられ、 尋 いで 現今の 鐵橋 となつ たもので あ 
る。 其の' 間に 延享四 年 五月には、 時々 か 路を淺 深して、 通 船の 凝滯を 豫防イ べし、 又 其 
かを なて、 ± 木工場 及 其概ム 机に 驚ぎ、 或は 避 波 おを 伐ろ、 蛇 籠 及其摧 巧を 穿つ ベから 
ず 又辨天 島の 樹木を 伐ろ、 或は 堤 摧の草 萊を刈 取るべからず と 沙汰せられ、 後弘化 
元年、 に 渡船の 往還は おじ 新井驛 にて 之を 掌る、 瓣は 八十 四般 にて、 每船氷 手 二人と 
をい、 尤も 大衆 通 巧の 時は、 其の 近郊の 寄 船 四十と 般を 雇て 之を 渡す ことを 得と を 
めら れ 、た。 尤も 韓 おはが 前から 船の 出な い •所で、 寶 永と 年の 勝 霞 寺 本 東海道 記に、 「舞 
坂に 舟を し、 新居よう 遣は す、 朝は 日 把 じ 船出し、 晚は舞 坂へ 行て 戾 ろて、 日の 暮ぬ程 
じ巧づ 、渡船 二十 艘」 と ある。 又賃錢 じがて. は、 寶永五 年な 後 屡の 變更 あつた ものと 見 
ぇぶ、 正德六 年のを では、 船】 艘借切 二百と 十五 文穗 物】 駄 S 十五 文、 馬 一ぶ 一二 十一 
文、 乗物 S 十五 文人 お】 人 十二 文と なつて、 餘程 代價が 騰貴した やうで ある 真の 他 
異蠕 路記隶 海道 旅行記を 所め r ク •諸 國窠內 記 •諸國 道中記な ど、 いふ ものを 見る 

に、 皆 大小の 差異が ある。 勿論 幕府. よろ‘ の 規定は あろて、 船頭の 貪る 事 等は 禁ぜられ 
今 切 渡と 荒 井關 巧附 女手 お  一 さ 一一 
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y ゐ たのでは あるが、 とかく 何處の 渡に みある 勝の. ことで、 け ふは 波が 高い とて、 何 
- 割增 とか 何々 增 とかい ふ 事が あろ、 查體の 標準 も 頗る 不 取締の やぅに 見ぇる。 一々 
I 化 等の 價 格を 書 さ 出す の. も 煩は しいから 之を 略す として、 明治 じな つてから 0 事 
||需の ^ を 一 寸 附 言 し て 置 か ぅ。明 治 四 年 六 月 じ 舞 お.新 居の間の渡錢を^ て、本 年 よ 月 が 降 
I 元 賃錢じ 六 倍 五 割を 增 し、 都合と 倍 五 割と なし、 巧 幸 行啓 及び 非常 出兵の 時は 別 じ 
■ II 之を をい、 又 平常の 出船は 卯 刻ょり 申 刻を 限る、 急用は 此限 じあらず 併し 申 刻ょ ろ 
j 寅 刻 脅では、 を 賃錢の 五 割 增とホ 令せられ、 次で 申 刻を 酉 刻に 改め、 賃 錢は乘 合一 人 
錢 巧と 十】 文、 乗馬 一匹 錢】 貫 四十 一一 文、 長 棒 駕籠 錢 同上、 引戶 駕籠 錢 八な 六十と 文、 
垂 駕籠 錢 六す 九十 二 文 山 駕籠 錢 五な 二十】 文、 兩掛 一荷 錢 S 巧 十四 文、 大 長櫃錢 . 
貫 四十 二 文、 中 長櫃錢 六な 九十 二 文、 小 長 櫃錢五 巧 二十 一文、 十二 人乘 一艘. 錢二貫 八 
I 十 S 文と をめ られ た。 これは 太政官 日誌の 中 じ 見ぇて ゐ るが、 何しろ 精細な {足で 中 
I 々面倒 極まつ たもので ある。 後明 治 十四 年に 橋が 出來 て、 か、 る 面倒な 事は、 查く一 
I 洗し 去つ たので ある。 

幫關所 址？.  か、 る 始末で、 寶 永な 後は、 現今の 東海道の 道で、 今 新居 驛の 小學 校の ある 所に 離 
所が あつて、 上ろ 下ろの 人を こ、 で】々 取調べて 居つ たので あるが、 猶此 頃に も演 


がから 西 化に 向つ て、 舞 奴に 出ないで 氣賀じ 出て、 をれ から 本 坂 越を 越ぇて 參 州の 
姬 街道  ご！： 油に 出た 者る 澤山 ある、 殊に 婦人に 多い ので ある、 因て 此 道を 姬衙 道と いふち う 
- だ。 此の 道は、 前に も 興 申 上げた 如く、 昔から 開けて むて、 殊に 永 正の 前後 大海 嘯の 起 
ク た 頃 よ ろ は、船 の厄かを避けて此道を採つた人が澤山あつたのであ る、何 故 に 之 
^ を舊慕時代に姬衙道と云ふ て、婦 人が多く此道をおつたかと いふ理おに付て は、或 
~ は 濱名湖 口は 女人 通行の 取締が 嚴 重で、 荒 井關 所では 無鐵 施に 女人を 證 文が なけ 
れば 通さぬ 故、 听 人な 姓の 妻女な ど、 往 々此を 通つ たとい ふ 事で、 をく 幕府の 寬仁大 
氣賀 の關が I 度を 示ず 爲 であると いふ 事を いふ 人 も あるが、 實際化 本 坂道に も、 氣賀 じは チャント 
關所 •かあつて、 中々 取締 も嚴 重な やうで ある、 恰る錯 おに 根府 川と 矢 倉澤の 關を設 
けて、 拔 道を 警戒した のと 同樣 で. 寧ろ これらより 嚴 重で あクた やうに 思 はれる。 例 
^ へ ば 氣 賀 町 方 覺 書 な ど を 見 て も、關 所の取一締らは巧はれて居るやうであ る。彼 の 慶 

^ を 四 年 十 二 巧 二 十 日 の、上 使 繼 飛 脚 の 外 夜 間 通 巧 の 令 な ど は、箱 狠夺 切 同 格 の 規 を 

^  • 

、-が ある、 义承應 S 年の 關所 規定る ある。 查く德 川 巧は、 一方に ては 今 切關を 置く と 共 
$ 畑に、 此處 にる 關を 置いて、 今 切 渡を をれ 來る ものを、 こ、 でく； 5 とめた ので ある。 元 ホ 
參遠 のな ホは、 此 二道よ ろ 外には ない ので あつて、 之よ ろ 化 方は’ 信 殺 0 山間で も： 迂 
今 切 渡と 荒 井關 巧附 女手 お  一六 五 
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回せねば ならぬ もので、 東海道の 旅人は、 是非 化兩者 何れ かを 撰まねば ならの やう 
になつ て、 今 切 湖 口と ともに 至極の 要害を る地颖 であるの である。 然れ ども 海岸 織 
に 比して は、 餘 程の 迂回で あるから、 大抵の 人は 海岸線，. によつ たので ある、 ± 御門 殿 
東行 話說と いふ 書に、 

いか 猿 平地 3 處へ入 込みた る 海 なれば、 御油 繩 手よ リ 左へ 巧 リ て、 ネ巧 越と いふに か、 
リ十 里餘を 打 過ぎ、 かやん 場と いふ 處へ 出づ となり、 然れ ども その 道 山中に て、 ホ々 のか 
事な ど甚 をし く、 俄にげ 越え 難しと い ヘリ、 な 都 にても、 關東 にても、 發 およ 夕 前に 其 願^ 
-立 つる 時は、 官 巧より 本 あの 道に 化 巧 を 設けられて 帶 なきよ しな リ 、いやでもおうでも 
今は 渡らでは ホは ぬ 化 海ち々、 

と ある、 これは 本玻憐 通行 禁止の 頃で あらう。 併し 婦人は】 里餘の 渡船に 船 暴の 蒂 
難を 避けん 爲に化 山道に 依つ たので’ 必ずし る、 荒 井關が 嚴密 だからと いふ 譯 ばか 
ろでは ないやう である。 姬 街道の 名を 稱 ずる 所な は、 此 理由で、 いかにも 巧 巧の 關所 
が あるのに、 かく 拔 道が あつて は實際 何の 役 じる 立たない 譯 で、 をう 甚 しき 迂回で 
もなければ、 大抵の 人は 氣賀 道を 採ろ をうな ものであるのに、 其然ら ざる 譯 は、 氣賀 
、抑の 取締る 嚴密 であつ て、 又 本 坡邊が 入 家も少 くて 不便で あるので、 享保二 年 十月 
r には、 本 坂 通の 通行を 斷然 停止せられ たのは、 兩 方の 取締が 厄介で あるので、 一時 か 


く 禁令を 出した 事が あつたの であらう と 思 ふ。 要するに 此 道を 姬衙 道と いふは、 勿 

^ 論新井に比しでは氣賀晒の取締が比較的寬大であクたか ら關 巧 を 遁 れ ん が 爲 に 

^來た 者る あつたで も あらう と 思 ふが、 ちれよ ろは 婦人 輩が 船に 乘る のが 嫌 さに， 此 

道を 煤つ たとい ふ 方が 重な 理由で あらう と 思 ふ。 旣に熟 田 •桑 名の 渡を 嫌がつ て、 わ 

I ざ—- 木曾川を 越ぇて 陸路 桑 名に 出た るの、 又は 化 方 美 濃 •近 江へ、 卽も 今の 鐵道線 

^ 路の方面へ向つて迂回した者もあクたさう だ。何 しスか^ る立派すぎたぬけ道を 

脑邊 のぬ け- 作る のは、 餘ク寬 仁 大度に 過ぎる やうで ある、 殊にぬ け 道と しては、 驚津 よらぎ ホ 見 

-  又はが 擲へ 渡つ た 者が 多 かつた とい ふ 事が あれば、 氣賀 道は 最も 厄か視 せられて、 

I 關所 も隨か 取締が あつたる のと 見ぇる。 もこで 序ながら 氣賀时 の 事 も 少しく 申し. 

氣賀  ^ ミ かう。 關 所な 手形の 事は、 更に 後 節に 述 ぶる とし やうが、 此氣智 ハと いふ 所は、 恰も 

^ 化方の山間よろ伐出すが木等の集中する所で、これから船じ載せて新居の方へ送 
^  • 

. ^ ろが す 事る する、 殊に 濱 がの 方よ ら來れ ば、 これから 山に か、 ると いふ 處 、本 坂の 方 
よろ 來れ ば、 これから 野に 出づ ると いふ 處 、又は 化 方 井伊を の 方から 巧ても、 几ての 
_ ，往還の 集合 顯で 、至極 要衝の 地點 とい ふべき である。 鑽 松よ， ク此處 まで 四 里 八 町、 本 
馬 一疋 二百と 十ニ タ から 沉 一疋な 八十 五 文人 お 一人な S 十六 文、 濱 松よ ク三ヶ 日 
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へは 一二 里、 本 馬 一疋 二な 四十 八 文、 から お】 疋巧と 十五 文、 人足 一人 巧 二十 四 文と い 
I ふは、 享保 前後の 規定で あるが 夫叨 頃には 濱 がよ ク氣賀 脅で 本 馬 I 疋 S 巧 S 十二 
文と なつて むる。 化の 如 含有 樣で 一時は 通行を 禁ぜられで 事 も あつたが、 無論 後に 
は 人る 多く 通 巧ず る 事と をつ たので、 戊辰の 時な どは 大總 瞥府 から 興 ホ 達が あつ 
て、 警衞を 潜 松 侍從に 命じ > 或 は吉 旧藩に 令して、 德川 家を 會津 .•桑 名 •備中 松 山 知豫松 
I 山 •姬路 尖 多 喜の 藩々 の 者は、 決して 氣賀關 門を 通過せ しむべからず 且 今切關 門と 
相 示しを せて 事を 計 ふべ し、 最も 要衝の 地 なれば、 取締 方 充分 嚴重 じせられ たしと 
の 旨を 達せられて をる。 其 間 更に 今 切とは 差異のを き 要害 地と 認められて をる、 今 
切の 方は 寧ろ、 船 さへ 浮べし めざれば、 橋 もな 含當 時は 決して 通行が 巧來 やぅ 事 も 
ない、 之に 反して 氣賀の 方は >路 が 少し 遠い 位で、 か、 る 不便は なく、 一朝 事 ある 日は 
I 却て 此 地の 方が 危險 で. あるので ある。 今 切 よら 寧ろ 此方を 嚴 重に 令せられ たの も、 
™ 查 く 理由のを い 事で をからぅ と 化 ふ。 

I  . 

I  二 荒 井關 

.荒 井關 所 建設の 始 は、 前 にも 述べた 通ろ であるが、 此 よらが 前の 荒 井の 地は、 隆に 


渡船場に 過ぎないで •特に 注意すべき 所でるな かつた のです が、 德川 巧が 幕府を 江 
I 戶に 開く に 及んで からは、 東西の 往復が 大に 頻繁と なつて、 地は 何しろ、 京都と 江戶 
I との 略ぽ 中央に あつて、 西側には 大海を おへで、 中.々 船な しで 徒渉な どの 出 ホる や 
I うな 小さな 川とは 比べ物に ならぬ 所で あろ、 通行人を く； 3 止めて 調べる じは 至極 
I 適當 の場處 である。 殊に 德川 氏は 山の 方面では 箱 根の やうな 遁 げやう とてる 遁げ 
I 終 ふ 事の お 巧ない やうを 地に 關を 設けた によつ て、 水の 方面では、 此の 如き 良が を 
I る 主 地を 撰んで、 其 目的に 充てた ので ある。 元 和 五 年 S 月、 服 部權大 夫を 此關 所の 奉 
I 巧と なし. 輿 力 十五 騎 、同 必 四十 人を 付した る 事が 見ぇて むる が、 之よ ろな 前は 誰が 
I む わか みらぬ。 お德 頃の 寫 にか、 る 帝 國圖書 館 本 東海道 記には、 番頭 六 人、 輿 力 十五 
’  I .人、 同、 む 五十人 居つ たと ある、 多み これよ ろ 後の 事で あらう。 幕府は 寬 永が 來 .巧々 の 

™ 關 所に 關 所を を 下し、 役 巧の 前にて は 笠 頭 かを 脫 r べし、 乗物 通行は 戶を 開かし め‘ 

\ 

I 女乘 物は 女に 見せべ さ 事、 公家 門跡の 通行の 豫報 ある 者の 外は.’ 悉く 嚴密に 取調ぶ 
I べ^ 事を 通達せられ たが、 恐く 此關 所に も 下つ たるので あらう。 寬永 十九 年 九月に 
i 服 部 仲が 奉行と なる、 正 保 四 年 十月 佐橋甚 丘ハ衞 之に 代る、 蠢四年 十二月 二十日、 箱 
5 鱗？ 厂  お •今 切氣賀 S 關 所に 上使 並に 繼 飛脚の 外は、 夜間 通行を 許さず との 旨 達せら る。 承 
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、. ，  應 S 年關 所定の ホ 達 あろ、 化 頃に 於け るか 渡の 狀況 は： 前に 述べた るが 其關 巧の 模 
^樣 は、 承應の 東海道 名所 記に、 

船 やぅく  つきければ、 樂阿彌 も 巧 も、 のり 手 かな {あがりぬ、 愛は 關 所な リ 、かには 手 
判の 穿 繫あリ 、巧 外鐵 砲を. 改めら る、.  . 

と あつて、 婦人の 通行、 殊に 西 上ず る 者には 一 曆嚴密 をる 調査を したので ある、 箱 根 • 
滩氷 等で 取調べる のと 查く 同じ 事で ある。 是れ德 川 幕府が 治を を 保つ 爲に 巧つ た 
仕事で ある 事は、 世の 熟知せ る 所で あらぅ から 愛には 述べない。 寬文 元年 八月 朔 日、 
一^— の發  參 州吉旧 城主 攸醇備 前 守に、 今切關 所の 勤番を 命じ、 同時に 女手 形を 發 行し 得る 城 
まを をめ られ た。 此頃關 の 奉行は 時々 變 動が あつて、 明曆 S 年 十月に、 ± 屋 お 次郞命 
ぜられ 、寬文 四 年 四月 S を 半と 郞 之に 代ろ、 次で 寬文 三年 十一月 本 多 彥八郞 、同 九 年 
と 月 中 根 平十郞 、延寶 六 年 五月 お 川 义四郞 、天 和 S 年 八月 松 平 主馬、 元 祿八年 二月 松 
平 半を 衞 門、 同 九 年 二月 成 瀬 髓を衞 門、 同 十五 年閨 八月 九日 佐 野 與八郞 と 相 傅へ 相 
代つ て、 元祿 十五 年閨 八月 二十日 一同 職 ど 免ぜられて、 與力同 ふは 江戶 奉行の 組に 
i 入ら、 猎 井關 所は、 參州ま 田 城主 乂世出 雲 守、 次で 松 平 伊豆守の 支配の 下に 移る 事と 
なる。  • 


今 切 關所规  化間寬 文と 年 五月 二十 五日に、 今 切 關所規 をを 發 せられた。 日く、 

を  . 

T  -  を  ‘ 

一、 往還の 輩 番所の 前にて 笠 頭巾を ぬぎ 巧 通 事 

\  一、 乘物 にて 上下の 入は 乘 物の 戶披 通べ し、 女乘 物は 番の 輩差圆 にて、 かにぶ せ 巧が 通、 か 
家門 跡 諸大を 往還の 節は 前 廉ょリ 其 沙な可 有 之 候 間、 不可 あ改 、化 不審の 義お之 者 可 巧 

I  ぶ^事；‘.  -  — 

1、鐵 砲 義 は 相 を 證 文 可 相 通 事、 

I  ホ 可がず 化 趣 者 也、 化 執 達 如 件、 

パ  寬文 七 年 立巧サ 五日 

又 同日 更に 關所改 次第を 下して、 いと 精細に 武具 女人の 改 方を 規定せられ た。 ル 

一し 長く は あるが、 關巧 規定を 窺 ふに 最もょ いもので あるから 左に、 

I  今 切 御 關巧改 次第 

1 、 與力 二人 同、 む 六人づ 、五日 代 勤 之、 お 先 规勤來 候 恶行家 來么者 二人、 與力番 がえ 差 加 
候 事、，. ；  .  ’ 

一、 女拌鐵 砲を 第】 改可申 候、 欠落 者 等は 先 規ょリ 構 無 之、 但 品に ょり 候 事、 

1、 關 東西 國 渡海は、 船 今 切に 懸候 かは 可改 事、 

.‘ 一、 签卞之 者 脇.々 ぶ 出入い を させ 間 敷 事、 

一、 渡船 么義】 日に、 水 ま頭臺 人、 同 組頭 四 人、 水、 王 巧說 拾人ッ 、、吉 番に巧 相 勤 事、 

一、 を 山.】 切 不通 之、 化 御を 之 面々 はが 別の 事、 
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一、 下りの 鐵 砲は 腔て 御 老中 御證 文に て 通し 申 候、 をり は 構 無 之 事、 

こ、 長 一一 一尺な 上下 リ 荷物 計リ改 、長物 類は 登を 改の 事、 

1、 鐵砲置 手 お拌夜 通の 事、 

兩鑑 板の 而 .々通 巧改之 事、  • 

一、 女は 上下 共に 改 之、 巧、 王 並 前髪が 之を、 比丘尼 ルタに 紛候 故、 見 明 候て 改通候 事、 

一、 御 お 所 長屋 之內に 妻子が 之 者 雨 人 差 置、 乘 物に て參候 女を ば あの. 女房 的 之ぶ せ改巾 

候、 

町人の 妻女 等は 御 番所 前にて、 乘 物の 戶開 之、 同 ム典改 見 候て、 通べき の 事、 

1、 歷 々の 女中は 宿 改と审 候て、 町屋 にて 改候 事、 

一、 登 下の か 新居 舞奴邊 にて 出產 、化ぶ 證 文には 岀產 のか 子 載 不申候 共、 右 之 產化候 お、 請 
人に 立 候は 可 通 之、 恆 他所に て 出 產證據 等 不分明に 候は、 奉行 中え 伺 可 中 事、 

一、 登 女手 お 帳に 仕、 二 巧 八日 御 留ず居 衆え 可 通 事、  ‘ 

な  上 

と ある、 中々 精密な 隅々 達で る 巧 直つ た 次第 書で、 一見して 關 所に 女人を 取調べ、 武 
具を 取締る 樣モが 髮繁と 浮べら れる 程で ある。 要ず るに 武具 にがてる、 鐵 砲は、 江戶 
の 方へ 乂么 いのを 警めた もので、 上洛の 方は 差 支ない として ある。 刀 潮 類に 屬 する 
ものは 鐵 砲同樣 で、 雛 •長刀の 如き 長物の 武具は、 江戶 ょろ 出る ことを 戒めた るのと 
見える。 女人は 上下 典に 調べられる もので、 殊に 巧を と 前髪は 中々 紛 はしい ので、 關 


巧の 厄介物で あつたと 見ぇる 莫檢査 の 方法 も‘ 武 ± が 上の 妻 又は 女子は、 役人 輩の 
荒 く れ 男 で は、と か く 嫌 が る の で、番 所 長 屢 の 女 房 が 出 て 調 ベ る。町 人 す 姓 の 妻 女 は、 
單に同 ふが 乗物の 戶を 開いて 檢査 をす る。 歷 々の 御 女中 等は 關 所で 改めないで、 別 
I に 宿屋で 檢査 をす るので、 化 等は 皆】々 手形に ある 人相 書を 合せて 間違 なきやを 
-  たピ し、 猶 不審 なれば 乳な どを 索つ て 身 體檢査 を やつた とい ふ 事で ある。 ル 供 等で 
外面 計で 分ら 難いのは、 中々 面倒なる 檢査 まで やつた との 事で、 誰で あつたか 今は 
著名な 高官の 人で あるが、 中々 美しい 男兒 であつ たので、 箱 根か滩 氷の 關 所で 疑つ 
I て^^どぅしても 通さない ので、 明かなる 證據を 早速 見せて やつた と 話された 至 
I 極 無 邪氣な 話が ある、 丸で 此檢査 は ペストが 虎 列 おでを 流行ず る 時に やる 檢疫に 
ホ；^ ぉを の  よ く 似て ゐ る。 元祿二 年に 讚 州 丸龜の 家出 井上 巧の 女 通 子が 歸鄉の 道 Q 記は 流 お 
.にかの 記で あるから、 其 檢査の 模様を 緒 根 關の條 に 詳しく 書いて ある、 

^  そこを 過 巧て 關 所に いたりぬ 、ありつる 御し るし 益 本 W る もて まゐリ て、 かくと あない 
^  聞 ゆる ほど、 輿を て、 待つ、 C なた へと 番す る}^ 近くよ たむ ば、 そこなる 人々 老た るか 
\  よはせ て、 われ もず さの ホ も、 かれに 逢 ふべき よしのた まふな りと、 益 本い ふに よリ たい 
^  めしぬ、 髪 筋な ど懇 にかき やりつ、 見る、 むくつ けなる かの 年老 ぬれ ど、 すこやか にて、 い 
と あら' ましき か、 ちか やかに 寄リ て、 たかた る聲 にて 物ぅ ちい ひかくす る も ふつき なく、 
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いか'  にす る‘ 事に かと 恐し、 居並た る 人々 老女に 詳しく 閒 き、 て、 御 印に たが ふ、 となし と 
て、 益 本に 關と し. ぬるよ しのた まふ、 げに いづく も あやまり なしと おも ふ构 から、 かく 
威め しき あたりに 立ち 出 ぬれば、 なほい かならん と 胸つ ぶる、、 む 地し つるに、 い i うれ 
し， くて、 人々 よばせて 過ぎぬ、 悼に いたりて 髪 あげぬ、 や、 下り， 巧 巧に なリ ぬる もうれ し、 

更に 今切斷 所の 節に、  ， 

を' にても 义番し 給 ふ 巧に よ リて御 巧 奉り、 例の かよび 巧て、 我 もぐせ る ホ も、 髮 ねんごろ 
に 見せて、 いつく もたが ひなし とて、 益 本が 妹のを など たづね 間と ほし 給 ひつ、 

と あつて， 戰 々‘兢 々丸で 試驗 場へ でる 出て. 夥多の 先生の 並んで をる 眞 中で、 口答 試 

驗 でも やられて ゐる やうの 趣 あり。 若し こ：/ で 人相 蕾と 一顯の 相違で る あらう も 

のなら ば、 もれ こを 大變で 非常を 吟味を 受けねば ならの 次第と なる ので ある。 鈍 奉 

巧 ± 屋祀伊 守の 女 裴モが 夕化四 年の 道中記 旅の 命 毛と いふ 馨 に、 此關の 事を 書い 

ご、’  . 

X  .  »  .  •  • 

雜 根の 關 にて 女の さ 像う おり、 又 こ、 にも 同じを なる 物から、 おの こなら ざらん は、 いか 
に 故鄉戀 しと も、 とかに、 かよ ふべき とも 絕 はてた リと思 ふに、 いとい かじう、 心細う 悲し、 

と ある‘。 いかに 此關 所で 婦人を 權 達した かは、 此等 によつ て 大略 察する 事が 出來 る。 
前の 關所改 次第の 終の 條を 見れば、 生れた ての 嬰兒 です らも、 女 なれば 手形が 入用 
とい ふ 事‘ であるが、 新居 又は 舞 坂で‘ 生んだ 者は 特別で， 宿屋が 保證に 立てば、 やう や 


ろ 無事に 逆られ たな ど 實に厄 か 至極の 諭で ある。  - 
: ，心 兀祿の 末 頃の 事を 記せる 東 遊行 囊抄 にょる じ、 當 時の 關 所は、 海濱荒 垣の 內 じあ 
つ'  て、 左方に 番 出の、 居 巧 あり、 奉行は 當時此 所ょ ろ 海上 二里萊 化の 志 ± 呂 村に 居る 
と‘ い. ふ 事が 書いて ある、 これは 元 祿九年 大地震が 前の 關 所の やぅで ある。 正德 元年 
五 舟、 S び 今 切 關所規 をが 出て ある、 大略 前の 寛 文と 年のを と 大同小異 である。 これ 
ほ 琴 將 軍の 代替 又は 奉行の 變 つた 時に、 かく 達せられた もので あらぅ と 思 ふ。 正德 
五 年 八月 十五 日、 松 平が 豆を の 支配で あつた 時に、 當關 所で 取 おつた 手形の 統計 書 
が ある、 關 巧に がける 女手 おに 關 する 事務 取扱の 模樣 から、 幕府に 報吿 すべき 事な 
ど 明に 知る ことが 出來 る。 い胁罕 f  享 保の 頃は 旣に參 州吉田 城主り 所轄と を 
つたので、 吾濡路 記な どに も 其 事が 見える。 又 近年の 大潮で 渡が】 里 半 じな つたと 
いふ 事 も ある、 是れ卽 ち 寶永四 年の 地變を おす ものである。 勝 霞 寺 本 東海道 記に、 太 
田 南献の 改元が 巧 等 じる、 ま 田 城を ち 配の 事は 見える。 文化と 年の 御 茶壺 道中記に 
は、 關 所の 繪が ある、 關 所を 控 へて 中に 例の 如く 幕を 張ら 鑽を 立てて 構へ てを る樣 
モが歷 .々見える、 膝 栗毛に、 化 八が 偽の 竹刀で 蛇を 抑へ て、 海中に 拾て、 刀が 浮いて 大 
じ 面目を 尖つ たとい ふ續 に、 
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せんとぅ 「サア^^^か 關 がまへ で ござる、 笠を とつて ひざを なほ さつし やり ませ、 ソレソ 
レが が赏リ ます ぞ、 

と あ. つて、 笠 頭 ホを 脫 ぎ、 禮を おくする 事は、 後々 まで も 高札 表 通ろ 巧 はれて ゐた事 
が々 る。 まづ今 切の 御關 巧は、 こんな 風で あつて、 箱 根 同樣嚴 重に 女人 南 具の 取締を 
して 居た ので、 中々 又菩 しいなが らも、 拔 道を する ものるな く‘ 高札 表 通ら、 通行人は 
笠 頭 史を脫 ぎ、 女人 南 具は 取調を 受け、 夜間は 非常の 外 通過を 許さず 船は 常に 新居 
の 方に あると いふ 規定で、 其の 外關 所は 遠 州洋の 通らが けの 船 も、 新居 驛じ礎 泊す 
れば 、之を 取調べる 事と なつて をる。 女人の 取調は 中々 厄介で、 婦人の 旅行は 一通を 
らぬ西 難で ある。 とにかく こんを 化 關が嚴 重で あるので、 隨分拔 道を なし 關所 をれ 
を やつた 者が ある さぅ である。 併し、 何々 本坡 越を 越 ゆるの も 遠くは あるし、 山路で 
は あるし、 しかも 氣賀 じる 見張が 居る とい ふ 次第で あるから、 多くは 驚津邊 から 宇 
ホ 見へ ぬけた ろ、 或はが 擲へ 曲た ろず る 者が あつた。 當 時村踰 のな 姓は 關 所の 方へ 
味方して、 常に 拔 道を 密吿 する のを 商賣 じして ねたと いふ 事で ある。 とに 巧 德川幕 
府 は、 か、 る 厄 かな 道と 迷惑な 關 所を なて、 往ホ 人に 少なからぬ 不便を 與へ 、交通の 
自由を 大に 束縛した。 若し 御油から 本 お憐を 越ぇて、 氣賀じ 出る 道に 大修籍 でも 加 


へたならば 大抵の 人は 皆此 道筋に 依つ たで あらう。 何を 普んで 一里 半る ある 渡を 
W 乘る 者が あらう か、 併し 德川 巧は をん な 事を する のは、 素ょ ろ 望まない 方で、 成る丈 
I け 不便を のを 希つ て 居た ので ある。 こんな 事は まづ 封建時代の 仕事で、 明治の 今日 
I から 見る と 誠に 馬鹿げた 次第で、 今では 僅に 一瞬間を 攻 て、 一聲の 汽笛と 一 沫の黑 
J 煙の 間に 過ぎ まつて しま ひ、 婦人に 對 しても、 檢疫然 たる 事を やらう とい ふ 人 も 出 
J てく る 事 もな く、 笠を のげ、 帷を とれと 命ずる 人 もを くて、 至極 自由に 此閒 をを 通し 
得る やう じな つたのは、 聖代の 御惠 で、 實に 有難い 事と 申さねば ならぬ。 今は 婦人る 
獨で 東海道る 往來し 得る やうに なつて、 中々 大きな 顔で 威張つ ては をる が、 當 時の 
I 世を 復活したならば 恐く 顔色が なから うと 思 ふ。 

I  S  女手 形呵 武具の 取締 

一  . 

I  今切關 所を 婦人が 通過す るに 如何程 厄 かで あつたかは、 まづ 大略 前に 述べた や 
i うな 次第で あるが、 是 ょろ 少しく 女手 お卽も 通過を 許證 とは 如何なる もので あつ 
て、ど ん な手續で手じ入れられたるの か、こ れが义並 一 通ならぬ面倒なもの で、此 手 
續が餘 ろ繁雜 な爲じ 皆を が遁 出して、 旅 巧ず るの が 嫌に なつた ろ、 又は お 道を した 
今 切 波と 党 井關 巧腑 女手が  ー セ 七 
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ろず る やうに なつた ので、 實に 驚くべき 厄 かなもの である。 丹波與 作の 道中 雙 六に、 
^ 「ま旧ふた川しらすかもょ いと越を て、手 判'ご ざ る か 振 補 じ や、此 れ こ の 新 居 今 吗か 
にめ せ--^ 給 おせの」 と ある 手 判とは どんなる のか、 振础は どんなに 面倒なる のな 
I るかを 述べ やう。 

女手 お  ^  寬文 元年 八月のを を 見る に、 女手 形は 何れの 大名を 發し 得る とい ふ もので なく 
て、 一定の 人が ある やうで ある 莫人 々とい ふは、 江戶 衆に ては 御 留守居 衆 •が 勢に て 
は 桑 名 城主が 平 越 や 守、 遠 なじて は掛川 横須賀 城主 太 田權津 守、 一二 河に ては 岡 崎 城 
ま 水踩を 衞門大 夫、 信 濃. 駿 河に ては 駿府和 奉行 水 野隹人 正、 丹 波 •近 江山 城に ては 京 
都 所 司 化、 和 泉 •攝 津病內 じて は 大阪晒 奉 巧が 見に ては が 見 奉行と いふを で、 誰でも 
矢禮に 出し 得る るので ない。 其を 管轄 隨域內 に S し， 武 ± の 女 なれば 其領 まょろ、 此等 
の 女手 お發 巧の 權 ある 人に 賴 みおで、 和 人 百姓なら ば 單に名 ま 又は 五人組’ 师 年寄 
等の 連名に て賴み 出で、 其賴み 出で たる 願書に、 此 等の 發 巧し 得る 人が、 今 切 人改中 
又は 關所 奉行 宛に 奥 書を する ので、 此 一二 二度の 手 續を經 た 上で、 其 自分から 出した 
願書が 奧 書が， ついた ま、 で， 其 手に 還ろ 來る なろ、 これが 卽も 女手 形と いふ もので 
ある。 其 願 出づる 時に、 文中に 書く ベ 含倏俾 は、 凡を 左の 通ろ である、 


女 上下 何人 之內 

一乘物  何 挺 

一禪お  是は 能き 人の 後室 义姊 妹な どの 髮剌リ たるを いふ、 

一 尼  是は 普通の かの 髮 そりた るを いふ、 

一 比 広 尼  是 はか 勢 上人 善 光寺な どの 弟モ义 よき 人の 後室な どの 召 化に をり、 其 外 

雜野 比丘 お 等 也、  . 

一髪 切  是は髮 長短に よらず、 少く切 候と も 义短切 候 お、 何も 髮切 也、 

ー ル 女  是 は當歲 より 十五 六 歳まで も 振袖の 內はル ホた るべき 化、 

一亂 、心 么女 

一擲 之 囚人  但 、是は 男女 おに、 

一死 殺  但 、是は 男 ホ おに、 

を 之 通 手形に 可 書 載 之、 化 外が 關が 不改 之、 但 欠落 等の 者が 之 節は、 從 此方 其 者 之 
年 巧 樣體書 注 么巧遣 之 間、 隨其 趣可改 之、 次當巧 之 日せ にて ホ 巧 晦日 迄 巧 通 之、 從 
其 日限な 延引 者 不可 相 通 者 也、  ‘  、 

と ある。 化箇條 書に よろ、 禪お后 •比た 尼 •髮切 •小姓な ど、 精細に 區 別を なして、 人 數等 
に 決して 間違を さやぅ に 願 出で、 其 素性、 人相、 旅行の 目的、 旅行 目的地、 日限 等る が 要 
なる 書 出ず べ^ 條俾 なる が、 これは 暗 宜に應 じた ものら しく、 殊に 人の 種類と 數と 
は最 る八签 しかろ しと 思 はれる。 貞享 三年に も關 巧手 形 巧 書 載覺を 出せる が、 寬文 
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やの ものと 大同小異で あるが、 髮 切の 條の 下には、 髮 切ぶ 小 女を 更は詳 はを 義 して、 

1  髪 切、 是は髮 の 長短に よらず、 少切候 共、 物の 上な どは さか 候ても、 いづれ も髮切 也、 煩ね け 
髪は へそろ はざる は、 髮切 にて 無 之、 但し これ も 髪を 切 候と 相 見え 候は ピ髮切 化、 

少女、 是れ當 歳より ふり 袖の 內は少 かたるべし、 ふり 袖の 體 不審を 之 ば可改 之、 但し 少女 
の內尼 かふろ 髪 切な どは 不な改 之、 

と ある。 中々 六ヶ しいる ので ある、 論よ ろ 證據 で、 先づ 試みに 其 一例を 出して みや 文 
と 思 ふ。 

當 時の 書式と いふ ものには、 穗 々の 場合が あるが、 

一  武古 輩の 女 

(ィ) 其、 王 人江戶 にあり て、 江 戶御留 ず 辟 衆より ホ おを 請 ふ 場合、 

へ 口) 其を 人 地 ホに ありて、 江 口 御 留を居 衆よ リ手 おを 請 ふ 場合、 

二  町人 百姓の 女 

(ィ) 名、 王 町 年寄 尊の 申出に よりて" 手 おを 請 ふ 場合、 

(口〕 あまの 證 判の かにて 濟む 場合、 

かく 大別 出來る やぅで ある。 (一) の (ィ) の 場合に て、 諸家 直 判じて、' 狂戶留 •守 居 宛に て 左 
の •如し。 

か 上下 一一 一人 之內 、髪 切 一人、 ル 女 一人、 乘物 一挺、 從江戶 和 州 郡 山 迄 差遣し 候、 が 根 今 切兩御 
關所 無が 遙罷通 候 御手 お 可 被 下 候、 是 はお 家來 何某と 申 者の なにて 御座 候、 若此 女に が、 


♦ 


な來 申み 候は^ 從 化せ 斷可申 候、 爲 後日の 如 巧 

年 號巧日  •  苗字 官印 判 
苗字 官殿  - 

とい ふ 風に 認め、 女 外貌の 異顯人 數麻屬 品 自的地 素性を まとして 認め、 之に 引受け 
の 意味を 添へ て證 書と なし 願出づ るので ある。 用紙は 程が 紙を 用ゐ 、上 包は 美 濃 紙 
を 用ぅ。 これを 御 留守居 衆が 奧 書して、 箱 お及び 今 切關所 奉行 宛に 認め、 本人に 下し 
て持參 せし むる ので ある。 ( 一 ) の (口) の 場合 じて， ま 人な 戶に 巧^ざる と 含は、 主人は 地 
方ょ ろ江戶 留守居 衆に 向け、 私信 體の ものを 出し、 留守居の 者 (ィ) の 場合の 如き 證書 

を認 む、 其 私信は、 例へ ば、 心觀動 則！；：  I こ I  一 S 補  • 

一筆 致 啓上 候、 然者 我等 家 ホ 何某と 申 者の 巧妹幷 下女、 今度 江 戶ょリ 何 國何所 迄 差遣 之 

候、 留ホ居 之を 證 文の 通、 施 根 今 切 御 關所無 異儀麗 通 候 御手 お 可 被 下 候、 就此女 者は 來申 
か 候は ば、 從化ホ 歐巧申 候、 恐惶 謹言、 

年 號巧日  苗 ホ 官書判 
宛が 様  .. 

叫 I の やぅな ものである。 (こ) の 場合に て 卿 人な 姓の 時は、 普通 (ィ) の 場合で、 (口) は 除外例で 
ある。 (ィ} の 場合の 證 文案は、 

今一 切 渡と 荒 井關' 巧附 女手 お  一八 一 
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ホ】 人 從江戶 何 國何郡 何 村 迄 差遣し 候、 銜根今 切 兩關巧 罷通候 御手 お 可 被 下 候、 を 之 ホ 
は 傳馬即 壺了日 家、 王 八ぶ 衞門巧 源 八と 申 者の 巧に て 候、 化 女に がな 來 出入 巧來仕 候は 
ば、 人、 里の 義は不 中 上、 此 連判 之 者と も、 罷巧中 譯可仕 侯、 爲後曰 請 狀差上 候 處の如 件、 

年 號巧日  人  主 

五人證 
名  ま 

-  邮 年寄 

即 奉行 宛  _ 

これ 普通 町人 百姓の やる' 手續 で、 和 奉行が 之に 奧書 をして 本人に 下す ことは、 前の 
場合と 更に 差別は ない、 (口) の 場合は、 單に關 所の 右の 者が】 寸 左へ 巧く とい ふ 様な 
簡單な 場合で あつて、 從て 書式な どる 至極 簡單 なをので ある。 

猶實 例に 徵 して 附言し やぅと 思 ふ、 現今 新居の 疋田 巧は 夥多 此 種の 女手 おを 巧 
藏 して 居らる、、 其 やの 二 S 例を 擧げ て、 前に 說明 をした 實證に 供へ やぅと 思 ふ。 殊 
に 其 間に 書式 文體 じる 沿革が あつた 事る々 る。 あるが 中に 最る 古いのは、 慶 {女 五 年 
ので^ 3 る、 

一一 一河の 國加巧 郡 則を 巧ょ リ女號 人 江戶迄 請し 申 候 間、 荒が 御 關巧無 相違 罷通リ 候 御 裏 
判 被 成 巧 被 下 候、 化か おにが 巧 入御 座 候は ば、 お 罷ほ申 分 巧 仕 候、 爲な 日の 如 件、 


鈴 木 九 太夫 判 花押 


水 野 監物判 


慶 安五 年. 壬 辰 四月 二日 
水 薛監物 殿 

(裏書：} 

表書の 女 或 人 可を 通 候 劇、 鈴 木 九 太夫 本文に を 之 事に 候な 上、 

慶 {女 四 年 辰阳巧 二 曰 

化 橋 甚巧衞 殿 

水 野 監物忠 善は 當 時の 岡 崎 城 まなろ、 鈴 木 九 太夫は 此或 人の ホ じがての 名 まか 何 

かなるべし、 佐 橋甚兵 衞は關 奉行 じて、 正 保 四 年ょ ろ明曆 S 年 で 其 役に あなし 人 

なろ。 卽ら (一 ごの (ィ} の 場合で、 大略 これで 手續る 分る 次第で ある。 次には、 

一筆 致 啓上 候、 然を 私家 ホ 勝 巧 一二 个郞と 申を 之 巧 上下 訳 人、 內 髮切壹 人、 播州 赤 穗ょリ 化 
戶へ指 下 中 候、 今 切 娩お御 關が無 相違 罷通リ 候 樣に被 仰 遣 可 被 下 候、 自然 化 ホに かて 川 
入御 座 候は i-、 お ホ 迄 巧 被 仰 下 候、 爲 後口 如 化 候、 恐惶 謹言、  ム 

一】 一巧 朔日  淺野內 面 頭 長 負 (花 恐 
が 倉 胸がず 樣 御中 

(穀 面) 

ホ ホ 房 戴 人、路 み 中 無 異 儀 可 巧 御 涵 候 上、 


承應 一一 一年 午 一二 巧 十ー ロ 
を 都より な戶 まで 
ホ 改奉巧 衆 

今 切 渡と 谎 井關 所、 附ホ 手形 


板  巧 防 巧 
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これは、 前に 述べた (一) の (口) の 場合で、 所 龍留ザ 居の 輩の 證 文なる ものが 略せられ 

たので、 淺轉長 具は 江戶 に居ツ て、 其國の 人が 江戶に 下る に 付て 其 所轄の 京都 所 司 

巧へ 願つ たるので ある。 次には‘  . 

ダ 四 人 內壹人 ふり 袖、 從 一二 州が 崎が 江戶 へょ び 申候閒 、今 切 御 關所罷 通 候 御手 お 巧 被 下 
候、 若 化 女に が已來 申な 御座 候は ピ 、我等に 御 懸リ巧 被 成 候、 な 其 下手 お如此 候、 

明 曆二年 申の 二 巧 十九 日  大久巧 彥ぶ衞 巧 
水 野監物 殿參る  を お |> 

(裹 書〕 

表書の 女 凹 人 可 お 御 通 候、  - 
斷大久 巧 參左衛 門 本文に ホ 之 事に 候、 

已  上 

明曆 一一 年 申 二け 廿日  ル 野 監巧印 
佐 柄 正兵 衞殿  • . 

吉 を 半 セ郞殿 

これ も 慶を五 年の 場合と 同一で ある、 己を ホと 郞は佐 橋 甚お衞 の 次の 其 次の 奉 
行で ある。 なだかく の 如き 例は いくらる あるが、 餘ろ 煩は しいから、 少し 異例の もの 
を 出して をれ で やめ やぅ。 朗替 一二 年の ものに.  ‘ 


一井 上筑 後ず 殿內儀 御 煩に か、 橋 本 ルー 郞巧 見舞 下を 候、 

1 t 四 摘 養 貞壽乘 物 五十二な 珠淸が セしな な上吉 人、 京都ょ リな戶 を 下を 候 間、 御 切手 

な 下 普通の るのと 同じ。 これは 參州吉 旧 城 まょろ 發 したる るので、 もの 頃は ま 田 城 
まる 發 する 事が 出 ホる やうに なつて ゐ たるのと 見ぇる。 この 手形の 如 さは， 餘程人 
物の 詳說じ 瓦つ たを ので ある。 然るに 延寧貞 享の頃 じな つては、 馨 式が 甚だ 簡單こ 
なつて、 裏書と いふ 事は 止めに なつて、 別に 手形を 切 出した ものと 見ぇる。 もれは 貞 
享 S 年よ 月 十二 日に、 女手 形を 巧され たる 0 にょるに、 

女 上下 一二 人之內 乘物壹 挺、 從 江戸 信 濃國橫 田まで 碰氷關 が 無が 違 可 巧 通 候、 誰 殿 家 ホ 何 
の 某と 申 者 之 姉の 曲、 誰 殿斷か 而如斯 候、 な 上、 

年 號巧曰  何某 判 
が 氷人 改中 

と ある まつこれ じ準據 して 巧 はれた ので あらう が、 この 貞享 S 年ょ ろな 前 旣じ延 
寶六 年の るの が ある、 されば 化 まに 改められ たのは、 延寶の 始め 頃で あらう と 思 ふ。 
其 例 じは、 

女壺人 尼、 從當闕 f 江戶 江が 越候條 、今 切 御 關所無 異議 御 通 被 成 可 巧 下 候、 な 上、  . 

延寶 -K 凹 巧 一二 日  松 平 加 賀ず內 

横 山ぶ 衞巧 

今 切 渡と 荒 井關 巧附 女手 お  一又 五 


本 交通 お 論 


】 八 六 

本 多  を 房 


今 切 御 關が御 おを 中  - 
と^ふ 如く、 手 續は從 巧の 通では あつたら ぅが、 書式に 於て 裹 書を 用む ぬと いふ 制 

じな 今つ たので ある。 之よ ろが 後る 皆然 ろで ある。 

か 上下 五 人、 內髮切 戴 人、 ル 女 或 人、 化乘物 致、 從 播州 赤 穗だ戶 迄 御 關が無 相違 可 被 通 候、 是 
を 淺野內 區頭家 來建部 喜 六 妻娘幷 下女 之 ぉ、 內區頭 依 斷如此 候、 は 上、 

元 祿セ年 巧 戌年 五 巧 十五 曰  か  渡 E 
今 切 女改中 

此 等を がて みれば、 從來の 嘲く 內匠頭 其 人 よらは 所 司 代へ 其 旨を ホ 出で しも 巧 
.司 代の 方では 其證書 而に奧 書せ ず 別に 手形と して 發 したる ものなる 事 明で ある。 
幕府の ホになる と、 更に 式に 變更が ある •天 保 十四 年の ものは、 

鐵繫附 小夕晝 人、 右 者 我等 領分 一一 一河 國岡崎 傳馬邮 藤屋太 お衞抱 女る いと 申 者、 寺社 奉行 
戶田 日向ず 殿より 被 ゆ 出 候に 化、 化同國 同所 江戸を 差 越 候、 御 關巧無 相違 可 被 通 候、 な 上 
天が 十四 年 癸卯閔 九ち 十八 日  本 多 や 務大輔 巧 
今 切 人改や 

用紙は 奉書を 用む て* 此年號 と 宛名の 字の 小さい 事は 非常で ある。 本 多忠民 威^つ 
た譯 であらぅ。 更に 嘉永 中になる と、 


關所 附近の 
者の 往來 


/.  た 或 人、 內 懐胎 八 ヶ月 巧成壹 人、 乘物 薪挺從 搔州大 阪江戶 迄、 今 切 御 關巧無 相違 巧 被 相 通 
候、 勝 巧み 郞手化 岡 田與八 郞棵同 妻の 由、 設樂八 一二 郞斷 化如斯 候、 は 上、 

嘉永二 酉年 二月 十四日  紫 巧 曰 向ず 巧 

永 井能 登ず 印 

今 切 人改や 

これ も 用紙は 奉書で、 紙は S がに して ある、 餘程 形が 變 つてなる、 卽も 本文 ー ッ巧年 
號と 署名と で ーッ巧 宛名 ーッ 巧に なつて ゐ る。 一見 餘程 趣が 違つ て あ 世 風 じな つてむ 
る。 化 文中に ある 懐胎 八 ヶ月は 頗る 注目すべき もので、 これが 九 ヶ月 化 なれば 最早 
月足らずで 生まぬ にる 限らず 道中に 暇が とれて ニヶ 月る か、 れ ば、 其 中關巧 前で 
生 落す かる 知れない、 幸 ひ男兒 ならば 化 話がない が、 女子なら ば 一通なら ぬ 厄 かで 
ある。 其樣な 時の 爲に わざ/ \ 化 語を 附 加した 4 ので ある。 

此か 關所內 外の おおに て 相互 結媳 ずる 場合な ど ある、 又は 巧 神參詣 、菩提寺 參詣 
の やぅな 場合が ある。 こんな 時に 一々 前述の 如き 面倒な 手 續は實 際 行 はれべき る 
のでない、 故 じか、 る 時は (一一) の (口) の 場合で、 近 巧の 城 ま 又は 名 まを 屋 組頭 等の 判鑑 
じて 逆行を 許された をので ある。 之を 氣賀關 巧じ徵 する じ. これる 沿革が あるので、 
寶永 頃までは が 方の 人々 は 庄屋の 判に て 許された るるの なれ ど、 其 後は 遠 W をの 

今 切 渡と 荒 井關 所、 附女 手形  I 八ヒ 
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日本 交通 お 諭  / 

者は 濱が懸 川 •橫 is. の 城主の 判を 要する ことと なれ A、 尤 A 日歸か 一夜 泊 位なら ば 
圧屋の 判に て 許せろ、 化し 二 夜な 上は 許 さぞ 併し 手 お引替で 二 夜 皆では 勘辨 しで 
やる、 決して 一一 一度よ' ならぬ となつ てゐ る。 をの 城 まの 願 ふ 時の 文は 


^  御 代 官 中 宛 所  . 

I と 認め、 之を 代官 皆で 差 助し.‘ 之を 差 出し ある も， ニー ニ通 溜らなければ 中々 許が 出な 
i い、 一通 位では 棚の 上に 揚げて 置いで 沙汰を せない， ニー ニ通 集う つた 巧で 一 緖じ沙 
化する とい ふ 次第で ある、 かくて 手 判が すめば 庄辱 組頭な び當 人を 巧 喚して 之を 


攝 人の 旅 巧 
老少くなる 


下げら る、 を 難く 御 禮を申 上げて-御 大切の 御手 判 なれば、 使用 建では 此關 所へ 御 頭 
申 置く と 申 上げ、 御 家老へ る 御禮を 申し、 愈 I 通過の 前日は 4^ の寶關 所へ 屈 置きて、 荷 
物 あれば 當日 御調を 受ける 先方に て 用事る 終れば 細 手形を 受取ろ 庄屋 方へ 持參 
し、 庄屋は 代 宫へ持 巧き、 御禮を ホして 查く用 要を す 咬す とい ふ 次第で、 實に厄 か 千 
萬 極つ たるので ある •もれから 前に 記した 庄屋の 判で 濟む ものは、 次の 如 さ 書式に 


よる 


差 上 ホ 手 お 之 事  .  .  • 

化 ホが 人 何 所 誰 ホより 何げ 誰 ホ 江 一を 泊に 罷越申 候 間、 御關巧 往來無 相違 相 通 被 下 候 

郎 欄 猶 リ を 刻 罷 歸 り ホ 候、 話 贈 へ 爲 其 手 お 差 上 ケ 中 候、が 而 如 件、 


何 


巧 


書 加 候 

氣賀町 

庄屋 誰 

組頭に 而も 巧濟候 

とい ふ 風で 厄 かな 事は 殆ど 言語 道斷 である。 をれ だから 今 切が 西、 氣賀 S 西は 遠 州 
とは 交通が 少 くて、 緣組 等は 大抵 S 州の 方と して ゐ たとい ふ 事で ある。 此の 如く 賴 
分 手 續が實 に 厄 かで、 賴以 でる 中々 許が 出ない、 急な 要用な どの 時は 甚だ 迷惑で あ 
るが、 取 おの 役人 等は 至極 冷淡 無情なる ので、 爲に 婦人の 往來 は、 をく 已を 得ぬ 人 許 

今 切 渡と 荒 井關 所、 附ホ 手形  一八 丸 
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日本を 通史 論  .  一 さ 
なと なつて、 婦人の 足は 甚だ 重くな つたので ある。 

此の 加く に關 所で 改めた 結果と、 差 出 手 おの 統計とは、 之を 幕府へ 報吿 せな けれ 
ばなら ぬ 事に なつて 居る。 關 所の 方は どぅい ふ體 裁に 報告した か、 文案がない ので 
分らの が、 其 手形 差 出の 奉行. 城主 等は、 自分の 方で 凹した 手形が 本人 旣に用 濟の後 
に 之を 戾す 事と をつ てむ るから、 之を 每月 々々調べて 其 結果を 報吿 したので ある。 
お 德五年 八月 十五 日 ま 田 城 ま 松 平 伊 忌を 信 祝ょぅ の報吿 に、 


一枚 亂ム兩 腕 其 かが々 繩摺有 之 男手 お 

悠ホ數 二百 八十 人 

I  亞德お 乙 未年 八月  .  が 平 か 豆ず 
I  大島鹏 前ず 殿 
- W  松 前  かを {寸 殿 
^  ■大久 保 淡路ず 殿¬ 
が  木  和  泉ず  殿 

あ ホ 帳面の 當未 正月ょ リ同 六月 迄、 今 切 關が江 田 置 候 女ず お 巧 拾 枚、 外 こ亂ム 男手 お 己 

I  枚、 髮切予 む 男手 形 一枚、 亂 、心 兩腕其 か 所々 繩招有 之 巧手 お 一枚、 都合な 十五 枚 請 取 之、 引 
\  け 相違 無 御座 候、 化 上、 

I  圧德 五未 年 八 巧 十五 日  お 島 赃前巧 印 
I  扔木和 泉ず 印 
I  大久 巧淡路 {ホ 巧 
^  松 前  か 互ず 印 
™  ‘  お 平 か 豆ず 殿 

とい ふ 如く 書いて 幕府に 報吿 してむ たるのと 見ぇる。 其 外は どぅる まだ 管 見が 及 
^ ばないから、更にょきが料を得れば、巧び筆を蛛る事としやぅ。 

の 通過  次に 述べた きは 鐵碰 •武具の 取締ぅ じがて ある。 これは 旣に 前の 關 所の 節で、 大 
,  今 切 渡と 荒 井關 巧附ホ 手形  一 化 一 


日本を 通 あ 論  一九二 
略述べ てをき 皆した が、 鐵 施は 下ろの みを 取調べる ので、 老中の 證文 ある 者は、 無事 
に 通過し 得らる^ ものである。 此惊に 其 鐵碰の 数を 調べて おいて、 歸途 の節义 之を 
引を せて 居つ たので ある。 武具 類は 下ら 荷物の 長 S 尺が 上の るの V み 改め、 長物 類 
は 上ろ を改 いとし、 一般に 嚴 重ならず。 若し 餘ろ 武具を 多く 持 通ろ、 不審な， る 時は 之 
を 江戶に 注進す る 事と なつて 居る。 殊に 夜中の 武具 通行は 嚴禁 せられた ので、 其 旨 
の 老中ょ ら證文 あれば 通過せ しりる 事が あるので ある。 當 時は 何しろ 徙じ鐵 砲を 

をず る 事は 嚴禁 せられた ので、 氣賀町 等で も 中々 八 塞し く 取締つ てを る やうで あ 

♦ 

る。 されば 皆 づ關所 通過に 最も 警 .めら れ たる 者は 女人で、 次に 鐵碰 、次に 武具で ある。 
武家が 荷物を 持 通る 時は 茶店に 休んでも、 關 所へ 眉け ねばならのと いふ 事で’ 丸で 
稅關か 何 かの やうで ある。 要するに 關 巧なる ものは、 稅 こを 取らね、 消毒 こを せね、 稅 
關 と檢疫 とを 巧つ たやうな 所で、 德川 時代のを 通じ 少なからぬ 不便を 輿へ、 旅行者 
が此 等の 爲に 苦め られた 事は 實に豫 想 外で ある。 乘 海道では 箱 根と 今 切、 婦人を 普 
しめ、 日本人の 旅行 的 思想を 屈が せしめた 事は、 いかじ 德川 巧が 自分の 爲に 計つ た 
とはいへ、 隨分亂 暴 極まつ たものと 言は ねばならぬ。 今 こを 湖 口は 汽車で 一辭 間に 
渡る を 得る が、 當 時は 乘合 船で 船頭が 歌で も議 つて、 乘 客は 景色で も 見て、 歌で る 詠 


んで 居る とい ふ 暢氣を 次第で、 關に 着けば 役人が 旅行者を 脾 腕し で 居る とい ふな 
™ 樣 、到底 人間が 暇な時 代で なけねば 巧かぬ 事で、 此 頃の やうに 物質的 文明の 進歩し 
幫驛の 今  た 時代から 見れば、 實じ 潛稽の やうで ある。 新居 驛 には 停車場 もなければ、 漸次は 孤 
城 落日のを 樣 で、 關 所の 跡は 小學 校と なり、 ぶ 派な 家る 漸 々少なくなる やうで ある。 
I 段々 德川 末葉の 老人 達 も おを まつて し 皆 ふに つけて、 此等 離が の. 狀況等 も 辟 4 じ. 
葬られた もうで、 しかも 此の 如き 話は くだらの 事と し 注 愚 せらる y 人 も 少ない の 
であるから、 今 大略 淺見を る 省みず 記錄 文書に 照し、 ホ老じ 質して 下手の 長談 難を 
つくけ た 次第で ある、 此の 如き 事實は 幕末 あの 硏究 をす る 人の 少 いと 同樣 、とかく 
I 等閑 視 せらる、 次第で あるか ら 、思は ず かく 綴つ て 見 たれ ど、 猶無 經驗の 吾ぐ じは 
分らない 事、 言 ひ 及ばない 事 も澤山 ある， ので あるから どうか 此 を機會 として 經驗 
ある 老人 方ょ ろ、 此 等の 舊幕 時代に 於け る 交通 事 備じ關 して、 お 益なる 說 話を 願 a 

たい 次第で ある。 ハ 明治 一一) 十 •立 年) 

今 切 渡と 荒 井關 所、 附 女手 お  一九 一二 


日本を 通 お 論  一力に 

I  唐睐懐 .道- 

\  陸 奧國靑 森 町の 東 化 四 里 許、 日本 鐵 道の 通過す る處 じ、 風景 僮絕の 一勝 區 あら、 を 
淺蟲  づけて 淺蟲 とい ふ。 後に 峨 々たる 高 館 山の 靑變を 負 ひ、 前じ濛 々たる 靑森灣 の 蒼 波 
を 望み、 临立 せる 山岳は 崖を 削つ て 海に 臨み、. 標渺 たる 海 波は 岸を 洗 ひで 湯野踪 •生 
'モ島 •ゴミ島 等の 小 烏を 泛 ぶ。 四季の 勝址 ハに 備 はろ、 波靜 なる 處 には 掉歌款 乃 か游垂 
i 釣の 便 あろ。 山攀 ゆる 處 じは、 麓に 溫 泉の 湧 巧 あぅて 洛 湯に 適す。 實に 海陸の 勝 おに 
かヶ馈  I 備 はらて 化 海の； 區 たるを 疑は ず。 化邊 一!;? は 所謂 外ヶ濱 にて、 奥州 藤庶 巧の 盛 
? なる 時、 南は 白 河關を 限ろ、 化は 率 ± ヶ濱に 至る とい ふ 極 化 端の 地な ろ。 此 地の 溫泉 
淺蟲の 語源は 鹽類泉 じて 八ヶ 所の 泉 源 あり、 圓光 大師の 發 見と 傳 ふる も 疑 ふべ し。 此 地を 淺蟲 
.  とい H は、 發 見の 始 •人 恐れて 之に 難せ ず、 唯 ホを 織るべき 麻を 溫 なに 浸して 蒸した 
るに ょら、 麻 蒸の 湯と 稱 し、 後に 淺蟲と 改めし とい ふ。 

一  此 淺蟲稱 場に 沿岸の 絕景を 賞し、 翻 道に 沿 a て 久栗坡 がに 至る 間、 火山 性の 化を 
善 か 鳥前晦  贩を延 さて 突出し. 海に 迫ろ 高崖屛 壁を なして 通路を 絕 てら。 此 處を稱 して 善 知 烏 


前 崎と い. ふ。 山角觀 表に 突出す る こと 四十 間餘 、崖 下に 徑路 あり、 今は 山を 削つ て、 を 
も 東海道 興津 海岸の 如く 道を 通じ、 巧 革は 隧道に 入る 如く なれる も、 るとは 淺蟲よ 
ク乂栗 坂に 至る には、 淺蟲 が‘ の 西八胖 許に て、 善 知 鳥 坂 又は 湯 あとい ふ 一 卿 餘の昇 
ク坂 あろ、 之を 通過した る ものな ろしが、 後には 扣 下に 梭 道を 作り 前後 石を なて 疊 
み、 水面 よら 高さ こと 一二 間、 幅狹 くして 橋 長く、 滿 潮の 際は 化 海の 怒濤 之を 沈^て 頗 
るお險 なりし とい ふ。 津輕 事實考 によるに、 化 横道は ホく がし、 吾妻 鏡に 巧 謂 多 宇 末 
井 橄卽疋 唐味梭 道と いふ 地 じて、 古來 頗る 要害の 地たり。 文化 中、 異國船 松 前の 沖に 
寇 したる 時、 公吏、 南部よ ク靑 森に 來る遙 上、 駕輿歇 荷の 通行 お險 ならと て、 山を 削て 

往來を 作な、 巧に 明治 じ 至りて 修戀を 加へ、 現今の な據 となれ るな ろ、 現今は 草 馬の 

♦ 

往ホも 何等の 苔 難を 訴 ふるな きに 至れら。 爲じ 吾妻 鏡 要目 集ぶ に、 

雖 輕領靑 森の 東 六 里許溃 手の 山 擦、 野 內を仏 蟲之問 道の 絶えた る 處あリ 、其 所へ 馈を渡 
して 迦路 とス ホを 今ゥ トゥ マィの 梯と いふ、  . 

と あり、 今此 景色 更に 見る を 得ず、 又津輕 一統 志に、  ‘ 

巧鑑が 多ず ホが 梯 、今 塔 前 巧 嬰 此處於 山 與お么 間、 か徑則 往巧么 道化、 中 閒か値 之 入口 双 
巧 高 耐水 底甚 傑、 が 橋!^^ 過 お 之、 化かを 窟 據謂不 叨窟、 

と ある 趣 も 今更に なし。 殊に 此 不明 窟 なる ものは、 道路 開通と 共に 破壊せられ て、 今— 
唐昧梭 道-  一九 五 
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見られべ くる あらず。 

鳥 略の j  抑 もこの 地を 善 知 鳥 崎と いひ、 唐睐梭 道の ぶを 與 へらる、 に まらし 所な は、 火 和 
本草に，  I 

^  善 知 烏、 若水を、 奧洲 ノ潍輕 外ノ濱 二多シ 、お狀 バンニ 似 テ、 嘴脚モ バンニが タリ、 頭 ハ鬼ノ 
如ク 、嘴 ノ上ュ 肉 巧 ァリ、 ホを 也、 脚ホシ 、化 円ノ 毛淡黑 、腹ノ 巧 向を、 な レ バン ノ類ナ ルベシ、 

と あら。 倭漢 S 才圖會 に、  . 

索 親ノ潑 沾經海 邊悠么 也、 靑森 近邊濱 、を 村 おを 瀉 、善 知 烏 多、 鶴么屬 、水禽、 おけぶ 谓 爲其聲 
者 ホ靜、 

更に 奧羽觀 述聞老 志に、、 

を 方 鳥、 或 號善知 鳥、 が傳 是所產 于外濱 化、 近 來春夏 之 交、 商賈賣 之、 其 大似小 握、 而通お 淡 黑、 
長を 尖 嘴、 足共黃 を、 但自領 ま 下腹 純白、 曰 善 知 鳥、 食之甚 美、 其が 化す 減綠頭 隙、 外 演法輕 な 
化 暇 夷 化、 上人 謂 之 外 潰、 安 湯が せか 濱靑 お山畔 、化 地 お烏產 子于げ 上、 人 捕が 子、 則 悲鳴が、 
よ 人曰沙 鳥、 或 稱善知 鳥、 或號鳥 頭、 

と あ 安、 藻駿 草には‘ 

子を おも ふ淚の 雨の 笠の 上に、 か、 る も わびし やず かたの 烏、 太 神宮へ 敕使 下て、 うとう 
やず かたと を 烏を 取て、 一一 一角 楠と ミ 髓に備 へて、 神 供に •たてまつ ると かや、 

とい ひ、 新撰 歌が にも、 うとう やすかたの 鳥外濱 にだら 云々 の、 聞老 志に 見 ゆるが 如 


さ 事を 記せろ。 倭漢 一一 一才 圖會に 不審と.' いへ る. 此 鳥が やすかた とい； 3 て 鳴く との 事 
^ は、俗謠に、  .  . 

^  陸 奥の 外ヶ濱 なる 呼子 鳥 鳴くなる 聲はゥ トゥを ヵタ 

といへ るよ ろの 事なる ベく、 廻國雜 記に も、 

I  ぅとぅが こえて をし き 巧 ホを やすかたと 鳴く 鳥のを も かな 

これはる とよろ 誰かく、 やすかたと 鳴く 聲を 聞きた るるの ならん が、 鳴聲種 曖睐な 
る ものを ければ 人の 賦 含で にて 何と をら とも、 聞く もの をれば 信じ 難し。 然る じ閒 
^ 老 志 等 じ よ れ ば、ま 漁村と い ふが名あるこ とをれ ば、化 名を稱せしものなるべ しが 
上列擧 せる 諸馨の 例に より、 此 地を ゥ トゥと いふは、 善 知 鳥の 居れる よらの 名を ク 
と 知らる。 善 知 鳥とは 如何なる 鳥 かは 知ら ざれ どる、 右の 諸 書に よれば、 大抵 鶴に 似 
たる 水鳥に て、 大 體淡黑 にて 腹 白く.、 嘴長& ものなる 事 一致せ り、 化 地方 特有の 海 烏 
I なるべし。 

I  今 化 地に がて 記さん とずる は、 か、 る 鳥の ぶの 硏究 じあらず。 此處は 一の お戰場 
{たれば をろ。 吾妻 纔 文治 六 年 二月 十二 日の 條 に‘ 其 戰爭の 孰を 說 けら。 文治 五 年源颗 

朝 奥州 征伐の 後、 泰衡の 郞從じ 大河 次郞 兼任と ぃふ 者 あろ、 叛逆を 企て、 或は 伊豫 守 
唐が お 道  一九 セ 
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義 經と號 し、 或は 出 羽國海 邊庄邊 にお 沒 しく、 義仲髓 男 朝日 適者と 稱 し、 黨を 結ん て 
^ 勢甚强し、備モ鶴太郞次男が畿內次郞等を し て，と 千餘騎 の 逆贼を率 む。鎌倉じ向 ク 
て發 向せ しむ、 秋 田ょ ろ大關 山を 越ぇ 多 賀國府 にお でんと せし に、 路上 志 加 渡に て 
^ 水’ を 渡 ク て 五 千 人 溺 死 す、兼 巧乃ら自から出で 、津輕に戰 的、宇 佐美平治等を戮す。 
I 是れ 文治 六 年 正月 六日の 事な ろ。 兼な の 弟に 新田 三郞 入道 及び 二 藤 次 化季と いふ 
S 者 あろ、 兄に 背いて 鎌 倉に 從 ふ、 賴朝乃 も 兼 化を 誅せ しい、 兼任 出 羽 鹿 島に あり、 小 鹿 
I 島 橘 次を 成遁 じし、 鎌 倉に 至る。 兼を 化奧化 羽の 間に 巧沒 し、 勢'  甚だ 娼撼 、漸く 南下の 

i 狀 あろ、 旣に平 泉に 來る顧 朝 更に 葛 西 S 郞淸 重、 千 葉 新 か 胤 正 等を して 之を 征 せし 
い。 一一 巧 十一 日 鎌 倉の 軍兵、 平 泉 附邊お 旧に 集合す、 兼任 旣に一 萬騎を 率ぬ て 平な を 
出た ろと 聞 含、 乃ち お 利 上 總前司 •ル 山 五郎 向と 郞葛西 ニー 郞 •關 凹郞 •小 野 寺 太 郞中條 
義勝法 橋 向子 息 藤 次な 下 之を 逐 ふ、 夕暮 じあぶ を 之に 達せず 兼化旣 に遁れ 去. る。 十 
二月 千 葉 胤 正 等の 軍 加は ろ、 栗 原に 逢； 3 大じ 爱に戰 ふ、 賊徒み 散す。 兼任 猶 五な 騎を 
率ゐ 、平 泉 衣河を 前にして 陣を 張る、 鎌 倉の 軍 更に 之を 擊 つ、 賊化上 河を 渡て 遁 じす。 
鎌 倉の 軍 跡を 追 ふて 外 濱と線 部との 間 多ぞホ 井憐じ まる。 兼な 等此じ 城鄕を 構へ、 
籠居せ ろと 聞き、 お 利 上 總前司 義兼等 之を 攻 む、 兼 化 防ぎし る 遂に 敵す る 能は ずし 


ダ タ 宇 末ホ梯 
は 今の 善 知 
慶 晦なリ 


て 逐電す。 是れ 吾妻 鏡に 見 ゆる 所なる が、 此多宇 未 井 憐と稱 する は 卽も化 所に して 
今 5^ 城墟の 跡な ど、 傳 ふるる の もな く、 別に 其の 傳說 るな し。 新撰 陸 奧國志 じは、 之 
をな て 地顯じ 疑を をせ る も、 もとょろ 城と いふ も、 一時の 陣營じ 過ぎず 或 磐な どい 
ふ 大形のを のなら ず 唯 愛に 禪を 構へ、 縣梭の 道に 敵を 扼 せんと 構へ たるに 外なら 
ず。 されば もとょ ク 非常の 要 蕾 地と いふ 程に る あらず 唯 道路 爱に 閉塞し で、 遙じ山 
肩を 迂回す るに 非れば、 此梭 道を 通過せ ざるべからざる 耍衙 の地點 じて、 今の 靑森 
卿に 入る 一 咽喉の 地 なれば、 兼任が 之に 據らて 敵軍を 扼 せんとせ しじ 外なら ず 吾 
妻 鏡に 所謂 線 部 郡とは 今の 二戶郡 地方な ろ、 外 鑽は此 化 海に 面する 一帶の 海濱を 
悉くし か稱 ずる もの なれば、 恪も此 地 點の如 さは 之 じ恰當 ずべ さ 所に して、 しかも 
其 名は 現が し、 且 か、 る 天 險を帶 びた る 地 なれば、 此 地を なて 多 宇 末 井 横に 當 つる 
を 最も 適當 となは る^な ろ。 若 化 他 じ 求めん とする も、 橄踐の 如き ものを 置く ベ 含 
地は 決して 外に 得べ からざる なろ。 津輕事 實考じ 不明 窟 など、 あるは、 蓋し 路 こも 
短 かけれ、 化 陸の 親 不知 風の 地勢なら しを 察せら る V なろ。 其 中腹に 梭 道を 架した 
るるの なれば、 路爱じ 迫ろ 更に 進い を 得ざる 屈覚の 地勢な り。 其斯く 早く 敗る、 に 
至 $ しるの、 山 甚だ 高から ぞ 迂回す るに さほどの 菩難 もな き 所 なれば、 海岸の 一面 
唐げ 梭逆  九九 
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に 敵を 防 r も 山道の 方面に 破 るれば、 海岸の 防禦 是 れ無效 といは ざるべからず。 兼 
tt の 破れた る 恐く 此】 面ょ ク 敗る、 に 至らし ものな らん。 此山 にして 更に 高く し 
て、 突出せる 山 脚 更に 廣 く、 なて 此楼 道を 架した る ものなる とさは、 到底 義 兼の 力 之 
を 敗る を 得 ざり しならん。 此後泰 衡の郞 從根井 由 利な どい ふ もの、 ホ 大に此 地に 戰 
たろ との 傳說 あろと 云 ふ。 今 極 化の 地に か V る 珍ら しき 梭 道なる もの^ 舊跡あ 
るを 聞き、 今 不幸 じして 其る のをを せざる も、 化 地に 赴きて、 垄體の 地勢を 察し、 當時 
の 記錄に 照合して 此古戰 場の ぶを 傅へ、 我 邦に も か-" る 極 化の 地に 往古ょ ろか、 
る もの あろし を 世に 貂 かずる 巧な ろ。 (明が ミ 十五 年) 


巧津 所見 

巧 津は薩 摩國の 西南 端に あろ、 川邊郡 西南 方 村に 屬 し、 今は 單に 巧と いひ、 泊久 志. 
秋 目な ど^ おに 西南 方が の 大字 をら。 往昔 化 地が. 外國 貿易の 嬰 衝に當 り、 博 多津女 
濃津 とおに S 津じ數 へられた る耍津 なる 事は、 世人の 熟知す る處 なら。 往 おは 倭 名 
抄じリ 上郎と ある 歡 名の 內 ならしが、 後 じは 鹿 寧 巧 泊久お •秋 目の 四鄉 にみ たれ、 此 
地は 實に巧 泊鄕の 中な ろき。 然るに 其な 此四鄕 を 併せ 南方 鄕 とい ひしを、 其 中ょ ろ 
鹿 籠を みつて、 現今の-如く 萊西 南方が、 ごな ク しなろ、 义 中世 加 世 旧 庄と稱 せし 事 も 
あろし グ 如し。 

巧津は 往古 唐湊 とい ひしが、 後 巧 津と稱 し、 义 巧. 泊と いふ、 元 ホ 巧と 泊とは 凡ち 十 
餘吼の 間を 隔て、 查く其 位置を 異にし、 ぶ 別々 の' 名な ろ。 然 、るに 中世 巧 消と いふ 名の 
张 あり、 且 巧と 泊とは おに 一 丘陵を 隔 つるに 過ぎず、 一時は 泊 萍女潍 同 樣に巧 泊の 
名の 下に、 又は 巧津 のぶの 下に 繁盛な りしを なて、 を體 ょりいへ ば去づ 同じ 所と お 
る も 差 支な き 如き 位置に あるを り。 長 巧 本 平家物語に 房の 泊と い a、 海 柬諸國 記に 
巧 律が 見  •二 0】 
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薩摩州 房 泊. と あろ、 义 コックス 曰 記 じは T こ 11 e  in  Xaxma と あろ、 义宣 敎師义 書類 こ 
^ は 访〇-〇と 見 ぇ、又 Tom— と る 見 ゆ る な ろ。さ れ ば「泊」と い ふ は、決 して單に船舶綻泊の 
I 所と いふの みの 義 じは あらず。 

«津莊の耍 ^  平 ま 朝 末、 藤 原 巧の 盛時に 於て、 此 ，地は 攝 家の 所領た る 島 津莊の 要 避に て. •朝廷の 
I 公を る 交通は、 道眞の 遣唐使 廢 止な 來中絕 せられた る も、 此 遮ょ ク商賈 僧侶の 彼 化 

! じ渡舰 ずるる の 少しと せず 地勢. 頗る 狹隘 なろ と 離を. 猶 人煙 當 漉、 外國 の物產 多く 
此處 に集收 せられた る ものなる べし 苗備 志に、 津嬰有 一二 津 、皆 商船 所聚 、通 海 之 口 化、 
西 海道 有巧津 爲總路 云々 と あるじょ ろで も、 化 地の 嬰瓣 ならし ことを 知ら •るべ く、 
殊に 鎌倉時代の 初には、 天 辟 遠景が 鎭西 奉行と して 來ク 、この 地には 特殊の 取扱を 
なした ろと いへ ば， 此 地は 藤 原 巧の 所領た ると おに、 外题 品を 輸入せ し 最る樞 要の 
地點 たろ しもの なるべし。 岛津巧 入 國な後 A 猶 盛に 賓 易を 營 み、 闽洋船 も 時々 來着 
I し 當時宣 敎師の 如 含 者る 夥多 來ク 居ろ しもの、、 如し。 然れ どる 慶 長な 後、 平戶 開か 
^ れ、長 崎 劍 め ら れ、此 地 復 云 ふ じ 堪 へ ず。 

蓬の 地勢^  此地 一二 面 悉く 山を なて 園繞 し、 內に一 小灣を 抱けろ、 遞口 西方 じ 向； 5、 口狹 ぅして 
奧 遠く、 避灣 小な ろと 雖 、を 方而の 風を 保 降して 頗るを をなる 遮た ろ、 底 甚だ 架く し 


て 大抵 s 四十 尋 あろ、 大艦芭 舶を繫 ぐに、 深さに 於て は 更に 苦い 所る きも •悲 い哉灣 
..  ^ 內 狹 小 じ し て、夥 多の船を礎いべ から ず妊昔 風柳船の如さじは、こよなきお觸地た 
^ ら ん も、現 今の如き大船をなて往來する化に は、決 し て 巧 錦 地 と い ふ を 得 ず風 帆 船 
I なろ とも 其 數多含 時は 到底 綻繫 すべから ざるなら。 遞口  S 听 許、 灌灣の 周 園 一里に 
^ 出 で ず。寧 ス 此 顯 よ ク い へ ば、其 化じある泊浦を推すべ きじ似た .：：^、然 れ ど も 是 れ 义 
^ さまで大なろといふべきにあら ずし かる西風じ對しては、滯口に踞る奇駿恠おの 
I 防 障な きじ あらね ど、 決して ま圣 なる 瓣灣 とい ふを 得ず。 唯 大隅佐 多 W な 西 じ 於て、 
若し 遮灣を 求い るに 於て は、 まづ 化 地なる ベく、 しかる 決して 良灌 とはい a 難 
||とま那 ^ き な ろ。然 れどもな古風帆船の牲來 し’藤 原巧の領地として支那と交通するじがて、 
成るべく 陸路を とろ 巧り、 薩摩國 じ 入ろ て、 最南 端の 最も 支那た 近し と 思は る、 地 
I 、 に 避 灣を求 いれば、 到底 此 地の 外に あらざる なろ。 ると よろ 當 時の 船舶が 礎 泊す る 
I じは、 さ 皆で 小なる じる あら ざら A、 此の 如き 理由の 下 じ’ 甚不完 をながら、 此灌は 平 
^ を 朝 末 よ ら 鎌 倉奎 町の兩時代を通じて、其繁盛を維持したるな ク。然 る に 平 尸.長 崎 
^ 開かれて な 後、 往昔の 繁舉は 地を 掃て 去ろ、 遂に 义一小 漁が に 過ぎず 陸上の 便利に 
於て を、 遮 灣のお 戴に 於て を、 到底 平 ぞ長幌 の 如きに 此 しては、 決して 及ぶ 所 じあら 
巧津 がぶ  110111 
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ざるな ろ 短 ふじ 唯 藤 原 氏の 所領 拙な 6 し 事と、 支那に 最も おく 陸路の 極 南端なる 
事は、 此經の 繁盛を かく 長く 維持せ しるの ならん 

此地 查體の 形勢、 查く糟 鉢 底に 似、 底の 一端 辟け て 外界に 通ず るが 如き 形な ろ、 其 
侧 おの 傾斜 甚だ 急 じして 其 傾 孰の 中腹な 下 じ 巧 街 家屋 建設せられ たるな ク 。され 
ば 平地は 殆ん どなし とい ふる 可なる が 如く、 馬關長 崎の 如 さ 地に 似、 が路 多くして 
ム父通 甚だ 不便な り。 周 圍の山 ホ 甚だ 高く、 飯 盛 山 •車 ヶ嶽 などい へる 峻峯 高嶺 時 立し. 
容易 じ攀ぢ 難く、 隣が に 赴かん とせげ 扣を踰 ぇざる ベから ざる 如き 地に て、 或 人の 
な 歌 じ、 

澄す* からが にあは で 大臣を 乘 する 鹿 兒投荷 ふ 巧の が 

といへ る 如く 封底享 力の 通じ 得べ 会所に あらず。 遞內 には 東岸ょ.^ 鶴ヶ崎 あらて 
突出し、 义 中央には 、中島 陸地ょ ろ 遮 中に 一町 許澗 S 十 間 許に 突出して、 ± 人 遊樂の 
地と なれろ。 灌 口には 諸種の 奇巖恠 お 卓立して 風景 奇絕 、恰も 唐 書の 山水に 似た ろ。 
殊に 雙鍊 おの 如 含は、 兩巖相 並びて 窩さ 六と 丈、 刀 卿を なて 削らた るが 如く、 滿 潮の 
時は 漁夫 其 間を 巧な し 得べ く、 最も 而 苗き るの なり 、高 立 神 秋 月鑛漸 山の 如き •驗濟 
たる 波濤の 間に 塵 立し、 奇絕壯 快い ふべ からず 齒遊 記に も、 此 地の 風景を 賞贊 して、 


天の 橋卒巖 島な ど、 比」 て 更に 勝れを 見る と ご 6 地 蓋」 商贩に 僻在 甘る をな 
- V、 多く 此 地の 風景を 言は ざれ ど、 此恠 駿奇景 は實に 他に 求めて 得べ からざる 所な 
r とず。 世 《文人墨客、 支那に； S 地の 岩 君を 見るな 前には. 此 地の るの も 先 
づ見 るを 要する ものなる を 信ず 

—展敷  S には 5  s? るる 《t 蛋 SS 所の 跡なら と；。 2 は 前久の 
巧に て、 信 尹と 號し 、一二 藐 院と稱 ず。 天 お 十 S 年秀 まの 怒に 觸れ て薩 摩に 配流 せらる、 
鹿兒 島に 來ら 、島 津義乂 に 居 遇せられ、 立 野に 館を 設く 。醫 くじして、 巧津中 巧に 謂 居 
せらる、 當 時の 邸 址と稱 せらる V 地 あら。 一樹の 藤、 根幹 周圍 一丈餘 、其 技 四方に 繁茂 
して、 頗る 古木な ろ。 慶長 元年と 月赦 され、 鹿兒島 •大隅 自 向を 經 、志 ホ 志 よら 船に て歸 
京せられ しとい ふ。 

善 名 Q  S と； 君 起源に 付て は、 5  0 說 を なす 者 言。 或は S 言と 防 ノ津に 
超り  て、 王朝 時代に 防人を 爱に置 さたる によろ、 其 名を を せらと いふ 者 あぃ、 然るに 地理 
霎 によ、 當御 一乘院 往古 大寺 にて、 上 ノ坊中 ノ坊卞 S 等の 蒼 ありし るの が、 遂 

j  ななた^  W 美 だ 何れを 可とする や詳 か をら ね ど' 寒る 後 5 方よ 

からん、 元 ホを 一 乘院と い ふ 寺は、 鳥 羽 帝 《頃の 草創に か、 ら 、眞言 宗 0 巨刹に て 化 
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山 隙 水滸の 地に 非常に 撥が ろた る ものな ろ。 維新 前の 頃まで も、 此 がの 大部は、 化 ホ 
{て占巧られたるるのを6とい へ ば.此 寺の敷地は非常に廣大じて、巧舍相並 び、他 
の 遮津に 比して は、 をく 異觀 をな したる にょら、 遂に 此 夕を稱 したる ものなる べし。 

一 乘院は 如惹珠 山龍巖 寺と い^、 义西 海を 剛峯 寺と る、 摩 ぉ珠院 とる いふ。 鳥 羽 •後 
奈良雨 おょり 刺 額を 拜 し、 往古ょり 隆盛を 極い、 傅に ょれば 敏達 がの 朝な 濟の僧 日 
羅 なる 者 ホら て 開基し たらと レへ どる 髓 かならず、 爾來 ± 地の 隆盛なる と共に 此 
寺 も 盛大と なろ. ホ 寺 ホ 巧 甚だ 多く、 寶物 古文 蕾の 類る 少なから ざろ しじ、 度を の延 
燒 と、 維新の 際の 破壊 じて、 今は 何 SAQ を A5 ず。 天文 中島 山賴國 なる 者亂を 
避けて 化 地に ホろ、 一乘 院じ帮 し、 自ら 橘隱 巧と 號 す。 島 津巧屢 之を 魔が じ 招 さて、 賓 
•客の 禮 を用ゐ たら 天 正 十二 一年 八月よ 曰 病で 卒す、 年と 十六、 啓 叔常榮 庵 まとい ふ。 其 
墓舊 一乗 院の 墓地なる、 鳥 越 奴の 泊 蒲に 出づる 途中に あ， J。 化 寺が 後奈良が の 刺 額 
を 得しは 此 人の 吹 擧じ與 ると いふ。 一 乘院寶 物案內 .記に ょれば、 蓮の 珍奇なる を 
の あぅ 舶來の 物品 ホ 少しと せず、 巧 度 渡 來の娜 像の 如き も 亦 夥多を したる が 如し。 
も 他す 那 nw 或は 大 檀那 島津藤 原 朝 居 一二 州 ま寸賞 含銘 、其 他 忠良 •尙 急ょ ろ 寄進 
したる 佛 .送 2 は 天皇 南 SSQJ 甚だ 多が ろ」 •か？ る、 今 


は 寺院に 殘れる もの、 化 殿 司の 十六 羅漢 繪 のみな ろと いふ 赖 額の 如 さを 旣に 元祿 
の 頃の 回祿に 罹らて 燒 失し、 其 後 IT 火災 あらしが 上に、 維新の 排佛と 案 古 ま 義と共 
に、 遂に か、 る 有様に なろ 巧るなら。 維新 前後の 一乘院 は、 今 ル學校 敷地の 所に あ*^。 
宏壯 なる 金堂と、 偉大なる 山門と あ •りて、 山 巧の 如きは 實 に壯大 なる ものな 6 きと 
語らを れら 。今 小學校 前に‘ 仁王 像顺 切の 刑じ處 せられて 据ぇられた/る もの あるを 
見る。 其 おの 偉大なる 巧に て逍れ るな どは、 實に 蒸くべき ものな りが てが 仁王を 置 
ける 山 巧の いかにを 化な-^ しやを も 知る に 足る。 义小學 校 內に鬼 巧の 砕か あら、 下 

曲 

モ 鉢の 臺 に用ゐ たら、 是义 甚だ 大 なる ものに て、 之を 用ゐし 金堂の いかに 壯大な 6 
しやを 知る になる。 か、 る由緖 ある 寺 も、 今日の 有 樣に陷 ろた るは、 實に 嘆ず べき 限 
なろ とい ふべ し。 

小學 校の 後山に 寺 僧の 墳墓 あ 6, 之に ょりて 足 利 中世 ょらの 僧侶の ぶは 多少 知 
ろ 得る も、 應甲賴 俊 賴憲瘋 政 •賴忠 •日秀 侠を 赖興奪 因舊山 •快 意 •快義 •覺秀 •性 海 •堯周 侠 
範侠寶 •覺眼 •快を 覺英 などの 人 あ^しが 如し； 詳細なる 記錄 の殘留 せる ものは 更に 
•なく、 其 如何を る 人な ろし やを 知る を 得ず 巧津 拾遺 おに 引ける 舊 一乘院 住僧 歴代 
記 も 其ん 名と 年代の 一端と を 知ろ 得る に 過ぎず。 而 して 此 墓は、 其 奇異なる 樣式じ 
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て、 葬ろ たる 上に i を 盛り、 其 周 圍を井 戶侧の 如く  •築き 立て、 上には 大 なる 巧を 置き 
I て蘿 をな し、 周 園に 其 僧侶の 名を 刻 せら、 蓋し 他に 見る を 得べ からざる 墓 式なら. と 
ず。 鄉 人の 墓は 泊 浦に 出づる 途中、 鳥 越 山 附近に 多/、 をし、 中には お 保完祿 頃の もの 
I なきに あらね ど お 質は 一般に 薩摩 風の 脆性の るの のみ なれ ぼ. 磨滅して 文字の 讀 
I み 得べ 含 ものな し。 墓 守の 老翁を 叩いて、 古 墓を 搜 ろ、 墓碑に 付て 多少 ホ 人を 求めん 
とせし も、 遂に 能は ぞ彼 唯佛 寺な 時の 宏大な りし 事を 說 いて 諸々 たるの み。 

此の 如くに して 平安朝が. 來 、外國 貴 易の 要 街たり し此 地は、 現今 何等の 徵 ずべき 
ものるな く、 比較的 物の 殘‘ぅ 得べ さ 寺院は 大略 前述の 如く、 其 他 豪商 富家の 手に 殘、 
ィ  がせる ものと いへ ば ホ 更に 甚 しさを 見る。 殊に 現今の 豪家を ど^ 稱 せらる V もの、 
多くは 漁業の 問屋に 過ぎず 所謂 往古の 買 易 商の 如きは、 をく 皆無と いふべ し。 故に 
嚴も舊 家なら と稱 せらる \ 如 きも. 大抵と 八 代ょ ろ 古さは をく、 從て此 遮の 盛な ろ 
I し當 時の 事は 查く 知らざる 家の みなろ。 爲 じ其傳 巧の 赖 品 もな く •殊に 維新の 排佛 
I の 際は、 苟 くも 寺院に 關係 あろし るのは、 悉く 破 却す るに 非ん ば.. 之を 賣 却し、 爲じ外 
i 國渡 ホの 物 おな どは. 查く殘 がせず とい ふ。 

一 許 i ヶ！  從ホ此 地に S 十ー ヶ條 船を 書と いふ もの あるべし との 事は •內 旧文學 止に 間 さ 


居ろ し處 、又 地理 纂考 にも 此 事を 載 すれば、 果して 如何なる もの か、 お 籍集覽 に 見 ゆ. 
j る ものと 间 一なる や。 义內田 學± が歷史 地理 第 S 卷 所載 近畿 旅行 中 見聞 雜錄の 中 
は 記された る松坡 •大湊 直 ハ 庫 施 伊 ふ 佐 伊豆 等に ある ものと 同一なる や 巧 やに 付て、 
を 究を加 へんとの 考な ろしが、 遂に 船 法 書なる るのに 接する を 得 ざら さ。 唯 貞應二 
I 年 一二 巧、 ± 佐辕原 孫左衞 門、 お 庫 辻 村 新 丘 ハ 衞女津 飯曲備 前の 三人 鎌 倉へ 巧 喚せられ、 
I  十ー ヶ條の 船を をを め、 時の 後堀河 帝の 輪 旨に 「藝 一一 一？ 枉理巧 法枉法 不可 有理 化、 化 
條之旨 引合な 爲似 沙汰 巧 化 者」 と奧 書せ ろとの こと 見ぇ、 船 法 書 別册に 記ず とて、 其 
別册 見 當らぞ 甚だ 遺臧 なろ、 更に 巧び 精査 せんとす る考 なら。 此 等の ものが 果して 
貞應の 船 法なら やを やに かては、 學 者の 疑を か 合る、 巧なる が此 所の 物 も 恐く 同様 
I のる のをらん も、 內旧學 ± る いはれ たる 如く、 對 照な 究の 必要 ある ものな U ば、 猶一 
I 層搜索 せんと 欲する 所な ろ。 

_  此 地の 江戶 時代な 前に 於け る 事は 知る におを 5 も、 夫ょ ろな 後 にがては 垂く知 
^ ら れ ざ る に る あ ら ず其 ー ニ を 擧 r れ ば、江 戶 時 代 は も と ょ り- 島 津 巧 の ミ 配 を 受 け 
I しもの なる が 値の 地方と 同じく 化 南方 鄕を監 する 地頭なる もの あらて I 猶ほ 現今 
の 郡長の 如し。 が じは がの 重役と して 年寄 あろ、 其 下に 浦 役人 •曖衆 辕吕衆 •行司 衆る 
巧 律が ぶ  ~ ろ 九 
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頭 •么モ を ど あう、 其 他 諸種の 掛員勸 方な どと いふる の 多し。 何 かが 查體 に關 して 事 
あろ、 島津 氏に 願出づ べき 時は、 年寄 相談の 上、 連 著， して 其 願書を ぉす 事と なれろ、 鑑 
漁は 鹿 籠と おじ 最も 盛に して、 時には 化 等 他 地方の 獵 船との 間に 爭闡を 生ずる 事 
あう、 か、 る 時は 名 頭 等 連名を がて 浦 役人 •横目 衆 あび 年寄 宛に 願 出で、 夫ょ ク兩地 
浦 役人 等は 互に 文書を 取替し、 裁決す る 如くを ろしが 如し。 

此 地方は 一般に 獅鑑の 如 含 魚類 最る 多く、 現今に 於ても 秋 冬季は 獅 、泰 夏季は 艦 
を 捕へ、 之を 鹿 兒島長 崎 •中 闕夫阪 •兵 庫 邊へも 輸出せ ろ、 鑑 はを 自の隨 意 じ漁獵 する 
ものなる が、 獅は會 社を 建て V 最る 盛に 捕獲せ う、 一般に 此南薩 地方は 皆獅 漁を な 
て 成立せ るが’ 殊に 化 地を 距る 東方 二 里 枕崎灌 は、 其最る 盛なる 所に て •其 人家 稠密、 
街 術の 繁盛なる 事 も南薩 第一位 じあろ。 此地 じ獅漁 株式 會社 あろ、 义巧 にも 會社あ 
ろ、 其 間には 電話を 逆 じて 盛に 獅を 捕獲せ ろ。 日々 大抵 巧 五六 十 尾の 漁 あら、 近頃 巧 
は 枕 崎を 越ぇて 盛に して、 初 S 圓 許の 拂 込なら し 株は 今は 六と 十圓に 上ろ、 配當る 
常に 八九圓 じて、 最初 明治 廿 己年 創立の 際は、 人々 一一 一圓の 拂这 さへ、 遂 巡せ しに、 現今 
は 皆爭て 貫入る、 首 様な ろと いふ、 其 盛況 & て 見る ベ 含な ろ。 (明を ミ 十 あ 年〕 


- •■小夜 0 中"：： 1 

東海道 筋に て 最も 難所で 旅客の 若しむ 所と いへ ば、 箱 根 八 里の 山 おで あるが、 之 
に 次では 江 勢の 境に 銘鹿 悼と 云 ふの が ある。 此 ニクを 除けば まづ遠 州の 小夜 や 山 
であらう。 其 外は 殆んど 平々 明 一々 たる 路 のみで、 さすがに 江 都を 連絡ず る大衔 道で 
あるから、 參勤 交替の 講 大名が 大手を 振つ て 通行して 更に 差 支の ないやうな 所 ば 
かろで. ある。 宇都 山な どる 少しは 坡路が あるが、 な 上の S 者に 比せば 何でもな いの 
である。 廣根 山に がて は 曾て 述べた 事 も あるが、 鉛 鹿は 又 別に 述 ぶる として、 爱 じは 
ル. 夜中 山の 過去 現 巧に 付て 述べて みやう と 思 ふ。 現今は 東海道 鐵 道が 金 ハ 合から 隧 
道が 弈 たれ V 掘內に ク^いて 庭る。 之は ル 夜中 山の 舊 道とは 少しく 方角が 外れて 
ゐ るが、 中々 爲 い、 長いだ けちれ だけ 山る 深いので ある。 金 ハ 合から 日阪に 出る まで 凡 
も 一里 半、 其 間に 山を 二つ 踰を なければ ならぬ。 何れる 東海道の 大 往還と しては 隨 
を 羊' 騰‘畴 艦と いふべ 含で あるから、 箱 根の やうに 無暗に 長く はを いが、 中々 難 巧で 
，ある。 加之此 山には 昔から」，】. 種の 小說的 傳說が あつて、 有名る 夜 泣 右る ある。 とに か 

ル 夜の 中 山  ニー】 
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く 箱 おは 足 柄を 通つ た 事 も ある。 鈴 鹿は 美 濃 路へ迴 つた 事る あると いふ 如く、 多少 
往還に 錢 遜™ の 沿を が あるが、 化 山に 至つ ては 昔から 略ぽ 同】 の 道で あつて、 中々 名高い 山で あ 
る。 古今 集の 「よこ ほろ ふせる 佐 夜中 山」 な來の 名所で ある。 苟も 東海道の 事を いつた 
ものは、 歌で も 詩で る 文で も、 此 山に 付て 一言 及ばない ものは ない、 さて これから、 さ 
W らば どんを 所で あるかを 少しく 叙べ てみ やぅ。 

ル 夜中 山の I  抑 も 佐 夜中 山と いふ 語源に 付て は、 色々 說を なす もの も あるが、 元來中 山と いふ 
は日阪 よら 菊 川に、 至る 皆で、 日 おの 方よ ろ 來れば 上ろ が 一一 十四 巧に 下ろ. が 十八 町、 
もれで ハ 合の 底 じある 菊 川へ 出る。 菊 川から 小さな 山が ある、 これが 上ろ 八 町に 下ろ 
十 町、 もれで 金 ハ 合へ おる ので ある。 其 中で 日阪 よら 菊 川 咬で 一里 餘の 間が 小夜 中 山 
であるので、 其の 間 道路は 兩方 山に 夾 まれ、 左右の 谷間が 甚だ 狹い •故に 佐、 夜は 狹を 
の義 であると るい ふ。 而 して 中間の 山で あるから、 狹 をの 中 山と 名 づけた ので あら 
•  ぅとい ふ說 と、 中 山は 長 山で、 山中の 道 長々/ とがの 木の下につ きたる 道を る 故と 
いふ 說と ある。 何れも 古い 說 であつ て、 何れ 勝れら ともをめ 難い、 此長 山と いふ 說に 
I 付て は •宗長 手記に、 

サー 日出を こ ゆ。 西 巧 上人 巧轉 道の 記に、 化かを 越え 侍る に、 年な かばた けたる 男 行 つれ 


ゆく  {語り けん。 昔 化 山は さ 夜の 長 山と 申、 ふるき 歌に もを とやらん、 ほ、 ゆがめて 語 
りけ ると なん。 なは 若 命な リ けり、 さ 夜の'  中 山 も、 長 山に て やと ぞ覺 ゆる。 

と あろて、 又 宗久が 都の つとにを、 

さやの 中 山に もな リ ぬ。 かの 西 巧が また こ ゆべ しと おも S き やとよ める も、 あはれ にか 
も ひ あはせられ ぬ、 さやの 中 山、 さよの なか やまとい t ふ說 にを るに や、 中 納言師 仰、 错國の 
任に て くだられけ るに、 主 民 さよの 中 山と 申侍リ ける とて、 中古の 化 達な ども さやう に、 
よまれて 侍る にや、 撰 集の 中に も かを よふ、 む 地し 侍リ し。 源 吉位賴 政は 長 山と ぞ 申しけ 
る。 化た び 一人のを 翁を りしに たづね 侍りし かば、 こと やう もな くさやの 中阳 とこた 《 
侍りき。 

隨分 古くから 巧 はれた 說 である。 旣に西 巧 法師の、  ‘ 

年た けて 义 、、ゆべ しと 思 ひき や 命な リけリ さやの なか やま、 

と あるのは、 命 長の 意義で、 長 山と 用む たので ある。 要するに 淸 濁の 別で、 昔は 餘ろ濁 
點を うつのを 重んじな かつた 方 をれば. ツィか^る 面倒に るなる ので、 荒木 田乂老 
の病牀 漫筆な どに る、 長 山の 義 にいつ て ある。 掛川志 稿 じ も 古今 集の よこ ほうふを 
る 佐 夜の 中 山と 云 歌は、 長 山の 假名に ぶろ て 說^傳 へて 中 山と をろ しもの なる ベ 
しとい つてむ る、 併し 最古い 巧を みる じ、 皆 之を 淸んで 用む てゐ る。 を 今 集の 戀部祀 
友 則の 歌に、 


♦ 
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.  東路 のさ やの 中阳 なか に 何時しか 人を 思 ひ 初 けん、 

ス後撰 集戀部 源宗于 朝臣の 歌に、  ’  : 

萊路 のさ やの 中 山な か*''-^ に 逢 ひ 見て 後そ戀 しかりけ る、 

と ある。 此 外には 古い ものには 皆 中 山と 見ぇて をる、 盡し夕 かを‘ 古今 集の 横 ほろ ふ 
せる の 語よ ろ考 へ、 且西 巧の 如 含 歌人が しやれ てながと いふ やぅの 意味に 用ゐて 
みたの が、 抑を 間違の 始で 、をれ から 生 歌人と いふ 如き 人が、 化 等を 證據 として、 いか 
にるな かは ながなら ざるべからず とする に 至つ たどに かく 古い 中 山で あつたの 
が、 實際 地理を 見た のに 查く長 山と いつ てるよい ので、 淸 濁を 重んぜぬ のと、 いろい 
ろ 洒落て みたがる 所から、 遂には かくまで 轉 用され たので、 歌人な どのい ふ 事は、 と 
かく あてに をらぬ のには 閉口で ある。 さやは 狹を であるな どの 事る、 十み 確を 事で 
はない。 思 ふに 此 地は 佐醫 郡の 內 にあつ て、 今 こち 佐 醫は佐 乃と 讀ん でを るが、 姓氏 
錄 などには 佐 夜と ある、 其 郡の 中に ある 山 をれば、 佐 夜の 中 W で、 ま備の 中央に ある 
からま 備や 山と いふと 略 厭 同】 である 達い かと 思 ふ。 され ど 其 郡 名の さやと いふ 
のは 起源 如何と いふ 問には、 或は 化郡內 じは 狹 をが 多い から 化の 所に 落 もる ので 
あらぅ かは 知らの が、 とにかく これ も】 說 として 差 支 ある 達い。 何れにせよ 餘ろ證 


據十 みで をい から、 斷言 はし 難たい。 宗久 都の つとの 老翁の 事 A をげ にい ひし もの 
^  こ 餐却 てう ことで あらぅ。 

又 別に 佐 夜と いふ 字を 訓ん で、 サヤとは 讀 まないで サヨと いふ ものが あるぅ こ 
れは圣 く 佐 夜の 轉用 である ことは 明で ある。 前にる 述べた 通り、 古い ものには 皆 「さ 
^ や の 中山」とある の で、「さょ」と い ふ の は、餘程新らし い、元來が佐野郡 の「さ や.-で、歌人が 
^  ^『夜 と 連 結 し て し や れ 出 し た の が、遂 に 轉 用 し た 譯 な の で あ ら ぅ。千 載集 の「夜な 夜 
I なの 旅ね の 床に 風 さえて 初雪 ふれる 佐 夜の 中 山」 などは、 古い 所で 小夜の 意が らし 
く 用む ては あるが 頗る 曖昧で、 決して 證據 にはなら ぬ。 とにかく 佐 夜と いふ 萬葉假 
名に 詩的 趣味を 加へ て、 小夜と しやれ たのが 遂に さょの 中 山に なつた 譯 であらぅ _ 
I  か、 る 名稱の 事は とにかく として、 此 山が 古くから いかにぶ 高 かく あつたか 古 
今 集の 東歌に、 

I  甲斐が ねを さやに も 巧し かけ、 れ なく 横 ほり ふせる 佐 やの 中 山 

I と あるは 古今 集な 前の 歌で あるから、 を か'^^ 古い。 其の 外 古今 集に る 前に 弓 用し 
一た 二 首が ある、 後 撰 集丰載 集に も 一 ご 二 首 見えて むる、 其 他 歴代の 類 集に 殆ど 見えの 
雜 けが ものは ない、 烏 丸 大納言 家集の 卸&は '一人の 家集に 十 首 許 も ある。 平 ま 朝の 祀 行文 

小夜 《中 化  二】 五 
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としては、 更陳 日記 じさ やの 中 山な ど駿 けん 偉 ども 覺 ぇずと、 营 原孝標 女は 宛 も 病 
癖に 罹らし とき なれば、 詳細の 記載を 見ず 齒巧 法師は’ 諸國を 周遊して 、こ^にぶ 高 
い 後の 證 歌に 引かれる 命な りけ ろの 歌を 詠んで むる。 平家物語の 海道く だろ、 太平 
記の 東 下らを* Jo は、 皆 これを 引 張つ てなる。 鎌倉時代の 海道 記には. 詳細 化 山の 模樣 
を寫 してを つて、 

祖 のうしろ に ル 化を わたれば、 佐を 中 山に か、 る。 化 山 口を しばらくの ぼれば、 左に 深を 
を も 巧を、 一— 峯 ながき 逆は 巧のう へに 似たり。 兩 をの 梢を 眼下に 見て、 群 鳥の 鹏を をの 下 
に 聞く、 をの 兩が はたかく、 义 山の 間を すぐれば、 中 山とは 見えたり。 山は 昔の 九 巧の 道 ふ 
るき が 如し、 梢は あらたなる 抄 、千條 のか どり かなを さし。 此處は 其 名 ことに 聞つ ると こ 
ろ なれば、 一時の ほどに 百般 立と まりて うち 眺 'め ゆけば、 秦 蓋の 雨の 昔は ぬれず して 耳 
を あら ひ、 巧敍の 風の 響は を あらず して 身に しむ。 

わけ 登る さよの 中 山な か"^ にこえ て あ殘ぞ 巧し かリ じる 

東關が 巧には‘  . 

卜 夜の 中 山は、 ホ 今 集の 歇 に、 よこ ほ リムせ ると よまれた れぱ 、名高き 名所な りと 聞を き 
たれ ども、 かるに いよく 必 細し。 化は 巧 出に 松 杉 嵐 烈しく、 南は 野 山に て 巧の 巧薛 しげ 
し、 がよ リ嶺に 移る かち、 雲に 分 人 瓜 地して、 鹿の 音淚を 催し、 虫の うらみ あはれ ふかし。 
踏 かよ ふ 峰の 梯 とだえして 雲に をと、 ふ ル 夜の 中 山 

と ある。 とかく 海道 記 棄關祀 巧の 筆は 文飾 多くして、 あてに もなら の ものが 多く' 小 


夜の 中 出 も 少しは いひ 過ぎでは あらう が •宇都の 山の やうな 所ではなくて、 かなろ 
山 も 深いので ある 秉 海道の 山と しては ご峯 長き 道は 堤のう へに 似たら 云々 は 現 
今 も變ら ぬ實景 である。 T 度 山の 嶺を傳 ふやう じな つてむ で， 今 脅で 平々 が一々 たる 
往還を 通過して 來た 者が、 此 所に 及んで は、 义此兩 書の 記者が いへ る 如き 感覺が 起 
るべき である。 十六夜 日記には 簡單 に’ 

ふかく 入る ま、 に、 をち こちの かねつ^ きこと 山に、 ず、 ふぼ そく あはれ なり、 

と ある ばから。 をれ ょ 6 な 後 足利時代の 祀 行文、 例へ ば 普 廣院富 ± 見の 祀行類 或は 
正廣目 記. 降つ ては 東 國陣道 記な どる、 唯 名所と して 一二 首の 歌を 詠ぜ るを 見る ば 
かろで、 別に 地理 上の 變 動る 查 くない やうで ある。 ずつ と 降つ て德川 時代に 入つ て 
は、 道 寿の 丙辰祀 巧に ル 夜中 山の 詩が ある、 

玻道 ホ降是 早天、 夢殘 馬上 不成 吗此山 無限 西巧壽 、能 使詠歇 千古 傳、 

とい ふ 位で、 いのもを ろけ ろが 骨子と なつた 名所の 歌 誠に 過ぎを い。 烏え 光廣の あ 
づま路 記には、 專ら 甲斐が ねを さやに る 見し かの 富 ± 眺望の 事に 付て 大に 書いて 
ある。 なるほど 此 山は 富 ± を 見る に 最も 巧 都合で、 東方から 少し 化に ふつた 方向に 
明 じ 見 ゆるので ある。 化 山が 名所た るは、 がな ちけ A ばかろ でな く、 甲斐が ねを さや 

小を の や 山  ニー セ 
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にも 見 ゆるが、 此 山の 名所た る 所な で、 お路の 困難を るに 拘らぞ 大に旅 勞を醫 ずる 
わけで ある。 通が の 襟 技には、 漠 々白雲 逵阳 腰、 尖々 八嶺 擢蒼寫 など、 いつて 臧 4 し 
てを る。 癸未 祀 行に 春齋の 詩、 

佐 夜中 山 お路修 、巧 巧 今 お憲淸 遊、 山靈 借問 熟眠 巧、 枕 甲斐 根 横 遠 州 

と、 山 崎 闇 齋の遠 遊祀巧 及び 再遊 紙 行に、 

佐 夜中 山を 意を、 開花 啼鳥 不紛爭 、草 亭暫激 午 陰を、 羡却 山人 夜 氣淸、 

曾 喜 春 巧 開が 絡、 勿 悲秋葉 落溪頻 、也應 佐 夜中 山壽 、歳々 來還 無事 人、 

面白い 詩で ある、 とにかく 此地這 花 も あれば、 紅葉 も あろ、 景色る よいと いふので 中 
々名高い。 天然の 景色が かく ある 上に、 西 行 法師の 命な ぅけら が 非常に 此 地を 有名 
にした 譯 である。 然るに 德 川の 中世 頃よ ろ、 更に 此 地を 有名に し. た譯が ある、 これは 
中々 古いので、 承應 S 年の 東海道 名所 記に も 見ぇて 名高い 話を ので ある、 併し をれ 
は皆づ 道筋の 談が 終つ てから じし やぅ。 これよ ろ 後の 人々 の祀 行文を みても 別 じ 
變 つた 事が なく、 要するに 命を ろけ ろと、 甲斐が ねとが 骨に をつ て 山中の 狀 祝を 述 
ベた のに 過ぎを い。 查く 古と 今と 通路の 變遷 はない ものと 見て 差 支が をい。 

な 上は 日圾 .よろ 菊 川 皆での 間、 卽 もや 山の 往還に 變遷 がない とい ふ 事で あるが、 


覆 尾  菊 川から 金 ハ かの 方に 向つ ては、 上古と 近世とは 多少 路が違 ふや、- ぅで ある。 掛川 とい 
^ ふのは古の橫尾驛であク て、昔 は日阪など、 いふ驛は特別になかクたのであ る。延 
喜 式を 見る じ 横尾驛 ょり 初倉驛 である、 遠 江 國驛馬 初 倉 十疋と ある、 此間 こち 今の 

初倉驛  ™ 

四 里 半 許で、 古の 三十 里に 一驛を 置きた る 規定に 據 つてを る。 初 倉が とい ふのは、 盛 
I 衰記治 承 四 年 平 巧 淸見關 じ 下る 條 じある 汲津藏 、又は 海道 記 じある 播豆藏 0 宿で、 
今の 攸 野原の 原野が 大 井川に 臨んだ 所に あつたる ので、 其の 實際宿 輝の あつた 所 
は大井 W じ沒 せられた る 地と 思 はれる、 遠 江國風 ± 記 傅に る、 水 沒今巧 岡 上と ある。 
大略 今の 巿 和が 制で 初 倉 村と 稱 してを る 地方で、 金をから 化を 一 一里 半 許の 所で あ 
ル川驛  る。 而 して 此初 倉ょ ク駿 州の 小川 驛に 通じて 昔の 東海道が あつた、 然る じ 巧 倉と 掛 
川との 間には 佐 夜中 山と いふ 大きな 山る あつて、 路义 稍々 遠い ので、 自ら 菊 川と い 
ふ 宿 も 建つ たので あらぅ。  、 

ぉ— 旨  菊 川は 恰度 地勢 上 便利の 所 じある ので、 建乂 元年 源賴朝 上洛の 時 も爱に 宿を と 
つてを る。 彼のを 名なる 承乂 就に 東 國に謹 送せられ たを 巧 卿 も爱に 宿した ので、 一 
i 般に此 地に 泊す る 者が 多くな つたと 見ぇる。 やがて 東 關祀巧 や 十六夜 日記な どに 
は、 擺豆藏 の 宿と いふのは 見を をい。 或は 此頃大 井川の 川瀬が 荒れて、 初 倉の 宿から 
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、.— 

島 巧 宿  前島までは皆川原となつて、な私旅人の煩となつたので、建久の頃旣に島田の宿(今 
^ の島田にあらず今の島旧の化方踩田がにつ1^きて、舊島田の地あク、これなるべ し) 
^ を 置 か れ て、今 の色尾越などい ふ路に通ぜしにやとい ふ者があ る。と に か く 此 島 田 
™ から 藤 技 違での 間は、 地勢よ ろ考 ふる も •一般に 低 平に、 又 地ぶ よろ 見る も 何 島と い 
^ ふ村ぶが夥多あク て、此 地方に大井川が沉濫した事る度クあつたのであら う。此 等 

J  ' 

の 爲に初 倉の 驛る 水沒 せられて、 新に 島 田と いふ 宿が 山つ きの 方面に 出 ホた ので、 
從 つて 東海道 も 大に變 化した ものと 思 はれる。 然る じ建乂 元年 賴朝關 東 下向の 時 
^ じは、 懸 河よ ろ 島 田に と 御宿な つてむ る。 されば 島 田は はや 此 頃から 出 ホて ゐ たに 
I 相違を い。 而 して 海道 記は 貞應二 年の るので あるに 播豆藏 を 過ぎ 藤 枝に 出て をる。 
; 併し 此播豆 藏は思 ふに 延喜 式の 初倉驛 とは、 位置に 多少の 異同が あらう と 思 ふ、 加 
™ 之此 頃は るは や 最小の 宿で あつたので あらう。 海道 記の 頃は 新舊兩 道が 通じて あ 
- つて、 藤 枝に て兩道 合した もので、 舊道も 小川の 方面の 道は、 旣じ絕 ぇて わた もので 
™ あらう 桌 後の 消息は よく 分らぬ が 案關祀 行には 擺豆藏 'も 島 旧. も 共に 見ぇない の 
™ で 、がれの 道を とろし とも 分らず。 され ど 前 島と あるより みれば、 やは ろ舊 道を 適 過 
したる ものでは あらう が、 お倉の 宿は、 殆ど 廢 せられて、 かくが 等 ♦の 記載を る 見ない 


♦ 


のには あらず 夕嘉視 四 年 賴經將 軍 上 絡の 往復と る、 島早懸 河、 寬元四 年 入道 大納言 
^ の入洛にも同じく同所に宿泊せられたやぅ で、共 じ巧倉道ではを い、盡し新舊おじ 
I 行 はれて、 な 事は 皆 新道に よつ たるので あらぅ。 然し 金を の 道は いつ 開かれた もの 
かとい ふ 事は 分らの。 され ど 菊 川から 島 田の 方へ 出る には、 勢* U 多少の 山は 踰 をを 
ければ ならの、 或は 初の 間は 菊川驛 よろ 初 倉 方面に 向 ひ、 菊 川に 沿 ふて 下ろ、 中途よ 
ろ 島 田 じ 向つ たもの かる 知れぬ、 もれを 迂回と して、 更に 此 山を 踰 ゆる 道と なつた 
ので あらぅ。 永 享凹年 堯孝法 巧の 覽當 ± 記に 「かま づ かと 申 あたらに て」 とい ふ 題の 
歌 あろ。 此 地は 今の 金を の 南方で、 天 正中 大 井川 沉濫 のた め、 川と なろ し 所な ちとい 
へば、 查く菊 川よ ろを 鎌 塚に 出で、 もれよ ろ、 川を 渡*^ て 島 田に 出で しもの ならん 禁 
^ 後文明十年の道灌がを安祀行に は、旣 に金 を 驛 に て」と い ふ 題 歌 が あ る。大 永 二 年 宗 
長 手記に も、 运 夜中 山の 麓 金を とい ふ 里 一宿」 と あるを なて みれば、 恰も 永享と 文明 
金み 道  との 間に 此金谷 道は 開けた る もの、 やぅで ある。 されば 德川 時代の 往還は、 まづお 
^ 利 の 中 世 頃 に を う ヴ た る の で あ ら ぅ。を れで德川時代には上下半里許 で、此 並 木 路 
^ の 急坂を 通過して、 金 ハ 今 菊 川の 間を 巧な した、 其 頃 上は 金 ハ合臺 で、 眺望が よるし く、 歌 
訪原 とて 武田勝 賴烏場 美 濃を が經營 したる 謙訪 原の 城趾が 其す r わきに あるの 
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である。 所が 德川 巧の ホに 彼の 有名な {女 政の 上洛の 時、 箱 根に 鋪お をした やうに、 化 
扳 にも おを 鋪 いた、 蕃し此 金を 坂は 僅に 半里 許では あるが、 中々 急な 上に、 ± が 滞 か 
でぬ かろ 易く あるので、 箱 根同樣 にこ、 にも 大工 事を やつた、 をのを 蔭で 明治の 車 
で ホ往す も. 世の中に なつても、 此 所は 通行が 出來 ない 甚だ 不便‘ であるので， 明治 十 
S 年に 金をから 日阪へ 向けて 新道を 開いた。 をれ で 今は 菊 川を 通らないで 化 方の 
山腹を 通過して， 菊 川の 人家を 遙 かに 鑛 をの 間に 俯 敵し、 佐 夜中 山の 舊 道る 遙か左 
手の 高所に 見て、 上下の 苔勞 がかくて 日 阪じ出 得る やうに なつた。 しかし 何み 新道 
であるので、 道踞に 於て は 到底 舊 道の やうな ぶ 派を るので はない、 降雨の 際を どは 
とかく 崩壞し 易く、 我々 の 赴いた 時な どは、 菊 川に かけた 橋が 落ちて、 永く 其嗦 、に 
修禱る 加へ ず擒 て、 もる じは 驚いた。 現今 電信 線は 舊 道を 通過して をる が、 新設の 
電話線は 此 新道を 通過して むる。 とにかく 聞く 巧に ょれば、 將 來は舊 道を 廢 して 化 
新道を 國道 とすると いふ 話で ある、 化 新道が 修繼 せられて、 舊 東海道を 廢 せられた 
曉 じは 佐 夜中 山の 名所る 漸次 世間から 忘れられて しまう であらう、 現今の 道は 狹 
ハ 合の 中 山で る 長 山で るを いので、 普通 凡庸の 山道に 過ぎない、 唯 金をから の昇路 は、 
甲斐が ね も 見ぇ。 大 井川を 俯 敵して 頗る 絕景 である、 拼し 日阪に 入る では 查く何 


じるな い、 平々 凡々 の路 である、 有名な 夜な おも 新道に 移されて あるから、 旅人る 漸 
j  次 新道の みを 通過ず る 事と なる であらう、 佐 夜中 山の 橫 ほうがす 道 もやが て 宇都 
™ 山篇 細道 同樣 にを るで あらう と 思 ふ。 さろ ながら 此 新道 問題る、 元來 大抵の 人は 巧 
I 車の 便に よるので、 わざ^^--^ 化邊 を彷惶 ずる 旅人が 少 いから、 此 '問題 もど ラなる 事 
-か 、若し 中止に なれば 佐 夜中 山は 聋づ まふで あらう。 

な 上述べ たやう を 次第で、 金を は 新しい 驛で么 よろ 菊 川 じ 至る 間の 奴 路もお 利 
季世 後の るので ある、 しかし 菊 川と いふ 所は、 鎌 倉が 來の 宿で、 宗行 卿な 來 甚だ 著名 
の 宿で ある。 此 宿の 起原に 付て は、 上は 述べた 通りで、 掛川 よら 初 倉に 至る 間の 必需 
じよろ て 置かれた ので、 其 地勢は 恰も 山と 山との 中間、 菊 川の 流る、 難を で、 佐 野 •樣 
原 •城 飼 S 郡の 境で ある。 お保圆 帳には 棱原 郡に 屬 し、 現今 も同樣 で 金を 抑の 內じ屬 
する。 彼の 承 乂亂の 結果と して、 官軍 大敗し、 中 御門 入道 前 中 納言宗 行 卿、 小 出 朝 長に 
伴 はれ、 承乂 一二 年と 月 十日 此 .宿に 著し、 終夜 眠る 能は ず 閑 窓に 向 a て 法華經 を讀誦 
し、 旅 店の 壁に 書きつ けて、 

\  昔 南 陽縣菊 水、 汲 下流 而延齡 、今 東海道 菊 川、. 衍 西岸 而 失命、  ‘ 

の 詩を 諫ぜ られ たとい ふから 無暗に 有ぶ になつ た、 然し 此 家る 仁 治 三年の 東關祀 
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巧には 旣 じ’ 

I  其 家 も 尋ねる に义の 爲に燒 けて、 彼 言の葉 も 殘らぬ 由 申 者 あり、 今は 限と て殘 置け 
ん 形見さ^ へ、 跡-‘ なくなりに ける こそ、 墓な き 世の 習いと、 哀に 悲し けれ、 

と あれば、 此 壁に 書 さつけ たものは、 早くから なくなつ たので 現今では 家の 踞 すら 
も 分らない。 更に 太平 記の 妙 文と 人の 稱贊 ずる 俊 基 期臣東 下ろに、 

宿の 名を 問 給 ふに 菊 川と 审 なりと 答へ けれ ぱ 、遠き 昔の 筆の 跡、 今は 我 身の上に あり、 哀 
やい と ごま さり けん、 一首の 歌を. 詠 古 癌の 枉にぞ か、 れ ける、 

いにしへ も か、 るた めしを 菊が‘ の 同じ 流に 身を や 沈めむ 

^ とい ふ事ょろ更に著名じなつ て、菊川は何處の國にあるやも知らぬ者で も、其 名 は 
- 知つ てゐ ると いふを 樣 である。 されば 承久亂 後の 祀 行文、 海道 記 •東 關祀 巧の 如き も， 
いと 哀 にを 巧 卿を 書 さ 傅へ て 居る。 恰も 此 地は 佐 夜中 山の 靑木 坂を 下 $ て、 金を 坂 
じ 上らう とする 鱗な にある 巧で あるから、 自然 旅人の 息 次 所で、 最も 便利なる 宿で 
ある。 俊甚 卿は こ、 で 日 亭午に 及んで 晝 食を 命ぜられた やうで ある。 恰度 さう いふ 
鱗の ち 所  要衝の 地で ある。 されば 昔から 髓み 繁昌して、 審ら鑛 の 名所と して 知られて をる。 菊 
一川は 恰る大 鹿が の 菊 ヶ淵邊 ょろ 源を 發 して 化が に 流れ ホろ、 宿の 間を 通過して を 
る、 篡じ 閑稚撫 すべさ 所な ので バホ行 卿を して か、 る 感想を 惹き おさしめ たの も然 


るべき 事で あらう と 思 ふ、 然れ どる 德川 時代には 佐 夜中 山の 入口 日 阪に驛 あろ、 大 

I 井川の 岸 上には 又 金 をは 是非げ 要の 驛 である、 化 故に 菊 川は 唯 往還 中の 一 小が で’ 
別に 宿 治ず る 人 も 少なく、 違 づ午食 地 化に 過ぎな かつた。 現今は 小夜 中 山が 寂寞を 
極，： 3 るに 至つ たと おに、 化 地 も 一曆の 寂寥を 示ず 事に をう、 鑛る 入用の ない 世の中 
となつ たので. ぶ物鑛 鍛冶 も 見ぇ なくなつ た。 田地 もを ければ 生活の 方便が 漸次 因 
難になる ので、 日一日と 淋しくなる' 殊に 新道が 闆 かれて ょらは、 菊 川を 脚 底に 贩て 
巧く やう じを つたので、 おに 淋しくな り、 其う もには 承 乂な來 の 名所 も、 漸次 世人に 
忘れられる であらう、 菊 川から 佐 夜中 山 じか、 つて 靑木 坂を 登ろ、 羊腸た る 並木路 
を 通過して、 山の頂 點が中 化が である、 峯傳 ひの 道の 兩 側に S 々五々 人家が 列つ て、 
まだ 茶 巧な どが 多少 お 巧して、 こ、 には 所謂を 名な 小夜 中 山 名物 館の 餅と いふ も 
のを 賣つ てなる。 併し 今は 水餘 ばかろ で銷の 餅と いふる のはを い、 堀 巧 停車場で 小 
夜中 山の ぶ 物の 飽の 餅と いつて 賣 ろじく るのは、 化 水 飯の. 事で ある、 昔は 餅に 水飽 
を 添へ て賣つ V ゐ 巧ので ある、 化飽 餅なる をのは、 中 ホの 祀巧 文には 見ぇぬ もので 
掛川志 稿には 癸ホ祀 行の 羅 山の 詩に、 一宇 第 間賣飽 家と いふ 巧が あるが， 或は こい 
が 寒れ であらう といつ て 居る が、 其 後の 東海道ぶ 所記康 遊行 囊抄貞 原の 吾 端路記 
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を どは、 普通が、 る 事を 落る をく 書く 方 なれ ど、 更に 見ぇない 所を 見れば、 I 層 後の 

I ものでは ある 脅 いか、 寶曆十 年の ± 御門 殿 東行 說 話には、 ± 民 水 飽を賣 ると 見ぇて 

ゐ るが、 讀だ 明に 餘の 餅と いふる の、 事は ない。 ズゾト 後の 膝 栗毛 じは るは や 立派 
\  こ、  • 

さよの 中阳 たてば にいた る、 こ、 はおに しお ふ あめの もちの 名物に て、 しろき もちな り、 
I  ホ あめを くる かてい どす この ふたり 酒の みなれば、 やぅ やく ー  ッニッ くひけ る內 、あめ 
I  'だん*^'^-^  つよくな リ たるに、 

I  を もとの 夕 物ながら われ-^.^ はふ リ巧 するめの もちあましたり、  . 

と 洒落て ゐる 。とにかく これで 如何 猿の るので あるかと いふ 事は 分ろ’ 且つ もんな 
に 古くから ある もので ない 事 も 知れる。 

菊 川 接待 茶  往古 此菊 川よ ろ 登 巧の 中途に、 中 山乂延 寺の 頭る 所で 菊 川 接待 茶と いつて 無が 
接待の 茶屋が あつて、 凡 も 安永の 頃まで あつたと .いふ 事で ある。 恰も 箱 被の 施行 茶 
J 崖 じ 似て 居る が、 現今は 其琐 るみ 明で をい、 遠 江國風 ± 記傳 引く 所 平 田 寺 お义馨 じ、 

I  遠な 闕 巧を 庄朽 四な 町並 屋敷】 が 事、 な 一條 一二 位寄 附狀 、爲菊 河 宿 攝巧領 、永 化 巧 不可を 
^  牵德之 由、 可 破 下知 妙 阁が爭 、お 巧 氣執逵 如 件、 

ホ 仁 四 年 五月 十一 一一 日  お部即  ， ' 


平巧院 上人 000 

^ と あ ら。掛 川志稿引く巧ぞ旧寺緣起に、 

愛を 庄司爲 女子 逍 福、 が 中 上 路山建 堂宇 安佛 像、 傍 構 ル 巧、 飲食 衣服な 施 往來僧 吗深冀 彼 
離苦 得脫 、時が 化 謂 之號を 接待 矣、 

と あろ。 これにて は ホ だ 十々 に 其 起源を 詳 にはせ ない が 真隨分 古いる ので 菊 川 宿 
の 出來た 頃ょ ろ あつたを ので あらぅ。 とにかく 初は 平 田 寺の 頭る 所の るので、 次に 
中世 廢 せられ、 後久 延寺 ょろ® 興した るの がを 永の 頃 咬で あつたの である。 掛川志 
稿 じは 慶長二 年着辨 上人の 鑄た る 塞と いふは、 化 所の 料で あらぅ といつ てゐ る、 こ 
れは 今乂延 寺の 什物で ある。  ’ 

佐 夜 山 久延  中 山の 民家の 中央に 佐 夜の 久延 寺と いふ 寺が ある。 化 寺は 眞言 宗 であるが 、創立 
も 開基る 分らぬ、 或は 巧 基 菩薩と るい ふが 無論 あてには ならない、 本 貧は 一尺八寸 
の觀世 音で 之を モ育觀 音と いつて 中々 有名で ある。 之に 付て 種々 の 傳說が あつて、 
此 寺の 緣 おなる るのを 見れば 荒 唐 不稽實 に 笑 ふべ &極 である。 普通の 傳 へでは 昔 
I 山賊の 爲じ 殺された る 絶® の產 落」 たる 子を、 此 寺の 住持 深く 憐み 、乳母を 置いて 
\ 養育した るに、 其モ 成長の 後 遂に 巧を 殺し 賊を 討て 其 恨を 報ず、 日ぶ れ查 く化觀 音の 
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夜な おの 傳  加灌 による わけ だとて、 モ 育の 觀 音と いふので ある。 夜 泣 おとい ふのは 此維 婦が此 

說  こ 

一 おに 憩 ふて むた 時、 無慘の 巧に 倒れた ので、 爾來 おに 靈を 生じ 深夜 鳴動した るに よ 
ろかく 名 づけた ので あると ふ 事 だ。 石に 南無 阿 彌陀の お 字を 刻した るのは、 弘法 大 
師が來 遊の 時 錫を 此 寺に 强 め、 供養を 馨 み、 其 幽魂を おひ、 化 名號を 刻して 遂に 鳴動 
を 止めし とい ひ傳 へる。 おは 高 S 尺 許、 周圍 几て 一 丈、 普通の お 質で 卵形の 頗る 堅 硬 
なる でで ある。 或は 化 お 暗夜 燈 なしと も衝當 るを きに よら.、 夜 無 お だと もい ふ。 併し 
さ聋で 光澤の ある おで もない。 思 ふに な 上の 船婦 の轉說 に附隨 して、 たま^^か、 
るを おの 此處 にある よろ 附會 した もので あらぅ、 盎し 地中に あつた おが 雨氷の 浸 
j 鈍の 爲に 現は る、 やぅに なつた のを、 中世 久延 寺の 僧の 如き 輩 か 更に 修飾を 加へ 
難 有い 文字を 書 加へ、 種々 の 傳說を 添へ て 世に 吹聽 した もので あらぅ。 此 おを 一に 
孕 巧と もい つて、 天 和 中 朝鮮人が 來 朝した 時、 道を 作る 者が 化 おを お捨てん とした 
けれども、 丸く 長く 跑婦の 腹の やぅに なつて、 なか'^^ 取ろ 難いので 之を 孕 おと 名 
! づけた とい ふ 事で、 絶 婦の傳 說る查 くこれ より 湧 おした ものでは あるう いか。 掛川 
I 志 稿には、 續 太平 記に 永 享四年 普 廣院富 出 見の 時 よら 化傳說 あるる の なれば、 隨々 
をく よ 6 此摩說 は あるので あると あるが、 續 太平 記 旣化恠 むべ さ 書 なれば、 何れ 是 


等の 話は 德川 時代 泰 をの 世の 作ろ 話で あらぅ。 ± 御殿 お 巧說說 じは、 此 おを 大 にが 
I かし、 先づ觀 音信 仰の 益 あろて 害な & 事ょ々、 水 飽を賣 るの 妨 をき 事を のべ、 次に 坂 
一を 下れば 不作法 千 萬 海道の 眞 中に 賛 々として 往 來を妨 r る おあら、 是 を夜啼 巧と 

I いふ (中略) 此巧 のみ 益な くして 妨 あろと み ゆ。 今に 夜啼 くと る しらね どる、 夫は 兎 も 
あれ、 道の 傍徑 なんどに あらんは、 たと ひかんら ぅ盤燒 含た ろと も、 人に 害 ある 事を 
し、 爱は 旅行の 本 路況ん や嗟峨 たる おを しのぎ、 人脚 馬 廊も勞 る、 巧に か、 る 無用 
の 巧げ あるは 何 どや、 巧に 馴れたる 往ホ 飛脚 をん どは、 覺 悟る あるべき か。 老少 婦人 
富の 類 ひ、 夜を こめて 立 も、 暮に迷 ふて ホる 輩、 道を 急ぎ 巧を 窃む ものは 決して 恠訝 
すべき おな ろ、 古を をして 今に 驗 ある 程の ものに あら じ。 疑 ふらく は、 お 魂 あろて 俗 
る だし 置く にや、 あ、 これ も 入らざる 世話 云々。 今 化 おは 舊 道から 新道へ ころがつ 
て、 新道の ル泉屋 とい ふ 茶 巧の 庭前に 据えて ある、 此 ル泉屋 とい ふのは、 今 新道 じあ 
るが、 もとは 舊 道に あつて 古い 茶 巧で あつても とから 中 山の 餅飽 で、 今でも 水賴を 
作つ て賣 出して をる、 掘內の 停車場に 賣 ろじく るのは、 大抵 此 家ので ある。 寬政十 S 
年の 大江 丸舊國 とい ふ 人の 「あがたの S 月 四月」 とい ふ祀 行文に、 佐 夜の 中 山の 餅屋 
小泉屋 忠左衛 巧と あつて、 舊幕 代からの 茶屋で. ある。 
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化の 久延 寺戍 至極 小さな 寺で あったと 見扛 て、 何れの 書颇 にを 所見は ない、 され 
ば 住僧な ど \ て を まつた ものが なかっ たので ある。 德川 時代の 巧に 清辨 とい ふ 人 
が 住持と なって、 をれ から 眞言 宗 になっ た。 家康は 來往の 間、 興此 寺に 憩 はれた 事を 
あつて、 かた"'^^ か^る 緣 から 化 所る 寺ら しくな つたで あらぅ。 

寺內 じは 御茶 亭 跡と いふ ものが あって、 慶長 五年關 原な の 時 家 康の爲 に、 掛川城 
ま山內 巧が こ、 じ 茶亭を 設けた との 事で、 今に 其 跡を 御殿と い 0 て、 天明 九 年 正月 
に 松を ± 佐 守が 標を 建て、、  、.  , 

慶長五 年 關原之 役、 山內對 馬. ザ】 豐爲萊 照 神宮 作 寧 於. 遠江國 .拉野 郡 中 山、 な 進 飯、 于 今人 
存其 遺址 而護 之、 旧標 之ち 

と. 刻した、 これは 今る 寺じ殘 つてを る。 眷辨 後の 住僧 も 更に みらぬ が、 南 おとい ふ 人 
が 居つ た、 この 人は 尾 州 侯ょ ろ大に 愛顧を 受けた とい ふ 事で ある。 慶安 元年ょぅ 朱 
巧を 賜って、 佐 骄郡奧 野が の內 十】 お 一み 餘 、樣原 部 菊 川が の內 S お 二斗餘 、なせて 
十 S 巧 四 斗を 戴く 事と なった。 現今は 參詣の 人も少 く、 檐 傾き 屋 破れ、 實に 荒れ果て 
た有樣 になつ て、 モ 育の 觀 音は 自ら 少しく 其 身を 育てなければ ならぬ をに なつて 
居る。 寶 物には 慶長 一. 一年 S 月に 肴辨の 寄附した る茶签 、慶長 八 年 六月 伊奈 備前 守忠 


♦ 


次 寄進の 茶 塞が ある。 其盎 記に よれば、 家 康が駿 遠の 間に ゐた 時に、 屡 t 來て茗 を 汲ん 
だ签が あつたのを、 慶長八 年 伊奈忠次が 改 鑄/したる .ものなる が、 其 後寶永 S 年に が 
奈忠 次の 裔の半 左 術門忠 順が、 江戶 よろ 飛 州に 匙く の 途上、 舊签の 底破壞 せる によ 
ら 、之を 修 して 义當 寺に 納めを きしとの 旨を 記して ある。 其 外には 家康 所用の 惋秦 
瓶な ど あろ、 或は 蛇 身 鳥ず す 孕 ぞ安產 玉な 法 大師 御作 簾 名 號鲁八 敵 討の 太刀な ど 
あれ ど、 素よ ろ 素 生の 知れぬ るの、 みで ある、 もれに 今一つは 無 間の 鐘の 數 かとい 
ふるのが ある。 この 由來 は、 曾て 此の 寺に て 一の 梵鐘を 鑄し じ、 撞 座の 傍に 朦® とし 
て 鐘の お顯 はる、 是れ則 も 玉と いふ 嫉妬深き 婦人 よら 鑄ん とて 納めた る 鏡の 凝 化 
せぬ 故で ある、 故に 若し 之を 撞 くと 召は 現世に 福を 受 くる 事 ある も •あ來 は 必ず 無 
間 地獄に 墮落 する 因緣あ 女、 故に 之を 無 間 鐘と いつ V 遂に 製つ て淡ヶ 岳に 埋め、 其 
の 斷片が 今る 寺の 寶 物に なつて あるの だとい ふ 話。 何れも 奇恠な 話 ばかろ である 
が、 こん‘ な 話は 却て 名高い もので、 最も 人口に 贈 炙し 易い ものである、 勝 栗毛 違で が、 

この 寺に むげんの 鐘 もつ きな  <  し 今は 晦 口にぅ そウ 、くやらん 

など、 洒落れ て 寺に 殘 つてむな い 事を いつて ゐ る。 而 して 淡ヶ をと いふのは 二 里 
許 ある 高山で、 こ V に 無 間 山觀音 寺と いふ 寺が ある、 卽ら 鐘を 埋めた 所の 寺で、 ヒド 

ルを のかの‘  一二 一二. 
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ィ 巧では あるが、 時々 參詣人 も ある やぅ だ、 太 旧 南献の 改元 祀 行には、 モ育觀 音よ ろ 

I 遠眼鏡で 見せし いとの 事が ある。 とにかく 此 話る 例の 踞婦の 語と おに 隨分 古く か 

I ら 名高い 語と 見ぇる、 併し 無論 纏 川の 世の 生產物 如は 相違 あるまい。 

中 山よ ろ日阪 まで 下ろ 坂 二十 四 巧、 可なら 急坂の 所る ある、 やは ろ 並木路 じて' 四 

方 山、 左を 深を とい ふ 馬脊の 如き 所を 通過す るので、 山中の 模樣 いと 寂寥で ある。 

I  最後 じ 於て 日阪の 事を 述べて 此篇を 終へ る 事に しやぅ と 思 ふが、 元 ホ 此日阪 と 

いふ 所は、 もと 西阪 で、 位 夜中 山の 西に あるので、 此 名が あるので ある。 西と いふ 字が 

日に 說 用せられ たのは かなろ 古い 事で、 夫 木 抄參議 爲相卿 海道 宿 次 巧 首 日 阪の下 
じ‘  - 

I  をに 高き 佐 野中 山 あかなく に 巧 こえ やらで か ヘリ かる わな 

I を ど ある。 これよ ろ 後の ものには 文明 十二 年 太 田 道灌の 平安 祀 行に.： 日 坂と いふ 山 
I 中 じて」 とい ふ 題の 歌 謙が ある。 明 應八年 飛鳥 井 雅康の 富 ± 歷覽 記には、 

I  日披 とい ふ 所を をに 入て たと， しく も 避 侍る とて、 

^  日の 坡は唯 くれぬ 間の おなりけ リ道 ふみ まか ふ 化 夜の 中 山 

と あつて、 足利時代よ ろの 事で ある。 又 之を 新 おとる 書く 事が あるが、 今は 全く 日 巧 


山 日  である 撞 をは 此邊を 山 口と い 的て、 別に 宿と いふ 程るな かつた ので ある。 德川 時が 
I  •ょろ は 五十 S 驛の 一で、 これから 小夜の や 山 •大 井川と 大な るるのを 前に かへ てを 
るので、 隨 々こ、 で 泊る 客 も 多 かつた ので ある。 

日阪の 今昔 I  此 宿は 衆 方を 上吼 とい S、 西を 下 巧と いふ 玻を卞 ろて 橋ょ ろ 西を 古宮吼 とい ふ。 

をの 驛路は 多少 異同が あつて、 下时 から 南の 淸 水と いふ 所を 經 て、 二の 曲と いふ 下 
へ 出た とい ふ 事で ある、 されば 橋の ある 所から 東は、 ると 人家が なかつ たので ある。 
此 地は 元 ホ 公領で、 支配者 も 時々 變 つてむ る、 元祿化 年の 東 遊行 囊抄 には 野 田 S 郞 
I 左衞 巧と いふ 人が 支配して ゐた 事が 書いて ある。 化 所は 西方 掛 川へ 一里 二十 九胖 
で、 東 金を へ 一里 S 十即み 恰度 中間に ある 地で、 此驛の 田地は、 慶長六 年の 檢地 じて 
‘  は、 傅 馬屋 敷 分 四十 一石 一升 一 合で、 傳馬役 三十 六 軒の 居 屋敷 四十 歩の 積で、 四 石 八 
I 斗目づ 、給は つたと いふ 事で ある。 元 和 二 年の 改 では M 二十 六 軒に 尙二 十五 お 二み、 
寬永 十ー ニ 年 新 傳嫣人 二十 四 軒を 增し 六十 人と なろ、 其內 S 十六に 居 屋敷 一 辟に 巧 
步づ 、とを る。 寬永 二十 年に 义新傳 馬 人 四十 師を增 し' 總 てな 人と なろ、 其 時 古宮时 
一十 六 軒る 傳馬 屋敷と なつた ので ある。 姊 I •。ぶ 此村も 現今は 通行人 少ない ので、 
大に 寂寥を 極い る やぅに なつた •殊に 山間の が 落 なれば、 旅行 人の ある 當 時は 娠も 

ルち の 中 山  .  一一 一一 一一 一一 
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ずるな らん も、 現今の 如く、 鐵 道は 金をから 日阪を 避けて 掛 川に 通じてむ るので あ 
™ ス から、 殆ど 此 地は 不用に 屬ず といつ てょ いやう に、 なつて、 ゐ る。 查く德 川 時代の 繁 
昌の餘 勢で 生活を つ  <  けて をる やうを 所で ある。 殊に 四方 山で、 掛川じ 向 ふ 一面 だ 
け 少しく 開け か、 つて ゐ ると いふ 樣な 所で あるから、 田地 も少 く、 漸次 生活に も 差 
支へ て、 人家 も 年々 に 稀少に 赴く との 事で ある、 併し さすがに 猶 少しは 古の 名殘を 
I 止めて、 立派を 宿屋な ども 一二 軒殘 つてを るので ある。 

藤の 餅  I  此 地の 名物と して 有名なる 藤の 餅と いふる のが ある、 これは 佐 夜中 山の 賴の餅 
^ のやうを曖味なるのでなく て、隨 分 ホ い も の で、來 往 の 人 々 は 常 じ 之 を 賞玩 し て む 
- る。 天文 十 S 年の 宗牧が 東國祀 行に， 

佐 夜の 山 も 近し、 日が とかい ふ 茶屋に 化み て 跡 荷物な ど 待つ ほど、 此 山の 名物な リ とて 
I  藤 もち ゐと を ものし すまして 出したり、 一年 もさ おけん など、 賞预も 一入、 巧には いかご 
^  ' とて、  ■  . 

. V  I  年た けて 又く ふべ しと 巧 ひき や 藤 もちた も 命 成りけ り、 

と あるの が、 最る 古い やうで ある。 永祿 十年紹 む 富 出見證 記に も、 商 山の 古藤を 用む 
I と あるは、 此事 であらう。 もとは 藤 粉 製の 餅な ろしを、 後には 葛粉に て 製し、 藤 餅と 稱 
して 人に 食は したやう で、 德川轉 化の 第一に、 が羅 化の 巧辰祀 巧に、 


西坡 を新坡 とも 書けり、 化が の ほ わらび 餅を ぅる、 往還の もの 飢を すく ふ 故に、 いにしへ 
ょ リ新坡 の わら ぴ觀 とて 其 お ある ものな り。 或はせ がの 粉を まじへ て 蒸 餅と し、 豆の がに 
鹽 かけて 旅人に す、 む、 人 その 談 餅な りと 知りて、 其 葛餅と いふ 事を 知ら ダ。 諸 越に 淚神 
を 買 ふて を 芋を 得た る 人 も ありけ ると かや、 

葵 叫 焦を 婦唤烘 、停 人 鄙を を 途中、 憑 誰 救 西 山 織、 馬首 吹 來餅お 風、 

とい.' a、 癸ホ祀 巧に も、 

巧 ミ 近を な爲當 
を お 轉誰曰 厭 

.西が 店頭 養 餅 成、 旅人 賀巧 口皮撑 、夷齊 雖餓飽 仁義‘ 須お當 時 薇 葛 お、 遺遞 關山處 々吟 、旣來 
新‘ 巧更を 臨、 化 巧不お 首陽餓 、藤 餅 唯 當頓急 ふ、  • 

遠遊祀 巧には、  ‘ 

西' 巧 麟非首 陽 薇、 往ホ不 か 徒救餓 、世 巧莫如 織甘甚 、幾人 到 化失義 機、 

とい ひ、 湘奏祀 巧には、 

佐 夜中 山の 險路を 下て 西 巧に 到す' 此驛に 藤 餅を 家每に 調べて 旅人を もてなす、 彼 西 山 
を 薇 歌を 唱て 、なぞら へんと すれは、 或 人の 語りし は、 今日は 往來 の-人し げき 故に、 巧の が 
を藏に まじ ゆると ちへ ば、 巧 巧の 詠も咏 ずべき にや、 

と ある、 然し 恐く 昔から 此 地は 葛紛の 名產 であるから、 恐く 藤 粉 ばかぅ で 製した の 
では ある い。 日阪の 東南 富 田が 附近には 葛 根が 最多く 出 ホる、 他國 の藤紛 に似て 
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居る ので 必 しも、 羅 山の 頃よ ろ 查く變 つたと いふ 譯 では ある 或い。 されば 藤 餅とは 
どんを るので あると いふに、 これは 今でも 所々 に 興 見る 通ろ で、 葛粉の 灰色が かつ 
たもので ある、 羅 山の 頃は 鹽を かけて ゐ たるのと 見ぇ で、 前に 引用した 丙 辰が 巧の 
文に 見 ゆる、 後 じは 砂糖を かけ V 食 ふやぅ じな つた、 とにかく 海道の 名物で 日阪を 
通過す る 者は、 旅 ゃの 疲勞 を醫 する 爲じ •必ず 食つ たもので ある、 例の i 御 巧 殿 衆 行 
說 話は’ 又惡 口を 叩いて、 

新 巧に つく、 さても きたなき 宿 哉、 ルき 事 巧燈の 如し、 彼の 名物と 聞 ゆる 藤 餅 あり、 化 宿の 
體に ては、 やはりろ くな ものは をはす まじと 思へ ども、 さすがに 初 猿の 淺ま しさ、 京に 歸 
りて 問 ふ 人に 笞 へんた めと 取りよ せて 味へ ば、 な こそ 案の 如く、 言語 道斷 、頗る 先 曰の 巧 
餅に 彷彿たり、 いやしくも 义懲 もせず と 人の おも はん 程、 恥 かしく、 紙に 包み そと 拾て よ 
と、 例. の 惟光を 招き わたす とて、 

名に めで、 ねぶる はか リぞ厳 餅 我 こりに きと 人に 食は すな 

と あ る、も んな巧をい、いか s/はしいものではをから ぅ。此 書は凡て何でも痛罵する 
筆法 なれば、 やは ろ こ- れる其 類で あらぅ。 何れぶ 物に 甘い ものなん では あるが' 此宿 
の 藤 餅は 隨分 名高い から、 をん な ひどい ものでは あるう い。 これ も 近年 作る 家は 一 
一一 軒は あるを ぅだが、 もぅ 每 日出 來 ては ゐ ない、 注文 •を 受けて もれから 作る ので あ 


る。 要すみ に 日阪 宿の 衰微. と 典に 名物 藏の 餅も查 ，く 其 おがなくなる やうに なつた 
I ので ある。 之を 要するに 佐 夜中 山と いふ 山は、 古 巧 東海道の 難所の 一で 又 名所で あ 
る、 實 じを 今 集な 來 のぶ 所で ある、 恰も 山の 嶺を 通過す る やうな 所で あるから、 大に 
I 趣の ある 道で、 富 ± る 見ぇる し、 大 井川の 洪積層の 平踩 る】 辟の 下に 見渡される、 婉 
蜡 として つらなれる 並木路は、 頗る 趣 も あり 义 種々 の 花木る あつて、 四季の 眺望 も 
M ^  j あろ、 殊に 途中 じは 菊 川と いふ 歷あ上 じ 著名なる ± 地が あるの みならず、 夜 泣 巧と 

豐 かな ± 地 

いふ 何人の 仕業 か 知らぬ が、 一種ず 怪の 巧が 途中 じころ がつ てむ y、 之に 種々 の ル 
說的傳 說が附 加され て. 頗る 此地 をして 有名なら しめたの である。 無 間 鐘な どい ふ 
るの が •吏に 種々 の レ ゼン ドを 傳 へて、 又 中々 面白味が ある、 これを 彼の ァ ■ビング 
などの 筆に 乘ら しめたならば、 どんなに 面白く 書 くだらう かと 思 ふ。 吾輩は 文學的 
趣味ょ ら觀 察する 暇がない ので、 甚だ 冷 かな 歷あ 的の 觀察 をした ので、 化て 已 むを 
得ず 此 等を 抹殺し 了つ た。 とにかく 古今 集な 來歷 史的に 考 へても、 山の 名に 付て 考 
て も 甚だ 义學的 趣味の 豐 富な ± 地 である、 冀 くは 文學 者が 更に 堪能な 筆を なて、 化 
I 山に 付て 書いて るら ひたい 必地 がする。 余は 唯 歴史的 地理 的から 山の 古今に 付て 
.  記述した ので、 を ホょ ろの 山上の 變遷 或惊史 人の 此 山に 關 する 祀述 或は 此 山の 附 
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おの 事情を 書いた ので あるが、 化 山る 明治な 後 東海道 鐵 道が 金を 驛 よろ 堀 ノ內の 
方へ 迂回す る やうに をつ てからは、 もとよろ 化 道を 通行ず る 旅人 もなければ 、又 わ 
ざ-^ ル 夜中 山の 名所を 尋ね、 歌枕を 求めい とい ふやうな 人るな いので、 いよ/ \ 
巧て 淋しく をり、 菊 川 や日阪 などは おの 繁盛は 查く 見るべき 影 も なくなつ て 居る。 
曰 坂驛は 昔から あ聋ら 美しい 宿驛 でもな かつた もうで あるが、 近頃は 隨分巧 磯で 
ある、 名物 藤の 餅る なくなり、 却て 中 山の 水範 が掘ノ 巧に て發賣 されて をる。 雨淋風 
打せられ た久延 寺と、 ごろ <  した 夜 泣 おが 猶 人口に 腊 炙して， 實際實 物を 尋 ぬる 
人はなくて る 到る 處に 頗るち 名で ある。 (明治 一二 十五 年) 


I  不 破關址 

は 耍衝  美 濃り 國は 昔から 東海 •東 山 •化 陸 一二 道の 分岐す る 所で、 中 仙 道 よらず る 者は もと 
より、 東海道を 美濃路 にと る 者、 化 陸 道よう 東海道に 入らん とずる 者は、 必ず 化國を 
經過 せねば をらぬ とい ふ 要衝の 地で ある。 されば 此國は 古來屢 .戟爭 の 巷と なつて、 
幾多 勇武の ± が、 化 處で 衝突を 起し 馳驅 交戰 巧を 交 ふるに 立 至 つた 事が 往ク であ 
る。 とい ふのは、 とかく 此地 がか V る 要衝な 地で あるから、 勢； 5 兩 方から* たもの が 
出 あ； 5 がしら になつ て 衝突ず る、 加 之 天然 形勢が 大に 都合よ く 出 ホて ゐ て、 川が 縱 
横に 流れ 山 あろ 野 あろで、 大に 兵を 用うる じ 適して をる ので ある。 古來此 地に 巧は 
れた 戰爭の 例を 數へ 來れ ば、 を 易に 數へ盡 せぬ ので あるが、 就中 著明なる のは、 慶長 
麵趴原 役と’ 五 年の 關原 役で あらう。 巧 田 一二 成と いふ 人は、 なか， く戰に をれ た 人で あるから、 近 
江 や 京都で 徳 川の 軍を 防 r とい ふが うな マ ダィ 事は しない、 ズット 進んで 此國建 
-で おて は來 たが、 何分に る こ、 は 無比の 要衝で あつ y、 丹 後の 細 川 や 近 江の 京 極が 
後方に 巧つ て 敵で あつた のみでを く、 若し 東海道を 進んで 巧く うらに、 中 仙 道を 麵 
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つた 敵軍から 追撃され ては を々 しき 大事で ある。 か、 る 都 八 口で S 成は 遂に 進み 得 

I なかつ たが. 其代ク にこ V に查 力を つくして 防いだ ので、 非常な 戰爭 となつ た。 とじ 
かく か、 る 要衝の 地で あるから、 や 仙 隶海兩 道の 會點 として 岐阜 夫 垣の 間から、 化 
陸 道と 京 街道の み岐觀 の關原 違では、 非常に 重要な ± 地 である。 元 ホ 東西の 往來は 
美 濃の 不 破と 伊勢の 鈴 鹿との 邊よ $ 外に 道は をい ので、 是非共 其 何れ かを 通過せ 
ねばならね。 彼の 壬 中り 亂り 時に も、 不破 •鹿 太の 二道を 肪 難け^^^ 别^臟 が 動。 塞 
ぎ 又が 國連男 依 やが 臣 阿閉 磨 等が 天武 帝の 命に よろ 丘 ハを 巧して 此 二道よ ろ 進ん 
だとい ふ 事が ある、 是非共 此 何れ かを 通らねば 畿內じ 入る 事は お ホない。 然るに 伊 
勢路 をと るよ ろ も、 美濃路 をと る 方が、 少しは 迂回では あるが、 山 もを 易で 川の 煩 も 
少 いので ある、 であるから 平を 朝の. 終 頃 よらは、 盜賊 の出沒 する やぅな 鈴 鹿を 通ら 
をいで 大抵の 人は 美濃路 をと つたので ある。 嫌 倉 時代よ クを利 時代に 及ぶ 間る、 鈴 
鹿路 をと つた 人 も あるが、 大抵の 人は 寧ろ 美濃路 じよつ たので ある。 德川 時代は 大 
にや か 寺し くて なるべく 不便に して 近 さを 撰んで あるので、 鈴 魔道が 正路と なつ 
て 東海道の 本 往還で あつた。 をれ でもと かく 熟 田 •桑 名の 船 渡を 嫌 ふ 婦人 連は、 美 濃 
路 をと つたと いふ 事で ある。 明治の 化に なつて 萊 海道 鐵道 はやは ろ化路 によつ で、 


とにかく 鈴 鹿と おに 東西を 連絡す る 唯一の 惡路 で、 軍事上よ ろ も、 交通 上よ. クも頗 
^ る肝要な地であるといはねばなら ね。さ れ ば 今 少 し く 其 な 還 に 付 て の 沿 革 殊 じ 昔 
此 所へ 置かれた 關 所で 有名な 不破關 にかて 述べ やうと 思 ふ。 

抑る 不破關 の 名が お 上に 見 ゆるは、 な 文 天皇の 時の 壬 申亂な 後の 事で あらう、 天 
^ 智が崩じてま踩にをられた天武が當時の大海人皇モ が、其 東宮の時御科地が美濃 
伊勢 じある じよう、 東 國じ據 つて 近' 江を 襲 はんとし、 安八 郡の 官人多 お 品 治に 示し 
I て、 急に 不 破の 道を 塞がし いとの 事が ある、 次で 天皇 自ら 出陣 あつて、 野 上に 行宮を 
- 興され、 和 襲に ないて 軍事を 檢 校せられ、 直にが 國連男 依を して 數 萬の 衆を 率ゐて 
I 此 道から 近 江に 攻乂 つたので、 近' 江の 方を 專ら此 所を 防がう とした。 とにかく 此戰 
爭は濃 •江 •勢の 間を 走る 山脈を 間に 置いて、 東から 西に 攻 入らん とする 時で あるか 
ら 、鈴 鹿と 此道 とは、 何れ 劣らぬ 道で、 お 江 朝廷の 最も 憂慮した 道な ので ある、 若し 官 
軍が 山 部 王の 變 ふなく、 果 安の 自殺るな かつたならば、 此要 道から 萊 軍を 破ろ 得た 
かる 知れな かつた ので ある。 此の 如く 實に 東西 連絡 惟一の 要路で、 關原 村から 松 尾 
^ 山、 中 今 須 を 經 て、巧 原に至る達で、一 夫關に當れば萬夫る開くをしといふやうを道 
ではを いが、 やは ろ山が 兩 方から 迫つ てを る狹 谷で ある、 併し 出る 淺く 富る あつて、 
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さ 咬で 要嘗の 地と. る覺 ぇない、 查 く查體 の大藝 から 考 へて、 化處が 唯一の 要路と い 
ド 跋關の 創 八 ふべき なので ある。 一代 要 記で みると、 天武 帝は 壬 申亂の あつた 翌年 卽も白 鳳 元年 

I に 不破關 を 置かれた、 圣く壬 申 亂に化 道の 要路なる 事を 知られた 故で あらう。 これ 
が もを-^ の 不破關 の始で 之れ から 此關 所が^ やみに を 名に なつた。 化 中古の 關 
所なる るのは、 德川 時代の 箱 娘や雖 氷の 關の 如く、 隘路に 扼 し-て 到底 遁げる 事の 出 
衆ぬ やうな 所に 置いた 譯の ものでなくて、 今少しく 大勢に 目を つけねば ならぬ。 戰 
國 時代の 城を 見て. 王朝 時代の 城 もこん な ものと 思 ふのは、 太なる 誤謬'  である 如く、 
道路の 模様を どる、 德川 時化の 如き コ セッキの る 世の るのと は 大に趣 さを 異にす 
るので ある。 もれ 故に. 關 所の ある 所なら ば、 皆 地勢の 峻耍箱 根の 如くに して、 萬 夫る 
一夫に 敵す る 能は ざる ± 地と 思 ふのは 大 をる 誤で、 我々 が 白 河 や 勿來で 驚いた や 
うに、 化不 破に 於て. も. •地點 其 ものが ちれ ほど 驗要 タトロ 據 しては 居ない とい ふ 事を 
知るべき である。 白 河は 奥州 入口を 扼 した 所、 不 破は 萊海 波山兩 道から お 江に 入る 
晒 喉を 扼 した 所と いふ 譯 で、 關 巧の 必要を 見る ので ある。 故に 都が ホを にを 过ろ 、逢 
坂關 とい ふ 立派な 狹を 上の 關 巧が ある 上は、 化 地には さ建夕 必要を 見ぬ 事と なつ 
で、 廢 滅じ歸 する じ 至つ た譯 なので ある。 而 して 天武が 後、 奈な 朝の 間は とじ かくじ 


を 在して ゐ たので あるが、 右 猿の 地勢で 近 江. 朝廷の ある 頃は 必要の 地で あらう が、 
^ 大和じ朝廷ある時は、さ聋での必要る見ない、天武帝の時じ置 か，れ た の は、亂 後 の 必 
要に 應 じたので あらう。 しかし 先 づ奈な 朝の 間は 中 仙 道の 入口と して、 此江 •濃の 間 
一一 轟は 時化™ じこの 取締を 置かれた のは、 軍事上の 警戒に 外 をら なかつ たので あらう。 昔から S 
る  關と いふ 事が ある、 これ じ 付て は、 源 爲憲の 口遊に、 勢 多 盛 鹿 ネ破等 謂 之 S 關 、不破 巧 
I 美 濃 國不破 部と 見を、 名目 妙に 一ー ー關 、齡 § 、職 議、 Ifi 瞧 細と あろ、 併し 奈良朝 じでは 一ー ー關 
I  .といへ ば、 勢 多 逢阪を 加へ ずして 越 前 愛 發を數 ふるる ので ある。 逢阪を 加へ たのは 
^ 大同年間のホに愛發を廢してから後の事 で’あ る。元 來 S 關 と い ふ 事 は、職員 令 じ る 
見ぇて あるので、 奈良朝 前ょ ろの 稱に 相違ない が、 此 逢阪 關は平 を 朝に なつ y" 必要 
™ を認 むる 化 至つ た 所で、 化 頃 なれば 寧ろ 愛 發を數 へなければ ならぬ。 元ホ此 S 關の 
目的は 帝王 御不豫 又は 崩御の 際 謀叛 人潑覺 せし 時、 其 外 天下に 事 あら ば 之を 固む 
I と い ふ 事*に.な ク て ゐ る。此 の 如く中古 の關巧は 目的に於て る徳^=^時代の關がとは 
.多少 相違が あるので ある、 德川 巧の 如くむ やみじ 來往の 人に コセ ッィて 調べた ろ 
i する のでを くして、 天下一 朝 有事の 日の 爲 である。 逢阪 關の 創設る 隨分 古い 事で あ 
るが、 化關 所が あるが 上は、 平を 京の 當時 にす 破 盛 鹿は 甚し含 必要を 見ない ので あ 
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る、 唯奈良 朝の 時代は、 伊賀を 經近 江を 過ぎて 中 仙 道 じ 入る 者、 义 は化國 ょろ 中 仙 道 
東海道に 入る 者を どの 爲に 必要で あつたら ぅ。 併し これ も 鈴 鹿 や 愛發修 どの 必要 
は 認めない。 併し 平安朝に 入る 護では、 確に 存在して むた ので。 續 日本 祀 天平 神 護 元 
年 S 月の 條 に，  ‘ 

か 勢 •美 機 •越 前者 是 等ず 關之國 化、 を 其關國 百姓 及 餘國を 力 之 人、 不可な 充 王臣資 人。 

と ある、 猶同祀 天平 寶字 元年の 橘 朝臣 奈良 麻呂 反道備 兵器 謀圍 田が 宮と ある 條 に、 

陸奧 將軍大 伴せ 麻呂 、今 向 巧 所、 至 美濃關 、詐稱 お 請 欲 相 見 一二 親晴 、蒙 官廳 許、 の 卽塞關 を 

々、 

又 同紙 延曆八 年 西 月の 條 に、 

先 是 か 勢 濃 等 關、例 上下飛驛威關司必 ち至 是 刺 自 々 な 後、不 樽 顿 開 焉、 

と あろて、 大伴古 麻呂が 道に 變 4 して 反逆人に 黨 し、 却て 關を 塞ぎた る 事 や、 關 司が 
妾に 公用の 風を 開き 見た る 事な どじて、 關 所の 比較的 有益なら ぬを 知ろ、 殊に 平安 
京の 初な どは、 天下 太平に て餘ろ 此等關 所な どの 必要な かろし ゆる か、 とにかく 延 
曆八 年と 巧に、 

た 巧 甲 {巧、 敕が勢 •美 濃 •越 前等國 日、 置 關之設 、本備 非常、 今 正朔が 施、 區宇無 か、 徒 設關險 、か 用 
巧繫 、遂化 中外 隔絕 、旣お 通 利么徑 、公私 往來 、每 致稽留 之を、 無益 轉 お、 を 切 巧を、 思 革 前 お、 化 


を廢す  .，適 變 通、 宜其 ニー 國之關 、一切 •停 藤、 所 おお 器 狼 備運收 が國府 、自外 舘舍移 速 か使那 を、 

^ と 令せられ て、 S 關 はを く廢 せられた 桌理宙 とする 所は、 關 は唯來 なの 便を 缺 くの 

み じて 何等の 要な し、 今や 天下る 泰平な ろ、 萬】 事 あら ば將 宜に應 じて 處 して 可を 

らんとの 趣意ょ ろ 出た ので ある。 これで 不破關 はを く廢 止せられ、 關屋の 板 庇の み 

が殘 つて 永く 浮 名を 流した ので ある。 併し 平を 朝 にても 從來 の 慣例 じょろ、 事 ある 

時は 化 S 故關を 固められ たる ものと 見ぇ、 日本 後祀 大同 元年 S 月の 條 じ、 

’I  灭皇崩 云々、 遣 使 固ず か 勢 •美 濃 •越 前 111 國 故關、 

と あろ。 同弘仁 元年 九月 癸 卯の 條 に、 

依 太 上 天皇 命、 擬 遷都が 平 城を々、 了 ホ 緣遷郝 事、 人ム騷 動、 化 遣 使 鎭固か 勢/近 江 •美 濃兰國 
府 並故關 、云々、 正 五位 上 大野 朝臣な 雄篇 美 濃 使、 

と ある。 此 外文德 實錄兰 代實錄 にも 時々 見ぇて むる、 化 等を 見ても、 此 地が 德川 時代 
の 箱 根 や 今 切の 關所 など、 は 根本的に 趣が 違 ふ 事が 分る。 類聚 S 代 格な どじ 足が • 
白 河 •菊 多 剔の 事は 見 ゆる も、 此關の 事は ない、 蓋し こ、 は故關 で、 もはや 關屋は 板 庇 
に 巧 漏る 如く 荒れ果て V しまつた ので ある。 か、 る 次第で あるから、 此 關の實 際に 
1 來牲の 人を 取締つ てむ たのは、 天 或が の 時から 奈良 朝の 終まで く、 其 命數は 甚だ 短 
かく、 をのな 後は 唯 故關の 名を 止めた ばかろ、 關屋が 月光の 漏る、 やぅに 荒れ果て 
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て 其 代ろ じ 詩人の 知蛛 となる に 至つ た。 蓋し 今まで やかう しく 取締つ てゐた 所が 
I 廢 せられて、 立派な あ葺の 家が 變 じて. 雨 月 漏る 板屋と 化する に 至つ ては、 何人と 雖 
多少 感慨の 情を 起す は 自然の 事で あらぅ、 まして 涙 もろき 詩人 じ 於て を や だ。 

廢化 なのす  京都ょ ろ東國 に牲來 する には、 此 美濃路 をと つた ものが 多 かつた やぅで あるか 
W ら 、此 地は 卽ち牲 還の 途上で 牲來の 人 も 今昔の 感に堪 へ 難く 顧る 人る 多くて、 所謂 
征人 をして 馬を 駐 めしめ、 巧 客を して 襟を 潤は しめた もので あらぅ。 此 等の 歌 誠を 
悉く 列擧 する のは、 なか^^^か 合 易の 業では をい が、 今ー ニ 首を 擧げて みん に、 千載 集 

こ、 

霞 もる 不 破の 關屋に 旅ね して 夢を も 得 こそと を さか リ けれ 

新を 今 集に、 關路 秋風の 題に て、 

人す まぬ 不 破の 關 やの 极 ひさし るれ にしの ちは ロハ 秋の かぜ 

爲 家集に、 不破 時雨の 題に て、 

をれ にけ るふは の關 やの かかな 巧 晴雨は かりの しる 名を リ けり 

などい くら も. あるが、 多くは 不破關 とは どんを 所と いふ 事 も 知らないで、 能 因 流に 
諫 'んだ 歌 も 夥多 ある、 多く 月が 澄い、 漏る、 時雨 ふる、 秋風 ふく、 關 守と"" むな どい ふ 千 


偏 一律に 過ぎを い。 とにかく 平 ま 朝 末には 有名を 巧で あつて.’ 更科 日記は、 唯 これは 
物の 興 もなくて 過ぎた と ある ばかろ で、 何等の 詳記るな い。 恐く 此 頃は もはや 關址 
ばかろ で •板屋 庇が 昔の 名殘 をと くめた のみで あらう。 鎌倉時代に 入つ て 光行の 海 
道 記は 伊勢 路 をと クてゐ るが、 仁 治 兰年源 親 巧の 萊關紙 巧は 美濃路 で、 かしは 原と 
云 所を たもて、 美 濃國岡 山に も か、 ろぬ、 谷川 霧の 底に 音信、 山風 松の梢に 時雨 わた 
らて 、日影 もみを ぬ 木の 下道、 あはれ にム肢 をし、 こを 果 ぬれば 不 破の 離 屋 なら、 實屋 
の 板 庇年經 にけ ク とみ ゆるに も、 後 京 極攝政 殿の 荒に しの もは た^ 秋風と ょませ 
給 \ る 歌を る a 把ら れて此 うへは 風情 もめ r らしが たければ、 賤し きことの 葉を 
のこさん も 中々 に覺 ぇて、 榮をば 空しく うら 過ぎぬ、 と あろ、 此 地の 旣に 寂寥を 極め、 
豊屋の 板 庇の み 猶殘ク 、ホの おを 存じた る 趣が 見ら る \ 更に 十六夜 日記には、 

ふは の關 やの いたび さしは、 いま も かは らざリ けり， 

ひま 多き ふは の關屋 はこの 程の 時雨ん 巧 も いかにも るらん 

と あつて、 板 庇なる もの、 を 在を 傅へ 居る。 をれ ょろ 後には、 文 和 二 年 一 一條 良 基の 小 
島の 口ずさみ じ、 

ふは の關屋 はむかし だに あれに ければ、 かたの やうなる がび さし、 化の あ かどば かリぞ 
不 破關趾  二 凹 セ 
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のこりけ る、 げに 秋風 もた まる まじ 弓 見えたり、  ’ 

昔 だに あれに しふは の關 なれば 今は さながら 名のみ 成け リ 

と あるは、 よく 南 化 朝 頃の 化 關屋の 有 樣を傳 へ V むる。 太平 記の 衆 下りに も、 不 破の 
關屋は あれはて、 な 像 漏る をのは 秋の 雨の みと ある。 更に 降つ V 足利時代 0 飛鳥 
井雅 世の 富 ± 紀行には、  ’ 

不 破の せきは 苔む して、 板び さし もしる しばかり かえ 侍りければ、 

校び さし 久しき 名を ば猶 かせて 關の戶 とさ、 ぬ ふは の 中 山 

と あつて、 寂寞の 模樣が 鎌倉時代よ •ろ 一暦甚 しかつた 事が々 る。 堯孝法 巧の 覽富 ± 
記 も 同じく、 

す 破の 關 ずぎ 侍リ しに、 もる とし も なきせ きの とぼ そ、 苔の かふか^^て、 中々 みどころを ♦ 
戶 ざしを ば、 幾 世 忘れて 斯く 計り 苔の み とづる ふは の 關やぞ 

兼 良の ふ も 河の 記には、 

•不 破の 關屋 をみ がるに、 なにとなく 昔 おぼえて 物哀 タリ、 中 御門 攝 政の あれに し 後は を 
ご 秋の 風と よか 給し 事な ど 思 合せられて、 

あれは つる ふは の關 やの 板 庇 久しく もを を 留めけ る 哉  - 
關屋の 中に ちいさき ほこらの あるを、 里人に たづね 侍れは、 これなん 淨ぶ 原を いは ひ 奉 
ると いふ 云々、 

と あ る、鉴 し此關所の開始なる天武帝を祀りし宮なりしなら ん、化 等 に よ .CN て お 利 


おおの 不破關 化の 模樣は 察せら る、 天文 二 年の 仁 和 寺 僧正® 海の あづ 咬の 逆の 
記に も 「扳庇 違 ばらに なれば 山風の 不 破の 關 もる 月 ど さやけ き」 とい ふ 歌が ある。 

德川 時代に 入つ ては、 もはや 天下の 牲 還が 鈴 鹿 道に 定められて あるので、 此 道は 
一層 寂寥を 極む るに 至つ たで あらう。 貝 原の 木 曾路の 記な どに も、 大關 がは 不破關 
の 有し 所な ろと いつて をる ばかろ である。 

烏 丸光榮 のが 出の 濱の 記には 

不 破の 關 をと へば、 今は 其 おもな し、 巧の 家の なの ホに 移の 一本を リ '化を たりな リ とな 
むい ひつた ふると 詔る 板び さし、 ひさしき 化'^ を 隔て ホて、 あれし 關屋の あとだに も 
なし、 

と あるに て大體 の模樣 が‘ 分る、 义寬文 二 年 池 田 綱 政が 下 ホ 旅行記に も、 不 破の 關崖 
の 跡と ある ばかろ である。 更に 享和二 年の 太 田 南 献が壬 戌が 巧には、 

极 橋を わたりて がを 上る、 大關 村と いふ、 これ 不 破む 關屋の 跡な リと いふ、 砰端 くちたる 
を ばら 屋 に、 うりる (賣 家) といへ る 化 わした るは、 飛鳥 川なら ね ど、 せに かは リ ゆく 宿なる 
べし、 か、 る わびしき やどとう リて 、いづぐ にさ すら ひゆく らんと 思 ふに、 淚 まつ おちぬ、 

と あつて 不破關 屋も賣 家 違で に 零落した とい ふ 氣の毒 千 萬の やうず も 知らる、 
ので ある。 膝 栗毛は 大じ冷 かして、 

不 破關址  二 四 九 
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ほどなく 大關 がと いふに いたる、 左の 側に 不 破の 關屋の 跡あリ とき、 て、 

!  い. にしへは 關の扉 も閉に けんこれ や鑛 卵の ふわ*^^^'-^  のさと 

とやつ てなる、 とにかく 德川 時代に ば、 はや 何等の 跡るな かつた るのと 見ぇる。 芭蕉 
の 句に、 

秋風 や 數も富 もす 破の 關 

とい ふのは、 此關屋 の 板 庇. も 何にも なくなつ て、 秋風の み 吹 通して 居る 景色を 謙ん 
だもので あらぅ。 

な 上は 天武が 創設ょ ク德川 末に 至る 皆での 不破關 の 沿革で あるが •更に 進んで 
現今の 關址の 模様を 述べ 且 四隣の 地理を 誌いて 本 篇を終 ふる 事に しやぅ。 

東海道 鐵 道が 美 濃に 入って、 關原 停車場 化 止まる。 此關 原と いふ 所は 前に も 述べ 
た 通ろ 慶 長の 役を がて 著名の 所で ある。 これから 近 江の 巧 原に 至る 聋 では、 が 吹 山 
の 山脈が 相 列つ て、 一路 西 化に 向つ ては 藤 川 越が 開かれ、 西南は 山中の 山間と なっ 
て 居る。 關 原は 恰も 其 入口で あって、 四 通 五 達の‘ 地で ある。 東は 濃 尾の 大 平野に 連っ 
^ て、中仙道はるとょら、東海道線の化路線である.南は 一 路桑名に向って通じが勢じ 
向 ふ 要路で あそ 化に 藤 川 越を 越ぇて 化 闕じ向 ふ 街路で、 西は 中 仙 道が っ' といて お 


江に 入つ て 居る。 桐して 此 間は 猶 西側の 山が さ 或で なつて はなないで、 其ぶ が 示ず 
通 ク の 高低 ある 一里 四方 位の 原踩 で、 垄く慶 長の 戰場 である。 不破關 は 此原骄 か 西 
方に 向 クて盡 きて をる 松 尾が とい ふ 所に あつたので、 これから 藤 川を 渡つ て 山中 
とい ふが が あり 十 和 許の 山間を 巧けば 今須に 出る。 をれ から 寢 物語を 經て巧 原に 
着ず るので、 其 間は 僅に 半里 位に 過ぎない。 此の 如くで 決して^ 要なる 地點 とい ふ 
べ& 巧で なく、 坂路 など も 甚だ 少ない。 關原 停車場ょ ろ、 凡 も 十二 一二 卿で 松 尾が の不 
破 關址じ 入る ので、 其 途上 左方へ 五六 和 入 送んだ 所に、 關姬明 神祠が ある、 これは 美 
濃 神 名 記に 不破 郡從 五位 下 關姬明 神と 見ぇ、 關比興 蘭 姬と兩 社 あるのは、 天 武持統 
を祀 つたので あると いふ 事で ある。 不破 關址は 今を 還の 左 侧に巧 構の 家‘ が あつて 
門は 閉ぢて あるが、 其 家の 裏が 卽ら其 遺址 だと 傅 へられて をる、 もとょろ 王朝 時代 
の關所 なれば、 箱 おの やうに 前に 水を 置き 後に 山を 負 ふとい ふやうな 遁 げやう と 
て-る 遁 げられ ないやうな ± 地では ない。 德川 時化の 考で みれば、 こんな 巧が さう か 
と恠 しむ ばかろ である、 併し 前に 關藤 川を 帶び地 高く して、 これから 山間に 入らう 
とする 所で あるから、 位置は 恐く 誤は をからう 殊に お 利季世 音で 扳屋 庇の あつた 
やうで あるから、 ホ だ 年代 も 新しく 位置を 失 ふ 違では ある 咬い。 其 遺址と いふ 巧に 
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は、 數个の 巧 碑が 立って 居る、 文政 五 年 二月が 謎 撰 文の 美 濃 國不破 故 關變實 はが 崎 
嫌 堂の 撰 文の やうで、 其 後が 崎 嫌 堂 遺文を 見た 巧が 之と 同一の 文が あった) と、 文政 
S 年 S 月 秦鼎撰 文の 不破 關址碑 記が ある。 盛 碑文は 後に 褐げて ある) 蜀 山人の 巧 歌 
の 碑が ある。 

大 友の 王子の 王に 點 うちて つぶす 玉子は 不 破.^ の關 

と ある、 其他猶 一二 一一 俳句の 碑が 立つ てを る。 而 して 板屋 庇當 時の 遺物と いふ ものは' 
何 じる をい ので、 板屋の 板な どは 名所 保を の爲 度々 改修した るので は あらう が、 慶 
長の 戰後 恐く 其 儘に なつた るので あらう。 今は 關の古 井と いふる のが 當 時の 遺 做 
だと 稱 して 殘 つて ゐる ばかろ である。 义 其境內 ょりは 屢亦目 兎を 掘 出ず とい ふ 事 
である、 今 其 傍の 家に 往古 關屋 を葺 いた 巧 だとて、 ち大の あの 破片を 藏 してむ る、 摩 
さ 凡を 一寸 一二 二分 も あらう、 圆 兎の 直徑は 五寸 五分 許る ある もので、 奈良朝 時代に 
寺院な どじ 用ゐ たものと 同樣の 紋章の 菊花の 絞で ある-別に 疑を 狹む餘 地の ない 
ものであるが、 果して 然ク とすれば、 當 時の 關 崖なる ものは、 隨分 宏大の もので あつ 
たに 巧 違ない、 兵を 蓄へ 軍人を 置く たは、 か、 るぶ 派な 建物を 嬰した わけで あらろ 
徳刀 時代の やうな 唯往ホ 人を 見張す る 所でない 證藤 にもなる であらう。 


大關ぜ  此松 尾が の 事を 大關 がと るいつ てゐ たので、 郡が 記に 大關は 松 尾 化と ある。 火關 
小關せ  ^ 化 十二 三 町化國 街道に 關原 がの 內 で、 小關 がと いふの が ある。 此ル關 とい ふのは 
^ をい 地名で、 承久 記に、 官軍 山 田 二郞軍 忠なる ものが、 鎌 倉 方の 伊佐 S 郞巧 正と 戰つ 
て 敗 化し、 美 濃の 小關 とい ふ 所の 高き 木に 旗を 結 付て ど 落た ろけ ると ある 巧で、 思 
ふじ 大關は 中 仙 道の 取締で、 ル關 は化國 街道の 取締で あらぅ。 卽 も此兩 街道は 關原 
がで 分れる ので， かれてから 何れへ も 十ー ニ W ある、 をの 大關 がは 不破關 の 所 巧 地 
であるから、 小關が にも 恐らく 小關 所が あつて、 中 仙 道 同 樣化國 街道を も 警戒して 
むた もので あらぅ。 ると ょろ 其關 所の 址 のみならず、 ル關 には 關の あつたと いふ 傳 
說 るない が、 其ぶ から 考へ 地勢から 見て、 是非し かるべ 含で ある。 

藤 川  不破 關址の 下を 流れて むる 藤 川は 有名なる 關の藤 川で、 水源は 近 江 坂 旧 郡の 藤 
I 川が に發 し、 化關の 傍を 過ぎ、 南方 お 津郡牧 田が にて 多羅 川に 合流す るので ある。 化 
I 川は 昔から 不 破同樣 著ぶ であつ て、 常に 歌枕と なつて ゐ る。 旣に 古今 集 じ、 

I  かの、 國 せきの 藤 河た えずして おにつか へん 萬 代までに 

I を 初め、 歷 代の 勒撰集 や 諸家 集に 夥多 見ぇて ゐ る。 一 一條 良 基の 小島の 口ずさみ じ、 

關の藤 川は 其 名 もな づ かしければ、 わきて こと、 ひ 侍し、 名は ことくし けれど、 さし も 
不 破關址  一一 五一 一一 
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なき 小川に で、 萬 柏までの 流と も わかれず、 され ど絕 えせぬ ためしは いとたの もしくて、 一 

^  さても 猶 沈まぬ をを やとと め まし かる、 淵 觀の關 の 藤 川 

何處 のぶ 所 も 化 通で あるが、 關ノ藤 川な どい へば 如何なる 所 かと 思へ ど、 實際來 て 
見れば、 良 基 公の 言の 通ぅ である。 今でも 查く 化 通で、 小叛 けな 何でもない 川で ある。 
淸見 原な  又 川から 二三 町 下つ た 所に 天武 天皇の 御社が. ある 淸見 原宮 とも 戶佐 々宮 ともい 
ふ。 美 濃 神 名 記に’ 不破 郡從 五位 下 關比男 明 神と ある 厕 で、 前に 述べた 關姬明 神に 對 
しての 祠 である。 藤 川の 記に 關屋の 中 じ ル さき！ 一と あるの. は、 此 社の 事で、 お 利の や 
世 頃は 咬 だ化邊 寺で 廣 がつ てむ たるのに 巧 違 あ’ る 違い。 天武 がが 野 上の 行宮に 巧 
幸 あつた 時、 化 巧へ 御祠を 建てられた ものを’ 天皇 崩御の 後、 關の 長者が 天皇の 恩を 
思； 5 て 天皇を 祀ク たもので あらぅ、 源平 盛衰 記に も 化 趣を 傅へ てなる。 藤 川を 渡ら 
山中  又 少しく 上ろ 行く と 山中が じなる、 美 濃 中のと いふの が 古歌に あるが、 之を 混ず る 
事は 出來 ない、 ちれは 旣に細 川 玄旨法 巧が 老の •木 曾 越に、 

I が  美 薇 3 中 山乂不 破の 中 山な ど、 こそ 侍る に、 今 所のを の 山中と を やまる やと 覺ぬ とか 
尸  かれしは、 此 地す 案內 なる 故の おも ひたが ひなり、 もとょり-中 山と 山中とは 別郎に 
の、 中 山と ょかし は 一里 ば. かリ萊 なる 宮 化の 南宮 山な リ〇 


か 


.  と あるに よろ て、 十分 辨ぜ られて ある。 藤 川の 記を どじる 山中の 事は 見えて 居る、 化 
驚の 漉  ^ 地 に 驚 の 驢 と い ふ の が あ る、小 川 が 流 れ て 瀑 に を つ V】 落 ち て む る の で、此 邊 を 驚 ヶ 
J 原と いふから 化ぶ が ある。 驚 原と いふのは、 堯 孝の 覽富 ± 記 や、 道 灌の平 ま 祀巧じ 見 
常 盤 墓  えて 居る。 义此 がの 人家の 後に 常 磐 墓と いふ ものが あるが、 これは 何だか あてに な 
ら ない、 隨八刀 古い 墓の やぅでは あるが、 證據 になる 書物が 織 旧眞祀 などい ふ 書物で 
大營磊 塚 I あるから、 中々 恠 しい。 慶長五 年の 役に お 田 S 成に 與 して 戰 死した 大ハ合 吉繼の 塚は 
黑血川  I 山の 上に ある 村の 化を 流る、 黑血 川と いふが ある、 これは 度々 の古戰 場で 有名で 
ある、 壬申亂 にる こ、 が戰 場で あつたので、 其黑血 川と いふ 由來 は、 此 時の 戰 激烈で、 
川が 黒血に 染みた る 故と いふが いかくに や。 延元 S 年 お 巧 化島顯 家、 奥州 よら •鎌 倉 
I を經て 上京の 途次、 高師泰 ふ岐賴 遠の 軍と、 垂ず赤 あの 邊じ戰 a、 黑地 川に 敗れた ろ 
とい ふ 所で ある。 太平 記 南方 祀傳歲 雄 社 文書な どに 見えて ゐ る。 この 川る 小さい 事 
關藤 川よ ろ甚 しい、 此 等は 實 際の 地理を 見る と 驚 さ 入る のみで、 歴史は 机上の空論 
今須  r  Q あてに ならぬ 事が 分る。 これから 半里 許 山間を 巧く と今須 がに をる、 此邊猶 山 ハ 合 
I 狹 くて 要路で ある、 藤 川の 記には、 が增 峰は 一夫 關に あたれば 萬 夫す ぎがた き 巧と 
寐 物語  S つてを るが をれ ほどの 所で もない。 更に 五六 和で 寐 物語と いふ 所が ある、 名が 面 
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白い からどん な 所 だら ぅと 思 ふと、 これみ 格別な 所でを い、 唯 江 濃兩國 の界の 長久 
寺と いふ 小が の 人が 兩國ょ A 近く 作らなら ベ、 其 間に 小 溝を 一つ 隔て、 國を 隔ての 
寐物 がた ろを する 故、 此長乂 寺の がを 寐 物語と いふので ある、 藤 川の 記には、 たけく 
ら ベと 見 ゆ、 二 國の山 長 競を なす 故と いふ 事で ある、 併し ま 田 巧の 地名 辭 書には 玉 
倉 部 邑の說 かとい はれた が、 或は さぅ であらぅ。 寢 物語と いふ 名の 古く 見ぇて ゐる 
のは、 道灌の 平安 祀 巧で、 寢 物語と いふ 所に てと あつて、 

ひと リ 行旅なら なくに 秋の 夜の ねものがたり もな ぶば かりに 

と あるから、 足利時代が 來の 古い 名と 見ぇる。 烏 丸光榮 のが 出の 濱の 記には 八 尺 ば 
か ら の 標 あ 6 て、江 濃兩國之姚寐物語とし る せ ク云 々 とあれ ど、こ れ は 其 後 い か に 
™ ならし やを 知らず 化が の 西の 入口に 山 坂 あろ、 これを 車 返と いふ、 此 名に 付ても 種 
巧暫野  I 々の 傳說が ある、 其贿 方を 和 S 野と いひて、 日本 書 祀及蘿 集 時代が 巧の 名所で あ 
る。  ‘ 

うづ 不 破の 關の 今昔は な 上述べ たやぅ であるが、 何しろ 奈良朝 時代には 宏大を 
I る 立派な 述 物で 軍兵 等を 屯營 してな か-^ 盛大を もので あつたに 相違 あるまい 
が、 延曆 の廢觸 なは 見る かげ もる い 板 庇が 殘 つて、 化關の 遺趾を 示した もので あつ 


たらう、 もれが 爲に 化處を 通過ず る 夥多 血 あろ 涙 ある 詩人が、 この 見る かげ もない 
葵を 見て、 之を 文字に 訴 へ、 はからずも 不 破の 關は其 名 破れず と あろを がら. 屋根は 
破れ 庇は 壞れ て、 月 もる 雨 るるとい ふ 哀れは かな さ 名を 流す に 至つ た。 然るに 此板 
庇は 意外に も 足利時代の 季頃 建で 殘 つてむ て、 ホを の 人が 其 遺址を 弔つ てむ たや 
うに 見ぇる。 然るに 德川 時代な 後は 化 板 庇る なくなつ て、 貸家 札 も 立てられ たとい 
ふ 始末 じな つたので ある。 併し 之を 歷 あに 照して みれば、 千 S 四百 年の 昔には 夥多 
の 軍兵が お營 してむ たやう であるから、 威儀 堂々 非常に 盛な もので あつたの であ 
らう、 今や 弔 ふ 板 庇る をければ 去して 當 時の 家るな く' た いと 恠 しげな 巧 扉の 絕 
ぇず 閉ざされ たる 家が ある， ので、 此 庭が 昔の 遺物で ござる と ± 入の說 くを 聞く ば 
がらで ある。 化 地方は 到る 處 名所 古跡 も 多く、 關ヶ 原は 慶長 役の 遺跡で、 ぶ康 の陣營 
だの 首實檢 場な どい ふ. ものが ある。 其 他戰爭 の實況 など 調べても 中々 趣味が 多い、 
义關 原の 東方 野 上 •垂 井の 方面に おつて 諸種の 名所 古跡が ある、 板屋 庇が なくと も、 
不破關址を叩いて今昔の感を起すのもホ隨か趣味津々たるものである。^明治ニー十 

五 年) 
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W  桑 名と 里 渡 

I  . 

德川 時代の 東海道 じ、 最る船 嫌の 旅人を 憾 うした 長距離の 船 渡が ある •新 井 今 切 
の 渡る 巧な ろ 長く は あるが、 更に 數 倍で しかる 純辉の 海上を 巧く ので ある、 平穩を 
時は 景色 もよ くて よから ぅが、 荒れた 時は 一通なら ぬ 困難で、 迷惑 千 萬の 所で ある。 
もれは どこかと いふに、 卽も尾 張と 伊 戴との 間で、 熱 旧 よら 桑 名に 渡る 間で ある。 何 
渡船に せる  の 故に 此 間を 船で 渡つ たかと いふじ、 試に 關西鐵 道に 乘ク ，て 名古屋 から 伊勢 路に 
入る 者には よく 合點 が出來 るで あらぅ、 恰も 木曾川の 下流が 幾條 にも 分れ 長 島の 
デ グタを 中 ふじして 兩 方と もや々 川幅が 廣 くて、 橋な どは 架けられな いので、 やは 

I ク船 渡で あるから、 何度も 上ろ たり 下つ たろ で、 洪水の 時な どの 困難は 么狀し 難い 
程で ある。 をれ で 或 者は ズット 上流へ 出て 渡つ たるの が あるが、 これは 甚 しい 迂回 
であるので、 寧ろ 熱 旧から 船に 乘 つて 桑 名へ 一直線に 独けば、 頗る 便利で 驛馬傳 馬 
德川 時代の i の 困難 も 少ない ので ある。 故に 當 時の 公道は 宮の 潰^ 熱から 乘 船して、 桑 名の •川口 
に 着す るので、 海上 凡を と 里、 大抵】 晚おら ずで 渡つ てむ た徊樣 二十 時間 近くる 窮 


顾な 思を して 搖られ るので あるから、 船 嫌の 猶人 など ば、 な々 津島 渡は もとょ •ろ、 美 
™ 濃路 違で へる 迂回した 者が あると いふ 事で ある。 今少しく 此熱 田ょ ろ 桑 名に 入る 
間、 海陸 兩路の 今昔を 語つ て. みやう。  / 

^  此 渡は 一に 間遠 渡と も、 桑 名よ 里 渡と るいつ て、 木曾川を 避けて 此 渡を 渡. つた 起 
I 源は 甚だ ホい やうで ある。 上古 此處 はいか'^ であつ たかに がて は、 記 錄が缺 乏して 
™ みら をい 。併し 平を 朝 初期の 祀 行文と 思 はれる 伊勢 物語に、 

^  むかし 男 ありけ リ 、京に ありを びて、 あづまに いきけ るに、 か 勢を はりのを ひの 海 つらを 
. ™  •ゆ  <  に 、浪 のい と 白く たつを 見て、 

桑 名  と ある、 此 伊勢 語の あ ひの 海と いふは、 此* の やうに 見ぇる。 桑 名は ると 延喜 式に 見 
ゆる 積撫驛 で、 をい ± 地 である、 日本 後が 延曆甘 四 年 十一月の 倏 に、 が 豆 國錄山 田. 宿 
彌豐濱 といへ る 人が： 使を 奉じて 京に 入る 途中、 が 勢 國積撫 朝 明の 間】 がに 湯を 求 
I めた とい ふ 事， が ある。 此等 をな て 見ても 奈良 朝の 頃は もとょら であらう が、 平安朝 
^ になつてる伊勢路をとつを者が多く て、寧 ろ正路として ゐたやうに見ぇ る。而 し て 
其 朝 明と いふのは 積 撫を距 る 僅に 一里 許で あらう、 普通の 十 里驛の 規定に 背いて 
^ 居る ので、 設置の 必要が をい やうで ある。 思 ふじ 此 地は 旣 に積撫 はなの 津の轉 であ 
桑を た里療  一完九 
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らうから、 桑 名 な 東 は 古*^ から 水路を とつた ので 此驛を わざ 置 るれ たもので 
^ あ ら う。旣 に水路をとつたとい ふ證據 は>日 本後紙弘仁己年お月の條に、 

\  か勢國 言、 今自桑 名 S 撫驛 、達 尾 張 固、 旣是 水路、 而從 置 傳 馬、 久成民 勞> か 請一從 停 化、 永な 
煩 券 許 之、 

平 {女 朝 時代  と ある。 これで 平安朝 時代は、 驛路 としては 水路を とク たので あると いふ 事は 動か 
れり  ？ すべから ずで をる。 もとより. 今とは 多少 地勢の 變遷 もを らんが、 其 後平 ま 朝 ホ 頃の 
ものには 見 ゆる 所 もな く、 更科 日記の 如きは 美濃路 をと つてを るので みらず。 貞應 
i 二 年の 源 光行の 海道 記 じは、 ボ臟 といへ る 所で 宿泊し、 津 島の 渡を 渡つ て 尾 張に 出 
てを る请贩 とい ふのは 愚見では、 尾 張の 海 西 郡の ホ 江の 事で あらう と 思 ふ。 恰も 津 
島の 南 一里 許で、 巧 謂 後の 佐 崖 廻を' レた るので あらう、 市 江は 昔此 附近のと 村を 併 
.せて 市 江 圧と いつて む. た 所で、 尾 張 志 じよれば、 舊 は巿贩 とる 書いて むた とい ふ 事 
である。 海道 記を 見れば 「前を 見 おろせば 海 さし 入て」 と あろ、 何れ 此邊は 川幅が 廣く 
なつて をる から、 海の やうに 見を たので あらう が、 とにかく 今の やうに 海まで S 四 
U 里 も ある やうな 事は なく、 今よ ろ餘程 海に 近 かつた 事は 必定で あらう。 且當時 巧 臓 
• は 尹 勢な ろし じか、 はらず 今は 尾 張に 屬 して 居る •事を 見れば、 川の 流域る 多少の 


♦ 


變 動が ある やうで ある。 とじ かく 之で なて みれば、 此 頃は 重 じ 海路を とらず して、 川 
^ 渡で 尾 張へ 出た ものと 見える。 其 後の 東西 往復は 多く 美濃路 じょつ たやう である 
から、 明には 知れない が、 お 利 中世と なつ V、 大永 中の 宗長 手記には、 伊勢 盧 張の あは 
ひの 舟 渡う、 何似齋 送ろ の 人に かを と^めて 申 送り 侍る 「靜 をる 浪の あは； 5 の海づ 
-らを かへ ろみる-..^ 巧 空 どな さ」 と あつて、 熟 田ょ ろ 桑 名に 渡つ たもの らしい。 雨し 
て此 記には、 又 別に 津 島の 方面へ 廻つ たと きは、 鈴 鹿へは 出ないで、 八 風憐の 聯を踰 
えて 近 江の 山上へ 出て ゐ る。 化 等を 巧て みれば、 桑ぶ ょろ 熱 旧へ 渡る は、 頗る 自然の 
路と いふべ く、 步く 世話 も 入らぬ とい ふ 巧で、 多く 此 道を とつた 者で あらう。 天文 十 
j  S 年の 宗攸の 東 國祀行 じる、 よ 里の 瓣 渡の 事が ある、 もれで 船を 嫌 ふ 人 等は 美濃路 
へ 迂回し、 然ら ざる 人は 此 海路を 行つ たのて、 津 島の 渡を どは、 臨時 風波 激しく して 
腕 巧 出 ホの 時、 津 島から 迂回して 渡を 渡つ たるのと 見える。  ■ 

德川 時代と るつ てからは、 ると ょろ 此 船路が 史路 であるから 、大抵の 者は 此 道を 
通つ たので、 船に 强い 人には 景色る ょくて、 遙に 西南の 方には 朝 熊 山 や 二見 浦 鳥 羽 
^ 避を 贼め 、東には 知 多の 师 から 參 河の 浦々 までをる 見る ので、 喜んで 往？ たもの の 

化屋 街道  やうで ある。 併し 海の 荒 含 時は やは ろ佐屋 街道と いつて、 熟 田の 和 端の 古渡が から 

桑を セ 里 渡  一 一六 一 


渡海の 有様 


目 本 交通を 論  二 六 二 
岩 塚に 出で、 神を を經 て佐屋 におで、 をれ から 木曾川を 下つ て 桑 名へ おる ので ある。 ゴ 
〔若しくは 神 守から みれ て 津島神 祖へ詣 で \ もれから 木曾川を 下る 事る ある、 佐屋. 

へ 巧く よら、 津 島と 巧き たる 方、 桑ぶ に 行く には 早い、 をは 津 島へは 陸地 半里 おく， 船 
路は 半里 遠 含る、 下り かなれば 却て 早し との 事で ある。 今此 等を 順次の 祀 行文に 照 
して 證 しやぅ。 

うづ 丙辰祀 巧には’ と 里の 渡と あつて 陸路の 事は 見ぇない。 烏 丸 光廣の あづ •建路 
の 記には、 詳しく 此か 渡の 狀況を 述べて ある。 桑 名 城の 模様を 說 いて 其 次に、 前を 風 
惡 しくして 船出で ずとの 事 あろ、 

サ ー日 辰 刻 船に 乘 る、 風 はかた ほに ぅけて、 ひらきな リ 、桑 名より 熱 巧の 東す こし 化に よ 
リ見 ゆ、 是ぞ 化が 勢 •尾 張のを は ひの 海 つら 也と かるに なづ かし、 いづこ か 海上より 見 ゆ 
ると、 へば、 化に ありて 信 濃の 駒が たけ なれ ど、 雲 か、 りて 見えず とを、 よく 天 氣の晴 ぬ 
.  ば 富 古 も 見 ゆると なむ、 沖 中に ちいさき 舟の 見 ゆるは、 海人の 鈎す るな らん かし、 ぅけ 
なよ はる-^^ と 引た へて、 こなた かなた さまよぅ も 魚の なければ にや、 也 ひとつを をめ 
わね たりと 思 ひやる、 

戀 しくは いと、 過 ゆく いにしへ のした ふこ、 ろに かへ る 波 かな 
ひつし ミ かる 程に 熱 旧に 着す、 日い まだた かけれ ど、 宮 めぐりな どせ むと てを々、 

と あろ、 之を なて みれば、 其 時間は 辰 刻に 來 つて ホ 刻 過に 着す るので、 聋づ六 時間 餘 


でつ いたと 見ぇる。 これは 隨 々早い 方で あらう。 か 中の 景絕 佳なる 事は、 更に 光廣の 
-寬永 十二 年 春の 曙 記に 見 ゆる、  ' 

舟よ そ ひた てられて 、やかて’ めしう つりぬ、 が 勢 •尾 張の あは ひの 海 つら ほの^^ とかす 
める 巧の えんなる に、 浪は 所々 しろく たちて、 かこの よび 聲も いかめしく、 がくら べして 
うた ふ、 巧 も 入 かたち かく なれば、 人を しづめ て、 

はるく  と 過に しかたの 人 や あらぬ 浪 じむかし のが 勢の 海 つら 
か、 る鞋に 鐘の 聲浪の 枕. に ひ、 きぬれば、 

が 中 歌枕】 聲 巧、 知是熱 田宮裡 鐘、 

かは つきぬ、  / 

と ある。 承應 1二 年の 東海道 名所 記には、 繪 聋で馨 いて ある、 此 著者の 通つ た 時は 引が 
で、 船の 進行 甚だ 遲 くて、 船中の 者 皆大に 草献れ たとい ふとが ある。 又 文化 四 年虛雙 
子の 旅の 命 毛には、 頗る 詳に此 船 渡の 模様を 述べて ある、 

明 ぼの、 頃に 船を いだす、 (中略) 船よ そ ひこと しうて、 巧 r らに 太皴 うちて、 ろ あしを 
揃ふ聲 よくは らしと りく わ’ うてい の 臣下 かてき などうた ひ 巧た る、 いとめず らしう き 
こ ゆ、 船長は おもた だしき もの ふなり、 こは 尾 張 どのよ リ 給は りしみ ふね なれは、 よろ 
づ いとお もた ごし けれど かしまし さに、 む も わち ゐ ず、 た ピ 長閑に て、 このけ しきな ば や 
と •そ 思 ふ、 大 ふね も 小 ふね も あまたつ ピ きて ぞ槽 ぐ、 こなたは 津 島の わたり、 遠くて は扔 
勢の 海なる らん、 ふかき ふを みなつ くし あまた 立てる 夕遙に 遠山の まゆず かか 何ぞと 
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まで 霧の まよ ひに あら はれ 巧た る、 また 類ん べき もの をらず、 (中略 ご 里 ばかりは しりた 
らんと 思 ふか ころ、 こち 風む かひに 吹て、 船 さか ひて 巧かず、 ル 舟に 乘 かゆべ しと 立 騒ぐ 
ほど S かしまし さ 思 ひやるべし、 われに も あらで 移りの るに、 よろ づぶ听 もな く、 せ ばき 
ル かにち いさき 帆を をげ て、 橫 さまに 風を うけて さしあげ たれば、 姐は かろし 或よ くな 
りぬ、 た はし リ にはし. る 船 子ども、 よろ ぼひつ、、 うた ひは らして. やがて 桑 おに 寇 きぬ、 
午の 時に ぞ有 ける、 

と あつて、 渡船の 狀 態が 髮蠢 として 見 ゆるが 如く 書かて れゐる、 これる 時 問は 六 時 
間 位で 渡つ てなる やうで ある。 かく 六 時間る 費す のに、 便所の 設 などが なかつ たと 
見を、 膝 栗毛には 化 船中での 頗る 附の 潛稽 話が 見ぇる、 思 ふに 婦人な どは 少なから 
ぬ 西 難を した 事で あらう。 

此の 如く 大抵の 者は、 熱 田 •桑 名 間の 此 航海を してむ たので あるが、 船 嫌の 者 又は 
風波 高さ 時な どは、 佐 尾 廻ろ とて 津島 又は 佐屋へ 出た ものが 多 かつた ので あるか 
ら 、此方 も 序に 述べても かう。 天が S 年の 東海道 記に、 

ゆき、 の 人、 あつた 桑ぶ につ どひて、 風は げしき ときは、 この さやに まはリ て かよ ふを々 

と あ-^ て 更に 津 島よう のか 中の 狀 .況 など 述べて むる。 ± 御門 殿 東行 說 話には、 海上 
の般 渡を 恐れて 桑 名 よら 佐 崖へ 迴 つた 事を 害いて 居る、 其 巧に、 


借 船 曲せば 十み 人 0 かまわん お 鳴 极を踏 轟かし、 梅 お 子を 踩む音 とんく とんと いふ 
を 地 巧 子と リ 、やつたり とつたり とい ふ 詞をネ 文と し、 其 外は 色々 頓 作を 雜 へたり、 抑 も 
化 佐屋と 中す は 入海の 桑 おより 义 A 这 かたる 流に て、 化 上 岂里計 も ありと なん、 左右 皆 
婿に して、 若し 風な どよ からに 時は 堤に 上リ傳 ひゆけば ぅれ ひなし、 人 皆 是を賴 かて 今 
は 道行の 旅人 上下を いとは デ 大槪此 佐屋を 巧く となり、 巧は 性質の 臆 お 殊に 水 災を恐 
るべき 卦 交の 運に 逢へ ば、 猶 しも 忌 かて 此 船路を 行くな り、 へ 下略)  . 

更に 次の 如 含 一音のを 歌 あらて. 其 次に’ 

天 も 水 も ひる-^  廻る 佐 尾 廻り 飯は くは なで 醉は 海原 
が 着き たれば 属 およりぬ つと 此 身を 拔き 巧し、 直に 佐屋に デ泪リ ける、 同じ 驛路と 云な 
がら、 本 海道に くらぶれば、 化 あたり 物 ごと かいた も 風情、 たと へば ネ 海道は 縱子 織子爱 
は紗 綾と もを ひつべし、 しかは あれ ど 人の 質 かは、 たに も 近 かるべく ぞ 巧え 侍る、 神 ホへ 
廿セ 町と いへ ども お 近く、 船中の 醉 もはや 醒めて 腹 もと ぼしく 覺 えたれば、 驛に 着く や 
否や、 辨當を 開き、 此 邊何ぞ あるかと 問へ ども、 何もな し、 ひどを い 時に 味ない ものな し、 辨 
當の內 を 巧し ぅして ホつ、 此 本陣が をは 猪 飼 义ホ衞 門と い ヘリ 云々、 

と あつて、 佐屋 廻ろ の 模様は 頗る 明で ある。 其 本街道の 娠 さに 及ばぬ 事、 殊に 萬事不 
自 をなる 事な ど 估、 此を 見て 明で ある。 化の 如 さ 不便なる 所で あるから、 大抵の 船 嫌 
も此 間遠 渡の 近路 じよつ たので ある。 故に 德川 時代’ い 施 行文を みても' 津島詣 でに 
わざく おいた 者 か、 津 島から 下つ て 居る が、 其 他は 餘 程の 船 嫌 か、 化しは 海上の 荒 
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れた 時な どの 外は、 大抵 間遠 渡を 渡つ て、 此 佐屋麵 ろを して ゐる 人は かない やうで 
. ™ ある。、  . 

熱 巧の 漉 船  な 上の 紀行 類に ょつ て、 路ぼ當 時の 船 渡の 實况 がみる が、 元來宮 の濱は 古ょ ろ洽 
i 桑の 變が 多い 處 で、 信 長が 稀狹 間の 戰 じ、 熟 田源大 夫の 祠船 齡 社から 望んだ と ある 
が、 もの 邊は當 時は なほ 海濱 であつ たもので あるが、 今では 旣じ四 五町 も入遂 いで 
居る。 加 么德川 末には 五十 S 驛 にも 屈指の 驛 となつ た にも拘らず 明曆 年中の 東海 
道の 道中記には、 みや 宿惡 しる どい へり、 盤し 其 後町の 築 おを るな し、 ± 地る增 加し'’ 
家る 多くを ろ、 漸次 盛大と なつた るので あらう。 宮の鑽 は 海岸から 深く  乂这ん で、 咬 
づ 和船 往來の おには 立派な 遮で あらう。 海岸げ 渡船場には、 尾 張 侯の 監船 所が あつ 
桑 ぉの 渡船  て、 宮の濱 鳥居と 高 礎の 神 燈は實 に 渡船 者の 目標で あつた。 桑 名のぶ も 之と 略 •ほ 同 
樣 で、 濱 鳥居に 高 檐神燈 及び 桑ぶ 城 まの 監船 所な ど同樣 であるが、 もと-^ 桑 名は 
I 海岸に あるので なくて、 木曾川を 鄕 つて 化 も 二十 町 許 も 上手に 其 巧衔も あろ、 從て 
出船 場る 其處 にある ので ある。 其 渡 口の 所を 川口と いつて、 目標の 濱 鳥居が ある。 幅 
I 廣き 木曾川が 洋 々漲ろ、 岸の 楊柳が 靑 々と 茂ろ、 頗るが 景色で ある。 今猶 古の 皆、 の 
旅 宿な どが 殘 つて、 古めかし 含 お看 お 何ぐ 屋と 注せられ て ある もの も、 頗る 趣が あ 


る。--'、 

渡の お締  ^  渡に 關 する 精細なる 取締な どは、 ホ だ 調査ず る 暇が を かつた ので、 十分 明に する 
事が 出來 ぬが、 德 川實祀 に、 寶曆 十二 年と 巧の 令と して、 熱 旧から 四日 巿じ 渡る 者 あ 
る 時は、 豫め桑 名 驛じ吿 知せ しむる との 事が ある。 之に ょれば、 お 海道の 旅行者は 成 
るべ く 便利を とつて、 直接に 四日 市に 出た 者 も 隨み多 かつた と 見える。 盡し 桑ぶ は 
I 前に も 述べた 如く、 木曾川を 少し 迴ら ねばなら ぬので、 少しく 迂回の 傾が あるので 
W ある。 四日 巧へ 一直線に 出づれ ば、 陸路の 苔 難る 避けられ、 時間 も 早く、 非常に 便利な 
ので ある 併し 德川 巧は これでは 取締は 出來 のと 思つ たと 見え、 を 水 五 年 十二月に 
は、 往 々桑 名へ 報告を 怠る 者 あるに ょろ’ 自今 此 渡を 嚴 禁ずと 命令した、 爲じ此 道を 
とつて 交通した 祀 行文な どは、 今更に 殘 つて ゐ ない、 其 後は 成るべく 陸 巧者の 便を 
計つ たと 見え、 文政 八 年 十月に、 四日 市 •桑 么兩驛 間 ま 永が に 茶店を 設けて、 旅人の 休 
.  憩に 便なら しめたと いふ 事が ある。 更に 轟 ホ弘化 元年に 此邊一 帶の渡 法が 出で、 大 
佐 屋船ホ 所 I に 取締を 嚴® にした。. ま づ佐屋 川に 船 番所を 置き、 船は 四十 六 艘じ水 手 八十 二人、 小 
^ 越 船 十 般 と を め、大 衆 通 行 の 日 は 津 島 が.化 方がの助船を出しで之を渡 し、小 越 船 を 
がて 通常 旅人を 渡ず べしと 令 ぜられ た。 桑 名に 於では、 船 役に 從事 する 者 一日に 二 
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十 人、 船 四十 八艘 、船主 二十 五 人、 氷 手 巧 一二 十二 人に て、 大衆 通行の 曰は 熱 早 佐 崖よ ろ 
船を 借る、 熟 田は と 十五 般 時々 增減あ 5、 大衆 通行の 日は 尾 州 侯 及 桑 名 侯よ ろ 船を 
借る とい ふ 事に 定められた。 脅づ これにて 大體化 船 渡の 德川 時代に いかに 取締 咬 
ら れてゐ たかを 知る 事が 出來 る。 猶其 詳細は 異日化 地方の 古記 錄を 親しく 調を し 
た 上 じて 述 ぶる 事に しよぅ。 

之を 要する じ、 桑 名 •熟 田 間と 里 渡と いふのは 古 ホよ ろ 開けて ゐた 往還で、 苟 くる 
が擎尾 張を 經て 東海道へ ぉる 人は、 木曾川と いふ 大 川の 下流は 何々 渡らに くいの 
で •多くは 此と里 渡を なし、 义往 々上流の 佐 塵へ 迴 つた 者 も あるので あを。 此 渡は 平 
を 朝 時代から 旣じ巧 はれて むた ので、 其 後德川 時代に じ、 東海道を 往く 者の 普通な 
還と なつて むた。 今 こを 關西鐵 道る 出來 、汽船 もな おして ゐ るから、 此 間を 暢氣な 和 
船で 往 くのは 古づ 荷物 船 ばかりで あらぅ。 濱 鳥居が 立 も、 乘船 場は 古の 咬、 じある 
が、 今では か、 る 所を 見る 人 さへ もを い。 が 勢 庭 張の あは S、 白浪 立つ のを 見る 人 も 
なく、 桑 名の 城を 遠望して 着船を 喜ぶ 客るな い。 城は 旣じ 破壞 せられて、 其 跡は ホ濛 
じを が數 株と 絲績會 社が ある ばかりで、 封建時代の 遺物は 何等め もの も 止めの。 梁 
川星巖 の、 


逸水 無 汲 曰 己 沈、 萬權蟲 々ぶ 如 松、 靑 樓鷄舉 多年 夢、 白露 奈蹟此 夕、 心、 斷續弄 風江叟 笛、 下 巧 
搞巧 女郞湛 、聲 々未肯 無情 思、 ホ 話篷窓 半夜 吟、  ， 
などい へる 趣は、 桑 名に 於て 今や 到底 發見 •せられべ ぅるない。 併し、 桑 名の 巧內 はさ 
すがに 五十 S 驛 中の 要所で あつた 爲と木 曾 美 濃の 木が はか 傑と なつて 木曾川を 
下ろ、 悉く 桑 名に 回 潜され るので、 猶 繁盛を 極めて、 W も 中々 廣 い。 古來 よろ のぶ 產燒 
给 などは 今は ない が、 時雨 略と 白魚とは、 特有の 物產 で、 到る 處に 喝采 せられて ゐ 、る 

ものである ぺ 明治 一二 十五 年〕 
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pg  附鈴 鹿關趾 關 の地藏 

關と いふのは が 勢の M  ^ 關 で. 鈴 鹿が あつたから 起つ た 名の 關 である、 今 爱に鈴 
鹿關の 沿革の みに 付て 述べ やうと 思つ たが、 まだ 調査が 十分で をい ので、 暫くを 預 
ろと して、 脅 づ關驛 の 今昔、 附鈴 鹿關趾 とい ふやう じして、 少しく 物語つ てみ やうと 
思 ふ。 

關 とい ふのは、 關西鐵 道の 一驛 で、 名古屋 から 大阪の 方へ 向つ て 巧けば、 津 •山 田 行 
の巧享 とみれ るの が 龜山驛 で、 其み が關 である。 こ、 は 停車時間は 甚だ 僅で あるが、 
地の 名產 關の戶 とい ふ 菓子を 賣 ろじく るので、 決して 忘れる 事の ない 所で ある。 停 
革 場は 野の 間にあるが、 ちれから 眞 化へ 化を 五六 和 巧く とす r 町になる。 此 地は 往 
古は 鈴 鹿關を おかれた 所で、 な戶 時代には 五十 S 驛の 一で あつたから •今で る 可な 
ク娠 つてを る、 殊に 此 地に 有名の 關地藏 が ある Q で、 其 御利益は 胖を體 じ 及んで ゐ 
る やうで ある。 

ま づ此地 查體の 地勢から 說 いて、 何故に 往古 此に關 巧を 置かれた かとい ふ 事 か 


關の 地勢 


を 鹿 山道 


ら叙 ベて 巧 かう。 抑る 化 地は 今でも 四 道の 會顯で 古から 實じ 要衝の 地で ある。 卽ら 
伊賀の 方から ホる 加 太 越、 近 江の 方から ホる 鈴 鹿 越！ 東海道の 四日 审龜 山を 經て 
來る 道、 參宮 道の 津 にぉ づる 道と いふ 四 道は 皆此 所で 集つ てなる。 卽ら 東海道 又は 
參宮 道から 近畿に 入らう とい ふ 鈴 鹿 •加 太兩 道の 晒 喉で ある。 此兩 道は おじ 鈴 鹿 川 
の 流に 沿 ふた 道で、 川の 一源は 加 太 越 •大岡 寺 峰の 間から 發 し、 他の】 は 鉛 鹿 越の 坂 
モ 山から 源を 發 しで、 關胖の 西方で 巧 會 して 河藝 兰重兩 郡の 間に 入る の 
れば關 町は 川の 會合點 であると おに、 川に 沿 ふて 作つ た路 の會顯 となろ > 
面ょ ろは 鈴 鹿 山 や 錫杖 岳な どい ふ 山が 迫つ て 居つ て， 此邊】 帶を關 をと 
もい ひ、 加 太の 方から 漸 々じ隘 谷が 廣く なつ で 關驛の 所で 漸く 山と 阳 との 間が-と 
八吼の 距離に 開いて 平地に なつた 巧で あるから、 頗る 重要な 地な ので ある。 

もれから 鉛 鹿 山と いふのは、 化邊一 帶を擁 塞して むる 山の 悠名 であるが、 上せの 
鉛 鹿 山道と いふのは、 今の 加 太 山の 方で ある。 彼の 壬 ぉ亂の 時に、 天武 紙に 自が賀 積 
殖山 口、 越 大山、 至が 勢 鈴 鹿、 發 五な 軍 ホ 塞 鈴 鹿 山道」 と あるのは 卽も加 太 山の 道で、 今 
の 鈴 鹿憐の 道とは 違 ふ。 又 萬 葉 集の 「須受 我 彌乃波 も 馬 宇 馬 夜」 とい ふの る 同様で あ 
らう。 然るに 平を 京の 時に、 東海 •衷 山兩 道は お 江 國草津 から 分れて 關じ 達する やう 


^  ^  i  ^ 
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になつ てむ たので あるが， 其 鈴 鹿を 越 ゆるのは が植 •加 太を 經た のか、 はた 又 後の ± 
^ 山ょろお下がを經たのかは みらぬ、併し三代實錄光孝帝仁和二 年六月廿 一 日 の條 
に、 伊勢 齋內 親王 應取 お江國 新道 入 於 太 神宮、 仍下 伊勢 國 知、 又 停 伊賀 國舊路 頓宮下 
I 伊賀 國 知」 Ai あろ、 此 頃に 後の 鈴 鹿 峰が 出來 たもの らしい が、 これでは まだ 何れで あ 
るかは 分らの、 鎌倉時代には 旣に 確に あるから、 恐く 平安朝の 頃から 化 道は 出 巧て 
一む たもので、 彼の 今昔 物語の 鬼の 話な ど あるは •查く 此方で あつて、 其 頃は 未だ 此道 
I はい、 道では なかつ たので あらう。 

\  何れの 道 じしろ、 關は 其衝點 である、 往古 鈴 鹿關を 置かれた のは、 此 所で あらう、 鈴 

鹿 關は愛 踞ネ破 又は 逢坂 ネ破 とおに S 關と稱 せられて、 古來 著名の 關 所で、 奈良朝 

^ ょ ク 平 を 朝 じ か け、加 太を山隘として此じ關所があつたのであ る。旣 に 不 破 關 趾 の 

所に 詳しく 述- ベて r 直いた 通ろ、 時々 の 沿革 あり、 又 平を 朝には 殆ど 廢 せられで、 不破 

の關と 同様に、 「振ず て、 誰かは 越む す、 が 山 關屋は 夜半の 巧 ももろ けら」 とい ふ娑 

顯 星の 所を  になつ たので ある。 ち こで 其 關屋の あつを 地顯は どこで あるかと いふ 事になる が、 
地觀  ™  . 

^ を れ は 今 ど う も 確 か で な い 、參 宮 名 所 圆 會 に’  ‘ 

鈴鹿關 は、 巧 來九お 其 所を 換ら る、 化崇神 帝な ホ、 東海道 往來 はか 賀路に 曲る る々 


と ある。 义 關地藏 堂を 九關 山と いふのに ょ つても 九 度 沿革 あら. しことは、 事實 であ 
; と S ふが、 實際 ちんな じ此 地の 地勢と して、 通路の 變還 はな S  Q で. 今の 坂 下道と 

J 

j 加 太 道の 兩 者な 外に 通路は 決し y 變ら ない •又關 町の ある 地 點も廣 い原戟 でな く 
I し V 山隘の 地で あるから、 をん なじ 通路の 變 ずる 事は ない ので ある、 從て九 回も關 
所を. かへ たな どは どうる あるべき 事とは 思 はれぬ。 恐らく 地藏 堂の 九關 とい ふの 
I と關所 移轉九 回と いふのと はもの づ から 別物で あらう、 恐らく 後人 の附會 ，と 思は 
’  i れ る、 尤も 二 一一 一度の 移轉は 無論 あつたる ので あらう。 不破關 の 所に も 述べて 置いた 

I 通ら、 奈な朝 頃の 關 所は 江戶 時代の ものとは、 入 王く 趣を 異にして、 單じ 旅人の 取締を 
する のみでなくて、 天下一 朝を 事の 日の 爲 であるから、 決して 地 邸を 加 太が 邊の如 
香狹い ± 地に、 求い べきで ない。 やは ク奈な 朝 時代の 關 所は、 今の 關 所に あつたに 相 
違な からう。 旣に 曰本祀 略、 光仁 天皇 天應 元年 五月 十六 曰の 條に 「鈴 鹿關 城門 並守屋 
等岛 、始十 凹 曰 至 十二 日 自響不 止、 如 ES 木衝 之」 と あつて、 其 規模の 宏大なる もので あ 
つ •た 事は 知れる。 されば 今 關胖じ 付て 考 ふるに、 和名 妙に 鈴 鹿 部 驛家鄉 とい ふは 化 
地 じて、 延喜 式の 鈴 鹿驛馬 二十 疋と ある 鈴 鹿 驛も此 地で ある、 今 W の 南、 鈴 鹿 川の 南 
瞬み 化  岸に ホ 腐と いふ 字が ある、 こ、 が 古の 驛 寧の 址 である 事は 確で ある。 こ、 には 式內 

關  二 4^  一二 
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の片山 •大 井の 兩 社る あつて、 萬 葉 集の 都 追 美 井と いふ も 化 所 じある。 此の 邊は 恰も 
參宮 道と 東海道と のみ 岐顯 で、 當 時は 最も 繁昌した 所で あらう。 をれ から 今の 關巧 
の’ 南、 恰も 停車場の ある 邊の 字に、 關臺廟 宿と いふ 字が ある、 之に 因て 考 ふるに も 時 
加 太 越の 頃、 關吼 は、 今の 鐵道 線路の 邊 じあつ て、 古 腐な どの 邊が 最も 重なる 人家の 
あつた 所で あらう。 自然 關 所る 恐らく 今の 停車場の 邊 じあつ たので あらう。 礎 じ 地 
顯を 指す 事は 出來 ない が、 まづ この あたりと 化へ ば、 ヒドィ 誤は ないやう である。 ホ 
人の 祀 行文な どを 見る と' 色々 の說が あるが、 余は どうしてる 化邊 であつ たらう と 
信ずる ので ある。 お 下の 新道が 出 夕加太 道が 公道で ないやう じな つてから、 關の町 
は 漸次 西 化に 鶴が つた もので あらう。 今關 町は 東の 入口を 字 木 崎と いひ、 中央を 中 
吼 とい； 5 て’ 西の 入口を 新 所と いふ、 而 して 木 崎が 最もを いので 中 町 之に 次ぎ、 新 所 
は 最も 新しい ので ある、 之を なても 此 町の 變遷が 知れる であらう。 併し 新 所は ると 
新 城の 義 で、 天 正中に 關巧 十八 化 盛 信が 龜山 のち 磐を 築いた 城で ある、 今猶 城址が 
殘つ てなる。 されば 關の即 は 古 腐から 木 崎 中 町 薪 所と 廣が つたので ある、 彼り 聖武 
がが 天平 十 S 年 十み 伊勢に 幸して 餘鹿郡 ホ 坡頓宮 じ 至ら ス とい ふのは、 木 崎の 化 
方 四 五 卿の 山麓で 字內 山と いふ 巧 じある。 化 等 も 木 崎の 地の 古い 事を 證す るので 


ある。 木 崎の' 後の 山に る 昔 城が あつたので、 s 目 城と いふ。 伊勢 平 巧の 籠ろ たる ホ 跡 
I であらう といぶ 事で あるが、 新 城ょりは 遙じ ± 地が 古いので ある。 何れの 點ょク 見 
I るも關 町は 古 腐から 開けて、 漸次 西 化に 及んだ とい ふ 事は、 確かな やう じ 思 はれる。 

•  I 而 して 鈴 鹿關の あつたのは 重 じ奈な 朝の 頃で あるから 關所 じは さう 變遷の あら 
う嘗 はない ので ある。  . 

關 平氏  I  これは 上古の 關で 、鎌倉時代 じは 所謂 平資 盛の 後と いふ 平 巧が 化に 居た とい ふ 
事で あるが、 資 盛の 後と いふは 頗る 恠 いべき 事で ある。 平家物語 じ關岀 羽ず と ある 
人の 後で あらう。 吾妻 鏡 及び 平家物語 じ S 日 平 巧と あるは、 此 所に 居りし 平氏で、 木 
^ 崎の己日城に居つたのであ る。後 室 听 時 代 じ は、天 正 中 じ 龜 山 城 ま 關 を 藝 守 盛 信 が、 
關 町の 西に 城を 築いて、 龜 出の 支 磐と して、 之を 新 城と いつた。 彼の 宗長 手記を 見る 
と， 關 何似齋 とい ふ 人の 別館と いふ 事が あつて、 宗 長が 大じ厚 遇せられて 居る、 これ 
が この 新 城の やうで ある どに かく 室町 時代の 頃は、 關 巧の 所領で あつたに 相違な 
j い。 江戶 時代には 鈴 鹿 略が 萊 海道の なのな 還と なつて、 坂 ノ下驛 る 新に 出 ホて、 此町 
一 も お 十一 一一 驛の 一で •古からの 由緖る ある 所で あるから、 大に 服つ たるのと 見ぇる。 關 

巧は 世.々 龜 山が 本 據 であつ たのが、 江戶 時代には 元 和 中 關長巧 守 一政が 伯 州に 改 
關  、  一室 
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易せられ 龜 山城は が 平 下 總夕淸 匡の. 領 する 所と なろ' をれ から 屢ぐ變 巧して、 延享中 

^ お川ま 殿 頭總慶に 至.ろ、遂 じ明治にあんだの で、其間 化 地は龜山の所領とをつてゐ 

I たやう だ。 さすがに 四 道の 要衝 地で あるから、 繁昌は 却て 龜 山に 增 し、 殊に 鈴 鹿の 下 
へ  、 

^ じは坂ノ下があれど も‘新 設 の 地 で 寒 が で あ る か ら、鈴 鹿帖を出乂ずる人は多く化 
一  . 

i 地， に 宿泊した やうで ある。 當 時の 本陣で あつた 川 化 伊 あなどい ふ もの も、 今は 宿屋 

一 もやめ てを るが 隨分 立派な もので あつたに 相違ない。 違た 地藏堂 前の 會津屋 など 

'一 

一' いふは、 舊幕 代からの ものである。 猶中 下な 後の 詳細なる 事は、 稿を 改めて 鈴 鹿の ホ 
- 道を 記ず る 時に 述 ぶる 事に しやう。 

榮じ化 地に 付て ーッ 述べなければ ならの ものが ある、 離の 地藏 堂と いへ ば 古 か 
: 一ら 有名な もので、 昔から 歌に 咬で 謠 はれて むる、 「關 の地藏 じふろ 補 着せて 奈 なの 大 
1 佛智 じと る」 など、 妙な 所に 皆で 引合 ひ k 出される。 又 此關が 繁昌す るも此 地藏樣 
™ の 御 かげで あるから、 少しく 述べても かう。 

\  化 堂は 號を 九. 關 山と いひ、 寶藏 寺と 稱 して、 地藏 堂と る 地藏院 ともい ふ。 {ホ 旨は 眞 
i 言 宗で仁 和 寺の 末寺で ある、 昔は 天台宗で あつたのを、 中古 眞言に 改めた とい ふ 事 
である。 本 貧は もとょら 地藏 尊で、 長さ 一一 一尺 六寸の 座像で ある。 緣起 にょれば 聖武天 


皇天 平 十 s 年" 海內に 痘瘡が 流行して、 人民が 大じ 苦んだ ので、 ホが 行甚じ 命じ 病難 
^ を援はしめられた、，たこで巧基が此地藏像を自ら彫刻して、病權除滅の加持をした 
I のが 其由來 だとい ふ 事で ある。 其地藏 顯の倏 を、 光孝 帝の 天 長年 中に、 僧應宣 なる 者 
I が、 佛德じ 感じて 鈴 鹿 崖の 侧じ 一堂を 建立して {女 置した ので ある 夕行 基の 閒基だ 
I とい ふ說も ある。 中世 屢 洪水が あつて 山を 崩壞 し、 地藏堂 ももし つぶされ、 九ヶ 所へ 
移轉 したと いふ 事で、 九關 山と いふた をぅ だ、 成程 寺が 移轉 はした かる をれ は 知ら 
をい が、 これを 關巧 へる つてく るのは、 少令附 會の說 といは なければ ならない。 もの 
外緣 起には 脅 だな 難い 話が 澤山 あるが、 ちれは 略して、 其 後は 如何 じ 沿革した かと 
- いふに 何でも 元應 年中に 地藏 堂は 炎燒 して、 其の 時に 貧 像が 火滅 した。 义叨四 年に 
- 再び 貧 像を 起し、 本堂る 建て^ 紫 野大德 寺眞珠 庵の 一 化 和尙が 開眼の 導 帥と なつ 
I たとい ふ 事で t。 して 現今の 堂宇は 元祿九 年の お 建で、 將軍綱 吉の比 桂昌院 夫人 
I の歸化 じて、 譲持院 僧正の 願 じょつ て出來 たとの 事で ある。 今 ある 本堂は •巧， 问で縱 
と 間 横 五 間の お葺 で、 莽 舟の 题额 がか、 つてむ る。 堂內 じは 平常 帷幕を 引いて ある 
I ので、 寶蹟 など 明かに 見ぇない が、 關 帳を 願へ ば やつて くれる ので ある。 岩 佐 又お衛 
の回國 記と いふ 馨 に’ 地藏の 事を 書いて、 「關 の地藏 はふり たる 堂の 中に、 大の 地藏の 

關  ニ セ セ 
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をはし ます、 相好®  く 見を けれど •紫 磨黃 金の 肌る ょごれ 細ぶ の 袖の いろ わかず」 な 
^ ど 、 あ る、本 堂の左侧には愛染明王の堂がある、これは隨分古いものらしい^室即時 
^ 代 の 建 築 と 思 は れ る。或 は地藏本堂が暫くなかクた間 は、化 堂內じ地藏霖は居られ 
^ た も の と見 を る。义 昔本堂 の 右 側じ 暇夷徵と稱ず る 一 本 の 徵樹が 有 つ て、明曆 の 頃 
皆では 離に 唤 いてむ たやぅ であるが、 今は 形跡 もを して をら の。 數十年 前までは 朽 
木の ま、 を 巧して ゐ たとい ふ 事で あるが、 今は をく 何にもない。 此徵は 昔 暇 夷人が 
-杖 じして 來た徵 を此處 k さし 置いた のが、 おがで きたので あると も、 又は 西 巧 法師 
^ が 東 巧 の 時、携 へてむた杖を樞をたのだともいふ が、到 底 當 じ な つ た 話 で な な い。新 
^ 後 選集を 家の 歌 じ、  、 

^  えこ そ 過 ざぬ これ や 鈴 鹿の 關 ならん ふりすてが たき 化の かげ かは 

、： 

と ある 花は これを 暇 夷と レ ふは 「ぇこを 過き ぬ」 とい ふぇ こを の 略 なろ とい ふ 何れ 
I る 餘ろ臧 ふので さぬ 說 では あるが、 聋づ 「ぇこち」 說が 比較的 一番 近い やぅで ある。 此 
琴 橋  等の 外 化 地には 琴 橋と いふ あろ、 往を化 地の 橋 板 じて 和 琴を 造ろ しに、 霞めで た資 
^ る の で、代 々の寶物となクたといふ事 で、彼 の 江 次 第 に「和 琴 鈴 鹿、累 代 が 王 渡 物 嬰と 
あるの が是 である。 其 ホ 跡は、 坂 下が 一瀬の 辨天 構と も、 又 關师の 南なる 田 間の 桐 木 


の 字 ある 所と もい ふ、 を 其 地 勝手 じ理證 がつ いてむ るが、 咬、 つど もら かとい へば 關 
;; の 方が 近いで あらぅ。 义新 所. の 化 方に 觀音山 あろ、 上に 登れば 遙に內 海を 望んで 頗 
^ る 絕 景 で あ る。嘉 永中關所の人某が此山に白あ大±の巧體三十吉驅ををじたとい 
^ ふ 事で 山の 名は をれ から 來 たので、 今 字 觀音冲 といへ る 地 點が卽 ももれ であらぅ。 

^  .  (明治 吉 十六が) 
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I  愛 發關化 

I  愛發 はお 江 庭前の 國の 境に あつて、 鈴鹿ネ 破と 共に 奈良 時化の 所謂 S 關の あつ 
I た 所で ある。 鈴 鹿ネ破 二關の 事に 付て は、 旣に槪 略ながら 述べた ので、 今度は 愛發關 
I に 及んで みやぇと 思 ふ。  ‘ 

抑る を 良 朝の 三關 と、 平を 朝の S 關 とじ 異同が あつて、 平 ま 朝には 愛發の 代らに 
逢阪を 數 へる ことは 曾つ て 述べて 置いた 通りで ある。 故に 奈良 朝の 時代 じは. 咬 だ 
逢阪 關 はなくて、 火 和から 東海道へ 出る じは 鈴 鹿 じょろ、 中 仙 道へ 姐る には 不 破に 
大和ょり 化 一  ょぅ、 化 陸 道へ 向つ ては 此愛發 を 過ぎた 譯 なので ある。 當 時化 國へ赴 くじは、 琵麗湖 
の 西岸に 出で、 湖 邊じ沿 ふて 高 島 郡の 今津、 4、 れ から 海 律へ 出た ので ある。 お津 から 
お 里 半 越と いふのを 輸 ぇて 敦 賀じ岀 る。 此と里 半 越と いふ 山中が、 卽 ら愛發 山の 連 
^ 扣で、關所は此山中じあつたるのと思はれる。 

巧 ぉ 山  I  關 所の 事を 述ぷ るに 先ら て、 愛發の 的の 事から 說 ぅが、 元來 化よ 里 半 越の 山を、 古 
ょろ 谎血扣 又は 有 乳と いつて 居つ たので、 萬 葉が 來 の-名所 である 萬 葉 集に 「八 田 乃 


野 之淺茅 色付を 乳山峯 之が 雪 寒 零 良 之」 と ある 有 乳は 卽も此 地の 事で、 其他歷 代の 
^ 棘 撰 集 を 初 め、諸 家の家集にる夥多見ぇ て居 る。殊 じ を の 字 じ 引 か け た 歌 な ど は 甚 
だ 多い、 併し 多く 何處 じる 通ず る やうな 景色を 謙んだ もの A みで あるから、 引證す 
る じ 足る やうな ものは 更にない。 

かくを 乳は 有么な 所で、 此邊 一帶の 山の ぶと 化は る、 ので あるが、 雅 緣卿祀 行と 
-いふ 書に、 

^  をの 明 巧 ほど 山中の 宿を 立 侍れば、 山 あせの 迫 さかし きに、 西の かたに 當リて お 巧の た 
I  ちた るを 尋ね 侍れ ぱ 、こ、 をなん あらち の 山と 申す 云々、 

と ある。 これで みれば 有 乳と いふのは、 越 前の 方 晒で 山中 村邊の 山に のみの 名と 見 
ぇる。 併し これは 今づ化 邊で氣 がつ いた おの ボン ャ 6 した 譯で 、もとょろ 敦賀誌 じ 
見 ゆる、  • 

今の 阳中 村の 前後の •高嶺を いひて、 南は お泮の 化ぶ ょリ 、化は 道口邊 迄， ぶが； 許の 閒の悠 
ぶ 也、 

と あるを 正しと すべきで ある。 此間 をと 里 半 越と いふのは. 海津 から 敦賀 違での 事 
I であるが、 實 際は これょ ク遙じ 少ない。 併し 別に 道の 通ず る 所がない から、 やは ク化 
道の 大數 じかての 稱 であらう。 

を 發關扯  _  ’  二八 一 


日本  通史 諭  二八 二 

.  此 道は 昔から 京都よ ク化國 に 巧く 往還で、 南 化 朝の 義貞 下向の 時な どは もとよ 
W ろ、 足 利 中世 後まで 凡て 此路 じよつ たので ある。 然るに お 利 巧の ホに、 尾 張に 豪傑が 
I 現 はれ わので、 化國 との 交通は、 尾 張との 關係上 琵琶湖の あ 岸を 通過す る 礫に. なつ 

i て、 越 前の 板 取が から 略を 踰 ぇないで、 中 河內路 をと ろ、 柳漸を 過ぎ 長濱の 方へ 岀る 
者が 多くな つた。 殊に 信 長が {女王に 城いて からは、 一曆此 道を とる 者が 多くて、 自然 
と 里 半 越の 道は 衰 へたので ある。 併し 化 道の 方が やは ろ 近いから 德川 時代には 化 
國 大名 上京の 道筋と. るつ てゐ た。 現今は 义 通行人るな いので 道も大 に類廢 してを 
る。  ’ 

此の 如くで、 此路は 近畿と 化國 とを 連絡す る 要路で あるから、 奈良 朝延の 時代 じ 
は、 不破盛 鹿と 並べて 化 方の 關 門を 置く ベ さ 必要の ある 地で ある。 都が 京都に 遷つ 
てからは、 逢阪 關が 出來 て、 此關も 不用に なろ、 遂に 廢 せられた。 かく 此關は 甚だ 古く 
廢 せられた ので あるから 柄 處に關 所が 置かれた かは どぅも 夕ら ぬ。 とにかく 此を 
乳 出と 稱 せらる、 と 里 半の 路の 何處 にか あつたる ので あらぅ が、 をく 地顯 は埋沒 
せられて、 口碑 傳說 にも これ どと いふ 程の るのは ない。 實地其 地に 臨んでも 分らな 
い。 併し 分らない では 濟 音ない 譯 であるから、 始く 愚見を 述べて、 大方の 敎 示を 俟た 


ぅと 思 ふ。 

敦賀の 方面から 來 V 疋 田で 道が 二つに 分れる、 一は 此と里 半 越で、 一は 刀 根 越と 
いひて、 今の 鐵道 線路の 通過して むる 柳ヶ 瀬が に 入る 道で ある、 此 後者は 迂回の 道 
でる あるから 昔は 通過し なかつ たらしい。 貪づ 前者を とつて 半里 許 行く と逍 かと 
いふが が ある。 これは 圣 く® 津 道と 海津道 2  ^ 巧との 追々 である。 此鹽津 とい ふ 所 
は 琵琶湖の 極 化 端で、 湖上の 要 遮に なつて をる。 追み がから 東の 方深玻 越と いぶの 
を踰 えて、 新道 野の 南へ 出で、 をれ よろ を掛 がを 歷て鹽 律へ 出る ので ある。 この 道は 
古い 道で 昔からの 官道 である。 元來 此鹽津 とい ふのは、 曰 本 海の 敦賀 から 琵琶湖に 
出る 最捷路 であるから， 化 海の 鹽を 此處へ 運び、 をれ から' 所々 じ 送つ たので あを 日 
祀 武烈 帝の 卷じ角 鹿 海鹽と あるは、 卽 ら此處 から 测 いたので ある。 延喜 式ま稅 


I 本書 祀武 
式に、 

I  越 前 紙 


海路、 な 敦賀津 、運鹽 が、 駄贊米 一斗 六 升、 自鹽淨 灌大泮 、舶巧 二 升、 

と ある。 これで みれば 當 時は 化 方の 貨物は、 追分ょ ろ 陛路で 最も 嘘徑 である 鹽津溃 
へ 出て、 もれから 湖上を 船 じ 托して 勞を 省いた るのと 見ぇる。 故に 當時 はと 里 半 越 
ょろ も 寧ろ a 津 道の 方が 繁昌した であらぅ、 卽も 陸路から 來れば 海津へ 出で よ 里 
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半 越、 水路ょり 來れば 獲萍へ 出で、 深 坂 越を 越した ので 其兩 がの 會 黑ぅ莊 かとい ふ 
^ 譯 で あ ら ぅ。併 し決してさぅ誰も禍じ乘ク て來ると いふ譯で ない か ら、海 潍 路 の よ 
關 所の 地點 I 里 半 越 も 非常の 要路で ある、 此 等から 考へ てみ ると、 愛發關 はどぅしても、 化 追分が 
附近に なければ ならの、 關 なる ものは 決してみ す-^ のが 道の ある 所へ 置く 譯は 
™ を いので ある。 

1  或說 では 令義 解に 愛 薇を 受發と 蕾いて あるのを 證據 にして 「受發 とか^し ほつ 

^ な る ベ し，ホ 巧 來 の 道 な れ げ、此 川に關所有しと見ぇた ら」と あ る。こ れ は 歸 鹏 記.足 羽 

™ 社 記な どの 說 であるが、 愛發 •鹽津 自ら 別なる 事は、 後に 引かん とする 所の 續 日本紙 

-の 文に 卜* つて 明で、 義 解の 誤認を 眞 面目に 解釋 したる 頗る 浮 妄の說 である。 されば 

™ 固ょ 6 鹽津 道の み じあつ たので もな く、 海津 道の みに あつた 譯 でもな くを く 今の 
^  、 

^ 遊かがの附おじあつたのであら ぅ。义 敦 賀 誌 じ は.今 の 道 口 の 番 所 其 跡 な る ベ し と 
て、 盛衰 記に S  ノロに 關所 あろし と， める を證 として 擧げて ある、 成程 化 道 口と いふ 
I 所は、 催樂馬 歌な どじ も 見ぇて 居る 所で、 若狹道 •化 闕道泉 道の 三ッ ロの 義 か、 又は 化 
™ 國 に 赴く 道の 口の 義 かに 解 釋のお 來る樣 な 要路の 地で、 徳川 時代には 若 州の 小馈 
蕃 から 番所を 置いて あつた 所で ある。 故に 愛發 關は此 所で あつたと いふ 事で ある 


が、 ぉ處 ではぶ 旧から 別の 拔道も あり、 义獻ク を 乳 山から 離れ 過ぎで、 次 じ 引く 所の 
續 日本が の 地理に も 合は ぬから、 是 も建づ だめで あらう。 义一說 には. 歇口か 又は 山 
j 中の 邊 か、 或は 之 ょら 野 口 じ 出づる あたら-であ らうと いふ 說る あるが、 當時 鹽津道 
™ も官 道で あつたので あるから、 關 所は 此 道に も關 係が ある だら うと 思 ふ。 又 山中 獻 
口 何れょ ろ も 鹽津じ 出る 事が 出來る けれども 、追分の 名は むやみに 付した ぶでは 
なから う。 义 追分から 鹽津 への 遺が 現今は 却て 廢 せられて ある 所から 見ても、 追み 
の 么は餘 程 古いに 相違ない、 當 時は 今の 新道 野 越と いふのは なかつ たので あるか 
I ら 、鹽津 からの 道は どうしても 造み に 出た ので ある 主づ此 等の 點 から 觀 察して、 愛 
發關の 跡は 追分 邊 じある と. いひて 差 支な からう。 

I  更に 爱じ一 證を正 おの 上から 引岀 さう と m 心 ふ、 續日 本祀 天平 寶字八 年 九 パ惠美 
I 狎勝服 謙の 條 に， 

™  狎勝遂 起 レ 立 ハ 巧、 其 夜 相 二招黨 與資阜 一ず 治一奔 11 近 江 T 山が 守 曰 T 部 子 麻 弓衞門 少尉 佐 化か 多 域 
I  等 直 取 二 田 原 聋化ま 二： 姐 江 S 二 勢 多 S 狎勝 見-之 化-色、 卽 化を 一高 爲寶而 宿 二 前 少领巧 家 足 么驾を 
I  をち ン度落 二 神 勝 之 臥® I  上 某 4<  如レ鹽 "か々 夕か口 等^ 到 こ 越 前 國赢二 巧 辛加智 韩勝不 レが 而鳄 立鹽 
^  燒一 爲ュ 今鸾眞 光朝 願等爲 一二 一一 單餘 をを 差、 垫-靖 兵數十 一而み！ 愛 發關養 刀 物 部廣成 等、 枢而 却-之、 
神 勝 進 退 化.據、邮 乘-亂 回一^^ 井 狐 礎 津2 を一逆 風斋 微二漂 沒-がぃ是 .史 取ーー山 道一化 指二發 愛一が を 巧 等 
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お レ 之、 八 九 人中 ぃ箭 -而 た、 巧 勝 卽义還 到 己 局 島 郡！ 二 尾 晤冀こ 佐 伯 一二郎 大野 眞ネ等 品 戰從レ かを 巾. 
を 軍疲頓 、モ 時從冗 位下 藤 原 朝臣 藏下 麻呂將 ，兵忽 至、 眞光引 案 お 退、 巧 勝？ 船而 た、 説將 水 
随 雨道攻 之、 ち々、 

これにょ つて みれば、 鹽津 •愛發 の 別物を る 事、 义道 口の やうな 遠方で ない 事 も 明か 
である。 併し 聋だ これ だけでは 追分 邊 であると いふ 事の 證 にはなら ない。 吏に 此文 
をょ くみる に、 巧 勝が 船で 鹽津に 行かう として 風の 爲 になく 事が お 巧ず 其 困つ た 
結果は' 「取 山道 直 お 愛發」 とい ふ 事になる。 卽ら 水路で 巧かないで、 山道を とつて 直に 
關に乂 つたと いふ 事で ある。 直」 字大に 注意ず ベ 含で、 鹽津 へ姬る やうな 而 倒な 事を 
せ ぞ大に 急いで 敵の 居る を も 構は ぞ 直に 山道を とつ. て關じ 入つ た譯 であらう。 元 
來巧 勝の 此方 面へ 來 たま 意は、 越 前の 辛 加智の 所へ 行く 積で あるから、 攻づ 愛發を 
破らう とした 所ぶ、 かく 却て 破られた ので、 取敢 へず 鹽津の 方へ 逆げ て、 これからで 
も 越 前に 入らう としたので あるが、 これ も 失敗に 終つ たので、 遂に 愛發 直行と をめ 
た譯 である。 何分 此記も 詳細で ないから 確な 事は 八 刀らない. が、 とにかく 關の 位置は 
鹽津 道に る關 係が あると いふ 事が 僅 じみる。  ’ 

か、 る證據 では 猶 不充分で あるから、 之を 當 時の 他の 一一 關卽ら 鈴度ネ 破り 地勢 


じ參 照して 之を 證 しやう。 旣に 曾て 述べた 如く、 鈴 鹿は 伊賀から 來る加 太 越と、 近 江 
I から 來る鈴 鹿 越との 會顯 なる 今の 關听 附近 じあつ たものと 思 ふ。 決して 之よ ク入 
这んだ 加 太の 山隘 じ關址 などは 葛 へられない。 不 破は 京都からの 道と、 化國 からの 
道との 會點に 近い 所に あつて、 一方には 小關 所でる あつた やうに 思は る、 所で あ 
る。 化顯 から 見ても、 此二關 と愛發 とは、 形勢が 似て 居る、 又 元來當 時の 關 所なる もの 
I は' 外敵に 對 しての 關巧 であるから、 もとよろ お 江 方而じ 求むべき もので ない’ 不破 • 
鈴 鹿. 同樣で 山を 界 として 都に 遠い 方に 置かれて ある やうで ある。 もの 當 時の 關な 
る もの、 目的は、 帝王 御不豫 又は 崩御の 際 謀叛 人發覺 せし 時、 其 外 天下に 事 あら ば 
I 之を 固い とい ふやう を譯で 作られて 居る ので あるから、 餘程 廣大な もので あつた 

I じ 相違ない、 決して 山隘の 地では ない 山が 稍 平 かにな つてき て、 やがて 平野に か、 

一一 

I らうと する 前の やうを 所 か、 山間 じある 平地と いふ やうな 所 じ 置かれた やうで あ， 
る。 卽も 查體の 形勢から 見ての 關所 である。 故に 愛發 も化國 から 近 江 じ 入る 咽喉を 
扼 した 所で、 地點其 者は もれ ほど 驗要 でない 事、 不破盛 鹿同樣 である、 この 點 から 見 
-て もま づ追か 附近に 求めたい。 义不 破關が 高い 所に あつて、 下に 藤 川が 流れて ぬる 
如く、 追々 がが 高く あつて 愛發 川が 下を 流れて ゐ る、 形勢が 甚 よく 似て 居る。 身づ化 
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等 地勢の 上から 考 へて 見ても > 愈 化 あたりとの 心 はれる。 併し 此關 は、 不 破の 様に、 氷く 
-殘 つて 人に 歌 はれ 浮ぶ を 立てられ たものと 異 つて 居る ので、 地 點は甚 分ろ 難い。 贼 
^  口山中邊といふ傳說もある が'地 勢 が 狹 S で 到 底 然 る ベ か ら ず と 思 ふ。此 所 に 義 經 
I 萊 下りの 時 休憩した とい ふ變掛 がと いふの が ある、 名勝 志 や歸雁 記な どに も 見ぇ 
^ て 居 る姐 傅說のあるは’火なき所に煙揚らず で、何 か 譯 が あ る だ ら う、自 然 關 址 ぶ 化 
I 邊か とも、 考へ たけれ ども、 地勢 狹隘 到底 然るべ からず と 思 ふ。 唯 此傳說 から、 此邊が 
^ 往古の 往還で あつた 化グ 引出される ばかろ の やうで ある。 义此 所が 塚に なつて む 
^ るが、これも何でもなくて、越前ぶ蹟考などじ見ゆる山宁棘口間の 一 里塚ではある 
まい かとな ふ。 を こで どうしても 關は 追分 附 おと 思は る、 事お歸 著す る。 

齡 f 酔 龍'^  I  もれから がに ぶ 田から と 里 半 越の 通路の 變遷を 述べて 置かう。 疋 口から 追分が 
I まで 凡を 十 町 許、 追分から 鹽津 へ岀る 道、 卽も深 お 越は 追み から 左 じと るので ある 
I が、 今は 餘ろ人 も 通らない ので 大じ 顏廢 して ゐ る。 と 里 半 越 道は を じと つて 巧く の 
I であるが、 今 •は 新道が 山 ホて、 追々 村に 入らないで 歇 口に 山ら る、 檢じ なつて をる。 
^ 耿口までは凡を二十町、もあるだら う、化 間はまだ山隘に入らな い が、山 が 追 々 迫 て 
むる。 耿口 のぶ もが 白い、 ぶ 旧 等と 並べて 往 ホの 驛路 なる 事を 逍 想され る。 もとょら 


敏賀 からの 荷物を 此 處で繼 r 規 をに なつて をつ たので、 殊に 德川 時代には 化國と 
京都との 間の 宫道 であつ たから、 可を ろ娠 つて ゐ たやぅ である。 併し 今は 見る 影 も 
をい やぅに なつて をる。 ちれょ ろ 一里 許で 山中と いふが が ある。 此村 で疋 旧から 
ズット 上ろ 路 であるが、 至つ て 平 夷なる だら^^ 上ろ である、 化が る 古は 宿驛 であ、 
つたので、 海津 からの 荷物は、 此 村に て繼ぐ 事に なつて をる。 此 村に、 德川 時代の 宿驛 
取締の 接 書が をして むる。 これは 敦賀 誌に 見ぇて ゐ るので、 

控  越 前山  中が 

一當 初ょり 江 州 上下 往還 之義 、海津 、大浦 ぃっかた 成 共、 荷物 其 者 望 次第 可罷通 事、 

一 傳馬駄 貫の 儀 も 自餘の 宿み 並に 可 化 事、  . 

一駄 貫 當番と 申 荷物 巧へ 置べ からず、 其が の 馬に てす 殘巧仕 仕を 事、 

を條 々堅がず、 不可 違背 旨、 が 難滥审 者、 其處之 年寄が 煎可爲 曲事 者 也、 化 如げ、 

慶長 十八 年 セ 巧 五日  お 貪が 巧 ホ 判 

な  上 

急 度 申 遣し 候、 從當が 江 州 上下 往還 么義 、得 御 錠 制札 遣 候、 巧 其 意 諸 荷物 巧が 送 候、 將义當 
が 馬に か 余 候 荷物は、 其 商人 望み 第 馬 誠 可 か 送 者 化、 

慶長 十八 年を セ 巧 お 日  か  贺ず判 

越 前山 中 村が 中 

潭發 關趾'  二八 九 


目を を 逝 お 諭  二 九 〇 

これにて 德 W 時代の 驛の 模樣る 知れ 江越兩 國の界 として 重要視 せられて 居つ た 
事る 分る。 山中を 踰 ゆると 野 口が が ある。 之を 經て 小荒路 がが ある、 此 あた. ろを 今 潮 
熊が といつ てゐ る。 幕府 時代には 化 處じ關 巧が あつた。 和 州 郡 山 藩の 戍 所で、 愛發關 
のない 時代 じは 頗る 重要な 所で あつたに 相違ない、 關 所が 古代は 山の 先に あつて、 
近世は 山の手 前 じある 事は 隨 み 注意ず べき 事實 であらぅ と 思 ふ。 これから 海津ま 
では 一里 足らずで 達する 事が 出來 る。 違づ 愛發關 なびと 里 半 越の 今昔は 上に 述べ 
たやぅ であるが、 有 乳 山は 昔の 通ち で變ら ない、 人が 設けた 關 所は もはや 千 有餘年 
の 昔の事で、 丸で 所を を詳 にしない。 不破關 は 幸に しで 今に 其 跡を 止めて 碑銘 等を 
建てられ y ある、 鈴鹿關 は關即 とい ふ大 なる 和が あつて 其 跡を 語れる じ拘 らぞ此 
關 のみは 同じ S 關の 中の！ であらながら、 いかじ も虐 遇せられ たる ものと 見ぇて、 
叟に 之を 語る 手が、 ろ もを いのは、 甚だ 殘念千 萬と いふべ 含る ので あろ。 

(明治 一二 十六 年〕 


を泊津 

薩摩國 薩摩郡 完高城 郡) に 京 消と いふ 所が ある。 これは 西 水引が 大字 網 津に屬 す 
る 地で、 古來 著名の 遮で ある。 薩 摩の* 部を 流れて をる 川內 川が 將に 海に をが うと 
する 巧の 化 岸に ある 地で、 川 內卽も 向田 町から 西方 S 里餘の 地で、 最も 僻邊の 地で 
ある。 僻邊の 地では あるが、 古から 隨み歷 あ 上に 現 はれた 所で、 外國の 書物に 皆で も 
傳 へられて をる。 蓋し 其 地が 極 西の 地で、 これから 眞直じ 船を やれば •支那の 浙江省 
邊 に衝當 らうと いふ 樣を 巧で あるから であらう。 今少しく 此 地の 歷 おと 地理と を 
略說 して 見やう と 思 ふ。 

を も-^ 此網津 とい ふのは、 延喜 式に 見ぇて ゐ る驛傳 で、 まには 細津と あるが 細 
は 網の 誤で あらう。 而 して 昔 高 城 郡に 國府の あつた 時は、 此處が 卽ち國 府の津 頭で 
あつて、 恰も 大 隅の 國 府に對 する 演ホ とい ふやうな 所で ある。 此兩 地の 間は 別に 山 
坂を くして、 路 はを 易で あるが、 何分 里 道に 過ぎない ものであるから、 凸凹して 甚だ 
惡い路 とい ふべき である。 併し 川內 川と いふ 川は 幅が 廣く あつ y、 向田 町 附近で 旣 
を巧津  ‘  二 九 一 


目 本を 通 あ 諭  二 化 一一 

に 二 和 許 あるが、 河口では 八 町に 達して なる。 而 して 東海道 筋に ある やうな 砂 ばか 

ろで、 一隅に もょ ろ-— と 水が 流れて ゐる やうな 役に立たぬ 川と もがつ て、 近畿 地 

あなら ばまづ 淀川と いふ やうを、 誠に 實益 的に 出來 てなる 川で あるから、 大船が 自 

巧に 上下す るので、 當時國 府と津 との 交通に も此 川が 利用され てゐ たに 相違ない。 

今 とても 兩 地の 間には 絕 ぇず 帆 掛 船が 往來 する 事、 利根 川を 戶川 のをれ の やうで 

ある、 であるから 化 地を 义川內 の 避と いつて むる。 

王朝な 後の 歷あ などは 別に みら をい、 併し だん {外國 の 書物に 此地 のぶが 見 

ぇて ゐ る。 明 時代の 圖書 編の 日本 圖 序に、 

了. フう  ヤブ 六が •タ シス  ホ ィリ  X づ^^"'* 

塵 摩、 其爲 I 唁爭 卿壽 I 起 麻 子 記 S ご 羊埋高 一康 圆什麽 S 二罷里 I 爲二跑 馬覃爲 I 轟 頭馬坦 SI1 蝶哥里 1爲こ 

年 市 米 SU 仙臺？ 霉暴李 署1  ‘ 

と ある 中の 强頭馬 里は おしく 此 地の 事で ある。 序に 此 地名を 考證 してを かう か。 暗 
孝 卿は 日向の 油津 であらう。 起麻モ 記は 大名の 肝屬 であらう とい ふ說も あるが、 確 
にからぬ。 羊埋 高は 薩 摩の 山川 遮で ある、 康國什 嫂は 鹿兒 島、 黯 鹿は 鹿兒 島の 南 喜 入 
では ある 聋 いか、 此 地には 唐人 瀉 など いふ 地名る あるから 或は 然 らん。 瞄馬 里は 薩 
摩の 巧津 のわきの 治で、 瓣哥 里は 薩 摩の 顏娃の 郡で あらう、 大 隅の 年 巧 米は お 占、 仙 


臺は薩 摩の 川內 、審季 署は大 隅の 志 ホ 志と 思 はれる， 

化 等を なても をを 唐 船が 多く 出入して むる ことが 知れる が、 义 五代が の 八 王 神 
社の 棟 化に 秦造立 八 王 御社 一宇、 穎 川 宰相 幷女 息災 延命 子孫 繁昌 陳 一一 一官」 と あろ、 觸 
口に 奉 寄進 慶長八 年 癸 卯 十一月 十四日」 と あるじょ つても、 唐 船が 多く 來 つて 化 地 
に 侯して ゐた 人が ある 事 も 知れる。 又 京 泊の 化に あたつ てゐる 海岸を 唐濱 とい ふ 
を 見ても 唐人と 關 係が 深い ことが 知れる。 义ゼ スキ ブトの 文書 類に も ご otia この 名 
は屢 ，見ぇて をる。 ま づく薩 摩 西海岸で、 支那は もとょり 西洋 船な どの ホた のは 坊. 
泊を 浦爾世 田を る 含む) と此 地で あらう。 巧は 立派な 寺院 も あつたので 最も 有名で 
世人に 知られて をる が、 此 地は 比較的 知られて をらぬ。 とにかく 豐 公の 九州 征化頃 
前後は 隨 々盛で あつたで あらう。 德川 時代 じな つてる、 官 船を 化 處じ繫 泊して をつ 
たので あるが、 後に 之を 止めて からは、 此地 もを く 寂寥を 極めてを る、 殊に 現今の 狀 
祝な どは 實に ヒドィ るので、 人家は S 四十は あらう が、 舊家 大家を ど、 いふ ものは 
一つ もを く、 實に 寂寞た るるので、 をの 事を 思へ ば懷然 袖を 濕 はさく るを 得を いば 
かろで*^ る 

大海の 波濤は 猿辨 として 冲 から 白浪を あげて 居る 河口は、 漠然として むやみに 
を巧津  二 九 一二 


曰 本を 通を 諭  |1 九 四 
廣 いば かろで 到底 大船を 繫 r に 適せない。 船 間 島と いふ 周回 一里 許の 大 島が 横は 
^ つて 樹木 驚 茂し、 巧巖相 連つ て 風景は わるく はない が、 一 帶の荒 果たる 有樣は 到底 
薩  I 往時の 想像は つかない、 つかない ばかろ でな く、 一見 どぅる 涙が こ， ほれを ぅで ある。 
港渭  ；來 藤の 西 面には 良 遮は ない、 ま づ小浦 •片滞 邊を指 すべさで あるが、 これ とても 
^ 到底 良 遮とは い； 5 難い。 米津 だの 串木踩 だのと 含て は、 を 話に るなら ない ま づい避 
I である、 京 治 も川內 川の 河口で あると いふ 所から、 多少 避の 形を るつ てを るが、 何み 
河口が 淺く なつて 到底 大船の 泊し 得べき でない、 しかも 川內 までは S 里 陸路は 路 
I がわる し、 緩を と 流れて むる 川 巧 川では、 現今の 如き 化しい 時世 じは 到廣 適せない、 
^ やは ろ t-T づく とる 串 木酵に 上陸して 鹿兒 島に 乂 るの 好都合な るには 敵せ ない 達 
^ づか、る避の盛であクた時代 は、外 國の冒臉者ががさな船で來て此邊を谎して居 
W  時の 事で、 現今の 樣じ 大船 長舶じ 乗る 時代では、 假令 西贩 で、 ぶく あつて る 誰る 來 
^ る人はない、內地の人もか、る所に用のある人はない、川內に要用のある人は米津 
^ か ら 陸 路 で 行 く。ど ぅ~見て もか 、 る地が繁盛にならぅ道理がな い、唯昔のを樣を追 
^  想するに過ぎないのであ る。(明 治 ミ 十 六 年〕 


鑑眞の 着し ちる 秋 妻屋浦 

I  唐 鑑眞大 か 上 東征 傅に、 

I  天寶 十二 載、 が 上回-曰 ネ國為 慕- 披ぃ が、 大伴 副使 竊藝和 上み 衆 僧 T 納言舟 I 總不 ，令， 知、 十一 二日、 普 
I  照 师從二 越餘挑 郡を、 乘 二ま備 副使 5 十五 口を 子 四が 同發、 を二 一雄 一飛 二 第一が 前 i 仍 了旋留 、十六 
I  曰發 、サ ー日 戊 午、 第一 第二 兩 舟、 同 到 二 阿兒奈波 島臺 多彌な 西南 秦 一二が 昨夜 已巧 二同璧 十二 
I  ち 六 曰、 南風 起、 第一 舟 着-お 不ン 動、 第二が 發回 I 多彌罢 、セ 曰 至 二 益 救 島？ 十八 口自 一益 救な 一發 、十 化 
曰 風雨 大錢 、：个 苗 一 骑夕午 時 浪上暑 山頂 T サ曰こ 酉 午 時、 を 二舟蔓 薩摩國 阿多 郡 秋 妻 屋浦一 

II 屋 浦の W  . と ある。 秋妻屋 浦の 地點は 甚だ 疑問に 屬す るが、 此 阿多 郡と いふのは 恐く 作者の 誤 
であらぅ。 元 來师多 郡と いふのは、 ると 伊作 由 ホ 施耐多 S 鄉の稱 で、 吹 上濱に 面した 
る 一帶の 地で、 極めて 區 域が 狹 い。 當時種 予屋久 の 間から 漂 治して 到着した るの な 
らば、 舒間 半島を 回つ て 先 咬で 僅かの 時間で 行く 啓は ない。 又 何の 浦な ど、 名のつ 
く 所は 更にない、 此邊は 今でも 唯 白 砂漠々 たる 海濱 なる が 如く、 當 時る ホ をれ であ 
^ つたに相違ない。さすればどぅしても化浦の所巧は脚多郡でない。阿多郡でをいと 
すれば、 これに 似た 名の、 しかも、 種子 •屋 乂邊 から 坎 きつけら る、 に 適した 地を 求む 

鑑眞の 着した る 秋 妻屋沛  二 九 五 


目 本 交 通史 諭  ■  二 丸 六 

S 謹 冷  れ ば、 決してない 譯 ではない。 川 邊那の 秋 目で あらう と 化 ふ、 妻は 目と 音 相 通ず るの 
I で、 此地 じして 差 支をから うと 思 ふ。 殊に 文中 浪上 見。 山頂 _と いふのは、 圣く骄 間を で 
一 あらう、 化のは 骄間 半島の 間に 獨ろ碟 山を 擢 で、 V、 蛇然 天雲を 摩して をる のは 最も 
I 爽快なる 眺 であるが、 もの 山頂と いふ 二字は 此山 として 最も 適ず る {乎で、 隨分 遠方 
I から 見ぇて 舰海 者の 薬と をる 山で ある。 秋 目は 野 間半岛 の頸觀 にあつ て、 大滿灌 と 
™ 背中 合せの 所で、 恰も 野 間 岳の 麓で ある。 鑑眞の 第二 かの 着した ものは、 圣く 此處と 
I をめ て 差 まあるまい。 阿多 郡と いふのは、 阿多の 名が 有名で あるから 間違へ たので、 
I あろ 得べき 誤® と 思 はれる、 旁 f なて 秋妻屋 滞は 秋 目の 事で あらう と 思 ふ。 {秋 目は 巧 
に 五 里、 加 世 田に 五 里、 南薩 漁業 地の 一な 之 (明 お 111 十六 年) 


I  京都 西方の 關門 

軸 峨删耐 S  山城は もと 山背で、 ャマゥ シロの 義 である、 併し 桓武 天皇 延曆 十ー ニ 年 遷都の 詔に 
なす  「山 勢 實合前 開 云々、 此國 山河 襟帶 自然 作 城、 因斯 形勝 巧 制新號 、宜改 山背 國爲 山城 國 J 
とい ふ 所から、 山城の 字を 用ぅる じ 至つ たので あるが、 此詔 にも ある 通りで、 此國は 
查く 山で なて 取 礎いて、 宛ら 城廓の 趣が ある。 化 城廓には 城門が 開て 居る が’ をの 追 
手と もい ふべ 含は、 實に淀 河の 流域に 沿 ふての 口で、 東には 勢 田 口、 西には 山 崎が 卽 
も 化 國の關 巧で 梟る 要衝の 地で ある。 をの 外溺 手には 化方娃 川に 沿 ふた 丹 波 口、 南 
方は 奈良 口で、 京都に 一朝 事が あれば、 此 等の 口は 忽ら 要路と なる 所で ある。 殊に 東 
じ 向つ ては 宇' 治 川の 沿岸が 通行し 難いので 、別に 逢坂 山の 要險が あつて、 古 來關所 
山 嚼の關 門  が 置かれ 最る 重要視 せられた 所で ある。 之と 相對 して 西方の 要路は 卽も山 崎り 關 
巧で あつて、 京都に 對 する 西方の 敵に 皆此 所でく ひとめる ので、 此地 にして 破 るれ 
I ば、 京都は 卽も 落城た るを をれ ない。 實に 京都が 東に 逢 奴 山を 重要 じする とおに、 化 
山晦の 地形  山 崎の 地は 決して 等閑に 附ず 事の 出 巧ない 肝要を 所で ある、 山 崎の 地勢は 恰も 袋 
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の 口の やうで、 山 崎 八幡と 相 距る事 僅に 十 巧 其 間に 淀の 大河は 浴々 として 流れ、 西 
I 國の 大道は 之に 沿 ふて 其 傍を 通じ、 東海道 鐵道ホ 其 横を 通過して ゐ る。 山 崎の 側に 
は 天 王 出、 八幡の 側には 男 山柏對 時して、 宛然 關 門を お成して をる やうで ある。 而し 
.  て 淀川は 漫 々と激 せず して 流れて ゐ るので、 船を 自 をに 上下せ しいる 事が 出來 る、. 
古來 難波津 から 京都に 魅く に 多く 此 河を 利用した やうで ある、 山 崎は 實に其 中途 
の要津 で、 淀川を 上下す る 船 着で あつた やうで ある。 近頃 こを 河が かし 男の の 方へ 
傾いた ので、 橋 本が 水驛 になつ て、 山 崎は 多少 川から 離れる やう じな つたが、 昔は 高 
高橋津  橋津 とる いつて、 運 潜 交通の 最 要路で. あつた。 殊に 平安朝 時代に、 西方へ 巧く 旅客は、 
京都から 化處 脅 でを 陸路に 依う、 化處 から 瓣じ乘 つた やうで あ. る。 其 趣は 懼馬樂 の 
難 波 海草 や、 凌雲 集 詩 小 序を どに 見ぇて をる。 

山 崎は 平時には をの 如くぶ 通の 要路と なる が、 一朝 事 ある 時は 萊の 敵を 宇治 •勢 
多で 要擊 する 如く、 西の 敵は こ、 で 押へ なければ ならを いので、 相攘 奪す る狹 儘と 
なる ので ある。 かく 兩樣の 理由から、 早く こ、 じ關が 置かれて あつたので、 逢坂 關と 
山嚼關  巧 對 して 山 崎關が あつたの である。 併し 逢坂 關の やうに 有名で ない、 とい ふのは、 此 
地は 設置の 年代な どる みらない し、 一般に 上古ょ々 の關 係から して、 東方 ほど 齿方 


はは 重を 置かを かつた ので (さほど 必要を 見な かつた から) ホンの】 時 的の るので 
^ あつたらしい、とじかく今に關戶町の 字るあれ ば、關戶神社と い ふ の るあ る。扶桑略 
記 治 {女 二 年 十 巧の 條 に、 關外院 とい ふ 事 •が ある。 されば 山城 名勝 志に 見えて ゐる量 
ろ、 こ、 に 官舍が あつて 非常を 戒めて ゐた 所を 指す ので あらぅ。 文 華 秀麗 集 じ •河 陽 
I 十 且ぶ之 一と」 て故關 柳と いふの が ある、 义拾 遺集 •新 古今 集な どじる せきとり 院の 
^ 事が 見えて なる 短 ふじ 一時 奈良 朝の 頃に 關所流 巧の 時代が あク て、 もの 時を 處へ 
も關が 置かれた ので あらぅ。 上に 引いた 諸 書じ據 つてる、 平安朝の 中期な 後には、 も 
I はや 故關 であつ たらしい。 嗟贼 天皇が こ、 に 河 陽 離宮を 造られ、 尋で河 陽國府 とを 
つた 頃には、 るは やか、 るるのは なかつ たに 相違ない。 併し 化 地は 天然の 要路で、 前 
I にも 云つ た 通ろ、 平常は 驛路 であろ、 戰時 じは、 據 つて 敵を 防鐵 すべき 重要の 地と な 
I るので あるから、 平常る 收稅 をして、 往來の 荷物を 取締ろ、 又は 軍兵を 置く 事 も あつ 
™ たもの らしい、 近くは 江戶 時代に も 征稅の 事が 見えて ゐ る。 

I  とにかく 此 地は 河 陽驛な 巧の 繁盛な 地で、 今 こも 大じ 寂れて むる が、 平を 朝 末 k 
八は、 山陽 南海に 魁く 要路と して 隨分 盛で あつたら しい。 關白兼 豕は 六十 賀宴^ 地 
山晦 のか  の 遊女を 聘 したと いふ 事が あろ、 江 口  •神 崎 同様 遊君え 居つ て た 10 で桌 な-て， jamr 

を 都 西 ホの 關巧  .SK 巧^.^^々 もん々^ 
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あらう。 なぜ こんなに 此 地が 盛 じを つたと いふじ、 此 地は 全く 京と 難 波との 中間 驛 
I で、 難 波な び 西方 諸國 から 京都に 入るべき 商品は、 多く 此 地を 經て 行く ので あるか 
ら 、自然 物貨 集散の 地と なって、 重要視せられ てむ たので ある。 一般 地理の 原則の 所 
謂 大都會 と 大都會 との 間の 中間 驛 で、 い聋だ 交通の 不便な おには、 恰も 繁昌すべき 
位置に 當 って ある 所で ある。 若し 萬 一 化 地で 戰爭 でも 起っ て、 西國 との 連絡が 絕た 
れた 日には、 京都の 中は 隨み 困難す る譯 で、 殊に 海魚の 如きを のじ 至て は、 到底 何 萬 
^ 金を 投 ずる も、 得る 事が 六ヶ しくなる T 

W 崎の 爭 奪^  此山 崎の 關 門は 天下 泰平の 時に、 驛 傅と なって 繁盛を 極めた ので あるが、 戰國時 
代と をっ て 世は 刈薦 と亂れ てからは、 义戰爭 の要險 であっ て •古 巧 幾多の 武 將が戰 
聞の 巷と なつた かを 調 ぶれば、 いかじ 重要の 地で あるかと いふ 舉が 分る。 しかる 此 
等 戰爭の 陣地は 常に 淀 八幡の 對岸じ 瓦り， 相俟って 戰場 となる ので ある。 特に 男 山 
は往 をょ ろ 八幡宮を 勸 請して、 由緖の 深い 巧で あろ、 もの 地勢は 天王山と ffl 對 して、 
一方 じは 山城の 平野 淀 李 治ょう 京都 ま‘ での 間を 俯贩 し、 一方は 攝津 河內の 沃野を 
™ 控 へ、 をの 間に 河水 漫 々として 流れて ゐ るので、 宛然 關 巧の 一角 じ 砲 臺を据 るた や 
うを 地勢で あるから 、之に 據れば 京都 方面の 敵に 對 して、 西方 南方の 敵を 抑 ふる 譯 


になる。 彼の 延元 s 年に 化 薑顯屬 が此 地に 據ク たのは、 一面では 源 巧の 祖 神を 勸請 
した 所で あるから、 いかにを 利 巧が 亂暴 でも、 么をヒ ドク 攻 いる 事は あるまい と考 
へ、！ 面では 化 地に 控 へて をれば、 西南 敵を 禦 r ととる に、 新田 義貞と 力を 併せて 京 
都を 挟擊 する 事が 出來 ると 考 へたからで、 最も 策の 得た ものである、 悲い哉 敵は 查 
く顯 信の 意外に 出で、 男 出を を 構な く燒擊 してし まつた。 お 平と 年に 後が 上がが 親 
ら諸 軍を 督 して 化 山に 臨 うれ、 化 富 顯能搞 木 お 儀 •和 田お忠 等の 從 つた 睹 も、 查く化 
地の 地形が 京都に 對 する やぅに 出 來てゐ るからで ある。 少し 話が 前に 返る が、 元； 

S 年に、 赤が 則が が、 男 山 及 出 崎を 略して 京 軍 じ對陣 したの も、 此關 巧を 利用した の 
で*^ る。 

文明 二 年に 山 名 是磬が 天王山に 據 て、 淀 鳥 羽を 支へ たの も赤關 門の 利用で ある。 
就 や 有ぶな のは、 天 お 十 年秀ま •光秀の 戰 である。 光秀が 化關 巧で 勝てば 光秀の 天下 
で、 秀吉が 勝てば 秀 吾の 天下と いふ 場合で、 こ、 の 勝敗は 京都が 手に 落つ る や 否や 
に關 係ず る。 慶應四 年の 戰 には 藤 堂 藩が 化 地を 守つ て 居つ たので あるが、 東軍が が 
見 •鳥のに 破れて 橋 本 近傍へ 着した 時に、 京 軍は 藤 堂 じ 諭して 己じ從 はさ しめたの 
で、 藤 堂は 東軍の 知らざる 間に、 急に 砲口を 轉じ V 烈しく 柬 軍を な擊 したので、 萊軍 
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はを く 不意に 驚いて、 あわて、 遁げ出した 譯 である。 味方と 賴 みし 要所の 兵が 裏切 
したので、 到底 閉口の 外は なかつ たので ある。 

併しょ く 葛へ てみ るに、 此 地で 守つ た 戰爭は 多く 結果が. わるい、 藤 堂の やうな 裏 
切を した 戰爭は 別と して' 多くは 失敗で ある。 蓋し 此 地は 逢坂 山の 狹隘を どと 異ク 
て、 地勢が 槪心 V 廣過 ぎる ので ある。 狹隘 といつ V る 中央には 大 含な 川が 流れ、 兩岸 
の 山 もさ. 咬で 鳥く はない、 而 して 化 所を 過 r れば忽 も 何れへ 出ても 平戰と いふ 所 
であるから' 攻め 易くて をろ 難い 地で ある。 天王山 や 男 山の 城は、 まづ 京都と 晩み 合 
つて 居る 時の 城 位で、 地 其 ものは 險 要で あるが、 查體の 形勢から 見て は 餘ろ價 値は 
ない ので ある。 唯化關 巧は 西方の 門口で、 最も 重要なる 衝路 である。 一軒の 家に 譬へ 
V みれば、 これが 表門の 玄關 で、 逢坂 山が 裏門で ある。 表門は 車で る 引 張つ て 入れる、 
通 巧が 至て 爲 能く、 巧衞 さへ 言 ふ 事を 聞かせば 旨く 通れる、 もれで 此門衞 が 奧に入 
ら遂り 奴の 押と なる ので ある、 天王山 や 男 山が 此門衞 詰 所と 申すべき 巧で ある。 之 
じ 反して 逢坡 山は、 いは 互 暴 巧で 中々 入*^ じくい、 いつも 門が 締ク てを るので、 之を 
明けさす じ 中々 骨が がれる、 其代ク 入つ たなら ば、 もう 奧 御殿に 入る のが 何でもを 
いとい ふやうな おで ある。 其を 輕 重の ある 所 之に 依て 推し 得べ しと 思 ふ •今 此關門 


古今の 沿革を 槪述 して、 大勢に 於け る 愚見を をの 如く 陳 ベた、 猶 時を 改めて 詳述 致 

し 違せ う。 (明治 一】 一十 セ 年〕 


須 磨の 關に 就て 


淡 路を通 ふ 千鳥の 鳴 


巧 

聲 に 


幾夜 寢 ざめ ぬ須 磨の 關ず 


兼 


昌 


平 城 奉安 雨 朝の 間、 帝都を 中、 5 として 東方には 不破 •愛 發盛鹿 •逢 奴等 あろて、 を 興 
廢 あれ ども、 常に 關 巧を 開きて 帝都の 防 障たら しが、 西方は‘ 東方に 比して は 暇 夷な 
どの 恐る をく、 比較的 關 塞の 必要を かりし るの なる が、 なほが 都 西方の 關巧 として 
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山崎關 あり、 然れ ども もとよろ 一時的の るの じて、 前 数 者の 如 含 臟然 たる ものに あ 
らざ らしと 見を たろ、 故に 畿內 圣體の 西方の 關 門と すべろ；， 攝津捶 磨の 境の 如き も、 
餘ろ 重要視せ ざり しが 如し。 

巧 磨の 地理 I  一® 窜播 磨の 境を 須磨 とす、 淀川 •武庫 川 等の 平酵盡 さて 攝 丹の 境 じある 山脈 西に 
W 走ろ、 鶴 越】 帶の 山を なし、 をの 端 遂に 鐵榜 •鉢 伏の 諸峯 をな して 海 じ 入る、 この 山脈 
の將に 海に 入らん とする 所を 須 磨と をす、 畿內の 隅に ある よら この 名 あろと いふ、 
^ 必 し も 妄 言 と し て 擒 つ ベ か ら ぞ地 勢 化 じ 切 迫 し、天 然 の お 勢 蓋 し 關 塞 を 置 く に 最 
も 適當の 地と す。 

I  しかる 史上に この 關を搜 ろ、 實 地に 臨みて 其 遺 趾を尋 ぬる も、 漠 として 捕捉す る 
I 所な し。 要ず るに 少時の 關塞 じて、 直に 停廢 され、 遂に 其 名を さへ を 上に とジ めざる 
姻 が^^ぶ I に 至ろ しるの なるべし、 正史 上には 固よ ろ 見ぇ ず攝 津志 じは 延喜 式に 見 ゆと ある 
も 遂に 所見を し。 ま 旧 巧 地名 辭 書には、 延喜式 畿內/ 辨十處 /疫神 祭 攝津捶 磨の 境】 處 
^ といへ るに 本 づける ものな らんと 說 かれた るは、 面白き 說 なれ ども、 今一 層の 硏究 
を 要すべき か。 

關の ありし 事を 卜 すべき おがは、 遺憾を がら 歷 あの 上に 認め 難く、 僅に 淸少納 言 


が 枕 壁紙を 始め、 皆文學 詩歌の 上に 之を 徵し 得る のみ、 試に 其數 首を 列擧 せんに、 
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淡路島 通 ふ 千鳥の 鳴く 馨に 幾夜 寢 さめぬ 巧 磨の 關ず  兼  昌 
擺饒 路や須 磨の 關屋の 板 庇 巧 漏れと て やまばら ならむ  師  俊 
旅人は たもと 凉 しくな リ にけ リ關吹 越る 須 磨の 浦風  行  ホ 
淡路島 遙 にぶつ る 浮 雲の 須 磨の 關 崖に 時雨き にけ り 
巧 磨 浦 やお 打 浪の聲 はれて 人を 化む る關 はな かりき 
禮花 誰か 化の 若木 振 拾て 須 磨の 關 匡の 跡埋 むらん 

ちらぬ 間は 過 かてに する 人 や ある 花を ばと むる すまの 關ず  賴  ぶ 


家  隆 
± 御 門院 


を ど あれ ども、 更に 要領を 得ぬ もの V みなろ、 が 歌に よろ て 甚だを 名とは なろ しも、 
實 は文學 者の 口 じ 上らし のみ じて、 實に 漠然たる 事を ち。 殊に 關屋の 跡を 詠みし 歌 
却て 多く、 存を せし 當 時を 詠みし と 思は る V もの 甚だ 少 g きな ク .ま 田 巧の 說 あるる 
の 決しで 故な さじ， めらず。 

、 

今關 趾と傳 ふる 地、 西須 磨がに あぅ、 了 俊の 道行 振 じる、 關屋の 跡と 稱 せる 地 ある 
事を 說 けろ。 寛 文 頃の 巧 曲 常 軒の 所歷曰 記に る 「關屋 の 跡と いふ 所 二 巧 あろ、 乳 守 川 
の 東 道 よら 南と、 鐵巧峯 の 下なる 山と なろ、 海路の 關 なれば 浦 近き 所なる べし」 と あ 
ろ、 然れ どる 後者は 固よ ろ據 るべ からず 今し か傳 ふる 地は 前者な ろ、 この 地 じ關を 

须麽 の關に 就て  lljC 直 
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稻 苛と いふ あろ、 これよ ろ 少し 東南に 當 ぅて 路{寸 橋 あろ、 其 傍に 石標 あろ、 川 東 左右 
關屋 跡」 といへ る 文字を 刻した々 とい ふ、 これは 三 四十 年前魏 光寺の 裏手よ ら發掘 
せし るのと いふ、 これに よれば 路{寸 橋 附近を 關屋 跡と をして 可なる が 如しと いへ 
る も、 關守稻 荷な どの 名は 新しく 命名せ るに 似、 乳夺 川の ぶ も餘ろ 古から ずと 見ぇ、 
巧麗 をる るの も餘ぅ 古き るのに あらざる べし。 要するに ホ だ 之を がて 關趾 を斷定 
する の 謡とは なろ 難し。 视や關 をの ものる 漠然なる じを てを や。 

然れ ども ホ だ この 關を 抹殺ず るの 證は又 之を 見ず 古書 じな しとて 須磨關 は 文 
學 者の 作爲 とは 斷 言し 難し。 不幸 じして 今 地名に も 山 崎關の 如く 確據 たる 證を發 
見ず る 能は ざる も、 或は 一時 此じ關 塞を 置きし 事 あ 6 しも、 直に 停廢 し、 其 違、 とな 
らしに よろ、 正史に 殘らず 唯文學 者の 口にの み殘 ろしには あらざる か、 京都との 關 
係よ ろ 見、 义須磨 其 地の 天然の 形勢 上關 塞を 置く に 適當の 地なる のみならず、 歌人 
の 詠な ちとる 直に 非すべき るのに あらざる を 見れば、 查く 置か ざろ し 物とは 斷言 
すべから ざるべし。 この 地 や 源氏物語 にも 描出せられ、 絕 佳なる 風景は 歌人を して 
幾多の 謙を なさし むべき 名所なる は、 最も 疑を 受 くる 所 なれ ども、 關 塞の 一時的の 
もりよ、 往 々正を に沒 却せられ、 時としては 地名 じよ i て 僅 じ徵し 得る もの すら あ 


る'  なろ。 此 地は 猶幸 にして か、 る 和歌 じよろ て 知らる、 は、 却て 幸の 事なる や も 知 
ら 難し。 殊に 平安朝 末には. 西 海屢事 あろ、 東夷よ ろ 寧る 西方に ムを 注がざる ベから 
ざ る 事 る あ れ ば、^^ 然此に 一 時關塞を置きし時化あらんとの事 も’單 に 想 像 な ろ と 
して 排し難 かるべし 。故に 關 0 を •否 じつき ては、 姑く るとの 聋 、じ從 a をかん とす。 
其 地 顯 じ 至つ ては 諸說紛 々たる も、 是れ ると よら みるべからず 神 戶の化 方 よら- 來 
る 山 勢 西 須磨寺 じて 急に 一轉 して 海 じ 迫れる 狀 などよ ろ考 へ、 須磨 寺. の 南方よ & 
西須 磨がの 人家に 至る 邊卽 ち關を 稻靖邊 などは、 地勢 上よ' り. 見て 必 しも 排し 難き 
も、 是れ 決して 何等の 證攘 もな く、 何等の 據る 所るな きものじて、 到较を 巧も不 確ぶ 
る ものが、 其 所を 地顯の 明かなる べき 故な 含な ろ パ 明治 一二 十九 年：^ 
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木 曾雜化 

一 木 曾に 關ナ る歷史 地理 上の 參考書 

木 曾は 東 山道の 要 險に當 ろ、 又 化 陸よ ち 東海に 赴く 者の 要衝と なる をな て、 ホよ 
ろ 驛路を 開き 木曾路 とい ふ、 續 日本 絶に 大寶二 年始め て 岐蘇出 道を 開靈 せし か 見 
ぇ、 古來 重要視 せられし 通路と なす。 山道の 沿革 等は 後に 之を 記す とし、 聋づ此 地を 
硏か 九す るに 要する が稱 を列擧 して、 攻究 者の 參考に 資せん とす。 木 曾の 歷史 地理を 
語れる もの 其 種類 甚だ 多& る、 を 種に 瓦れ る 散漫なる もの、 み じて 纏まろ たる 巧 
著な し、 其 最も 通俗に して みら. 易き は、 秋里滿 夕の 木曾路 名所 圆會六 卷と册 とす 京 
都よ ク 所謂 中 山道を 經て 江戶に 入る 間の 名所 舊蹟 につき、 繪 入を 'W て 平易 通裕に 
記した ろ >而 して 眞の木 曾の 事を 記した るは 煞 一二 卷 第四册 にあろ とす。 

木 曾の 地は 義 仲の 敗 死後 義基 といへ る 者 あろ、 其 後を 襲ぎ て此に 住す。 五世の 孫 
家 村、 お 利 巧に 屬 して 家を 興す、 其 後裔に 義昌 あぅ、 武旧 信を に 降ろしが 後に 信 長に 
通ず をの 巧に よろ 安曇 统 摩の 二 郡を 媽 はる。 豐臣 巧の 時に 至ろ 木 曾を 公領と なし 


て 代を を 置く、 關 原の 役 山村 氏、 德川 氏の 軍を 導きし 巧に よらて®々 代官と なる 虐 
^ 州德川家之を監す。  ‘ 

I  木 曾は 源平が 後德川 時代に 至る まで 大凡を の有樣 ならしが、 この間の 歷あ 、及び 
をの 後山が 氏代宫 として 福 島に あろて 後は、 此 地に 中 山道. 敏】 の關 所る あろて 通 
巧 人の 取締を なし たれば、 もの 前後に 瓦る 村 料は 甚だ 多き なろ、 今 之を 左に 列擧せ 
^ ん。多 くは著者年代など不明なれ ば、此 じは別に一 々不明なろなど、は記さず。 

歷史 のが 料-木 曾賓  一册義 仲の 擧 兵に 始め、 義 利の 頃 咬での 沿萃 を略說 せろ、 寶曆四 年 八 巧 
I  山が 良 景の時 じ 成らし もの。  ‘ 

木 曾 考續貂 と册 をの 木 曾 考の續 篇と見 ゆ、 二) 義仲 時代よ ろ山が 巧に 至る 系譜 
\  三} 關 所、 (二！) 画) 木 曾を 中 諸 宿の 記事、 重に 制札 年 貫 課 彼等の 書類、 一 五) 知行 所、 (六) 家中、 
(と) 雜と いふ 如く 區 々せら’ 山が な 職の 頃に 成ろ しるの、 

木 曾 家來歷  一 册木曾 家は 大略に て 重に 山村 巧 時代の 事を 記し、 るの、 

山が 系圆傳  一册略 像を の 書と 同樣の もの。 

J 岐赃風 ± 記 三册 ( 一 ) 山が、 千が、 原 支流 諸家の 系譜 S) が々 の 記事 (一二) 木 曾を 澤 町ぶ 
記 龜圆を も 掃 入して を澤の 事を 見る じよろ し j。 

木 曾雜迎  .  一一 一〇 九 
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木 曾 舊記錄 六卷 S 册 末曾義 仲な 來義昌 の 事蹟、 山が 氏の 記事を る 載す。 

^ 木曾故事談 十 卷九酣 延寶 •貞 享虫德 頃の 山村 家の 制を 等に 關ず るるのを 雜駿 

に 集めた ろ、 山村な もの 時代に 成りし るの R て、 天明 一二 年 五月、 編者は 澤旧敬 佐と 

I  をろ。  ‘ 

木曾傳 1 記  一®  木 曾義昌 及び 山が 良 道 等の 事蹟を 詳記ず。 

萬 日記  一 酣享保 頃の 山が 巧の ホ 令 類を 集めた るるの、  ’ 

i 木 曾系圖  一册 續群蠢 從第巧 十と 卷诚收 む、 義 仲よ ろ 家重聋 での 系圖 なろ。 

™ 寶曆な 後舊記  一 酣寶曆 よぅ 化を 安永の 頃に 至る 間の 福島师 奉行所、 又は 同關 

I  所 等の 蕾 類を 集めし もじて/中 にも、 山が に關 ずる もの 最も 多し。 

信 濃 福 島 驛觸留  一 册德川 中® の、 同 驛のホ 令 類を 集めし るの なれ ど、 分量は 甚 

だ 少し。  ‘ 

慶長 十六 年 福 島が 置 目證蕾  一巡  ； 

、  典に 名の 如し 

享保六 年 除 地 引 揚が 味】 件  一 №1  •  , 

§ 木 曾を 宿な 私留記  一冊 元祿韋 保よぅ 元 文 •實曆 の 頃？ の 間 頃に、 通行 者の 宿 
舍南 屋鼓鄉 等に 關 する ホ 令を び 記事を 載す。 


ム計記  一册 序文に 山家に て 下民 ども 寄 合； 5 物語せ しを 立 聞きす るな ど、 記せ 
る も、 實は 編纂せ しるのに て、 義 仲よ 6 山村 巧に 至る 間の 沿革よ ろ、 を 宿々 の產物 
窩 •寺院 •名所 等を 記す、 ふ 計ろ の義 をるべし。 

この 外、 木 曾 •山が 兩 家の 沿革 お關 する もの じて 見ざる もの 木 曾 根元 集 一册、 關識提 
要五册 、木 曾 古事記 一二 哪 、木 曾雜 書一册 、木 曾 事蹟 考證 二册 、集 古事 錄一册 、木 曾之傳 記. 
一册 、木 曾 家 傳一册 、木 曾續家 傅】 册 、集 遺談錄 I 二册 、ホ老 物語 拔書 一冊、 山が 家 系譜 一 
册 、家 や 系譜 八册 、家中 分限 帳五册 、親屬 系 圆一册 、御 家譜 一册等 あぅ、 中には 名は 異に 
して 內 をの 重複せ るるの など も あるべし、 义今 同地 じる 失せた る もの も あるべし。 

又木 曾 家に 觸せ るるのは 福 島 町 興 禪寺じ 同 寺 文書 あろ、 木 曾 巧 歴代の 書類を 藏 
す。 須 原を 勝 寺に も 文 蕾 あぅ、 義 學義糜 等の 文 蕾 十數通 あろ、 又 同 寺には 古き 過去帳 
あろ、 天 正よ ろ 元祿の 間の 故人を 載す。 山が 家の 文書は 信ぞ勝 賴象康 等の 書 狀十餘 
通を をす。 興 禪寺藏 の 木管 系 圆一册 あり。 义同 寺には 義仲 及び 四 臣の像 义義昌 等の 
蕾 像 あろ、 興禪 寺の ものと しては、 萬が 山 興 禪寺傳 記 一， 冊. 明曆の 頃の るのに て 重 化 
寺 領じ關 す 接 山 用 記 三世 書 上の か 及び 尾 川よ ク檢 地の 時の 留 書類を 載す、 寶曆十 
二 年 二月 乂山 常規 俗名 下 村 六 兵 衞の纂 めしもの)、 槐南 住持 中記錄 一貴 寶永 •享保 頃 

木 曾雜姐  一二 一 1 
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の 寺の 記錄) 從ぶ護 屋木曾 中 江檢地 奉行 來時當 寺一卷 (享保 九 年 四月 菱關か 木 諸事 

I 入用 之 記 一冊 丢德六 年 二月の 記) あろ、 もの 他 この 寺には 覺 明の 書と いへ る もの 一 
軸 あろ、 化る 所を 知らず。 

已 上の 外猶 地誌 類と して、 

ま 蘇 志 略 三册 寶曆中 S 州の 人が 平秀 雲の 選に て、 ( 一 ) 序 目 及び 湯舟澤 よろ 長 
野に 至る 間の 地理。 (二} 須 原よ ろ聲 川に 至る 間の 地理。 (一二) 获 曾よ A 王 漉に 至る 間 
の 地理 あび S 浦 出と 分 も 記載せ ろ、 編纂 法は 五畿內 志の 如く 漢文に て 神祠專 
觀 人物を ど、 區 別して 記せら。 簡單 なれ ど 最も 要領を 得た る ものを ろ。 

岐赃 古道 記  一 册化書 及び 次の 御坂 越 起は 明治 二 年 木 曾 一言 田野が 原 舊當之 
を 撰して、 山が 家へ 出し^も のにて 业 ハに 巧 著と す、 化し 木 曾 古道と いへ る も、 衙 
道の 沿革な ど さ 違で 詳しから ず 矢 張 雜跋じ 名所 舊蹟 を說 きたる もの なれ ど、 
簡單 にて 要を 得た るるの な-^。 

美 濃 御 お越1  記  一®  畜 •今 渡御 5 を 經て湯 か 寧 御坂 廚 原に 出づる 美濃路 

を 右のを 道 記 風に 宿驛を 辿ろ て 其 地々々 の 名 蹟を擧 げたろ。 

岐蘇路 名所 記  一®  璧刖忠 治と S へる 人の 著に て、 京都よ ろ 日光に 言、 日光 


ょぅ 江戶に 入る 間の 記 じて、 寬文 頃に 成ろ しも 末 曾の 事は さほど 詳 ならず。 

木 曾 道中 勝景 行程 記  一帖 寶曆九 年の 版に て、 住まょ ち江 戶に 至る 間の 行程 
を 記す、 木 曾の 事 も稍詳 なろ。 

« 古今 沿革 志 十二 册 明治 二十 一二 年 飯 島 半 十郞の 編な ろ、- 王と して 山が の 事 
を 記す。  、 

木 曾 名跡 志 一一 冊 出が 宗 信の 編なら。 

祀 行文には、 

木曾路 の 記  一 W  目 ハ 原 益 軒の 著、 貞享二 年 《祀行 じて 中 山道を 體 のを 宿驛間 
の 里程 あび 途上の 名所 舊蹟 等を 詳記せ り。 

木 曾の 麻 あ よ册 享保 十五 年、 五月 立羽不 角江戶 をを 發 して 京都に 匙き たる 
時の 祀 巧。 

木 曾 古路 記  一 册原旧 富 著 
木 曾の 施行  一册 

木 曾の 山路  一 册享保 十 r 二 年よ 巧 八月 頃、 中 山道を 通過せ し 人の 日記な ろ。 
山道 行 記  一 W  寶永二 年が 井巧樂 撰、 

木 曾雜姐  一二 一一 一一 
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.  木 曾採藥 記二册 文化と 年 水谷豐 文が 木 曾 W 中の 藥 草を 集めし 時の 日記な 
I  ろ。  '  . 

;  木曾祀  一®  撰者 不詳、 甲州衙 道ょ i 訪に 出で、 木 曾を 經て美 濃に 入る 祀巧 
看板な どの 觀察 多く、 奇警なる 着眼 あろて 面白し。. 

蒲 生巧鄕 V 紙 巧  一 册 天文 二十 年 陸 奧を發 して 京都に 至る をでの 祀 行文に て、 

-  -  難 書類 從第 S 巧 S 十八 卷に收 い、.'  .  :  ‘；‘ 
j  吾妻の 都 登  一 刪 文化 九 年 西 浦郝賢 著。. 

木 曾のを  一 册寶永 中 志 旧 踩坡の 俳句 集を ろ。 

猶 夥多 あるべき も 略す、 この 外 安曇 郡橫澤 がの 義仲院 の 濫纔を 書ける^^ 義仲院 
濫騰 あろ、 义ル說 的の るのに は 寶曆六 年 八月 寢覺山 臨 川寺扳 巧の 信 州 寢覺浦 島 太 
I 郞略緣 起な どい へる もの も あろ。 

地圖  地圆 には 最も 古き るのは 木 曾を S 箇村 總山圆 (寶曆 九 年 二 巧 上旬と あぅ、 頗る 詳 
密 にて 驛名 などまで 願る 詳 なろ) 岐蘇路 ま 見繪圆 寶曆六 年) など あろ、 岐山 指掌圆 •木 
i 曾 大繪圆 などい へる もの あろ。  ‘ 

又 最近に 木 曾の 事を 記した る ものは、 叙 上の 沿革 志の 外に、 矢 澤華嶺 撰 木 曾 風光 


♦ 


一册 、福 澤悅三 郞撰木 曾 唱歌 一册 、博 文 館ょぅ お 版せ る 木 曾 衔道圆 繪二册 など あろ 

又林業じ關ずる著述は猶夥多あれど省略 す。を の他近頃特に御岳じ關する案巧記 

風の るの 地圖 などを 併せて 一二 種 刊行せられ たる もの あれ ど 省きつ。 

が错 S 鱗 §  信 德一國 の 事を 記せる 地誌 類 じ、 木 曾の 事を 見る に 於て 參考 となる るの 多し、 今 
一 S 地誌^ 

類  、^其 重なる ものを 擧 げんに、 

\  .信 府統 記十册 (軍に 郡 境 記 路程 記を 參着 じすべし 一 

千 曲の 眞砂 十册 版本 五 冊 桑 六 第 化な ど參考 となるべし- 

信 濃 國雜記 稿三册 、信 濃 地名 考五册 、信 濃 奇勝 錄五 冊、 信濃寶 鑑お册 、信 濃 名勝 志 一 
册 、信 濃 名勝 地誌 一册 、信 濃 奇談 一册 、信 陽雜 志一册 、信 濃 昔 葵一 一冊、 信 州 妙 モー 冊、 僖 
濃國 志一册 、信 濃奇 區一覺 五 刪、 

など あろ、 义參考 する に 足るべき も' 前記 諸 冊、 特殊の 著書を 見な ば是 等は 多く 一々 
見る じ 及ばざる 類な ろ。 

二 木 曾の 名義 

木 曾は 古書、 吉蘇皎 蘇吉祖 、或は 岐赃と 種々 に 作. るる 畢竟 借訓に 過ぎず 其 意義に 

木 曾雜組  一二】 お 


木 曾は 生 麻 
なりと いふ 

說 
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就 含て、 は諸說 あれ どる 多く 附會 じて 據 るに 足る ものな し。 或 說に木 曾は 生 麻の 義 
にて、 古來此 地は 多く 麻を 產 したる じょろ 此名 あろと いふ 說は 、必ずしも 排し 難し。 
麻を 產 出した る 事は 餘ク 物に 見ぇざる も、 麻衣の 名は 古歌に も 多く 見を、 麻を 麻 ホ 
として 甚だ 著名な ろ、 槪 して 信 濃の 地は 麻 ホを 多く 產し タクと 見 ゆるが、 木 曾の 如 
き义 多く 產 したる ものなる べし、 麻を ソと訓 い 類 多し、 綜 麻の 類 是 なろ、 畑ょ ろ 切ろ 
たるを 生 曾、 曰に 干した るを 乾 曾、 花 ばかろ なる を 男 曾、 實 ばかろ なる を 女 曾、 短小な 
るを 下 曾 綱 曾、 男 曾の 中に て 長大を るを 重 曾を ど V 種々 あろて、 此 地の 方言に 猶之 
を 用う と 聞く、 されば 木 曾は 借訓 じて 麻の 皮を 剝 がざる 義と いふ、 餘 ろ根據 ある 快 
刀亂 麻の 說 じあら ざれ ども、 陋じ 面白き 解釋 もなければ、 姑く 之に 從； 5 て 木 曾の 麻 


衣ょ ろ 生れし 地名と なし お 


S 木 曾 山道と 御驳越 


木 曾 山道 開 
始 


木 曾 山道 開通の 物に 見 ゆるは、 續 日本 祀大寶 一 一年 十二月 十日に 「始開 美 濃 國岐蘇 
山道」 と あるを 始 とす。 もの 後 同書 和 銅 六 年よ 月と 曰の 條じ 「美 濃 信 濃 一一 國之辨 、徑道 


險陋 、な 還 艱難、 仍通ま 蘇路」 と あろ、 是を なて 見れば、 木 曾の 古道は 化 時 始めて 開通 さ 
^ れしもの じで、これ違で の信美の交通線路はホだ木曾路にか 、 らずして細坡越卽 
^ ち伊奈郡を經ぉして謙訪じ巧でしるのな ろ。現今 の 如 く木曾川を 迴ろ て、鳥居畴を 
踰ぇ誠 訪じ出 づる路 は、 查 くこの 時の 關通 によれる ものなる べし。 卽も 大寶二 年に 
工事を 起し、 和 銅 六 年を なて 成ろ しるの なるべし、 萬 葉 集に 「信 濃 道は いまのは ろみ 
I も かろ 保ね にあし ふまし いを くけ はけ 我 化」 と ある、 今のは ろみ もとい ふは、 略解に 
I も 新に 靈る 道と 說 き、 竹 木を 刈ろ たる 初 株を 蹈 みて おを 崖 ふなの 義 ，じて、 恰も 此頃 
開通せ し 新道を 指せる ものな ろ。 然れ ども 山中 山 深く を幽 にして 人煙 稀少なる を 
なて、 化 新道を 往來 する 者も少 く、 當 時の 宫 道は 一二 十 里 一 驛の大 則 も あれば、 斯る山 
中を 經 由し 難 含に よろ 延喜 式の 驛路 る離訪 よ， 夕 天龍川を 下ろて 飯 旧に 出で、 此じ 
御 ぉ 越  I 育 良驛を 置き、 次に 阿知 驛 あぅ、 是 よろ 御坂を 踰 ぇて 美 濃の お本驛 (今の 千 旦林だ 出 

づる 順と なぅ •未だ 木曾川 沿岸を 通過せ ざろ しが 如し。 類聚 S 代 格に、 「美 濃 國惠那 郡 

ろ 

坂 本驛與 信濃國 阿智 驛相 まと 十四 里" 雪山 舉重路 遠 坂 高 戴 星 早發化 夜遲到 云々」 と 
i あろ、 此 道を なて 當 時の 通路と なした る 事 明を 6。 又 日本 祀略 天延 S 年と 月の 條 に、 
「東國 民煙爲 風、 多 損 信 濃 御坂 霖 雨間、 類. 廢 事」 と 見を、 又 扶桑 略記 康平 元年 十二月の 傑 
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じ も、 「信 濃國 言上 神 御坂 霖 雨間 顏廢 事」 と 見 ゆ 桌他平 ま 朝 時代の 歌集には、 木 曾路を 
^ 隸 ぜ し 歌 諫 少 く し て、皆 御 坡 路 を 隸 じ、霧 原.園 原伏 屋義 木向 智乂 米 路 橋 等 の 諫 の み 
多し。 鎌倉時代に 於て を猶然 ろ、 一 营じ歌 諫に傳 ふるのみ をら ぞ此 地に 傅は る 傳說な 
どじよ る も、 西國 よら ホる 大小 名は、 美濃路 よろ 御坂 越に て 伊奈- 路を經 て 諫訪じ 入 
鎌 倉 街道  ろ、 甲斐に 入ろ、 相模に 出で しとい ひ、 之を 鎌倉衔 遊と 稱し たるなら  > 。南 化 兩朝 爭亂の 
頃. よら、 室 W 時化の 初期に 於て は、 ホ だ 多く 化 道に 依ろ しるの なるべく、 宗良 親王が 
浪合 よろ 美 濃に 出で 給；： S し路 など も、 無論 化 道と 思は る。 然るに 木 曾 巧 漸く 盛と で 
ろて、 木 曾 山 やる 人煙 漸く 繁 く、 が 里る 多くな ろ、 木曾川 沿岸の 道理 も 漸次 關靈 せら 
れ しなるべく、 弘治二 年 武田巧 御坂 越 改の爲 、阿智 ふ踩 川に 關を置 含た る 事 見 ゆれ 
ば、 猶 この頃 此 道を 通過せ し 者 も 多くして、 木曾路 と共に 行 はれし るの なるべし。 然 
を ir  るに 天 正 二 年に 木 曾 義昌南 田 勝 賴ぶ爲 東 濃 地ん じ 援兵を 出した る 時、 馬 籠 峰の 道 
を修 したる よろ、 御坂 越を なす 者少 く、 多く 木曾川を 迴 ろて 鳥居 略に 出で しるの^ 
I 如きる ろ。 德川 時代と ならて、 中 山道を 修 し、 宿驛を をめ V よろ、 木 曾 街道 も大に 修築 
L せらが、 更に 明治に 入ろ でよ ろは、 馬 籠の 驗をも 避けて 山 口に 道を つけ、 現今は 馬革 
人力車に て 堂々 と 通過す るを 得る に 至れろ。 


♦ 


御が 越の 沿.  御坂 越は 何時 よらの 關通 るる や 固よぅ 巧 かなら ぞ然れ ども 科 野 御坂と とい ひ、 

- 神 御 おとい ふよろ 考 ふれげ、 本 古 諫訪明 神な ホの 交通 線路に て、 諫訪 よろ おで 來る 
者は、 勢 ひ 天龍川に 沿 ひて 下ら、 之よぅ 木曾川に 從 ふて 下る、 もの 中間は 必ずや 此山 
を踰 ぇざる ベから ぞ盡し 自然の 通路と 思は る。 彼の 日本 武奪が 踰ぇ給 ひし 古事記 
W に 科戰之 坂、」 日本 馨祀じ 白狗が 貧を 導きたり とい ふ 「信 濃 奴は 卽も是 なるべし 植古 
よろ 非常の 峻路 じて、 化 地を 過 r る 者の 最も 難しと したる 所な ろ、 凌雲 集に 玻上忌 
寸今繼 が 信 濃 玻を陳 ろ 詩に、 積 お 千里 峻 、雪 集に 上 危途九 巧み 人 迷邊地 雪' 馬踰 半ち 
雲 巖冷お 離 笑、 溪深 普易釀 、御 關何處 が* 客思轉 線々」 と あろ、 又 今昔 物語に、 信 濃 守 藤 原 
陳 忠信 濃に 化 終らて 歸 京の 途上 御坂を 踰 ゆる 時、 馬に 乗ら. たる t 《、憐 よろ 深を へ 
落 も、 枝に 懸 ろて 命を 留め、 葦を 採取して 歸 ろし 談を 載せたら。 がて この 平安朝の 頃 
は 公道た ろし 事 明かに て、 前記の 日本 孤 略疾桑 略記な ど V 相對 照して 大寶和 銅の 
木 曾 開通 後を 猶專ら 化路に 化ら し 事を 知らる、 なろ。 殊に 園 原 蠢原邊 には 往 ホの 
^ 發 掘 物 多 く、义 源平頃の傅說をあることをなてみれ ば、木 曾義仲勃興の頃る猶謙訓 
I 路は 多く 此 道に 據 ろしる の、 如し。 ま 野 拾遺に 木 曾の 御 扳の邊 に 庵を 結びし 事 も 
見ぇて、 化路る 戰國の 頃までは 絕ぇ ざろ しるの なるべし、 然る じ 前述の 馬 籠 關通後 
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化 道る 查く絕 を、 木 曾よ ろ 伊奈に 入る 者は、 多く 妻 籠よ ろ 淸內路 にか、 ろ、 御. 坂 越は 
愈 寂 糞を 極め、 寬 永の 頃は 猶 村道と して 用 むられ しも、 をの 後は 草木 生 茂ろ て 殆ど 
通 巧す る 者る を さに 至れろ。 現今は 妻 籠 吾妻橋よ ろ 淸內路 へ か、 ろた る 鹿 奈路の 
新道 開靈 せられ 細 あ 越の 如 さは 妻 籠に 形を 留 。る ばから となろ たろ。 この 御坂 越 
とい ふは 美 濃の 大井 よろ 千旦が (古の 坡 本)® 場 申 渾川蓉 八！：！ 蕩か澤 、を 經てヌ 八 川 •ッ 
メタ 川の 會合點 をる 渡 合に 出で、 猿 尾舖を 過ぎ、 荷附 場に 至る、 これ よら， 御坂に か V 
る 順序に て、 往古は 人足 荷物を 負 a て 御坂に 上ち 園 原に 出で 園 原よ ろ 馬 出で、 阿 
に 送る 順序と なれら。 御坂の 上には 昔憐 茶屋. あろ、 これよ ろ 下ろて 霧 原を 過ぎ 圃原 
に出づ 、園 原よ ろ 蒜 喫を 過ぎ 始めて 阿智 驛に 達した るな ろ。 

化の 如くに して 木 曾の 古道 じ 開通せられ しる、 實際 天下の 往還と をる に 至ろ し 
は德側 氏な 後に あろて をの 前は 專ら御 奴 越に 據ぅ しるのに て、 上古の 往還を 其 儘 
襲^つ、 る 7^ の 知/ vO る、 な ク木曾  の 沿!： は 更に 次に 述べん 

四 木 曾 管轄の 沿革 


木 曾は 現今 こを 歷然信 濃に 屬 し、 明に 長骄縣 の 所管 なれ、 な 古は 美 濃に 屬 せし 事 


も あろ、 甚だ 管轄を 明に せ 藻る 地を ち、 盎し曠 遠邊贩 、驛ホ 郵亭の 通じ 難き に 依ろ、 早 
. I  く 開く るに 及ば ざら し 故なる べし、 殊に 往古の 官 道は、 謙訪 よろ 天 M 川を 下う、 御坂 
.  越に よろしと 前節に 叙べ たる 如く なれば、 鳥居 峰よう 廟 をに 及ぶ】 帶の 山脈は、 木 
齡 離^ 則 古  曾と 犀 川との 分水嶺と なら、 又 天龍川 流域と 木曾川 流域と をみ もて 自然の 形勢は 
しう し  寧ろ 美 濃に 屬 ずべき 地勢た も。 されば 上古は 恐く 美 濃じ屬 せし ものなる ベく、 續日 
I 本 祀大寶 二 年岐蘇 山道 開通の 條 にる 「美 濃 國岐蘇 山道」 と 見 ゆ。 然るに、 同書 和 銅 六 年 
の條 には 美攀信 濃兩國 之魄と 見ぇ、 萬 葉 集 信濃國 歌に 於て は 「信 濃の 今の 治 道」 と 見 
ゆ。 之を がて 賓 ふれば、 るとは 美 濃に 屬 せし ものなる も’ 岐蘇 山道の 開通 後、 この 地は 
美 濃 國府は 遠くして、 信 濃 國府に 近き をな て、 信 濃の 所管と 爲ろ しもの なるべし。 當 
.時此 山を には、 ま 蘇 •小吉 蘇の 一一 村あク 、がて 美 濃 國惠那 郡に 屬 して、 繪上 鄉と稱 した 
I るな ろ、 然れ ども あだ 山を 僻遠の 地 じして、 旣に宫 道 も 御坂 越に か、 れる 如き 際な 
れば 、自然 注意を 受 くる 事る 少 く、 所轄 も 比較的 曖昧な ろしと 見 ゆ、 然るに 貞觀 中に 
至々、 ま 蘇 0 山を は 遂に 兩國の •爭ふ 所と なり、 左 馬 權少允 藤 原正範 、刑 部 少錄激 負 直 
I 繼 雄等剌 使と なうて 同地に 赴き、 兩國 司と 典に 其 地に 臨み 舊 記を 檢 し、 遂に 吉蘇 •小 

■ま 蘇 の 兩 村は 或 i 郡繪 上® 《地と 決定し、 元慶 一二 年 著 兩歐 じ  < こて、 縣坂 上岑を 
木 曾雜迎  号 一】 
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信 濃 國筑摩 郡と 美 濃 國惠那 郡との 興と をめ をろ、 この 縣 おは、 今の 鳥居 峰な ろ。 是よ 
木 曾 美 濃の^ ク木 曾は 圣く美 濃の 管辖 となろ たるが、 猶其 地は 美 濃の 國府 を距る こと 巧 程十餘 

所轄と なる^ 

I 日の 遠隔せ る 地 をれば、 多く 美 濃の 所轄た るを 知らず して 信 濃に 屬せ るるのと 思 
W 惟し、 拾遺 集源賴 光の 歌に、 信 濃なる 木 曾 路と諫 み、 源平 頃の 衰盛記 •平家物語 等に 見 
ゆる 所に ては、 一步 進みて 信 濃 國ま曇 郡に 木 曾と いふ 山里 あろと 見ぇ、 其 境界の 頗 
I る 曖昧と なれる を 見る。 畢意 する にか、 る文學 書に 見 ゆるは、 必 しるを 說 として 時 
ぃつり 頃よ  たを 劃ず、、/ からず 唯 平安朝 末 よろいつ となく 信 濃と 稱し習 ふに 至ろ、 木 曾 將軍義 

りか 信 濃の^ 

內 となる  仲を ど 興ろ て、 遂に 普通 信 濃の 木 曾と 稱す るに 至ろ たろ。 然るに この 後天 正 頃と を 
I ろ义 、木 曾 二 郡と いへ る稱 あろ、 卽も 木曾川を なて 東西 じ界 し、 河の 東を 信 濃 國筑摩 
W 郡と し、 河の 西を 美 濃 國少那 郡と したろ、 されば 須 原なる を 勝 寺 天文 十八 年の 鐘銘 
.  I に 信 州 木 曾莊」 と あるに 拘 ら宝禍 島に ある 興禪 寺の 承應二 年の 鐘銘に 「美 濃 國惠那 
I 郡 木 曾庄」 と あろ、 蚕禪 寺は 福 島 晒 なれ ども、 川の 右岸に あるよ ろ、 斯く稱 へし ものを 
I 垄く兩 岸稱を 異にせし 故と 見る べ& をろ、 然れ どる 萬 治 年間 よら 享保八 年う では、 

. ^ 普通信濃國惠那都と書き、或は己留野宿の貞享二年の銘鐘には「東山道信濃之中間 
育 木曾莊 など、 曖昧に 書 含た ろ、 义戰國 時代な ホ、 木 曾 部る どと 稱 せる 者 も 見 ゆる 


は、 をく 木曾莊 を濫稱 せし 者 化て、 根據 なきに 似たち、 然るに 享保九 年よ ろ 查く信 濃 
享巧 年 信^ 筑摩 郡と {ぶまろ、 がて 今日 じを ぶ。 要するに、 木 曾の 地は、 一般 自然の 形勢は 寧ろ 美 濃 
る  W 1す るを 至當 とすべ さも、 實際化 地に 魅く 者は、 猶中津 川が 東に まろて、 急に 山 深 
I  くを 幽 にして 形勢 忽も 一變 する じより、 又 自ら 信 濃に 屬 する の至當 をる が 如く 思 
^ は し め、殊 に此新道成ろてよろは西方よらホる者、一 般の地勢を見ずして信濃とな 
^ す 者 多 け れ ば、义 漸 次 混 同 を 見、國 府は义美濃よろ信濃に近さをなて、一 層混雜を爲 
し、 遂に 爭を釀 すに 至ろ しなら。 其 後 木 曾 巧 化 地に 據 ろで よろ は、 甚だ 亂雜を 極め、 德 
^ 川慕府ゃおな後漸く現今の如く決をずるに至 る、維 新後名古屋藩廢せられ て、名 古 
屋縣 となろ、 又 筑摩縣 の 所管に 移ろ、 明治 九 年 八月よ ろ 長骄縣 .の 管轄 地と をる。 

五木 曾路 の變遷 の略說 

^  木 曾の 地は' 戰國 時代 じ 木 曾 氏の 據る 巧を ろしが、 天 お 中 豐臣巧 山林の 利を 收め 
ん爲 か、 木 曾 氏を 下總じ 移し、 尾 張 犬 山城 ま お 川 定淸を 化 官と爲 す、 關 原の 役、 お 川 巧 
詔 S 作-西 軍に 應じ中 山道を 扼せ しも 敗れ、 木 曾は 遂に 尾 張 侯の 領地と なろ、 木 曾 巧の 族 山 
’  が 良 勝 代官と し V 審ら福 島關の 關巧番 となろ、 千が 良 重 縛 山 支配と なる、 中 山道 開 
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.  通して 木 曾は 官 道と をろ 中 山道 道中 六十 九 次 (江 戶泉都 間) の宿驛 成ろ、 之を 又木 曾 
一 .<1 と稱 す、 これよ 3 福 島には 福島關 あろ、 東海道の 箱 根 •荒 井の 如く 女人 及び 武器の 取 
I 調を をし、 諸 大名が 參勤 交替の 道路と なろ て、 道路る 改修せられ、 所謂 木曾踐 道も漸 
次を 通の 便を 增す るに 至る、 . . 

現 時の 木 曾 街道は、 平を 妨一 々馬車な て 通ず ベく、 人車る ホ勞を 要せざる 良 道 なれ 
ども、 これ 使 最近の 改修に て、 舊 幕府 時代は ホ だ 到底 今日の おじは あら ざな しなろ、 
又 道路に る 沿革 あ A て、 現今の 道と 舊 幕府 時代の 路 とは 多少の 異同 あるなら、 今 中 
木 曾 山中  山道 鹽巧 宿までは、 爱に述 ぶる 必要なし 、藍 およろ な 西、 美 濃 國中津 川 宿に 至る まで 
の 間、 洗 馬 束 山 •贊川 •奈良 井 •數 原會 腰 •福 島 •上を 踩尻 •須原 兰留野 妻 攀馬寧 落 合の 十四 
驛を なて 木 曾 山中と して、 をの 間 道路の 異同を 略叙すべし 蟲 巧の 次を 洗 鶴と をす、 
この間は 一帶の 平原に て、 犀 川が 本の 方面に 向て 流る、 化邊の 道路は 多少の 變遷あ 
沈 馬  ろ、 昔は 今の 路 よぅ 少しく 化を 迂回し、 松 本道との 追み る 更に 化に 寄ろ、 洗 馬 驛の邊 
I も、 今 義仲馬 洗 井と いへ る あたらを 通過せ しとい ふ。 尤も 是は德 川 幕府な 前の 事な 
^ る ベ し、幕 府 な 後 は 先 づ 現 今 の 路 と 大 差 な し と い ふ。洗 馬 よ ろ 本 山.贊 川秦 良 井 を 經 
て 鳥居 瞬を 踰ゆ 。この間は 大差な し、 鳥居 瞬る 新舊 二道 あれ ど、 地勢 狹塞 したれば、 大 


烏 居 時  差な きが 如し。 鳥居 憐 を. 踰 をて、 數原會 腰を 經て福 島に 至る、 化 地 皆では 危險 なる 所 
W も少 く、 道路る 變遷少 ^3:^ が 如し。 福 島は 木 曾 第一の 都會 にて 關所 あろ、 代官の 館 あら、 
I 現今が の 東の 入口に 小高き 地 あろ、 是關 所の 遺趾 じて、 道る 維新 後 少しく 變 じて、 今 
I は 川に 沿 ひで 通ぜ ろ、 代 宵の 館は 對 岸に あろて 今 猶舊趾 をを ず、 木 曾の 臉 道は、 福 島 
福 島  ^ な 南に て、 咬づ福 島よ ろ 上 松に 至る 間に 今 横橋驛 あろ、 此所 山勢狹 塞し、 木曾川は 狹 
I  く 溜ろ て 道路 甚だ 危險 となれ ろ、 往古は こ、 に樣道 あろ、 鎖 じて 繫ぎ 渡した ろと い 
’  ^ ふ。 芭 焦の 句に 「かけはし や 命をから む篇 かつら」 と ある、 卽も化 所に て 左方の 山間よ 
^ も 一水 啤ら 、木曾川に 注 r 所、 最も 危險 をろ しを な V、 慶安 元年 尾 州 侯 此じ梭 道を 架 
I し、 尋で寬 保 二 年 义右坦 を 築きて 橋を 架した' ら 、今は 山を 削ろ、 橋を 架し、 何等の 危險 
•  I をる 認 むる 能は ざるに 至れろ。 上 松の 次を 須原 とす、 須原 よろ 辟 屍を 經 て、 S 留野じ 
I  る。 須原 •野 巧の 間る 多少の 變遷 あれ ども、 甚し 含を のな し、 野 尻 •一二 留野 間は、 山 更に 
木 曾 第一の I 急 じして、 を 愈 深く、 高峰 削 立し' 急 端 激甚と なろ、 木 曾 第一の 難 巧と 爲 す。 此間 昔は 横 
道 最も 多く、 岐蘇 名が 圖會 にも 「就中 三留 野よ ク踩お 咬での 間 甚危き 道な ろ、 此 間は 
^ 左は 數十 間、 深& 木曾川の 路の狹 き 所は 木を 化 わたして 並べ、 藤 かづら じでから め、 
街道の 狹 きを 補 ふ、 右は 皆 山な々、 屛 風を 立たる 如くに して •某 中よ ろ大巖 さし 出で 

、  木 曾雜化  -  一ニ ニ 五 
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路を 遮る、 此 間に 踐道 多し、 何も 川の 上に かけた る 橋には. あ •ら ず赃 道の 絕たク 巧に 
かけた る 橋な ろ、 他國 には かやぅな るかけ はし 稀な ろ、 山の 尾 崎を 廻らて •ハ か 口へ 入、 
又 先の w の 尾 崎を 違 はる 所 多し > 其を 道に 横は りて、 溪 川の 流れ 木曾川に 落 合 ふ 所 
多し、 これに かくる 橋 なれば、 あやぅき 事甚 し、」 といへ ろ、 貝 原の 岐蘇路 記， じる 同じ 事 
をい へろ、 牧澤橋 棲 川戶橋 •羅天 橋 何れる 棒 橋に て、 危險の 地と 稱 せられた る をら。 殊 
に 横 川 邊は屢 山 崩 も あろて、 最る 難所たら しとい ふ、 現今は 川には 橋を 架し、 山は 開 
靈 して 通路の 難 更にな く、 僅に 山を を 見て お 時の 狀 態を 察する のみ。  ‘ 

~  S 留骄 よろ な 南 もとは 妻 籠に 出で、 馬 籠を 經て美 濃の 落を に 出で、 中津 川に 入ろ 
し 者 なれ ど、 近頃は S 留野 よろ 新道 成ろ、 妻 籠の 傍を 通過して 吾妻橋に 出で、 是 より 
木曾川に 沿 ひて 美 濃 山 口 露 合を 經 、中 津 川に ぉづる 順序と をろ、 馬 籠 略 •十 曲 峰を ど 
の險 るな く、 脅して を 昔の 横道の 危險 などは 今 見る を 得ず 馬車 人力車る 通ぜ ざる 
が、 今後 數 年の 後には 鐵路 をろ 汽笛 高く 響く の 境を 現出す るに 至るべし。 (明 望 化 年) 


續木 曾雜姐 

!  一 福 島關の 創始 

福 島の 關 巧は •德川 幕府 時代に 於て、 東海道の 荒 井 盛 おと 同じく、 中 山道に て 女人 
鐵 施を 改め、 独 巧の 人を 取締" たる 番所な ろ。 江戶へ 六十 八 里 •京へ 六十と 里に て恰 
もや 山道の 中央に 當 る、 前 にも 述べた るが 如く、 元來木 曾の 地は 古ょ ろ 中 山道の 切 
巧と 稱 せられ 山 深き 間に 一條の 通路 あるに 過ぎ ざれば、 關隘 となす に 最も 適當の 
地に て、 又 置かざる ベから ざる 地® たろ。 されば 地溝せ 旧島少 きも、 古來 豪族 之に 割 
據 して 頗る 勢力 あら、 木 曾 巧は 累代 居 館を 此に 置きし が、 天 お 十八 年 豐臣氏 木曾義 
就を 上 總國に 移し、 木 曾を をな て 公領と をし、 代官を 置く。 家康に 至ろ 木 曾は 中 山道 
第】 の^ 巧に て、 容易く 從へ 難ければ とて、 木 曾 氏の 遺 居 山が •千が 等の 諸氏の 下總 
佐 倉に あるを 誘 的て. 之を 御へ しめ、 爲に秀 忠の西 上に 際し、 少なから ざる 便宜を 與 
へたろ。 これょ ろ山が 道 勇は 大に 賞せられ、 美 濃に 一 萬 お、 あび 木 曾を 中を 賜は ろ、 中 
山道 第一の 要害と 饒蒼 たる 良が を 監督すべき、 代官を 命ぜられ たろ。 

績木 曾雜な  号 ー セ 
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.，是 時に 當 ろて 德川 氏は 諸國の 道路を 改修し •往還の 制を るを めた ると 共に、 慶長 

! と 年には、 荒 井關 巧を をめ られ しが、 福 島關る この頃に 設けら る、 に 至ろ しならん 
一 も、 文献 備 はらず しても の 創設を 詳 かにせ ず、 或は 慶長九 年に 創設せられ たろ とる 
見 ゆ。 され どこの 關所 も、 まだ 福 島に 設けられし にあら ぞ當 時は 妻 籠が の內 下う ハ 合 
に、 口 留御番 と. いふ もの あろ、 是れ木 曾 西方の 番所た ろ、 又贊 川が にる 番所 あろ、 是れ 
木 曾 東方の 番所た グ 。大 阪陣の 時に 下ろ ハ 合を 固め 云々 と あろ、 又 妻 籠口留 番所と あ 
れ ば、 この頃 猶福 島に 關 はを かろし ものな り、 而 して 俭 もこの 少しく 前に、 木 曾を は 
.尾 州 侯 管轄と なろ、 關 所は 山が 巧の 頭る 所と なれう、 是を なて 考 ふるに、 大阪陣 後間 
.るな く 關は妻 籠よ ろ 福 島. に 移されし るの なるべし。 旣 .に寬 、が 元年 八月には 御 留守 
.居よ ろを 書を 渡せる と あろ、 同 五 年には 關巧女 改に關 する を あろ、 是 よう 後 屢 種々 
手形に 關 ずる 規定を 發 したる るの 諸 書に 散見し、 寬 永よう 寬夕元 祿の頃 最も 多し。 
をの 規定は 大略 荒 井. 緒极 等と 異なる 顯 なし、 唯 中 山道の 事 をれば、 東海道と 比して 
地理 的に 諸種の 規 をに 相違せ る もの あるを 見る。 猶多 かもの 他に も異 れる顯 なさ 
にあら ざれば、 もは 更に 節を 改めて 記ず こと、 なさむ。 


一一 木 曾の 名產 

木 曾は 山岳 重疊の 間にある 地 なれ ぼ、 山水の 美、 風景の 佳 典に 相 具は ると 離、 耕地 
くして 何等 農產 物を 產出 ずる こと 能は ず 木 曾の 淸流 あれ ど •淸 きに 過. ぎて 魚を 
i  く 棲まず 爲じ 水產の 利るな し、 唯 驚 蒼た る 森が はち 多の 良 村を 產 出し、 この 地 唯】 

I の物產 となれ ち。 然れ ども 是れ 多くは 御料 かたれば、 ± 地の 人民に 直接の 利益な し、 
斯 かる 故を なて、 特殊の 物產 のこの 地を 富ます 4 のをく、！ ニニの 製作 品 ある も 到底 
之を 補 ふ 能は ざるが 如し。 

往古 舊 幕府 時代には、 尾 張 藩 領じ屬 し、 禁伐 五木 (扁 柏を 化 •懒 •赌 •金 松} の 外は 隨意 
探 伐す る ことを 許された るに よろ、 夫 等の 材木 及び 公用の 五木が の、 不用 じて 下賜 
せられた るるのと をな て、 諸種の エ藝 品を 作ろ て 生計を 營 みたる るの なろ、 當時製 
作せられ しエ藝 品は、 漆器 •曲 物檐笠 •徹 等に て、 是等 はが 料の 良が なる 顯 よぅ、 主要な 
^ る物產として世じ賞贊せら れ、殊 に當時中山道の往還なれ ば、參 勤 交 替 の 諸 侯 も 通 
•一過す る じよろ、 もの 需要る、 弘 かろし が、 維新な 後 地租 改正な ホ、 山中の 森が は 多く 官 
有じ歸 し、 是等 H 藝 品の 製作には 原 狩の 拂 下を 受 くる 必要 あると、 中 山道を 通の 多 
、  績木 曾雜組  号 一九 
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く 巧 はれざる に 至ろ しとに よろ、 原 狩の 供給、 製作 品の 需要に 困難を 生じ 現今は 叟 

I に 原 稱の闕 乏を來 し、 一層の 困難を 見る に 至れろ。 

是等 製作 品 中最を 需要 多き るのは、 漆. 器 •擲 にして、 檐擎曲 物 等 之に つげろ。 就中 擲 
は舊中 山道の 名物と し、 て稱 せられ、 を 六す さ懒 として 最も 著 夕をク 、當 時の 祀 行文 
等に も 皆 この 欄の 事を 記載せ ろ、 今少しく この 懒 のを 來 現況 等を 略叙 せんとす。 

目下 製造の 最も 盛なる は、 木祖が 大字 鑛 原、 檐川村 大字 奈良 弗の 二箇所な ろ、 薇 原 
は スキ 擲 •ト ヵシ擲 サシ 徹 等の 疎 品を 製し、 奈良 井は 塗 蹲 薛繪懒 等の 類を 作る。 元來 
この 製作の 創始は、 下 伊那 郡 淸內路 がるる が、 其 後 吾妻 村 大字 妻 籠に を 六と いふ 婦 
人 あろ、 旅宿營 業の 傍、 木徹の 製造を なし V が、 頗ふ 巧に して 種々 の 考案を 積み。 擲齒 
を 細密に して スキ 懒と稱 し、 なて 販賣を 創めし に、 旅人の 之を 求む る 者 多く、 皆を の 
輕便 にして ±產 に 適ず る •よろ、 これを 求め 還る 者 多 かろし をな て、 益 繁榮を 極め、 を 
六撤 の名忽 にして 四隣に 傅 はら、 遂に これよ ろ此 地の 名產 となろ、 商人の 手を 經て 
江 都に る販賣 せらる、 じ 至ろ 桌 附近の 吾妻が 大字 蘭 及び 廣瀬 地方 にても これに 
^ 敞ひて製作するに至ろた ち。然 る は こ の も 六 ス キ 徹 の 材料た る、ョ グ ソ ミ ネ バ 义梦 
tula  ulmifoHa) とい ふ 木は、 鳥居 膊 附近の 阳が 中に 多く あろて、 吾妻が の徹 製造には 源 


がを この 地よ ろ 仰がざる ベから ざるを 樣 をる によろ、 享 保中數 原が に 於て お六ス 
^ キ滿の製造を計畫ずる者あ ろ、巧 方菩ムせしも到底巧じ作ること能は ぞ遂 に 同 村 
I の 藤 崖 葵 或は 十 S 屋と 至なる 者虛無 僧の 風を 裝； 3 て 吾妻が に 至ろ、 技術を 學び歸 
I ろて 博く 其 技を 傳授 し、 をの 地の がが を 用 ゐて續 々製作す るに 至ぅ、 原產 地た る 吾 
I 妻 村は ミネ パブの 供給を 得 ぞが那 地方には 多く あるる、 之よ ろ 仰 r に 於て は、 運搬 
^ 聲を耍して相償ふ能は ず、遂 に ミ ネ バ ブ に 似 た る ミ ゾ メ の 木 を 用 ゐ し も、木 質 軟 弱 
にて 到底 么じ代 ふる 能は ぞ忽 じして 信用を 失 a、 ながく 其 業を 失 ふに 至りた ろ。 之 
I に反して 鑽 原は 元 巧 曲 物の 製造 地な ろしる、 擲 製造 地に 變 じ、 サシ 撤 •ト ヵシ踰 等の 
I 婦を盛 じ 製造して、 を 六の 名を この 地 じ 奪； 5 取る に 至ろ たら。 

I  是 よろ 先き 鳥居 憐の 化祗 川が 大字 奈良 井に 於て は 漆器の 製作を なて 著名な 5 
しが、 寬保症 享の頃 このが に 中が 惠 まといへ る 者 あろ、 下が 那郡 淸巧路 がに 至ろ、 踰 
の 製造を 習得し 來 ろしに、 元來 漆器 製造の 者 なれば、 試に 徹に 漆を 塗ろ て販賣 せし 
じ、 當時往 來の諸 大名 等 皆 見て なて 之を 珍と し、 到る 處 にが 評 噴々 たる 有樣 となろ 
^ しを なて、 顧客 日に 增 し、 到底 一 々塗 漆し をれば、 この 需要 者を 滿 おせし むる 能は ざ 
るを なて、 淸內路 吾妻 邊 よろ 疎 品を 購求し 來 ろ、 塗 漆して 需要に 應 じ、 頗る 繁盛を 極 
續木 曾雜迦  一一 ー ミ ー 
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めた ろ。 もの 後、 吉聲屋 治お衞 なる 者 種々 考案し、 塗擲に 薛繪を 描きて 販賣 せし に、 更 
に 需要 者を 增 加し、 敷 原の も 六 スキ 踰と おに 賞 讚せられ て、 名 聲を四 近に 據 ぐるに 
至ろ たり。 

斯の 如くに して お 六 スキ 擲は •奈良 井の 塗懒 とおに 名聲を 高く せし が竟 政よ ろ 
文政の 間に 及ぺ 職工 太を 衞 巧なる 者、 を六懒 のが 齒 不便 不經濟 なる よろ、 竹 唐踰に 
模 して 雨齒に 改め、 义齒 立法 も 元來は 手加減な ろしを、 扇 崖 新次郞 をる 者 種々 苦、 む 
して 擲齒を 整へ、 益 改良を 加へ、 今に お六擲 •塗擲 はを 兩 地に 於て 製造せ られつ、 あ 
るを 見る。  • 

されば を 六擲の 木曾衔 道に 於て 著名と ならしは、 享 保な 後 薇 原 宿に て 盛に 製造 
せらる、 じ 至ぅて よろ な 後の 事 をれば、 をれ よろ が 前の 木 曾 旅行者の 祀巧 文には 
所見を し。 旣じ貝 原 翁の 木 曾路の 記は 寶永六 年に 成ろ しるの なれば、 奈良ホ 漆器の 
事は 見 ゆる も、 も 六踰の 事は 見ぇず。 もの 後の もには、 薇 原の 條に皆 この 記載 あろ、 道 
.中 膝 栗毛には 福 島 附近 じある が 如く 見 ゆるは. この 邊に ももの 賣巧 あろし るのを 
るべ し。 

; ..化の 如き 沿革を なて、 を 六 スキ 撤は 頗る 著名と なろ、 木 曾 街道に 於て 主產 物の】 


二に 數 へらる V に 至ろ、 製造 盛に 行は れ莫 原料の 良好なる と、 製造 法じ獨 得の 長所 
あるに ょろ、 江 都に さへ を六擲 の名顯 はる、 に 至れら。 元 ホ 踰の原 碑は、 普通が 歡ィ 
ス こ、、 ネバッ 等を 最上と する る、 餘ろ 多から ざる 木が なれば、 椿 •カス-マユ ミ •ズ ミの 廣 
を 代用せ ろ、 就中 ミネ バリは、 が 質 最も 堅 硬 緻密に て缺 損ず る 憂な し。 而 しても 六擲 
の 特長は 查 くこの がを 使用す るを なての 故に あるな ろ 直踰を 製造す る じ、 普通ぶ 
挽 おとを す もの なれ ども、 を 六 擲は割 板な ろ。 是れ 後に 不正 齒 なき 所な じて、 是 ホを 
六渝獨 得の 長所と 誇る 所な ろと いふ。 製造 上に 於て は、 人の 技術に 違つ 所 なれ どる、 
原が は 之を 天然に 依賴 せざる ベから ず、 初は 載 原 附近の 沾 がに ミネ バリの 材多か 
ろし も、 今は 多く 伐ろ 盡 し、 之を 上 伊那 地方に 仰ぎ、 ズミ •ナシ •ョ ッメの 如きが は、 飛禪 
地方に 仰ぐ こと、 なろ、 收支相 償は ぞ爲に 非常に 困難に 陷 ろ、 住民は 其 職業を 變更 
する じ 至ろ、 木 曾の 名物る 將に 失は れんと ずるに 至ろ たるを なて、 お 年 ミネ バリ •ズ 
ミの 苗木を 養成す る ことに 力を 用ぅる に 至ろ しとい ふ。 され ど 東京 夫阪邊 にて 漸 
次 斯業 者 其 聞に 改良を 加へ、 か^る 保守的の 製作 品は 到底 巧 場に 上る 能は ざれ ど 
も、 猶ほ スキ 擲に 至ろ ては 獨 得の 長所 あらて 他の 學ぶ 能は ざる 顯 あろと いへ ば、 こ 

の際當 業者は 奮勵 一番、 原料の 增殖と 製作 上に 於け る 一段の 進歩と を 望む 巧な ろ。 
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曰 本 交通 史論  一二 一 一画 
(は 上 大略 長 野 縣農會 報の 記載に 據 る)  / 

漆器  パ  擲 とおに 木 曾の 物產 として 稱 ずべき は 漆器を ろ、 これは 西 筑摩部 福 島 町ぞ八 
澤 及び 樞 川が 字平澤 にて、 古くよ ろ 巧 はれた るが 如し 健 ふる 所に よれば、 八澤 にも 
と 富 田 山 龍 源 寺と いふ 寺院 あろ、 (後、 火災に 罹らて 同 和 內長福 寺に 合併せ ろと い 
™ ふ) この 地に 漆 塗の 經箱 あろて、 其 裏に 應永 元年 正月 嘗田师 塗 師加藤 喜 左衞巧 献納 
と銘 しを る もの あろと いふ。 今 現品を 含を がて、 確徵 となし 難 さも、 これを 信ずれば 
I 應 永年間よ ろな 前、 旣 にこの 地に 斯業の 行 はれた々 しを 知る を 得べ し。 享保 ゃ八澤 
町の 塗師と 名に て、 同 和 內の興 福 寺 山門に 二王の 大 像を 塗ぅた ろ、 この頃 斯業は 頗 
る發 達して、 木曾銜 道の 名產 たろ しが 如し。 然るに 恰る この頃 よら、 尾 州の 管領と を 
、ク 、伐木の 禁止 あろし よろ、 新 業者は 原 狩を 失 a、 至大の 困難に 沈淪 する に 至ろ、 尾 州 
侯に 屡 哀願して、 漸く、 檐 がの 幾み を 化る を 許され、 擒物手 おを 下され、 每年 八十 八歇 
I  ( 一 歇 は} HI 四十 貫) を 限らて 伐る ことを 許された え をれ よろ 贊川 •一  國峰自 和 田 等の 
^ 所々 へ番巧を設け、嚴重じ之を調査せられたろ、維新後をの取締令は解かれ、隨意に 
I 製造ず ごを 得る に 至れぅ。 これよ ろ 需要 多き につれ、 粗 造 品を 作ろ、 一時 衰顚 する に 
至ろ しも、 をの 後 信用を 恢復す るを 得る に 至れろ。 この 地の 漆器は、 實用 的に て 美術 


品に あらず 質 堅 硬に て價 格の 低廉なる をが てま 限と せろ、 故にを の 製造品は 重に 
曲 物 類なら、 近年 繪樣を 描出す るに 至ろ しも、 見る ベ さるのに あらず。 

猶 川が 大字 平澤の 漆器は 慶長 年間を 創始と すと いふる、 確徵 なし。 この 地 も享保 
中 領主よ ろ檐物 手形を 受け、 二十 駄 乃至 五十 歇の 構が を 巧る ことを 許された ぅ、 こ 
れ よろこの 地の 漆 細工 も 甚だ 著名と なろ、 奈良 井の 塗物と して 街道の 名產 となろ、 
通 巧者 ±產 物と して 騰 ふ。 當 時の 祀巧 文に も 皆 この 事を 記せろ、 爾來愈 盛と なろ、 初 
は 粗 造なる 曲 物 類の 製作を りしに、 漸次 撥 張して 靑黃塗 等の ものを 製し、 又 能 登 輪 
島よ ろ敎 師を聘 して 製造 法を 學 び、 平澤 村の 西南の 山中よ ろ黃 赤色の お ± を發見 
して 繫 巧に 充て、 愈 世の 賞 讚を 礫す るに 至ろ たろ、 お 年 同業組合を 作ろ、 銳意發 達を 
謀ぅ、 粗製の 弊を 防ぎて、 信用を 失は ざる ことを 勉め をれ ろ。 美術品と しては 賞す ベ 
からざる も、 堅牢なる 品と して 亦 見るべし。  . 

此外木 曾の 物產 としては 檢笠曲 物 •氷 餅の 物 塵 あれ ど 生 產額等 前 二者な 下に あ 
ろ、 又 特記す る ほどの 沿革るな さを な V 之を 略す。 

S 木 曾雜迦 中の 訂正  。 
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日本 交通 史論  一二 一 云 ハ 
伊勢 大西 源】 巧よ ろ 左の 注意 あら。 

(略 前〕 「木 曾雜 姐」 . 至極を 益に て 化つ 趣味 津 々たる 御 記述、 面白く 拜誦 

いたし 候。 生は ホ ば 木 曾路の 查般に 直りて 踏査した る 事 之な く 候. へ 共、 昨秋 隊の 八泪 I 了 
軍に 附隨 して 一一 一州 化 部より 南 信 下 か奈の 地に 人り、 飯 口町より 大を悼 絕險を 超えて 西 
筑摩 郡に 下り、 舊中 山道の 嚷籠驛 (今は 吾妻が に隸 す) に 化で、 新道に より 木曾川の 左岸に 
I 沿 ひ、 美 濃の 落 合を 經 、中 津川 •大 井高 山 •多 巧 お 等を 過ぎ、 をぶ 屋に歸 着した，^ こと 有 之、 妻 
籠な 南の や 山道を 瞥見いた し 候 0 今 自己の 實 巧した る 所に つき、 之を 去曾雜 組」 中に 記述 
せられた る處に 比する に、 夕少巧 違の 點もあ 之 候 ま、、 化 下 其の 一二 御參 ホの な 申述ぶ 
ベく. 候。 歷あ 地理 第 八卷第 十】 號 所載 r 木 曾 山 逸と 御坡 越」 一の 巧 中、 御が 越 道の 變遷を 叙 

したる 終に r 現今は 妻 籠 吾妻橋より 淸內路 へ か、 リ たる か奈の 新道 開 磐せられ . 」 

と ぁる も 唯今の 新道は 觀內路 、へ、 は、 か、、、 ら 、ず 一音、 妻、 橋、 ょ 、リ 、舊 、妻、 籠、 驛 、政、 蘭 皆、 瀬、， 4、 過、 ぎ、、 木、 を 
賊 (木曾川 溪 がと 天龍川 溪 をとの み水界 、西 筑摩下 か那の 郡界〕 を 踰え大 、平、 を^、 て、 更 、に、 上 
で！： Snti 獻 が；^ か种 な &： い 、が が W が龄 が^ 邮 i い^^が 听い ii?*' いいが II、 し 
て 其の 姫 離 凡そ 十一 星 (吾妻橋より 飯 巧 迄) なり。 此の 街道は 去る S 十一 一一 年に 起工し、 一二 十 
八 年に 至て 漸くを 部の 竣工を 見る に 至りた る ものに て、 今日に ては 優にず を 通じ、 卞曾 
川峽を とか 那ホ 面と を 連絡 チる 唯一の 交通 線た^。 而 して 所謂 淸巧路 は 化の 街道より 
は、 南方 二 里 計の 處 にあ リ て、 今にて は 全く 化の 路線の 經る處 とはなら ず 0 
曾て 野 崎 巧の 「日本 名勝 地誌」 をよ かたるに、 其の 下 伊那 郡 飯 巧师の 交通を 叙ぶ る處に 「中 
山道の 妻 籠に 連絡ず. る淸 內路」 と ありて、 淸內路 巧 道 名の 如く 解釋 せり。 淸 內 はす おに 


て 唯 道 名に あら じと 思 ふが 如何に や。 

唯今の 新道は 大平 街道と 曰 ヘリ。 兎に角 今にて は 淸內路 は 此の 街道と 何等の 關係 なき 
なリ〇 

同卷 十二 號揭載 r 木 曾路の 變遷の 略說」 の處 にて、 今の 新逍の 線路を 述べて 「妻！！ の 傍を 须 
過して 吾妻橋に 巧で、 是よリ 木曾川に 沿 ひて 美 濃 山 口 落 合を 經 、や 津 川に 出 づる順 巧と 
なりを々」 と あり •此に 化て 化を ぶる に、 山 口は 美 濃 國に屬 する もの、 如し、 がれ ども 實際 
は 信 濃な リ。 

木 曾路を 南下して 美 濃に 入ら ば、 最初 ホるべき 驛は落 合な リ 。されば 落 合より な 前なる 
山 口は 如何にしても 信 濃な り。 山 口と 落 合との 間に 岐号甚 野 二縣の 管轄 境界標 立てる 
を 現せ 目擊 せり。 され ど 山 口は 無論 信濃領 のみな り。 

淸內路 がどぅの、 出口 美縷で 御座る の、 ホ 信 嫂で 候のと 斯様の 事 如何の 斯ぅのと 諭ず る 
の 値 もな しと 云 ふ 人 をら む。 此れが 策 人の 言 ふ 事なら ば、 吾が輩 素より 默 過し 去るべし 
され ど歷史 地理 專 巧の 學 をの 言と しては、 些の 誤謬 どに なから む 事を 望む 化。 のて は 上 
駄 言を 並べた るみ 第な り。 

大西 君の 注意 實に 恭し、 本稿は 巧 化の 際に 起稿せ し爲 か、 る 慮外の 誤® を 生じ、 讀 
者 諸君に も 謝すべき の辭 なきなら。 現今の 木 曾 •が那 間の 新道は 決して 淸內路 に 清 
內 路を衙 道の 如く 名勝 地誌に 記し あるは、 余は 原書を 見ね ど 無論 誤認に て、 が 名を 
る こと 串す 違で るな し) か、 ら 居らず 吾妻橋よ ろ 妻 籠 扇 等を 經 、大平 嶺を踰 え、 勝負 
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平ホ 瀬 等 の が 々 を 經 て..飯 旧师じ^^せらる ^ は明かなる じ.自 ら も 知 ろ つ ^ 思 は ざ 
: .るの 誤を なした る をら。 又 山 口を 美 濃の やうに 書きし も、 無論 誤に て 何れも 訂正 致 
^ さ ん と 思 へ る 際、同 君の注意を受けたるは深く謝ずる所に て、余 の 不 注 意 は 深 く わ 
I び 入る 次第な ろ、 讀者請 ふらく は 之を 誌と せられん ことを。 爲治凹 十 年 一 


画國 一一 一十一 一一 所靈 場と 巡 禮の權 輿 

ふる 里を はる-^ こ、 に祀 S ホ 寺、 花の 都 も 近くを るらん. 巡 禮に御 報謝と いふ 
も 優し さ國說 ろ、 テモ しほら しい 巡禮 衆、 ドレ^^ 報酬 しんぜぅ と、 盆に しらけの 志 
とは、 近 松 半 二が 倾城 阿波 鳴門の 淨瑞璃 に 名高い 一節で、 江戶 幕府 時代に 多く 巧は 
れた迴 國巡禮 に、 憐な姆 子の 契を 描き出した もので、 巡禮 といは^ 阿波 鳴門と いふ 


位、 最も 人口 じ舱灸 してなる ものである。 

M 細— の^  抑 もこの 麵闕 巡禮と 申ず るのは、 江戶 時代に 多く 巧 はれた ものであるが、 をの 由 
I 巧に 迴 つてみ ると、 ょ妓ど 古い 事の やうで ある。 この 思想は 無論 印度支那ょ ク渡來 
S した もので あらう が 我 邦で 僧侶で なくして、 一般の 俗人が 廻 國巡禮 をな して、 靈場 
™ を巡拜 する やう じを つたのは I 平安朝の 事で、 これょ ろ 鎌倉時代に かけて、 巧 寺巡兰 
塔の 巡禮 •一二 十 S 所の 觀音 巡拜 などい ふ 事が 盛に 巧は る、 やうに なつた。 戰國 時代 
™ じ 諸國が 兵馬の 爲じ 荒されて 路が 塞がつ たので、 餘ろ 盛では なかつ たが、 猶 この間 
に靈場 巡禮の 事は 巧 變らず 巧 はれて ゐ たやう である。 な 戶慕府 時代と なろ. 往來る 
I 自由 じな つて' 信仰の 熱 も 盛に なつた ので、 裳を 負^ 節を 携 へて、 遠く 迴國巡 禮じ出 
I かけ •或は 一家 族を 擧げて 廻國じ 出で、 靈寺 名刹を 拜 して 歸る 者が 多くなる やうに 
I なつた。 

^ ぁた 巡禮 I  是 等の 巡禮 中で 最もぶ 高い のは、 西國 S 十 S 箇所の 觀 音、 祀 が那智 山に 初 まつて、 
i 美 濃のを 汲 出に 終る もので、 もの 外、 坂萊 一二 十一 二番、 秋 父 一二 十四 番の靈 場、 又 弘法 大師 
^ を念ずる者は四國遍地八十八箇巧义一向門徒には二十四 輩、淨 ± 宗 じ 一 一 十 五 箇 所 
の靈 地が ある、 义譜國 に 之を 縱寫 して、 一都 ホ 又は】 寺 中に 靈 場を 集めた ものが あ 
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る、 京都では と觀音 •六 地藏 •十二 所藥師 •一二 十 巧 辨が天 等い ふるの あろ、 义萬治 •寬 文の 
^ 頃 よ ら 寬 永志 德 の 頃 聋 で、浴 陽 S 十 S 所 觀 音 と い ふ も の が 都 で 巧 は れ、江 戶 に も こ 
の 種の ものが 種々 行 はれた やうで ある。 

過阁の 目的 j  元來 この 猶國の 目的は、 信仰の 必 よら おつて •專ら 冥福を 得. 巧德 にし やうとの 爲 
^ で、彼 の 六 十 六 箇 國 を 巡 つ て 六 十 六 部 の 法 華 經 を 國 々 の 靈 所 に 納 い る 巧 脚 僧 を、六 

; 部と稱 した ものと 形 も 意義る 大體 似た るので、 彼は 凡ての 國內 を砸る も、 これは 唯 
靈場 のみを 廻る ので ある、 巡禮は 白衣を 着、 を； 5 づ るを かけて 詠歌を 唱へ 、靈 場を 巡 
ら 、途中 人の 門 戶に立 もて、 軟 をと ひて 修行と なした るので ある。 

今 こ の 西 國 S 十 S 所 觀 音 と い ふ る の に つ き て、 も の 權 輿 を 尋 ね、^\^ の 靈 地 に つ 含 
て 多少 述べて みやう と 思 ふが、 もの 起源に ついては 容易に 分らない。 鹽沉 によると、 
^ 寬 平 が章 多}御 ぉ 家 あ ろ て、眞 言 を 益 信 僧 正 に 受 け、灌 頂 せ さ せ 給 ひ、娜 法 頗 る 御 熱 ム 
^ で あ つ た が、ホ だ 御 巧 脚 の 事 は な か つ た、花 山 院 御 發 ム の 後、國 々を巡ち御修巧にな 
^ て >1 二十 S 所觀 音巡禮 る、 この 帝が 始 といつ て ある。 花 山 天皇は 早く 皇位を を 退き 
^ に な り、熊 野 へ も 屢行幸 に な つ て、深く 佛法を御信仰に を つ を の で、がを權輿とす る 
とい ふ 想像で ある。 成る 程、 新 拾遺 集に 花 山 天皇の 御製と て、. 「むかしよ ろ 風に. しられ 


ぬ燈 火の 光 どは る、 後の 化 の やみ」 とい ふ 御製が あって、 を. の 序に、 「修行せ させ 給 a 
- ける 時、 粉 河の 觀音 じて 御札に か^せ 給 a ける 御 歌、 華山院 御製」 と ある、 これでな て 
みると、 御 修行せられ て、 粉 河 寺へ 御山で じなら、 巡 拜の御 化を 書かせられた やぅで 
I あを。 この 御製は、 立派な 勸撰 集に 見ぇて をる ことで あるから、 疑を をる、 餘地 がを 
I いとすれば、 花 山 天皇の 靈 場を 御巡砰 じな つたことは、 义疑 ふこと が 出 ホを い。 所謂 
纖路 禮拜の  後り 一二 十 ご 一箇所を どは、 まだを まって なくと も、 とにかく 觀音 禮拜の 思想が、 平を 朝 
に 火に 巧 はれ、 觀 音の 靈 場々々 を巡拜 する ことが 盛で あって、 天皇る 熊 野 御 參詣の 
御 道す がら、 この 粉 河 寺に も 御 立 寄ろ じな って、 觀 音を も 御禮拜 じな ったわけ であ 
J らぅ。 

西國 S 十 己 所ぶ 所圆會 に、 冥應 集と いふ 蕾を 引いて 「巡 禮の權 輿は 德道 上人 化、 昔 
は 中 山寺を 第 1 とす、 其 後中絕 せる を、 花 山 法皇と 河 內の佛 眼 上人と、 書寫 山の 性 空 
上人と 辨光 僧正 •良 重疏 懐と 典に 絕 たるを 繼ぎ巡 禮し給 ふ、 其 時に 那智を 第 一番と 
し 給 ふ 云々、 されば 異說を さしを さ‘ 凡德 道を 巡禮の 草創と し、 佛眼極 空 これを 信じ、 
^ 花山法皇潤色し給 ふ。故 に法皇を中興開山と稱する 乎」と あれど長を寺緣起文じあ 
る徳道 上人の 事驗 は、 とかく 架空の 談が 多い から 俄に 信用る 出來 難い。 續 いて 性 空 
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の 事な ども 分らない、 花 山 法皇の 事は、 上述の やうを わけで、 必し もこの 天皇が 御 創 

^ 始せられたといふわけでなく、この頃に漸次觀音信仰が盛なるとお じ、觀 音 靈 場 を 

巡拜 する こと も 盛に なら、 天皇 も 所々 禮拜 になつ たので あらう。 

然し 初は S 十 S 所と も 限らず 靈 旗を 巡 拜 したので は ある 違い かと 思 ふ、 巧が 觀 

音の S 十三 身に 擬 して、 一二 十 S 所の 靈場 とい ふとが 巧 はれた。 され ど 咬 だ 一番が 那 

一一 一十ー ニ 所の  智山 だの、 二番が 紙 S 井寺 だのと いふ 事は、 恐く を 皆つ てむな かつた やうで ある、 一二 
初が  ^ 

一十 S 所と いふ 事の 初て 物に 見 ゆるのは、 千載 集釋敎 部に、 前 大僧正 覺忠の 歌と して。 

一二 十一 1 一所の 觀 音を がか 奉らむ とて 所々 まゐ リ侍リ ける 時、 美 濃の ハな 化に て 袖の 岀づる 
I  を 見て ょか 侍リ ける、 

世を てらす 彿の驗 ありければ まど 燈乂も 消えぬな リ けり。 

と あるので ある、 この 覺忠 とい ふ 人は、 鎌倉時代の 初 頃の 人で、 延 .曆寺 座 まに なつた 
人で あれば 1 二十 三 所と いふ 事は、 この頃 じ旣 にあつ た 事は 明かで ある、 されば S 十 
S 巧 巡 禮の權 輿は、 平安朝 ホ 頃と して、 建づ差 支は ないやう である。 思 ふじ S 十 S 所 
ちくは 晒を  の觀音 巡禮の 初は、 今の やうに 何番と 寺を をめ たのでなくて、 近畿 地方の® 音を、 を 
I めな く  S 十 S 所 だけ 參拜 ずると いふ 事に してむ たので あらう。 されば 拾 界げじ 見 
ぇて ゐる S 十 S と、 今の S 十 S 所とは、 寺が 餘程 違つ てを る。 拾界 砂には S 十三 所と 


あつて 一二 十二 巧より ない が、 をの 中 今と 十一 箇所 だけ 異 つてを る、 卽も 
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これは 流 ホの 拾界 妙で、 本に よると、 長命 寺 •准 脂 掌 行 願 寺 •千 手 堂 •如意 輪 •法 華 寺 •松 
尾 寺 •觀音 寺 •竹 生 島 等が 入つ てを る ものが ある、 是 等を 見ても 奠廢 によつ て 異動が 
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あつたの かる 知れぬ} が、 又もの 何番を ど、 て、 一を してむな かつた ことが 知られる。 
これ’ ジー {ぶし V 何番の 化 所と 稱 し' 御款 歌な ども 出來る やうに なつた のは •徳川 巧 
になつ てから 後の 事で ある。 

もこで 硏兜 すべき 問題は 西國 とい ふ 文字で ある、 古い 所には 決してる いもので、 
皆 唯 S 十 S 巧と あるの みで ある、 應 永の 桂 川地藏 記に S 十 S 所 巡禮と あろ、 拾莽抄 
る 唯 S 十 S 所と あろて、 西 國と诚 見を ない。 唯 近、 江 お 山巡禮 版に、 甲 州ち 摩 郡 ホ 施 巧 
小 池圖馨 助西國 S 十 S 所 巡 禮道臂 彌勒二 年下 卯 六月 吉日と 銅板に 彫 付けた もの 
か あると いふ ことで ある。 この 彌勒 の年號 はよ く 分らぬ が 妙法 寺 記に 永 正 四 年と 
書 さて、 娜勒一 一年と あれば、 この 年を 指した やうで ある、 この 巡禮 化は 何だか 變 なる 
のでは あるが、 栽し 信ずる じある ものと ずれば、 これよ ろな 前よ ろ 西 國と稱 した も 
ので あらう。 され ど 地藏記 •拾莽 妙に 見 ゆる 肿 一二 巧は、 畿內の 人が 書き、 巡禮 化は 東國 
の 人が 書いた ので あるから、 此 異同が あるので、 旣じ 鎌倉時代から、 室町 時た ろ 間 じ. 
束國の 人が 西國巡 クと稱 したる ので あらう か、 猶 熟考を 要する，^ と 思 はれる。 

され ど 那智を 第 一番と して‘ ハ 合' 汲を 第一 二十 S 雷と をめ、 もの 巡 廻ず る 順序を をめ 
たのは、 何時で あらう か、 か、 る 順序が 早くを まつて 居る ことなら ば、 拾莽步 など も 


.をの 暇 序によ ろ さうな ものであるが. 至て 不順 序を 書 さ 方で ある、 もの 後は 之を 徵 
^ すべ.30.が料じ乏しい が、延寶療川第四 代家 綱時代}の 紀行 で 巡禮通考 と い ふ書 に は、 
I もはや 那智 山を 第 一番と して、 顺 序を 定めて ある。 されば 恐く 德川 巧の 世に なつて 
I から、 この 順序 じを めた るので ある 咬い か、 政治の 中、 心が 關 東に 移つ て、 關 東から 近 
畿 地方へ 遊覺 かた t、 この 觀音 靈瘍を も巡拜 しやう とする 人から、 附 した 順序で 
あらう。 をれ に 那智を 第 一番に 置いた のは、 づ 第】 にが 勢の 兩宮 に參拜 して •をれ 
から 觀音 靈壤を 巡る. とい ふ 順序に 出來て をる、 をの 靈 類を 巡拜 する 間に 火 和から 
1 京都の 間の 名所 舊蹟を 悉く 見物す る 事が 曲 ホる ので、 至極 都合の よい 行程で ある。 

元 來東國 の 方の 人は、 信仰 ふが 比較的 深い やうで あら、 且畿巧 地方の 風光に 接する 
I ことは 最も 望む 所な ので、 もの-巡 禮に 赴いた 者は、 西國の 人よ ろ 東國の 人が 割合 多 
韩 ^除娜 I かつた に 相違ない、 もれで 東國 人に 都合の よい 巡ろ 方に 出 ホた ので あらう。 閑 田 次 
筆に、 東國の 人が 勢に 詣 で、 八 鬼 山を こぇて 熊 野に いたろ、 をれ よろ 國 々をへ て、 美 濃 
を 汲に 終ろ、 中 山道を へて 東 國の故 鄉に歸 る 次第 順路で、 もの 證と しては •第二 番組 
八 S 井寺の 謙 歌に 「ふるさとを はる^"^-^ こ、 じ祀 S 井寺 花の 都 も 近くなる らん」 とい 
へる は、 關柬 人に よく あ； 5 て、 中原の 地の 人には あはず、 花の 都を 佛國淨 ± とする は 
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强 解なら といへ るは、 柬國 人が 附 けたで あらう とい ふ說を 巧に 確め る わけで •「いま 

^ 寺 で は を や と 賴 み し を ^づるをぬぎておさむるみの、を  '汲」と い ふ の と 併 せ て、 い 

一 

I かに も 東方に もの 淵源を 求めな けねば ならぬ。  - 
御詠歌  禮拜の 順序を つけたのは、 これで 不 十みながら みつたと して、 さて 御詠歌と いふ 
.ものが ある。 花 山 天皇の 御製と なつて をる が、 無論 さう ではない、 調 も 何もす ベて 後 
世の もので、 最も 拙な 歌で ある、 德川 時代に 始まつ たもので あらう が、 延寶の 巡禮通 
考に 見ぇない から、 これ ょら 後の る"%^ は あるまい かが 和に 出來た 鳴門の 淨禪璃 に 
は、 立派に 出て ゐ るから、 をの 鬧 にお 來 たもの か、 或は 通考 には 之を 除いた のか、 とに 
-か くこの 前後の 作物で あらう。 この 歌 謙の 調は いかにも 悲哀に 出 來てゐ て、 悠クと 
I して 至極 穩 にお 巧て あるのは、 查く 泰平の 世の るの たる こと 明かで ある、 曾て 御 誌 
- 闇の 時に 泉 涌 寺の 御陵を 築く に、 聲 なくて は许を 下ず こど 能は ずと て、 この 巡禮歌 
を諷 ふて おすを とつた ことが、 閑 田 次 筆に 見ぇて ある。 思 ふじ か、 る 悲哀の 時に 適 
I 當 した 調子で、 歌は 拙では あるが、 ゆるく 廻 國巡禮 して 後世を 祈つ て往 くのに は、 
一 最も 適當 なる ものと 思 はれる。 されば こも 諸方に これが 廣 •かつて， 都鄙 到ろ 處じ詠 
誦せられて、 をの 詩的な 所が 當 時の 俗文 學に 聋で議 はる、 じ 至つ たので ある。 


巧國巡 禮の權 輿は、 化を をの 通で あるが、 つぎには もの 巡拜 する 靈場 につきて 4 
I しく 歷あ 地理 的に 調べ V みやう。 元來當 時の 廻 國巡禮 はもの 目的は 唯 冥福を 祈る 
じある であらう が、 實際 其な 外に 自他 利益す る ことが 少 くな かつた ので ある。 順禮 
の 道す がらぶ 所舊 蹟を訪 ひて 其 S 想を 練ら、 又 この 機會に 近畿の 國 々を 遊歷 する 
の で、都 の 空 氣 を も 呼 吸 し て、嗜 々 裡に文明の移動に稗益した事が少くなか つ たや 
i うで ある。 ちの 他 百姓 等が 農事の 暇に 出で立つ 次第で あるから、 諸 所ょり 一時 じ 群 
をな して 靈 場に 詰め かける ので、 自然 道路 や 旅 宿 や 其 他 旅行 上. に、 多大の 進歩を 促 
一した であらう と 思 ふ。 

I  西 國巡禮 のを 來權 輿に ついては 大略 前に 述べた やうで あるが、 おに 進んでも の 
I  S 十 ご 一所の 靈 場と いふ ものに ついて 少しく 葛へ てみ やう。 

i  S 十 S 所と いふ 事は、 旣に 平安 期末に 見ぇて をる ので あるが、 この 三十三所は 時 
I 代に ょらて 變遷が あろ、 又 一時 代に てる 後の やうに 精密に 何 寺と を まつて をつ た 
I のでは ない、 咬して 何番な どい ふ 順序は 無論を かつた ので 皆 勝手の 顺 巧で 巡 碑し 
I て 居つ たやう である、 墟囊 妙に 就 お 次第 一異說 是多献 、或 爲= 長を 初。 或 御室 戶爲氣 長を 
$ 一% 或 說 云、 只 便麟軟 本 ザ 論 二 前後 r 卜 云々 と あつて、 觀 音を ま 置せ る靈 場を 一一 一十三 だ 
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け 擇んで 巡つ たのが、 だん-^ 具體的 じを つて、 寺が {足 咬ろ、 尋で 何番と いふ 順を が 
I 出 ホる やぅに なつた ので ある 磕囊抄 に 久安六 年長み 僧正 參詣の 次第と て、 

I  那智山 如 恵 輪 堂 •那智 山 千 手 堂 •金剛 寶堂お ニーが 寺 •粉 河 寺 •施 福 寺 •南を 華 寺 壺お寺 •髓蓋 寺 
I  岡 寺 •長を 寺 初 瀬 寺畜圆 がと 興 福 寺 •准脾 堂 •正 法-一 IM お 間 寺 •お 山寺 •如意 輪 {里 i 二 井寺 南院 •六角 
I  堂 一 化 法 守 淸水寺 •行®#' 革 堂 •六 波 羅密寺 •今 熊 野®- 昔 寺 •菩提 ホ {八み 寺 A 峰 寺 •總持 寺 •勝 尾 

ホ •伸 山寺 嘉水寺 •法 華宁 書寫山 如意 輪 寺 •成が 寺 •松 尾 寺み 生 島 華嚴寺 •觀音 号 長命 寺 •御室 
戶 寺、 

となつ てを る。 又建武 元年 十一月 十六 日 中宮 倾モ內 親王 御着 帶 あろて、 同 I 一年 正 巧 
二十 八日 御產 御， 祈の あつた 時、 ニー 十 S 所の 觀 音に 御 誦經を 命ぜられた 時の 靈 場. あ 
び涧院 公賢の 著なる 拾莽抄 には、 

I  丹 後 巧 ぉ 寺 •近' 江 觀音寺 高 代 扶懸高 石山。 丹 波 ■{八 太 性 憲音堂 •美 乃國を 汲。 紀か國 ー ニが ホ • 

.  那智 如意 輪 寺 •利を 國 が'  木 尾 •が 川 寺 •行 願 寺 •  g 船 卜林靴 播磨國 淸水寺 •中 山 •潘 磨國 神明 寺之訓 
吉峯宁 河 崎 •淸水 寺 •ム ハ波羅 {街 寺 •ムハ 巧 堂 •興 福 寺 南 阅堂志 諸 同 西 金 蟹 .fils 晴器勝 尾 寺 • 
\  總 持 寺*踞 咖 如 蔥 輪 寺高 岩 間 お 大 化 堂.元 興 寺.お を 寺.龍 蓋 寺夫 ホ を -ぎ河 內 闕 高 井 

I  ホ .sglss  お 式 

™ と あつて 前のと は 順序 も 違ひ靈 場に も 異同が あるが、 南 化 朝 時代の S 十 S 所と い 
ふ 者が これ じょつ て 分る。 御 產御祈 目錄と 拾ぶ 妙とは 括 願 寺 南圓堂 •神 光寺 長樂寺 


の 巧 違 ある ばかう である。 义拾界 抄の或 人の 本 じよろ て 校合した るのと いふに よ 
れ ば、  . 

六角堂 蟲水寺 •酷 醜 如意 輪 堂 高 お 間 •悠持 ホ •勝 尾 寺 •六 波 羅密寺 •長を 寺 •東大寺 法 華 堂 •が 河 
义  寺 •眞木 尾 •ハな 波 •那智 如意 輪 堂 •播磨 摇水寺 •成 相 寺 •畏樂 寺 •こ 訓な峯 寺 •善 蓋 寺 •藤 井寺 •お 山寺 • 
觀音寺 •穴 太 寺 •金剛 寶寺 •仲 山寺 •接 か 寺 •准 腔 壁 •行 願 寺 •モ手 堂 •如意 輪 •法 華 寺 •松 尾 寺 •觀音 寺 
竹 生 島、 

と 又 違つ てを るが、 だんく 德川 時代の 一一 一十 S 所に おいやう である、 たく 南 化 朝 時 
代には どれを 見ても >1 一一 十二 所よ うないのは 不思議で ある。 义 試に 德川 時代よ ろ 今 
日に 至る 間の S 十 S 所を 擧 r れ ば、 

那智ル •紀 一二 井を •粉 河 寺 •施 福 寺 盏ホホ •壺が 寺 •岡 寺 龍 蓋 寺 •おを 寺 •南圓 堂 •一二 室戶寺 •上 酷 測 
寺 •正 法 寺 •石山 寺 ••二 井寺 南院 •今 熊 野 觀音寺 •掩水 寺 •六 波 纔密寺 •六 巧 堂 頂 法. 寺 去 堂 行願爭 
西 山 善峯を •穴穗 寺 •總持 寺 •勝 尾 寺 •中 山寺 蠢水寺 •一乘 寺 •圓敎 寺 •成 相 寺 •松 尾 寺 •寶巌 寺 •長命 
寺 •觀音 ホ •を 巧 山華嚴 寺、 

である。 今此四 者を 併せて 考へ 見る に、 皆を 異同 站 入が ある。 かく】 致しを いのを 見 
て も、 一二 十 S 所靈 場る 時に よつ て 變遷が あろ、 順序な どは 江戶 時代まで 更に】 をし 
てむな かつた 事が 明かで ある。 をれ が 更に 變 じて、 江戶 時代には 那智 出を 第一と し 
て、 ハ 合 おを 第 S 十一 二番と する 靈 場に 改 をせられ たもので あらう。 

西國 一一】 十 I 二が 靈 錫と 巡 禮の權 輿  一一 瓦 C- 


口 本. 交 逝た 諭  ’  一二 五 0 

もこで (一； 今 磕囊 妙の 乂ま六 年の もの 三 额產御 祈 目 錄に見 ゆる もの (ニー) 拾 芥抄に 
円ん ゆるる の 画商 蕾の 異本に 見 ゆる もの (五} 現今の もの、 五つを 比較して みるに、 墟 
囊 妙のは 乂安 であるから 、平を 朝 ホで 餘疆 古い ものである、 併し 御 祈目錄 あび 拾莽 
抄の 方が ホ 色が ある やぅな、 心地が する、 墟抄囊 は 室 即時 代の 中® 文 安中に 僧巧擧 
の 編で ある、 され ぱ これは 拾 莽抄な 後で ある 过 いかとの 氣も すれ ど、 別に 根據 がを 
いから、 姑く 舊じ従 つても かぅ。  L 
.今 この 五 者を 線な してが ふると' 那智山 施 一二 井守 •粉 河 寺 •松 尾 寺 •龍盖 寺 長な 寺んだ 
間 寺. お 山寺 •六角堂 •淸氷 寺 •六 波 羅密寺 •穴 太 寺 •良 蜂 寺 •總持 寺 •勝 尾寺伟 山寺 •播 磨淸水 
寺 鹿が 寺 •華嚴 守 近： 江觀音 寺の 二十 所は 五 者 おに 一致して むる。 殘の 十二 箇所は 五 
者を 異同が ある、 藤 井寺の 如 さは 有名を るに 拘ら ず、 久をの ものには 見えない、 壺坂 
守 上 醜 醜 准 股 孽今熊 野 觀音ホ •書 寫山 •松 愿守お 命 寺 •竹 生な 御室 戶 寺は 乂 をの もの、 
拾莽抄 異本、 现 今の ものに あつて、 御產御 祈目錄 及び 拾莽抄 じは 見えない。 醜 蝴如恵 
輪 寧ぶ 大寺法 華 堂は 御產御 祈目錄 •拾 界抄 及び 同異 本に 見えて 外には ない。 南圆堂 
(御孽 御 祈目錄 には 見 ゆ) 一二 井寺 •播磨 法 華 寺は 乂 安の るのと 現今の ものと じあつ て、、 
御產御 祈目錄 及び 拾莽 抄の兩 書には 見えない。 又單獨 じある るのは 久 {女の ものに 


那智山 千 手 堂、 御產御 祈目錄 及び 拾 莽抄じ 河 崎 法 性 寺 觀音掌 神 光寺 (御產 御 祈目錄 
にはな し；} 神咒寺 •元 興 守 興 福 寺 西 金堂 夫 王 寺 益 江装懸 あり。 是 等を みても 御 產御祝 
目錄 及び 拾界 妙のは 現今のに 遠 かつてむ て、 乂 まの よらる ホ 色が ある やうに 思 ふ 
故で ある、 疎に 河 崎 •神 光寺 神 呪 寺衾懸 などは、 寺 も 判然し ない、 却て 久 {女の ものが 現 
今の るの に似てを るは 不化議 に 感ずる 次第で ある。 拾み 抄 異本に 至つ ては、 よほど 
現今の ものに 近い やうに 見ぇる、 故に 今久 安の ものが 如何 あらう とも’ 室 和 時代 違 
では 判然と j をして ゐ なかつ たやう で、 順序な ども 勝手 氣儘 であつ たのが、 遂に 西 
國 とい ふぶ 稱も附 せられ、 東國の 人が 參宮 して 木 曾 路を歸 る やうな 順序に、 何番と 
巡拜 する 順 巧 も お來る やう じな つたので ある。 

S 十 S 所靈 場は が 上述べ たやう に變遷 した ものであるが、 其 大體の 地理 的 位置 
は 更に 變ら をい ので、 畿巧 五國を 中、 心と して、 祀が捶 磨 •丹 波 •丹 後 •近 江 •美 濃を 出る こ 
とがない、 頗る 都合よ く 巡 卿す る ことが 出來る やうに 配置され てを る。 されば 巧國 
邊の 人が この 靈 場を 巡拜 すれば、 近畿 地方を 悉く 遊歴す る ことが 出來 て、 或は 明媚 
なる 風光に 接し、 或は 都に 入ろ て 文明の 空 氣を吸 ふのに 最も 適當 なるやう じ 出 ホ 
てを る。 今 この 靈場 につき 一々 述べたい と 思へ ど、 餘ろ くだ-^ しく なれば 簡單じ 

西國 一二 十一 一一が 靈 場と 巡 禮の權 輿  一二 五一 


s た， 違 


;  5  苗 


/ ミ-  、 

ず、 パ讀 をの f 觀と靈 場の 案內 .とを 略叙して おく、 寺の 開基 又は 年 


( 一番) 紀州 那智山 

仁緒がの御1?^&ぉ上人^|2山 の 乂 


牽 强附會 であるから もれは 省いても 


I 二 五 二 

代 等の 傅る あれ S 多 


く 


穗 伊那 智 W 靑岸渡 寺 

今の 第一 巧。 巧牟宴 郡那智 がに をり。 本尊 如意 輪 觀世音 〇補陀 落 
智の 御山に 響く 擺津 瀬。 干 手 盤 璧囊抄 にお ゆ、 これは 那智 山の 
す、 所謂 雜 本を 巧の 巧な I 


I で霄 する 脈歷撼 から 臟巧戲 

-麵 屬诚杂 、上 U は 5 本 難の 地 
に 魔 蓋を 結び 禮帮 して & たが、 上 

人滅 後地 中に 渺總 して ゐ たのを 概 

巧 诚の御 建佛止 人が 神 載で 講 (二 痛伊祀 一二 井山 護國院 金剛 寶寺 
f  ?1^で讓溝み、 さ巧の繁做 

に紀 ni 井寺 化の 都 も 近くなる らん 


や 岸ぅ つ浪は 一二 熊 野の 那 
髓本 にある 堂に て 今にを 

1  (II 委紀州 紀二弄 寺 


夕 つ* 


寶龜 .兀 が、 爲光 上人 この 山麓の 千 


I  .  _ _ _ .  ■ 1 - t 

0 曇) 紀州 粉' 河 寺 


今の 第二を。 海草 ぃ郡袍 一二 井寺 村、 和歌 滿の萊 岸に あり、 本な 
都を ばは る"^^ こ 


面觀 音、 


瓣 光に 磯し まむ (一二 祀伊補 陀落山 成 願 院粉河 寺 

後を しき 載 おのを が 瓣れ宮 間 今の 第一 二番。 那賀 郡紛河 村に あり、 本 證千手 千 眼觀世 音。 父母の 

'  ひ 頼もしき かな 


•  I  •こ I  ■  I  E—^ 

顏つ て佛を 作つ て何處 にかだつた 

その後が 內 のが 太夫と いふ 人の 纖 
'が 重病を 病んだ 時、 IIP を叛じ 
て 家に 入りて が應 せしめ 「用 あれ 

ば那 I? を 訪ねょ」 とがげ て がつた 
巧 ザ 化 太 巧 その 地を 辦ひ 谷川の か 
ヴ 米を 洗つて ゐ ると 白 氷が 搬れで 

がた ので 川に おうで 林に 入る と 寺 

が あった、 これ こそ g を m ひ縱う 
成乂 丈と がり 說 瘍を 銷ぃた 


乎な お 明 おの あたりで 千ず^' 一^の 
靈 傑を 峨心 得する やおに 職して 一 製 
を 敷 化 J ミに 千一赋 臟化靈 口齡 
を 刻み 想 得の 傲を その 巧に 
し睾 つた、 卽も當 寺の 本!^ である 
恵 も 深き 粉 川寺佛 のち か 


画) 和 泉 檢尾山 仙 藥院施 福 寺 

今の 第四番 。泉 化 郡 お 横 山が 大を横 尾に あり、 本緯 願勒 脇壬义 
巡 禮通考 にこの 所 開帳 百 文と あり〕 

巧 山路 や擒原 松原 わけ ゆ f 

(五) 河內 紫雲 一一 實院葛 弗 寺  jj 


I  •:  _v  I  ■  •  -  ,  , 

◊lo •四 〇講猜 

の B 本に 巧す る 認識す 
ヨ ルン- 
◊二 •四 〇 海外 お 
報 時、 天 お あ 報 

_ 一 午後の 部 一 


r<\ ター 仁 


さむる 〇 


珠 、干 手 觀化音 (延寶 年 化の 

(ホ畜) 大和 壺版専 

-大愛 U 牵 法柏冀 サ基 上人が 常 山で 
’ - 禪坐祈 ホす る うん、 持てる 氷？ I の 

◊L  *00 爲夕池 巧 i 


四 

ふ S 


◊化. 1 〇 今日の^ 


- - I リタ 韦 ん运、 •  I 

な 1 人 棘 願んで 當 山に 辦 g  乂 おを 
ず 層し 後 S 千 人の & 粒が ゐ たとい 
ふ、 光仁 天皇の ころ 時の お诗堪 海 

くいん おん 


上人がず ず 鐵靑を 刻み^ 义± の 
邸に ぞ 置した、 これ 今の が 所の 觀 


おん 


ミ 


にあり】 

に 紫の 雲 


に剛琳 ホと いふ、 本 曾 千 手觀世 音。 


忠円义 ± である、 則 法 义酣は 十み 族 
の替嵩 山に 攤り彌 SS 化に 觀っ V 

顆 した 

(セ 雲 大和 岡 寺 

ろん  a 一う け It しけく、 しう  タ ハ 

本 黛は 乂唐％ E 簾 器を 鶴 度の ため 

えん ふ- ソ-ム  くねん お ふ  ぞっ  ちう デぅ 

. i 檀をを もって 觀 昔の 際を 鑛造 

して 木 黛と しが、 また' お 屬驻獅 こ 

め 寺に 住し、 孝 謙 天皇の 御齡 化を 

ぶ、 「•か— A ん  こん  \ 

得 '\」 セ 党卿監 を 1、 旨がが とと 

もに 隱」 わが 離轉に 靈氣 

をな ものと なつた 


(化委 大和 南圓堂 


今の 第 五番。 南河內 郡長 野 巧 大字 藤 井寺 
參 るょ リ賴 かを かくる 藤 井寺 花の 臺 

ち 大和 壺坡山 南 法肇寺 

今の 第 ムハ番 。高 巿郡高 お 主 佐 和の 東南】 里の 山中に あり、 ネ魯千 手 觀化音 (巡 禮通考 にこ 
の •所 開帳 巧 文と あり〕 

岩を をて 水を た、 へて 壺 がの 庭の いさご も淨 ± なる らん 

壬 大和 東 光 出 龍盖寺 眞珠院 

今の 第セ番 。一に 岡 寺と いふ、 抬 ずげ に 蒂 
巧 大字 岡に あり。 ネ嘗 如意 輪 觀化音 (巡體 
けさ 見れば つゆ 岡 寺の 庭の こけさな 

公大 和豐扣 長を 寺 神樂院 

今の 第八番 。磯城 郡 初 瀬 村に あり、 本尊 十 
幾度 も參 るふは 初 瀬 寺 山 も 誓 も ふか 


莖 ホと あるは 龍 蓋 ホの 誤なる べし、 高 ボ郡蔚 市 
通考 にこ 
がら 璃璃 


のが 開帳 巧錢 
の 光なる らん 


とを 


ころ こん 


ふ. ち 


一面 觀化 音。 
きを 河 


ちん 


を、 その モを 綱が 巧め y 地 鑽^し 

その上に 本黨を た、 その 時 

一 鞍鑛が 人夫に 豬り その 巧を 援け 

た、 を 翁は 舰ち春 日 明 神 だとい ふ 


今のを 九番 。奈庭 市の 中央に あり、 本尊 不 
春の 曰は 南圓 堂に か、 やきて かかさ 

芙和元 興 寺 

御を 御 祈 日錄 なび 拾が ゆにの み 見 ゆ、 こ 
巧 新 芝 崖 町に その 趾 あり、 そのな 前賓德 

西國 一一 一十一 一一 所靈 場と 巡 禮の權 輿 


空 竊索觀 

の 山には 

の 寺 安政 
にも 天文 


せ 音な リ。 

る、 薄雲 

六 年 觀世音 堂 燒失後 
にも 义災 あリ 、拾が 抄 


ス 塞) 大和 長を 寺 

:一儿 正 天皇の ころ、 近： 江に 义脈氷 あ 
り鑛木 流れが 〇歡 船に 巧す と セ 十 
が、 大巧 八 木の H でと いふ もの 佛 

を 刻まん 芙釉 

邸後义 和に 洪水が あつて 獻ボ はが 
鞭に 瀑蓄 した、 たま. 旨ぶ、 

わい  て-つ 一！ くさ ぐれし  it 

霸佛 彫が の 祈願を 舞し、 聖武 天皇 

ミれ を 聞 召して 名工！^! 父モ をし 

て 十一 面觀 音の 像を 彫刻せ しめ 給 

うた、 その 時 天地 鳴動 J だむ 壊け て 

口 出現し 一な 慕 普 1 これを 關 股、 j 

大和の 民 i まって 堂宇を 建立した- 
巧には 猶備 がと 


一二 五一 二 


?番〕山城ーニ室戸寺 


光 £1 天皇 宇 & の i に 巧 If された 
時、} 日 奇瑞を みそな はせられ 靈 

ザブ  5 

光のと ころを 尋ねさせられた、 ぞ 
治 川の ず 流 一} A なる!^ に 千手觀 
: 音を 受窩 あらせられ たので 離宮の 厂 
h 載に® り、 i 宮を 改めで 言 ま 
k 寺と られた  ‘ 

i  (こ 委 山城 上 醒醜寺 

*一 

I 貞觀十 ホが 埋滿 乂挪深 草の！ 一明 寺 
; で 齋感を 得、 當 山に 登つ たと ころ 

_ "白 叢のを 翁が かを 巧んで ゐた 

j. そしてい はく 「この 山は 巧 佛轉を 

临の 勝地 諮 天 搬繁の II なり、 ゎれ 

..は 地 ま 驚の 雜 なり 卜 そこで 大獅 

'I は 乾を を！^ し 旨ら 蠢備 巧の 解 
を 刻んだ (つで く)  - 

-  二十 四} 山城 深雪 山上 酷酬寺 


目 本 交通 史論  二 云 四 
して 靈 場たり しもの なるべし。 

二 大和 東大寺 法 華 堂 

これは 拾が 沙み 同異 本に 見 ゆ、 奈良 市に ありて 所謂 一二 巧 堂の ことなり、 本尊は 不を顯 索 
觀世音 立像な り、 何時ょり 一二 十一 一一が 靈 場ょり 除かれし かを 知らず。 

二通 ハ 福 寺  . 

御產碑 祝目錄 化び. 拾芥げ にぶ ゆ、 拾が 秒に 柬大寺 西 金堂と あれ ど、 誤に て 興 福 寺の な 
べし。 

王 二) 山城 妙 星 山 S 室戶寺 

今の 十番 。宇治 郡 宇治が 大 {子 冤 逆に あり、 本尊 モ手觀 化 音。 

よもすがら 巧を かむ ろと わけ ゆけば 宇治の 川瀬に たつは 白浪 


を I 委な州 着 間 寺 

； 養笔 ハが 元 巧 天皇 御 不豫の 時 If 澄 
.辄尙 をして 御 平 廢祈匯 を させられ 
た、 その 歡臟 空しくな かつた ので 


今の 第 十一 禪 。{乎が 郡踞醜 ホの 上に あり、 下踞 醜より 凡そ 二十 町の 高がな リ 、本尊 准眠觀 
化 音、 壊囊抄 •拾ず 妙 異本 准賦 堂に 作る は 本 寺の ことなり。 

逆緣 もうさで ずく ふ 願 なれば 巡禮 だう は 頼もしき かな— 


Vi  £  S  正 法 寺 

卡 で!^ 撒して ゐ ると、 千手^^  今のを 十 二番。 上 酷 離の 奧 にて 潑質郡 石山 村南鄕 の巧嶺 大を內 畑に 屬す るの 地に あ 


よ 在 


j を鸣 へる の？， を 本魯モ 手. 觀化 音。 
L 巧る と 千手觀 昔菩腾 のをが 現れ 


•た、 巧 腑は靈 して その 獻 挪の繫 
を 东 賢！！ を 誤に 臟 めた 


みな かかは いづく わるらん お 間 寺き しぅ r つ浪か 松風の 音 


る 


くれん 


(主 ハ 奮) 京都 溝水 寺 

ザ 百 廿% が刖乂 和の 邦績 僧都が 觀 
が I がの^) i がを It し、 山城 木津 川上 

り 巧 の. 指示に ょって， 十六) 近 江 巧 光山 お 山寺 

‘ 今の 第 十一 二番。 潑贺郡 お 山が にを り、 本を 
'が醒 にる つたので、 靈に t 齡’  をの 化を 願 ふ、 むは かろくと も ほとけ 
を臟 ひを 厳を 得た ので！ は當 寺' 十 ヒン近 江 三 斗 寺 南を 

— - ^ - パ — 今の 第 十四 番 。滋贺 郡大津 町の 西南に‘ て 

\  如 恵 輪觀化 音。 

I  いづい るや浪 間の 巧は 

下 八) 京都 今 熊 野 觀音寺 

今の 第 十 五番。 を 萊今熊 野を 山の 中に を 
むかし‘ ょりたつ ともしらぬ 今 熊の 佛 

下 九} 京都 音 泪山淸 かを 

今の 第 十六 番 。が 東淸水 巧の 上に て 著を 
松風 や 音 羽の 擺は淸 水の むず ぶ、 心は 

一 丈を 都 補 陀落山 普 門院 六 波 羅密寺 

今の 第 十セ番 。を柬 五條 松原の 末 大和 大 
おもく とも 置つ の 罪は な も あら じ 六 

一十一) 京都 六 巧 堂 頂 法 寺 

今の 第 十八番。 下を 區六巧 通 烏 丸の 東に 
わが 思 ふ ふの 中は むつの かどた ピま 

西陶 一二 十ー ニが 靈 場と 巡禮の 權與 


な 


如意 輸觀化 

のち かひ 重 


音。 

き 石山 


か -c 

，: 娜础 
巧 广孙： 
D  A 广 
ド 巧な 
一-、 が 

A  9 い 
な d か 
ら 資 ’ 

Q 娜- 

變霉 ‘ 
接鬻 b 

が 巧 ご 

蜀邮 W 娜 


E  S 

巧 lb 敝〇 
:夕ま 巧 
\f い ザ々 ヴ 
ご ィ：で 

'適 苗^ 
琴 刷 編 ii 
雛誦 f  e 

巧が 巧 か 

邮 W 强バ而 。ヴ 
が广霉 な 

SA で》 一 
ホな 厂 ィ 


、 > 

斗 


咖 

巧 

測； 

菊ろ， 一 

^  B 

鬻邮 I 

が 斗 

か 


園 城 寺に 屬 し、 聖願寺 又は 正. 法 寺と もい， W、 本な 


井寺の 鏡の 響に あくる かづう か 


¥ セ 髮な都 六 波 S 雜 

天購 五が な 都 巧 中に Ilk 雖 をして 

死 著 甚だ 多い ので、 村 上天 基は を 

化よ 人に が 潑 治の 觀 I を 下され 

^ た、 上人は 挪も 十一 面 觀化音 菩薩 

の 像を 刻み、 それが 巧る とともに 

惡 終は 息んだ、 天蟲 は觀號 六波纔 

f 輪 寺を 賜 ひて、 鴨 川の 岸に 堂ぞを 

建ぶ され 觀化 音を を 潰された. 

(十八番) 巧 都 巧离堂 

その 昔が 路の 掘に 光輝く もの あり 
® しんで 引 あげる と 齡繼が あつで 
i 中に 「閣 浮檀 をの 像一姊 日本の 國 
車に 奉る」^ あつたので 舉 & 太子 
は 「わが セ 化の なりぶ 黛」 だとで 
が# され 六角 常を 建立 i された 


(十—) な 州 III 井寺 

ろん.， 5 りム くぶ  ぶん  ザつ に从  ちせ、 つ 

本 貧 如意 輪說 化ぎ は貞觀 羣贊證 
乂 飾が 刻んだ、 延义四 年 華の 


リ 、本霄 十一 

の 誓 あらた 

の 伽藍、 本尊 

すだし かる 

路の 東に あ 
はら 堂に 參 


面觀化 音。 


なりけ 


リ 


千 手觀世 音。 

らん 

り、 本 貧 十一 面觀化 音。 

る 身 なれば 


あり、 本感 如意 輪觀化 音。 

ろかれ といの るな りけ 


谷の )' 背を 顏靜 した タズ 明 
十11畢11^の&5^にょ0うの地に 
彩した ので ある 

(十五 壺) な 都 觀茵専 

東専で 大邮が I 巧ので に 紫冀を 
見た ので 巧つ たと ころ、 を 翁が 現 
れ 一寸 八 分の 十赢觀 & と戀 がを.， 
撥け 「わむ は麟野 礫 狐 だ」 といつ 
'/觀 がつた、 これを が 上した ので 一 
ISS を 化 一 ばされ 新たに 一尺 八 
寸の 燃を 8 めと 術せ たた、 义邮 
ぎれ を 8 み 一す 分の t を體內 


巧 さ 


KOJ.J  >  ■ 

に 納めた 


量 •五 


日本を 通史 論 


一二 至 ハ 

を お 正中を 捶に 移す、 本尊 モ手觀 化 音。 
ちぐさ も 盛な リ けり 


(十九 奮) 巧 都 斤 願 寺 心 

巧 円と いム悄 弱冠の ころ 田 M に 山 
て 誤つて 化 鹿を が 殺した、 忽も哉 口 
齡 '瓜を 起して 佛 巧に 入り、 熟 快し 

た 鹿の 革を 葛 て 頭陀の 巧を 巧 ひ 寺'  ‘ 

を擊 した、 本 驚は 神 斬に ょり 加 二十 二) 京都を 堂 巧 願 寺  〜 

惡 神木で ホ 八 巧の 像を 刻んだ も  今の 第 十九 番 。上京 區元 一條 此町 がに ♦リし 

ので4£^5 _ 

I 塞) ス太寺  花を みて 今は のぞか も かぅ どぅのに はの 

が卖毫 の 御が 惹舊 巧と いムも 二十 一二 惡性寺 觀音堂 

つよ  じ 斗  しん 

の あり その 嫂が 敦—和 g 法を 信  御產御 祈目錄 及びが 莽 ゆに 之を 載す、 もと 丸條 河原に ありし が、 今 東 福 寺 化 巧 邊に巧 興 
t じご 它 ご、、 數 かこが 佛 H 蔑 化が 來 

て を 刻んだ が i— 」、 觀 音を 置けり、 是れ卽 ち f ん。 

I 区 門 品を 綿し 薪け II 化の 織る に當 二十 四) 長樂寺  .  . 

つ ホ  ホん 

|\」、 賓 のす、 めで こゎを 感磬 拾が 抄に おゅる 靈 場に てが 東圓 の甚樂 寺 

g み ォ歸豁 を 搬してがた 、 f  V 來 所たり しもの か。 

ると i 濟のお 垣の 抓に 白 矢が なつ 二十 妥 山城 西 山 善峯寺 

今 S 一一  十 5  S 大 5 芒 あ 9、西 山 の 

たので {巧 成は 一就を 趣し 穴 太 寺を  中 桂 昌院の 巧 興 あり、 本霄千 手觀世 音。 

邁 りこの 快を を禮 したので あつた  野を もす ぎの ぢ にむ かふ あめの そらょ し峯 ょりも 晴 るん 夕立 

(廿二賽夕 攝^.總持!*^. 1 十六再 波 穴 穗 寺 

おへ 下 邮の则 り、 礎 川で 今の 第二 十】 を。 义 菩提寺と いふ、 桑 巧 郡 曾 巧 
漁夫の がかを 一を 飯つた、 殺 日 觀化 音龜禮 通を に 開帳な 文と あり〕 

I 政 朝 厕が氷 かに 落ち そ」 ころ 龜の  か、 るよ に 化れ を ふかの あなう やと かもは でた のめ 十 こを】 こる 
j  巧」 無事 作る を 得た、 窩 I 一十と} 攝津補 惟 落 山 總持寺 

嗦！ 巧—^ い^ 後 パ!^ 今 •の 第一 一十 村！ 島 郡 ミ 島が にあ 

五 巧の 像を 摧る ベく 長 谷 寺に 典を 籠 さ 


なるべし、 本感 十一 面觀世 音、 拾が 抄の 頃れ 


名刹なる も、 文明 中 あ黎に 罹りて 暴 ふ、 元祿 


^ 本尊 十 


れ ちか、 この 時の 曹5 ^應 現の 力 か 
lip， 捐 Q® は y 巧つ わ—  (つ 


部が 大字 穴 太に ぁり、 本尊 藥師如 ホ 臟±墅 

を 雲 山城 善 峰 寺 

天 & 元が ii 原滕モ の巧懷 維の 時、 
當時本 に 祈願して 皇子を 安產さ 
れ た、 そこで 諸 堂 一ぶ 蕾、 殿 塔 
巧 觀化营 。(開帳 百 二十 錢 ) 1 僧房 出 十が 倘を递 わた i とされ 
-  ^ た、 その後み 火に か、 つたが is 

公のを で凹復 した 


"がで'. 


-.を 


1 


.¥ 四 奮) 摇：ち 巧じ曾 ’ 

本 類 十. 一 敵 整 s。 瞧は 、靈夫 
人が インドで 擇 迦の飘 示を うけて' 
夕觀 S ため 刻んだ もので、 觀 
謗の も搬を 赖ム る ことは 我 凶では 


i 仲 It 算の 二僧當 山に 賭を 結んで 

ちん  よ 幻、 

觀 法に 余を なかつ たが、 後 雌成皇 


(甘 一二を) 掃 巧 膳 屢寺子 御山 體 あり 劍悼 されて 開基 


たけ 


，ミ 


たま  ろん 

とならせ 給ぅた、 本 類 千ず 觀 昔は 


《うち 成  そう  よを 

妙觀 なる をが 僧 十八 答 をげ ひがつ 

がしな へて を かきい やしきそう* もじの 佛の 誓た のまぬ はなし 


f て ーヶ月 閒に 刻み 終つ で、 その 駿 
I 成の 日 妙 柳ら は徵 合掌して 醉ゎだ 


そ」 と  もんなん  けしん 

つた、 これ 誠に 觀 音の 化身な りと 

をが ま  てい  たう  どう 

その 奇跡を 飄 巧に 葵 糊し 本 塔を 挫 


餓 f する M 二十 八) 攝津應 頂 出 勝 尾 寺 


立した ものである 


この 本 賣をも \ 一づ おむ 耗 ー ィ  ト 
i 佛は 後白河 法 墓が 西魄御 ii の  今の 第二 十 ご 一帯。 一二 島郡豐 川が 大ぞ萊 をの 勝 尾 山に あり、 菩提 院と稱 す、 本尊 千 手 觀也音 


時 名 H に 脈 剔 おしめられた もので： 

ムう た ホ  I 

哇’薑 自ら 化 一一 一度を り^^し 給ぅた- 


(甘 ホ 奮) 


(關 帳な 錢と ぁリ〕 

かもへ ともつ かにい のりの 勝 居 寺 佛を賴 むみ こそ やず けれ 

S 十九) 攝津 紫雲 山中 山寺  - 

今の 第二 十四 番 。河邊 郡長 尾が にあり、 本當千 手觀化 音。 (開帳 巧錢) 
のを も すぎさと を も 行て 中 山の 寺へ 參るも 後の世の ため 

(一二 丈 天 王 寺 金 難 

御 壶御祈 目 錄及ぴ 拾ず 抄に見 义大阪 の 四 天工 寺なる べし。 


(甘ち 委嫌州 清水寺 

驚 一灯 天皇は 常 山を インド 僧 法濟上 
人に 臟 ひ、 辭 の 朝 一1  でを 懲 V 、 
淸か 寺と 撇 した、 挪め推 S の！ 
T 敝本中 散を 齡 人 自作の 王 
がを を & きれた、 それが 水 お 
でで ある、 さらに 巧が 細 2 雜が 舉武ぶ 


開 避 蛙猜上 八は 天ち 持 明 邮の隨 一 ここ トー ー f  I 印 &  j ちけ k を 

で、 一時 神通力を もって 日瓣 にが (一一 一十一 捶磨 御岳山 淸氷寺 

て 常り こ’ 鞭 まった、 大龄兀 年載樹  今の 第一 一十 五番。 加 萊郡鴨 化 村の 御岳山に ぁ 


ちょ <  •  くわ ん  わ そし  f 

の 刺を 奉じで 千手觀 昔と 脇 壬地腻 
晋膨站 沙門 天 王を 作り 乂 講堂を 錐 

ら  ザな は 

で、 巧鹽 した、 西關化 所は 酣んこ 


-、 本尊 千 手觀世 音。 


れ である 


i 井 階が 飛 鉢す 思議の 法を 泰閒し  をはれ かや あまね きか どのし な 

(一手 二) 播磨法 花 山 一乘寺 


になにをか波のこ^' にきょかづ 


れ縱 うたので お 範歡 化の 臟を 下さ‘ 今の 第二 十六 番 。賀巧 郡 下 里 村 大字 お 本に あり、 を 華 山寺と 稱 す、 
れた 


(甘 セ 奮) 播州 書寫山 

义中乂 夫'®, 萬报& のま 游 巧、 お 
紫より i 地を ボ めて 書篇山 にがて 
こ、 で M お义 巧の 化身に 禽 つた、 
そこで 應を 一び 化身の 思が を 得て 
が 山の 地を I 皆し ちがの 後 如 詩 輪 
を 建てた 


せぬ のりのは なやま 


はるは はなな つは 橘 秋は 菊い つもた 

{一一 一寸 一二 捶磨 書寫山 圓敎寺  ホ-  、 

みの 第一 一十 セ. 番 。飾 磨 郡姬路 市の 西北 一里 半 許に ぁリ 、性を 上人の 開を にて" ん鮮 .卵 一を 嚇 
觀化 音。 

西國 一一 一十 互が 靈 場と 巡 禮の權 輿  一二 五 セ 


日本 交通 お 論 

はる-^ との ぼれば 書寫の やまおろし 松の 響 も かのりなる らし 


一二 五八 


(甘 八番)  丹 後 成 相 寺 

廚 防の 眞# H 人と いふ 者、 一闕を 
滿 ，'るぅ も與 謝の 海の 風光を 賞で て 
觀 くこ、 に •留 つた、 夕の 目、 大聲 

が 辟いて 食物が I 贴き離 死に 搬 した  - 
時 一繫の 魁が がれた ので、 上人は 一一 十四) 丹 後世 踩山成 相 寺  . 

‘ すげ'*/. 今の 第二 十八番。 與謝郡 お 中が の 化 化を のに ぁりて、 巧 謂 橋 立の 觀 音と いふ もの 是 なり、 

人が I 和 わて がた 時 そのこと を瓣し 一本 尊 聖觀化 音。  ’ 

^5 を fj せる と、 それは 艦で なソ  なかの おと 松の 響 も 成 相に 風 ふき わたる もまの 橋 立 
觀 音の 巧で ぁつた、 止 人は かつ 滞 

れかっ 8 凑と 織 った徽 化を 佛 i 手 五) 丹 後靑葉 山が 尾 寺  . 

に、 っ よ ける と 元の 抓くな つた、 そこ  今の 第二 十九 齋 。加 佐 鄙 志樂が 

バ 窜ゾ譜 人の ホめ 一宇を 擎 しるに よ リーに 若狹に 入る、 本尊 
て そ グ-聖 をを 本薛 とし 


にを 


るに よリ 

その かかは 幾 代 


江 望 島 S 子 六 盈江竹 生 島 寶嚴寺 

舉武 がの 御 ぉ& 「我は お 江 竹 お 嵩 


大字 鹿 原なる 靑葉 山の 德 
馬頭 觀世 音。 

ぬらん たよりを ば 千と せを こ、 に 松の 尾の 寺 


の 巧が 天な A 巧 殿を 齡 なし 絡 ふ 

べし」 との 仰せが あつた、 ょつて 

一び 某菩 絶を して 宵 殿を させら 

れ 、また 「义 I 幾！！ 齡をぞ & せょ」 

と吿 げられ たなで、 一な 巧 普 & 自ら 

V わんなん  をが  し峻  たん  ぞ 'つ 

千ず 觀替を 刻み 部を 有緣の と 

した  . 


お 一遠) 一 姐な 長 {雨 寺 

武巧衍 彌ぞ」 み 山に 绩 つて 屢靜を 

祈 i したのに 颗 まる、 その後 舉德 

I 太 すがこの 挪 iu 御が 瞧 なつた 時、 

^ 12木に光明がぁっ て||が鬆巧等八 


今の 第一 一一 十番 。淺ホ 郡け 化 島の 
H ともに なかまに 浮ぶ かを 

S 十と) 近 江 姨崎耶 山 長命 寺 

々の 第一 二十】 番 。蒲 生郡奧 島の 
やちとせで やなぎに ながき 

S 十八) 近 江 織 山 觀音寺 

々の 第一 一一 十一 一番。 蒲 生郡老 蘇が 
あらたう とみち ぴ きを まへ 

S 十九} 美 濃 ハ 合 汲 山 華嚴寺 


辨 天堂に 並ぶ、 本尊 千 手觀世 曾。 
岛 船に 寶 をつ むこ、 ろして 


西南に あり、 本 谱聖觀 化 音。 

いのち 寺は こぷ步 のか ざしなる らん 


、この 山を 狹 丹を の界な 

C 甘 九蓄) 丹 後 お 尾 寺 

& 雲 元が ミ 孤の 扇^ 道 公威 光 上人 
が 各 山 殻 地を がすぅ も 「わが 魄の 
馬 耳 山に 似て ゐ る」 とて この 山に 
寶 つたと ころ、 殿して 千歲の 巧に 
馬頭 觀苛 ぶを 殿 得した、 上人は 义成 
いに 熱び その 松の 下に 礎を 織んで 
巧 嬉し、 千縱 松の 臟 担に 觀 づぃて _ 


靑輿山 巧 尾 寺と ちづけ た 


大字 摇水 鼻に あり、 本を 千 
觀音寺 遠き 國よリ はこぶ 


手觀化 音。 
步を 


今の 第一 二十 吉番 。揖裴 郡を 汲 村に ぁ 义ネ尊 十一 面觀世 音。 

ょろ づ 代の 誓を こ、 にたの かおく 水は 苔ょり いづるを 汲 

♦ 

な 上の 外 御產御 祈目錄 及び 拾芥 妙に、 河 崎 神 呪 寺 あれ ど、 今 も 


をを 兌 給ぴ 、また 揖薩 から 白穀の 
> 環 i が规れ 「この 觀 木で 購雖の 燃 
をみ まれた な tT 武巧义 巧も舊 ぶ」 

と 法げ をら せた ので、 太ぞは |风 の 

巧、 に 千 手 十一 邮の 像を 刻まれた 
•酣も 本 巧で ある 

替 i) 近な 觀音正 寺 

ら ぬ、 猶 漸次 取調べて みやぅ と 思 ふ。 まづ これにて 大璧 十一 一一 所 
へ」 とぃ ょふ聲 が.^ つた、^ 子が 强 へて みたが， なほ 進んで 觀音 禮拜が 平を 朝 時代に 何故かく も 盛に なつた か、 之が 更 

ひて ちを 閒 はせ 給 ふと、 娜 ホから 

人魚が露れ旨分は徽田の譚肺で ^ に  發展 して 南 化 朝 時代には 朝廷の 祈の 御誦經 もこの 巧で 行 はれる まで 進んだ の 

るった が 殺生す る 上側 法を 職 ぜぬ 
ので こんなを になり 氷 中のう ろく 
づが錢 まり わが 化を 吸 ふの が-常し 


の 正確を 地顯 がみ 
靈 場の 地顯を も考 


，  V ねん 巧 ふ 

くで なりません、 どぅか 千 手觀昔 

を 御 彫  f 下さつて 政の ため 晋提を 

巧つ て 下さい」 と 校れ みを ピ ぅた 

ので 太では 觀昔 の^を 刻み Ti 乎を 

させ 纖 ひ、 このな 德で 人魚は 

解 船し 觀 音の 替屬 になつ たとい ム 

(I 委美濃 谷 汲 山 

大口 大敵と いふ 審觀 音の 像を 得ん 
と規鄰 におた ところ、 化镇 の一佛 
: -H から 七 尺 五 寸の义 像を 得た、 そ 
の 時 「これは ちがな 緣の像 だから 
地を おして S3® せよ」 とのこと で 
i あつた、 一宇を 建てた、 時に 辑中 

; から 泉 氷が が 出しがん で巧燈 とし 

- なで 薄號 とした (終り) 


は 何故か、 室町 戰國の 時代を 通じて 戰爭亂 離の 間には 戰陣の 間を 巡行す る ものに 
利用され た 事 や、 江戶 時代に 一層 廻國の 事が 盛に なつて 譜國 にもを 種夕靈 場が 出 
巧て 色々 な 形に 變じて 巧く 所を 說 きたいと 思 ふが、 もれは 異 日に 讓 つてた く 歴史 

的に をの 權 輿を 說 きても く。 (明治 四十 年 心  - 


西 倒 111 十一 一一が 靈 場と 巡 禮の權 輿 


吉五九 


本を 通 お •諭 


云 ハ U 


木曾路 旅行 略 案 巧 


木 曾は 中 山道の 要衝に て、 東海道と 共に 關東 •關 西を 連絡す る 要路た ろ、 東海道に 
して 一朝 不通の 事 あら ば、 必ずや この 道 じょらざる ベから ずされ ば 古 ょろこ、 に 
驛路を 開き 木 曾路と いふ。 文武 天皇 大寶二 年始 
最も 重要視せられ たる 道路なら。 江戶 時代には 
この 國に 入ろ； 美 濃 よら 近 江を 經て 京都に 入ら 

山中の 福岛は 江戶へ 六十 八 お、 京都へ 六十と 里の 位置に あり。 この 山中 S お驛よ 


めて 岐蘇出 道を 開^し 由 見え、 古來 
中 山道と して 江戶 よら 上 臀を經 て 
たり。 木 曾は 實 にもの 中間に V、 木 曾 


中 津川驛 咬で 凡ち 廿五 里の 間、 山岳 重疊 して 道 
鱗 蒼た る 樹木と 涼々 たる 淸 流とは 實に絕 美の 
夏季の 氣候 高から ぞ木 曾の 流は 淸澄 じして 一 
最も 適當の 地と いふべ し。 殊に 御嶽の 高嗦 あろ 
山よ ろは 稍々 低し と雖 、富 ± は 旣じ躺 も お 子る 
にて 活氣 ある 靑 年は 宜しくを 山を. 他に 求む ベ 


路峻檢 を 極い と雖 、山紫水明 じして 
風景と い； 5 つべ し。 地勢 高隆 じして 
塵を 交へ ず 純 美 爽快 夏译の 旅行に 
'海面を 拔 くと 一 萬 巧 二十 八 尺、 富 丈 
之に 攀 登す るの 世 をれば、 旣に 陳腐. 
く、‘ 蓋し 御岳の 如きは、 をの 第】 の 候 


補 者た るを 失は ず。 加 之 未 曾路は 道路 改修せられ しを なて 运 弱の 人る 中間 鳥居 赠 
^ を際くかは馬車なて通ずべ く、人 力 革 & て を 易 に 通 過 す る を 得 ベ く、往 時 の 様 道 の 
名勝な どは 今查く 見る を 得ず 第一. Q . 難路た る 鳥居 憐も馬 背を なて 踰ゆ ベく、 爲に 
•  ^ 圣く足を勞せずしてこの絕佳なる風光に接し.この峻麟をる山路を通過するを得 
べし。 中央 鐵 道の 東西 線 旣に漸 々完成を 吿げ •今は この 木 曾 山中を 殘 すの みとなら 
たれば、 夏季 休業な どに 中央 鐵 道を 利用して こ、 に 遊ぶ は、 最も 面白く 趣味 多き を 
覺 ゆ。 地 や 風光の 佳なる のみならず 今に 江戶 時代の 驛路の 面影を 殘 せる もの 或は 
I 御嶽 講山參 りの 狀況等 面白き もの 少なから ぞ歷お 上の 遺蹟と して 傳 へらる-^ も 
• .  の 又 古代の 遺物 等 もな きに あらず これに 木 曾 節の 一曲を 加 ふれば、 旅 巧は 更に 趣 
W 曾 採 勝 道  が 深 からん を 田 心 ふなら。 東京を 發 して 木 曾の 勝を 探らん と 欲する 者は、 

一飯 田 町 停車場ょ ろ 鐵道廳 の 中 S 線に 乗ら、 新 宿 八 王 子等を 經 •甲 州に 入ろ. 
甲府に 至る。 この間 凡ち 六 時間、 甲 州は 武田巧 經營の 地、 をの 遺蹟の 今に 徵し 得る る 
I の 少なからず、 この 沿道 ホ 古蹟に 富，^ も、 もの 說 明は 义 後日に 讓 る。 

\  一  甲 府驛に 乗車して 鐵路は 甲 信の 界に 入ろ' 日本 最高の 停車場た る 富 ± 見驛 
‘  を 通過し 上 謙訪に 著す。 此 地には 諷訪明 神 あら、 謙訪湖 あろて 信 州 にても をく 別 天 
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地な ろ。 木が 多く 養 謹製 絲の業 盛に て、 山水の 風景 あぅ、 溫 泉の 湧出す る もの も あり 
I て 一遊の 値 あろ、 この間 約 S 時間 半 程。 

\  I  上誠訪 よら 製絲 場と して 有ぶな る 岡 谷を 過ぎ 鹽沉に 下車すべし、 この間 約 

j  ^  ' 

一二 時間 释 、是れ 木 曾の 門口な ろ。 停車場は 舊中扣 道の 鹽 •お 驛を距 る こと 約 半里に て、 
I 寂窠 たる 原野に 設けられたら、 將來 この 地は 松 本 •長 野 線と 中央線との々 岐點 とを 

I るなら。 飯 田 町驛を 午前と 時 お 分の 長 野 巧 直 巧に 乘れげ 、午後 五時廿 四々 鹽巧驛 に 

} 

I 着すべし' 途中 甲府 •諫訪 地方の ぶ蹟を 探らざる 者は この 地まで 直行し、 舊中 山道 駿 
I 巧驛に 迂回して 川上 旅館に 一泊し、 中 山道に て 有名なる 同 館の 庭園を 党る も ホ 妙 
I ならん か。 

\  _  S 尻よ-^ 中渾 川に 至る で 約 二十 五 里、 をの 間 •の 宿驛。 

バ  a 尻— 一里と 师—洗 馬 Is 十 W— 本山— 二 里— 贊 川— 一里 半— 奈良 井— 二 
\  里 一一 町— 數 原-— 二 里— 宮 越！ 二 里— 福 島— 二 里 二十 八 巧餘— 上が一 一一 一里と 
-  和— 須 巧— 一里 半— 踩 がー ニ 里 半 —  S 戶 野— 一里 S 町— 妻 籠— 二 里— 馬 籠 
i  —一 里 お 町— 落 合—】 里 五和— 中津 

洗 巧  一  鹽お驛 よろ 据梗 原を 戳場 (小 笠 原 巧と 武田 巧の 將と戰 苦 地) を 過ぎて 洗 馬 


本山 

嘗川 


ホ渾 

奈良井 


化 至る、 これよ ろ 木 曾 山中に 入るな ろ、 洗 馬は 木 曾 義仲馬 洗の 井 あるじよ ろ 洗 馬と 
いふ。 今の 驛の化 方 一巧 許 犀 川に 近く この 井 あろ、 淸水滾 々として 湧出せ り、 昔時の. 
往還は この 傍を 通過し、 旅人は 之を 掏して 渴を醫 したる ものなる べし。 現に 松 本よ 
ろの 往還は 犀 川に 沿 ひ、 この 井の 附近を 通過 せらとの 傅 あろ。 洗 馬は 蘿し 字に 拘泥 
すべから-ず 原野 盡 きて 山中 じ 入る よら、 狹 追の 義 か、 考 ふべ しどの 地 郵便局 あら。 

一  洗 馬の 次を 本山 驛 とす、 中 扇と いふ 旅 宿 あり。 

I  .もとの 中 山道は 本山の 次贊川 なれ ど、 をの 間に 禮澤 とい ふ 一が あろ、 火么通 
過の 時 休息所た らし 所 も あろ、 扇 屋藤屋 を どの 旅 宿 も あろ、 贊 川は 熟 川に も 作る、 江 
戶 時代には こ、 じ關 巧を 置 さてな 還の 人を 取締れ ろ。 元 巧 木曾路 はると 兩 端に 關 
所を 置 さしもの にて、 この 關は化 端な ろ、 南端は 妻 籠が にあろ たるを、 元 和の 頃 妻 籠 
の關 所を 福 島に 移した 6。 然れ どる この 地の 關厮は 猶ほ福 •掠關 とが 俟 てな 還の 取 
締 をな したろ、 尤も 福 島の 如き 嚴 重なるる のに あらで、 箱 根と 仙 お 原 •矢 倉澤 等との 
關 係の 如き ものを ろ。 

一'  贊 川の 次に 平澤と いふ 地 あろ、 漆器の 產地 として 名 あ 6、 もの 次を をが^ 驛 
とす、 塗擲 をな て 著は る、 郵便局 あろ、 旅 宿 徳利 屋 •よね 屋 •さく 尾 搔後屋 等 あ々。 鹽 尻よ 
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ク化 地に 至る 間、 人力車 あび 乘合 馬革 あろ、 普通 麵が _ 獻祥师 

鳥居 悼  ^  I  奈 良井驛 ょろ 次驛數 原に 至る 間を 鳥居 峰と いふ、 駄馬 及び 人力車 (二人 雙に 
- ょら 通過し 得べ し、 普通 津觸辟 I 雌を 要す。 鳥居 略り 絕顚 には 鳥居 あろ、 御嶽山 遙拜所 
たら、 晴天の 日 西方の 天に この 絕 頂を 見る を 得べ し、 是れ嶺 名の 由て 來る所 をら。 こ 
I の 山は 木曾川と 犀 川との 分水嶺に て、 往時は この 山を なて 信 濃 •美 濃の 境と なし、 木 
曾は美濃に屬したることあろしな ら、故 に 一 に縣坡と稱した り。天 正 十 年 木 曾 義 昌、 
^ 武旧勝賴の將と會戰せし地に て、木 曾 巧 が 甲 信 に 對 し て 無 比 の 防 禦 と を し た る 地 
^ なり。 

繫原驛 、 ™  j  鳥居 略を 下れば 數原驛 にて 郵便局 あろ、 所謂を 六 スキ 備を なて 著名の 化な 
™ ろ、 全が 殆ど 懒 業者 じて 頗る 盛な ろ、 鄭便局 あろ、 义旅 宿には 米屋 夫つ たや 等 あら。 

をの 越  ^  敷 原の 次は 斩 の繼 にて をへ 宮 腰に 作る、 木曾義 仲の 起ろ しは 是邊 ならと て、 義仲 
に關 する 傅說 多く おす。 驛の柬 端當越 城は 義 仲の 本 城と いふ、 極 口 兼 光 •今 井 兼 平の 
^ 邸址など傳ふるものあ ろ、驛 の 化山 吹橋の傍にむホの居クし所とであろ、をの下に 
^ 木 曾 川 の 深 潭 あ らピ ヶ 淵 と い ふ「木 曾路をるじが淵にまく木の葉上でくる 下 
でく る {」 とふい のは 此 巧な り。 され ど義 伸の 遺蹟を どは うづ {ィ 、加減に 見 


て をくべし。  ’ 

福 島  „  I  {呂 越の 次は 福 島 和な ぅ、 木 曾 第一の 都會 にて、 郡役所 庭 裁判所 •郵便局 御料 局 
支廳 •山が 學校等 あろ。 牲 昔は 木 曾 氏 裳 代の 館 地に て、 木 曾 巧 滅亡 後山が 氏 代官と を 
ろ、 後、 尾 張 侯に 屬し福 島の 關 門を 守れ § 。山が 巧の 館 址は川 向 ふに あろ、 今 郡役所 •小 
學校等 あ.， り。 和に 興禪寺 あろ、 萬 松 山と 稱 し、 臨濟宗 にて 嘉ま中 木 曾 信 道の 創建、 木 曾 
家に 關 する 古文書 •畫 像專 記の 類を 藏 す。 承應二 年の 鐘 銘に美 濃 惠那郡 木 曾 庄とあ 
ろて、 木曾川を がて 管轄を 異にせし 時の 證 なる もの あら。 興禪 寺の 傍に 長 福 寺 あろ、 
•龍 源 山と 號 し、 永 享二年 木曾豐 方の 創建と いふ、 お 利 代の 佛畫の 類を 多く 藏す 、古文 
棉 な關址  書は をし。 福 島 關址は 町の 東方の 入口に て 川の 左， 峰の 山に 接した る 所に あろ、 江戶 
時代に 於て 中 山道 第一の 關所 とず、 もと 妻 籠に あろし を、 元 和の 頃 よら この 地に 移 
し、 山が 巧の 預る 所と なる。 往來の 女人 南 器の 取締 嚴重 にて‘ 東海道の 箱 根 ふ 「切と 同 
樣の 取締を なしたら。 關 巧の 址は 今人 家と な 6 て、 往時の 女改の 狀沉は 知らん に 由 
御 藍  I なし •故老を 叩きて 當 時の 事情を 間く る、 ホ 面白 からん。 御岳 詣 はこの 地 よら 西に か 
I かれて 山に 分け入る をら、 これよ ろ 王 漉を 經て 頂上に 達する を 表 山と 稱 して、 約 十 
里餘 あろ •福 島よ ろ黑澤 を 一經て 頂上 じ 達ず るを 裏 *3 と稱 して •頂上まで 約 八 里餘あ 
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り、® 原 よら 福 島 で满韩 ^ ；!： !^ 麵 •人 福 島よ ろ 王 雛^で 駕籠に て f? 領 を黑澤 又は 
^ 王 雛 よ ク 强 力 案 _內 料 一 圆 乃 至 二 圓 を 要 し で 頂 上 に 登 る を 得 ベ し。之 れ よ ろ 絕 蟲 う 
I での 間には 風雨を 凌ぎ 宿泊に 充 つべき 小屋 掛 あろ、 山 甚だ 高さを なて 夏猶 寒冷を 
覺 ゆ、 木を 節 木 th の 御を さんは 夏で も 寒い、 が やちた や 足袋を をへ で 云々 とい ふは、 
I この 高山の なの 景色を り。 桃囑 爽快 言語に 絕 す。 福 島の 旅 舍は篇 屋隹屋 •岩屋 由 中 尾. 
益旧屋 .等 あろ。 氷 餅 漆器 宿 木 笠 等を 產 す。  . 

松  I  .1  1 禍 島の 次を 上松驛 となす、 驛に 入る 前半 里 許の 所に 横道の 遺跡ん めち 「かけは 
.  し」 と稱 して 人家 數戶 あろ、 岩 お 河 中に 離ら 氷 溜ろ て 淵を をし、 風景 甚だ 佳を ろ。 化 所 
I は 山、 川じ逼 6" て 通行 甚だ 闺 難な りしを、 慶を 元年 尾 州 侯 岩 巧を 橋 礎と し、 之に 木 橋 
を 架した ろ、 古は 鐵鑛 をな てせ しとい ふ。 所謂 木 曾， の橫道 卽も是 なろ、 上がが には 郵 
、  便 局 あろ、 最も 良が を產 す、 さか® •旧 政 等の 旅舍 あ、 ろ 上がよ ク四里 八 巧に て 駒を に 
-  登る を 得べ し. 山は 御岳よ ろは 低く 高さぶ 千 八 巧 尺 なれ ども、 所謂 S 十六 蜂 八 千な 
どの 奇景 多く、 义珍草 奇樹に 富む とい ふ。 

蝶覺巧  I  I  上 松の 南 八 W にして 寢覺 ホを ろ、 中 山道 第一の 奇勝と 稱 せらる、 木曾川の 急 
流兩 岸な ろ ホろ、 水 激して 奔溫 となろ、 又 溜ろ て 淵と なる。 道路は 川よ ら遙に 上方を 


通ぜ るを、 w て、 川を 俯 敵ず る こと^なる。 をの 贩下 ずる 場所は 臨 川 寺と いふ ホに て、 
{こ、 に 浦 島 太郞の 何とか あれ ど •信ずる 限に あらず、 又 この 風景の 贩下 料を 要す、 覺 
悟すべし 。往還に 越前屋 •旧 勢屋 あろ、 旅舍 にて この 地の 名物 義を 切を 鬻 r。 

I  I  一  上 松 よら 小 野髓を 左に 見て 須 原に 至る、 此 間に 立 町と いふ 人家 擲 比せる 所 
あり、 旅を 淸 水屋 あら。 須 原には 郵便局 あらて、 旅を 住ま 屋樓屋 あろ、 同村に 定勝寺 あ 
、り、 臨濟宗 じて 木 曾 親豐の 創建、 木 曾 家の 古文書、 义棘 書の 類を 藏 す。 又 天文 十八 年 木 
曾義 在の 寄進に か、 るを 梵鐘 あ 6。  • 

おお  - 巧 原の 次を 野尻驛 とす、 旅 舍木ぞ 加 納屋 あろ、 野 巧よ ろ S 留骄 に强く 間に 横 
川 あり、 この 所は な 時楼道 あらし 地 じて* 高峰 削 立し 急溫 激甚と なろ、 木 曾 第一の 難 
巧 じて、 德川 時代には 横 橋を 架し、 攸澤 橋. 橫川戶 橋な ど あらし こと 貝 原 翁の 岐蘇路 
記に 見 ゆ、 今は 山を 削ろ て 新道を 開繫 し、 平々 坦 々馬車 も 自由に 通じ、 往古の 觀 更に 
一】 忌 野妻髓  をし。 次を 一二 留野驛 とい ふ、 この 邊を讀 書が と稱 す、 郵便局 あろ、 旅 舍が屋 あろ。 次に 妻 
籠驛に 入る、 今 吾妻が とい ふ、 驛の 東に 妻 籠 城址 あろ、 天 お 十 年 木 曾 義昌の 築きし 所 
I なろ、 もと 慶長 •元 和の 頃 この 地 k 關巧 あろて 口留關 所と 稱せ しが、 もの 址は驛 よ. CN 
一 吼餘城 山の 方觸 野と いふ 地に あろ、 郵便局 あろ、 旅舍 が城屋 あら。 吾妻が よろ みれ、 
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關を經 て 太平 峰を 踰 え、 伊那 郡 飯 田 巧に 出 づる道 あり、 

^  是れホ 近年の 改修に て、 本道は 妻 籠よ ろ 一里 廿四 了 田 立を 過ぎ、 又 一里に て 出口 
じ まる。 

I 山道の 舊  一  中 山道の 舊 道は •妻 籠よ ろ 馬 籠 峰を 越え、 馬 籠に 出で、 之れ よら 美 濃國落 合に 
出で しを、 近年 妻 籠 よら 出口を 經て 木曾川に 沿； 5 て 落 合に 新道 開かれ、 馬 籠 峰を 踰 
'ゆるに 及ばず して、 甚だ 便利と をら、 落 合よ ろ 直に 中津 川に 出づ るを 得る に 至れ •ろ • 
中 津川驛 は 今 中央 西 線の 終顯 にて、 巧 車は、 ± 岐 巧の 遺蹟 ある ± 岐津 製陶を がて 盛 
をる 多 治 見 等を 經 てぶ 古屋じ 着すべし、 この間 約 己 時間 程。 

一  化 上の 如さ顺 序にて 鹽が よら 中 津川讀 での 山中を 通過し 得れ ど、 上古の 岐 
蘇路 はこの 路 にあらず して、 雜訪 よろ 伊那 郡に 入ろ 飯 旧に 出で、 これん ろ 御坂 越を 
踰 えて 美 濃路に 出で しもの なろ、 現今 平易なる 木 曾 出 道る 往古は 蓋し 一通なら ぬ 
^ 難路を ろしを 知る ぺ きなら。^ 明治 四十 年) 


歷ぉ 地理 上より 見ち る 「東海道 道中 膝 栗毛」 

東海道は 東西の 連鎖 じて、 古來 最も 重要なる 往還を ろ。 殊に 鎌倉時代な 後は、 東西 

I の 交通 一屬 頻繁と ならし 爲 め、 巧 要なる 通路と なろ、 更に 德川 時代に 入ろ ては、 帝都 

,  \ 

™ は 京都に ある も •政治の 中、 5 なる 幕府は 江戶 にあら、 相互の 交通 盛なる のみならず 

一 

i 江戶 へは 每年 諸侯の 參勤 交替 あら、 西方の 諸 大名は 皆 この 往還を 經 て、 江戶に 匙く 

I もの なれば、 海道は 頗る 殷娠を 極め、 織る が 如 さ 旅人 傳馬挺 夫 等陸續 し、 道路は 非常 

\ 

j をる 盛況を 見る に 至れ' 

へ 

畴 齡雜？  古來 東海道を 旅行して 組 行文を 撰み たるを の、 要 科： n 記 •十六夜 日記 •海道 記隶關 
か  I 祀巧等 頗る もの 數多 きも、 要するに 唯 表 近の 旅行 狀 化を 記した るに 止まろ、 細密を 

-る事 賞に 於て は、 筆 之 じな ぶ ものる きをな V、 是等 によ 6 ては 到底 道中の 委曲は 知 

一 

る 事を 得ず 甚だ 隔履搔 痒の 感 あな。 江戶 時代に 至りても、 初は 略 ぼ同樣 Q 類 じて •趣 
- 味の 多き ち 細の 事 實を錄 したる ものは、 甚だ 乏し かろし が、 中世な 後. 牛 民 义學の 勃 
輿す ると おに、 唯 上層の 旅行記の みに あらず して、 中流な 下の 人 ± の 紀行文を ども 

歷史 地理 上より ぶたる 東 J 海道 道中 膝 栗を  S 六 九 
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現 はれ、 一方 じは‘ 小說 戯曲の 盛に 社 貪に 歡迎 だら る、 とおに、 紙 行文 も單 純なる 表 
面の 記事の みに 止まらず して、 文筆. める 者は 道中記を 詳細に 記し、 漸次 趣が ある 祀 
巧 文と なろ、 更に 之を 潤飾して 小說を 作る 者 も 現は る、 に 至らたり。 をの 中に 最も 
趣味 深く して 世人に 最も 多く 讀 皆れ たる ものを、 十 返を 一 化の 粟 海道 道中 膝 栗毛 
となす。 この 蕾は 彌次郞 お衞壹 多 八と いふ 二人の 飄輕 なる 人物が、 東海道を 所謂 膝 
栗毛に て 日本 橋を 出 凝し、 途中 何等の 拘ホ せらる、 巧な く 思 ふ 皆、 に 身を 處 し、 を 
くを く 種々 の 喜劇を 演じ、 名 古 屋を經 て 伊勢に 入-^、 遂に 參宮 をを し、 更に 火 和 •京都 
を經てお阪じ至る讀で の道中記な り。^^ の喜劇なる殆ど架空の事に て、實 際 よ ら 遠 
かろ、 當 時！ 九と 典に 滞 稽小說 をな てを を 得 たるま 亭 S 馬の 浮世 風呂に 比して、 彼 
は寫實 におく、 これは 寧ろ 事な に 遠 かろた る 事 なれ ども、 輕妙 をる 筆法を なて、 頗る 
天眞 爛漫に 何等の 鴨る 所 もな く、 滞稽 をな て 人を 抱 •腹絕 倒せし いる 如く 記載 せら 
れ たら。 故 じ 字々 皆 躍 出して 趣味 頗る 深き を覺 ぇ、 蕾に 文學 上よぅ 見て 面白 梦 のみ 
じあらず 當 時の 海道 筋の 人情 威 俗盛理 •言語 等、 凡ての 方面よ ク觀 察して、 頗る 趣味 
多.30.書な ら始來 の. 祀巧义は多く上中流の人の手じ成ろしものに て、是等は唯鶴籠 
の 中よ ち 見た る 海道‘ 馬上よ ろ 見た る 道中が 態 等は 之を 詳 じする を 得る も、 下層 旅 


♦ 


人の 狀 態は 之れ が. 記載を 缺 けろ、 本書は もとよろ 架空の 談 多く、 唯 人を 抱 腹せ しむ 
^ る 喜 劇 じ 過 ぎ ざ る も、も の滞稽の因て來る根源を究いれ ば、德 川 中 お な 後 の を 通 狀.’ 

態を 知る に 屈 寛のを 踩 じて、 中にはな々 卑艘 なる 文字 ある も、 是れ この 戲曲 小說類 
™ に はなれざる 所に て、 义 一面よ クは當 時の 社會狀 態を 知る あ稱 となる るの なら。 さ 
れば 本書は 唯潛 稽か說 として 省み ざれば 則 も 止まむ， 進みて この 書に よろ て 諸種‘. 
I の 方面よ も硏究 する に 於て は、 我が 歷お 地理の 上よ ろる がが 料と なる 書なる を覺 

I ゆる. なり。 

^籍日 沃成  十返舍 一九は‘ 溜 稽ル說 家の 白眉な ろ、 もとは 麟曲 をる 作らし 人に て' をの 著作 甚. 

だ多& が、 この 膝 栗毛を なても が 中の 最 傑作と なす。 一九は 天徑 の滞稽 家に て、 普 逝 
の小說 家の 如く、 唯 筆を 廻し 强て 潛稽を 書く じあらず、 はた 落語家の 如く 溜 稽を唯 
口にず るの みならず。 渾身 皆祗稽 をな て 成立て る 人に て、 もの 滞稽 をな て輕 妙洒脫 
™ の 筆に、 旅行 狀 態を 寫 し^もの なれば、 をの 地方々々 の 風俗 •言語 •習惯 に 奇警の 着眼 
I を 加へ、 これ じ もの 得意と ずるな 歌を 蹄み V、 滕 栗毛の 奇書は 成らた るな ろ。 この 蕾 
i 来 海道の 外に •金 昆羅替 島 未 管 衙道臺 光寺 道韋萍 •鹽原 等の るの あれ ども、 萊 海道を 
なても の 最上と なす。 
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東海道 膝 栗毛は 五十 ー ニ驛を « みしに あらず 所謂 伊勢 參宮 のま はら 仕掛に て、 が 
™ 勢 よら 鈴 鹿を 踰 ぇて 近 江へ 出で ずして 參宮 し、 もれよ ろ 大和に 出で たる もの なれ 
ば、 まづ ホと して 江 都出發 よら 參宮聋 での 間の 事實 をと ろて‘ 歷史 地理 上よ ろ 如何 
なる 價値 あるかを 考 へんと ず。 

この 書の 大體の 筋は、 著者が 巧 編の 序に、 

鬼門 關外莫 道 遠、 五十ー ニ 驛是皇 州と いへ る 山を の 詩に 據て 、東海道を 五十 S 次と 
を めら るよ しを 聞ろ、 ホ 箱 根 八 里の 長持咱 ハには 猛き 宰領の ふを 和らげ、 巧に 雀の 
馬 ± 巧には 鬼 殺を® せし い。 是 をの 歌の 德利 、酒を や 謠の旅 あ、 都を さして 巧が け 
の歇賃 帳を 繰返し‘ 筆の 建 場に 雲 駕の息 杖を してる いやら やつと 書 編り たる 東 
海道 五十 S 次の 祀行 じ、 無 渦稽と 方言の 二割 增 、重荷に 僻言 夷 曲 歌、 もれが 中に る 
唯一 夜 雜の飯 盛、 巧 かけて 商 ふ 戀の銘 枕、 もの あらまし を {個 帳の、 帖 となした るは、 
空 尻の 穀無體 なる、 ほんの 離の 間屋 場る どき 云々、 

といへ るに て、 大略 もの 內をも 知る 事を 得る が、 更に 詳細に 入らて、 うづ 地理 上よ ろ 
I 見る じ、 この 二人の 劑輕 者は 日本 橋を 出發 して、 ng 川よ ろ 鈴 森 尖 森を 經 て、 六鄉 渡を 
渡ろ、 金 川 よら 程を を經 、品 野 坂を 踰 ぇて 戶 塚に 着し、 こ、 じ 一泊し、 次に 藤澤に 出で 


馬 入 川を 渡ら、 大磯 よら 嗚立澤 を 一 覽し酒 巧 川を 川 越に て 渡ろ、 ル 旧 原に 着して こ 
こに 巧な y. 水風呂 签の 底を 拔き は 緒 根の おだか 道を たど々 巧き、 湯 本 宿に 
至ろ、 山道を 登な て權 現より 賽 河原 御 關 所を 過ぎ、 九 巧を 下ろて 山中 建 場を 經 、伊豆 
旧 方 郎の合 國澤の 法 花 寺のと 面 堂 じ參詣 す。 これは 今 錦 田 村の 管內に 玉澤が あろ、 
こ、 に 妙法 華 寺と いふ 寺 あろ、 日蓮の 高弟 日昭の 開基な ろ、 法 花 寺と いへ るは この 
寺を 指す もの をるべく、 今は 玉 澤と稱 ずる も， もとは 火木 澤と稱 したる 地な り。 この 
書 合 國澤と あるは、 大木 澤の 事なる べし。 巧 の 山を 經て三 島に 入ろ、 こ、 に 宿し、 泥龜 
の 喜劇 あり、 胡 摩の 灰の 酒稽談 あり。^ 四が は S 島を 發 し、 沼津に 入道 千 本 松原を 過 
ぎ 原の 宿 じ 至り、 浮 島 原より 新旧の 蒲燒 をに ほ a、 元 ま 原の かしは 橋に 至る。 これは 
後の ま 原の 舊地 にて、 延寶八 年の 洪水に、 て 家屋 流失し、 天が 二 年後の 吉 原に 移りた 
るな ろ、 次に ま 原に 着し、 久澤の 善砸寺 (福 泉 寺の 誤) に 曾 我 兄弟の 墓に 詣 で、 (この 墓は 
後サ ーの 作物な ろ、 をん な 事は もとよら 彌次喜 多 御存じに あらず 富 ± 川の 渡 場を 渡 
ろ、 馬 ± 巧の 竹の 雀を 聞 さて、 蒲 原 宿に 一人ろ、 本陣に 大么の 著した る どさくさに 紛れ 
て 飯を 食 ひ、 この 地の 木賃宿に 宿し、 宿屋の 天井を 落した る 喜劇 あろ。 第五 日は 蒲 原 
を發 し、 由 比 宿を 過ぎ、 由 井川を 渡ら、 倉澤の 立場に おづ 。是 れ薩睡 峰の 坡 口なら。 兩人 
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は 峰を 踰 ぇたろ と 見 ゆ。 この 出は 往昔ょ ろ 越後の 親 不知の 如く、 海濱浪 際を 通過す 

I る 道る ありし も、 多くは 山道に ょ 6 しもの じて 東 麓倉澤 ょら 西 麓 洞が に 至る 玻道 
な‘ り。 明曆中 朝鮮 聘使來 朝の 時、 坂道を 改修せられ、 享和支 化の 頃は 猶 この 道に ょろ 
し 者な ろ。 現今は 海 汀を 官道 となし、 鐵 道る この 所を 通過せ るなら。 これょ ク苗モ 滞 • 
淸見關 を 雨中に 見て、 興 津驛に 出で、 江 尻を 經て 府中に 着して こ、 に 泊す。 第 六日は 
阿倍 川を 川 越に て 渡ろ、 丸 子 宿に とろ、 汁の 喧嚷を 見、 宇津山に 驚 細道を 訪 ひ、 大邦 
川 雨に ょつ て 止まらた るを なて、 遂に 岡 部に 泊す。 第よ 日 岡 部を 發 し、 朝比奈 川を 渡 
ろ、 八幡 鬼 島を 過ぎ、 白子 町に 至ろ、 をれ ょろ 鑑が淵 (觀音 堂の あるを なて 聞 ゆ) 平岛口 
田 中を 經 て、 藤 枝 {偕に 着し、 次に 瀬戶 川を 越を、 志 太が •瀬 戶を經 、島 田 輝に 至ろ、 爾次郞 
兵衛 侍に 擬し 、大 井川を 渡ら ふとして’ 問屋の 發見 する 所と なら-て 大 失敗を なし、 遂 
.に 蓮臺 渡に て 金を 宿に 慕し、 佐 夜中 山に 名のみ 殘れる 無 間 鐘を 訪 ひ、 日 坡驛じ 泊し 
て 巫女の 誰 語を 關 き、 煞 八日は 掛川驛 じ 出で、 馨旧 八幡宮を 過 r、 是れ宮 がの 己 等 巧 
^ 麻 知 神社な り。 鹽 井川を 越ぇて 座頭を 弄 义秋葉 山を 遙拜 して、 澤旧 •細 旧を 經 、袋 井 お 
I に 入る。 をれ ょり 見が {偕に 至ら、 天龍川を 渡ら、 江戶 .京都に 何れも 六十 巫なる 中 町を 
過ぎ、 載 梦樂師 新旧を 經て鑽 が 宿に 泊し、 彌次郞 兵、 衞福 梓を 見て 幽靈と 誤 まる。 第 九 


が 若林鄉 碁が ニッ 堂の ある 所) 襟 原 蓮 沼つ ぼ 井を 經 、舞 坡驛に 至ろ て、 今 切 渡海 上 一 

I 里の 乘合 船に 蛇の 一段 あり， 上陸して 荒 井關 所を 過ぎ、 白須 賀を經 、夕見 坂より 猿 馬 
場を 過ぎ、 一二 遠の 蝶なる 境 川を 渡ら、 二 川驛じ 着して 萊大 おがの 窟觀 音を 拜 し、 大ぅ 
も おを 踰 へて 吉田 宿に 至り、 御油 驛を經 て 赤 おに 着し、 こ、、 に 泊す。 今に 御油の 城 地- 
に 狐 屋敷と 稱 する 所 あら、 彌次  郞兵衞  狐の  出る  を  恐れて、 喜  多  八を 化物と  誤  嘆ら た 
ろと. いふは、 この 所なる べし。 所謂 往昔の 本 野原の 一部なる べし。 第 十日は 赤 坂を 發 
™ し、 羽 柴 •翁 木 等を 過ぎ、 山中を 經 て、 藤 川に 着す、 小豆 奴の 古戰 場を 過ぎ、 岡 江 ゆ ふぜん 
寺を 巧 こぇて、 火 平 川へ 出づと ある も、 遊 泉 寺は 術 平 村に ある 寺に て、 この 道筋 じか 
かる 寺な し、 大ホ 川を 渡ら V 岡 曠驛に 入る、 さすがに 德川 氏の 發祥地 なれば、 當時海 
I 道筋 こても、 殷娠を 極めた る 一 邑 なりし 狀見 ゆるなら' 岡 崎よ ろ 松葉 川を 越ぇ、 矢が 
I 橋ぶ 至ろ、 尾 崎 •今が 等ぴ 村々 を經 て' 池觸銳 をに 八ッ 橋の 故 地を 探ぅ、 今岡呀 阿野 ぜ 
I 落 合が を 過ぎ、 有 松に 絞を ひやかし '有名なる 笠 寺の 觀 音像を 拜 し、 戶部呀 山 崎ぜ仙 
人 塚を 過ぎて. 宵の 福 (熱 阳) に 至りて 治す。 齡 が^ 日は 宮 より 乘 船して 桑 名と 里 渡を 
i 渡り、 竹の 简の 喜劇 あろ、 海上 浪靜 じして 漸く 桑 名に 着す。 是 より 大福 ぜ 安永が を 過 
ぎ、 即屋 川を 渡り、 繩生村 •ル 向が を 過ぎ、 富 旧村の 建 場を 經 、羽 津が 八幡を 通過し、 とッ 
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家 あら 川を 渡な、 (一一 童 川り 事を るべ し 遂に 四日 市に 泊す 蘇 お 一一^は 濱空亦 踞を過 
I ぎ、 參宮 道と 東海道との 追み じ 達し、 兩 人は 參宮 道を とろ 神戶 建を 經て •雲津 じ 南^ 

I のが 曝 汁の 案內 によろ て、 十返舍 一九 先生と 自 稱し大 失敗の おきた る 一曲 あろ、 小 
山の 藥 帥を 過ぎ、 擲 旧を 經て山 田に 着し、 古市 妙 見 巧の 藤屋化 治す とい ふ 順な をろ。 
I  元來 本書は せ 子 和よ ク文 化の 間に 成らし* をれば、 維新 後の 東海道と 比較して 大 
が » 斬 革上體 にがて 其 通路に 差異を きが 如し、 或は 薩睡山 •佐 夜中 山の 如き 小 部 八 刀に 改修 せら 
れ たる 所 あつて， 本 蕾の 猶舊 道を 通過せ るは、 通路の 沿革 上 义參考 とを るるの なろ。 
j 加 之 地名の 沿革 あろて、 現今 本書 記載と 同様の 地名を 見ざる 如 さものを 二 S あク、 

'  是 等は 交通 線路の 硏究 上に 最も 參考 となる ものなる べし。 中には 耳學問 じて、 深く 
硏究 せし こと もを さを がて 誤謬と 思は る、 ものる 少なからず 是 等を 醉 酌し、 交通 
線路 も 多少の 參考じ 資する 所 あら。 

I 漢挪徊 《  本書は 半ば 小說 なれ 5 ろ 夏の 上より 屋 sf 知る じ S? ろ. 當時 
海道の 狀況を 見る じ、 惡漢牲 ぐ 路上を 徘徊して、 頻じ 旅人を 苦 皆し め 或は 旅客の 荷 
物を 奪； 5、 酒 錢を强 請し、 甚 しきに まろて は 闡爭を 挑み、 傳 舍に亂 入し. か 器を 破毁 し' 
金 錢を强 奪す、 殊にが 謂 胡 摩の 灰 •雲助の 類 最も 旅人を 權 ましむ るを のをろ 含。 爾次 


喜 多り 旅行 もとょら 飄然た る 責化も 義務 もな き 旅行に て、 是 等の 艱 をも艱 とせ ざ 

I る もの なれば’ をの 害を 受けし こと も少 きが 如 含 も、 猶 ほこの 難に 罹らし ことを 記 
載せら、 S 島 宿に て ご 咬の 灰の 難に 癖ろ たる こと、 伊勢の 追 八 刀に て こんぴらに 鶴 頭 
を 食 はれた る 如き. もの 一例なら とず。 この 惡漢の 横行に つき、 享保 中に 道中 奉行が 
胡 摩 灰を 補 縛せ しめし こと、 寶曆 中には 惡 漢を隱 匿す る 者を 重罪に 處せ しむる こ 
とを 令せ しも、 海道 筋は 維新 今で 依然として この 弊を 絕つ 能は ざろ しが 如し。 

然れ ども この 兩人も 常に 失敗を 重ぬ る も •到る 處に惡 織を 演じ、 風呂の 底 拔き泥 
龜の這 出しの 如き 之を 恕 すべき も、 或は 座頭に 臟れ 、或は 旅 宿に 婦人を 弄ばん とす 
j るが 如き. 當 時の 下層 旅客 一般 狀態 ならん も、 此の 如 旨 旅客は 一般に 甚 しき 不安の 
I 念を 起さし めしものと いふべ し。 

宿 驛の狀 態 W  宿驛に 於け る狀 態は、 今を まる 漸くな 餘年 前の 事 なれば、 今に 東海道のを. 驛を訪 
へば. ぉ i  5 は甚」 喜 違な く、 當 時の 基を 追想」？ ミ ぉるな"。 大 ぶの 
旅 宿たち し 本陣る、 今は 大槪 滅びて 其 跡を 絕 もしも、 猶殘れ る もの も あろ、 故老 も 生 
I ちして 其狀 態を 聞く と 得る が、 本書 じ も 其 大名 到 著の 時の 混雜を 叙し で、 蒲 原 宿に 
喜 多 八が 雜 をの 間に 紛れて 食事を なした る 如き、 其 一 班を 察知し 得べ し。 普通の 旅 
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館 じ 於ても、 大體 現今と 異る 巧を きも •設備の 不完查 なる 狀を 知る を 得べ し。 殊に 下 

—曆の 木賃宿のを 樣 最もよ く 知られ、 蒲 原 宿順禮 合宿の 如き、 よくを の 狀を寫 したろ。 

海道 中 じて 最も 困難なる は、 越されぬ 大 井川 じて、 本 蕾に も 降雨の 爲に 大名 等の 
島 田 •藤 技の 間に 宿泊せ るを がて、 兩 人は 岡 部に 宿^し こと •翌日 御狀箱 わたろ、 一番 
越濟 みて、 漸次 大 ぶよう 渡る こと 等を 記したら。 义 武 ± は 素 W 人と 異ク 、川 越に も 勢 
力を 有せる をな て、 兩 人は 武 ± に裝 a、 問屋に か、 りて 人足を 徵發 せんとして .•失敗 
したる 如き、 川 越 苦難の 狀 はこれ を 0 つても 知らるべし。 义鑛 河の 脚 倍 川を 越 f 時 
雨 じて 水が 窩 しと 稱 して、 肩 革 一人前 六十 四 文と 酒手 十六 文づ 取ら > 越す 時は 深 
き 所を 渡し. 歸途は 淺漸を 渡ろ 歸れ うとい ふ 如き、 川 越 人夫の 狡 婿なる 狀を 見る ベ 
し。 桑 么と里 渡には、 旅客は 皆 便所の 設備な &じ闺 る こと あろ、 荒 井 渡には 渡船の 狀 
辄を 記して、 來 なの 貴賤 絕間 なく か 場へ 急 r 旅人は、 足る 空に 出船を 呼ぶ 聲 じつれ 
ては しろ、 問屋へ か、 る、 宰領は 口 やか 咬し く、 諫 役を ふる V 馬 さし じついての，^ し 
る、 はたご やのは かま ごし、 よこ. もよ じ まげて まろ、 茶屋の 女の 前垂、 筋 か； 3 に 引ずつ 
てと ぶ、 長 持 人足 横にた つてうた ひ、 馬 ± うしろを 向 含て； 3 よ r らな がら 行く とい 
へる、 もの 渡船 旗の が 祝寫し 得て 詳 かなり。 其 他 宿 引功鄕 ，•から 坑猜馬 •問屋 等のを 樣 


所々 じ 散見して、 さながら 海道の 狀规手 じ 取る が 如く 見る を 得るな ろ。 第 s 篇の初 
I じ、 ぶじし を ふ 遠江灘 、浪平 かに 街道の 並 松、 枝を 鳴らさず 挂 ホの 旅人 互に 道を 讓 合、 
.泰平を 嗔 ふつ' くら 馬の 小 室 節 ゆたか じ、 宿瘍 人足 其 町 場を 爭はぞ 雲助 歇賃を ゆす 
ら ずして 富 人 自ら 獨 行し、 女 同 ± の 道 連、 ぬけ 參 ろの 童 違で、 盜贼 かどは かしの 愁に 
あはず か、 る， あらが たき 御代と て、 乘西じ 遊 巧す る 雲水の 樂 み、 ぇ もい はれず とい 
\  へる は垂 くを の 反對を 記せる ものと 知るべきな 6。 

海道 筋 一般の 地理 及び 宿場 •旅 宿 •雲® 人足 等の、 本書に 現 はれた るは 前述の 如し。 
是 等は 一营に 交通 風俗の 一 班 ょら 見て、 碑 益 多き のみならず、 當 時の 社 會の狀 化を 詳 
かにし 得て、 單に 海道 筋の みなら ぞ當 時代の. 一般の 風俗 火 槪をも 想像し 得らる \、 
酿 If の 放 軒 I 所な り、 をの 他言 語に 於ても、 驛 々の 值言方 語は、 出來 得る 限りを の 地 乃々々 特色の 
言語を 用む て 之を 寫 したる をな て、 言語 方言の 硏 兜に 於て' 最も お 益なる ものな， 9。 
み 地の 夕物  最後に 海道の 諸驛 じて、 旅人の 爲 めじ 鬻 r 名產么 物の 類 じて. この 蕾に 見 ゆる も 
I の 多し。 是 等は 义 ちの 地方の 物產を 知る を 得て、 歷あ 地理 上物 產の調 恋に、 玻も好 都 
i 八 口なる 材料を 與 ふるものなら。 小 旧 原の 梅漬 とういら うと あら、 ういら うは 摩 頂な 
と稱 して、 外郎の 唐音に て、 外郎は 員外 郞の 略、 唐の 官名な り、 支那 人我 邦に 歸 化し、 小 
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な 本 交通た 論  Ill 八 0 
旧 原化條 巧の 時 この 所に 來クて 開業す、 今る 猶頻 に販賣 しつつ あろて、 淸ム 丹の 如 
I き 類な り。 然るに 畿內 地方に て、 ういら うと 稱 ずる 餅 あろ、 これはると 黑 砂糖に て 製 
I し、 黑 色な ろしに よら、 ちの 色 透 頂 香の 色と 似を るを なて、 この 餅‘ にう いらう の 名を 
I 付す るに まろた るな ろと いふ。 江戶 時代には 弘く 行商 法に よろ て販賣 せし ものに 
I  , て. •本書 木 曾 道中の 部には、 もり 巧なる 廣 吿を揭 載せり、 彌次 郞兵衞 がか、 る紛 はし 
さ夕 をる より、 「ういら うを 餅 かとう 脅く だまされ てこは 藥ぢ やと 苦い 顏 する」 とい 
™ ふは をく 是れを 誤-^ たるな 咬。 次に 箱 根の が 明、 なび 名物 挽 もの 細工 あら、 挽 物は、 化 
條 巧の 頃より ありし ものに て、 今に 和を 接して 著ぶ の物產 たり。 緒 根に ては 义體賣 
あろ、 山椒な の產 する ことは' ホ來 有名な ろ、 富 ± の循 野原と 吉 原との 間なる 新田の 
建 場は、 鑛蒲燒 を、 W て 著名な ろ。 駿河薩 睡畴の 麓なる 倉澤の 立場 段， 跑 •礫螺 のぶ 產あ 
ら .もの 地の 風景の 絕 佳なる とおに 頗る 美げ なろ とい ふ。 鞠モ のとろ、 汁、 宇津山の 
十簡モ あら •十 國モ は室咕 時代よ ク のぶ 物に て、 宗長 手記に も 見を、 一個 づ^の 團子 
を 一連と したる 義 にて、 古來 著ぶな •る 名產 ならしが、 今は 圣 く廢絕 せろ、 大 井川の 東 
^ 方じ瀬戶村あろ‘この所又染飯の名物に て、膝 栗 毛 じ夸 さもの 、名にあふせとの么 
物は さて こを 米 ももめ かじして」 とあク 、これは 强 飯を 山扼モ にて 染め、 もれを 摺ク 


ぶし、 小判形に 薄く 干乾した る ものと あろ、 遙相 法師の 俳諧 記に 「山吹の 花の 染飯食 
- しれと いへ ど 答へ ず くもなし にして」 と あり。 佐 夜中 山の 名 產锦の 餅、 水餘を 白き 餅 
^ に るみた る もの、 是も 著名を る ものな なしが 今は 餘 のみを 產し 堀內驛 にて が賣 
^ せ ら。濱が も名物、馨預あり、荒井 の 名物蒲燒、互 河 一一 川 の 强飯あク。ま 巧御油 の 間に大 
雲寺禾 明} の體酒 あろ. 寺 前の 茶屋の 名物と いふ。 赤坡藤 川の 間 山中 里には 麻の 編 袋 
^ 早繩あら、义池麵»驛の前に今がの建場あり、こ 、 の么物は妙糖餅なク姐麵鮑鳴海 

i の 間 今 岡が にいる かは とい ふ麵 類の ぶ 物 あろ、 を 松の 鳴 海 絞の 么產 あら。 が 勢に 乂 
らて桑 名の 燒赔 、追 八 刀の 優 頭 等 あり、 何れる 著ぶな るるのに て、 お 海道の ぶ產 名物と 
して 旅情を 慰藉す る ものに て、 歷史 地理 上海 道筋 物 產の硏 究の資 となる るの なり。 

之を 要するに、 本書は 唯潛 稽文學 の至寶 たるの みならず 歷あ上 地理 上 風俗 言語 
等 諸種の 方面の 硏究 にかて、 有益なる 材料と なり、 知らず 識らず 抱腹絕 倒の 間に、 こ 
の 時代の 社會 を髮髮 として 浮ぶ るを 得、 自ら 草堪を 穿ちて 海道 筋を 旅 巧し、 惡漢の 
横行る 盜 賊の亂 行を も 物ともせず 唯 太平を 龍 歌して 飄然た る 旅 巧を なす 狀 、歷々 
^ 文 中 に 躍 出 し て、を の 時 代 の 社 會 交 通 地 理 を 硏 究 ず る 上 じ 於 て、參 考 に 資 ず る こ と 
多々 なク とい ふべ し。 (明治 四十 二年^ 
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と 近 江 


歷 史上にが 
ける 近 江の 
位置 


近 江の 闕 は、 ホ 來を通 上から も、 軍事上から も' はたな 治 上から る 重要を る國 であ 
る。 畿內 から 東 寧 東み 化 陸の 一二 道に 魅く 要衝の 地で ある、 火 和 じが 都の あつた 時 も’ 
出城に あつた 時代に も. 帝 郡とは 常に 所謂 唇齒輒 車の 關 係で、 中央の 治 亂興廢 には 
必ず 影響を 被る 國 である。 地勢から 考へ てる 化國は 本州の 中央に 當 つて' 琵琶湖を 
中 也と して、 一面は 化 日本の 敦賀 方面に、 一面は 濃 勢の 界 をな で 伊勢 海に、 一面は 淀 
川を なて 大阪灣 じ 連なろ、 天然に 於て 三 道 じか 岐 する 形勢を をし、 查 國の樞 軸で あ 
る。 國の 周圃は 山を なて 圍繞 せられた る 別天地で、 要 蕾に 富みた る 所で あれば、 却て 
U 城 •大和の 地よ ろる 皇 都を 置く じは 寧ろ 適當の 地で ある。 山城 •大和は 西方に 向つ 
ては 重要の 地では あるが、 粟國に 向つ ては 稍 遠き の感が ある。 然し 西方は 文との 淵 
源で ある 外國 との 交渉る ある。 夫 等の 關係 上から 西方は 衷國 よろ は、 よろ 重要の 地 
と 認められ てあつを ので、 爲じ 帝都の 地と しては 寧ろ 山城 •大和を 撰ばれた ので あ 
る。 殊じ歷 お的發 達の 上から も、 この 兩國の 間を 離れる 事は 出來 ない 關漆 をので あ 


る。 併し 景行 天皇の 時に 東 化 方 厨に 發展 せられた 結果は、 志 幫高义 穗宮の 創設が あ 
ら 、天智 天皇の 大津宫 遷都 も顿 陪比羅 夫の 東北 征伐な どに て、 皇 化が 肅愼 地方に も 
及び、 朝 姪が 西方 朝鮮半島との 關 係を 絕气柬 國經營 じ 力を 用 ひられん とした 結果 
である。 卽も 東國控 測の 必要 上 新 都を この 國に關 かれた ので ある。 されば、 其の後、 藤 
原宮 又は 奈良 をに 都を 定められた にしても、 此國は 捨て^置く 譯 じは 行かぬ、 最も 
重要視せられ たので ある。 是に 於て か 一二 關の 必要が 起つ た、 卽も 兵事 上に 於て、 を 通 
上に 於て、 殊に 重 嬰の 地と 認められの。 就中 天武 天皇は 壬 中の 亂の 戰況を 見て、 一層 
此の 闕を重 嬰の 地と 認められ たじ お 違は な 

抑も關 所と いふ ものは、 後には 單に往 ホの 人を 取締ら、 或は 通巧稅 を徵收 ずる 目 
的 じの み 設けら る、 じ 至つ たので あるが、 我 邦に 於け る 元 ホの 愈義は •寧ろ 軍事上 
の 意味を るつ てを るので、 單に 重門擊 がな 待 暴 客と いふ 支那の 古い 所に ある 意げ 
ょ 遙 か に 廣 い の で あ る。神 巧 皇 后 擇政 の 時、忍 熊王の亂じ關を針閒と吉備との界 
に 設けて 之を 禦が しめた、 之を 和 氣關と あると 傳 へて をる のる’ ホ 承 和 二 年 十二月 
S 日の 太 政官符 じ、 陸 奧國の 解を 引いて 舊 記を 檢す るに、 白 河 •勿 來兩關 は 剔を 置き 
y な來千 四百 餘歲と ある。 これは 正に 履 中 天皇の 時で あるが、 是等も 暇 夷の 爲じ置 
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時代 


鈴鹿關 


いたので、 古くは まとして 軍事上の 目的を がて 設けられ たるので ある。 學德 天皇の 
大化 改新の 時に 畿內 に關 塞を 置き、 關 には 鈴 契を 給 ふと あるのは、 其を 質ょ 明かで 
ない が、 やは ろ 軍事上の 意味を 多くを してを つた もので あらう。 

大寶 なに 一二 關と いふ 事が 見えて をる。 義 解に 註して、 伊勢 鈴 鹿 •美 濃す 破 庭前 愛發 
として ある。 これで 見れば、 先 づ奈良 朝 時代の S 關な るるのは、 をの S 所と 化 はれる 
が. この 一二 關は 凡を 何時頃から 始まつ たるので、 如何なる 性質で、 何時頃までを 巧し 
てを つた か、 又 巧江國 とは どんを 關 係が あるかを 少しく 叙べ て 見ょ 

う  と 思 ふ。 大化 

改新の 時 旣じ關 塞 •關 鈴の 事る 見え たれば’ 畿 內の國 境を 守護す る爲 じ、 關 所は 巧々 
じ 置かれて あつたる のと 思 ふが、 殊に これが 發 達した のは、 天智 天皇 大津 京の 頃で 
は あるまい かと 思 ふ。 夫 等 じついて は、 何等 あ 册の徵 すべきる のはない が' 大津宮 の 
頃は 東國に 向つ て發展 上に る •ホ 四周 山を なて 圍ら せる 近 江國の 性質と I 心ても' 其 
國內 じ萄が あると いふ 顯 から 考 へても‘ どうる この頃から 設けられ たるので あら 
うと 思 はれる。 旣に壬 申の 亂の 時に、 大海 人皇 子が 大山を 越えて、 伊勢 鈴 鹿に 至られ、 
刀 曲の 阪 下に 日暮れて、 暫く 輿を 留めて 息んで をら れ しじ 雨が 降ろ. 出した ので、 駕 
に從ク てを る 者 等は 寒に 堪 へず、 一二 重 郡 家 じ 到る じ 及んで、 屋 一間を 焚いて 寒を 溫 


不破關 


愛發關 


め しめられた、 をの 夜半に 鈴 鹿の 關司 使を 遣して 奏 言し、 山 部" 手 巧 川ノ王 並に ホ歸せ 
られ たので 關に 置き 奉つ た、 然るに これを ょく 調べる と 山 部 王を 川ち でな くして、 
大津 皇子で あつたと い. ふ 事が ある。 この 所に 鈴 鹿關の 事が 見ぇる、 而も 前から あつ 
たやうな 趣が ある 銘鹿 山道と 申す のは、 化 頃は 江戶 時代に 通過した 彼の ± 叫扳下 
間の 山隘 でなくて、 伊賀から 伊勢に 出る 加 太の 山隘 である、 卽ら 大和から 伊賀へ 出 
てが 勢に 入る 要路で ある。 されば をの 當 時の 關 所は、 正に 加 太 越の 東方 卽も 今の 關 
时 附近に あつたる の、 である、 ± み阪 下の 道は 平を 朝な 後に 行 はれる やうに なつた 
ものである 去た 濃 江の 界 たる 不 破の 道は、 壬 申の 亂に 大海 人皇 モ不破 宮に居 まし、 
大津 京を ない るに 最も 要路と なつて をる、 されば 旣じ關 塞 も あつたら うと 思 はれ 
るが、 國 おには 所見がない、 却て 一代 要 記に モ申亂 の あつた 翌年、 卽 も、 白 鳳 元年に 不 
破關を 置く とい ふ 事が 見ぇて をる、 併し この 關の 設置は 今少しく 早い事で、 化 時に 
關 所の おが 完備した のでは ある 寺い か。 越 前 愛 發關に 於て は、 更に 設置の 時を 詳か 
にせぬ、 併し やは-^ 火津 京の 頃に 其 形は をし V むた もみで あらう。 一代 要 記で みる 
と、 天武 天皇の 白 鳳と 年に 始めて 關 巧を 置く とい ふ 事が ある。 其 頃には 鈴廳ネ 破は 
固ょ 女、 愛發關 る完查 となつ たもので あらう と 思 ふ。 因つ て 一二 關は大 化 改新 後間る 
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なく 其 形が 現 はれ、 大津 曾の 時硝備 はろ、 天武 天皇の 時に 完備した ものと 思 はれる。 
^  今 近 江 岡と 兰關 との 關 係を 見る 化. 何れる 近江國 を圍繞 する 山嶽の 外側 じある 
I ので ある、 江戶 時代の 館 根 離の 如く 山陰の 中央に 置いて、 往來の 人を 取締る とい ふ 
だけの 性質の ものとは 違つ V、 喻 嬰を 背に し、 まとして 外敵に 對 する 防備と いふ 性 
關の 役務  質を 帶 びて をる。 もれは 大寶 令に る關の 事は 關巧 令、 に 見ぇて をる が •これは 普通の 
關 所に ついての 規を で、 S 關 はこの 役目な 上に 軍事上の 意味を 備へ てを るので、 軍 
防 令に 見ぇて をる。 所謂 境界の 上に 臨時に 關を 置いて 守 固す る 時は、 兵 ± を 置 配し、 
八刀番 して 上下せ よ、 而 して S 關 には 誠 吹 軍器を 設け’ 國 司分當 してを 固せ よと ある。 
I ちの 役目の 範圍 が、 平生よ ろる 旣 によら 大で あつ 事が々 る。 されば 大津 京の 時、 京都 
を 守備ず る爲じ 外敵に 對 する 爲 に、 この 三關が 設けられ、 一朝 有 時の 日の 爲に備 へ 
I たので ある、 外敵の みならず 京都で 事が あら、 謀叛 人な どの 出た 場合は、 直に この 所 
I を 固む る 方法を おつて をる、 卽も內 からで も. 外からで も、 京都に とクて 軍事上 交通 
上 政治 上 非常な 必要な 所で ある、 故にが 王 御不豫 父は 崩御の 際、 謀叛 入發覺 せし 時、 
一 其 外 天下に 事 あら ば 之を 固める ので ある (養老 五 年 元 明 上皇 崩御の 時固關 せし を 
始めと す) この 習 慨は爾 ホ 永く 殘 つて、 一二 關停廢 せられて 後に も、 讓位 •崩御 等の 大事 


じは、 朝廷から 固關 使が 出て •關 を馨圃 する ことにな つてを つた。 

か、'' る 目的 登一 關 が、 大津 京の 時は 無論 あつて 然るべきで ずが、 藤 原 京と なつ V 
(  j も 平城京と なつても、 なほ 保存せられ てあつた。 をれ は 脅 づ天武 天皇の 時は、 鈴鹿ネ 
配關と M 棘  破が 非常な 要 蕾に なつた から、 なほ 必 嬰と 認めた 譯る あらぅ し、 又 當時奈 良 朝 時代 
を 通じて 暇 夷の 叛 する こと 多く、 東化猶 なて 靜 かならぬ を樣 であるから、 やは ろ 平 
城 京の 防 障と しても 必要を 感じた に 相違ない。 义 一には 大寶 令の 法令を 飽く 音で 
I 遵守して 如 通りに 實 巧して ゐ たとい ふ 理由る あるで あらぅ ども かく も 近 江國は 
かくの 如く 重要視 せられた 國で 、来 海隶山 •化 陸 S 道の 要衝と して 重んぜられた 譯 
である。 三關其 物は 何れも 國外 にある 譯 なれ ども、 をく この 國に對 しての 防 障に 外 
ならない ので、 この 國へ 入ら 込 脅れ たなら ば、 が 都は 卽 らおい ので、 山城は 無論の 事、 
'  ^ 大和る甚だ危い地位に立つのであ る。も れ は も の な 後 の 歷 お が 明 か に ち れ を 證 據 
I 立て、 をる。 美濃不 破に 於て 破れた 京都 軍は、 必ず 宇治 •勢 多で も 破れる、 不 破で 勝つ 
I た 京都 軍は 必ず 戰が 成功ず ると いふ 如く、 卽ナ っ不破 •愛發 •鈴 鹿の 一二 地は 實じ 畿內の 
.  1 咽模 である、 近江國 はこの 顺 喉を. 引受けて 居る 闕 である、 もの 歷お上 重要視 せらる 
る國 なる 事は 是を なても 明かで ある。 なじ S 關と 近江國 とは 其關係 密接で、 この 後 
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の戰 でも 多く この S 關の 口の 邊で 巧は る、 事が 多い のが 倚よ ろの 證據 である。 

奈良朝 時代は、 S 關は皆 堂々 と存 がして、 大寶 令の 制度に よつ て 城門を 設け •兵 ± 
を 置き 一朝 有事の 時の 備 として あつた 銘鹿 •愛 潑は今 明かに 關 所の あつた 地熱を 
示す ことが 出來 ぬが、 不破關 はま づ大體 は 分つ て、 常時 使用した と 思 はれる 布目ち 
が發 見せられて、 もれに よつ て大體 規模る 想像す る 事が 出來 る。 义寶龜 十一 年 六月 
十六 日に、 鈴 鹿 關西內 城の 太鼓 鳴ろ、 天應 元年 一二 月 十六 日に 西 中 城 巧の 太鼓 鳴ろ、 同 
年 五月 鈴 鹿 城 並に 守 屋四間 鳴動したら などの 事 あるに よつ て、 其 結構の 壯大 であ 
つた 模樣る 知る ことが 出來 る。 されば 江戶 時代の 如き 小さい もので なくして 、堂々 
たる 一大 城門で、 丘 ハ ± の强 屯す る 場所な どる 備 はつて 居つ たもの らしく 思 はれる。 
是 等の 點 から 考 へても. 巧關 所の あつ 死地 顯 は， 不破關 は 分つ てを るから、 これから 
大略 地勢を る 推 及して、 愛 發關は 貪 づと里 半 越の 追分が 附近に 求め、 鈴 鹿 關は近 江 
よ 少加太 山 儘との 合獻の 今の 關和 附近に •求めたい ので ある。 當 時大關 たる 白 川 關. 

菊多關 等、 皆 これ 同様の 地勢の 地で、 後 化の 關 所とは 遙じ 趣を 異にず るるの たる 事 

え’ 

を 知つ て、 三 關の價 値 近江國 との 關等も 知るべき である。 

然るに、 桓武 天皇の 御代と をつ てからは 般 夷る だん  <  鎭 をし、 外敵に 對 して 備 


ふる 必要 もな く、 京 部 もょ く 洽耸ク て 巧 部の、 む 配 も なくなつ たのて 延曆八 年と 月 
™ じ 伊勢 案 濃. 越 前 等の 國じ剌 して、 關を 置く 設 はもと 非常に 備 へんが 爲 .めな ろ、 今 正 
111 關の停 廢朔の 施ず 巧區ぞ 外な し、 徒に 關險を 設けて 防禦を 用 ふること 勿れ、 遂に 中外を して 
隔絕 せしめ、 旣に 利を 通ず るの 便を 矢 ふ、 公私 往來 して 每に 稽留の 苦を 致す、 時勢に 

I 益を くして 民 憂に 切なる こと あり、 思 ふに 前 弊を 革め てな て變 通を 適せし めん、 宜 
しく 其 S 國の關 は 一切 停廢 して、 有する 所の 兵器 粮雜 は國府 に運收 して 自 外の 館 
> は 便 部に 移 建ず べしと 令 ぜられ た。 もれで S 關は 查く廢 せられた ことで ある。 化 
し 其 後間るな く 都を 平安に 奠 めら れ たので、 もの 頃 史に近 江の 逢坂に 關を 置いて、 
皇 城の 關 門と なし 巧 備にせられ ク るのと 見える、 併し をれ も 不必要と 認められた 
か、 同 十四 年閨と 月に 逢坂 剔を 廢 すと 見えて をる。 逢 あ關の 創設は、 日本 後 祀も闕 け 
て 居る 所が あるので、 國 史上に も 明で をい が >  日本 祀 略に をの 廢 した 事が 見えて を 
るから、 もの 創設 せられた 事 も あるべ さで ある、 且つ これは 平城京の 時には あるべ 
き 事で なく、 どぅしてる 長 岡 京な 後の 事と 党なければ ならぬ、 殊に 延曆八 年に S 關 
停廢の 事が あれば •其の 終の 事 _ であらぅ と 思は るれば， 其を 巧して ゐた 年限は 至つ 
て 僅かなる 間と 思 はれる。 もの 後、 やは ろ 事 あれば 故 關の警 固が ある、 關 屋は廢 せら 
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れて もやは う 其 所へ 巧つ て、 儀式 的に でも 警 固を する 僧 例と なつて をつ た。 大同 元 
I 年 S 月桓武 天皇が 崩御せられ たので、 使を 遣し V 伊勢 •美 濃 庭前 S 國 の故關 を固夺 
固 關酱固  ^ せ し い る こ と あ ク、こ れはやはり昔の己關の復活であ る、化 し關屋は昔南|ろには殘 
つてむな かつた であらう 。然るに 弘仁 元年 九月 遷都の 說 あり-人 ム動搖 せし 爲 め、 伊 
勢 •近 江 •美 濃の 故 關を鎭 めしいと いふ ことがある、 これで 見る と 越 前の 代ろ じ 近、 江 
が 這 入つ てを る、 卽 ら愛發 が一ぬ けて 逢坂が 再現した ので あらう。 蓋しる はや 固關は 
或點 までは 吿 朔の飽 羊で、 事 ある 時には 舊 例に 據 つて 故關の 固守を せしめた ので、 
愛發は 遠方で ある 爲め 之を 逢 おに 代へ て 一二 關の 名を 止めた ので あらう と 思 ふ。 こ 
の 頃 じな つては Mil 關の 必要は 殆んど 認められを くを つて、 唯固關 使が 岀 るので、 儀 
式 的に 之を 實 巧して むた のに 過ぎを かつた やうで ある。 もの 後の S 關と いふのは 
常に 不破 •鈴 鹿 •逢 選 愛發を やめて) と數 へる やうに なつた、 名目 紗 にる この 一二 關を數 
へて をる ので、 後 寺で これは 變ら ない。  • 

この S 關 とは 別の ものであるが、 文德 天皇 天 巧 元年 四月に 始めて 逢坂 夫 お寵華 
等 S 處の願 刻を 置き 闕司 健兒 等に 命じて 之を 鎭守 せし 〇 と ある。 更に 唯 相 坂是ホ 
昔 之舊關 化、 時屬， ，聖運 _ァ 間， 門 鍵甫入 無， 禁云 をと ある、 時聖 運に 屬 すれば、 巧 鍵を 嬰せ 
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逢 城 離 


ない とい ふ譯 である、 併し 國司 健兒 等に 命じて 么を鎭 めしいと いへ ば、 單 にな ホの 

^ 取締のみでな い、多少軍事的の意味を含，^でをる、大ぞ龍華は勢多川を下つ てぞ治 

へ 

- 方面へ 出る 所の 關所 である、 つ 違^ 逢坂と 共に 京都に 向つ ての 防備に 置かれた も 
邱臉朝 後の™ のと 見ぇる。 設備 も 昔の 一二 關 とは 異 つて、 小规模 のる のとな つたよう である。 これよ 
I  6 後關 所の 事は 史上に 傅 はらない ので、 明かに する 事は 出來 ぬが 案な 朝 時代の S 
關は查 く停廢 せられ。 唯 故關の 名を 止め、 固關 使が 立つ 化で、 (これる 後には 名義の み 
じな つたで あらう) 關屋は g 光の 漏る、 ばか， りに 荒れ果て \ 所謂 名高い 不 破の 關 
屋の板 庇は、 鈴 鹿の 扳庇 (愛發 は 有名な 人の 通行が 少ない ので、 物に 殘 つてむな い) と 
共に、 永く 涙る ろ さ 詩憾を 興さし め、 所謂 征人 をして 馬を 理 めしめ、 巧 客を して 襟を 
I 潤は しむる とい ふやうな もの じな つたので ある。 平安朝から 鎌倉時代の 祀行义 や 
歌集な どじは 盛んに 不 破の お 庇の 事が 記されて ある。 鈴 鹿は が 都が 平を 京と なつ 
^ た と 典 じ、加 太 山 隘 よ ，0 る 後 の 巧 謂 主 山坂 下 方 而 の 鈴 鹿 越 を す る や う じ な つ て、所 
謂 今昔 物語に 恣賊の 出た ことの 見ぇて をる のる この 方 風と 思 はれる、 鈴 鹿の 關屋 
一の 荒れて 形のを ほ 殘れる ことは、 夫 木 妙に ある 鴨 長 明の 歌な どじ 殘 つて ある。 
i 鈔 然し 鎌倉時代な 後、 時々 是 等の 關 所は 再興せられ た。 不破關 同じ 所で あらう が、 
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鈴 鹿み 愛踞は 位置が 變 つてを るで あらぅ。 卽ち 意味る をく 變ク たるの が、 時々 現は 
W れて ある。 もれは をく の 往來の 取締と 征錢 を徵收 する 目的と である。 王朝 時代の ホ 
I から 小關 がを 厮じ 設けられ、 從來 の闕の やぅに 警 固を まとせ ずして 通行 兢 をなる 
のが ま 意に なつた。 支那の 古い 制度では 征錢は 本來の 目的では ない といつ てを る 
•  から、 關錢の 事は 早くから 行 はれた もので あらぅ 我が 邦では うづ 化 頃が 初で あら 
ぅ。 朝 權が衰 へて 闕 庫の 財政 窮乏の 時に、 臨時の 入用の 爲に 征錢を 化て 補 はれた 事 
が ある。 社寺の 造營 がな どに、 頻じ 關錢を 2 て 之に 充て、 をる 事が ある。 此關 錢を徵 
收す る事は、だん ノ^ 甚だしくを つ て、南化朝時代から室吼の時代じ乂つ て.諸國じ 
群雄が 割據 する やぅ じる つてからは .各自の 領地を 警戒せ ねばならぬ 必要 上、 を 所 
じ 勝手 氣 儘に 離 巧を 置 さ、 通行 者を 誰何し、 旁ら 征錢 をと ろ やぅ じな つて、 不破盛 鹿. 
逢坂る 復活せられ た。 嫌 倉 時代の 中頃に 不破關 が 復活され て、 警 固と 征錢 とを やつ 
一一 扁の復 がた 事が 古文書に 見ぇて をる。 鈴 鹿る 建武 年間 雜訴 決斷 所の 牒 をな て 地の 豪族 山中 
實秀 に警固 役を 命じて をる、 斯る 際には 自ら 關 所の 形の ものる 興された じ ffl 違 あ 
I る聋 い。 永享 二が には、 新に 鈴 鹿 路に關 所を をめ 置かれた、 これ やは ク征錢 が 目的で 
あらぅ。 逢坂の 關 る建武 年間に 園 城 寺の 知行 所と なつで 居れば、 征錢を やつて をつ 


た 事 も 明かで ある。 こんな 風で、 鎌倉時代から 戰國の 間は 豪族が を自の 領地を 馨戒 
W する 爲 め、 义征錢 をす る爲 に、 一二 關も酉 興せられ たが、 無論 昔日の 樣 なおの ものでは 
に^ 全く 廢 ™ ない。 極々 一時的の 番所の やうを るので あつたで あらう。 卽 も何處 も同樣 であるが、 
I 關 所は 軍事上の 意 巧 もな く •取締り 馨 固の 化務も をく、 通行 視徵敬 所と 墮落 する や 
うにな つた。 織 旧 信 長 興起し、 てからは、 續 々所々 の關 所を 止め、 往來を 自由にし、 秀ま 
の 1 統な 後は お關 はを く 跡を’ 絕 つやう じなり、 江戶 時代には 特別の 形で、 箱 根 •荒 井 
の 如き 關 所が 發 達して、 其 他の 戰网 時代 じあつ たやうな 形の るのは また 查く なく 
なるやう じな つや。 さが ば S 關 るた' と 古跡を 歌 じ 諫耸れ る 化 じな ク •不 破關屋 には 
^ 貸家札が張られるやうを風じを ク、鈴 鹿參 發逢 あは其跡る明かならぬ樣じなつ た。 
藝 一。  ^  之を 要するに 111 關 は大津 京の 頃に 創 置せられ て、 爾來近 江國は 帝都の 防備の 上 
じ 必要なる 國 なる 故を S て、 大津 から 大和に 遷都 せられて 後 も 非常に 重要視 せら 
れ 、ご 一關は 奈良時代の 間關 としての 役務を 勤めて、 尊ら 軍事上 馨 I 圃 上の 大 なる 意げ 
を 持つ た關 巧で あつみ。 然るに 平を 京に なつて からは、 關 所の 必要る なくなつ て、 唯 
帝都の 防備と しては 逢坂に 關を 置いた のみで あつたが、 平安朝 末には 地方が 紛亂 
じ陷 つた 爲 めじ、 關 所の 性質る 一變 し、 もの 勢は 鎌倉時代 ょろ 戰國 時代に 及び、 奈な 

一二 關と近 江  一一 一九 一二 


曰 本を 迦お諭  一一 一九 四 

朝 時代の 如き 精神は なくなつ た。 されば 一二 關の 精神 じ 於て は、 ま づ奈良 朝 時代を 限 
つて、 ちの 後は をく 滅亡して しまつた として 差 支は ない。 巧江國 はが 都の 爲 には 重 
嬰なる 關 係を 有し y をる 事は、 何時の 世る 變ら ないで あるけれ ども、 時化の 變遷と 
おじ 其 防備を 作る 設備に 於て 異同が あるので ある。 火津京 •藤 原 京秦な 京の 間は ま 
として 暇 夷を どの 外敵を 防 r 爲 にこの S 關を なて、. が 都の 警圃じ 宛てた ので ある。 
平 ま 朝に 於て は、 これを 逢坂 關 のみに 止めた， 實 際の 必要 上 大規模の S 關は 不必要 
じな つた。 平を 朝 末からは 小規模の 國內の 小 ぜら合 ひの 爲 め、 又は 通行 稅 をと ると 
いふ やうな 方面に 發 達して、 奈な朝 時代の 樣を 壯大な もの、 圣 くの 必要が ないやう 
じな つ. て、 小領 をが 唯を 自の 保藥 の爲に 設ける のみで、 我が 查闕 と. いふ やうな 國家 
的觀 をを なて した 奈を朝 時代の やうな 大きな 考が 不必耍 じを つたので ある。 かく 
八 刀 裂して をる 爲 めに 帝都に ついての 防備な どは， 無論 思 ひの 外の 事で ある。 織旧臺 
臣の 時代を 經 て江戶 時代に なつて は、 京都は 却て 關 東の 方から 監督す る 必要 上關 
所を どの 必要はなくて、 彥學膳 巧 等に 大名を 置いて S 道の 要衝を 固めし めて、 有事 
の 日に 備 へたので、 お 江國に 於け る 防備が をく 一變 したので ある。 されば 嘗ては 堂 
堂と して お 江 國一黯 にを をして 天下のを 關 所たち 城門で あつた S 關も 時代の 變遷 


として、 を々 の 形に 變 つて、 遂に 今日の 如く 娜方も 分らぬ やぅに なつて しまつた の 

- C ある。 (明治 四十 五 年〕  • 
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I  壺！ 化！！ の津' 

わが 大阪府で、 雛 波 潍は上 ホからの 要 避で あつて 神武 天皇な 來 をの おか 陵史に 
I 見を V むる。 攝 津の國 の舊稱 をの 國の津 は' 難 波の 萍か らおた ので ある。 かぅ 云 ふ 風 
I こ 難波津 のぶは ょく 閒 ぇてむ るが、 をの 難 波津に 近い 處 にあ'^ て、 地理 上 相 接續し 
I てむ’ た 住ま 津は •古い 遞 であるに る拘 はらず 餘り 人に 知られて むない 併しながら 
この 地に 鑛座 咬し 皆す 住まの 神と 共に、 化の 遮は 國 史上では 大に 注意すべき もの 
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である。 

蓄の神 I  抑も住吉り神と申す は、筑 紫 の 曰 向 の が の"歉 が輸賊に 現はれ給；5し綿難見の 
^ 心神で、 今尙ほ 同地に 7 での 舊蹟 を存 してぬ るが、 神 巧 皇后の S 韓 征伐の 時、 もの 神の 靈 
威が 頗 ぶる 顯著 であつ たので、 國 家の 神と して 奉祀す る こと、 なろ、 皇后が 御歸朝 
™ じ なつた 時、 社殿を 津の 國の務 古の 楚原 (今の 御影の 住まで 於 も a も 口と 申ず 所) に奠め 

.  ^ ら れ た の を、仁 德天皇の御代じ化の地に遷されたのであ るピ 德 天 皇 は 難 波 の 高 津 
I の宮に 巧し まして、 ちの 附近に、 或は 水利を 整へ て勸業 殖產の 事に 意を 注が^、 或は 
I 遮を 開き、 或は 道路を 通じて 交通の便を はかろ などせられ たので、 もの 時 新た じ 住 
吉の津 とい ふるのる をめ られ た。 化の 時な 來 住まの 津 は、 難 波の 津と 並んで 要 遮と 
なつた ので ある。 

誠 I への 渡™  大和 朝廷の 時代に、 支那に 渡る 船は 多く 彼の 難 波の 萍 或は 住まの 津 から 出航し 
™ たるので ある。 雄 略 天皇の 時に’ 身 狹抓ま 靑が吳 の國に 使して、 彼の 國 から 職工と 縫 
. . エ とを 伴れ ホり、 住 吉の津 に 泊つ たとい ふこと が ある。 これを 見ても 住まの 津は 、ま 
^ 那 と の 交 通 の 要 衝 に 當 つ て ゐ た こ と が 分 .0、當 時の支那の文明が 住.吉 か ら 入 ク 込 
んでゐ たこと が 知れる。 


萬 葉 集に 現 
はれた を吉 
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遣唐使の： ぉ發 地た る 住ま 津 

奈良時代には、 支那 卽も 唐へ 渡航す る 船は、 難 波の 津 •一二 津の濱 •住ま •の 津渣夺 の 浦 • 
名 モの演 .觀 It の邊 から 出て ゐた 。後の 住まの 神 ま津守 家は •この 津を 守る 家から 出 
たるので ある。 この 時代の 名歌を 集めた 「萬 葉 集」 には、 此の 地を 謙んだ 歌が 餘程澤 山 
に 出て むる が、 中に る 天. ホ 五 年に 入唐 使 多 治 比 眞人廣 成に 贈つ た 歌に、 

そらに かつ 大巧の 國 、靑 丹ょ しず 城の 巧 ゆ、 おしてる 難 波に 下り、 化 まの S 潍 の舶乘 リたピ 
渡り、 日の 入る 岡に 遣は する、 巧が せの 君を、 かけ まくの ゆ、 しかし こき 墨 江の、 吾’ か 大御神 _ 
寮のへ にぅ しは きい まし、 船 艦に 御 立し まして、 さし ょらむ 磯の 略々、 禮ぎ 果てむ、 泊々 にを 
らき 風、 浪 にあは せず 平らけ く、 率て 還り ませ もとの かか どに、 

とい ふ 歌が ある。 大和の 奈良 •の 都から 難 波に 下つ て、 住まの 御津から 船に 乗ろ、 唐國 
さして 直 r に 渡る 我が 夫の君を 住吉の 神が 船 細を 占めて 御座 あり、 船 艦に 御 立 も 
建して  一 了く 先の、 磯の 崎々 潜ぎ 巧く 消々 に 暴き 風浪な く、 無事に 引き 率て 皇國 に歸 
朝を しめられん ことを とを 祈ろ をした 歌で ある。 遣唐使の 船は 多く 難 波の 津 から 
出艘 して 居る が、 この 歌を なて 見る と、 住 吉の津 から 迪 船した ことが 明らかで ある。 
入寶 船は 屡々 暴風に 遭つ て漂沒 する ことが 多く、 當 時の 航海は 航海術が 違 だ 進ん 
住ま 千 八 百年を  一一 完十 
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でゐ なかった 爲 めに、 查く 水盃で 出て 巧く 譯 であるから、 海上のを 查を 住ま 大明神 
に 祈て つ 山て 行く ことじな ってむ たやぅ である。 住吉の 神は 神 巧 皇后の 時が ホ、 海 
上の ホ穩 まを を禱る 神で あるから、 この 命が けの 航海には 必ず 先づ この 神に 祈っ 
て 山 船した やぅで ある。 雛 波の 津は 無論 船着& として 第一 等の 耍 遮で あって、 住 吉 
の津 はとても なばぬ ところで あるが、 この 神に 詣 でた 盡 便宜 この 地の 潑津 から 直 
じ乘 船した 者る あった 譯で 、奈良時代に はこの 神に 對 する 崇敬は 殊に 篤くて、 天皇 
の 行幸 も あっ V」、 ょほど 重んぜられた 神樣 である。 恰も 後の 讚 岐の琴 ち 又は 水 天 宵 
.が、 海上の 神と して 祭らる，、 如く、 住まの 神は 查く 海上の 保護 神で あるの だ。 

朝廷 も 尊崇し 武家 も 畏敬した 神 

平安朝 時代の 中頃からは 遣唐使が 停 出されて、 外國 渡航は 表 向には なくなっ た 
が、 を ほ 彼 地へ 渡る 者が 多く あって、 住吉の 神は 相變ら ず® 祭を 受けて 居っ たが、 一 
方では この 地は 京都から 祀 州へ 行く 耍路 當 って ゐる爲 めじ、 熊 野へ 行幸の ある 
每じ •必ら ず 立 寄っ て崇拜 して 居られる。 これは 歴代の 刺 撰 集の 中に ある 歌に ょっ 
て 知る ことが 巧來 る。 中には 後白河 •後鳥羽の 兩 がは 祀 州へ 幸せられ たこと も 多い 


と共に、 本社を. もいた く® 敬せられ 巧 やうで ある。 

能まの讀み ^  住まは 墨 江 海 江 •須美 乃 江な ど、 る 書いて、 何れも 皆ず みのを， であるが •平安時代 

の 中頃に 岀來ク 「古今 集」 とい ふ 歌集には 佳よ し、」 「和名 妙」 とい ふ 本に る 「須 一二 與 之」 と あ 

.  I つて、 をよ t 古今 集」 の 出來た 前後から、 住まを 佳よ し」 と讀 いやう にを つたと 見ぇる。 

巧を の 尊崇  住吉の 神は 武家の 嘗崇る 篤く、 旣に 平を 時代に 多 旧滿仲 爱じ參 籠し. て祈禱 をし 

.  i 《事ち か あるが、 賴 朝が 建寞年 四月に 上洛した 時、 をの 二十と 曰に 京都から 梶原 

•  平 S 景 時を 使に して 神馬を 奉納した。 景時 はちの 夕方に 社頭へ 參 つて、 得 愈の 和歌 

™  一首を 釣 殿の 柱に 書いた 「我 君の 手 向の 駒を 引 含 つれて 行末 遠き しるし あらは せ」 

。もの 後 も將軍 家の 崇拜は 颇る深 かつた。 賴 朝の 神馬 奉納から 間るな く、 建 仁 元年 

^ の こ と だ が、後 鳥 羽 上 皇 が 熊 骄 へ 御 幸 の あ つ た 時 も、住 江 殿 へ 入 所 が あ ク て、 こ V で 

^ 和歌の披講があつ た。彼の「小倉百人 一 首」で么高 い藤原を家も供奉の 一 貫であつ ろ 

を の 時 の を 家 の「あ ひお ；5のひさしき色る常盤にて君が代讀もる住まの松」といふ 
^  . 

■  歌な どは 名高い 歌で ある。  • 
r  然しながら、 鎌倉時代から 南 化 朝の 頃に なつて、 を 庫の 遮に 淸 盛の 築 遮な どが あ 
はま 潍 よ" つてから、 瓣は 難波津 からる 出た が、 多くは 兵 庫から 出る やうに なつた。 自然 住ま 津 
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の 出船 柿ず 
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からは 狙 船な どは 少く なつて、 をの 代 6 じ 住まの 南なる 辨津 が住吉 社の 社領 なる 
よろ 漸く 發展 する やうに なつて 來 た。 住ま 社の 造營 料を 支那との 貿易 船の 利益 收 
入に 求めた ことな •どが 見を るが 船は やは ろ まとして 辨津 から 出た るの、 やうで 
ある。 自然 要遞 としての 住吉津 は、 をく 辨津へ 移る こと、、 なつた やうで ある。 


南朝のを 都 
间 'お 策と 住 
ま 


津 ザの 館を 
巧宮 とす 


後 巧 上帝の 行宮 

南朝は 祀 州から 河內捆 泉の 間を 勢力 範圍 としてむ たから、 ちの 屢 ク計畫 した 京 
都 回復を 實 巧す るには、 いつも 途 を住吉 •阿部野の 方面に 取つ て 京都に 入る 策戰計 
畫 であつ た。 ちれが 爲 めに 住まから 帆 部 野 渡 邊橋邊 はいつ るく 戰場 となる ので 

ある。 自然 南朝の 勢力が 發展 すると、 火 和から 河內に 出で、 今一つ 進い と住吉 附近 ま 

夕 

で 進んで 來 る。 現じ 正 平 お 年には、 御が 上 天皇が 腐 名 生から 河 內の東 條に進 咬 せら 
れ 、もれから 住吉に 出で、 祠官 津守國 夏の 館を 行 巧 巧と せられ。 暫く 御駐叢 あつた こ 
とが ある。 天皇は やがて 愈々 進んで 男 山まで 巧 幸せられ たけれ ども、 此の 時は 遂に 
京都 回復を 果 されず して、 巧び 贊名 生に 歸ら せられ^。 正 平 十五， 年には 南朝の 勢力 
が强 くな ろ、 遂に 河 內觀ふ 寺から 進んでも の 九月に 巧び 住吉 にを 遷ク になろ、 津守 


の 館を 行宮と せられた。 この 時に 天皇は 信 濃に をら せらる、 宗良 親王に 棘が あつ 

i て、 西 上して 再び 近畿の 地に 力を 盡 させ 給 ふやぅ との 御意で あつたのに、 親王の 方 
でる 御 西 上の 事は 中々 困難で、 爲じ秋 冬と 過ぎても もく なられ々 ので、 天皇 tr いつ 
聲 でか 吾の み； 3 と 6 住吉 のとは ぬ 恨みを 君に のこさ 0」 とい ふ 御製を 送られた と 
ころが、 親王は 御 返事に 「わが 急 r ふを しら ば 住吉の 寺つ ひさし さを 恨み ざら まし」 
と 答 へられて 、ふはいを r が、 どぅる 思 ふに 任 甘ぬ とい ふ 意を 寓 せられた ので ある。 

此の 御所は 屢ク御 歌會が あら’ 天皇を 始め 奉 6 .當 時の 公卿が 下が 歌を 當 社に 奉 
つたこと や、 屡々 妙音講 などを 巧は せられた 事が 「新 葉 集」 なび 「河內 金剛 寺の 古記.」 切 
中に 散見して をる。 こんな 譯 で、 天皇は 約 九 年間 住 吉の行 在に をはした ので ある。 こ 
の 間 南朝の 勢が 割合に 强く 'いょ-^ 進んで 京都を 回 {化する とい ふ 計晝が 熟する 
に 至つ たので あるが、 不幸 じる 正 平 二十 S 年 S 月吉 野の花が 漸く おいた 頃に、 天皇 
はこの 行宮で 幾千 代 かけて 變らぬ 色の 岸の 姬 松を 眺めさせられて、 御計畫 半途の 
今、 御 敞は寺 だ 四十 一歳と いふ 盛な を 年で、 空しく 崩御 あらせられた。 

南朝の 興亡と 化 ま 
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これょ ろ 後の 南朝の 歴史は 甚だ 不み 明で あるが、 兎角 不振の 有 樣に陷 つて ゐた 
八 ことは 明かで ある。 して 見る と 住まに 行宮の あつた 時 段 •南朝の 勢力の 比較的 强盛 
I であつ た 時代で ある。 吾々 は 此の 住まの 神、 住まの 津 が、 わが 古代 あに 於いて 最も 注 
I 意すべき ものなる と 同時に、 南 化 朝 時代に がける 住まの 巧 宮卽も 十 年 足らずの 間 
皇居の 地で あつて、 しかも この 地に 晏駕 あらせられた 御 跡で あると を、 決して 忘れ 
ては ならの。 吉骄 朝廷 時代と いへ ば吉野 ばかぅ が 皇居の 跡で ある やぅで あるが、 吉 
舒や賀 名 生は 寧ろ 引 籠られた 時で、 住まの 巧 巧は 却つ て 盛な 時代の 皇居の 地で あ 
^ 守 巧の 勤  つ たこと \ 祠官津 を 巧が 代々 皇室に 忠勤を 拙んで た 事に ついては、 十 か 記憶して 
もら a たい。 

松原と 高燈籠 

^vの後の住吉は歷お上には少しる見ぇて居ら ぬ。津 の繁榮は 一 里南の骄津じ遷 
つた。 併し 海上の 神と して 絕 ぇ， ず 霜 崇を 受けて、 辨 から 出帆ず る外國 渡船の 船は、 必 
I ず こ、 に參禪 した 詔に 於け る遙拜 所は 頗る 殷娠な 有様で あつた。 戰國 時代に 出來 
た S 條西實 隆り高 辟 諸の 日記」 に 住 吉の濱 のが 原と いふ 名前で 見ぇ V ゐ る。 卽 もこ 


の 地は 祀州路 の 要路に 當る 上から る往來 する 人々 の® 敬を 受け、 必ず 參拜 してを 
-ク た。 故に 寧ろ 神聖なる 神域と して、 參詣 する 人は 絕 ぇず 引つ くき、 殊に 松の 名所と 
して 歌に 詠聋れ たり' 詩じ吟 ぜられ たるの が 頗る 多く あるので ある。 

薑のぉ  此處の 松原は 昔から 名高い もので、 古今 集」 じは 「われ 見ても 久しくな ろぬ 住の 江 
の 岸の 姬松 いくょ 經 ぬらん」 と あろ、 嵩 葉 集」 にはは 「住吉 の 岸の 松が 根ぅ もさら し 7^ 
せ 來る浪 の 音の 淸 しも」 と ある。 兎 巧 此處を 詠んだ 歌の 十中八九 寺では、 皆 松を 詠み 
这ん でない のはない が、 今に 於いてる 住 吉は矢 張ろ 松の ぶ 所で ある。 

住ま 八景  〜 

^»顯 流域 S  お來 大和 川は ffi 原から* 西 進して 河 內じ乂 ろて 淀川に 流 注して むた もので あ 
るが、 元祿の 末に 相 原から 西に 落して 住吉の 南、 辨の 化を 貫ぬ いで 海に 注 r ことに 
した、 これが 卽ら新 大和 川で あるが、 これが 爲 めじ 住 吉と雖 とは 別々 の やぅに なつ 
.たが、 もれ ょらが 前には 連續 した 一つの 地點 で、 江戶 時が の 所謂 佳 ま 八景」 の 中には 
^ 骄 る 入 れ て あ る。實 際、住 ま の 方 で は、姚 の化吉とい つ て互に引張佩にしてゐたのは 
事實 である。  .  .、 
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化處 の高燈 籠は 畫 にも 描かれ、 歌 化る 謙 まれて 頗ぶ るを 名なる ので ある。 をの 海 
水が 化の’ 燈寵の 下 聋で來 てむ た 頃には、 化の 燈 火は どん^に 航海 者を 喜ばした こ 
とで あらう。 今は ロハ だ 松が の 中に 空しく 攀 へて ゐる ばかろ である。 今佳吉 名勝 圖貪 
竟改と 年 版) やの 一節を 引い VJ、 此の 話の 結末を つける ことにしよう。. 

久しくな リ ぬと 詠ぜし 岸の 姬 松は、 今の 街道より 少し おにて、 ホ 八 T が 程 おのが もの ふ 
リて殘 れるぞ 、.昔の事 も おも ひ 曲 でられて おかし けれ、 大鳥 井よ リ 西の方 馬場のを 原は 
五 下に 餘リ 、离燈 籠 長峽む 橋を 渡せる 內 川なん、 浪華 津に續 きて 愛に 詣づる 川 舟の 巧せ 
く 引き 並べた る、 ホ 竹の 音絕 ゆる 隙な く、 濱邊 には あやしの 家居 立 つらね、 なの 羹 あきと 
j も此 巧のを 物と て爱 に詣づ る 人 賞し 侍る、 社頭には 國 々よ リ献じ 奉る 石 どうろう、 い 
やが 上に 並び 立ち、 御 燈の光 リ窠然 に 照して、 松 風浪の 音 も かみ さびて、 實に津 の 國の一 
の宮と 崇め 奉る もを なりと 見えぬ。 I  ( 大で S 年；^ 


文學博 ±  喜 田貞ま 


人類 あれば 
を 通 あり 


本邦 太古の 交通 

一緖 . ^ 言 

人類は 一巧に を 住して、 孤立の 生活を 營 いも 
を 交換し、 生計 上 叉は 娛樂 上、 屢を 地に 旅行ず る 
な 上、 其の 地方には 必ず 交通 巧 はれた ろ。 勿論 野 
於け るが 如き 進歩した る 交通 要具を く、 道路 ホ 
民は 身 體强健 意志 輩 固に し V、 痛苦に 堪 へ、 胃臉 
臉 なる 巧路敢 て辭 するな く、 猛獸の 危難 必 しも 
人智 漸く 進む に 及びで、 從ホ おを がて 踏み 平ら 
加へ て 次第に 之を おじし、 家畜を 使役して 勞力 

ネ巧 太古の 交通 


のに あらず。 必ず 他と 交通して 有無 
を 常と ず。： TO れば 人類 已じ 生を する 
蠻 未開の 時代に あろて は、 文明 國に 
極めて 不完查 をるべき る •當 時の 住 
を 厭は ぞ樣莽 を 開き、 荆 棘を 分 も、 峻 
畏れず、 ょく 遠隔の 地に 往 ホした ろ。 
したる に 過ぎ ざろ し 徑路も 人工を 
を 省く ことを 工夫し、 河川には 橋梁 

の 〇 五 
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を 架し、 か淺を 具へ、 益 交通 用具を 改良し V、 終には 人力よ く 天然を 征服. ずる 今日の 
I 盛 魂に 達する に 至れろ。 今 之を 古文に 考 へ、 遺物 遺蹟に 徵 して、 其の 本邦 太古の 狀態 

I を觀 察せん とず。  . 

\  ‘  二 我が 石器時代と 交通 

太古 我が 大八 炯國じ 住せし 人民が、 な 修お器 時代の 狀 態に がりし 隙、 彼等は 如何 
なる 範 園の 交通を 開きたち しか、 素よ ク記 錄の傳 ふる 所を く、 的確なる 事實 得て 知 
ろ 難 さも、 之を 遺物、 遺蹟に 徵 ずるに、 其の 範圍の 意外に 廣 かろし を 感ぜし むる もの 

I をろ。  ， 

が 離 時代の  巧 器 時代の 住民が 如何なる 種族な ろし かに 就て は、 諸說 未だ 一を せず。 其り 中に 
於て、 比較的に 中部な 東に 多く 繁延 し、 從來 普通に コロが ック产 の 名を なて 知られた 
ろし ものが、 今日 化 海道に アイヌと して 存 する ものと 同一 系統に 屬 ずべ さよは， 殆 
1 ど 疑を をれ ざれ ども、 彼等の 遺物とは 著る しく 性質を 異にする 赌色 ± 器' I  "I 彌を 
I 使用せ し 他の 種族の ごときは、 或は 之を なて 天孫 族の 祖先な ろと し、 或は 之を なて 
準 人 系の ものな らんと し、 或は 是等 とも 異なろ たる 或 他の 種族と 想像 せんとし、 


西部 系 化 巧 
のが 海 


を 易に 學說の 一を を 見ざる をろ。 彼等は、 アィヌ 系の 人民が 比較的 多く 東部 地方に 
蕃 息した ちしに 對 して、 西部 地方に 多く 其の 遺蹟を 止めたり 。よりて 余は 便宜上、 假 
らに 前者を 東部 系 お 器 時代 住民と 稱し '後者を、 西部 系 石器時代 住民と 夕づ くへ し。 
其の 西部 系の ものは、 東部 系の ものの 遺物 遺蹟が、 往 々西部 地方に も發 見せら る、 
と 同じく、 亦 太平洋 及び 日本海 沿岸 等に 於て、 往 々其の 遺物の 騷 見せら る、 とじよ 
り、 彼等の 分 ホが、 必ずしも 我が 西部 地方に のみ 局限され ざら しを 知る。 余輩の 不 4 
分を るす 碑より 臆測せ る 所に よれば、 彼等は 恐らくは もと 海岸 島 喚 住民に して、 ホ 
書に も加郞 •¥¥ 部 •一 歌 等^ 稱を KV 知られた りし 種族と 同一 系統に 屬 する もの 
の 如し、. 其の 根源は 勿論 西部に あるべき も、 廣く 海岸 地方に 沿 a て、 を 地に 蔓延せ し 
ものなら。 彼等は 不完查 なる 小 かに 掉 して、 よく 荒き 海を 航 ず。 催 馬樂の 風俗 歌に 
が 勢 人は 麟 しきものを や。 などて ぇば^ 耐續 言 小舟に 乘 ろで 荒き 海を 潛 r 夕荒 
き 海を 濟 r や。  • 

と あるは、 伊勢の 海濱に 住せし 後代の 海人の 動作を 詠みし もの、 如し、 斯く のかく 
こして 度-等は、 化 ひの 外なる 遠隔の 地と、 海に よりて 交逾 せし 事 あらしを 認めら る。 
お 傅 說に海 化 遊 中 宇佐 島の 名 あら'。 宇佐 岛は 識者 解して 子 山 國卽も 今の 變陵 島と 
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なず。 舊陵 島は 賞に 我が 國 よら、 海 化卽ら 朝鮮に 航 する 道中の や繼 場な ろ 峰^が に 海 
I  ± 郡 あろ、 古へ 海 部の 民 之に 居る。 今 も 隱岐の 漁民 扁舟に 乘 じて 饒陵 島に 航 し、 敢て 
I 恐れず。 蓋し 古代 海 部の 狀 態を 語る るの なろ。 太 ホ 九州 及び 中國 北岸の 海人 等が、 海 
^ を 航 し て 朝 鮮 に 交 通 せ し 狱 察 す ベ し。而 して斯の如きの現象 は‘之 を 南 岛 方 面 じ 就 
いてる 想像ず るを 得べ. く、 直接 若く は 間接に、 太古の 住民と 支那 人 等との 間に、 物資 
の 交換の 行 はれた ろし 事情 ホ 察すべし。 

00  _  西部 系の ものが 遠隔の 地に 交通した りしと 同一の 現象を、 余輩は ホ 東部 系の 巧 
器 時代 住民の 上 じ 想像ず るを 得べ し。 德川 時代に アイヌが 權 太を 通じて 山 丹化卜 J 
と 交 通 し、遠 く 支 那4絡 西亞等の產物を將來せしことは顯著の事實なろ。彼等は蟲の 
I 巢と稱 する 硝モ 玉、 暇 夷 錦と 稱 ずる 織物 等を 大陸よ ろ 輸入せ ろ。 而 して 轉 々して 其 
I の 品は 往 々邦人の 手に 歸 せろ。 彼等は 又 遠き ホ 代に 於て 內地 人と も 交通し、 物資の 
/  I 交換の 行 はれ」 範圍の 思 S の 外に 遠方に 及び」 事實 あぅ。 明， 治 四十 四 年 《頃、 化 見 
I 網 走 郡に 於て. 我が ボ 代の 藤 手刀  一口を 發 見せし 事 あり、 現品は 札幌 博物を じ藏 ず。 
一之を 傳來 せし アイヌは. 或は 旣に 石器時代の 狀 態よ ク脫せ しもの なろ しかる 巧 八 
ず。 然れ ども、 德川 時化に 至 ろても 化 海道 內 部の アイヌ 等が、 な修 石器を 使 巧が しこ 


とは 疑を をれ ざるが 爲 に、 其の 藏 手刀を 輸入せ し 時代の 化 見地 方は、 たと ひ お 器 時 

! 代 じあらず とする も、 之を 距る 遠から ざ々 し 程度の るの たるべく、 而 して 此の 事實 
は、 移し V  K て內 地に 於け る お 器 時代の 狀 態を 語る ものな ろと 謂 ふを 得べ し。 

巧 地に 於け る 石器時代の 遺蹟 中よ ら發 見せら る、 るの^ 中に、 普通の お 器 主 器 
の 外、 到底 彼等 自身の 製作し 得ざる 物品の 往 々じして をす る あろ。 中に も 硬玉 製の 
玉 類の 如きは、 其の 最も 著し 含 ものを ク とす。 

由來 硬玉の 原料の 我が 闕に產 せざる は、 現今に 至りて なほ 學界に 認め めら る^ 
所。 隨 つて、 我が 上代の 古墳 よら 多く 發 見せら— る V 硬玉 製 曲玉の 如き、 其 製作は よし 
や 邦人の 手 じ 成ろ た クと假 をず る も、 其の 原辭は 直接 間接に 大陸よ ろ 輸入せられ 
たるる のなる を 疑は ず而 して お 器 時代 遺蹟よ ろ潑 見せら る、 玉 類の 中には、 古墳 
よろ 發 見さる、 曲玉と、 形態に 於て、 製作に 於て、 殆ど 區 別な. Tb 迄に 類似した る 者 あ 
ろ。 銅雜巧 巧藏發 見地 未詳 長さ 約 一寸 八 分の. 裴翠 曲玉の 如^は、 查く 古墳 發 見物と 
區別 なろ、 程度の ものと す。 こな 發 見地 未詳と いふ だけに、 或は 古墳 物の 誤認せられ 
たるに あらず やと 疑 ふ 者な きに あらざる も、 近く 余の 見た る S 河の 好古 家 故大林 
意備 翁が、 附近の 稻荷 5 貝塚よ ち 自身 發掘 せられた る 長 約 一寸 五分の もの、 如き 
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は、 到底 此の 疑を をる、 を 許さざる なろ。 化の 品は 稍 扁平に して. 普通の 古墳 品と 多 
少 形態を 異にず。 化の 外 異形の 曲玉 克玉じ 至らて に'. I は 例 甚だ 多く、 余 も 亦. 其の 一個 
を藏 す。 中に も 銅雜巧 及び 江 見 水 蔭 巧の 藏 する、 扁平なる お 斧に 穴を 穿ら たるが ご 
と^ 形の ものは、 他に も 類例 あろて、 殆ど 支那を 代の 玉 類 中に 發 見せら る、 ものと 
類の せろ。 高 橋健自 君は 人類 學雜 誌！^  I  にお 器 時代の 勾玉に 就いて」 論ぜられ‘ 「今 
日で も橫濱 あたらに、 我々 の好尙 じは 竣 交渉で、 を然 西洋人 向に 調製され た 物品が 
ある ことを 思へ ば、 此の 閒屬 もやが て 解決すべく、 彼の 勾玉は、 大が 民族が 先 化 民 向 
きに 殊更 製作した るの なろ」 と考 へられ たれ ども、 余は 更に 是ょク も 遠隔の 地に、 其 
の關 係を 求。 るを 至 當と葛 ふ。 余は いしろ 反對に 、大和民族 愛用の 曲玉は、 其の 起原 
を お 器 時代の 住民に 有する じあらざる かを 疑 ふ ものな ろ。 固ょ ク單 なる 空想に あ 
らず 其の 說の なく 所、 多少の 根據 をを ずる も、 今 之を 說 かんは 論旨 あまろ に 技 葉に 
走る の 虞 あるが 故に、 こは 他日 機を 見て 別に 發 表すべし。  一 

ともかくも 我が 石器時代 住民の 或 者が、 直接 若く は 間接に、 支那 人と 交通せ し 事 
實は 之を 認めざる ベから す。 たと； 5 右の お 器が、 大和民族の 手を 經 たろ とずる も 赤 
其の 多 數が 大和民族の 手に 成れろ とする る、 其の 或 物が 支那に 起原を 有した ろし 


を 疑は ず。 又 彼等の 中の ち 器 製造者が、 他の 民族ょ ろ 優良なる 製作 器具を 得て 之を 
八 吏 巧したり しこと も 想像せ ざるべからざる なら。  ' 

石斧を 鑛等 のが 料 中に も、 其の 踞 見の 地方に 於て 嘗て 産出せ ざる もの 少 からず 
I 又 九州 あび 日本海 方面の 地方には、 朝鮮 蟲洲 苦く は臺灣 等に がて 普通に 燕 見せら 
る、 磨 製 お 器の、 をす る 場所 多し。 是 等の 發 見地と、 原料の 產地 其の 他の 關 係と を廣 
く 調査して' 之を 一覺 表に 製し、 或は 地圆 上に 表は さんには、 彼等の 交通 棲 觸の範 園 
を 知る 上に、 利益 歡き にあら ざるべき も、 今は 其の 暇な、 さを 減りの み。 

\  之を 要するに 我が お 器 時代の 化 民が' 內 地を 所に 化 來 し、 又 直接 •間接に 海外の 地 
I 方に も i •父 通せし 事實 ぶ、 之を 傍 例に 徵 し、 么を遠 物 遣踐に 奢へ て ほ'^ 推知す るを 得 
べし。 但 其の 地理 上具體 的の 說叨 は， 之を 將來の 調査に 俟 たざる ベから ず 

/  一二 我が 古 傳說と 交通 

富 說の綻 I  我がを 傅說の 語る 所、 まとして 天孫 種族と 出 雲 民族との 上に 係る、 此の 外 天孫 降 
.  - 臨な 前の 民族と しては 如を！ 4 み -4 た觀等 一部 先住民の 起原を 說明 する 少 許の 說 話と 天 
孫绛臨 後の 事跋 としては、 维人 族の 出自を 示せる 說 話、 及び 海 神宮 往來の 事 跋を說 
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く あるの み。 而 して 其の 說く 所. 學問上 必ずして 太古の お實 とし 見る 能は ず 申 じは 
I 地名よ ろ附會 したる 後出の 俗傳も あるべく、 後世の 知識を なて 前代を 說叨 せる る 
のホ是 あるべし 。嬰は 其の 傳說を 記錄じ 上した る 時代の 人 ± が、 如何なる 事を 信じ、 
W 如何なる 事を 語ろ しかを 知る を 得る に 過ぎざる なろ。 

され ど詳じ 其の 語る 所を 調査し な ば、 中には 臟氣 ながらに ホ、 太古の 狀 態を 髮露 
I せし いるものな 含 じあらず。 が 舞册® が 火 神を 生める 事に よろ て 崩 じ 給 ふや、 去ら 
I 國 との 巧-て 根の 國に 入る。 伊 舞諾霄 之れ を 慕 a て 其の 國に 至ぅ、 屍體 腐爛の がに 怖れ、 歸 ろて 
黃泉津 平 おを 塞 r じ 千 引の 岩を がて す。 是 よろ 根の 國 とのを 通絕 ぇたろ とい ふ。 是 
れ根國 系に 屬 する 出 雲 民族と、 高天原 系に 屬 する 天孫 種族との 衝突の 蹟を傳 ふる 
I と共に、 其の 出 雲 民族の 祖國が 根の 國 じして、 太古 彼此の 間に 交通の あろし ことを 
信じた るるの じあらず、 や。 

根の 國 じを 通す るには.， 前記 黃泉津 平 坂 よらず。 出 雲の!，， 盼ち奴 是 な ろと いふ。 出 
T 雲を 宇 郡 I バ I： じ揖 夜が， あろ。 蓋 此の 地方に 傅說を をせ しもの か。 出 雲風丰 記には 「出 
h 雲 郡 •宇賀 鄉腦 磯の 西方に 證戶 あら、 證內 {八 あり 人 入る を 得ず 深淺を 知らず。 夢に 此 
の 磯 窟の邊 じ 至ら ば、 必ず 死す。 故に 俗人 古よ ろ 今に 至る まで 號 して サが 麻の 坂と い 


♦ 


天孫 降臨は 
民族の 大移 
ななり 


海 化との 巧 
通 


ふ。 黃 泉の {八な ろ」 と あろ。 出 雲の 神 現界を 天孫に 讓らで 自ら 幽界を 掌ろ きと 傅へ、 遂 
に 其の 祖國 たる 根の 國 をな つて 死後. の國と 混同す るに 至りし をろ。 

素 義鳴嘗 大 八洲 國 にあり て 所 巧暴戾 なろ しが 爲 じ、 根の 國じ逐 はる。 卽も 天に 上 
ろて 高天原に 天照大神に 謁し、 別離を 吿 r。 高天原は 天孫 種族の 祖國 なろ。 天孫 饒速 
日 命 及び 鑽 々が® が、 隨從の 諸 神を 率む て 此の 祖國 を發 し、 我が 大 八洲 國に 降臨し 
たま； 3 しことは、 建 國お上 著しき 事蹟な ろ 嵩 天 原が 何れの 方面に あぅ とする も、 と 
も かく 天孫の 祖國 として 太古 大 八洲 國 との 間に 交通 ありし ことは、 之を 認め 得べ 
し。 天孫 降臨とは 蓋し 民族の 大擧 移住な ろ。 

素 邊鳴曾 高天原を 逐 はれて 根の 國に 赴く や. 途お 雲を 經て鑛 川上に 八岐 大蛇を 
退治し 給 a、 後 韓國に 入る。 其の モ 五十猛 神は、 延喜 式に 韓國が 太 巧 神と あろ。 大屋 姬 
神 •抓 津姬 神と 共に 木 種を 韓國 ょろ 渡して、 周ね く大 八洲 國に植 を 付け •後に 祀 伊に 
鎭 まれろ とい ふ。 根の 國と韓 との 關係 なて 見るべく、 韓 ± と 我が 邦との 交通 ホ 察す 
べし。 

素 赛鳴貧 高天原に あろて 天照大神と 誓約の 間に S 女神 生ず 筑紫宗 像 君 等の 祭 
る 所な ろ。 一說 宇佐 島に 降ろ、 今 海* 道中に あろ、 筑 紫の 水 沼 君 等の 祭る 神なら とも 
本邦 太古の 5 通  巧 一一 一一 
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あろ。 海 化が 韓± なる 事は、 宋馨所 收倭王 武の國 書と いふの もの じる 見 ゆ。 宗像亭 水 
^ 沼 君等 は、九 州化部じあクて恐らくは海化との交通を掌クしるのならんか。 

少養名 命が 大己貴 神に 同、 $ 協力して 國 ± を經營 し、 巧 成ろ て 後 伯 者の 粟島よ ろ 

常せ 阀  常 恥 國じ 去る。 一說 じが 伊熊 野よ ろす とい ふ。 常世は 常 夜な ろ。 日出 國 たる 我が 國じ 
‘對 して 西方なる 曰沒闕 を暮の 國と稱 す。 普通 桌 一の 字を 嘗て、 支那を 指す。 而 して 常 夜 
，とは、 此の 梟」 よりも 更に 遠き 闕の義 なろ。 後に 神武 天皇の 皇丰 S 毛 入 野 命 浪の穗 を 
I 礎んで 常世 國に 入ろ、 垂仁 天皇の 時、 旧道 間 か 刺を 奉じて ホ 常世 圆に 使す。 日本が じ 
I 田 道 間 守の 言を 記して 曰く、 達く 絕 域に 往 き、 萬 里浪を 蹈んで 遙じ顯 水を 渡る。 是の 
I 常 化 國は則 も 神仙の 秘區 、俗の 簾る 所に あらず 是 をが て 往來の 間、 自ら 十 年を 經 の。 
W 豈じ 獨ぅ峻 欄を 凌いで、 或た 本 ± に 向 はんこと を 期せん や」 と。 常 化に 對 する 古人の 
I 化 想 見るべき なろ。 

海神 國 との j  彥化火 出 見 尊 其ぶ 火闕降 命と 山海の 幸を 爭 ひて、 海神 國じ 至ろ 給 ふ。 近時の 學者 

交通  W 

或は 解して 九州の 一部な ろと いふ。 而も 古 傅說の 意味は 遠く 海を 渡ろ て 彼方の 國 
^ た る こ と を 示 す。神 武充皇熊野の海中にて風浪の厄じ遭；5給ふ や、皇 见 稻 飯 命 嘆 じ 

て 曰く、 吾が 祖は則 も 天神、 母は 則 も 海神な ろ、 如何で 我を. 陸に 厄め、 又 海に 厄い る夕 


出 雲と 越と 
の 交通 


巧 雲と 紀が 


と、 言 ひ 記ろ V 鍊を拔 きて 海に 入る。 古事記には 之を 她國 として、 海原に 入る となす 
新撰 姓氏 錄に 抓^  氏 あろ、 新羅 國 王の 後に して、 實に稻 飯 命の 後裔を ろと 稱 す。 こ • 
こに 於て 史家 或は 海原を なて 韓± に擬 す。 是 ホー 說 なら。 

が 上は 古傳說 中、 事の 海外 交通に 關 する ものなる が內地 各所 間の 交通 じ關 して 
も， 摩 ふる 所ホ少 からず 中に も 出 雲と 越、 出 雲と 施が、 出 雲と 雜訪 の關 係の 如き •最も 
著しと なすん!- が。 樂 みなる 大國 まが、 巧 も 見る 島の 瞒 々、かき 見る 磯の 崎を もず 弱 草 
の 妻を 恃 たせながら、 な媒 遠々 しく も 越の 國に賢 女を あろと 聞る して 沼 河比賣 K 
許に ょば ひたりし ことを 始 として、 出 雲 風 ± 記には、 伊 葬 册實が 越 人を して お 雲の 
日 淵 川の 堤を 作らし めた 聋 ひし 事を 記し、 なて 其の 古志 郷の 名を 說 明した る あら。 
又 彼の 素 義鳴倚 r か 難の 川上に 高 志の 八岐の 大蛇を 退治し 給 W しと も、 越 人の ち 魁 
の襲來 を討滅 せし 事蹟を 傳 へたる のと 解ず べきに 似たち。 

お 雲と 祀 伊との 關係 じ： ホら V は •お 雲の 神が 少 からず 祀 がに 鎭座 する 事の 外、 出 
雲 地方に 傅 ふると 同 樣の遺 厳が、 ホ祀 がに 於て 傅 へらる、 事に ょらて 察せら る 姐 
がに 熊 野 あろて 出 雲に 熊踩 神社 あら。 が 舞 册霉の 陵は 出 雲 地方に ては 比 婆の 山に 
ありと し、 がが たては 熊 野のを 馬が にあろ とず。 义少彥 お 命の 常世に 向つ て 出立せ 
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し 地は、 お 雲 地方に ては 伯眷夜 見が 鑽の 粟島な*^ とし、 祀 伊に ては 熊踩の 御崎な ろ 
^ と ず、此 の 類 多 し。是 等おに記祀の傳ふるを傳な ろ.な て兩者の關係する所由來古き 
夢を見るべし。 

巧 雲と 大和  出 雲の 神の 遺蹟は たくに 祀伊 のみならず 大和 地方に も 多く 傳 へらる。 大國を 神 
の 幸 魂が 尖 S 輪の 神と して 大和の 御 諸 山に 鎭 座し、 其の 御子神 達が ホ 大和を 所の 
神奈 備に 鎭脅 ろて、 天孫を 守ろ 奉る と 傅 ふる 類是 なら。 

巧 蕾と 誠訪 i  同じ 出 雲の 神た る 建 御名 方 神が、 建 蜜 礎 神と 爭 ひ、 逃れて 信 濃の 謙訪に 走り、 遂に 
こ 、 に 鎭 座 せ し こ と も、神 初代お上著明の事蹟な-c^とす。 

W が 天皇 お  人の 代と をら て 神武 天皇が、 兵を 率む て 遠く 日向よ ろ 大和に 遷り 給へ る 事る、 我 
が 日本 朝廷の 起原を 說明 する 一 古傳說 として 解すべし 。近時の 學說 或は 化の 東遷 
を 認めず 我が 天孫 種族は 更に 遠き 古代 よら、 畿 內地芳 にを 住 乎る るの をら とし， 或 
は' 彼等は 巧 器 時代の 狀 態に あろし 隊 よろ、 本邦を 地に 住したら さとな する のる あ 
ろと 離、 九州に 於て 特に 日向 方面の 古墳 墓が、 他の 地方の 其れよ ろ も、 比較的 畿內地 
^ 方 の 古墳墓 に 類似ず る點より之を觀る も、化 て兩者の關係の特に深きを察する化 
足るべく、 化の 傳說 必ずし る 否認す るに 及ばざる が 如し、 


房總 半島の 
植巧 


いん ベ 


出 雲ち 巧の 
繁巧 


海外との を 
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神武 天皇の 代 天 富 命が、 脚 波の 忿 部を 率ゐ て房總 半島に 植民せ し 事は、 古語 拾遺 
之を 傳 ふ。 よしや 其の 神武 天皇の 御代と いふ 事 信ずべ からず とする も' 香 取 •鹿 島の 
兩 神宮が 中臣 巧に よろ て ホく 東 闕に鎭 座す る こと、 相俟って、 天 索 種族が 古く 衆 
國 をお殖 せし 古傳說 は、 之を 認 いるを 得べ し。 

之を 要するに、 出 雲 民族は 山陰 地方よ ク 近畿 地方に 蕃殖し、 恐らくは 化 越よ ろ 信 
濃 地方に 咬で 及び、 天孫 種族は 九州より 遠く 東國 にまで 其の 範圍 を擴 め、 太古 旣に 
其の 間に 交通の 巧 はれし は 勿論、 遠く 前 島， 經て 恐く は 南 支那 地方に、 又 西 化には 
海を 航 して 所謂 海 化 じ、 交通せ しるの、 如し。 而 して 其の 海外との 交通に 就 さては、 
漢史に 見 ゆる 倭人の 記事、 並 じ古秦 人の 渡來 及び 繁延 に關 する 硏究 によろ て、 ホ 之 
を 巧 じすべし。 其の 倭人に 關 する 余の 硏究 は、 雜誌 「歷お 地理」 に 連載 中な ろ。 又 古秦人 
渡 來に關 する 管 見は. 銅 錫の 硏究に 基づき、 天孫 種族が 未だ 多く 近畿 地方に 蕃 息せ 
ざろ し 前 じ 於て、 漢 王の 文明を 傅へ、 畿 巧を 中 ふとして 其の 四 おの 地方に 廣讀 ろた 
ろ 含との 賓說 にして、 是れホ 近く 發 表の 豫を なろ。 是 等の 事、 今 こ V じ 之を 併 •せ 論ぜ 

ん は、 あ まろに 散漫に 涉 るの 虞 あるが 故に、 すべて 別途の 發 表に 譲ろ、 今は 之に 及ば 

ざるべし 


本邦 太古の 交通 


四 ー セ 


u 本を 通史 諭  四一户 

要するにを 傳說の 示せる 太古の 交通は、 漠 として 補捉し 難き 所 多く、 擧問 上ょ ろ 
之を 證 明かん じは‘ 人類 學 •考古 擧の 調査の 結果に 藉ク 、古代 民族の 分布 移住と、 遺物 
遺蹟の 特質 等と を 比較 硏究 したる 上なら ざるべからず。 然れ ども、 是等 のこと、 今日 
の學界 にて は、 學說 未だ 一を の 域に 達せず 目下 調査 進行 中の 狀 態に あれば‘ 暂く臆 
斷を 避け、 記 紙 等 古書の 記す る 所を 抄錄 して、 ほく 古人の 信ぜし 所を 抄記 ずるに 止 
めた ろ。 


ホ 代の 船舶の 種類な び 其發達 
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^  人間の 水陸 交通 上の 器械と しては' 古今、 かと. 車を なて 第一の 必要な 物と して あ 
I る。 而 して、 近年は 空中を 航走す る 船 や、 水中を 潜 巧す る 船 さへ あろ、 更に 飛行機と い 
^ 渡 湖の 橋™ ふ 鳥の 如き 働きの るのを 見る に 至ろ 4 して、 今や 查 

く  時代が 一變 せむ とずる 過渡 
I の 橋 頭に、 我々 は 俯仰と もじ 駭 きの 目を がて 立つ て 居る ものである。 化の 場合に 當 
ら 、頭を 回らして 沈思、 古代ょ ろの 船舶の 沿革を 推し 考 ふる も ホー 興で あらぅ。 私は 
陸上の 車 や 馬ょ ろる、 いしろ 海上の 船を 擇び 、一場の 話題を 提擧 したいの である。 

割 木が 記祀の 神代の 卷 にはい ろくの 憑談 、卽 も. 誰宣が あるが、 其 解釋が 容易 
で 無い。 しかし 大體の 所で 推量 ずれば. 上古の 日本には かを 馨 めて 浮 寶と云 ひを の 
堅固を た、 へて 岩 かとい a、 お狀じ 因ろ て 鳩 かとい ひ、 もの 快速を 喩 へて 速 鳥と い 
が、 はた 龜 とか 饌 とか 申さる、 も、 かの 又の ぶで ある。 もの 製作の か 料の 上から 區則 

を 化の 船舶の 種類 及び 其發達  四 一九 


帆 


巧 


日本を 通を 諭 


四 二〇 


イハ クス  スお  アン 

しては、 髓の 木で あれば、 巧 楠 かとい はれ、 墙 をれば 杉 かる 當然 であるが 葦 かとい ふ 


名が ある。 葦を 結束して 淺を 作ろ ての 事 か、 又は 猿 かとい ふと 同 猿で、 葦 や 礫が 波の 
上に 漂 ふこと を 浮かと 見立てた 迄の 喩に 過ぎぬ かも 知れ が。 彼の 巧 間 勝 間る、 をを 
浮 木と して 海に 浮べた とおされて ある 事を 考 へれば、 浮 木は やがて 傑で 有らう、 従 
つて 竹で 編み 違した 籠の 如 &淺も 想像され る。 .V れ にしても、 淺 式の 籠は 一般の 要 
用品では あるまい •やは ろ 割 舟を なて 上 ホの 專 用の 形式と 推さず ばなる 咬い。 或は 
蘿摩 船と い a、 或は 鄭船 など V 云 ふぶ も 古典に あるが、 皆 割 木 かの 別名で、 形 狀の相 
似た ゆるの 一名で あらう。 

かに 帆を かけた 樣モは 「海神の 乘 れる駭 馬は 八尋の 鱗な ろ、 其 鶴を 立て、 橘の 小戶 
にを ろ」 と 申して、 緒は 卽 魚の ヒレで あるが、 帆に 喩 へられ、 ヮ ニと いふ コグ n ダィ 八 
でな くヮニ 飯で あるが、 ちれを 乘用 ずる 所から ゥマ にも 喩 へて あれ ど、 結 巧は かの 

ことです 去た、 神武 能に 「龜甲 じ乘ろ 羽を 打も擧 げ來」 と あるに て 明白です。 龜に喩 へ 

♦ 

たは 劉 かの 形狀 ゆえで、 羽は 卽邮 である。 义鳩か 鴨 か 鳥 かを どい へば、 首尾の 形容が 
或は 鳥の 頭を 擧げ 、胸を 張ら、 尾を 八 刀て るが 如 さるので 有つ たらう。 をの かの 長さは 
八尋 ょろ 十 丈と 傳 へられて あるが、 化數 量は 必 しも 正確に 思 はれぬ。 唯对 なろ 長い 


ものる あらました 位に、 了簡して を かう。 ス 孤を ば 裳 ともいう たらしい 事は、 次の 條 
に 其說が ある。 

狐 が、 是はヵ チ'--- 山の 狸の ± かなら'' 直に 破壞 ずる 品です が、 神話には 素盞嗚 
霄 遂に 拖± をが て 舟を 作り、 之に 乘ろ 、新羅ょ ろ 東に 渡ク 、出 雲に 到ろ’ 咬す」 というて 
ある。 恐らくは. 劉 舟の 內 外に 雜± を 塗抹した るを、 墟舟 とい ふたので あらう。 萬 葉 集 
に 赤 曾 保 かとい ひ、 ソ ホは 鼠 ± で 、之を 丹 塗と もい ひ、 义赤羅 かと も 申す 名の あるの 
で、 其の 實が 論斷 される。 さて 此の 墟± を 塗る ことは、 第一に 隙間の {八を 塞ぎ、 第二に 
色彩に ょら 裝飾 となう、 第 S じ 多少は 材木の 腐朽を も 防 r 效 がを つた 爲 である。 今 
日の 船舶 塗料に 極々 の 品の あるの も.、 往昔に 迴れ ば此丹 塗が もれに 當 るので ず。 播 
磨 風 王 記に 「神 巧 皇后の 新羅 征伐の 時、 赤 ± を かの 裳に 染め、 丹浪を 漲らして 狎し渡 
りた 咬 ふ」 と 書いて ある。 裳と いふは 帆の 一ぶ であらう。 且 この 丹 塗と いふ ことは、 彩 
色を 施す ことなれ ど、 古人は 往 々を こに 神 祕のあ 術が 潜んで 居る 如く 信仰して 居 
たから、 かに 媪 ± の あるの る、 後世の 狸の ± かの 如き 意義の ものでは ない。 律令 時代 
となろ V は、 官用 公務の 船は 朱 漆で 塗る とい ふこと じな つて 居る が、 もれは 更に 虚 
舟の 變 化した ものである 。近世の 安を 丸の 朱塗の ごとき も 占來乂 しい 通 舟の 遺風 
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に 承く る 所が あると も 思 はれる。 

動力  I-  運用に ク いて 次に 其 かを 運用ず る 動力に ついては、 彼の 喚 勿論、 ホと 限らの、 む 
ムろ齡 。の 類で あらう) を ば 別と して、 一般には 梭や掉 である。 掉は淺 水に のみ 效 力が 
ある 品 だから、 梭を 操る のが 惟一の 術です。 而 して、 梭み 数夕備 へて 快速を 競へ しと 
I 思は る、 證 は、 彼の 諸手 船に 因ろ て 見る ことが 出來 る。 熊踩 諸手 船と 申す 故、 近世の 
が 私の 海賊船 も 恐らくは この 諸手 船の 流派の 沿革した もので あらう。 ス播 磨の 速 
鳥と い， ふかは 一搖 枝に てと 重の 波を 越した と 申す の も、 多人数の 梭が 一同に をろ 
うて 搖 かされる を 樣 と、 解釋 せねば、 ならぬ。 

次に 海上 航走の 知識に つきて 考 へれば、 風な ぎ-^ 潮 どきが 最大 切で ある。 义 遠く 

海*^ 就 走の^  、 

夕識  .大洋に 出で 暗夜に もな 來 するとせば、 謂は ゆる 星を 望み 方位を 辨 へねば ならぬ。 而 
して， 是 等の 知識 もす ベて 神祕に 憑けて 申し 镶 へられた が、 中に も 新羅ょ ろ 渡來し 
た 所の！^ がの 持てる 神寶 に、 切献 •切 勝 •振齡 振 波の 化禮 あろ。 神 巧 皇后の 溯 綱 •潮 溝の 
I 如意 寶珠 など、 おしく 此 意義を 表 章して 居ます。 比禮 とを ふ 品物は 何を 指す か 明解 
舶ぶ  -を簡 かの けれど、 恐らくは 玉で あらう。 船 玉と いはる.、 は卽 もれで あらう。 玉を 緒に 
つないで 、振ろ 攜せ ば、 此じヒ 。レ— とい ふ夕稱 がつ くので ず。 要する じ、 海上の 風浪 潮 妙 


についての 知識 •經驗 の 表 章を、 神祇の 道に かけて はちと して 示された ので あらう 
I ス 海上の 智者に II 槪の 神と 云 ふ 者が ある、 老翁と いはれ て 天子 神 孫に 通路を 數へ 
、  I  ^ むら •たちと 云 ふ も、 も Q 語意は 潮路に」 て、 言 ひ換 れば舰 海® 神な*^。 神 功 皇后の 
征韓 にあたら， 筑 紫の 斯 の S 神が、 をの 靈驗 をな て 船 軍を 助けた と 云 ふが、 其ッ、 

‘  I は卽も 星の 古名で ず。 是れ筑 紫の 安曇 氏の 一族が 海 童の 國と稱 して、 をの 祖先を 盛 
にがして、 屋を筒 巧の S 神と 立て^ 氏神と 祭つ たので あらう。 後世 も 到る 處に 海上 
i み 護と 仰がる^ 解 樣は 卽も简 男です。 近き 一一 百年 夕金 昆羅 とい ふ 巧 度 神を 船頭 
の 信仰す る 事と な-^ したは、 ホー 變 化で、 明治時代の 神佛 化合の 尤なる 者 だから 
をれ と 化吉を 一例 じ 見做されぬ。 

I  爾枝 船と 錯名船 劉 木 か 式の 上古の 有樣 は、 大略に 之を 前項に つくした が兩枝 
•船. も 之に 亞ぎ V 現 はれ、 むしろ 同時に 行 はれて 居る。 日本 書が じ崇神 天皇の 時に 諸 
I 國じ 船舶を 造らし めた 咳 ふと 載せて なくが、 其樣 式は 何 か、 やは ろ 劉 木 かで あらう' 
フタ マタ 船が し V 垂仁 がの 池に 泛 べし 兩 なの 御瓣の 物語が ある、 然 らば、 神巧皇 おの 征韓の 時 
I も 劉 木が の 外に、 邑に兩 枝 船 も 使用され たるので あらう。 仁德 帝の 時に、 遠 江の 闡司 
‘  言上 「大樹 あら、 大 井川に 流れ 來 て、 河 曲に 止まる、 其の 大さ 十圃 、本は 一にして 末は 雨 
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なら」 と。 此 大樹で 御座 船が 造られ、 難波津 じを かれた とおします 。基れ らの 始末を 考 
へる と、 劉 木の 制は、 細長な れど廣 くは ならぬ から、 一幹の 兩 みした 大樹を 骨格と し 
て、 么に 板を 張ろ ました ものが、 兩枝 船です。 卽ら破 幹を 触と して、 兩 枝を 左右の 繼と 
した もので、 劉 木 舟の 一進 歩と いはねば ならの。 

しかし 此じス 合せ 考 ふべ さ 事は、 應神 天皇の 時に が一 思の 國に 命令して 長さ 十 丈 
の 船を 造ら しめられ、 名を お 野と 曠 ばれ 違す。 もの お 野は 劑木 か兩枝 か’ いづれ かみ 
ら の。 同時代に 新羅 王が 船大工を 進上した じょろ、 ちの 大工 どもは 難 波 津の猪 名と 
いふ 里に 居り. 物 部 氏に 附屬 し、 子孫 相續 しで 別 化が 勢に るかれ、 謂は ゆる 猪 名 部の 
H 眩と なろ ます。 この 猪ぶ 部の 造れる は 又 一の 新式が、 もこの 所は ツムの 船と 合せ 
考 へばね ならぬ 

ツムは 大船の 古名で ツク とも 申す が、 いづれ】 語の 相轉 であらぅ。 神 巧 皇后 祀に 
「陽 侯擧 ，浪 、飛廉 起 k、 則 大魚挟 船、 帆舶隨 挺、 不藝聽 構； 便 割 新羅。」 と あろす'  して、 此帆舶 を 
ホ ツムと 訓 むので す。 東雅じ 倭名抄 •漢語 妙を 引いて 舶は 海中 大船で ツク ともい は 
れ、神 巧祀じツ ムとある が、^^ の 義 は 不 詳 な れ ど、或 は 貫 物 を 載 せ た 故 か又 を れ を 穗 
む 故 かと 疑を 爲 して 居まず。 なるほど、 言葉の 原素は 分らぬ が’ ツクノ フネを がて 海 


上 大船の ぶと 爲 され、 前後の 時代 關 係を 推娜す るに、 初めは 池の 中じ泛 ベら れた兩 
八 枝が、 海上 じる 横行す る 如くに 改造せられ、 ここに 一種の 樣 式の 生し のが、 應神 •仁徳 
の 時代で、 謂は ゆるが 豆の 姑 野 もを の兩枝 船で あらぅ。 然 らば、 ツム ノ フネは 兩枝船 
の樣 式の 大船に 外ならぬと 判斷 される し、 神 巧 皇后の 御船の 帆舶 も、 まづ フタ マタ 
とを めず ばなる 令い。 

化し、 新羅の 工匠の 傳 へ. た飽も 瓜の 技術は、 大陸 風の 漢魏 のる のの 末流で、 此 時代 
からして 殿堂 樓閣 る出來 、かの 掘り 立て 柱に 葛 結 ひ 梁が 變 化を 被いる と 云 ふ 事跡 
と對 照して、 丸木を^ 郝 り、 又は 兩 枝を 利用す る もの、 外に、 木片の 次 手を がて ちが 
と 厚板を 組み合せて、 新式の ツム ノ フネ も出來 たこと も 承認し 得らる、 のです。 此 
顯は判 斷の村 料に 乏 きが 爲に 十八 刀の 確信を なて 审 されの が、 太古の 劍木 かと 中古 
I の》 斬 セ^の 中間に 兩枝 船と いふる のが 巧 はれた 時が が あると 云 ふ 位の 判斷に 止め 
たい。 もして •大舶 は 初め 兩枝 式に 造られた が、 猪ぶ 部の 船 おな どが 起り、 半島 諸國と 
交通の 盛らな ろし 時代には、 專ら猪 名 部 式の 者を 發 達せし めて、 もれを ば海舶 にも 
I 河 かにる 爲 まして、 兩枝 船は 遂に 亡びた と 思 はれ ず。 さて 猪 名 部は 伊勢に 移り 員 
がと 文字を 改められつ.、 も、 其 部 民は 久しく 舟を 造れる かと 思 はれ、 伊勢 かの 名は 
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歌 書 じ 見 ぇ ま す。义 稻 舟 と い ひ、歌 に 出 の の 嚴 上 川 に ょ む も，實 は 猪 夕 か に の 舟 
I の樣 式が 古來 ，の 割か や兩技 かに あら ざれば、 彼の地に て 特にを のぶの 中世まで 傅 
はるな らん。 釉中抄 じ 己に 稻 かの 說 あろて、 ィと 斗の' 假ぶ違 ひる 久しき 事 をれば， 今 
に 之を 覆す る 如何に 思は るれ ど' 古を の 一硏究 じは 是れ しきの 例 も 多い ので ある。 

ホ栓か 鐵釘  义 、新羅 やな 濟 のかの 權造 について 思惟 せらる、 顯 は、 板の 次 手 じ 木の カス ダヒ 
を 用 a た 歎、 鐵釘 であつ たかと 云 ふ 疑問です。 朝鮮では お 年 皆で、 一般に 鐵 釘を 用； 5 
I ずして、 樂と稱 ずるが をみ 手に して 板を 繫 ひで ゐ るから、 昔の 新羅 や 巧 濟の樣 或 も 
I 鐵 釘を 用； 5 ぬと 申したい 、もれに 對 して 和名 妙に もを 和名 岐乂岐 木釘 化と 明記せ 
られて ある 故、 日本で も 平 {女 朝 時代の 船は をを がて 釘に 代用した と 申さねば なら 
ぬ。 化 顯は尙 あとの 唐 船の 條 にも 辯ず るつ るろ でず が、 日本に 巧て 發 達した 猪 名 か 
^ も、木 がの次手で組み合はせられたらしい。和名抄にカ ス ザ ヒ(錢}の{乎を載せ ぞ延 喜 
™ 式には 擧 鏡と いふ 物 あれ ど、 船板の 用具では 無い。 

大舶と 巧船 -  皇極紙 元年に 「大舶 と 同船 S 般」 と 云 ふ 下に 商船は 巧盧紙 舟」 と 註 せらる、?  口^ 
i る卽も 丸木の 說ク で、 マ^コと も說る 所の 刻 木 か、 クリフ ネの 古名です。 之を 要する 
じ •兩枝 船は 一時 代 じして 絕ぇ 、丸木の 獨底 船は、 中世は おろか、 近化聋 でもの 名殘が 


あろ-露 s には 五 5 積 s 大丸 木が 有つ たと 置專 。真は ミと」 王刖文 

の 大舶と 同船の 並び 書かれで ある 意から 推しても、 當 時の お 舶は猪 名 か 式の 板を、 
合せた もので、 同船は 古來の 丸木で あると 承知 がられる であらぅ。 ス 養老 S 年が に 
「§ 一 一般と 獨底 船十般 をな て 太宰府に 充 つ」 と 見を、 和名 妙に も舶を ックノ フネと 赏 
み、 海中 太 船と あらう すから， をた •ホを 朝の 船は 槪 して 猪ぶ 舟の 一形 式で、 小舟は 皆 
獨 底のク ッボ かたると が W 心 はれる。 ゥッ ボは垂 挪の義 としてる 空洞の 義 として、々 
同斷 でず。 又^^と も 書す る 故は、 綱と いふ 漢語に かつた をで 欽の 絶には 同船 じ^ 

? ソ〇フ 、がと 傍訓して •大 舶と區 別して あり J ゴす 。しかし. 神化 紙には 大闕 •王の 神の 海上 
を 來の爲 じ； 窩橋浮 橋と 天の 鳥 船を 造らせられ-- とい ふ 事が あを。 此鳥 船は やがて 
劉 木が の 立派なる かで、^ れに橋 かける 所の ル かが 所謂 高 橋 浮 橋で あらぅ 和ぶ 抄 
には 遊艇 を、 シ〇フ 0 ^ と當 て^む で、 今日 も シヶと 巾す が、 今日の^ ンヶは 昔の 大 
舶 ょぅ も. 立派な 物ながら、 對稱の 上には 私" 刪 (もやぶ ねた？ シヶ こ橋懸 る) もの ゆる 
に、 をの 關 係は 古今 同一です。 

ぶ麟 をび 權憂 舱 機は 俗ぶ 梶 です。 しかし 古名は 多藝 がと いひ 和名 おに 船は 正が 
木を り、 船尾を り、 4^ か^と 中して ある 如く、 戶がジ がが シ である。 もれを 後世 何の こ 
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タギシ の 船  ス ょら か々 デと 唱 へ、 梭 (擢も 同じ) 稱のタ デと 混亂 します。 查體 、平を 朝の ホ 書には 力 

0  0  〇  •ウ チカイ 

j デと ヵィに 詳な區 別が* 無い、 をの 器物の 形式る 詳 ならぬ が、 恐らくは 今の 悼 檐巧擢 
:  であらう 嵩 葉 集に 「八十. 梶 かけ」 と 云 ふは 卽ら 諸手 船で、 多くの 人數で 楷檐を 巧した 
I ので あらう。 ス萬葉 集に が 豆 手 かと あるを、 補中抄 にはが 豆の 國 のかと 解け ど、 詞林 
巧 葉には 「權十 了 立てた るを 五 手 舟と いふ。 二 了を 一手と いふ 故 也」 とも 申し 寺す。 五 
_ 手 かの 二 T 1 手の 說 は、 謂は ゆる 車擢 である、 一人で 左右 兩繼 にを 一 下づ、 兩手權 
f  をれ つ 事で ある。 (が 前舊事 記に 松 前の 革擢 は， 文治 五 年、 津輕ょ 6 渡海した 渡 黨の遺 
™ 法で 長刀を 3 て榜 いだの がを の 起源 だと 申して あるは •半信半疑になる、 恒し權 と 
i 云 ふ 言葉は、 が 豆 手 船 や 諸手 船に 無い 答 ヵラ ロ 巧す と 云 ふ 歌は、 中古の 物で あるか 
I らいかに 權 をを いとしで も、 唐 船な 前には 無い 道理です。 中古 口と いふ 漢語が 輸入 
™ されてから、 梶を權 と 混じ、、 夕  'ギシ を梶と 改めた ので ある。 

I  一說 じ、 構と いふ 字は 船尾 木の 義で あらう、 をれ 故に 夕 V シをヵ デと も 誤る とと 
™ をら 音した ともい へど、 多く 要なければ 問は ずと しても、 船の 首と 尾の 運用に 古今 
就 心の！；  I の 相違が ある 船の 首を へ サキ (後世 水 巧) と 申ず とは、 景 行が じ 「素幡 を 船の 触に 樹 て」 
とい； y 萬 葉に 「船の 触」 と 書き、 へと 訓 ませて あら、 和名 秒に も 「船頭 これを 触と いふ 和 


語〇閉 、漢語 妙靈 裳穀」 と 註」 て ある 如く •へ サ * のぶは 不易で あるが、 を こで 制 
^ 水しがらし い。卽も、古化のかは、腿機をも へ サキに裝ふたかと疑はれる。尤も支那の 
^ 說文じは細字をか尾とし、艦字をか前として、日本と反對してあれど、支那の古書に 
I ル爾雅 「船頭を 祂と謂 ふ」 と あるから、 漢 ± にも 古今の 相違が ある。 因て 推し 考 ふるに、 
兩枝 船の 如資 、が 11; はおし く 一幹に して、 を こが 贵頭 となれば、 之を 中、 むの 樞 軸と 見 
™ 做す も 巧い。 支那のを 代の かに も必 を、 日本の 兩枝廣 の 如き 者が あろし 故に、 触を 前 
. I とする 古說が あるので あらぅ。 をれ じしても. 和名 抄 には 維を 船尾の 正 船 木と しつ 
I ス义 軸の か 頭を 制水處 とすれば'‘ 平を 朝の 日本の 船には、 腿 機を 前につ けたのと 後 
に 置く もの、 二樣の 物が 有つ たと 想は ねばならぬ。 勿論、 解 機を 前につ けたろ、 兩枝 
の 狡 張りに した 樣 式は 古風で、 次第に 亡び、 唐 船の 樣 式に 變 じた けれど' 細 艦の 文字 
I に 0 へ〇サ が、^ がと いふ ことは、 不易に 後世まで のこ"^ ました。 

ゾ^  •さて、 右の 通ろ に舱 機の 船尾に 取ら 附 けた 者は 唐 船の 樣式 だと すれば、 が 名 妙の 
唐 舰のぉ I 「今の-舟人^ 解を 呼びて 齡 邮と爲 す」 と ある 狄 は、 卽 、唐 瓣の舱 機を さず が 上古の 日本 
一圃を の 船 前の タダシの 形狀 は、 本居宣 長の 申せる 如く、 今 世と 同じから き や 異なろ 
や詳 ならず です。 しかし、 延喜 式に、 太宰府の 官 船に ついて 「綿 穀を貢 進す る 船は 二百 
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J  •  •  «  .夕 片  x. 

、五十石な 上 S 巧 石を 勝 載す る 者' を擇 買して おを 着け 進上せ しめょ、 卽ら 花を 用な 
る こ と を 習 は し’め ょ」云 ク と あ れ ば、此 化 の カ デ が 新 式 の も の で、特 に 習 練 せ ら れ た 
へ^ 位 だ か ら、な 昔の物ょクも違ぅた品であると判斷され る。從 つ て、昔 の タ ギ シ が じ び、 
^椅師 とい ふ 船頭が 今 も 新式の 縱 機を 操縱す るから、 其 名 も カ デ レリの カ デと 言 ひ 
.. .1 換 へたら しい。 又 式に 見 ゆる S なお 勝 載の 貢 進 船は 後® やがて セ哪 船と いはれ、 もの 
^ 様式が 一 般の渡海船となら、商賣船ともなろ資した者であらぅ。 

ん  、 

-  遣唐使 滿を層 船 お 陛風主 記に 天智 がの 御世に お 城の 國で 造ろ し 大船の 長さ 

^ 十 五 丈、澗 さ 一 丈 餘 ク と 書 い て あ る の は、蓋 當代第一 の大赋ックノ フネであら ぅ。太 
， ^ 

^ 宰 府 の 官 船 や 遣唐 舶 の 丈 尺 の 記 載 は な い が、お 城 の 船 で 想 像 し て、大 差 は あ る ま い 、 
S 代 格に 承 和と 年の 宫奏を 載せて、 太宰府 劍 法の 時、 ま 船の 吏を 置 含、 云々、 『•遣 唐 廻 使 
の乘る 巧の 新羅 船を 太宰府に 授け' 彼の 様を 傅へ しめて、 ま 船の 所 掌と す」 云々。 これ 
績 § を 養老 S 年祀の 太宰府の 舶 とい ふ 者と、 承 和 六 年と 年祀じ 新羅 船 能く 風波に 堪ふ 
W る もの 六雙を 造られし とい ふ 始末、 はた 白 錐 元年 紙 じ 安藝の 闕に 於いて 巧 濟舶二 
^雙 造み せられし 記事を 通考 すれば、 神 巧 •應 神の 猪 名 かの 構造 も、 天智が 太宰府 創 法 
のころ ょら 更に 外 闡と競 ふこと、 なろ 殊には 巧濟赔 •新羅 船と 云 ふ ものに 模 做し 


越 


たと 想 はれます。 しかし この 巧 濟式も 新羅 式 も、 猪 名 かと 同一 祖先のを の 木釘 かて 
あらろ。 時と 處 じょろ て 大小 精粗の 差異を 生じ 當 時に 及んで は 新羅の 舟が 日本の 
かょろ る完 好で あつた 事實 は、 仁 明 天皇 祀に 見ぇて わるが、 大同小異 としかと 思は 
れ が。 仁 明祀に 新羅 樣の 船を 承 和と 年に 造られながら、 をの 後は 遣 唐の 事がない。 是 
れは 海上の 危險 にげら 勝つ 像 どの 堅牢の 船を 造り 得ぬ に 依ろ、 遂に 入唐 使 中絕と 
なつた ので あらう。 新羅 船 じ 比較 上の 優勝を 認める としても， 大した 堅牢ら もので 
ある 1 い。 寬 平の 時に も、 をの 新羅 式の 舶が眞 にな 船 なれば、 营 原道眞 や、 祀 長を 雄 も 
{女 ふして 乘 用して 入唐した であらう と、 私は 化 ふ。 

をの 如く 考 ると、 遣唐使 舶も 猪ぶ かの 形式を 離脫 せぬ もので、 承 和の 新羅 船 も 
大同小異 である。 しかし、 舱 機の 取 •ク つけ 方 や、 楷と いふ ものが、 化の 平を 朝には 己に 
をの 變 化を 示したら しい。 船は 延喜 式に 明徵が あるから、 平を 朝の 初期に 船尾に 取 
ら附 けられ、 唐 機は をの 後の 時期の 事が 明白 じ 分らの。 かるが 故に、 一 槪に唐 船と も 
いへ ば 遣唐使 舶 ももの 中 じ 入れべ さと 思は るれ ど、 實 はさう で 無い。 私の 區別 はむ 
しろ 入唐 中絕な 後の 吳 越の 商舶 、唐 末の 蹲多來 泊の 唐 船、 及び もの 吳 越^に 摸した 
ものが、 哨 本の 中世の 唐 船と 正しく 稱 すべさで あると 思 ふ。 吳越 船は 延 喜な 後に 多 
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く 博 多へ 來ク 、兵 庫へ も參る ことにを ろます。 

さて 唐 船の 形式は 鑑眞 東征 傳の 繪卷 物、 はた 源平 合 戰の圖 などに 散見 ずれ ど、 左 
をの 棚の 高い 屋お ある 御座 船と もい. ふに すぎの。 是れ ど. とい ふ 特徵を 認められぬ 
は、 遺憾で ある。 かの 唐 構を 多く 立て、 巧し、 卜〇 モじ舱 機を つけ 鐵 カス ダヒを 用む た 
化で、 特徵 ともい ひまい。 しかし、 平家物語に 唐 船を 「f 一  取^/ 一败心 造らた るか」 という 
てゐ るのは、 注目の 價 値が ある。 力 C フ (カ ヮラ) とは 船の 底 部を 爲す 所の^ のこと で、 
謂は ゆる 海 か 者 尖 底、 河 か 者 平底」 などい ふ 底に あたる。 これを 和' ピ申 すの も、 古代の 
丸木舟の 伏せられし 形狀 が、 恰も 龜の 甲の 如くで あつたからで せう。 二 鬼を ば金澤 
巧の 船 用 集 じ脯の 間の 敷と、 トモの 敷の 二つなる べし」 と說 いて あるが、 いかごて せ 
う。 或は 二重底の ことで あるまい か、 S 棟と いふ こと も、 底が S 峰に なろ、 中央が 尖ろ 
左右に 張ら 巧した 者を おを したので ある 寺い か。 この 二 鬼の 一二 棟を ば屋 おの 上ょ 
ろ 解釋 する は見當 違； 5 でず。 私は 之を 船の 腑部底 部の 特異なる 構造、 古代の 者が 中 
世に 一變し で、 お 世の 千 お 船の 樣 式を も 見せる、 をの 樣式 であると 葛へ る。 この 唐 船 
は、 鎌 倉 幕府の 時 も 太宰ル 或の 手に 於いて 五 隻を備 へられ、 室即 幕府の 時に 申す 唐 
船 も 恐らくは この 流れを 承け たるので あらう。 高 倉 院嚴島 御幸 記に 唐 魄に乘 御り 


事 見ぇて、 宋 人が 之を 操縱 したる 如く 唐人 ど附 きて 參ク たる」 と 書かれて あろ まス 

I 當時ホ 人が 多く 來 朝して むた から、 ちの 敎示 じょり、 唐 あの 吳越 地方の ジャンク じ 
摸 做された をのが、 唐 船で あると して、 音づ 異論る あるまい。 、 

關船 中世、 4 キ獅ネ と 申されし 者は， 周 防 •長 巧 •豐 前な どの 關 所た る津じ 於いて 用む 
た 故の 名で あるが 本來 太宰府の 貢 進 や 警固や 渡海の 御用 船で ある。 何と をれば、 を 
の關 が、 卽も官 なの 御用 渡海 場で あろました。 倭 訓棄や 船 用 集には、 和ぶ 妙の 編、 高 尾 
かなり* が 名 が パが」 とい ふ もの じあて V ある。 而 して 尙 もの 由 來を考 へれば、 太宰 
府の獨 底 船 十隻と 養老 三年 祀に見 ゆるる の、 代りに' 唐 船を 小さく し 而も 堅く し 
たので あらう パ 中世が 後の 沙汰 じ、 權 四十 T 立ら な 下の お倉な きを 小 早と いひ、 四十 
了が 上 矢 倉 あるを 關 船と いふと も 中し 咬す るは、 巧じ發 達した 事跡で あらう。 又、 を 
の 5 间 といは る、 は、 頭が 低垂 して 尾が 隆起して むる 故で ある。 日本の 中古の 造 
船 あび 航海の 上に 於け る 著明の 事挪 は、 この 關 船に 因らて 着目され 今ず。 江戶 時代 
^ の 似 た ろ 小 早、飛 脚 ル 早 は、更 に關かの變化である が、中 ホ の 海 賊 船 や お 瓣 の 尤 な る 
W 者 も 小 早 じ 外ならぬ。 和 么抄じ 「高 おか、 一一で 戦 ± 巧 乘之輕 かぉ」 と あるが、 一千 年間の 
日本 船と して、 一貫してを をす るるのは 此 かで あらう。 文 永 •弘 安の 蒙古 巧 襲 じ對し 
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ての 丘 ハ 船 も、 此關 船の 外は 無 かつた と 思 はれる。  ’ 

パ  倭寇 0 八幡 船 俊寇 、海賊 大將 として 東洋の 歷史 にち のぶ 言め の 事跡 も、 其 海 
上を 來の耍 具と しては 第一 じ 船で あろ 咬した。 しかし、 をの 船は 多々 は ル 早の 關船 
か' 至つ V 見榮ぇ 無い 手 船で 有つ た。 をの 名 も 海賊と 自稱 した 化です から、 立派な か 
I では 無く 海上の 接戰る 避け、 唯 其 目的を 陸上に 敢行した くけ である。 此 倭寇 時代と 
I も 申すべき 室即 幕府の 有様を 通觀 する に、 大船は 彼 唐 船の 樣 式で、 戊モ乂 明記に 五 
巧鄉 ょろ 二 千 五 巧 触を をる、 大 さの 船が 見ぇる、 しかし 其 名は 唐 船と いへ ど 久し 
き 間の 操縱 じょろ、 日本で をれ^^^ の變 化を 經來 つた 者 故に 支那の 海 船^ 已じ同 
I 様では 無い。 明 人が 說 いて 「日本の 造船は 中 國萌) と 異なろ、 必 大木を 用む て， 合せ 縫 ひ、 
™ 鐵 釘を 使は ずた^ 鐵 片を聯 ね、 麻 筋 桐油を 使は ずた*、 草を なて 罐 漏を 塞ぎ ろ、 而 
も 人 巧を 費す こと 甚だ 夕 く、 木材を 費す こと 甚だ 大 なろ、 大力 量 あるに 非れば 造ろ 
.易から ず」 と 申して ぬる。 是れは 卽も曰 本の 入 明 船 證船ぞ 、一種の 鐵片 (鏡 カスカ ヒ) を 
唐船關 船の‘ 使用して むる。 しかし もれに 續 いて 「凡 中 國に寇 する 者、 皆 其 島の 貧 人の み」 と 申して， 
改變.  I .'をれ は乂明 船の 如く  S 巧 人 もを る、 大船では 無い。 八齡の 入寇 船は ル さい 四 五十 
人乘 ちかと 八十 人乘ク 、謂は ゆる 「其 お卑隘 にして ち 艦 じ 遇へ ば 仰な 化 難ん ず 其 底 


は 平にして 破浪 する 能は ず」 と あるの が 海賊の 手 船で ある。 しかし、 か、 る 卑小 じし 
•I て 平底な ろし 關船 も. 養の の も 明 人の 造船 法に 摸 撥したら しい。 茅 氏 武備 志に 「今の 
'倭 船は 底 おじして 能く 浪を 破る、 橫風圖 風 じる 巧 使 便 易を り」 とい 的、 帆 扼や化 機 も 
I 明 人の 船と 同一に なつた のは、 皆 沿海 奸民 (明 人) の 船を 買 ひ 取つ たから だと 述べて 
^ゐ る。 買 取つ たばかう では 無く、 摸造した ので あらう。 否、 曰 本の 海賊 衆が 摸 透した と 
一一 云 はんよ ろ、^ しろ 固有の 關 船を 改 食せ しめたの である。 兩朝平 攘錄じ 「倭の 船は 大 
かの 權 S 十六 枝、 次は 二十 枝な ろ •近 ごろ 亦 聞 入 受那の 沿海が 民に あたる) じ敎 へら 
I れて闕 船 (福 建 船) を 造る」 と 申して ある。 かくの 如く じして、 従前の 二 おの 一二 棟 造の 樣 
一式よ ろ 巧で し關船 も、 闡 船に 比較して は 平底の 憾 あろ、 且 垣立輛 とい ふ、 卽ち 兩般な 
ら) も 低く かろし が •もれを 改良した のは 何時 代 か、 天文 夫 おの 間では あらう が、 細な 
j 事は 知れ せぬ。 

朱印船な’ ひ 安を 船 朱 巧 船は 慶長 •寛 永の 年間なる 海外 貿易 船で あるが、 もの 繪 
.圆や 記錄も 世に 多く 傳 へて. ある 故、 中古な 前の 如き 推測の み じよる 說を 待たの。 前 
'1 じ 論じた る ごとく 闕 船の 樣 式に 參考 し、 南蠻 人の 操 舟 術を 觀 て， 更に 意匠を 加へ た 
結果が 關 船より して 朱 巧 船を 生んだ ので ある。 約言 すれば、 まじ 聞 船に 摸 做した 様 
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であるが、 されば とて 聞 船と 同一 だと 思 はれぬ。 卽も 私は、 朱印船 も關 船の な 良で あ 
^ る と 云 ふ た 方 が 至 當 か と 考 へ る の で す。  ‘ 

朱印 贿は 關  然 らばを を 船は 如何と 問 はれる が、 是は 中古の 唐 船の 增大 された もので、 而も 內 

舶の改 長  ^ 

海の 航路に 於いて •首 T 立 一一 巧 下 立の 構の 力で 進行す やぅに 發 達した から、 とても 
を 宅 船  遠い 大海へは 巧ら れぬ 構造で ある。 たと へば 朱 巧 船が 巡洋® なら、 まを 船は 防禦 用 
の 戰艦碰 艦で ある。 咬た 天 正 年中の 海戰 に、 小 早の 多 歎が 熟練の 驅 引を なて 却ろ て 
甚大なる まちを 倦 建した 例が 多い。 速力 も ル 早は 早く 安宅は 遲 い、 小 早の 綱手 じか 
I けて 辛くも ま 宅の 御座 かを 引く とい ふ樣も 見ぇて むる。 かるが、 故に 彼の 海賊 流の 
水 軍々 法では、 多. 數の小 早を なて 無二の 兵船と 爲 し、 もれに 親船 高 艦) として 垣な、 矢 
I 倉 尖 筒な どを 備 ふる 大 なる 關船じ 上 蓋を 爲 せる 者を、 組み合は せょ とおして むる。 
\  •朱が 船と 安を 船は 右の 如くに 性質の 相違が ある とせば、 巧を 船は 民間の 造作を 
I 許しても、 到底 をれ な 上の 發 達の 路 のない 品 かと も 想 はれる。 而 し- 1 朱 巧 船の 停 化、 
はた 二 本 帆 巧 五な 巧 積と いふ 制限の 爲 に、 が 角に 伸び 初めた 日本の 船舶が、 此じ一 
^ 頓挫した ことは、 いかにも 殘念 のこと であろ ました。 
n モお船 な戶 時代の 和船は おお 船と 云 ふ もので 代表 させたい。 をを 形の 御座 か 


や、 か 革の 丘 ハ 船を 除外 すれば、 のこる 荷船、 卽ら商 買 船が 實 用の 上 じる 實 地の 上 じ も 
I 和瓣 中の か 船で あると 申さねば ならぬ。 寬永 十二 年の 制禁は 五百石な 上の 舟を 禁 
じ、 十五 年には まを 形の 造船を 尙嚴禁 しつ \ 荷船を 五 巧 お 積が 上に 造る ことを 許 
I された 故 じ、 千お內 外のを のが 自然 和船の 代表と なろ 咬した のです。 さて 此の 千 お 
. ^ 船 は、彼 の閣船や黑船じ同化せられた朱巧船と反 し、0 しろ 舊式 の も の じ 逆戾ろし 
尖 底 I たやに 思 はれる。 尤も 千 お 船 も詳じ 探れば 一樣 式では 無い、 平底と お 底の 二 類が を’ 
^  の 中に 認められる 化國 の^ ヵ セ 巧と いふ 形は 觀舟 とも 呼 ば る ご と く 平 底 で， と 
^ 八巧おも積み、ドングリかと呼ばる^同形の大なる者 は、千 お な 上 の 勝 載 量 が あ つ 
たと 云 ふが、 是れら は 垂く天 正、 W 前の 舊 式の 殘ク である。 梅 極と 呼ばる、 江 ぞ大阪 
の回潛 船の ごと 含' 义巧 廻と 呼ばる^ トモの 高い 大船は、 底が 比較的に 尖つ てる 故、 

I 朱印船 に似てる 所が あると 申さねば ならぬ。 船 用 集 じ 謂 ふ 所の 薩の ァサ ブィ、 瓣泄 
四 階 造ろ と 云 ふ 者 も、 朱印船の 般侧の 高い のを 承け ついだら しい。 

結論  ^  さて' 江戶 時代の 船と して、 海 船 だけで も尙詳 かじ 知ろ たい もの だが、 中々 ょく々 
- ら ぬ。 傅 馬 船と か、 茶 船と か、 上荷 船と か、 大船なら ね ど、 相當の お數を 有する ル かも 多 
い。 專 、心 多年の 硏究 ならず して 試みに 之を 彼れ 是れと 云 ふことは 無證 であらぅ が、 
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河川 用の 舟 や、 露琶 湖の 如き 江灣 用の ものに も、 をれ くの 品が ある。 はた 又 制度の 
上 や 習慣の 上から 船舶を 論じ 年代を 遂 ひ、 場所 じょろ て* 交通 ド 盛衰 興敗が ある 事 
跡まで 考 へたら •さど 面白から ぅと 想 ふ ばかろ で、 實は 自分に もょ く 分らぬ 問題を' 
聊 化に 記述して 日本 交通 お 論集 中の 一章に 充て 寺す。 


驛舍 と木賃 


文學博 十一 久 米邦武 


巧が 巧 通史 
は 明治 前後 
を W て かつ 


日本の 交通 あは •安政が 巧 西洋 諸圃が 東洋 古來 の宿绍 たる {目の 會所 貿易を 打破- _ 
し、 阀 民の 自由 資 易と なつた 所 よら、 自然に 變 化を 交通 上 じ 及 保し、 明治維新の 初よ^ 
ら 、其 機關 設備に 大 改革を なさ くるべからざる 事と なつた。 故に 之を 考究す るに よ、 
明治 前後を なて 大鴻 溝を 八 刀ら が 前を 交通 不自由の 時代と なし’ な 後を 自由 時代 こ’ 
入つ て 漸くに 便利を 開く じ 至つ たと、 先づ がて 思想 じ 置いて 尋釋 せねば ならぬ の 
である。 前島密 巧は 明治の 初め 驛遞 事務の 主任と なつて、 其 新 舊分斷 の 最初に 新 交 
通史の 初 頁を 飾つ を 人で あり、 開國 五十 年 あじ 交通 及び 通信との 題に て、 明治な 前 
の歷史 じついて 批評を 加へ、 一篇の 文を 褐載 しある は、 特に 實重 ずべ 含 著作と して 
をぜら るべき 者と 信ず 然し 歴史 批評と しては、 粗略で 非難 中べ さ顯 みあら ぅ、 余る 
其 原稿を 示されて 頗る 補正を 與 へた 所る あろ、 又 見解の 異なる 所 も 多少 あれ ど、 巧 
にがては 決して 草 率の 作では ない、 天 喜 年中に 馨 いた. 吏 科 日記を 引て、 其 頃まで 東 
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國の画 難で あつた 事を 證 された るな どを 自慢に して 語られた とで ある。 兎角 贊際 
^ の 改 革 に 苔 さ れ た 餘 ら に、舊 時代の不便因難を說くに偏倾したるををれね ど、も 
I こに 文籍 のみに ふを 專ら にす る 學究の 著よ ろる 異彩を 放 も、 有益なる 價 値を をず 
I るりで ある。 

前 島 氏は 交通の 題 下に 運輸 •行旅 及び 通信の 區別 あろ、 間接に 海陸の 線路 •か 車の 
™ 種類 あろと いひ •運輸 •行旅と 通信との 二 小 題を みつて 說 かれて ある。 余る ホ これに 
從 ふべき なれ ど、 通信の 事は. 我舊 代には 官じ 專ら 施設され、 民間の 貿易には 更に 重 
^ を 置かず 不注意に 過ごした 故に' 特に 小 題を 設 くるに おらの  によろ て、 かし^ 之 
^ を 補 ふ に 比 め、ま と し て 運 輸.旅 巧 に か V. ス 道 路舟 が.驛 舍 等 の 事 を 論 述 す る 積 り で 
巧國產 の™ ある。 前 島 巧は 「我 •焚 通歷 あは 海よ ろ 開」 けと、 劈頭に 喝破され た、 玻 稱島飄 なれば 原始 

開け ホ  ^ 

^ はもれ じ 違； 5 ない、 然し 住民の 繁 息して 縣邑を 成した 後には、 反對じ 海の 交通が 困 
難で、 却て 陸路を 重る に 運輸し むた。 又 「我國 民は 航海に 豪 健」 と ある、 是 ももれ に 違； 5 
ない けれど、 造船 術は 餘ら發 達せず、 支那の ジャンク 式と 海賊 流の 船を 遠 航海に 巧 
^  ;5、 海岸には 關 船と いふ、 喫水の 淺 ぅして 臟を 多くた つる 早 船を 製して、 警固 所に 磐 
いで 海賊を 追 補して 居た。 をれ 故に 西國の 瀬戶內 海は お險 として、 官 物は 蜜 路を運 


"V  輸 し、 漸く 奈良 朝の 末に 至つ て官 物を 海路ょ ろ 運輸す るを 許された が、 やがて 藤 原 
I 純 友の 海賊の 亂が 起った。 其 外 熊 野の 海賊は が 勢の 海に 出沒 し、 すべて 海運の お險 
I であっ て、 津の 國茅淳 海は 西 國の官 物を 南海 道ょり 送る 瓣 をれ ど、 東國 ょろ 美濃路 
火 津のぉ  を經 て、 近 江の 湖水の かで 志 賀に輸 す 貨物の 方が 多 かった じょっ て、 大津の 名を 得 

! て 居る。 又 運輸に か 革を 用 ふとい ふは、 支那 人の 言を 依 角した ので、 日本の 古代は 和 
遞 船と いふ 堅牢の 小 かを 湖海の 津の 運® に 用ぅる 外は‘ 川 かた 過ぎを い。 車は 山路 
の險 憩なる にょつ て 用を なさの、 只 京都の 平地に のみ 用 ひられた が、 江戶府 になつ 
て 之を 用ぅる 免許を 得て、 高 輪に 其 元方が あって 牛車 猜 車を 用； 5、 世に 京都は 大八 
革で、 江 戶は大 と 車と いふて 居た、 其 他 諸國の 城下に 荷車は 禁ぜられ、 勿論 馬 草 人力 
車は 明治の 初めから のこと である。 で查國 の 運輸は 人馬と 稱 へ、 人夫の 肩と 馬の 背 
に駄 する のが 舊 時代の 習 法で％ った。 此 事を 前 島 巧は 究めずに 居ら るれ ど、 陸路の 
運輸は 先 づ此を 基礎と して 論ぜねば ならの。 

\  一よ 道の 路線 開通の 原始 

セ 道の 稱  I 南海と 東國 官使 住來の 陸路に 幹線と なると 道の 稱 へは、 孝德 天皇 大化二 年 
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南海 道 


東國 


衷 海道の 開 
通 
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に、 畿內の 驛馬傳 馬 •鈴 契の 制を をめ られ てよ ク 、後に 漸 々お 面に 現 はれた によつ て、 
推理 力を 用 ひぬ ものは、 是 よろ 漸と 驛路を 查國に 定められ たと 言 ふので あらぅ、 け 
れ ども 夫れ とおに 宫 道を 開かれた とは 謂 ふを 得が。 大 化は 僅に 千 二 巧 年 前の 近い 
セ逍 心神 巧  I 時代 だ、 と 道の 幹線は 神武 天皇は おろか、 心み 代 諾冉二 摩の 時に も旣に 開通して むる 
と 余の 思想には 映 じて ゐ る、 但し 驛路の 設けは 道 速 振 荒 振 生蕃を 征服して 統治に 
入る、 に從 ふて 次第に 備 はつた ので ある。 試みに 南海 道 じ 就て いへ ば、 畿內 •大和の 
平肆 よら 南山を 越ぇて ま踩 川の 大； i’ •小 峽に沿 ふて 木 國の湊 よら 师 波に 渡ろ、 ± 佐. 
が豫を 回り。 讚岐 よら 淡 路を經 て茅淳 (泉) の 海を 渡つ て 河 內に上 岸ず る 順 道で あろ、 
此 地方に 早く 齋 部を 扶植され たのは、 上代 よら 開通し むた 徵跡 である。 

龄^を もと 衫ま 載ず と稱 したれ ど、 號如 家の 傳 へに 天 富 命が 师 波の 齋 部を 徙し てま 
房 及び： 6 の 地を 開拓して ま 房 神社を 祭つ たは、 神武 天皇の 時と いへ ど、 义中臣 家と 
中 臣 部 を 徙 し て の兩神社を祭クて居る は、其 れ よ ら 猶 も & 前 の 事 と 思 は 
れ、出 雲の天^^^命も武總地方を拓い た。是 に 就 い て は、巧 移住民を海路から送つ た 
か 陸路から 送つ たかの 問題で あるが > 今の焉 へでは 海路の 便を 取つ たといぶ て あ 
らぅけ たど、 海賊の 危險を 思へ ば、 輕路 とい ふが 却て 穩か である。 余は 此時旣 に 東海 


鮮 新^で がると 思 ふ！ 神武り 皇モ神 八 井耳 命り 裔孫 も、 常道 仲の 國 造から 道 奧 
一巧は 城國造 及び 科野國 造と なつて、 常 陸風 ± 記に 崇神 天皇の 時は 旣じ現 巧し ならる、 
• - 陵の 菊夕關 、卽ら 勿 ま ホ關の 建ら れた 原因と 思 ふ。 是時 四道將 軍の 一の 武淳川 別命 

十二 道  ^  . 

は、 東方 十二 道の 不治 平 人 等を 和平して •其の 父の 化 陸道將 軍お彥 命と 會津 (お 代) に 
觀 瓣 れた とふ、 十二 道は 伊 •勢 虔張兰 河 •遠 江 •駿河 相 模南藏 •兩總 南 踩に巧 代で あろ、 白 
. I 河關 より 會津に 到 著された ので あらぅ。 是が 東海道の お 上に 見ぇた 始めで ある。 其 
辭！ ミ 千て I 後 皇子 豐城 入彥 命じ おかを 治め しめられ たが、 柬 山道 十五 闕 都督の おろで. 上 毛 野 • 
I 下毛踩 君が 關柬 を鎭 いる 始めで あら •十五 阀 とは 關 八州に 伊豆 中 擎謙訪 癖 野 •お 代 • 
お 城に 陸 奧を數 へたでは あるまい か'  關 東は 足 柄 關の萊 をい ふ、 其の 西に 駿 河の 息 
潍關の あるは、 餘释を 代に 臟 東が まだ 東夷で あつた 痘痕で ある。 日本 武霄の 暇夷征 
I 伐には 伊貿 よろ が 勢 神宮に 詣で i 張に て 副 將の尾 張 公と 道を 別ら、 霉は柬 海道 
^ を 進 行 あ ろ、駿 河 よ ら 相 模 に 越 ぇ、ーーー 浦の崎よろ房總 へ 渡つ て、常 陸 じ 向 的 給 ふ た、是 
垂く後 化の 東海道 十五 國を 巡察す る 順路の 如くで ある、 是を 見れば， 其 時よ ク旣に 
W 驛路の 制も備 はつて 居た ふ 地す る、 唯歷 あの 譽含 方が 古拙な ので ある。 

驳 山道  ，束 山道は 南 化の 海道の 間を 往還す る膨 阻の 山路で、 絮神 帝の 頃までは を 徵じ乏 
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しい。 目本武 霄の歸 軍に お 柄の 雜日 畴を踰 を、 甲斐の 酒が 宮 に， て、 連歌に 新ぃ獻 。筑 波を 
すぎて 幾夜 か寐 つる」 とのた 違い たれば、 秉燭の 老人が 「か V なへ て、 夜には；^ の 夜、 日 
に ほ 十日, とつけ たと ある、 是で常 陸の 筑波 よら 相 模を經 て、 甲 藥の府 に 至る 軍 行の 
日疆を 知らる \ 馨祀は 此歸路 を 記す るに 誤謬 r か 多い、 甲斐よ ろ 信 濃へ 出る 順路は 
謙 訪を經 過せられ たはず であるに、 進入。 信 濃 基國 化. 山 高 ハ合幽 、翠嶺 萬 重、 人 倚 社而難 
，升、 巖驗禮 巧 長峯數 千、 馬 頓，® 而不龜 と、 浮華な 詩的の 女 句を 綴つ て 胡麻 化して ある 
のは 圣くあ 料が 無 かつた るのと 見を る。 燈 がと あるじよ つて 木曾縣 II の 名所を 說 
いて ゐれ ど、 瞪 はお 段で 山路 普通の 景 である 彼處の 「山 險」 は 地理の 指示す 如く 謙訪 
よろ が 那路を 取り、 顾知 よら 園原蠢 原を 越ぇて、 惠那嶽 の 西の 湯か澤 にぉる 古道を 
ない V、 美 濃の 中 津川驛 じ 出 給 ふた 路順 である。 此は S 代 格の 齊衡二 年 正月 廿 八日 
の 官符じ 美 濃 國惠奈 郡 お本驛 輿，， 信濃國 阿智 驛蘭 去と 十四 里、 雲 山重疊 、路遠 坂 高、 戴 
，星 早發 、化， 夜遲 到、 一驛 之程猶 倍，， 數驛； 驛 モ負縣 常‘ 黃遞 送； 寒 節 之 中道 死者 衆、 を々 と あ 
る 其 地に V、 坂 本とは 惠那嶽 の 籠で 今の 中津川 宿で ある、 古驛は 宿の 南に 千駄 林と 
いふ 處の邊 じあつ かとい ふ 未 曾路の 此の 邊は 家を じ觸 魚を 姬 化して 池に 飼し、 夏 
は 水田 じがら、 冬は 池に 收 めて 吹 ふ 習俗で ある。 湯か澤 から 嶽の 背後を 遽 をる 信 濃 


木賊の 名 巧で、 中々 險 阻の 山路を 經て 阿知に 出づ る、 其® は 秋 葉 山に つくく 深山で 
I あれば、 古代は 荒 振 生蕃の 巧沒 した 處で あらう。 副將 軍の 吉備武 命は、 日本 武 曾と 信 
I 濃よ ろ 分れて 越 路を巡 巧し、 美 濃に て出會 された と あるは、 越 中よ ク 越ぇて 中津川 
で相會 したので、 此路も ホ 深險で 生蕃の 居さうな 地勢で ある、 此 よう ± 岐 郡を 巧い 
g 山道の 別  て、 尾 張の 熱 田に 著せられ たのは、 東 山道の 別路で ある。 後の 衡道 線は 其 化を 巧 旨、 是 
も ホ險陋 である。 景行 天皇は 初年 じす 兒郡 泳の 八 お 入 か 珍 命 (帝の 默 父； の 別 宮じ巧 幸 
美 濃の か宮  し、 離の 遊 r 池を 覽を なは したが、 泳は 木曾川の 南で、 木曾路 •飛 驛路 の相會 する 山 口 
にあろ、’ 任戶府 時代には 千が 巧の 補木改 巧の あつた 所で ある。 木曾路 は火寶 一 .一年に 
開かれ、 其な 前は 行 止ろ の 樣な山 僻で あるに 皇子の 別 宵 あるは、 木曾川を かにて 上 
下し、 上流は 福 島の 上まで 上ら、 もれよ ろ 陸路を 行いて 筑 摩の 踩へ往 ホした では あ 
る 違い か。 而も 其れは 餘ろ因 難な 路 ではなく、 頗る 風景の 勝地と した ものと、 天武天 
皇の時 信 濃に 離宮を 造營 せんとせ/ られ たこと を 脅 想ず るので ある。 之を 要ず るに 
古代よ ろ 信 濃の 雑 氷 略を 下ろて 兩野 州を 開かれた お 山道は、 前の 阿知 驛と此 木 曾 
一川の か路を 取る よろ 外は ない 地勢で ある。 

ヒを兹  北陸 道は 上代に 出 雲と 高 志 人との 往來 を祀記 あび 巧 雲 風 ± 記に 載せ、 伊 弊冉曾 
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前からの 事で、 海路を 取つ たと 思 做されて あれ ど、 是も ホ若狹 ょう 陸路の 開通し 
^ て居たに相違な.い。崇神帝の化陸道將軍はがの伯父じて國家の柱おであつた大彥 

! 命 であ.^、 會津 へは 越後の 彌彥の 東南から 進まれた であらう。 其 後胤 阿倍 家は 越 前 
を 道 口と して 越國 造と な少 、越 狄を鑛 めら れ た、 猶兩毛 野 臣の暇 夷に 於る と 同樣で 
あり、 近 江の 狹 々城 山 君 も 其よ 族の 一で、 東 あ 江の 化 越 道 線に 據られ たもので ある。 
越 地は 奈な 朝の 初めまで 信 濃 川を 越 中 •越後の 界 とし、 婷 おと 磐 船の 複關を 設け、 磐 
船が 萊は 暇狄じ 委棄され て 居た が、 和 銅に おの 國を 置れ た、 然し もれは 統治の 進ん 
だので、 北陸の 路線は 早く 磐 船な 東に 開通し、 齊明 天皇の 時に 阿倍 氏が 觸田 (秋叟 郡 
I 領 をを いたが 秋 旧 城の 起ろ であり、 遠く 肅愼 身で 征服し 居 たれば、 一一 一越に 化 陸 道の 
開通され て柯倍 家の 勢力の 下に 驛路を 設けた ことは 久しい と斷 をして 然るべ & 
であらう。 

二西國 西 闕は出 雲ょ ろ 新羅を 兼領 し、 筑紫 ょろ S 韓じ 交通し、 薩 靡の 吾 旧ょり 
聞浙へ 交通し •高 千 穗宮に 皇居を ぶめ られた 程で あれば、 早く 開けて 道路 •交通る 便 
i 利で あつたと 誰も 思 ふで あらう が大違 a である。 或づ 海賊の 物 騷な爲 じ ま 備の瀬 
戶內は 海運の 困難で あつた、 孝靈 天皇の 時、 須 磨の 關な 西へ 針 間を 道の 口と して、 皇 


モ 達を 差 巧け、 吉備 道を 開かれ、 開化 天皇は 丹 波 道を 開く に 着手され た、 百 冗に ついて 
ま 備道丹 波 I もが 適 家と 近 江の 踩洲國 造 及び 但馬 家な どの 關係 あれぶ 此 には 略す) 次の 祟 神 帝 
の 四道將 軍は 前述の 如く 東海 •化 陸の 兩 道は 陸 奥 •出 羽の 界 までを 治平され たるに 
I 西國 はどぅで あつた、 西 道は 吉備 津彥 で、 其 一は 丹 波 道、 王で あつて、 近く 畿內 附近を 
I 治平され たに 過ぎの。 而も 其 時代は 筑 紫と 吾田と 戰を稱 へ、 新羅は 大加雜 と 相 攻め、 
河內の 吾田‘ 媛が 武墙 ま彥- とおに 叛 いた 事を ども あら、 遂に 和 通 家よ ク任那 鎭守府 
I を 開き、. 阿部 家よ ろ 筑紫國 造と なつた 變 動の 際で あろ、 やがて 熊 襲の 亂を引 起し、 景 
か豫路  巧 天皇 •日本 武霄 の西征 となつ たが、 景巧 帝は 伊豫 路を 取つ て 周 芳の娑 摩 浦よ ろ豐 
前に 渡ク戰 ひを はじめ、 豐 後の 山路を 征服して、 日向の 諸縣 よら. 肥 後の 球 摩に 踰ぇ 
て兩 肥を 巡 巧せられ た。 日本 武 貧は 歸軍じ 海路よ ク吉備 じ 到り、 巧 海の 生 番が路 人 
- i. を菩 しめて 禍害の 數 となる を 長を 誅戮 して、 水陸の 道を 開き、 難 波の お濟 にも 同じ 
- •'.憩 神を 謙した 事を 奏聞せられ た。 是 等を 綻覽 すれば 將 軍を ま 備 道み 波 道に 向けら 
れた後 も、 西國 のを 通は が 豫路を 取ろ、 古備 •丹 波には 邪神の 毒氣 深く、 卽も西 蠻の巢 
™ 窟 となろ、 難 波の 入海 聋で音 だ 治平に ついて 居な かつた ので ある。  ’ 

璧 I 為  更に 上代に 迴 つて 考 ふれば’ お 雲よ ク周芳 及び 木 國の熊 野への 一 父 通は 難の 川上 
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^ 對財闕  よろ 安藝へ 踰ぇ岀 で、 が 豫路を 取つ たるので、 越の 八岐 大蛇が 彼の 山を に 離 居し 
た 光景を 想像 さる、。 從 つて 伯 脅 白 髓よク 美 作を 踰 ぇて 擺 磨へ 巧 通の 路を よく 開 
通し 得た る やの 疑問る 起る ので ある 桌後 神武 天皇の 東 症に、 筑紫 よら 先づぞ 佐に 
向 ふて 宇佐を 循 服せられ たるは、 宇佐の の 谷よ ろ豐 後化踰 ぇて、 海 部 郡 佐 賀の關 よ 
ろ 伊豫へ 渡る 通路を 開きを かれた ので あらぅ。 而 して、 宇佐よ ろ師を 還し、 筑 前の 岡 
靈賀) 湊 よら 馬 關海峽 を經て {女 藝へ 渡海せられ たのは、 此が出 雲と 周芳 との 交通の 
I  衝 地で、 周 芳の雲 浦は 曼刖 じ對 する 要津に 位し、 其の 南に 中の 關を 設け、 東に 上の 
離、西 に 下 の 關を 設 け た の は、瀬戶海 の 海賊と 西海 の 海 賊とを警固し た も の で あ ろ、 

I 其 創設は 化 時代と 推理しても 可ら ぅ。 且つ 神代に 高天原と 稱す るは、 天 京と 漢譯す 
ベ 含 中央政府の 所を 地で あるが、 出 雲と 筑 紫との 地 飄 よろ 推せば 周 芳の娑 靡 浦は 
中央に 位し. 對 岸は 豐 前の 京都 郡で あれば、 此贿處 化 其 地點を 求。 る よら 外は ない 
樣 である。 西國 は韓國 を兼領 し、 支那へ を 通し、 南洋へ 往來 した 要地で ある.、 四 代の 間 
は 高 千 穗宮じ 都せられ たれば、 交通 おの 原始を 飾る じ 意匠を 凝すべき 所で あると 
典、 に、 諸方 よら 移住 植民した 種族 もホ雜 多なる 所 よら •後まで 西蠻を 治平す るに 大 
じ 力を 用 ひられた み 第は、 古史に 零々 礎々 記されて ある 文句に、 大に 推理を 用 ひね 


巧 雲と 巧 防 
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ばなら のので ある。 

\  日本 武 摩の 誅戮 せられた 义 海は 備 後、 安那 郡の 海岸で、 奈良 朝ょ ク深津 郡と なつ 
I た 積游の 新地で、 {八 海の 形を 失 ふたれ ど、 福 山城 あたろ がを 長の 居る 所ではを いか。 
I 义三原 あたちの 島々 は 伊豫に 聯絡し、 後に 海賊の 有名を が豫 の久留 島と 備 後の 因 
I 島に 居ろ、 が 上 巧は 長く 海賊 大將 と稱 し、 有名な 强族 である。 難 波の 拍濟 ろは 仁德天 
皇の難 波 都の 時には 海 口の 渡しで あつたが、 今は 大阪の 化區の 市街地と なつで 居 
I る。 神 巧 皇后の 新羅ょ ク凯 旋じ務 古に 住 吉津を 開き、 須磨 關を廢 して 播備の 界に和 
氣關を 設けられ、 應神 天皇の ま備 を親征 せられた 拳が 書祀に 見ぇて むる。 吉 備を統 
治に つける には 歷代 力を 用 W られ たが、 崇峻 天皇の 時に 東み 東海 •化 陸の S 道に 觀 
察 使を 遣され た。 山陰 山陽の 二道は 少しも お 面に 見ぇの •却 V 天智 天皇の 時 新羅が 
I み 離した 際、 讚 岐の屋 島と 河 巧の 高 安に 城き、 絳 火の手 合せを 設けられ、 が 豫吉備 •周 
芳绕 紫の 四 太宰府は 繼續し 4 大寶 元年に 唯筑 紫の みを なじ、 他は 廢 され、 大寶 令は 翌 
I 年に 成つ たから、 他の S 太宰府は 讀お 者の 注意に 漏れて ぬれ ど、 西蠻 の海濱 山を に 
^ ぉ據したのを循服するじは非常に力を用ひられ で、贩 夷と準人が內附 の事を每々 
あは 書れ て ある、 準 人は 卽ら 西蠻 であつ て、 巧大 隅の 曾 於 郡に 居る 蠻 族との み 見做 
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ずと を おぬ.. ので ある。 山陰 •山陽の 稱 は、 天武 天皇 十四 年に 六. 道へ 使者を 遣は された 
j 時、 始めて 見 ゆ (六道は 柬 山がない、 恐く は脫义 であらう) 其 後 太 宰を廢 された、 大寶二 
年な 來と 道と 例に 稱 せらる、 撥に なつた ので ある。 

二舊 時代に 運輸 旅行の 便 否 

™  大 化の 驛 制の 起原を 推究 すれば 上に 述 ぶる 通ろ で、 其 時化には がかの 便利る 開 

が 化 頃の 旅 I 通されて む聋 いとい はれた が、 其れは 大 化な 後と V も同樣 である、 茲に大 化の 頃に 
巧 

旅行の 困難な 事 實を擧 げやう。 而し 其のが 前に 咬づ 論じを く 必要の あるのは、 舊驛 
路に 人民が 運輸 旅行の 狀 をい へば、 直に 不便と 困難と に歸 して 問題は 殆んど 消滅 
驛傳 設 ょ  す るので、 前 島 巧は 化に 發 達の 跡を 求めて 得る 巧な く、 因て 「驛傳 の 設けは 官用 及び 

官用の 爲め I  0  0  0  〇  C  〇  0  0  0  ‘  r  >  i 三 

なり  官吏の 使用に すぎず、 幕府の 式目 もを 國 に 能く 驛 政を 行 ふこと を 得た るや覺 束な 
.  く、 孽ら？ 車が？ 納 が，！！ 龄 17^ 紙？ 且^  I ハ。 へたる にす ぎず 勢！^ 及び 社交の 利益を 保護す 
が餘^ はがが^  2：n 户 とい はれて ある。 卽ら大 化ょ ら江戶 時代 脅で もク 通しに 不便 
I であれば、 其が 前 も ホ 其れな 上の 不便は' 無 かつた であらう。 圣體交 通史と いふ 題目 
は， 近が 西洋に 交通 機 關の發 達が、 國民 •の 殖產 貿易を 開通した 跡を 見て、 是を 文明 進 


化の 必 由の 大道と をず との 思想を た V へ. しかる 巧 氣霞氣 の 利用 咬で 反映して 昔 
™ を 想像し 居る 者が 多い、 柬洋歷 おは 查く 別世界で あつて •其れに 何の 注意 も 無くて 
ホ 今を 通過し 來 たのは、 彼は 上古の 地中海 行商よ ろ始じ 違ろ、 商業 主 藝を尙 ぶ 民族 
I であるに’ 東洋は ± 著して 耕牧 •黨 織に あ 食す る 民族で あるから、 其 ま 要と する 目的 
I が查く 異な クてゐ る。 然 かはいへ ど、 西 禅で る 巧 革 電信の 通ぜ ぬな 前には， 旅行 や 通 
信の 巧 力と 困難と を' 千 八 巧と 十 年頃 身で 老人は 語つ て 居た。 すれば 彼の 歐洲る 十 
一二 二世 祀 皆での 交通の 不便は、 東洋に 接近して 居た ので あつたら •ぅ。 

東洋は 殖產 興業の 成立が 異が ひ、 從 つて 交通 歴史る 異 つた 別世界で 明治の 新 時 
代に 到 著し たれば、 昔は 言は ず もがな、 近く 元の 會所 貿易が 今の 自由貿易 にを つた、 も 
卽も專 制の 世界から 自由の 天地に 移つ た 時に、 國 民が 便利を 善んだ か 否か、 余が 實 
歷 した ことを 兹に 述べよぅ。 をれ は嘉み 癸丑に 米國 の水師 提督 ペ^リが 渡來 した 
後に、 幕府は 直は 大船 製造の 禁を 解き、 其の 九月に 長 崎 奉行 水戟筑 後を が 下向して、 
和 蘭 國じ蒸 氣船數 « を說 へる と共に 本國 よろ 軍艦に 海陸 軍の 將校 技師を 選み 乘 
I 組奇 せて、 敎師に 送られた しと 囑 託し、 よつ て 翌年 彼國 よろ ス I ム ヒンク 鑑 覆の 觀 
光丸} が 長 崎に 渡 ホし、 其乘 組の 敎師じ 操 か 術 や 銃砲 陳を傳 習す る ことにな つた。 此 


\ 
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傳 習が 古 來の會 所 貿易を 巧 破して 自由貿易と をる 破綻と なつて、 其爲 め化傳 習は‘. 
‘  ^  一  S らも 延引し •安政 二 年 S よろ 勝 麟太郞 •伊澤 謹 吾な どが 長 崎へ 下う、 年末よ 
^ ろ漸く傅習を始〇る樣にをつ た。陸 海軍の傳習が會所賓易の習法を巧破するとは’ 
^ 緣 の 遠 い 話，の や う で あ れ ど’も こ に 機 能 を 含 み亩 來の貿易法る驛遞法 も、宫 の 便 利 
1 にの み 設けた 樣 で、 闕 民に も 便 否の 影響が 自然に 具は つて ゐ たこと を 化に 究 。る 
^ 必要う ある  • 

を 所 質 易  ^  抑る 會所賓 易と いふは、 古への 國 交は 船數を 限られて、 其 船の 乂灌 すれば 直に 積 
荷 目 錄を宮 に 呈出し、 荷揚 じは 官吏が 立會 ふて 宫設 の藏に 入れて 封印. さる、、 其藏 
は 荷物 じよ 6 類別され て 數多立 並び、 をれ には 官エ官 商が をめ られ て、 加工る し鑑 
識も する、 依て 是を會 所と いふた るので ある。 會 所は 貿易に 限らず 諸國府 にも あつ 
て、 某 座と いふを 許を 受けた エ 商の 團體が 住居して 居た。 長 崎の 貿易で 和 蘭は 出 島 

^ の 館 じ 居 て、ロハ ー の 橋 を な て 巧 中 に 交 通 さ れ、荷 造 ろ も ホ 堅 牢 で 荷 揚 の 取 締 ら じ 良 

•  - 

かつた が、 唐舰 (支那の 商船) は梅ヶ 崎の 唐人 館の 前に 河口を 隔て 荷揚 地が 圍 はれ、 多 
- くの 藤を 遮 並べ 祐揚 にはを めの 人足が 數巧人 あつて 之を 運搬した が、 唐人の 荷 造 
ろは 粗 織で、 取締ろ が 不祀律 だから、 長 崎 人足は 昔から 慧 し^がの 半纏に、 股の 溜 含 


股引を 著 用す る ホ 風で あるが、 もれは 猶揚の 時に 貨物を 偷んで 之に 巧遂 めず 分に 
^ 飽かせて 場を 出で ちれを 引受る 商人が あつて 賣挪 く、 是を 「こ ほれ」 とい 分、 公然の 聪 
一 密 として あつた、 長 崎は 其 「こ ほれ」 で 商賣は 繁昌して ゐ たので ある。 お 當に藏 入れの 
j 荷物は 諸 藩 其 他から 預め願 出で て 許されを 注文品の みを、 其の 地で 渡し、 儀は 盡く 
I 火 阪化回 潜し、 彼 地に 免許を 得た 官 商の 手で 查 國に賣 測いた もので、 長 崎は 恰も 鶴 
の 喉の 如く、 呑めば 直に 化 出して ゐ た。 輸入品の 窩價な ことは、 文な 年中に 江 戶の即 

; 藝妓が 榮耀な 美服を 着た とて 剝 取られた 毛附を 見れば、 吳呂 服、 唐錢 縮、 更妙 などが 
ある、 蘭 口の 更紗は 絹が 上の 價じ買 はれた もので、 何も 舶ホ 品は 非常な 高利を 得る 
じょつ て、 長 崎には 胃險 的に 密巧 買を なさん と‘ 其 漏孔を 穿つ 智 術を 巧 ふる 故に •蘭 
人 も 唐人 も自 ぉじ ホ 中 遊步を 許されず 遊歩には 監視が かいた。 出 島 館の 蘭人は 唯 
禁獄と いふべき 狀 態で あつた、 彼は 利益の ために 苦痛を 堪 へて 居た が. 今度 本國ょ 
々迎 へた 軍事の 敎師 を' 左 樣じ無 禮な接 遇は されぬ、 素ょ ろ 利益に たづ さはら の 軍 
人で あれば、 別段に 條 約を 締結して 出 島の 外に 居住， し、 傅 習に 必用 品は 携帶 して 授 
^ 琴す る 自 由 を 與 へ ら れ た、是 が自由貿易の破綻とを ろ、彼 の密商買者が漏孔を穿ク 
の 手段る 施された ので ある。 

驛を  四ち 一一 
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化の 如く 陸海 軍 傅 習が 賀 易に 影響を な’ ほした が、 其の 貧 易の 改革が ホを 志の ホ 

I; を激發 して 明治の 大變 革を 促した 事を 話さぅ。 長 崎に 陸海 軍の 傅 曾が 始讀 〇た翌 
年に 嘯 田閣老 が米國 領事-八 リスに 迫られて 五ヶ 國條 約を 締結し、 朝廷の 批准を 
得ん として 失败 し、 京攝の 間に 處± 浪人の 攘夷論が 沸騰し、 戊 午の 大獄と なら、 井伊 
大老の 横死と なつた が、 其の 頃橫濱 •長 崎には 旣に 自由貿易が 巧 はれ、 其の 大巧 擊を 
受けた ものは 大阪 の舶來 品賣测 きの 官商 である。 を こで 彼等は 献慨 ムに訴 へて 開 
國 貿易 論者を 賣國 奴の 如く 言 做し、‘ 猛烈に 攻擊 してな 家を 脅迫した、 其の 背後には 
何物が 潜まつ て 居た か、 遂には 貨幣の 混亂 、物價 の 騰貴な ど、 大架 楽に 言觸 し、 朝廷 
處击 浪人 ク-對 幕府の 不和を 一方ょ ろは 大阪對 橫濱の 反目と も 見ぇ、 處 ± 浪人の 運動費の 出處 

雲 費  _  I 

^ はもれと領かる、のであら ぅ、其 時の長崎はどぅであクたかとい へ ば、天 保 の 未 じ 
'  こ 央國が 上海 •香 避に 自由 賓 易を 開 S た 後は、 大華 またる 唐人 船の 乂灌が 年々 じ 減じ’ 

I 不景氣 を f  : けた 所 じ.. 英米の 商船が 自由貿易を 始 & たのは 渴飮飢 食 も同樣 
^ で’ 元來 鶴の 喉 じて ロハ 「こ ぽれ」 で娠 ふて ゐた處 であれば、 官 商も密 商る 各々 利益を 受 
- け、 京攝 間の 攘夷を あざ笑 ふて 居た。 其 頃 余は 每度長 略へ 往 ホして ゐ たが •是 まで 高 
貴な おと 風つ て 居た 吳呂服 唐山纔 •更 妙が 馬鹿に 賤く 買は る、. にょろ、 久しく 蒙み . 


ゐた人 かょら 買 入れを 囑 まれて' 其の 希望 ふを 滿 あさせた。 會所 貿易が 自由貿易に 
かは る 過渡期は 化の 如くして 通過した が、 大贩の 舶來品 商人 も、 實 は恐備 した 程に 
悲慘な 失業者 も餘 ろ出來 ずに 過渡した であらぅ。 是 等の 方面ょ ら觀 察すれば、 當辟 
の 貧 王 攘夷論 も 餘ク高 價は拂 はれぬ 話で ある。 

舊 時代の 驛路を 通の 設備が、 官用 及び 官吏の 使用に 專ら にして 賓易 社交の 利益 
は 保護され なかつ たけれ ど、 闕民 はさの み闺難 不便を 感 せず 却て 變 革の 除 じ 自由 
貿易に 向つ て 力を 極め. お 斥した のは、 所謂 官吏 中には 官エ官 商 違で 組織 包を され 
て、 社會 一般の 生活を 保護され 居た 故で ある。 爾後 新 化界の 潮流から を 通 機 關に蒸 
氣電氣 を接納 ずるに 及んで、 始めて 便利と いふと を 知つ たが、 之を 除けば を 地方に 
車を 用 ふるを 得た るの 外は、 元の 陸路を 運輸 旅 巧し、 古が と 相違した 便利 何に をる 
か、 俄かに 擧げて 之を 言 ふに 困し い.. もこで をに 大 化の 頃に 旅行 困難の あ實を 話す 
に 興味を 生ずる 場合に 到達した、 狡其歷 あは、 

( 一 肴 皆旷 之が： 事畢 還. 鄕之 日、 忽然 得. 疾^ 野路 頭 お. 是 路頭 之 家、 乃謂乏 日、 何 
故 使，， 人 死， 奈路： 因留， ，死者 友 伴： 强 使， 敲除苗 貪 兄雖献 •宛 於 路：其 弟 不お者 多。 

(二 肴 in  ^ 、 溺 、死， 於 河： 逢 者 巧謂乏 日、 何故 於. 我 使麵顯 人： 因留 。溺者 友 伴； 强使誠 除 苗 
驛 かと 木賃  四重 
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，是兄 離 一。 溺死 一 於 河： 其弟不 ，救 者 衆。 

( I'r は 行旅が 路 じて 急病を 發 して 暴 死した もので， 道路の 不便では なく 寧ろ 風俗 
の薄髓 である。 (一一 ごは 繼 渡しで 洪水の 暴 漲に あ a 溺死した るので あらぅ。 化 頃 違では 
橋 舟の 設備が 缺 乏しぬ V、 僧 道 登が 宇治橋を. かけ、 道昭が 諸闕を 遍歴して 勸 化し、 路 
傍に 井を 襲り て 波し かを 儲け 橋を 作られた が、 其 後 巧 基る 亦 行 化を がみ 險 難の 處 
じは 橋を 架し 路を 修めさせ、 其 設計の 成功した る處 多し とい a. 當時 道路の 便を 開 
いたる は、 娜 僧に 負 ふ 所が 多 かつた。' 

(ーニ肴，，^ な が；路 頭 炊.飯、於 是 路 頭 么 家、乃 謂 .之 日、何 故 化椿 炊=飮 余 路一强 使敲 除一 
面 肴， 育 k 就 fe 借 細が 飯、 其觸觸 柄而權 、於 装 鞠、 王 乃 使 誠 除 一 
化の 糧を裹 みて 旅 巧し 道す がら 炊いで 唤 ふは 支那 も 同じ 戚 がで、 彼 國の若 力は 
今に 化の 如しと いふが、 我 邦で •は 木賃宿と なつた •木賃 とは 其 宿に 就て 盤を 借らて 
米を 炊 さ、 薪 木の 賃を拂 ふので ある。 •任戶 時代の 宿驛 法る 旅 宿の 價は木 貸のを めで、 
をれ‘ に 割 增を加 へられた ものである， 昔し 鞠に て 炊いた 米は 恐く 玄米に て、 眷 米で 
はな かつた であらぅ が 上 四條の 未に 是 等の 如きは 嫌 俗の 染 いる 所な ろと て復た 
なずなと いふで ある、 卽ち 習俗の 不 進化な ので、 交通 設備の 不發 達と して 論ずべ さ 


事では ない ので ある • 

豆肴肯 姓 蹈材黃 曰 詔， 所藥馬 疲瘦不 お、 な 希 一 一尋 麻 二 束 一 送 寥河尾 張 兩國么 人-雇 
を 養 飼； 乃 入， 手 京； 於賽鄕 之 具 送。 一巧 怖 參河人 等 不能。 養 飼 湿 令- 瘦 死、 

非 細 馬、 卽 生，， 貪 愛： 工作， 詰 語； 言 被。 偷失一 
若 ン是牡 馬、 ぎが 己 家 起 使，， 碱 除： 遂奪莫 馬： 

か、 る ji2 聞の あるに ょつ て 馬を 道路の 傍の 國に養 ふ ものは、 雇は る V 人を 將つ 
て審かにが|^^に吿げて酬物を授けし め、其 の還鄉の日じは更に報ひるを須ゐ ず、若 
し疲 貫を 致さ ば 物を 得るべからず、 斯 辯に 違は ぶ 重罪を 科す」 との 制を 定められた、 
馬、 を牽 かせて 上京し、 中途に て 疲れん と氣 遣り、 人に 預けて 飼養 させた のは、 京都に 
て 必要は なき 馬と 思 はれ、 頗る 賛澤 な譯 であれ ど、 江戶 時代 じ も 馬の 木賃は 人の 一 
倍に 定められ たるを 見れば、 馬を 牽 せた 旅行者 も あつた もの なれ ど、 後には 大 ぶな 
上で なければ 容易に をき ことで あつた、 で此 一項は 當時 旅行の のん 含なる 一證と 
なる ので ある。 

が 上の 文に 辨釋を 要する は、 毎 項に 役 民と 百姓と を 互 文に 書いて あるが、 是を今 
の勞動 役夫と ± 百姓と 解 すれば 大に 誤る、 化 時代に 民は 大御寶 とい 於、 役 民 も 巧 姓 
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もな 田の 知 巧を 得た ± 族 であら、 少 くも 從者 S 人 上を 伴 化 つれた 人で あるは ず 
j 化て 叙位に ならぬ 官 人を T とい S、 日 別にえ 二 升と 鹽二 勺を 給 せらる V をめ であ 
I る、 卽も四 人の 飯. 米で、 其 如く 旅 巧に る主從 •の 飯米を 裹 みて 持たせた るので、 而も 課 
I 役じ疆 くには 同じ 友 伴が 數多 あろ、 路頭に 炊事場を 設けて 炊き、 或は 家に 就て 鞠を 
I 借らて 炊いた ので ある、 後まで 巧 軍の 旅行は ま、、 此の 如 さ 炊事を 爲し たもので あ 
I る。 碱 除は 其 幣物 化 ホを 徵 したで あらぅ、 其の 頃 神道の 觸 磯を 嫌 ふた 習慣から 稱へ 
^ た 名で、 後の 酒代 •茶代な どじ 比すべ 含で あらぅ。 當 時は 皆 だ 物品 巧 易の 特 代で、 田 舍 
I 、 に錢は 通行せ なかつ たが、 元 明 天皇の 特に か 銅 開 絲の錢 を 鑄られ、 諸 國の役 民が 遠 
路 を負擔 して 資糧を 具へ、 途中に 重 負を 減損して 路に飢 る もの 少 からず とて、 國郡 
司に 令して 豪 富の 家に 募つ て、 米を 路傍に ffi 意賣 買せ しめられた、 是が 行旅の 木賃 
宿に 米を 炊いて 泊る ことの 起ろ である。 

府廳の 所在地 化滯留 して 公 a の 用を 辨 ずる 客舍の 設備と、 其滯 在の 旅 宿で 病を 
療養す る ことじ 就て は、 弘 仁の ホに 小野岑 守が 太を 大或 となろ、 逊任 中に 續命院 を 
i 建設した 時に 「太宰府の 民が 公に 私に 來 A 事の 重 含を のは 歲を竟 つて 還る、 其 戸ぶ き 
間には 府 倉の 下にを 宿す るか、 聞 里に 賃寄 する、 若し 疾病に 罹ろ 手を の 不適なる こ 


官舍の 設備 


至れば、 喜は 督 幾し 此は養 病の 處に 非ず とい ひ、 主家 も ホ 之を 爭ひ追 ひ、 皆 死を 顧 
I  0 の 人と なる じよろ、 遂に 道路に 露 臥して 風霜に 廳 されて 死す、 縱し たまに 搔 癒す 

I ると も、 ホ 飢寒に 死ず る もの 十の 八 九」 とて 續命院 と 宇を 建て 旧地を 寄附した、 是は 

一  ' 

<  I 病院 宿を 設けた 譯 である。 府 倉の 下とは 卽ち會 所の 倉庫 あらて、 總 ての 租調 貨物を 

出納し、 商工の 集會 する 處に 客舍の 設け あつて、 公私の 用に 滯 がする 者を 客 宿させ 

るので ある。 間 里に 賃 寄は 民家を 借ろ て 下宿す るので、 西泮 にて ホブ^に 宿ず るで 

J なければ ボ— デン、- ゥスに 下宿ず ると 同樣 である。 是 じて 中古よ ろ 日本の 都府じ 

一 j 於け る 旅館の 狀 態は あら 寺し を 知られ、 近代まで さして 發 達した 廉 もない 様 だ。 

一  *  . 

道路  I  道路に ついては 日本は 山 岛じ據 て國を 成す と稱 せられて むる 如く.. 山路で 險惡 

™ なる 上に、 ホ 水 西を 耕作す るに よつ て溪 々じ 水源を 養 a、 平地に 就けば 之を 溜る 設 

1 備を努 いる 所に よろ、 河水の 流れが 多くして、 雨水の 沉濫 する じよな、 橋を 架し’ 渡 舟 

-を 設け、 小川には お 巧を 徒渉す るを ど、 其爲 めじ 時日を 空 過ず るを をれ ない。 橋は 僧 

I 侶の. 勸進 でかけられ、 霞に 下馬 化を 立て、 あつたが、 夜 巧の 藏馬 人が 松明の 繼 

一ろ を 落とし； もれを 撲滅す るに 勞す とて •山城 •河內 じは 貞觀 十五 年に 騎馬を 禁じ、 夜 

布施 屋  巧に 檢 察を 加 へられた。 大 川には 舟 渡しが 多く、 渡しの 廣き 渡し場に はぶ 施 屋を設 
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.けた、 布施 屋は献 せる 屋の 意味で 夜々 渡し舟を 待つ 間趴 せぅて、 1 睡 する 小 旅舍の 
ことで あらぅ 久しく 畫 題に 用； 5 られた 淀川の 曳 かは、 欽明 天皇の 末年に 高麗の 使 
節 瓣が越 前に 著いた のを 志 賀に迎 へる 樣 じ、 難 波から 大瓣 を上ぽ せ， 宇治ょ ク狹々 
浪 山を 控 引し 來 つて 飾ろ 船と なされた が ある、 卽も彼 急流を 曳 舟して 上つ たの 
である。 又 淀 河の 岸には 攸 野が 多くて、 雜物 運送の かを 曳 くを ば攸モ 等が 禁制と い 
ふて ぉ 奪し、 船客の 難義 ずると て、 河に 近 含 五 尺の 巧を 妨害す るるのは 强盜 をが て 
論ずと、 昌泰 元年に 宫符を 下されを 事が ある。 斯く 陸路 交 逆の 便は 不滿 おながら も 
開通を 努められ たが、 大體じ 於て は 神武 •崇 神の 兩朝 、所謂^ ぐ%^ すの 時代ょ ろ 江戶府 
或で、 大 なる 變 化は なくが 通して 來 たとい ふて 甚だしき 誤 想では ある 違い。 

S 驛傳 とお ± の 關係 

道路の 交通と いへ ば、 運輸 巧 旅の 便 否を 問 ふて、 直に •賓 易の 保護に 諭 じ 及’ ほす •か 
がん ど 今の 人’ の常懿 であれ ど、 日本のを 通史を 釋 ねて 驛 路の狀 態を 見れば、 專ら官 
用官 物に 使用され、 武家な 治と なつて からは 諸 藩の 武± に 使用され、 社交 •賓 易に 保 
譜を與 ふ. るとは 查 .く 放棄. されて ゐる 様で あるから、 其れは 武人 專 治の 弊 善 かと、 更 


に 王 巧に 迴 •ほつ て國司 •郡 司に 於て 租棘調 物を どの 官物 運輸の ために 何等の 便を 
踩 かの 锭籍™ 與 へた 欺と 考 ふれ ど、 是も 甚だ 怪しい ので ある。 おめ 余は 驛 政は 運輸 行旅の ための 
設け だから、 民 部 省の 管轄に して、 國 郡に 專當 せしめた ものと 思 ふたのに、 兵 部 省の 
I 管轄で あるは 意外で あつた。 其 お 部 式を 檢 すれば、 諸 國驛傳 馬を 表記した るに、 驛馬 
が 多く、 傳 馬の 少 いのは あべこべ である、 をぅ してよ く-^ 見れば、 山陰 道の 出學お 
見から 出 陽 南海の 二道には 壑く傳 馬は ない、 九州 も豐前 •大 隅に なく、 肥 前は 其肆驛 
.  I じある ばかろ、 是は 多分 平安朝の 頃は 瀬戶 海に 海賊の 警 固が とこて、 船 運の 便が 
- 開けた 故で あらぅ。 然し 傅 馬は 火 お 一驛に 五疋づ 、で、 十 疋の驛 は 下：^ の 葛 飾、 近' 江 
I の 栗 太、 信 濃の 伊那 S 驛 ある ばか 少 、武家時代 じ驛 家を 傅 馬 所と いつたと 較 ぶれば、 
貨物 運輸が 少な かつた 譯 になる。 此の 如く 驛 政は 兵 部 省の 管轄で， 驛 には 騎馬を ば 
駄馬よりも 倍が 上を 具へ るとは > いよ— 運轉巧 旅の 便利に 遠ざかつ て來 るので 

I ぁる。  • 

I  兵 部 式の 其 次に 「几 諸 國の驛 家は 國部 司を して 專當 せしめ、 其の 名は 每年 帳に 附 
; けて 申 上げよ、 其のな 私の 行人が 停 宿して 損を 致す るのは、 な 使 名を 錄 して 申 上げ、 
自餘は 事を 量つ て 科 決し、 若し 專當 の宫 司、 及び 驛長 等が 妾に 許を ずる あら ば、 ホ 重 
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科に 處 ず」 と ある。 公私 •の 行人とは 其の 範圍 甚だ 廣 けれど、 此 中に 貿易商 人 皆で を 籠 
i め V 見る ことは 決して ならぬ、 其れの みならず、 私と いふ も ホ 公用で 旅 巧す る 者と 
^ 見 ね ば な ら の、其 れは如何をる穗類の人かとい へ ば、前 に擧げた大化の歷史じある 
i 役 民、 巧 姓が、 邊に 魁、 占 京に 上ら、 公民の 義務に て參 勤番 代す る 者で、 お 丈が 其の 多み 
"ク をし めて 居る と 見る ので ある。 程 民 或は 役 T を ば、 势 働の 賤 人の 樣に思 ふのは 大の 
I 誤らで、 ± である、 而も お 止が をい、 「巧 姓の 苦役は 丘 ハ ± じ 過ぎるな し」 などの 語は 每々 
I 宫符じ 見 ゆる 如く、 旧を 授けられ たな 民の 壯 了が、 简 謝されて 兵す 化 下と を $ 、選 皆 
I れて選 ± となろ、 健兒 となろ、 京都に 宿衞 して 王公 貴人 じを 分配され。 或は 防人と な 
I つて 邊闕の 鎭衞に 充てられ、 奈良 朝の 比は 奥 羽ょ ろ筑 紫に、 戍衞 する ことを あつた。 
諸國 にも 軍國が あら、 或は 關を 戍衞 するな ど、 其の 往還の ためじ 海道の 驛傳は 設け 
られ たとい ふても 不可を さ 程で ある。 丘 ハ ± の 中には 良家の 子弟が 養 習され た 丘ハ衞 
も あろ 軍毅る あろ、 家の モ郞 等を 從へ 巧く 階級 ゴら 次第に 等 減しても、 單獨の もの 
はなく、 必ず 一ニ ニの 從者 をした がへ、 下に 奴 僕 も 連れる、 是を 同勢と いふた、 此兵 出の 
~ な 還が を國に 瓦ら 最も 多數 であろ、 其の 他に 官省寮 司の 官 人を 併せて、 驛 寮に 就て 
需用ず るは、 驛 馬の 鞍 置いた ものが 多く、 傅 馬に 駄 して 運ぶな 糧 器械 等の 軍需は 网 


郡 司ょ ク驛 家に 遞送 させた から、 傳 馬の 靖 物は 少を かつた ので ある。 此 事情を 椎せ 
™ ば 驛路じ 最も 必用の 多くて 廣 きは 丘 ハ 部 省で あ*^、 仙の 諸官は 普通 さしを 違つ た 用 
のみで、 大抵は 國郡 司の 業務に 包 或れ、 を驛 にて 便宜 遞 送の 穀備が あつたの であら 

ぅ。 . 

大 化の 改新は 田 籍声籍 を 校して 公民に 班田す ると おに、 治 兵を 擧 巧し、 驛傳の 制 
をを めら れ たが. 勿論 これは 創設では ない、 京都に 諸 國の兵 ± を 集めて 守衞 させ、 諸 
をに 私兵を 養 ひ、 諸國に 軍團を 設け. 防人の 邊 戌は 久しき 事で ある。 其の後 養老 六 年 
の剌 令で、 衞 ± の 偶語 •逃亡す る 多き を' 以て 諸闕 ょら 上京の 衛キ化 了の 役 年の 數を 
京都 大番の I 減じて S 年を 限ち 番代 する ことじる つた、 是れ 京都 大番 とい ふ 語の 始 今ろ である 
延曆廿 一 年 十二月の {臣符 に 「兵 ± の 設けは 非常に 備 へ、 傅 馬の 用は 行人に 給ず、 而る 
I に 軍毅は 非理に 役 使し、 國司 ふを 恣に 使用し、 徒に 公家の 費へ を 致し、 かへ つで 巧 吏 
I の資 となす」 と \」- よ 道 諸 國のお ± も傳 馬る 停廢 され"？^ 仁の おめ に 九州の 丘 ハ ± を 九 
千 人と をめ、 八 千 百 人を 減ぜられ たが 酷 醜 天皇の 昌泰 元年 六月の 官符じ 「衞 ± は是 
I れ身 ななる じ、 化 頃 戶口衰 弊して 人の 差し 充てるな く、 或は 其の 身 ある 見 役に 堪へ 
ず點 役を 聞て 逃散す」 とて， 衞 ± の 巧錢用 物を 公行せ しめられた。 かの 天平の ホに 壑' 
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困の 永代 所有を 許された 後は， 舊來 のを 旧は 其聋 、据 付ける ことと なら、 諸國 に 莊 
^ 園のみ增多し、お有地の御家人に勢力を生 じ.な 旧 を 受 け た る 巧 姓 は  <ム 役 に 衰 弊 し、 
W 漸漸に 丘 ハ ± の 簡顯は 巧 はれず 時な 一變 して 莊 園の 武家で お ± を 支配し、 從 つて 驛 
路の驛 馬 •惇 馬に 沿革を 生じた ので ある。 驛 馬は 旣じ奈 良 朝の 天平 寶字八 年に 「と 道 
諸國驛 家の 馬は 牧飼 する 能は ずして、 或は 背の 瘡爛 し、 或 ば おの 疲瘦 し、 或は 强壯を 
ら ずして 乘 用に 堪ぇず、 加 ふるに 國司驛 長 等が 意に 任せて 乘 用す るを なて、 往來の 
便は 久しく 停留し. 前 所に 早 達する を 得ず 人畜 俱に 苔惜 すと 聞く、 更に 然ら しむな 
かれ」 と 制令され たれ ど、 果して 勵 巧し 得た る ゃ覺來 ない。 降ぅて 延 喜の 頃には を 地 
^ 莊 圃 の 豪 族 が 權 門 の 御 家 人 と 稱 し、自 家 じ 養 ふ た 兵 ± と 乘 馬 と を な て、京 師 の ’大 番 
臟 け" 核 S ぉ-を も 請負 ふ 時代に 移ク 、もこで 驛 馬は 廢 れて驛 家は 傳馬 所と 稱ふ樣 にを つたのは、 
國部 司が 宫 物の 遞送 運搬を 主用の 務めと なし、 お 部 省の 管轄は 有名 無實 となろ 畢 
つた 結果で ある。 

_  然しを がら 其れは お 部の 權が 武家に 移つ たので、 國郡 司の 政治が 發 達した 譯で 
^ は を い か ら、道 路 交 通 じ 於 け る 運 輸 巧 旅 の 困 難 は 依 然 で あ る は ず。元 來 お 洋 の 農 本 
主義の 政體 は、 を 地の 郡 鄕が割 據の葵 化て 主 著し、 官事の 外に 旅行の 必要は をい の 


で、 あ 貪の 資は 其の 地に 略ぽ 足ろ、 ロハ 魚 魔の 乏しき 位な もの、 其れで 宫の 支給 法は 使 
すじ 日 別 飯米 二 升と S 二勺づ 、を與 へ、 年に 幾度 かが 綿を 祿物 として 賜は ろ、 叙位 
の 後は 位田を 授け、 時に 炭 薪を 給す る 等の 制で あつた。 賓 易は 官の會 所でな し、 鄉村 
を 回つ て、 が熙# を賣 るが 朽 商の 業で、 是 等が 遊藝人 とおに 木賃宿に 泊る ので、 其 か 
は 行 化の 雲水 僧に すぎぬ。 何れも 傳 馬の 繼 所ょ ち 便利を 與 ふる 限外で あり、 時には 
を 用. の 旅 巧 じを 圃 難を 受 くるを をれ なか 0 たので ある。 前 島 氏が 引かれた 後冷泉 
天皇の 天 喜 二 年に 信 濃 ホ 某の 書いた 更科 日記に 卡踩國 いかたと いふ 處の 庵に 宿 
ろ、 大雨に て 寢られ ず 野中に 木を 二つな たるに 濡 たるを を 乾し、 後れた る 人を 違/’  _ 
下總武 藏の界 ふと ゐ 川の 渡らに 宿ろ、 乳母は 男を え ひ モを產 みし かば、 獨ろ 離れて 
上る。 假屋に 苔を 葺き 風月に 暴露して 病み、 大 井川の 沿岸に て 病 甚だしく、 小夜 中 山 
を 越ぇて 天龍川の 假 崖に 逗留し、 河 風 吹 上げ 堪へ 難から し」 と あるを、 行旅の 悲慘と 
いつて あれ ど、 假 崖と あるは 京の 官人 だから 別に 假の 宿舍を 設けた ので、 其れを 趣 
味と して 文を あやどつ たもので ある。 我輩 も 明治な 前に 處 々を 遊歷 した ことを 善 
けば、 是ょ らも 悲慘じ 話し 得べ く、 义一帥 白き 難 義が後 寺での 話と なすべき 事 多い、 膝 
栗毛の 奇談は 隨 みと 實 勝に 演ぜられ 、興趣と なつた 者で あつた。 之を 要するに 鎌 倉 
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幕府の 貞永 式目ょ ろ、 江戶 幕府の 傅 馬 法と なる 今で、 道路の 運輸 旅行が 社會 にどれ 

i だけの 便利を 進めた かとい へば、 牛の 歩で 而も 其 便利 も 軍事の ためじ 阻害され、 强 
て 困難を 典へ、 險 阻を 忍ば しめられ たことは 少なくない、 今でも 軍事は 平和の 便利 
と予 盾す る 事が 多い のでは ないか。  . 

鎌 倉な 來江戶 時 巧 咬で、 東海道は 京都と 慕府の 往還で、 海道 第一の な ホ 繁^ 路線 
であろ、 其れに 次で’ は 美 濃路東 山道で あつたが、 化 路線には 大 川が 多い、 揖斐 川， 墨 股 
川 •木曾川 •矢 知 川 疊川夫 龍 川 •大 井川 尝倍川 會 ± 川 南 巧 川 焉入川 •六鄉 川 等み な 橋を 
架ける は 大工 事で あるから、 昔は 船渡しで、 仁 明 天皇 承 和 二 年 六月の 官符 に、 駿河國 
富 ± 河  相 模闕触 河 二 河は 流水 甚だ 速く、 渡船に 戴 多く、 往還の 人馬 損沒少 から 
ずと て 浮 橋を 造らせられ、 尾 張 •美 濃兩國 り界り iT 股が は 渡船 四 艘 « に 嫌、 が こ 尾張國 
戦 If 渡 は ーーー 艘 航 I- 嫌、が こ 參 河 國 飽 海.矢 作 り 兩 河 は を 四 艘 一11 難 f  遠 江.駿 河 兩 國 
の 界の大 井河は 四 艘« に 嫌、 が こ 駿河國 脚 倍 河は 一一 一艘 齡一據 、ジー 下 總國太 日 河四艘 
顧 に ft、 一 一武 藏國お 瀬 河 一一 一艘 航一遽 、ター 武藏卞 總兩國 の. 界の住 旧 河 四® 銭に 嫌、 t、 一. 一 
.を 河 等は 崖岸廣 遠に して 橋を 造る を 得ず 仍て 件の 船を 增 す。 ホ 施 屋二處 を 墨股额 
の 左右 邊じ造 立せ ょ、 渡赃 は正稅 をな て買備 へ、 浮 橋 ホ施屋 棘は 救急 料を なて 充て 


道路に 關す 
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しめられた、 是 等は 便利の 增進 として 論ずべき である 處 中に 天龍川の ない のは、 旣 
に 橋を 架けた の 欺、 矢 知 橋は 古くょ ろ 架せられ たとの 說も あれ ど、 あ 利 巧の ホう で 
が 渡しの 例が 多い、 尾 張の 載踩 渡しは ±岐 河の 下流で あろ、 參 河の 飽 海は 豐 川て、 吉 
田の 橋る 亦江戶 時代の 物で あらぅ。 大 井河を! III しにした のは 德川 氏が 街道の 要 
害に 利用し、 幷 をて 駿府の 陶倍川 も 徒渉ろ じな つた、 是は 軍事の 爲に 退歩した ので、 
又な 戶辟 代の 富 ± 川 はか 渡しに 復 し、 姑 河は 愛甲 河 卽も馬 入 川で、 是もか 渡しで あ 
つた、 太 日 河は 前の 更科 日記の ふと ゐの 渡らで、 今の 巧 川を 吾妻 鑑 には 大 井と 書い 
て あれ ど 太 井で ある、 お 瀬 河は 今 利根 河の 流れが いたく 變 化して 定かなら ぬ、 住 旧 
川は 武總 の界で 今に 兩國 橋の 名を をして ゐ るに、 叟科 日記に 太 井河を 武總 の界と 
は 誤らで、 是は葛 飾 郡の 中を 流れて 葛 東 葛 西の 稱へ ある 所な なれば、 をれ を 誤つ た 
ので あらぅ。 か 渡しが 徒渉 じなる 如くに、 軍事の 要害を 設 くるた め、 平 夷の 路を 作ら 
る、 所を 故意に 化の 險 阻を 巧 かしめ た 處も往 々にある。 又 道路に 關ど 設けて 巧 旅 
を識 {祭し、 關錢を 取 立てた 歷史は 多く あろ、 江戶 時代に も 幕府の 關 所の 外に、 諸 藩 私 
設の關 が あつて 頗る 面倒で あつたとは、 余 も實歷 して 經驗 してむ る。 道路の 交通を 
商 旅の 貨物 運輸に 便利を 與 へる 爲と いふは > 明治が 後に 西洋ょ ろ 傳染 した 思想で 
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あつて、 舊 時代は 御上の 御用の ために 作られた 海道で、 殊更 御 軍用に ついては 猶嚴 
I 童に 畏まろ 奉らねば な' ら ぬと、 武 ± も 平民 もみな 恐れ入つ てむ たもので ある。 

雌 飯の 設備. 終ろ に 臨み 旅館の 設備を 略述し ょぅ。 東 紫の 習俗は 驛に 客を を設 くる 風習で あ 
ろ、 支那が まづ其 通ろ で、 撥 長は 宫 人の 旅屋を 兼ねた 者て、 彼 大陸では 長 驛短亭 いと 
つて 間の 宿を 亭 とい； 3、 其れに も 旅舍が あつた、 漢 の窩祖 はもと 徊上亭 長に なつた、 
大酒 呑みで 宿屋の 亭主を 兼ねて 居た ので ある。 唐の 時代に 王 維が 渭城朝 雨滔， ，輕 塵： 
客舍靑 々柳 色 新、 勸 ，君 更盡 。一， が 酒南岀 。陽 關_ 無，： 故人 _ の 詩は’ 後に 京 城の 長 まを 出で 旅 
巧す る 時は、 渭 城の 驛 にある 客 舍に集 讀 つて 送別 會 をして 此 詩の 第 四 句を S 度疊 
域维 i みて 吟 ずる、 是を 陽顯三 疊と稱 へた、 江戶 時代に 昌平 髮の 書生 寮で 雜 がの 席には、 其 

しが •W.L  ) 

爆關三 疊を吟 ずる 例で あつたが、 客舍と いふが 驛の 旅館に 宴會 堂の あつた もので、 
西洋で いへ ばブテ I ション ホ テグに 宴會 堂が 備 はつて 居た 譯 である。 目 本の 古代 も 
ホ驛に 旅館を 設けで、 あらゆる 階級の 官人 宿泊し' 宴 會の廣 間 も あつたと 思は る、 

'  は、 萬 葉 集^に 太 宰帥大 が 旅人の 大納言に なぜら れて 入京の 時、 府の官 人 等が 筑前 
-國 蘆城驛 家に 錢 したな どの 前書が 數多 ある、 やは ろ 元は 支那 同樣 であつ たが、 是る 
簡郡 司が 騷 馬と 同樣に 修繪を 怠た つて 漸次に 荒 破し、 後には 宮人の， 宿所には 寺 党 


を 借ろ て おて、 跋は假 屋と唱 へて 民家の 新ら しき 家に 宿せし めた もので あらぅ。 藤 
I 原 巧 時代には、 旣に 地方は 武家の 軍隊 政治に 委ねられ、 舊き 京都の 都雅な 設備は 怠 
J 廢 し、 巧官 人の 待遇 だけは 假 ろの 式と か修籍 中と かの 口實 じて 濟 し、 何事 も 軍隊の 
設備に なつた から、 旅館な どは 退歩した と 言つ て 火なる 誤ろ はないで あらぅ。 

日本の 古代に 驛と いふ 語る 旅館と いふ 語る をい、 驛 馬を 「はい ま 棲 馬を 「はいて」 と 
いふは 早馬 早 傅の 意を をし はめた ので ある、 义 「はたご」 は 旅籠と かき、 今昔 物語に 「宿 
I を かろ、 はたご 開いて 物を どく ひ」 と あるは、 旅行に 食物な どを いれて 持 行く 籠の こ 
とで、 江戶 時代の 兩掛 籠み た 様な 物で も あったか 、和名 妙に 難を 波 太古 訓じ 、飼， 馬 
籠 化と ある、 飼は 飮の 誤寫 で、 揚モ 方言た 飮馬棄 を 或は 權鷄 とも 覺曠 とも 謂 ふと 見 
ぇ、 總て ホで なて 物を 盛る を 葬と いふ、 ょつ て廣 雅に藏 化と 釋 して ある、 是 等を 綜合 
して 考 ふれば 「はたご」 は 今の 信玄袋の 樣 なる のじ 飯 行季を 盛ろ て齋 らした るを、 開 
いて 晦ふ 息み 所と いふを 得る。 謠 曲の 望月に、 小澤刑 部を 房が 近 江 國守山 宿に 兜 崖 
のまと なろ 旅行の 通る を留 ると 名乘 る' 是 をな 言 師に旅 宿の 屋號 となして むる 流 
i る あれ ど、 實は 『段た ご」 の鷄を 兜と 略し、 甲と 誤ろ、 遂に 屋號と 違で 誤られて むる ので 
ある。 江戶 時代では 大名の 通 巧には 宿驛に 本陣 •脇 本陣 •はたご 屋痛紙 宿の 四 階級に 
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宿 割ろ をされ たが、 ホへ 軍 團の大 毅は千 人を 率ゐ た、 後の 夺譜も 千 人な 上を 率む て 
上京 入府した るので、 をれ じは ± 卒と藏 ホし の 人夫を 含み、 是れを 同勢と 稱 へ、 旅 宿 
は卽 ら巧營 であり、.. 行列を 齒 薄を ど、 漢字を 塡譯 して あれ ど 巧 銃 雛の S おに 執ら 
ずる 器械を 華美に 粧 ふたので あれば、 其の 宿所の 本陣 •はたご やは 旗 小屋の 意味に 
解釋 され、 道中の 宿 治を 軍法の 如く 嚴肅に 取 締められた るので、 もれが 習 法と なつ 
て、 ホ 時の 普通 旅行に も 用 ひられむ たが、 其 旅 宿の 設備 や 宿泊料は どぅかと いへ ば、 
やは ろ 木 賃の成 上らで ある、' 注戶 時代の 中 化に できた 淸元 節の 喜 撰の 歌に 麵治ク 
なら 消らん せ、 お 風呂 もどん^ 沸 ひている、 げ 燈障モ る張替 た、 靈も斯 頃 表替ぇ、 『は 
を ごは 惡 で』 鞭定 ろ」 と 噴 ふ 鑑で御 をら とは、 木賃の S 文 六 文の 定めに 割增 しを した 
々を拂 ふたので ある。 武家 も 軍隊 旅行の 習 法で、 飮 食は， 極 質素を 守つ た、 けれどる 階 
級 制が やか 皆し い 所から、 宿 消 料に る 階級が でき' ず'  た 茶代を 與 へる 習 法が できた。 
其れは 大名の 下には 家 孝 中老 審頭 組頭 辖卞す 足 輕衾黨 •仲間な どの 階級が 嚴 格で、 
ま 君は 本陣に 宿され、 家老は 必ず 前後の 宿に 泊る、 (小身 大 ぶは 別) 中老 •番頭には 札 宿 
T, 歡猎づ 其な 下に 駕籠 宿 式 切 棒 蝴垂籠 風が 宿と 油紙の 人夫 宿な ど V 階級が あつ 
た。 ん 宿とは 表門 口に 幕を が 回し、 何某 宿と 札を かける、 是は 大名が 宿の 入口に 何某 


宿と 關 札を 建る の 略式で あつて、 家老な どの 家で、 從 者る 上下 數十人 あろ、、 王 人を 上 
座に 坐せ しめ、 次の間に 遙 風呂を すを、 を 次の間 も あろ、 從者 にも 上中下 S 級の 待遇 
を 異にせねば ならぬ 蠢 宿は ロハ 表口に 幕を 巧 回す 違で にで、 從 者る 少なければ、 間 取 
らも 少な けれど、 尙 S 級 ある。 駕籠とは 歡籠乘 供の 資格の 人で、 長 棒 駕籠で 算含茫 0、 
をれ だけ 玄關 口が 廣 からねば ならぬ、 從 者は 上下 五六 人で 一所で るよ い。 切 棒は 病 
人 駕籠と もい a 歩行 供 なれ ど 病 脈の あつで 乘る譯 で、 組頭 か 部長を どの 資格の 人 
で、從 者 は ー ニ1一 人 つ れ る、 垂 籠 は 籠こ の 代 ク に 自 己 で お へ て 乘 る 譯 で、是 は 若 黨 と 僕 
を つれる にす ぎぬ、 其 他の 歩いて 來る ± も 必ず 雛 持 一人 侣 連れ、 多くは S 四 人 仲間 
で 泊る、 是が並 宿で あろ、 油紙は 油紙に いろは 號を 書た のを 張 出した 人夫 宿で ある。 
斯く 階級が 事實じ 分れて ゐる によつ て、 自然に 宿泊 稱も 差等が できる、 並の 賄は 木 
賃 格の 所謂 鑛で 御を 聋ち なれば、 御主人には 巧く せねば ならぬ が. •幕 宿と をれば 上 
中 下 S 等の 賄 a が 自然と できる、 是が 「はたご」 に 差等の ある 原因で あぅ、 普通には 必 
要はな かつた をので ある。 又 茶代 も此 原因から 起つ たもので、 駕籠を 興 送み、 間 席を 
數多 塞ぎ、 御 ま 人に な 茶 具 よら 手水の 具 等まで 取 揃 a、 上 茶に 美果 をを へて 欽 待す 
る、 因て 之ぶ 對 して 御化^が ある、 是を 茶代と 稱 へ、 興數は 資格 じよ 6 差等が あつた 
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けれど、 自然に 一を して 居た 樣な もので 去づ乘 つて 來た 駕籠から 割出され たと 
ふ 巧き •たらぅ 舊通步 いて 來た 人は 茶代が なかつ た- 


V、 


を， 通と 宿 靡 

, .  •  .大森 金 五郎 


我 日本は 四方 環海の 國 であつ て、 太をから 支那 •朝鮮との 交通る あつた やぅで あ 
W る。 又內 地に 於ても、 帝都と 地方との 交' 通は 相應 じを ろ、 人民 雲間に 於ても 交通 來 
往し たこと に、 早くから 歷 史上に 見ぇて 居る。 文化の 發展は 交通の便 否 じ 大じ關 し 
交通が 否の  て 居る ことは、 疑を さ 事實 である。 然 らば 交通の便 否は 何に 據 るかと 云 ふに、 第】 じ 
; 道路の 善し 惡 し、 第二に 交通 用具 卽ち 車馬 船舶の 有無、 第 S に 宿 治すべき 旅 店の 有 
S 無な どが、 深い 關 係を 有つ て 居る 事と 考 へる。 此考 から 予 輩は 嘗て 宿屋 發展の 沿革 
^ を 調査した ことで ある。 之に 依て 見る と、 他の 事物の 發 達に 化ず ると. 宿屋の 發 達は 

如何にる 遲 々たる もので、 初めは 天幕 旅 巧の やぅを もので あつて、 もれが 漸 々進ん 
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で 木錢宿 若しくは 木 錢米代 宿泊の 狀 態に 進み、 をれ な 上 一歩の 進步 をな すに 至る 

!- 迄には、 如何にも 長い 年 巧を 要した ので ある。 卽も德 川 時代の 中期 頃 迄 も此狀 態で 
あつたので もる。  、';  - 

太古に 於て は 素ょ ク 宿屋の 設けが あつ‘ たのでは ない。 卽も旅 巧す る 者は、 米 •寢具 
其 他 一切の 旅行 用品を 携帶 して 步資 、今日の 天幕 旅 巧の 如き ものを やる か、 さもな 
ければ 素人の 慈 惠に訴 へて 部屋 ，0 貸 輿へ. をを ひ、 或は 义篡や 鞠な どを 貸して 賞う 
夕の である。 然るに 大 化な 後に 至つ で 諸 國に驛 と 云 ふ ものが 出來 た。 是は 官吏 や 使 
人が を 用で 旅 巧ず る 場合に 宿泊す る ことじ 限つ 化 やうで あるが、 然しを 逆の 便を 
助けた ことは 著しい 事で あらう と 思 はれる。 其の後 じ ホ 施 屋蠢旧 所な ど 云 ふるの 
が出來 た。 是は 僧侶を どの 慈惠 、心から 起ろ、 一般 旅行者の 難儀を 救は うとの 趣意に 
出で た 者と 思 はれる。 卽ら美 濃 •尾 張 兩國の 間なる 墨 侯 川には 大安 寺の 僧忠】 が發 
議 して、 仁 明 天皇の 承 和 年中に、 渡 か •浮 橋 及び ホ 施 屋二處 を 置かれた。 此 外に も 巧 基 
菩薩 や傳敎 大師 やな どの 企で、 を樣な ものが 段々 岀來 たこと^ 思 はれる。 布施 屋は 
後で 言へ ば 接待 茶屋の やうな もので あらう。 而 して 後には 政府に 於ても 化 種の も 
のを 追々 設立した やうで ある。 


貨帶の 通用  貨幣の 通用が 旅 巧を 輕便 にさせる ことは 著しい ことで ある。 然るに 我國の 昔を 
見る と 貨帶の 通用は 非常に 後れて 居た ので ある 舊通稱 へられる 巧に 依る と、 元 明 
: :  天皇の 時は 始めて 和 同 開 球が 出來 、之が 我國の 貨幣の 始と云 ふこと じな つて 居る。 

然 らば 神武 祀 元を 去る こと 千 S 巧 六十 八 年で、 當時 美術 エ藝 などは 中々 進み、 一方 
に 於て は 文化の 度は 餘疆高 かつた ので ある。 然るに 當時じ 至る 今で 貨帶の 通用を 
知らな かス たとは 不思議な 程で， める。 貨幣の 通用を 知らぬ うらは、 品物 交易を して 

I 居た ので ある。 尤も 米 やお 嵩を なで 價の 標準と なし、 貨幣の 化 用と して 居た と 云 ふ 
說る ある。 夫に しても 矢張り 品物 交易で あるので ある。 ところが 和 銅 元年に 武藏の 
秩 父から 自然 銅の 良い のが 澤化 出た みら、 之を なて 貨幣を 造ろ‘ 和 同 開 瑜と稱 へ、 普 
く 通 巧 させて 世の 便宜を 增進 させ やうと せられた ので ある。 され どる 民間では】 
向錢の 便利なる ことを 知らないで、 之を 使用し を かつた から、 蓄錢 叙位の 令と 云 ふ 
のを 發 し、 六 位が 下の 者で 錢十 貫な 上を 貯蓄 すれば 位 一階を 進め、 二十 貫な 上なら 
ば 二階を 進める と 云 ふこと にして 錢を蓄 へる やうに 獎勵 、された。 ところが 今度は 
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化を 得た さじ 錢を賊 へる のみで. 一向に 之を 使用し なかつ たから、 是 ではなら のと 
‘  ^ て 义桓武 天皇の 延曆 十と 年に， 錢を賠 へて 使用せ をい 者は 罰する と 云 ふ 法令を 出 
i された。 もこで 罰せられて はならぬ とて、 又錢を 使； 5 始めた。 かう 云 ふやう にして 始 
めて 錢の 使用を 覺 ぇたので •今日から 見る と 本 當の事 實^は 思 はれぬ 程で ある。 

I  箇樣じ 貨幣の 通用を 知らな かつた 時代に 於て は、 旅行は 愈々 困難で あつたので 
; ある。 是非と る 食ら ふだけ の 食物は 携帶 せねば ならぬ、 是が 中々 重くて 且つ かさば 
I るので ある。 偶々 素人の 家に 就て 部 室を 借ろ、 又は 签や 鞠な どを 借ろ て 使用した じ 
I しても、 其の 禮は 何です るか、 是を矢 張ろ 米 かホ帛 などで したので あらう。 夫 等から 
考 へて 見る と 古代の 旅行は を 易 をらぬ ことで、 「旅 じし あれば 草枕」 と 云 ふのは、 單 
I 形容の 詞 のみでは なく、 實際 のが 況を寫 したる のと 思 はれる。 

木賃宿  I  貨幣の 通用が 開けてから、 木錢宿 又は 木 錢米代 宿泊な ど 云 ふ ものが 起つ た。 世の 
I 中は 此狀 態で 長く 居た ので ある。 實は是 な 上を 望む のは】 の贊澤 業で あるの かる 
: I 知れの。 今日の 旅行の 如き、 家 じ 巧る 時ょ ろ も 甘い 物を 食； 5、 良い 夜具を 着て、 贊澤 一二 
^ がに 旅巧す る の は聖世 の 餘澤で、實は賛澤業な の であらう鲁 の旅巧の有樣から今 
日の 狀 態を 考 へて 見たならば、 實じ 別世界の 思を をす であらう。 


一二 

大化 改革の 際に 驛と云 ふ ものが 出來、 驛馬每 馬の 制が 布 かれた。 驛 はもと 厭の 義 

で、 驛 には 藏 並に 若干の 宿舍が あつて、 官吏 •使 人 等が 公用で 旅行した 場合には 之に 

宿泊し、 驛馬傳 馬を 使用ず る ことを 許された ので ある。 太 寶の制 (腐攸 令) で 見る と、 諸 

道の S 十 里 ー ハ 瓣每に 一驛を 置かれた， 若し 地勢が 險 阻で 水草 もない 所には、 里數に 

か、 はらず 便に 隨つ V 設けられた。 驛 馬の 數は 場所に 依て 違 ひ、 大路 叠 時は 太宰府 

から 山陽 道を 經て 郡に 至る 迄を 大路と 云 ふ) にはを 驛 二十 お、 中路轰 海道 隶 山道) に 

はを 驛十疋 、小路 (な 上を 除く 外) にはを 驛五疋 を 置いて、 常に 之を 飼養され てあつた 

ので ある。 尤も 馬 疋の數 は 時に ょつ て 多少の 變遷は あつたの である。 

驛 馬の：^ に义傳 馬と 云 ふ ものが あつた。 驛馬 •傳 馬の. 相違は 明瞭で ない が’ 公式 令 

集 解で 見る と、 事忿 をれば 驛に乘 ろ、 事 緩 なれば 傳じ乘 る' 傳馬 一日の 巧 程 凡 もと 十 

里， 一、 理を 準と すと あるから、 遲 速の 別は あつた やぅで ある、 驛 には 水驛と いふの が 

あつて、 此處 には 馬を 置かないで 船を 置き、 事の 繁閒を 量ろ、 船四隻 K 下 一 一隻な 上を 

備 へて 置いた ので ある。  - 
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謙 道の 驛數  驛の數 る 時代に ょつ て 違 ふで あらう が、 延喜 式で 見る と畿內 化九驛 、東海道に 五 
j 十五 驛 、東 山道に 八十 六驛 、化 陸 道に 三十 九驛 、の 蔭 道に 一二 十と 驛 、山陽 道に 五十と 驛、 
南海 道に 二十 二驛西 海道に 九十 六驛 、查國 じは 合計 四な 〇一驛 あつたの である。 驛 
は 始めは ゥ マャ 屬 象) 驛 馬は、 ーユマ (早馬) と讀 ませて ホた ので あるが、 公私の 使 人の 
宿泊す る 者が 增 加す るに 從 ひて、 驟 じは 追々 と 宿屋が お ホ、 商工の 輩の 此處 に集聋 
.‘  る 者る 多くな ろ、 遂に 一 小 都會の 地と なつた ことは、 諸國 一般に 同様で あつた こと 
と 察せられる L 

驛の 起り  然 らば 此驛 をる るのは 大 化の 際に 突然 出來 たの か、 或は 夫が 前に 旣 にあつ たの 
であらう か、 又 支那 •朝鮮の 制に でる 摸した るので、 我邦國 をの ものでは 無い と 云 ふ 
ので あらう か、 是 等は 大 k 硏究を 要する 事柄で あらう と 思 はれる。 

古事記 及び 日本 書祀じ 就て 調べて 見る と、 大 化な 前に 於て 旣じ驛 馬の 制が あつ 
たこと が 見ぇで 居る。 卽も左 じ、 

〔を 事 記襄神 天皇の 條 に、 是を なて 驛 使を 四方に 班 もて、 富 多多 泥 古と いふ 人を 求 
^  0 る 時 じ、 云々、 

百 本書 祀鬚寧 天皇 二 年 冬 十】 月の 條 に、 ハ乘驛 して 馳 奏す、 


唐驛 


ご 


に關 する 
の 測度 


商 晝欽明 天皇 I 一一 十二 年 四月の 條 に、 天皇 寢疾 不豫 、皇太子 外に 向つ てを さず 驛馬 
はせ て 巧 到る。 云々、.. 

商 馨疆古 天皇 十一 年 春 二月の 條 じ、 來月皇 モ筑紫 じ 糞ず 仍て驛 使して がて 奏上 
ず、 


商 書 墓 極 天皇 元年 お 巧の 條に肯 濟使人 大仁膊 曇此羅 夫、 筑紫國 ょろ 驛 馬に 乘 


ろ 


て 巧ろ 言 ふ、 云々、  ‘ 

な上驛 使を 「'ー ユマ ダヵ' ヒ」 驛 馬を ユマ」 と 韻 寺せ たのは、 早馬、 又は、 早馬 使の 義で 
驛の 字を 充てた のは 後の 事で あらぅ。 をれ にしても 驛 馬に 關 する 何等かの 制が あ 
つたる のと 思 はれる 卓 馬 使 とても 乘替 への 馬る 必要で あり、 又乘 つて 居る 人る 食 
事を せねば ならず 馬に る、 夫々 食は せねば ならぬ 事で あるから、 夫 等に 關 して 何等 
かの 制度がなければ 遠方 違で 使す る ことは 出來 のと 考 へられる 。もこで 大 化な 前 
と雖 も， 旣に 夫々 の 制度で あつた こと、 信ぜられ るので ある。  ’ 

四 

然 らば 大 化な 後の 制度は 如何 かと 云 ふに、 之は 我 國古來 の 制度を 攒 張し、 且つ 他 
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の 諸 制度に 於け るが 如く、 唐の 制度を 摸 做された るのと 察せられる。 其證は 卽も大 
唐 六 典、 駕部邵 中 員外 郞の條 に、 

駕部郞 中 員外 郞 掌，， 邦 國之輿 擊革乘 、及 天下 之 傅 驛膝攸 、官私 馬 牛 離畜之 簿籍黏 。其 
.お 入闢逸 之な 令： 司， 黃 名數亢 一二 十 里一驛 、天下 凡 一千 六 巧 肿有九 所。 

.、(註に 曰く) 二： 白 六十 所水驛 、一千一 一巧 九十と 所陸驛 、八十 六 巧 か 陸相 兼、 若 地勢 險 
阻、 な須 k, 永 草； 不， ，必 一二 十 要 每驛皆 置，， 驛長 一人： 量， 驛之閑 要： な窜其 馬 數：都 亭と十 
五疋 、諸道 之 第一 等 減-都 亭之 十五； 第二 第ー ニ 皆が 牛五焉 差、 第 四 減 午； 第五 減兴、 
第 六 減 旬 其 馬 官給 有山阪 、險 岐之處 、な 江 南 嶺暑濕 、不替 大馬 A 兼 置萄馬 亢水驛 
ホ 量， 事 閑 要、 な屬 ，船、 事 繁者每 驛四隻 、闕者 一一 一隻、 更閑者 一 一隻、 化 馬 一二を 給， 于 一人： 船 
一 給， 了 一二 人 亢驛皆 給， 錢 、な賽 之 什物： 並皆爲 ，市、 化乘 ，驛 者を 京が，， 門下 _ 終 券、 を 外を 
留守な 諸 軍 州： 給堯 、若 乗 fe 經 1 留守 _ 及 五 軍 都督 府遇 者、 長宫狎 著、 若 不艇戸 給 考隨卽 
停乏 、云々、 

.が 上の 文に 依つ て 見る と 我が 太寶 の顧攸 令のを 來 する 所を 知る 事が 出 ホる で 
あらぅ。 又 唐 律疏講 •杜氏 通 典 等を 參看 すると、 尙ほ唐 制の 淵源す ると ころを 知る こ 
とが お來 る。 


朝^ 聲け  みに 朝鮮に 於て は 如何で あ クタ かと 云 ふに、 詳細に 記した 者は 見當ら ぬが、 東國 
j 文獻 備葛卷 五十 五に 驛遞の 事であって •大要を 窺^知る とが 出來 る。 同馨に 曰く。 

'  .驛遞 

" I  .〔二 扇 お 地理 志〕 日、 唐 李 動 奉赖な 一一 高勾麗 諸城幫 。郡 督府及 州 縣首錄 云、 貞廚內 城- 從ゴ平 
-  攘 牛と 驛、 

...(質 耽部國 志〕 一ぶ、 耳 新羅 泉 井 郡， I 德至前 城府 九 一二 十九 驛、 

新羅 智 .紹壬 九 年、 始 農， 西方 郵驛： 命， 有司， 治， 音 道： 

^  〔續 大典〕 驛路を 大中小 路謠道 使 客が 下、 夕 路な來 、違 者 道臣糾 擧な簡 i、  ‘ 

'j  . 大路 京畿 十二 驛 、中 路京 畿九驛 、忠淸 道 二十 四驛 、查羅 道四驛 、慶尙 道五驛 、江 原 道 六 
驛 、黃 海道 十一 驛 、平を 道 十ー ニ驛 、咸鏡 道 ご 一十と 驛 、其 餘並屬 水路： 云々、 

I な 上に 擧 げた iS のみでは 驛 制の 有様を 知る ことは 出來 ぬが、 唐 制に® いた ことは 
推知され る、 けれども 唐の 驛 制が 朝鮮に 傅は ろ、 朝鮮から 日本に 傳 はつた と 云 ふや 
うな ことを 稱 へる 者が あるが-. 夫は さう では 無から う。 矢 張ろ 唐の 制度が 一方は 朝 
I 鮮じ傳 はな、 义ーガ は 我國に 傅は ったと 見る ことが 穩當 であらう。 卽ら大 化 前後 か 
ら遣隋 使會學 生會學 僧な どが あつたから、 夫 等 じょつ て隋 唐から 直接に 日本に 傳 
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はつた もので あらう。 

.1  .  £  ' 

次に 宿と 云 ふるのは 如何にして 出來 たかと 云 ふに、 もと 「ャ ドリ」 の義 であらう。 宿 
宿の 起り  I .の 字は 「ャ ドリ」 又は 「トマリ」 と讀 ませた ことは 中々 古い。 卽も 日本 書記 應神 天皇 一一 一十 
- 一年 秋 八月の 條 には 「新羅 調 使共齊 武庫」 と あろ、 萬 葉 集の 歌の 中 じる 「秋 田 巧る、 かろ 
.  I 像の 宿に ほふ 皆で、 さける あ 含は ぎみれ ど あかぬ かも」 「客人の やどろ せむ 野に、 霜 ふ 
らば 吾が 子は r  くめ、 天の 鶴 群」 など 數多 見ぇて 居る。 又 船が 遮に 礎 泊した 場合 じは、 
「泊の 字を 書いて、- トマ ごと 讀寺 せて ある。 後世に なると 驛と 宿とは 繁華 じを つて、 其 
，  間に 何等の 區 別を 見出さぬ やうで あるが、 宿は もと 「ャ ドリ」 と讀ん だのを. 驛に對 し 
I て 矢 張ろ 音讀 して 宿と 呼ぶ に 至つ たるの かと 思 はれる。 驛は 中央政府のを めた 所 
-  であるが、 尙ほ 交通の 開ける じ隨 つて、 驛 のみでは 不充 みで あるから、 其の 外にる 自 
からな ホの 都合な どに ょろ、 便利の 地點じ 繁華の 主 地が出 ホ、 之を 何の 宿 かの 宿と 
I 呼びな すに 畢つ たもの かと 思 はれる。 然 らば 是 等の {偕々 は 何時頃から. 物に 見ぇ 始 
めたかと云ふに其の始めは^ ッキリせの が、源 平時代じは旣じををして居たやう 


である。 卽ち平 治 物語?^ 之には おを 國森化 宿 •鏡 宿 •小戰 宿、 美濃國 靑墓複 などが 見ぇ 
て 居る。 吾妻 鏡に も 鎌倉時代の 初期に 於て、 尾 張國营 津宿紋 f に 缚» 信 濃國保 科 宿 

慨 I だ 時^な 伊達 郡 藤 田 宿 賊^^" I 孰 船を 宿關^ 針】 などが 見を て 居る。 

化の 宿に 就いても 支那 朝鮮の 制に 摸した ものでは 無い かと 云 ふ說る あるが 彼 
國の 書物には】 向 見ぇて 居らの。 漢の 時に 十 里一亭 、十 亭一鄉 の 制が あろ、 この 亭を 
我國の 宿に 充てる ものが あるが、 名稱も 其實を おじ 霉クて 時る やうで ある。 もこで 
宿の 方は 我國 にがて 追々 に發 達して 來ク たものと 思 はれる。 さう して 此宿 驛の發 
展が宿 消に 大 なる 便宜を 與 へ、 交通の 發展 上に 少 から 於貫献 をな した ことは 世人 
の 夙 じを 知して 居る ところで あらう。 をには まとして 宿 驟の出 來た由 ホに 就いて 
陳べ たので ある。 

■ 

< 


亥 通 •と 宿驛 
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飛脚の 變遷を 論ず 

極細 雪 湖 

* 

飛脚とは 急を 遠方に 逾 ずるの 脚 夫を 云 ふ、 其の 名稱は 鎌倉時代に 起ろ たる もの 
なるべし。 吾妻 攀巧練 妙に あるを 初見と すべき 乎。 鎌 倉 飛脚。 六波羅 飛脚 •關東 飛脚の 
類是 なろ、 然れ ども 是等 飛脚は 後世の 脚 夫の 如く 徒歩の ものに あらず して、 多くは 
乘 馬たら しなら、 恰も 王朝の 驛 使、 又は 太宰府の 飛驛と 其の 趣を 等 ふせし が、‘ 纏て 乘 
馬の 飛脚 和 馬と 稱 し、 徒歩の 急使を 飛脚と 稱 ずるに 至ろ 巧轉 じて 德川 時代に 及ん 
では •更に 其の 範圍 を據大 せられ. 敢て 急使との み 云ふ義 にあらず しで 查國に 送達 
すべき 献は 勿論、 通貨の 遞 送と 荷歇の 采领 ょら， 延て 運送業者の 沉稱 となろ、 飛脚 閒 
屋燕脚 船 等の 稱號 起る に 至れ ク 。な 下 序を 遂て .少しく 之が 沿革を 叙 せんとず。 

王朝 時代の 飛脚 
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朝廷の 飛 信は 之を 驛 使と 云 ふ、 早馬 使の 義 なら。 上世 旣に 此の 制 あろし が、 唐の 制 
I 度を 採用 せられし 大 化の 新政は、 大寶の 律令と なる に 及びて、 衙 道に 馬 繼 所を 設け、 
晓傳  驛 じは 驛 馬、 郡には 傳 馬を 常置して 之に 備 ふ、 名け て驛 傅と 云 ふ。 义續 日本 祀の 記す 
郵亭驛  る 巧 じよれば、 元 明 天皇の 和 銅 吗年春 正 か 下 ホ 始め V 郵亭驛 を 置く、 山背の 岡 田 •山 
本、 河 內の楠 葉 •殖巧 伊賀の 新家是 をろ。 唐の 削 度を 案ずる に、 驛 とは (舊來 よろ， あろし 
所の} 馬を 遞 める 腐舍 、郵亭 とは 書舍 とも 稱 し、 叙事 釋 名に 亭は 停な ろ、 道路の 舍 する 
所 人の 停 集す る 所と あろ、 要するに 馨狀遞 夫を 繼替 べき 宿舍 なろ とす。 晋書に 黃庭 
堅が 革 囊官郵 を 走らす と 云 S、 漢書 平 帝 紙に 郵亭に 因ら-書 してな 聞す とち ふ 類な 
脚力  ろ、 而し V 此の 遞 夫を 脚力と 稱 せな。 顧 ふに 驛路調 貢の 人夫を 脚 夫と 稱 せし よろ、 之 
I と區 別して 信書 遞 夫を 脚力と 云 ひしな らん、 其證 として 大寶令 軍 防 置絳の 部に、 前 
方應 へざる るのは、 卽ふ 脚力を 差し V なて 前方に 吿 げしい と ある もの 是 なろ。 化の 
脚力を 記せし 例歡 からず。 驛遞志 稿葛證 に、 が 銅 五 年 四月 始めて 國司 巡行 及遷 代の 
時に 給は る粮馬 飛脚と あるを、 這は 脚 夫の 誤な 6。 續 日本が 和 銅 お 年 五月 甲 申の 條 
i お、 明かに 搬属脚 夫と 書けろ、 然 らば 公け の 通信には 唐の 制度を 其の儘に 馬 傅と 步 
傳 とを 併せ 用ぬ しならん、 其 他 おの 通信を 六乂換 する 場合に、 乘 馬を 所を する ものな 
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早馬 使を 差し たるべく 思は る、 も、 多く 脚力 卽も態 使を 化 立し なるべく、 彼の 信實 

I が 繪師の 草紙に も、 知行 所へ 遣した る步 使の 返事を 齋 して 歸來 する 樣を描 含、 詞書 

^  、 > 、 、  、 

には 「香は いもぎ 人 こしら へつ、 田舍へ 下つ かは しぬ、 さる ほどに 雲煙を しの r 

海山 も、 巧 曰す r れ ば、 瓜 もとを かろつ る 顧の 使 も かへ ろ 來ら」 云々 と あるを 見ても、 
を まれる 名稱 無き が 如く 思は る、 をら。 

附言、 大 化の 新政は 唐の 制度を 其 儘に 移した る ものと 雖 も、 獨リ驛 鉛に 關 する 制度は 我 邦 
濁 創の 方法な りし ことを、 一言な に斷リ 置く ぺし (歷お 地理 第二 十二 卷 第五 號 なホ號 にか 
て 之が 所見を 述べ 置けり。) 

武家時代の 飛脚 

_  其 一  5 時代ょ ろ 安 ± 桃山時代まで 

I  飛脚の 名は 前に 叙す る 如く、 王朝 時代に 於て 之を 聞かざる なり。 鎌 倉 幕府の 創立 
I は、 京 •雜 倉の 間に 通信 往復の 必要を 適切に 感じた る. も、 王朝に 定められ たる 巧の 驛 
^ 馬 の 設 備 は、武 人の勃興に伴ひ自ら廢れで用を爲さずをな ね。故 をなて文治元年十 
一巧 賴朝上 浴の 秋に 方ろ、 が 豆 •駿 河が 西、 近 江に 至る 迄權巧 勢家のを 圓を 論ぜず、 墙 


命じて 其の 蕾 馬を 歸 用し、 且つ 糧食を 備 へし。 るが 如き、 同一 一年 賴朝 書を 奧の 秀衡 

I に 遣し、 朝 に獻 ずる 所の 貫 馬を 我に® 進せ ょと 命じた る， か 如 含は、 思 ふに 軍馬 •驛 
馬の 補 おに 充てた る 者 たるべく、 义 佐々 木を 綱に 命じて、 鎌 倉 飛脚の 爲 めじ 勢 多に 
渡船を 用意せ しめ、 同 三年 十二月 法卖 後鳥羽 帝 龍 一 戰御參 請の 爲 めに、 を 京 者に 指揮 
する 事 あらて、 鍊倉袁 都 間の 飛脚 行程を よ 日と 規程した るは、 飛脚が 騎馬に て馳せ 
，たる 行程 たるべく、 後世の 早馬 是 なろ。 如 化して 京 •鎌 倉の 間には、 通信 往復の 必要に 
て 驛傳の 法 頓じ發 達し、 東鑑亩 練抄等 農々 記す る 所の 鎌 倉 飛脚 •六 波 羅飛卿 關東飛 
% が が齡^ が^たろ しなら。 顧 ふに 此の 時代り 飛脚は、 前に 云へ る 如く 騎馬の 使 送 
にして. 太宰府の 飛脚と 異なら ざろ しならん、 繼て 之を 早馬と 稱し •徒歩の 使 送を の 
が歌齡 歌が しが 如し。 故に 早馬を 飛脚と 稱 せし 時代には 、徒歩の 飛脚 尙ほ 王朝の 
如く 脚力と 記せし をら 莫 一例を 擧 r れ ば、 東鑑 文治 元年 正月 六日、 賴 朝ょ ク鎭 西に 
あらし 蒲 冠者 範賴 に與 へたる 通信の 文に* 

十一月 十四日の 御文 正月 六日 じ到來 す、 今日 是 ょろ 脚力を 立てん とし 候 a つる 

程に、 御 脚力 到 巧し、 云み、 

と あろ、 更に 飛脚の 例と しては 乘 馬と 認 むべ 含 箇所 同書に 多々 あろと 雖 も、 就中 延 
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應 元年の 條 ろに、  •  ‘  . . 

^  五月 廿 一二 曰 雨 降、 申 刻、 赤 木 左 衞門尉 奉忠光 六波羅 飛脚と して 參 若す、 甘 曰の 未 刻 

I,  に 京を 出で、 四日に て馳 付、 殆んど 飛鳥の 如し、 卽も武 州の 庭 上に て 下馬、 云々、 

-一 

と あるは、 前に 引用せ しよ 日の 行程を 四日に して 馳せ 着きた るを 證 ずるに おらん、 
^ 然るに同書弘長元年の條じ(が^^^齡)  ，‘ ... 

一  早  馬  事  ’ 

^有變 急々 の 時 聞 達を 爲す 化、 而 しで 近代 大事 じあらず' と雖 も、 早速を がて 其の 證 

>、- 

とを し、 頗 ぶる 人馬の 類を 爲 す、 然 らば 自今な 後 殊重事 じあら ざるの 外、 急速を 止 

I;  いべ，、 くの 由、 六波羅 ‘に俩 せらる、 

- 

I と ある. は、 驛馬亂 用の 弊を 生じた るは 勿論なる べき 若、 一面. には 馬 担み 不足を 出せ 
I しもの ならん、 をに 到ろ て 飛脚は 單に 脚力を 稱 する のぶとな ろ、 乘 馬の 飛脚は 早馬 

1 い稱 する じ 至ろ ぬ 卓 馬と 飛脚と を區 別せ し 例は、 少しく 後が (約 巧 年) じ屬 する 記 錄‘. 

- 

I- の內 、鎌 倉な 方 九 代 記' 應永 二十 年が 達 松 大丸旗 搞の條 じ、 

L  r 四月 十八 日、 二階 堂 信 濃 守が 飛脚と 信 夫 常 陸 かが 早馬と 向 時に 鎌 倉に 參 着して 
串け.. る、 云‘々、^  .  ;  ’  .  V  . 、；. 」 


と 興 かに 書き分け たぅ、 其の 他吉野 朝の がと する 所の 彼の 太平 記に る、 早馬を 立て 
^ て 六 波 羅 已 に 沒 落 せ し む る よ し 船 上 へ 奏 聞 す と 云 ひ、越 前 {寸 師 泰 は S 角 城 を 退 治 
I せんと お 見國に 居た ろけ る を、 師 直が 許よ ろ 飛 碑 を 立て、 とち ふが 如き 早馬と 飛 
I 脚との 別を 記す るよ ろ 見れば、 早く 旣じ京 •鎌 倉の 街道には 驛馬遞 夫の 常備な くし 
て、 火急の 通信には 自家の 家人 廓黨 をして 宿 次に あらざる 早馬を 仕 立、 健脚の 通し 
纖麵亂 離の  飛脚を 仕立て、 之を 辨 ずるの 狀況 となろ しならん、 朔 令戰國 時代に 及びて は、 媚內 
^ 分裂 群雄 所を じ割據 し、 互に 軍馬の 徵發 にい もがは しく、 敕 馬を 仕 立つ る ものな く、 
驛 次の 荒廢は 遂に 省みる るの なかろ 含。 然れ ども 群雄 割據の 結果よ ろして.. 自衞上 
..己れ の 勢力 範團 じ屬 ずる 交通路の 開 襲、 一味 同志の 間に 生息を 通ず べき 通信 方法 
の 如 含は、 却て 此の 時代に 於 y 發達 ずる ミを 得た ろしな ろ、 仅令ば 元 龜二年 武田晴 
t 信が、 飛脚 成 田の 藤 兵衞に 輿へ をる 飛脚 獎勵の 古文書 じ‘  ’ 

を  .  . 
j  節々 爲御 飛脚 越 やへ 往還 神妙 被 思な 候、 因茲平 弗. 之 內六貫 义被下 置 者 化、 仍如 件、 
\  元 龜二料 卯月 廿 六日  ± 屋右衞 門 尉 奉 之 

成 旧 之 藤お衛  . 
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の 如き もの あらて、 义 一面には 之れ に反對 して 頗る 嚴 重なる もの あろ、 其の 一例に 
j  巧" 4^】 四 巧 長 曾 我 部 元 親が をめ たる 捉巧ヶ 條の內 に、 

\  一定* 卿の 事、 其 在所の 董 遠近 巧な 遣、 急用 之 時 者、 聊遲 々仕 候 者 忽可斬 頸 事、 
と あろ、 就中 飛脚 使用の 方法を 硏究 利用した るは、 武田 巧と 化條 巧なる ベく、 盛ぐ に 
上を 今 川 氏の 如 &、 四 國の長 曾 我 部 氏の ごと 含を 算 すべし。 甲 越の 戰 a に 方ろ、 武 .旧 
巧が 上 おじ 備 ふる 爲 め、 甲 府と信 州水內 郡長 沼 城との 連絡に、 甲 信の 山脈を 利用し、 
出 頂 相當の 距離に 信號 所を 置 含、 兵 ± を 配置し 各信號 所は 十】 種の 符號 にょろ た 
筵 飛脚  る馨 火を 焚きて、 夜間に 於け る信號 通信を 交換 せらと •號 して馨 飛脚と 云 ふ。 是れ王 
朝の 置綠の 法に ょろ て 案出せられ しもの なる ベ 含 も、 此の 時代に 於け る信號 通信 
法と しては 最も 進歩した る ものと 乏 ふべき なろ。 德川 巧の やおに なび、 大阪と 下の 
.、關 との 間にが 明を がて 米 相場の 信號 通信を 爲 せし i あろし る、 其の 方法の 今は 知 
る ものな きに 至れら。 或は 是 等のと ょク 案出せ しに あらざる 乎。 

織 田 信 長 覇者た るに 及び、 を ± は皇 城に 近く、 鎌 倉 幕府の 如く 長途の 逾 信に 驛馬 
一を 使用す るの 必要を 認め ざろ しを らん、 飛脚 制度に 至々 ては ホ だ 聞く 所 あらざる 
なろ。 がれ ども 信 長る ホ 交通に 意を 注 r 所 あろ •積年の お亂に 東海 棄 山の 驛路 悉く 


類廢 ずるを 愁 へ、 條崎八 左 衞門疫 井 文 助に 命じて 之を 修 鑄を しめたる が 如き' 义武 
里 を™ 德編年 集成の 記す る 所 じよれば、 天 お 中 其の 分國 中に 一里塚を 築き、 從來不 お 確を 
^し里數を訂し、地の当十六、禽に象ろて互十六了を 一 里とをめたるが如さは、陸路 
測麵 断^^  I 交通に 一新紀元を 劃した る ものと 云 ふべ し。 故に 從巧 旅行の 日程は 單に步 巧し 巧 
る  I ろた る W の實 踐日數 のみを なて 算 をせ しが、 をに 至りて 里程を 基礎と し、 行程 日數 
を算 ちずるの 進歩を 見る に 至る。 秀吉も ホ 化の 方法に よろ て 道路を 修め、 家 康 化 の 
方法を 繼 承し、 江 戶に覇 府を設 くるに なびて、 江戶 日本 橋を 里程の 起顯 として、 遂に 
查國の 距離を 正確なら しめたる の 起源を 爲 したる は、 之を 信 長の 巧と 云は ざるべ 
I からず  • 
豐臣秀 ま 天下. を 一統ず るに なび、 政治の 中、 む ホ 大阪に 移る と雖 も、 皇 城との 距離 
僅に 一日 程、 飛脚の 耍 はま ± 時代と 異 らぞ傳 馬は 朱印を なて 繼 立を 爲 すが 如きは、 
I 化條 •今 川の 例に 傲 ふて 又ないる 所な かろき。 然れ ども 征韓の 役を^ る 所の 驛傳朵 
化韓 役の 傳  巧の 如 さは、 從ホ 其の 臣下を して 署名せ しめたる じ 反し、 肥 前名 護屋に 運搬すべき 

馬 朱印と】  j 

i ぉ  i 兵站の 輸送は、 其の 京都よ ら發 する るのは 關白秀 次の 朱印、 大阪 よろずる るのは 化 
な 所の 朱 巧 名護屋 よク發 する ものは、 太閣 自身の 朱 巧を なて したる が 如 旨、 離 重を 

.飛脚の 變遷を 諭ず  の 九 一 
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重視した るが 如きは な 意ず べし。 义么護 崖と 大阪 との 通信を な 速なら しむる 爲 め、 
兩 地間每 一里に 二人の 飛脚を 配置し、 なて 飛脚の 取扱を 爲 さしめ たるが 如き' 現代 
の 傳騎と 其の 投 を】 にす。 慶 長の 卜齋 記に J れ ば、 慶長四 年と 月 •增旧 長 盛が お 田 一二 
成の 出兵を 江戶に 報ずる や、 俄に 代官 衆よ ろな 姓 典に 申 渡、 江戶 より 宇都 宮 じ】 里 
飛脚を 置きた ろと あるは、 前の 方法を 應 用した る ものなる べし。 

要するに 安 ±擁 出のを 時代に あろて は、 爲政 者の お據地 近畿 じあろ て、 鎌倉時代 
の 如く 街道に 常設 的繼 所の 必要な かりし が 故に’ 飛脚 通信 法の 著し 含發 達を なさ 
ざり しを 6 .。之に 反し 京に 御 次 飛脚 或は 馬 借なる 御用 飛脚 業者を 生じ、 义大 阪秦學 
大津 •丹 波 •播磨 飛脚と 稱 する 飛脚 營 業者の 京都を 中、 心と し. たるの 形跡 あろし は浑 
意すべき とに て、 是 等は 政治と 商業と に 於け る 自然の 要求よ ろ ホ， リ しもの ならん。 
是 等の 營 業者が 纖て德 川 時代. に 於け る 飛脚 業者の 祖わ ちしが 如く 化は る.^ なろ。 

其 二德川 時代 

德川 時代の 飛脚を 論ずる に 方ぅ、 先づ 順序と して 東海道に 於け る傳 馬の 來歷を 
述べざる 巧らず、 天 お 十八 年德川 家康關 八州を 領 し、 江戶 城に 移る や、 江戶寶 田が •千 
代 田が の 里 民 馬 越 勘 解 由： 商 野 新右衞 門ん 官傳 右衛門 等 駄馬 人夫を 率て 之を 迎 ふ、 


継が 脚 


傳馬 朱印 


家 康之じ 道中 傳馬 役を 命じ、 武州豐 島 郡 高 旧が (小石 川 高 田 八幡の ある 邊 ならん) に 
於て、 高 十二 巧 一一 一斗 六 升を なて 繼 飛脚 給 米と なせ •り。 蓋し 德川 氏が 公用 飛 卿を 設け 
が^が 斬め にして、 此時旣 に 東海 隶 山に 涉る 所の 八 箇國は 勿論なる が、 江戶を 中央 
として 其の 勢力の 及ぶ 限ろ、 通信 交通の 連絡を 企圖 し、 就 や 東海道 卽ら京 陵の 間 化 
量 言を 交換 せんとし たるは 明なる 事實 にして、 其の 措置の 極めて 遠大 且敏攘 な ク 
し 家康が 政治的 半面を 窺 ふに 足らん。 慶長六 年 (喊 離趴 1 飾 始 £) 彥あ元 おを して 東 
海道を 巡視 •せしめ、 每驛に 問屋を 設け、 傳馬 S 十六 匹を 常置し、 一匹の 飼料と して 四 
十 平、 一驛 一千 四 巧 四 拾 坪の 地を 與 へて 之が 費用に 充てし め、 一面には 傳馬朱 巧な 
る 者を 制を して、 其の 見合 巧 艦を 道中の 問屋 場に 配附 し、 此の 朱 巧を 巧 擦した る傳 
符 をち せざる ものには、 傳 馬の 使用を 許さく ると とし、 なて 通信 傳遞の 機 關を備 ふ。 
是ょ 6 して 繼* 卿 •大急 飛脚 等隨 時に 差 立る の 便に 供す、 此の 時に 方ろ、 驛路 な毕人 
馬の 配置 •荷 量 賃錢の 規定に 當 らしめ たる ものは、 奈喉屋 市 右衛門 •樽屋 S 四郞 じし 
て、 江 戶摩馬 所に 其 取締を 爲 したる は、 馬 込 勘 解 由 島 野 新 左衛門 •小宮 善 右衛門と す' 
爾來化 襲して 其 職を 繼 r。 舊 記に 依れば、 寬文 S 年 幕府は 江 戶傳馬 所 朱 巧 取扱 方を 
をめ、 b よ 巧は 大條馬 和 傳馬役 馬毯平 八の 所管に、 下半 ヶ月は 傳馬卿 傳馬役 高 野 新 

飛脚の 變遷を 諭ず.  妈九 一二 


曰 本 交通を 諭  四 九 巧 

繼 飛脚の 遞  右衛門 •小宮 善を 衛巧 をして 所管せ しむ、 爾後 變更 なさが 如し。 繼飛腳 の携帶 すべき 
狀の穗 類  I 宿 繼な狀 は、 御 老中 證 文と 稱 し、 諸國に 下ず 所の 重用み る 公文書を ろ、 世人 之を 御狀 
箱と 稱 す、 其の 狀 態を 叙 せんに、 先に 一人のを 夫 長柄 じして 御用と 書した る 高張提 
なを 持し’ 次に 走 夫が 極めて 小なる 狹箱樣 の ル 旅籠に、 御用の 會 符を附 したる 者を 
肩 じして 疾驅 する. なぅ。 往來の もの 化の 繼 飛脚に 遭 ふと 含は、 途を 左右に 避けて 恐 
: れを爲 せろ、 一九が 膝 栗毛に、 繼 飛脚が 大 井川の 川 明きに】 番 がけに 渡ろ たちし 實 
況を述 して 曰く、  < 

大 井川の 川 支に て 岡 部の 宿に 滯留 せし が、 今朝 御狀箱 わたろ、 一番 ごしる すみた 
るよ し 聞と、； 5 としく もこ----^ じ 支度し で、 はたご やを 立 出け るに や、 諸家の 同勢 
を 巧の 貴 膝 撤の齒 を 挽が ごとく 問屋 駕宙を かけろ、 ル 荷駄 馬 飛で 走る、 街道のに 
ぎは ひい さ 脅しく、 云 令、 

遞 送の 時間  な つて 其の 道中に 勢を 振 a し樣 見る が 如し。 而 して 其の 遞 送の 時閒を 調査す るに、 
元祿九 年の 規 をに よれば、 江戶傳 馬 巧を 發 する 巧の 宿 繼な狀 は、 勢 州 山 旧に 達する 
i るの 廿と 時よ ろご 一十】 時 迄 精け い 謂酿； if  ^ ム^  情} 大阪は 四十 八 時品则 目) 京都は 

四 十 】 時 (I 細 目}じ し て、無 刻 と 稱 す る 最 急 便 (鱗 f  ^  f  ^ 邮 細、健 錢 «  S  ^ 歓 側 g 


に-?! 締 $ ご 京 迄 一一 十八 時 乃至は 一一 一十 時 ハ 約 一】 一日) 駿脉 (靜 岡) へ 通常 十一 一一 時、 急行 十一 時、 

! 日光 時へは 通常 九 時半、 急行 八 時半な ろ。 义五驛 便 驚の 記す る ホ 略 大差な く、 京よ ろ 
江戶 迄の 御 證文宿 繼御狀 箱は 急 S 十 S 四時 位 じして、 凡 三日、 中 四日 程、 常體 五日 程 
と あろ、 而 して 此の 御狀 箱は 傳馬师 よろ 差 立、 品 川 名 まに て 受取. 之を 遞 送して 餘は 
宿々 問屋に て繼 送る、 是を 問屋 贿繼 飛脚と 唱 ふ。 是れ 元祿な 降德川 巧の 末葉に 至る 
御 若中證 文の 遮 送 法と なす。 

重要なる を 文書の 遞傳 はを に述る 如くな ろしと 雖 も、 其 他稍輕 易に 屬 するな 文 
書と、 江 戶をや ふとして 圣國 に發受 すべ 5 公私 百般の 通信 發 達の-が 魂を 述ぶ べし。 

前に 云へ る 如く、 家康が 交通路の 改善に 意を 用 ふる^ 周到 じして、 其の後に 至ろ 
慶長 十九 年 五味 藤 九郞を 御宿 奉 巧に なじ、 宿驛の 事を 司らし め、 尋で 四十 五 年の 後、 
萬 治 一一 年に 至らて、 大目が 高木が 勢を 守乂 をして おて 道中 奉行と なし •爾來 幕末に 
至る も變 ずると をし •是 れ驛 政を 根本的よ-^ 改良した る 者に して、 守久 其の 職 じあ 
る、 と 十と 年間 •おめ 板 倉 重宗の 下に 禁裏の 守護に 化 じ、 令名 ある 人に して， 道中 奉行 
中の 最る 永く 職に 巧ろ しるの、 其の 功績を ホ て歡 なからず、 一二 都 飛脚 營 業を 許 巧 
せし 如 さも 赤 守 乂の巧 職 中の 事に 屬 す、 或は 氏 じよろ て 劃策せられ しるの るらん 
飛脚の 變 還を 論ず  四 蓋 


曰 本 交通 あ 諭  .  >  .  四 力 六 

y  • 

ろ 

德 川. 巧の 驛な はお 海道を 第一と し、 次に 中 山道 •奧州 道中 •日光 道中 争 州 道中に 專 
ら .にして、 之を 稱 して 五衔 道と 云 ふ。 道中 奉行 之を 直轄し、 西南 其の 他に 於け るを 衔 
道の 如きは、 地方 關 係の 領主を して 之に 當ら しめ、 五街道の 例に 準じて 取締ら しい、 
豐臣 巧の 亡ぶ. るに 及び、 家康 のな 策と して 諸 大小 名を 江戶 に參觀 せし い。 ると とな 
ろ、 諸道 中の 注復 次第に 盛況を 呈 せり。 尋で 家光將 軍と なる に 及び、 寬 、が 十二 年 六月 
武家 諸 法度 十八 條を 制定して、 大小 名の 江戶參 觀を赋 制ず。 其の 第一 一條に 曰く、 

火 名 ルぶ を江戶 交替 巧 相を 之、 每歲夏 四月 中 可參觀 、從者 之 員數近 巧甚多 直國郡 
之 費、 且ハ 人民 之勞 化、 向後な 其 相應巧 減少 之、 但上络 之 節 者、 を敎 令-公役 者巧隨 分限 
之 事、 

如斯 して 大小 名の 邸を に 江戶に 設けられ、 其の 妻子を して 常に 江戶 にが 化せし 
め圭 人は 每歲 必ず 出府し. 或は 歸城 する 等、 城 地と 江戶 とに 於け る 通信 往復に 飛脚 
の 必要 次第に 多き を 加へ、 义參觀 交替の 大小ぶ の 旅行は、 諸衙 道の 旅館 其 他の 發達 
を爲 ずに 至れろ。', 

德川 初朔の 交逆狀 態が 如斯 くじして 發 達を なしたり .しが、 天 おょろ 慶長完 和と 


三 一度を 飛脚 
の 創設 


一一 一度 町 飛脚 
の 公許 


公衆 通信の 
觀が 


年 所を 經 るは 從ひ 11 一都に 於け るを 私通 信の 關 係は 次煞に 頻繁と ならて、 從來京 •大 
阪 にあら し 通し 人夫 自雇營 業者は、 西南 諸 大名の 上下 飛脚 哉は 荷物 運搬の 受 負を 
爲 しみろ しが、 此の 時代に 於け る 飛脚 私營 は、 道中に 於け る 盗難と 無賴 者の が 害と 
じよろ て、 意の 如く 往返ず る 能は ぞ 就中 幕府よ ろ 大阪袁 都 警備の 爲に源 遣せ しめ 
たる 城番諾 ± の 如きは、 江戶 にある 所の 家族との 通信に、 公用 繼 飛脚を 利用し 難 さ 
不便を 感じた るを 動機と し、 遂に 元 か 元年に 至ら、 東海道を 驛 の問舊 役人と 商議を 
遂げ、 城番諸 ± の家隸 をな て 飛脚と 爲 し、 或る 制限の 下に、 問屋は 人馬の 供給を 爲 し、 
■每月 S 度 行程 曰數八 曰を 限ろ て江戶 にな おせし む、 名 づけて S 度 飛脚と 云 ふ、 然る 
に 利に 敏 なる 大阪の 飛脚 營 業者は、 名を 大阪 .城番 諸 ± の 下 卒に藉 ろ、 其の 法 皮を 着 
け、 雙 刀を 佩び、 之が 庇 蔭に よらて 傳 馬の 繼 立を 問屋に 要求し、 及 途中の 賊 難を 避け 
つつ 一般 書 狀の遞 送、 ル 荷物の 運搬を 爲す 等、 弊害 次第に 加 ふに 及び' 幕府 も 終に 公 
衆 通信の 必要を 認め、 寬文 S 年 S 都 飛脚 商に よらて 創立せられ たる、 S 都吼 飛脚 組 
合は、 東海道を 驛 問屋 場に 於て、 一回に 付傳嗎 S 匹の 繼 立を 免許し、 殊に 早 着を 必嬰 
とする 者の みを 拔 さて、 輕裝 したる 飛脚を 仕 立、 之を 稱 してを 六と 云 ふ、 盖し 六日を 
なて 到着す るの 謂な ろと す。 をに 到りて 始めて 公許の 公衆 郵便なる ものを 大阪 •江 

號 脚の 變遷を 論ず  四 九 セ 


目 本 交通 史論  凹 九 八 

戶 間に 開設せられ たるな ろ。 大正 五 年を 跑る 事實に 二百 五十 五 年 前にして、 西曆千 
六な 十ー ニ 年なら。 

海外に 於け る 飛脚 oollrier 發 達の 歷 史を籌 ふるに い 古昔に 於け る波斯 王の 騎使支 
那 の羽徽 、佛 國路易 十一 世の 走 使、 英國 顯理王 第一 世 0 飛脚の 如き、 何れも. 官用 郵 
便に して、 而る 多くは 騎± を 使用す る こ ^ と、 恰も 我 朝の 早馬と 其の 趣を 同 ふず。 就 
中英國 郵便の 如きは、 彼の 大 旅行家 マ 八 コポ！  口が •支那 元朝の 置驛 法を 歐 溯に 
傳 へたる 方法に ょらて、 衙 道に 驛 馬を 設け.、 官用 郵便の 遞 送を 爲 せし 由を 傅 へら 
る。 歐洲を 國と雖 も 十六 世 紙の 終 迄は、 官用 郵便に 加 ふるに 己 人經營 •若は 會社組 
織に 成ろ たを 飛脚 營 業者 あろた るに 過ぎ ざろ しが、 彼の 文明を がて 誇る 所の 英 
國と雖も、口  J ラ ン ごヒ 八 氏の郵政改革ょ ろ「ぺ ン ニ 1」郵便稅法を媒用した るは、 
千 八 巧 四十 年、 我 天 保 十一 年 じして、 同年 英 政府の 發 .行した る 黒を ー ペン-一— 郵 
便 切手を なて、 世界 最初の 郵便切手と 爲 せろ、 其 他のを 闕も 多く 之に 傲 ひ、 なて 郵 
法を 布 含し、 斯 くして 何れもな 府の專 管に 歸 したるなら、 英國 のぺ二 J 郵便 法は 
我 邦 郵便 用 規則の 實 施に 先つ 事 僅に 一一 十九 年 前な ろ。 

同 四 年と 月に 至ろ、 吼 飛脚 問屋の 化 立べ さ 一一 一度 飛脚の 大 阪出發 を、 每月二 弓 十二 


I 鹽屋宰 


飛脚 商 


を廿 二日の S 回と し •其の 飛脚を 飛脚 間屋抱 宰領と 稱 す。 なおの 書信は 渾て此 便に 

巧す る i となろ、 從て 大阪城 番の譜 出ょぅ 發 ずる 所のを 飛脚を 藤し’ 之を 前の 晒 飛 

♦ 

胸 問屋の 披じ附 したら。 當 時大阪 飛脚の 江戶に 着す る や、 其の 宿泊 旅館の 戶 外に 筵 
席を 敷き、 書狀及 貨物を 排列して 路 人に 見せし り、 觀者 己れ に屬 する 所の 書 狀及貨 
物 あるを 知る と 含は、 飛脚に 要求して 么れを 受取、 其の 歸 便の 時日を 問 ひて 返事を 
巧せ ろと ミへ-ろ 為 謀^  iT 别 n 辦 W」 苦ハ當 時に 於け る 飛脚 商の 名を 擧 r れば左 


り日ン 。長遞 志 稿の 載' 
グ '岁 L  する 巧に ょる、 

彌兵衞 町 
を 町 掘 前 
革屋町 
淡路町 

こ 局 倉 通 


大阪 


京都^ 


御幸 邮 
.烏  丸 


藤屋 市お衞 
江戶屋 平お衞 
銘屋 長兵衞 
中島 屋門 お衛門 

大黑屋 店二郞 
が見屋 
江戶屋 まお衞 


江戶 


/ 瀬 戶物辟 
本  肿 
駿河即 
左內咕 
萬  听 
新橋 南 二 了 目 


備 前屋與 丘ハ衞 
山 田 八. 左衞門 
木 渾屋六 ホ衞門 
和泉屋 甚兵衞 
大阪屋 巧 お 衞 
角  左衞門 
與  ぶ  衞  巧 


更に 夫ょ ろ 八十 八 年を 經 て、 寬延四 年の 調査に 據れば 八8  ^  |じ 其 數を增 加せ し 
飛脚の 變遷を 諭ず  四尧 


が 


巧 本を 通史 論 


五 00 


如し。 


大阪 


尾 張 崖 魅 ホ衞門 
同  ま兵衞 
福 田屋久 左衞門 
が國屋 十を 衞巧 
天津 屋彌 ぶ衞門 
越 前屋义 ホ衞巧 
江 戶屋源 右衞門 
尾 張屋セ 丘ハ衞 
京  屋 化兵衞 
龜屋ル 左衞門 
多 田屋德 ホ衞門 
天滿屋 まを 衞門 


京 都^ 


/ 江 戸屋 吉兵衞 
井筒屋 郞お衞 
壺  屋喜助 
一二 文を 屋 八お衞 
湊屋 比兵衞 

か 勢馆六 丘ハ衞 
大黑屋 化み 郞 
井筒屋 巧 右衞巧 
奈挺物 崖 一ニ ホ衞門 
越な 尾 セ 郞ホ衞 門 
丸 屋六兵 衛 
悔屋た 郞兵衞 
若 松屋 篮お衞 
越後 屋巧 丘ハ衞 
近な 屋 五兵 衞 
\ 近 江屋喜 平 巧 


江戶 


、十 セ おが 丘ハ衞 

大阪屋 巧兵衞 
岛屋仏 左衞門 
山 巧屋ん ホ衞門 
京 展 娜兵衞 
山城 屋 字を 衞門 
木 萍屋六 ホ衞門 
化見屋 五兵 銜 
八 泉 屋 甚お衛 


顧 ふに 飛脚の 營 業は 疾く 京都に 發 達し、 な戶 飛脚 •大阪 飛脚 秦良 飛脚 •大律 飛脚 •丹 
狐 飛脚 癌 前 飛脚の 京地に ありし 之 諸 書に 見へ たろ。 桃山時代には 如此 近畿を 始み 


とし V、 を _ 地方への 飛 卿 通信の 要 あらしな らん。 次に 大阪 に發 達し、 次に 江戶 に. なが 
I し •なら •江戶 に 於け る 飛脚 問屋の 屋號 が、 京屋 山城 崖 •が 見 屋泉屋 山田屋 尖阪屋 等、 京 
I 阪 地方よ ろ 移 化し 來 りたる 遺跡を 窺 ふに をらん。 加 ふるに S 度 飛脚の 荷 宰領は 傲 
川の 末 迄、 亭大阪 を 住の 者を 使役す るの 習懼 なろ しことは、 i 足 飛脚 發 端の 記ず る 所 
I をら。 而 して 寬延 よろ 約 二十 年の 後なる 安永 一 一年、 を 飛脚 問屋よ ク江 戶吼奉 巧へ 出 
したる 所の 問屋 株 願書に 據れ ば， 江戶の 問屋は をと 移動な さも、 大阪じ 於て 一二 人、 京 
、都に がて S 人を 減じた ろ。 其 訴狀卽 も 願書に よ クて當 時の 實 祝を 知る じ 足る ベ さ 
ものと 認 いるを： 5 て、 左 じを 文を 拔萃 す。 (家 藏京屋 文書) 

乍 恐 書付を なて 奉 願 上 候 

誦 II 臟公  一 御當地 飛脚 問屋 九 人 之 者 お 一同 願 上 候、 (航^  5 媛が 加。 心 おお 飛脚 受負之 儀は、 古 
\  ホ寬 永年 中 よら 上方 道中 筋 諸國御 代官 御用、 並に 御大 小名 樣方御 預ら所 御用 次 
I  に 御 武家 樣方御 平生 御用よ ろ、 町方 諸 問屋 お 商用に 至る 迄年來 相勤來 、其 後、 京 鄙 
\  大飯 御城 內 御用 被 仰が、 御 鑑化於 今 被 下 置 渡 化 仕、 難 有 仕 合 奉を 候、 を 御用 相 勤 候 
\  日限 之 儀 者、 ホ 巧 並 飛脚と 中 候は 八日 •九日 限ら、 早 飛脚と 中 候 者 五弓 六日 限と 御 
請負 奉 申 上 候。 然严處 近年 道中 筋 馬 拂底之 由を 申、 宿々 じ 於て 臨時に 道留仕 、段々 

飛脚の 變遷を 論ず  五 〇  1- 


日本 賓通あ 論  五 CDil 
日限 延行罷 成、 十五 六日 も 相 掛ら候 樣に相 成 候 巧、 當 時に ては 川 支る 無 之 候に、 早 
^ 脚 之 儀 者、 と 曰 •八日、 並 飛脚 廿日 兰十 曰る 相 掛ろ串 候 儀 二 御座 候。 勿論 早 飛脚 之 
儀 者、 諸 御代 宫御 役所 過 急 成 御用 筋、 御 武家 樣方 始め、 师方 下み ュ 至る 迄 過 急なる 
用事 向 之 事に 御座 候 得 者 右 之 通 曰 限延行 仕候而 者、 諸. 方 御用 向 相 間違 勿論、 並 飛 
脚 之 儀 者、 荷 數も爲 接 往來爲 致 候 儀に 御座 候 得 ば、 少し 者 御 誰 申 上 候樣に 御座 候 
得 お、 早 飛脚 之 儀 者 纔に乘 下馬 一疋 之 儀に 御座 候 得 者、 馬 支 之 儀 考甚御 斷申上 兼、 

難儀 至極 仕 候、 依 之 御 武家 樣方御 繪符編 論；^、 倫 飾' が 燃 .J」 取. 郎浦辭 龍^^ •睹伽 龍 贈 
晚謂確 t 宇) 有 之、 御 荷物 も 一一 一度 荷物 一統に 差 繼吳候 樣被仰 付、 早 飛脚 之 儀 者別而 
相、 滯不 申候樣 、此 段被爲 聞な □被 仰が 被 下 置 候 樣奉願 上 候、 前書 奉 申 上 候 御受負 
日限 相違 仕、 御用 向 御手 都合、 御 差 支 御 間違 等 御座 候而 、所ぐ 御屋敷 樣方 お。 殊之外 
御呵 立腹 等 有 之、 其 上 一. 二度 飛脚 者 御 間に合 不申候 こが、 御 直々 御屋敷 樣 よろ 御 飛 
^ 御 差 心 被 遊、 な 典 方へは 並 便の 品 も 早 飛脚に 被 仰 付 候 樣相成 候 得 者、 御 役所 並 
御 武家 樣方 よろ 下 _ 々に 至る 迄、 廣大之 御 費に 相 成 候 儀 じ 御座 候、 此儀者 近年 無 何 
時と、 宿々 勝手よ ろ 一二 度 荷物は 縱令 幾日 差 留置 候 而も、 貪 着 無 之 ものと 相 ふ 得 候 
截相滯 延着 仕 候 儀に 御座 候、 依 之を 申 上 候 通、 御用 勤 方么手 都合、 甚惡敷 御座 候而 


者、 諸方 差ち にも 相 成 申 候に 付、 湛日私 お 荷物 減少 化、 家業る 薄 相 成 難儀 至極 化 候、 
畢竟 私共へ 被 仰 付 候 荷®、 を 日限 延着 仕 候 故、 自然と 御 武案樣 方御猶 物え 者御會 
符差御 荷物に 罷成候 儀を、 乍 恐 奉を 候.、 おお 袍物儀 者、 御を 跋賃之 外 二餘慶 遣候而 
往巧化 候に 巧 宿々 勝手 二 も 相 成 候 も、 外 御 會符附 に 相 成 候 得考馬 ± 共 宿々 自ら 
難 虛出候 儀と 奉を 候、 其 上 縣 ± 共 宿々 附 出し、 於 途中 馬 留置、 過分 之 酒手 等 申請 度 
由 申 聞 候 儀 も あ 之、 其 上 相 應之手 宛 差遣 申 候、 畢竟 一二 度 荷物 者 商用 計ろ 姻ム得 候 
へ 共、 却 大名 棲、 其 外 御 武家 樣方 御用 筋に 而 、时家 荷物と 申 候 而も •一と 通商 賣 荷物 
も 有 之、 其內 二者 御 屋鋪樣 御 日限 も 有 之、 御 荷物 も、 御座 候處 、右 之 通 延着 化候而 者、 
御 間に合 兼が 家に も 難儀 仕 候、 其 節 者 私共へ ねだろ 請、 甚難髓 迷惑 至極 仕 候、 化 上 
段々 右 之 趣に 罷成 候而 者、 諸 •御 方樣 御用 向 御 差 支に 罷成 候に 付、 此度乍 恐 奉 願 上 
候 者、 飛脚 問屋 京都 •大阪 迄 之 登ら 下ら 荷物 呵 儀は、 道中 宿々 並に 川々 二が て、 不捨 
置、 繼立 早早 繼 送り 吳候樣 、宜义 川 支 等 之 節 者、 諸 御 荷物 段々 相 かさな ク申 候に 付 
其 節は 私共 荷物 も あ 御 會符御 荷物に 准 じ、 先 帳 拂に繼 送ら 吳候樣 、萊 海道 筋へ 從 
卽 奉行 樣ーヶ 年 一度 宛、 被 仰 付 被 下 置 候は ピ 、諸 御方樣 御用 向 御 差 支 一一 も不相 成、 
乍 恐黏お 勤 方 も 手 都合 宜敷罷 成 候-一 付、 何卒な 御 慈悲 願 之 通 被 仰 付 被 下 置候樣 

游 脚の 變 還を 諭ず  五 〇 一二 


化を 公 飛 
の 符許脚 
創 飛と 問 
ぶ 脚飛屋 
鑑 脚の 


目 ネム 父 通あ懿  お 〇 四 

奉 願 上 候、 左 候 而も 道中 筋に 於て、 飛 卿の ものが さク なる 儀 毛頭 不化 、駄賃の 儀 も 
是迄之 通 無 巧 違 相拂候 儀に 御座 候 段、 御 聞 濟被下 置 候は く、 外に 御 奉公 向 も 無 御 
座 候に 付、 爲 冥加 壹ヶ 年に 金 五 拾兩宛 永々 上納 可 仕 候 間、 願 之 通 被 爲仰付 被： 卜置 
候樣 、幾重に も 奉 願 上 候な 上、 

安永 二 己年 十一 巧 十九 日  ’ 

平 松 町 源 お衛店 

願 人 (な 屋) 彌  兵 
家主  源  お 

(山城 屋>{ホ を衞門 (木 津屋異 左衞巧 (山 田屋 } 八 左衞門 (化 見屋) 五兵 衞 
(鳥屋) 佐. 左衞巧 (大阪 崖：^ 茂お衞 (泉 屋} 甚兵衞 (十 セ屋) 孫兵衞 

道中 御 奉行所 樣  ’ 

此の 願書 じよろ て 其の 當時和 飛脚の 道中 繼 立の 困難 •問屋 場の 弊風 囊 助の 跋層 
等を 想 見す るを 得べ し。 而 して 幕府は 訟議の ホ、 十 年を 過ぎて 天明 二 年 十一月 十五 
: 日、 道中 奉行 桑原 伊勢 守 •大屋 遠 江 をの 名を なて をの 請願を をれ、 前記の 九 名へ 京 •が 
阪を 飛脚 問屋を 申 付、 見 世 看板を 免許し、 な ホは 荷物に を 飛脚 會将 を. 荷 宰領 (飛脚} じ 


達 暑) 


衞衞 


は 於！^ 哪い かか'^ 邮輸 を携帶 せし ぃると となろ、 郷用 物は 勿論、 其 他の 称 物と 雖、 
宿場 着順に ょク ，宿 馬に 限らず、 助鄕馬 (5 励訓爹 、吨腸 謹' 的 鈔獅嫌 牡が 訓婦 ^  5、s、f 
柳纖隊 謂；^ がは。 化) と 雖も繼 立に 使用す るの 特權を 有する 旨を、 東海道を 驛の 問屋 •年 
寄 川 役人に 嚴 達した ろ。 化 宰領り 携 ふる 獻 の書狀 にな 備 5) 早 便と 稱 する 者 あら-、 傅 
馬 一匹 下乘 十八 貫と 稱 し、 兩 脇に 脈 f 伊 肴を なら) を 一個を 着け、 其の上に 宰領 自ら 駭 
热 荷早狀 一るな ろ、 如此 して 急を 要する ものは 授早 荷物と 稱し 、巧を 中 ょら 一二 貫目を 限度と L 
•大阪 若く は西國 筋の 官用 書狀 、若は 其 他の 急用 書狀を 途中の 宿驛じ 於て 荷の 內ょ 
ホ 巧 荷  W な 抜 出し、 更に 之を 步巧 荷と 爲し 、別に 走ろ 飛脚を 仕立て、 約 五日 間にし で 江戶に 

い、 3 て 早 着を 計れろ。 文化 S 年 四月を 飛脚 問屋 仕方 帳に 依れば、 上方 筋 早 便 並に 
幸便を 併せて】 ヶ月 十八 回な 上の 便 數を差 立たる が 如し。 其 他 尾 州 家 施 卿 家の 如 
セ 里號脚  I き、 江戶と 居城との 間と 里 每に脚 夫を 特 置し、 書 狀の遞 送を 自營 す、 名け てと 里繼飛 
脚と 云 a、 其の 斟挪を 狐が in 馬と ミへ ろ、 西國 大名の 如 含、 大 おが 西に 於て 之に 做 ふ' 
もの あろと、 其 他の 大小 名と 雖 も、 采 地と 江戶 との 間に 往來 ずる 通し 飛脚を 有し、 又 
四國 九州の 間を 渡海す る捷 船を 资 卿^と 稱 したろ き、 彼の 蕉 門の 奇才 化 兆の 句に 
も、 「初し ほや 鳴門の 浪の 飛. 脚 か」 あろ、 其疾き 趣を 示せろ。 船 用 集 じ 依れば、 お 庫の 猪 ザ 

飛脚の 變遷を 諭ず  五 〇 す 


大小 おの 通 
飛脚 

飛脚 船 


目 本を 通を 論  五 〇 六 

か 卡の關 の 目 切 か 等の 小舟を 云 ふと あろ、 蓋 早 舟の 義 なるべし。 開 避の 頃には nm 占 

(steamer を 指し \」 飛脚 船と 呼ぶ に 至れら。 

德川 時代に 現れた る 早急 便の 一種に 早 駕籠なる もの あり、 又 之を 早が 或は 早 追 
と稱 す。 其の 起源を 詳 かにせ ずと 離 も、 室吼 時代の 早馬に 代るべき ものにして、 其の 
方法は 一挺の 垂 駕籠 四 人 乃至 六 人 輿 T をして 擔 かしい る 一種の 飛脚な ろ。 を 狸の 
使者は、 書狀 又は 口頭を がて 急を 遠方に 報ずる 役目に して、 腹を 白 おにて 卷き 、頭に 
鉢卷 し、 駕籠の 天井よ ろ 一條の 紐を 釣 下げ 之 じよろ て 其の 動 搖じ耐 ゆるの 用意と 
なせな、 宿 每じ輿 T を 代へ、 食事は 粥を とろて 晝夜 兼行す、 彼の 元輸の 昔淺踩 長矩の 
變 事を 赤穗に 報ずる や、 早 水 藤 右衛門 叠踩 S 平を して 行程 巧と 十 里を 四日 半に し 
て 到ら しめたろ と 云 ふ 傳說の 如きは、 此の 早 駕籠に よちた るるのに して、 維新の 際 
る ホ 盛んに 此の 早 駕籠を 利用せられ しもの なな。 余 曾て 西 園 寺 侯に 早 巧の 模型を 
說 明せ しと あろし が、 侯の 曰く、 余る 維新 為當 時には 此の 早 巧に 乘 ろで、 東海道を 數 
回 往復せ しと あり、 其の 辛菩と 催眠とは 實に耐 へざる ものな ろと て、 今昔の 感を物 
語ろ 給 ひたる と あろ さ。  . 


王政復古 


明治 元年 內國 事務局 中に 驛遞の 職を 置く と雖も •驛 傅の 事 姑く 舊に 依らし むる 
ととな •ろ。 同年と 月を 地 飛脚 賃錢の 制を をめ、 八月を 飛脚 問屋の 請願を をれ て、 東海 
道 東行のを 便 ほ、 每月二 去 人の 自 、西 行のを 便は 一三 ハ •九の 日、 上下 併せて 十八 度每回 
本 馬四醒 、行季 と 十一 一駄‘ とし、 其の 他 急行 東行は 每月二 立 八の 日、 西 巧は 一二 面 •ぞ 九の 
日、 上下 合して 二十 一度、 每回本 馬 一匹 おに 本賃錢 十倍 增を なて 通行を 許した ろ而 
して 別 仕 立 飛脚の 賃錢 をを いる 事 左の 如し、 尋で 定額を 廢 めて 相 對賃錢 としたろ。 

fcni 一日 限、 二十 一兩 二八 刀 0 一二 日 半 限、 十六 兩 二分 0 四日 限 十二 兩 
40 五日 限化兩  0 六日 限六兩  .. 

之を 文化 S 年の 定賃錢 に 比ず るに、 四日 限に がて 八 兩を增 し、 五日 限に 於て 六兩 


を 巧 ホを 間 J 

書狀 差立賃 


を增 したる 割合な り。 

九月 驛遞 規則を 設け、 十二 巧ょ ク 東京 泉 都 間にな 書 遞傳を 便を 開き 每巧五 •十兩 
日を なて 之を 發 し、 道中 十八 日を なて 着せし む。 二 年 五 巧 飛 卿 發程五 •十を 改めて 四 • 
九の 兩日 とす、 同 S 年 S 巧 京 鄙 東京 間を 書遞傳 の日數 六日を 延伸して、 十日と する 

飛脚の 變遷を 諭ず  五 〇 わ 


曰 本 交通 お 諭  五 

所 ありし が、 此の 京と 江戶 との 聞に 往復す るな 書遞 傳の實 費の みに して •ーヶ月 千 
一 |!| 酒 度 施； I  S 巧 有餘兩 を支拂 ふに 至らた るを なて、 政府は をに 郵便 制度を ホかん とを 發議し 
_  :  たろ、 同年 六月 民 部 卿ょ ろ 其 筋に 禀申 したる 趣旨に 依れば、 

グ  信書 往復. は、 查國の 景況 聲 息を 通じ 物貨 平準の 路を 疎し、 實に治 國の重 件、 世上 一 
一  日 も缺く 可から ざる 要務な ろ、 然るに 是を商 個に 附 し、 或は 驛 夫に 委して ホ だ 百 
:  里じ滿 たざる の 地 も. 十數 日の 久し 含を 經 ざれば 尋常 之を 達する 能は ず 或は 速 
-  じ 巧 達 も 一片の 音馨じ 多少の 金を 費し、 僻贩邊 境に 至りて は淹滯 遷延 •甚し 含は 
之を 失 ひ、 終に 硬 塞せ しむる じ まろ、 巧般の 弊害 相 生に 治 道不遍 、交際 不厚樣 成 巧 
たるを なて、 漸次 官便郵 傅の 方法を 設け、 國內 周く 信書の 往復を 自由なら しむる 
. ：!  の 目的を なて、 先づ 東海道 筋 西 京 迄に S 十六 時 (f^  ^  大阪迄 S 十九 時限ろ の 
一 I  .郵傳 法を 開き、 公事 私事に 拘 は' ら ぞ化價 をな て繼 送ろ、 上下の 便を 起し、 且つ 諸般 
j  の 方法 極めて 簡 ならしめ ん爲 じ、 書が 賃錢 切手 發行 せしめ 度 云々、 

如斯 して 四 年 S 月 新式 郵便の 實 施を 見る に 至ろ、 京都は 姉 小路 車师 じ大阪 中；- 
ミ府の 郵便' I の 島に、 東京は 四日 市 (齡 种献 I) に 都 便 役 巧を 置き、 巧を. に 郵便 函の 設置を 爲 せろ。 

尋 で橫濱 •新 狼 •長 崎 •神戶 •箱 館の 五 遮、 同 五 年に 及びて は查國 重なる 衔 道には 郵便の 


通ぜ ざる 巧な きじ 至ら， 遂に 信書 遞 送の 業務は 政府の 專 管に 歸 したる をな て、 をに 
飛脚 營 業の 事は 廢 止せられ た 6。 ロハを 道宿驛 にあり たる 驛傳 尚屋 は、 單じ 運送業者 
として、 始め 政府 之を 保護し、 內闕 通運 會 社の 前身た る 陸運 元會 社の 設立’ を 見し と 
雖 も、 交通路の 發 達、 鐵 道の 布 設じ隨 伴して、 時 かの 遷移は 是等營 業 も ホ 次第に 其 趣 
を 異にする に まろが。 
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I  吾' が 入唐 入 衆 憎と 五臺 •天台 •臟 眉の 一一 一山 

が 井 等 

I  日 まを 通の 地理に ついて、 巧々 亡友 藤 巧 明君と 談話を 交えた ことがある。 この頃 同 お 記 
念 論文 集を 刊行す るに がき、 自  < 刀 も 是非 ー ル篇 を揭げ なければ ならぬ 場合と なり 曾て 同 
君へ 話した 二 ご一 件と、 其れに 聯關 せる 多少の 臆ぶ とを ば宋を 稿の ま、 揭 ぐる こと した。 

\  奈な幸 安の 昔、 吾が 邦の 僧侶が 修業の 爲 めじ 相次で 支那に 匙いた。 支那で 修業ず 
•ると なれば、 吾が 學問僧 も 暫くは 支那 僧の 風俗 習慣に 從 a、 おに 於て 支那 僧と なる 
のは 當然 である。 支那 僧の 靈山 巡拜を 見習 ふて、 吾が 僧侶る 支那の 靈 山を 巡拜 ずる 
.  やぅに なつた。 をの 靈 山の 中で 殊に 著名で あつたのは、 人 も 知る 五臺 山と 天台 山と 
である。 圓 たの 入唐 求 法 巡 禮行記 や、 成 尋の參 天台 五臺山 記な どに、 其の 巡拜 の模樣 
が 委しく 記る されて あるのを 見ても、 吾が 僧侶が 支那 僧と 同様い かに 熱 私に 是の 
™ 一 一山に 參詣 したが 想像され る。 

五 墓 出は 化 京の 西南 直經 吾が お 十 里程の 所に® るん て、 內長 城の 商に 近い。 この 山 


を 一に 淸凉 山と 稱し 文殊 菩薩の 住 地と ずる 信仰は、 支那の 南 化 朝の 初 世から 現ぶ 
れ y ゐ る、 卽 も後魏 の® 道元の 氷經 注に 是 のこと を 記る して 居る。 然 かるに 水經注 
に據 ると、 是の 山は 其のが 前に 於て 旣に 仙， 者の 都と いはれ、 又 一名を 紫氣 とい ひ、 常 
に紫氣 あろて 伽 人 こ、 に 居る とい はれて 居た。 さすれば、 五臺 山は 元とは 道 敎に於 
て崇拜 された 靈地 であつ たのを、 佛 敎に橫 取ろ された ものと 想 はれる' 磊敎 の靈地 
が 佛敎じ 奪 はれた かと 考 へらる V 例は、 尙外 にも ある ことは 後に 述べる 柔の贊 寧 
の 来 高僧 傳 じ， 化が 度の 佛陀波 利と いへ る ものが， 文殊 菩薩が 淸凉 山に 居る とい ふ 
ことを 聞き、 遙 々支那に ホて、 唐の 儀 鳳 元年に 五臺 山を 禮拜 し、 一旦 引き かへ し， 更に 
巧 度から® 勝 陀羅尼を 携 へ、 長 安に 於 y 之れ を漢譯 し、 其の 梵 本を がて 西び 五臺山 
じ 乂クて 一生を 終つ たとい ふこと を傳 へて 居る。 五臺 山が 挪敎 0 靈 地と なつて、 普 
く 支那 僧に 崇拜 さる V に 至つ たのは、 是れ からの こと V 想 はれる。 

五臺 山に 次で 吾が 僧侶の 巡拜 せる 名山には 天ム ロ山が ある。 この 山は 浙江省 天台 
縣の 化に おし、 寧 波 遮の 西南 直徑 吾が 二十 五 里 懐 どの 所に をる。 寧 波は 唐 代の 明 州 
で、 唐が に 於け る 日 支を 通の 要津 であつ た。 晴の 代に 智者 大師 天台 山に 孩 し、 爆 帝は 
大師の ために 國淸 寺を 建て、 是れ ょろ 天 ムロ宗 の 根本 地と なつの。 是の山 も 元とは 道 
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敎の靈 地で あつた ことは、 太平 御覽化 引ける 啓蒙 記 注に 晉の隱 丈が 是の 山で 體泉 • 
紫 芝 •靈藥 を 得た とい ひ、 同書に 引ける 神異經 に、 山に 道 ± 住めるな を 記して あるの 
で 推察し 得られる と 化 ふ。 隋 代に 是の 地が 天台の 根本 地と なつてから、 天台 山は 佛 
敎の靈 地と なつた。 この 山に も 靈驗が あつて 五な 羅漢の 化 地で あると いひ 傳 へら 
れ た。 吾が 入宋僧 成 尋の願 ひ狀が 朝野 雜 載に 見 ゆるが、 其の 一節に、 天ム ロ山 者、 智者 大 
師 開悟 之 地 化 立 巧 羅漢 常住 此山矣 、故 天 笠 道 獻登華 頂 ハ 峰而禮 五な 羅漢と ある、 此華 
頂 蜂と いふは •天ム ロ山 囊の 最高 處 として 知られて むる 山で ある。 或た 娜祖統 祀の法 
運 通 塞 志 第 第 十と 之 十 S に’ 蘇 東坡が 十八 阿羅漢 畫に 題した 文句を 載せ、 其 中に 蛾 
眉 五 臺廬山 天台、 猶出 光景 變異 、使 人 了然見 之の】 巧が あるから、 天ム ロ山に も 或る 瑞 
がが 現 はれる とい ふ 信仰が を 巧して 居た ので ある。 深山 幽ハ 合の 中に 入れば、 见氣自 
づ から 人に 迫る 思が する から、 宗敎 家が 此の 如き 地に 於て 瑞相 出現を 說 くのは 尤 
もな 事で あらぅ。 さろ ながら、 天台 山は 支那 僧の 間には 五臺山 ほど 崇敬 渴 仰を 捧げ 
られ ては ゐを かつた、 佛 祖統祀 に、 佛 敎に關 ，する 名勝 山 述を揭 げた 中に、 天台 山が 見 
をて 居を いのを 觀ても 之れ を 察する じ おる と 思 ふ。 吾が 邦の 入唐 •入宋 僧が 天台 山 
巡拜を 志した のは、 一には 傳敎 大師の 留擧な 巧 其の 名が 吾が 邦に 知られの のと、 又 


ーブ には 是の 出が 曰 支を 通の 要津 たる 明 州、 卽も 今の 寧 波 遮に 近 かつた からで あ 
™ らぅ。 わが 僧侶の 天台 參詣 じついて、 有名な ことは 謂は ゆる 巧 橋で ある。 前に 揭 げた 
口 誠 細^-啓蒙 記 注に 據れば 山中の 福溪 にお 橋が ある、 輕は 尺に 盈 たず、 長さ 數十 丈、 下は 深淵 
ぉ 橋  に 臨み 身を 忘る、 にあら ずん ば 渡ら 兼の ると いふ ことで ある。 わが 天台 僧寂昭 (大 
江を 摹 が、 {木の 眞宗の 代に 入宋 して 修業した ことを 吾が 後世の 音曲に 化 組んで、 題 
を お 橋と 名 づけた ものが ある。 をの 一節に 是 れは大 江のを 基岀 家し、 寂昭 法師に て 
候、 われ 入唐 渡 天の 望み 候て、 只今 思 a 立 も、 是れは 早 や 巧 橋に て 候、 向 a は 文殊の 淨 
±淸 涼 山に て 候 程に、 此の あたろ じ 化ら； 5 橋を 渡ら ば やと 思； 3 候」 と あるが、 文殊の 
淨±淸 涼 山は 五台山の ことで、 お 橋を がて 有名な 天台 山では なく > 石橋の 闽 難を 說 
くなら ば 天台 山で あるべ 含菩 である。 {木 高僧 傅 中の 元慧傳 に、 往 天台 山 度 石橋と あ 
~ るのを 見ても、 石橋は 天台 山の 名稱 であると 思 はれる。 

五臺 山に 對 する 崇敬は、 唐 初から 著る しくな つて、 支那 僧の これに 參詣 ずる 者 ル， 
くな かつた が、 来 代に 入 つても 尙同樣 である。 宋の 太宗の 太平 興國五 年に‘ 使を 五臺 
I 山に 遣は し 金 銅 文殊 菩薩 像を 造つ て 眞を院 に 奉安せ しめ、 义五臺 の 十 寺を 重修せ 
しめたと が ある、 十 寺とは 眞 を。 華嚴 •壽寧 益； 國 •竹林 •金閣 •法 華愈密 •靈寧 尖 賢で あると 
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いふ。 同と 年には 銅 鐘を 鑄て 五臺 山に 奉納 させを ことがあう、 降つ て 哲宗の 元脯二 
年には、 張商英 といへ るるの が 五臺じ 遊んで、 文殊 大 ± が 金色 光 中に 現 はれた のを 
見た とい ふ 物語ろ る ある。 文殊が 東 化 方 金色 世界に 處 ろ •一  萬 菩薩と 與に 常に 法を 
說 くと いふ ことが 華 嚴徑に 見ぇて 居る ので、 文殊の 淨± たる 五臺 山は 卽ら 金色 化 
巧で、 文殊が 金色 中に 現 はれる と 想 はれた ので あらう。 五臺 山は 化宋の 頃に 於て、 略 
保 おと 契 丹の 境 上に 立つ こと V をつ て 居た から、 宋の 朝廷で も 其の 寺々 に 手を 加 
へ、 宋の 僧侶 も參詣 する に 差支ぇを かつた ので あらう が、 おが 女眞 人に 壓 迫され て 
な 南に 移ろ、 謂は ゆる 南宋の 代と なつて からは； 宋 人と 五 臺の關 係は 疎遠に なら ざ 
るを 得ない。 是の 時に 方つ て {木 人の 疆域內 じ 於て、 五臺 山に 劣らざる 靈 地は 何處で 
あつたら うかと 考へ るに、 其れは 普賢 菩薩の 淨 主として 知られた 峨眉 山で あると 
思 はれる。 

峨眉 山と 吾が 入唐 入宋 僧の 關 係に ヴ きて、 一 ご 二の 臆 見を 述ぶ るに. 先 だら て、 是の 
山の 來歷 を考 へを ければ ならない。 この 山は 四川 省の 西南 部 じある 峨眉縣 の 南に 
位し、 揚子江の 上流に 合する 大 渡河の 化に 近 5 巧に をる 大山で ある。 華陽國 志に、 こ 
の 出に 仙藥 あろ、 漢の武 帝 求めて 得ず とい a、 列 仙 傳じ陸 通と いへ るるの 好んで 是 


の 化は て 性を 養へ ろと あるのは、 大山の 常とは いひながら V 犬 張ろ 道 敎に緣 ある 言 
^傳 へでは ないか。^ かし 蒲 翁 この 山に 入つ て 普賢 大 ± の眞 相を 見、 これょ ろ迹を 
顯 はすに 至つ たと、 峨眉山 志に 記る されて ゐ るが、 是れ はいつ の 頃の ことか 未詳で 
ある。 しかし 是の 山が 普賢の 淨± にして、 銀色 巧界の 地で あると いふ 信仰が、 唐 代に 
巧 はれて 居た ことは 興ら かで ある。 

宋 高僧 傅の 澄觀傳 に、 澄觀が 唐の 代 宗大曆 十一， 年に 五臺 山に 遊び、 更に 峨 順に 往 
いて 普賢を 拜 み、 又 五 臺に歸 つて 華嚴經 の疏を 撰つ たと 見ぇて むる。 善靜傳 に善靜 
が 唐 ホから 五が に 瓦る 間の 頃、 峨嶋に 遊んで 普賢 銀色 世界を 禮 したと あう、 行 明 傅 
に 行 明が 唐 ホの 頃、 五臺 •峨嶋 に 遊んで 金色 銀色 二 世界 菩薩に 禮 したと ある。 僧織傳 
に、 僧 織が 五代の 世に 峨 屑に 禮 したと あるのは、 疑 もを く 普賢を 拜 せんと 欲した の 
である。 文殊と 普賢とは 華嚴 經に關 係の ある 二 菩薩で、 前者は 金色 世界を 領し 、後者 
は 銀を 化 界を領 する こと 經 文に 示さる 心 通ろ で、 是の 二者に 赃廬遮 那佛を 加へ て 
華嚴 S 聖と稱 へられる。 ただ 文殊が 五臺 山に 住する 信仰は、 唐の 初 世から 著る しく 
巧 はれた やうに 思 はれる が、 普賢が 峨眉化 住する とい ふ 葛は， 其れょ ろ 後れて 現は 
れ 巧つ たやう で、 唐の 中世が 後でない かと 考 へられる。 臟眉 山の 位置が 如何にる 西 
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方に 偏して 居る から、 五臺の やうに 頻 々巡拜 さる、 ことは 無 かつた ので あらう。 

.立臺 •蛾 眉の 一一 山が 相 並んで 均しく 崇敬 さる、 に 至つ たのは、 實に唐 ホな 巧の こ 
とかと 思 はれる。 宋の 太祖 乾德 S 年 棘して 峨眉 山の 佛 像を 立 源に 手入れ させた、 是 
れは 普賢が 葵を 現は したと いふ 報吿を 得た からで ある。 义宋 の太宗 太平 興國お 年、 
五臺 山に 文殊の 金 銅像を 奉安 させた と 同時に、 峨眉 山へ も 普賢の 金 銅像を 奉を せ 
し. め、 且つ 峨 眉の 五 寺を 重修 せしめた。 同と 年には 銅 鐘を 鑄て、 五臺 山と 峨眉 山と に 
奉納 させ、 雍觀四 年には 潮して 寶 冠壤踩 •架 娑を峨 眉の 普 賞 寺へ 赐 はらせ、 端 拱 二 年 
.じは 黃金 S 巧 兩を賜 ふて、 峨 屑の 普賢 像を 手入れ させ、 寺 宇を 再修 せしめ、 眞 宗の大 
中 祥符四 年には、 黃金 S 千 兩を媽 ふて 峨 眉の 普賢 寺を 再修 させた 事な どを 思 ふと、 
宋 代に 至つ て峨眉 山と 其の 普賢 菩薩と に對 する 崇敬が、 顯著 となつ たやう である。 
是れも 唐 ホから 五代を 經て 追々 著る しくなら 來 つたる ので あらう。 

大體を 様な 見當を 付けて 置いて、 扱て 是の峨 眉と 吾が 入唐 入 {木 僧の 關係 香し を 
6 とすれば) を 一考して みやう。 わが 僧侶と 五 臺夫台 二 山の 關 係は、 人 も 能く 知る 通 
りで あるが 牆 眉との 關 係が 有つ たか 無 かつた かは、 能く 硏究 されて ゐ ないかと 化 
ふ。 わが 惜 侶で 唐 都 長 ままで 赴 含、 其の 滿 巧を 著は しみる のは あるが、 其れから 秦嶺 


の險 、横道の 難を 凌ぎ、 一の 別天地を 成せる 蜀 、卽も 今の 四川 省の 地方へ 蹈み をんだ 
■  I ものに 付て は、 精細な 祀 事が 殘 つてゐ ないかと 思 はれ ♦る。 蜀へ 入ろ 茲んだ 吾が 僧侶 
の 中で、 最も 能く 知られて 居る のは、 驚 尾 順 敬 巧の 話に 據れ ば、 本朝 高僧 傅を の 他の 
瓦屋 能 光  書に 見 ゆる お晕能 光で あるとの 事、 高僧 傳卷 十九に 據れ ば、 この 人は 入唐して 洞 山 
’良价 じ 就て 禪を 修め、 唐 未天復 年間に 蜀じ遊 化し、 永泰軍 節度 使の 祿虔に 信仰され、 
其の 居を であつ た 巧の 碧雞 巧に 居た が、 五代の 後 梁の 長 興 年間、 をの 地 於て 殘し 
た、 尙像 彼れ の 姓 巧は 不明で、 字を 鬼屋 とい ふたとの ことで ある。 有名な 是の觸 僧の 
乂蜀に 付て、 一ニ ニの 臆な を 下して 見やぅ と 思 ふ。 

天復 年間と いへ ば、 唐の 帝室が じぶ る 六と 年 前の ことで、 其の 頃蜀の 地には 王 建 
といへ る 者が 殆ど 獨 ぶの 姿を 成して、 蜀の 地方を 横領して 居た、 其の 國を 後に 前蜀 
と稱 する。 能 光が 入蜀 したのは、 實 にを 樣の 形勢が 現 はれて 居た 時で、 彼れ は 永泰軍 
節度 使に 信仰され、 其の 居を 碧雞 巧を 禪院 とし V、 是 所に 住んだ とい ふこと である 
み泰 軍の 位 j が、 永泰 軍の 位置が 判れば、 從 つて 碧雞巧 Q 位置 も 判る 譯 であ. る。 不幸 じして 永泰軍 

置 

i の 所を 地が 不明で ある。 唐 書の 方鎭 表には、 永泰軍 節度 使は 載せられて 居ない。 五代 
おの 前 蜀世家 や、 舊 五代 おの 王建傳 じる 其 名が 見ぇを い。 唐 書の 地理 志の 劍南道 (卽 
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も蜀の 地方) の條 じ、 お 州の 下に 永泰縣 とい ふの が ある。 是れは 今 曰の 鹽亭縣 の 東 化 
I  K ミ 《所で 今 Q 四川 省の 首府 成 都から る 東 化に； ミる が、 是れは 永 泰縣で 
永泰 軍では ない。 尤もを に. 云 ふた 王 建が 蜀を 横領して から、 勝丰に 何々 軍 節度 使と 
名 づけた ものを 設けを 形迹が あるから、 永泰 軍る 或は 王 建が 勝手に 設けた もの か 
I とる 思 はれる が、 其の 位置は ホ詳 である。 さすれば 碧雞 巧の 位置は 不明と する 外は 
I ない。 然して こ V に 能 光 じついて、 碧雞 巧の 化 置ょ ろ も 巧 要 だと 想は る、 問題が あ 
\ る。 

能 化 入蜀  問題は 彼れ が 如何なる 動. 機に おつて 入蜀 した かとい ふ 事で ある 旨 分の 臆測に 
ょれば、 彼れ は峨眉 山に 往て 普賢を 拜ま うと 欲した ので あらう。 是の 臆測を 下す に 
かては、 巧屋 とい ふ 稱呼竟 屋は能 光の 字で あると いふが、 恐らくは 彼れ の號 であつ 
たで あらう) に 付ても、 一考を 煩は す 必要が ある。 峨 眉^ 西に 鬼 崖と いふ 山が あう 女 
其の 西に 和尙出 あろ、 是の三 出を S 乘山 とい a、 常に 五色の 光が 現 はれる とい ふこ 
とが、 大淸 一統 志の 四川 省 雅州府 の條じ 引用 さる^ 方 輿 勝覺に 見ぇて むる。 峨 眉の 
一峯 頂から 鬼屋 山が 能く 見ぇる ことは、 {水の 范成大 の 紙 行に る 記る されて ある 若の 
方 輿 勝 覽た據 ると、 是 のお屋 的に も 辟 支佛と 普賢と が 現 はれる さう である、 义佛 一な 


統 紙に、 おの 太平 輿國と 年王衰 といへ る ものが、 峨 眉の 白水 寺を 修造して むた 時に、 
-巧屋 山が 金色に 變 じ、 其の 中に 丈 六 金 身の 普賢の 現は る、 を 見た とい ふ 話が 載つ 
てなる。 な 像お屋 山頂の 寺を 光 相 寺と い. ひ、 峨眉 山頂の 寺 も 同じく 光 相 寺で ある 磯 
眉の 光 相 寺は 後漢の 昔に 善 光 殿と いはれ、 唐 {木の 代に なつて 光 相 寺と 改められた 
とい ふ說 が. 蛾 眉 山 志に 載せられ てなる} 但し 鬼 屋の光 相 寺は、 後世に 造られた かと 
思 はれ、 画 川 通 志に 引用 さる V 榮經縣 志に、 克屋の 光 相 寺は 南 {木の 代に 建てられた 
と 記る して ある) 或は 峨 眉の ものを 摸 做した かと 疑 はれる が、 兎に角 同じ 名の 寺を 
山頂に ちつて 居る ので ある。 是に 於て 峨 眉の 西に 位ず る 巧屋山 も、 ホ 普賢に 緣 あろ 
と 謂は ねばならぬ。 もこで 自分は 次の やぅな 臆測を 下したい。 能 光は 峨眉 山に 遊ぶ 
目的で 入蜀 し、 普賢 禮拜の 後 同じく 普賢に 緣の ある 兎屋 山を も訪 a、 かの 理由に ょ 
つて 鬼屋を おのれの 號 とする に 至つ たので あらぅ。 

わが 入唐 僧と 峨 眉の 關係 につきて 尙ほ言 ふべ さ ことは、 わが 入唐 渡 天 僧 金剛 三 
入唐 渡 天 僧  味の 逸事で ある。 この 僧に つきて 驚 尾 順 敬 巧は、 曾て 佛敎を 林に 於て 意見を 述べら 
i れ たと 聞い V 居る が、 近頃 京都の 新 村 敎授が 藝文第 六 年 第 九號に 於て •金剛 一二 味の 
ことに 言及せられ、 彼れ が 中 天竺に 入つ て 唐に 歸來 した 事と、 唐の 憲宗元 か 十 S 年 
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に 蜀僧智 昇と 共に 峨眉 山に 登つ た 事と をげ、 酉陽雜 組に 據 つて 摘出され て 居る。 さ 
™ すれば 吾が 金剛 S 昧 も， 普賢 禮拜の 爲に是 の 山に 登つ たじ 相違な く、 後に 能 光る 同 
I 樣の 目的で 入蜀 したと 推斷 して 差 支ない かと 化 ふ。 わが 入蜀 僧と 峨 眉とは 相 離る 
I ベから ざる ものでは なから うか。  • 

誦 I 舰渡 i  序に 述べたい 事は、 金剛 S 昧は渡 天した としてを.、 如何なる 道に 由つ たかく 不明 
である、 唐の ホ® の 事 なれば 天 山 方面の 道 や、 吐 蕃卽も チベットを 通過す る路に 由る 
とは 闺 難で あつたら うから、 恐らくは 南方の 海路を 取つ た 者で あるか も 知れない、 
是の 事は 新が 敎授る 一言し y 居られる。 た^ 金剛 S 味が 峨 眉に 遊んだ ことから 考 
へて、 若し やと 思は る、 渡 天の 道は、 蜀 から 今の 雲 寧 綱甸を 過ぎて 中 巧 度に 入る を 
ので ある。 佛祖統 記に 後 梁の 末 帝 貞明四 年. 違 滅亡 後 十一 年) に、 西 天の 己藏鉢 粗羅が 
I 中 印度の 摩 伽陀國 から 東へ、 益 州 卽ら雲 南 地方を 經 て、 蜀へ來 たこと を 記る して 居 
る。 是の 道を 取る 者は 餘程 稀で あつたと 見ぇ、 統總の 著者 も、 是の 道を 取れる 者は こ 
I の 外に 簡く 巧な しと 言 ふて むる。 吾が 金剛 S がが 若し 是の難 道を 經て渡 天した と 
I したら、 其の 旅行は 至大の 辛苦を 嘗めた るりで あつたら う。 


V  王朝 時代に がける 止 佐の 官 道. 

: j  ‘  沼田 賴輔 

j  主 佐の 國 たる、 南は 海を 接へ、 化は 所謂る 四國 脊梁の 山脈を なて 限られた るが 故 
.，に、 ± を ょら 上國じ 到らん には、 南、 海路に 由る にあら ざれば、 化 必ず この 山脈を 横斷 
せざる ベから ず而 して これを 横斷 せんには、 吉踩 川の 流域に 沿 ふて 阿波の 國 境を 
超 ゆる ものと、 ま 野 川 流を 涉 ろて-' が 豫の國 境を 超 ゆる ものとの 一 一條 ありと す。 

\  上た に 於け る ± をの 交通は、 文典の 徵 ずべ ものを きが 故に、 これを 知る こと 能 
はざる る、 始 はまと して 伊豫の 國 境を 超を てな 來せ しが 如し。 奈良 朝の 頃に 至ろ、 を 
£ 織 領譜  の 行程の 迂遠に して、 且つ 道路の 險 難な ろしょ ろ、 更に 阿波に 通ず る官 道を 開きし 
開  W ことは、 續日 本祀 養老 二 年 四月 庚 モの條 に 見ぇた ろ、 左の 如し。 

\  9 ‘ 上上 佐國 言. 公私 使 直 指， 主 左 斬が 誤 It 护 辦辦： 行程 迂遠 山 ハ 合險難 化、 化、 阿波 國境出 
相 接、 往還 甚 易、 請 就。 此 國な爲 。通路-許 芝。 
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卽も 右の 文に 徵 ずる 時は、 上代 上國 よろ ± 佐に 通 ぜし るのは、 必ず 伊豫を 經由 せし 
が 如きる、 もの 道路の 迂遠に して、 且つ 險 難なる よろ、 {目に 建言して、 もの 許可を 得、 こ 
れ よろ 新に 阿波よ ろ 主 佐に 到る の宫 道を 開きた る ものの 如し。 

然れ ども、 この 道に 由ろ て 阿波よ ろ ± 佐の 國府に 至らん には、 ちの 間には 昇降 十 
里なる 戰根 山の 難所を 經由 せざる ベから ずを の 海岸は、 到る 所 岩 巧 壁な して 道路 
の 開靈に 適せず 加 ふるに、 野 根 •奈 半里 安田 安藝 赤 野夜須 •物 部 等、 大小 幾多の 川 流 あ. 
ろて、 これを 横斷 する が 故に、 一朝の 蝶 雨は 頃刻に して 濁流の 氾濫を 誘致し、 往來を 
杜絕 せし むる が 故に、 後世と 雖 も、 南方よ ら上國 じ 往返す る ものは、 大率 海路に 據ろ 
しるのに して、 をの 陸路を 取る が 如き ことは、 甚だ 稀な ろと す。 辄 や、 上代に 嘗ろ 、橋梁 
の 建設 蚕から ぞ 道路の 開 靈永だ 整は ざる 時に 當 ろ V、 この 道を 取る が 如き、 極めて 

不安な ろし かば、 後世. 江戶參 勤の 時に 於いて、 海路を 取らざる 場合には、 必ず 化 方の 

♦ 

道路を 取れる を 見ても、 如何に 化 方の 道路の 南方に 比して を查 をろ しかを 證 する 
に餘む あろと いふべ し、 右の 上文 中、 往還 甚 易と 稱 ずるが 如き、 適々 なつて 當 時の 地 
方官 が、 南方の 宫 道を 施設す るに 急に して、 中央政府の 官吏を 敗 妾せ しるのに 過 ざ 
ろし こと は、 固 よろ 辯を 矣 たずと す。 


驛 家の 改廢 


吾 椅が川 


されば、 南方 官 道の 
こ.^ にがいて か、 官道 
曆 十六 年 正月 甲 寅の 
廢， ，阿波 國驛家 □が 
卽 も、 この 上文に 見え 
官路に 置かれた る も 
更に 開かれた る こと 
ぶを 詳 にせざる も、 も 


開馨 せらる、 に當 ろ、 如上の 障害は、 到底 これを 避く る 能は ぞ 
開® の 後 八十 年を 經 て、 驛 家の 改廢 せられし こと、 日本 後術延 
條に 見ぇたり、 左の 如し。 

豫 國 十 一 が 佐 國 十 一 一:新 置主 佐 國 吾 綺 か 川 二 驛^ 

ア  ハ シタ穿 カ ハ 

たる 吾椅か 化は、 何れも 今の 長 岡 郡の 化 部、 伊豫 方面に 出づる 
のをれば、 これと 同時に 南方 官 道の 廢 止せられ 心、 化方官 道の 
を證 すべし。 而 して、 この 時廢 せられた る 十二の 驛 家は、 今を の 
の 南方 昏 道に 屬 せる ものた る ことは、 固よ ろ 論を 俟 たずと い 


ふべ し、 

爱に硏 究を耍 ずべ さは、 吾椅か 川の 今日に 於け る いづれ の地點 に相當 する かと 
いふ こと 是 をろ。 延喜兵 部 式 諸 國驛傅 馬驛條 に、 頭 驛五椅 丹 治 川と あるは、 この 新 置 
せられた る驛 家を 指せる ものにして、 蓋し 彼に 五椅と あるは、 此 所に 吾椅と あるの 
誤に して、 此 にか 川と あるは、 彼に 丹 治 川と あるの 誤なる べし。 

.丹 治 川は、 今は 立 川と 書し、 訓ん でタデ ヵフと 云へ ば、 延喜 式の 丹 治 川を るべき こ 
とは、 今る この 地の 伊豫 國 道に 於け る地飄 じを 在す るを 見て’ これを 知る ベ L、 尙 、丈 

王朝 時代に がける 主位のを 迸  五 ニー ー】 
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佐幽考 、丹 治 川の 條 じ、 

在。 長 岡 郡； 今 作，， 立 川： 是續曰 本 祀所請 古道 而 、通 _ ，伊豫 國宇摩 郡 馬 立が， 徑路 化、 兩國境 

經顧路 P 之 丹 治 川 越 青， 腹 包了倏 嶺等險 難： 延喜兵 部 式 頭 一锦條 云、 五 精 丹 治 川を 五 
冗。  r  ノ 

と あるを 見て を、 今の 立 川の、 古の 丹 治 川なる ことは 愈な つぶ 疑な きを 知るべし。 

次に 云 ふべ さは、 吾椅の 位置と す、 こは 單 にもの 位置の 詳 をらざる のみならずを 
の 地名の 訓方 さへ、 甚だ 漠然たる るの なろ。 

. ± 佐 幽考の 著者、 {女 養 寺 ホ 召 巧㈱ 蹲婦 のは、 これに 就 さて、 左の 說を揭 げたろ。 
五椅 TO 中 蓋 香 美 郡 能 诚訓甫 喜 山が 是 化、 五 音 輿 茜 通、 椅音 已與喜 同音、 中世 轉而 甫 喜 
山が 歎、 が！ 5^14 1； が 歌 &斬 斬恥聰 ih を， 卽ム がが 歌 It 歌。  • 

卽 もこの 說 じ據れ ば、 吾 椅と甫 喜とは もの 字音 殆ど 似通へ る 所 あるが 故に 吾椅は 
甫喜 山の 地 をるべし とい ふじ あれ ども、 甫喜阳 を 經て丹 治 川に 出づ るは、 甚だ 迂麵 
して 而も もの 道の 險脏 なる のみなら ぞ正 保の ± .佐 圣圖を 見る も、 甫蓄 山を 通過す 
るは 师 波に 出づ るるの V 經由 する 道路 じして、 これを 經て 伊豫に 出づ るには、 もの 
道筋 ずら 記載を きを 見れば、 甫喜山 ょら 丹 治 川を 經て i お豫 に出づ ると いふ ミと ょ、 


到底 これを 信ずる こと 能は ぞ 化、 頭驛の 意義 だけは 解き 得で 當れ りと いふべ し。 

尸  キ 

又 一一 一 趴屋雜 記には、 延喜 式の 丑椅 は、 吾椅の 誤に しで、 吾椅 は吾椅 なるべき かとの 
一 說を揭 げたれ ども、 假に 一步を 讓らて 吾椅を 安藝^ 難 « 剥に 撥す とする も、 安藝は 
當時國 府の所 狂 地 配^!: 娘剛郡 よら 東南に 當 ちて、 が 豫官 道 よろ お 反對の 方向に 當 
れば 、もの 誤れる こと 固よ ろ 又 論を 俟 たず 然 らば 吾椅は 如何に これを 訓 み、 又 如何 
なる 地觀 にこれ を擬 すべき かとい ふに、 宮地仲 技巧は これに 就いて •左の 說を 下せ 
ろ。 

0〇〇〇0〇〇000〇0〇〇0〇0〇<90  9.  oo*^oo-、p/3OJ0、 心こ - rk 

今 珍 岡 郡が 山なる 帝 家が の あたら ど 古の 吾綺驛 にて あらぬ へき 化い ぅにと を 

つ 

らば、 寺 家が は長德 寺の あ i 化、 其長德 寺に 藏 せる 承 元 二 年 嘉賊二 年の 文書に、 吾 
一 § 一色と 見ぇ、 又德治 一二 年に 吾橋 山 內長德 寺 主の 建 長 元年た 吾橋 長德 寺、 寺た お 
や 二 年に 吾橋 山河 副 內長德 寺、 寺た 建武 元年に ± 佐 國守譜 御領 菩橋出 河 副 山 長 
德 寺、 今た 同一 一年に 吾橋 山河 副 山 內西巧 見 富 地、 近年 者號 。化 泉 山-一が など あるを 見 
る ベ し、椅 は 字 蕾 に 橋 梁 の 義 は 見 ぇ ざ れ ど も、椅 を シ と 訓 た る 例 を ほ し、古 事 記 
に V4 君、 萬 葉 集に 齡齡 山、 續 日本紙に 撕 ，斬 齡ッ宮  神ぶ 式に 下總 國高椅 神社、 帆 
波國み 秘が 神社よ な、 和名 抄武 藏國鄉 ぶに 良椅 I ハが を ど 見を て、 古よ ろ、- シと訓 
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みたる こ" と 明化辕 な長德 寺の 古文書に 吾橋と あるは、 すなは も 吾橋に て、 橋を 用 

一. ゐ たるは 中世ょ ろ 綺を改 て 世に 用い なれたる 橋 字には なせし なるべし、 扱、 吾秘 
-  00  0  000000000000000 
吾橋と もじ ア^シと 1 副た る じて あらん か。 

この 說 にょれば、 椅の 字は 上古 我國 にて 普通 これを 梅と 訓 みたる もの なれば、 吾橋 

は卽ち ア^シと 訓 むべ さものに して、 後世 じ 至ろ これを 慣用の 吾橋と 改めし もの 

とず。 而 して 長德寺 舊藏の 文書に 據れ ば、 この 吾橋の ぶは、 長德 寺の 山 號に用 ぬられ 

又もの 所を 地と して 用 むられ たるなら。 則 も 吾猶驛 はを の長德 寺の 存在せ し 長 厨 

I 郡 本山なる 寺 家が の あたろ をるべし とい ふに あぅて、 をの 訓方 とい S、 をの 巧を 地 

とい a、 いづれ る 前說じ 比して 余輩を して 大に 首肯せ しいる もの あろと いふべ し。 

長德 寺の 遺され ど、 長德 寺が 果して 寺 家が にを をせ しもの なろ しかと いふが 如き 論 斷を下 
跡  I 

すに 至る 咬では、 尙 多少の 迂綠曲 巧を 經 ざるべからず 吉田博 ± の 大日 本 地名 辭馨 
は、 これにつ 5 左の 說を褐 げたろ。 

長德寺 本山 ± 居 じあろ、 或は 長 得 寺に 作る、 古. 文書 所藏 多し、 ± 州 屈指の 古刹な ろ。」 
I’  然るに、 長德 寺が 本阳王 居に あるとは、 南路 志を 始 み、 西部 餘翰ふ 佐 幽考 主 佐 淵を 
志 ふ 州 名勝 記 主 陽 誌 •主 佐 名所 記、 をの 地苟る ± 佐 探 集の 古文 馨記錄 中に、 曾て 見る 


所な し、 た、 ジ 余の 寡聞なる ま 田 博 ± が‘ 右の 外 如何なる 徵 證じ據 ろて これを 記錄せ 
られ しかは これを 知る こと 能は ざるる、 をし 單じ主 居の 地が、 戰國 な 來 本山 地方 人 
文の 中ム 地た、 る 形勝を 由め たるの 故を なつて、 これを こ、 に 推を せし とい ふじ 至 
ろて は 遺憾ながら、 聊か 說な含 能は ず。 

余は、 如上の 當地 巧の 說に從 ひ、 この 長德 寺の 遺跡を なつて、 今の 本山 主 居 即の隣 
がを る ま 野が 大字 寺 家を なつて これに 擬 し、 從 つて 吾椅驛 の地點 をな つて、 をの 附 
近と せる ことを ま 張 せんとす、 而 して これを 主張す るに 就いては、 少く とも 次の 二 
條 件を 論據 とす。 

m 

一、 寺 家の 名は、 寺院を をの 意義 じょろ て名づ けられた る 地名と 思は るの みなら 
ず、 今 もこの 地には 長德 寺の 遺跡と 稱 する 所 あろ、 ± 佐州郎 誌を 見る に、 寺 家が 


〇 


0 條 に、 

SCSI'S 护が おこ 權現南 一 號喜行 山 一山 之 
長を 弓 励巧是 化、 蓋 常時 社僧 也。 

と あろて、 明かに 長德寺 遺跡の 位置を 示した ろ、 且つ又を の 吾 行 山と あるが 如 
含、 疑 もな く 字音ょ 5 來れる 吾橋 山の 轉說 せる ものなる ことを 知るべし。 
、長德 寺 文書 中、 建 治 二 年 四月 サ S 日 僧 義靈の 譲 與狀じ 吾橋 自我 社 •並  > 十一 一所 社 

王朝 時化に がける 主 佐の {目 道  五一 ー セ 
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のぶ あぅ、 义寬元 二 年 八月 二日の 守護 所 下 文に 若 王子の 社名 あ， リ 、尙 降ろて 應 
をと 斬 十一 一巧 十五 日 八 木 信 濃を の 下せる {女 堵狀 には、 下  一 I。 歡必內 愁一職 事 
立 補 淸高女 

右が， 一一 一一 社 甲 I、 軒た 您一 職は、 淸高女 重代 相傳 ミ々 とぁク て、；/ の^、 代い^ 吾^ 
名は こ. の 地方の 庄ぶ となろ しのみ ならず 白 我 的  一 I 十二 社 暑 王子の 一一 一社 心‘ 今 
も尙此 地方 名の 社と 稱 せられ、 中、 にも 白髪 神社は 汗 見 村澤鹏 I: いがい、 本山 本 
川 地方 民の 崇敬ず る 所と をろ、 が 木に 名高 さ白髮 山の 如 含 も、 をと この 社の あ 
ろしょ ろ 起ろ しもの なろ とい ふ、 次に 蓉】 王子 社は 寺 家が じあろ て、 州 郡 志の 
記ず ところに 據れ ば、 をの 采 .地な 時は 五 巧と 十 おあらしと いふ、 又 十二 社は、 止 
居な び 谷 等に 祀られ て、 いづれ もこの 附近 じある を 見れば、 吾橋の 名は、 今の 寺 
家を 中 ふとし V、 吉野 化に 添へ る 寺 家 •巧 見等數 村に ぷれ る名稱 なる を 知る ベ 
し。  • 

果して 寺 家に 長德寺 あろ、 而 して 長 德 寺の 山號を 吾橋と 云； 5、 又 長德寺 所管の 白髮 
若 王子 十二 社の S 社が、*^ の 地 若く はもの 附近に 現を するとせば、 從つ て 吾 喬の地 
の、 この 地方な ろし ことを 推定す るる 敢 へて 推斷 にあら ざるを 知るべし。 


旣に 吾橋が‘ この 地方の ぶ稱 なること を 知ら ば、 從 つて 延曆新 置の 驛家 たる 吾橋 

! も、 ホ この 地方に 置かれた ク とい ふこと、 ホ 不可な きに 似た ろ。 

而 して、 今 この 地點を 知らん には、 先 づ國府 よら 丹 治 川に 的 I マの 至る 徑路を 討ね 
ざるべからず、 お 保圖の 示す 巧 によれば、 國府村 卽ら當 時の 國衙 よろ 伊豫に 到らん 
には、 先づ領 お和齡 ；！ 名よ 6 夕 巧 船 1 1： を經 て、 國見 峰を 超ぇ、 今の 本山 和の 內 をる 芳 
延 がに 出で、 これ よら 道は 一 一條と なろ、 左す る ものは、 大石本 出を 經 てま 野 川を 渡り、 
彼の 長德寺 所在地なる 寺 家が 齡 科；！ に 出で、 お 本. 澤柿 內恥齡 ^  野を 經 て、 ま 野 W の 
支流を 渡ろ、 賣生野 脱 $ 細*^ 野を 經て 二度 ま 野 川を 渡 5、 桑 川 村^ 於 g 解を 經て 、謂は 
ゆる 四國 脊梁 山脈の 中を るが 豫道峯 を 超. ぇ、 始めて、 伊豫 國猿 田が 飾齡 ：! 的賺 郡に 通 
- ダる もの 化して、 養老な 前卽ら 南力官 道の 開けざる な 前に 於いては まとして 化 道 
を經 をせ しもの、 如し。 

次に あずる ものは’ 本山 町の 內 なる 下津 野を 經 て、 吉 聲川卽 も上關 渡， を 渡ろ、 上 關. 
下 綱 •葛 原 川口 峽社 1 1： 本を 經 て、 立 川の 流に 沿 ふて 化 行し、 立 川下ぶ 立 川上 名 卽ら古 
-の丹 治 川 驛を經 て、 が 豫の馬 立が 脾續醜 新に 達する ものと す、 而 して. 延曆新 置の 驛 
家は、 卽ら この 道筋に 置れ たる ものにして、 從 つて 吾橋 驛の地 織は、 これを この 道筋 
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の內に 求めざる ベから ぞ 然るに、 大曰本 地名 辭書 じは、 . 

.吾 称 古驛 名な ろ、 日本 後記 延曆 十六 年の 條に見 ゆ、 卽も 今の 本山 ± 居の 地なら」 
と あろて、 これを 今の 本山 ± 居の 地と 斷 をせられ たろ、 もし、 芳延 よら この 主 居を 經 
由して、 立 川 卽も丹 治 川驛に 赴かん には、 甚 しく 化 じ 迂回す るの みならず、 吉野 川の 
支流 芳延川 及び 吉野 川の 本流を 渡渉ず る こと、 るれば、 をの 不便 云 ふべ から ぞ然 
るに 卡津 野よ ろ 直 もに 吉野 川を 渡ろ て、 上關に 曲で 丹 治 川に 至らん には、 前者に 比 
して 便利なる のみならず 巧 程る ホ蕃 しく 短縮す る ことを 得べ し、 而 して、 この 上關 
は 同じく ま 野 川の 左岸に あろて、 寺 家 村に 接攘 し、 これを 距る こと 遠から ざれば、 或 
は 巧 時 寺 家が の 內に屬 せし る ホ 知るべからず 而 して 寺家衬 は長德 寺の あらしよ 
ろ 後 じ 起ろ たる 名稱 じして、 往時 これを 吾橋と 稱 せし ことは、 旣に 前に 陳べ たるが 
如く なれば、 延曆新 置の 吾橋 驛は 、これを この 地顯 にを むる こと、 最も 地理に 適せる 
をのと いふべ し。 假 ろに 一歩を 讓 ろて、 芳延 よろ 芳延 川を 渡り、 本山 ± 居に 出で、 吉野 
川を 渡ろ てこれ よろ 立 川に 赴かん とする も、 如何に せん、 ちの 對 岸には 白髪 山の 餘 
脈盡 くる 所と なろ、 斷崖壁 立して 道路の 開磬に 適せ ざれば、 勢 迂回して、 再び 上關に 
巧 でざる ベから ず、、 さが、 は、、 吾. 隱 、驛^ がつ W 居に 擬す るが 如 さは、 頗る 地理に そ 盾 


せる るりと いふべ し。 

I  却說 、延曆 の新驛 設置 化 後、 ± 佐よ ろ 上國に 通ず る ものは、 久しく この 新宫 道を 經 
おせし ものにし V、 もの 後窩岡 郡を 經 でが 豫が阳 に 通ず る 道路と、 ま 野 川の 流域に 
沿 ふて 阿波に 通ず る 道路 等の 改修 或は 開靈 せらる、 になび、 お 方に 於け る 交通は • 
加 t 龍赚 ■"  次第に 開け 遂に 維新な 後に 至ろ、 是 等の 兩 道は ぃづれ も國道 となる に 及び、 古り 官 
道た る 謂 ゆる 立 川 越は、 次第に 荆 棘の 鑛ず 巧と なろ、 今は が豫接 壤の邑 里よ ろ 稀に 
往來 する るの あるに 過ぶ ず ± 佐 交通の 狀 態は、 ここに 於いて、 义一變 する に 至ろ ぬ。 

延曆 年間 南方 官 道の 廢止 とおに、 南方より 上國 に通ぜ しものは、 大 率、 海路に おろ 
しるのに して、 餐の經 をせ る 遮 消の 如 含は、 早く  ± を 日記に 載せられて、 をの 海路の 
强 齡模樣 は 略 此れに 由ろ て 知る ことを 得べ し、 唯、 貫 之が 久しく 滯 巧せ る大 遮の 地點じ 

のが 在 

‘  就きて は、 古來 種々 の說 あろて' 大遮考 •大 遮圖記 •證遮 考證ふ 佐 日記 考證 等に 載せら 
れ たろ、 をの 要旨を 槪 おすれば、 これを 物 部 训の舊 河口に 擬 する ものと、 夜須 川の 舊 
河口に 擬 する ものとの 兩說に 過ぎず、 され ども、 こは 問題外 なれば、 もの 當 否は、 姑く 
I これを 異 日じ俟 つべ し。 

玉觀 時代に がける 止 佐の 官道  五！ 一一】 


( 


曰 本 巧 通 あ 論  を ミ 

ホ 道の 硏究 

— # 治 田原路 一 ^ 

文學博 ± 1 二  滞  潤  巧 


交通を 來の 難易は、 人文の 發達じ 至大の 影響を及ぼす ものな ろ。 吾人 未知の 境に 
入る も、 道路の 便 否 通 塞を 察すれば、 文 野の 程度を 卜 知す るに 難らず 戰爭の 勝敗の 
& 禮硏究 の  如きを、 ホ 其の 險夷 遠近に 依つ て 決せら る、 こと 多し。 故に 古道の 硏か 九は、 歷あ 地理 
學 上、 最も 價値 ある 一 要項なら と 謂は ざるべからず。 

然るにを 來 道路の 變更屢 行 はれ、 新道の 開靈は 一朝に して 舊 道を 荒 廢に歸 せし 
一め、 人馬 絡釋の 地を 巧て 樣莽じ 委し 去る こと あり。 斯る 場合に 於て、 若し 河川の 流域、 
主 地の 現狀 等に 化ら て、 輕 々しく 雅斷を 下さん か、 知らず 識らず 錯誤に 隨 ろ、 お 鶴を 


失 ふ もの 必ず 多 かるべし。 此 くの 如き 危險 は、 固と ょろ 歷を 地理 學 上、 共通の 性質を 
^ をす る ものなら とはいへ、 此 種の 硏究じ 於て 特に 其の 甚だしき を 見るな ろ。 

余は 今茲に 山城 近な 間の 古道の. 一た $ し 宇治田原 路に關 して 卑見を 陳ベ 、なて 
大方に 質さん とす、 これ 余が 下 じも說 くが 如く、 古道 硏究の 一 適例を ろと 信ずれば 
をろ。 

.こ 

籍則リ^1 ~  宇治ょ 6 近' 江に 魅く じは 一 一條の 古道 あ^、 一は 宇治川を 渡ク •阿古 尼 原ょ ろ木幡 
道  が 配 森を 經 、逢®- 關を 越ぇて 近 江に 入る もの、 一は 宇治川を 渡らず して 田 原 路に出 
で、 離 {足 寺 越に 化 咬て 近 江に 入る もの これな ろ、 されば 古 ホ 東軍の 京都を 衝 かんと 
する もの も、 ホ此兩 道ょ ろす るを 例と し •勢 多 •宇治の 兩 方面は 常にな 守の 要衝と な 
I れる とおに、 宇治 由 原路も 其の 交通路と して 軍事上 重要なる 地位を よめたり しな 
ろ。 

宇治 由 原 路の最 る 早く 史籍 じ徵 すべ^は、 天日 檐の 宇治川を 迴 ろて 近 江に 入ろ 
し 時 じあら。 其 後武內 宿彌の 軍' 宇治川を 濟クて 忍 熊 王を 攻めし 時、 王は 化路に 由り 
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て 近 江に 敗退せられ、 惠美巧 勝 叛を謀 i て、 宇治 よら 近 江に 奔ク し 時は、 山背を 目下 
部 モ麻呂 等 時を 移さず しで、 化路 よら 先づ近 江に 入ろ て 勢 多 橋を 燒 き、 狎勝 をして 
高 島 郡に 遁 寛せ しめたろ。 此後壽 み 二 年、 平資 盛は 源義 仲を 化たん として、 宇治よ ろ 
田 原 路を經 V 近' 狂に 下向し、 同 S 年， 源義經 るホ義 仲を 伐ん として、 田 原よ ろ 宇治に 
出で、 承久 S 年 食 軍は 勢 多と おに 旧 原に 丘 ハを 出 だして、 東軍の 來 襲に 備 へたら。 

一二 

宇 治.勢多兩 地 の 間に は、旧 原 及 び 旧^上 あり、勢多川 は 旧"上 を過 ぎ て 宇 治川と を る。 
故に 武內宿 麵が勢 多 川に 沈み 給 ひし 忍 熊 王の 遺駭の 宇治川に 浮びし を 見て 謙ぜ 
し 歌に も、 阿 ホ 瀬、 ム 4 歷齋 多能 和 多那珥 、か 豆區 ち" 利、 多 那伽腑 須疑运 、于泥 取 Ik 邏倍霜 
と 見ぇた ぅ。 翻 卽霜輸 神 田 原は 鄉 ノロ  •荒木 禁本 •觸を 寺 •熟 早 平 岡 夫 道 寺 •織 塚 南 功林羞 
中 •名が 廢作等 諸が の總 名に して、 古俗 宇治田原と 稱 ず、 f  2、 齡認 I。 觀 、的 計轉 W  f 則^ 啤 
叫 的 腑 1£。宇 治 よ ら 柬 南、約 五十胖にして鄉ノロ じ達 す、こ れよク旧原鄉じ乂 
る、 本® は 綴 喜 郡に 屬 する も、 山間に 僻 巧して， 自ら 別 乾坤を なせら。 旧原鄉 は、 今、 田 原 • 
宇治田原の 二が 化 分 たれ、 鄉-口  •荒木 南 嵩 尾 等を 旧 原が に、 立 川 •禪を 寺 碁の •湯屋 ハ今奧 


山 旧 等を 字 治 田 原が に 編入せ ろ、 然れ ども 宇治田原 はもと 田 原の 別名に して、 旧 原 

I の 外に 宇治 旧 厭 あろ. しに あらず 今 別つ て 二と なせる は.、 穩 をな ろと 謂 ふべ からず 
試みに 大日 本 地名 辭 書を 取つ て、 田 原 鄕じ關 する 記事を 閱す るに、 其方 位を 記し 
て、 相樂 郡の 化と あるは 可なる も' 近な 栗 お 郡の 西は 甲賀 郡の 西 •宇治 郡の 東は、 乂世 
郡の 東、 宇治川の 南は 宇治川 及び 栗 太 郡の 南なる べし、 义今田 原 宇治田原の 二が じ 
分る とい. ひ 乍ら、 直に 旧 原鄕を ± 俗 、宇治田原と いふとの 山 州 名跡 志の 文を 引きた 
るは、 讀 者を 迷は しむる 嫌な & にあらず 今の 田 原が をな て、 鄉 "口の 改稱 なろ といへ 
る も、 ホ是 にあらず。 

鄉 ノロょり 化して 禪を寺 畴を越 ゆれば、 近 江 小 田 原に 達すべし、 稱 して 禪定寺 越 若 

. 

しくは 宇治田原 越と いふ。 小 田 原は 神明 鑛 じ、 藤 原 秀鄉が 別業を 置く と 見ぇた る 近 
江 田 原莊と ある ものにして、 山城の 田原鄕 と、 もと 或は 一莊 ならし や も 知る ベから 
ず、 ル 田 原の. 西 化、 宇治川に 沿へ' る 曾 束は、 今 近な 栗 太 郡に 屬 すと 雖 ども、 鎌倉時代に 
は 山城に 隸 して 九 條 道家の 家領 たろ しこと、 其の 處分狀 に 見ぇた ろ、 されば 兩國の 
境界は、 古今の 間、 自ら 變遷 あるべし。  ‘ 

小 田 原ょ ろ 化の 方 龍 門 •大 お. を 經て勢 多 川 左岸の 山 ハ 合に 出づ 、卽 も田ノ 上な ろ •大お 
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が 箭 剛 欄。| 誠 婦 |、狀 齊淀村ぶ^>.祕 卿ょ ぅ 化 ず れ ば、關 津 ぁ ク、 文 德 天 皇 の 天 ま 元 年 に、近 
I  .江國 司の 請を をれ、 地方の 盜賊 に備 へん 爲 め、 逢 ぉ寵華 f- 前關 ^*|、| 酣恥 fl 灿脈 がの 二 
大石關  關 とおに 置かれし 大おノ 關は化 地な らん、 これ 逢坡關 と共に 山城の 兩道 よら 近 江に 
入る 旅客を 乱 察して. 不逞の 徒の 入國を 阻止 せんとす る もの. なろ、 宇治田原 路 よろ 
近な に 入る の 行程は、 これを な. て 略 推知ず べきな ろ。 

’ 。 ；  四  ‘； 

然る. はを だ. 一の 疑問と すべ 含は、 を 治と 田 原との 交通路 卽 もこれ なら。 

鄉 ノロよ 6 田 原 川の 左岸に 沿ぅて 西 化 出. 合に 至ろ、 更に 宇治川の 左岸に 轉 じて 西 
化 宇治に 達す、 此間 路程 約 五十 卿、 卽 今の 道な ろ。 若し 古今の 間に •變遷 なし とせば. 宇 
治旧庶 路は此 道の 外に 求むべからず これを 記 錄に徵 する に、 承乂 三が 六月 十兰日 
東軍の 將 化條泰 時、 宇治に 向て お 江 野‘ 路を發 し、 其 日 栗 子 山に 陣 せし 時、 足 利 義巧兰 
浦 泰村等 潜に 出で、 官軍と 宇治橋に 戰 ひ. 利 あらず 退て 平等 院化保 も、 深更 急を 本 
I 陣に吿 げし かば、 泰時 直に 雨を 衝 いて おさ 援 ひしと 吾妻 鑛に見 ゆ、 其 文 左の 如し、 
•十一. 二 曰 巧 寅、 雨 降 柏 州^ 龍條 が下貞 野路 相み 于 方々 之. 道： 2 中 酉 刻， 毛 利 入道、^ 季駿 


す 勺！^  o ミ滿 旬を 戶 と 霎 、を 刊〇 化條を f 畏 f4-,  U、 〇 一二 滿 •毛 利の 兩將は 酉 刻 栗す 山より 奉が 
、 .  巧 皆 育義が が衰 す*^ 等 一 菌が泰 時 降一寻 勇 3 じ 一の 軍に々 れて猜 ほ 錠ず 上に 進 かしを いん 

-  武藏前 司義氏 •駿河 次郞泰 が不祐 。觸武 州： 向。 宇治橋 邊_骑 ，合戰 菅軍發 ，芙を 卿 雨脚： 東 
™  ± 多が 中 之、 籠， 率 等院： あ，， 夜半 前武 州な。 室 伏 六 郞保信 等 _ 進 手 武州陣 ，一ち 相，， 待曉天 _ 可 
W  参，， 合 戰_ 由を 處 、お ± 等 粪宪登 _ 之餘 、已始 。矢 合： 被。 殺戮 奢 太 多 考武卿 乍. 驚 陵， 甚雨 尚。 宇 
治- 訖、  -  ‘ 

承乂軍 物語には、 是時泰 時、 岩 橋に 次し、 明日、 宇治に 巧 ふとず るる、 岩 橋の 所を 詳らか 
ならず 或は 地ぶ の 類似せ るよ ろ 旧 原 鄕の岩 本な らんとの 說も あれ ど、 其の 記事 吾 
妻 鏡と 合は ざるを がて 信を 置 5 難し。 

宇治 神明  I  今 宇治 和の 西南と 町 許を る  ーノ坂を 越ぇし ところに 神明 社 あろ、 古俗 宇治 神明と 
稱 す、 境內 に內宮 •外宮 神 樂殿縣 天祠等 あろ、 寶曆 十一 年の お燈 籠に 栗满山 大神宮と 
刻せ るを 安置す、 社 記 逸し 傳ら ず緣 起には 延喜四 年の 勸請 とする も、 固と よろ 信を 
取ろ 難し、 然れ ども 其 地奈良 街道に 臨む をな て、 古 ホな 卿 等 春 日 社參の 途次、 これに 
詣づ るを 例と し、 近世に 至る 迄、 境 內方九 晒 あろ、^ 訓け町 元 祠官敷 內藤五 郞氏针 針 4 如 歳 
I の 語る とこ スに 據れ ば、 もと 千 貫 文の 社領を 有し、 社殿の 改造 每 に、 伊勢 旧村よ ろ 其 
の 屋根を 葺 くの 例な ろしと いふ、 伊勢田が はこれ よろ 西 化に して 相 まること 約 十 
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四五吼 、延喜 神 名 式に 伊勢田 神社 S 社の 鎭 座を 注せる ところ なれば、 此 神明 も ホ お 
緖 あるを 社なる に 似た ろ、 故に 古 來此社 地を がて 泰 時の 陣 せし 栗モ 山を ろと をず。 
建た 寺 龍澤の 宇治川を 誠ぜる 詩に、 洛 水な 南 S 里程、 が 間 古廟 號 。神明： 山々 雪盡 河流 
急、 留得 東軍 萬馬聲 といへ る 神明は、 卽も此 社なら、 前記の 地名 辭 書、 大森金 五 郞氏承 
乂 役の 地理 等 皆 これに 從 へろ。 

宇治橋は 往昔、 今の 橋よ ろ も 一一 即許 上の 處に 架せられ たろ とい ふ、 然れ どる 化の 
神明 山に あろて は、 僅に 十 餘即を 距れる 橋畔の 矢 叫の 聲は 正に 手に 取る 如くなる 
ベければ、 東軍の 本營 が、 これを 知らず して 深更に 及びし 謂れな かるべし、 加 ふるに 
今の 通路よ ろ、 此に 至らん とすれば 、一旦 宇治に 出で、 後、 敵前を 避けて 後方の 陣地 
に 就く の說 明に 苦 音ざる を 得ず。  - 

都 名所 圆會 おは 宇治と 宇治田原との 交通に つ 含て 記す ると ころ 左の 如し、 
宇治田原は 平等 院 よら 化 五十 W 南に して、 左は 宇治川、 をは 扣嶽巍 々たろ、 赃路驗 

こ 一 こ、 こ 1 ごち/戸.-^ 蜜し- ( 近年 赃を ひらき、 岸には 石を 積て 道を 廣 くし、 險赃を 穿て 
じし yj こかを 穿 子 じ 越と： >  ぶ 平にず、 がに 往 ホの 人 繁 し、 櫃 川の わたしまでは、 が 登りて 

薪を 運送ず、 是 より 南は 
牛 搞の往 ホ 自由な り。 

この 記事に 據れ ば、 宇治と 田 原との 交通路は 今. と異 ると こス なさを なて、 栗モ 山る 


ホ、 今の 宇治と 鄉 ノロとの 通路に 求め ざるべからず 依つ て 余は 里人に 質し、 に、 彼等 
の 中、 去る 明治の 初年 地租 改正を 行 ふに 際して、 高 野の 南方 田 原 川の 對 岸に、 栗モ山 
の 木標を 立てられし ことを 記憶して 語れる もの あろ、 此の 地は 宇治を 距る約 四十 
町、 東南に が 曲せ ると ころに あれば、 吾妻 鏡の 記事と 甚 しくを 盾す る ことなし。 唯 地 
誌 諸 書を 按ずる じ 此の間 栗モ のなる 獨 立の 山 あるを 見ず 且つ 山城 名勝 志；^ には 栗 
腰 鄉の條 下に、 山、 ± 人 云、 本卜奈 良路自 ，争 治 P 坂 南 有， 扳路： 戸栗 モ山越 _ とい a、 又 悼、 今 從，， 
宇治 _季 苗 原扳路 口栗モ 山賊-青 挺、 ± 人 呼。 國見畴 お 巧ず といへ ろ •此 ± 人の 說に從 へ 
ば， 栗モ山 越は P 坂ょ ら奈な 及び 田 原に 達する 道路を 指す るのと せざる ベから ず 
神明 社は 此の方 面に 當れ るに 相違な きも、 所謂 栗モ山 越は 獨ら 其の 社 地に 限ら ざ 
る こと 言 ふ 咬 でもな からん 

然 らば 宇治田原 間の 古道は、 果して 此 S 者の 何れ じ 決すべ 含 か、 余は 次 下に 於て 
少しく 考靈 する ことろ あるべし。 

五  . 

史を 按ずる に、 垂仁祀 S 年の 條 に、 天 パ 日 槍が、 楚道 河ょぅ 沉 ろて、 化 おな 國吾名 島に 
ホ 道の 研究  -  雪完 
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入りし ことを 載せ、 繼體祀 二十 四 年の 條 にも、 おな 毛踩の 遺骸を 枚 方ょ ろ尋 ，河 ノ近江 
I に歸 葬せ しこと を 載せた ろ、 河とは 淀 河 及び 宇治川なら ざるべからず、 これは 據れ 
ば、 宇治川は な 昔 溯 碗す るを 得た ろしが 如し、 然れ どる 水源地に 於け る 山林の 濫伐、 
巖 おの 破壊、 湖水の 引用、 其 他 防 河 工事 等に 依らて 漸次に 水量を 減じ 河 勢を 殺 がれ 
I し 今日に あろて すら、 溯 碗は 決してを 易の 業に あら ぞ辄ん や是等 人工の 加 へられ 
ざろ し 往昔 にがてを や、 此 川の 左岸は、 現今 一條の 樵 路の絕 壁に 沿ぅて 通ず るを 見 
る も、 右岸に 至つ ては、 化 種の 細徑 ずら 查く 中斷 せらる、 の 現 祝 じあるなら、 されば 
往昔 じあろ ては 溯航は 勿論、 沿岸の 旅行す ら猶ほ 不可能なら. しなるべく 日本 書が 
の义段 か繊 Q 通ぜ ざると ころ 山路を 迂回せ しを も、 これを 略敍 して 川を がると 書 
•I せし と 見る の 外な し。 

j  吾妻 鏡は 承久 一二 年 六月、 官軍の 兵を 一二 穗崎 •勢 多 •食 渡 I  ^ 瀬 縣飼瀬 津治梟 木 島 •芋洗 
のを 地に 分遣せ しこと を 載す、 これ 湖 口ょ ろ 勢 多 拿 治 二 川の 沿岸を 經て •芋洗に 至 
賴飼瀬  る 間の 防鐵 陣地を 順次に 列擧 せる ものな り。 其 中 賴飼瀬 じつ さては、 大森 巧の 承久 
一役の 地理に、 承乂 記に 據 つて 眞木島 附进の 渡の 名なる べしと ある も、 承久 記は 吾妻 
鏡の 眞木 島と 鶴 飼 瀬と を 混じ たれば、 憑據し 難し、 都 名所 圖會ぉ 宇治川 兩 岸一覽 下等 


には 浮か 島よ ろ半师 ばかろ 南を 鶴 飼 瀬と せら、 浮か 島は 义浮 島と もい ふ。 弘 をと 年 
僧 敦聲賴 S 官に 請ぅて 宇治川の 網 代を 停め、 九 年、 +  S 重の お 塔を 化 島に 建て、 莫 
{目 符 .を おに 刻せ-^、 故に 义塔ノ 島と もぃ へるな ち TO、i 鱗 加 悚が街 難が 舰？ ‘ 
平等 院の邊 よろ 宇治川を 溯る こと 十町餘 にして 甘 經濱じ 達す、 渡船場 あろ、 志津川 
の 岸に 渡す、 これを 志津 川の 渡と いふ。 宇治川 兩 岸一覽 にい ふ、 化 所は 田原鄉 よろ 柴 
薪を 運び出ず 場 巧 じして‘ 是 よろ 船に 積みて が 見に 送るな ろ、 义 田原鄉 よろ 川上の 
奧 山は、 牛馬 往來の 道な き 故に、 薪を 伐て、 竹の 輪に て 束ね、 川に 流し、 化甘禮 にて 船に 
乘 ちて、 流る、 薪を 採ろ、 ± 竹の 輪を 拔 含て、 繩 じて 束ね かへ、 船に 積みて 運送す と、 こ 
れ 前記 都 名所 圖會 じ櫃 川の 渡 迄は か 登らて 薪を 運送す と あるる のなら。 思 ふに 鶴 
飼 瀬は、 化の 渡船場の 下流に ある 一の渡 瀬と 想定して 略 誤な かるべ さか、 な 昔有夕 
なる 山吹 瀬 富家 渡 等 も 宇治川の 上流に して、 ホ此邊 にあろ しならん、 慈圓の 歌に、 ぅ 
か； 5 舟哀 とど 見る 武 ± の、 やを 宇治川の 夕 やみの {をと あるが 如く、 此 川には 往時 鑛 
飼 船 あり たれば. 鶴 飼 瀬の ぶ もこれ よろ 出で しと 知られた ろ。 

されば、 若し 字 治； 鄉 ノロ 間の 今の 道路を なて、 宇治 •旧 原 間の 古道な ろしと せんか、 旧 
原 李 治 二 川の 沿岸に 疎通し、 其の 間 栗 モ山避 0 稱 あり、 乱つ 賴韶 瀬を 經て 宇治に 達 
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ずる ことを も 得べ ければ.、 地理に 於て 是も 適應 せる を覺 ゆるなら。 


然るに 宇治 •鄕- 口 間の 道路は.， 今に 於て こを 高低 かく 革 馬の 往來る 自由 なれ、 往時 
にあ々 ては、 斷崔絕 壁、 を 易に 跋渉すべからざる 難路 じて あう しなろ。 都 名所 圖會 に、 
近年 赃を開 &、 岸には おを 積て 道を 廣 くし、 輸 難を 穿て 平にず といへ るは、 同書の 成 
れるを 永 九 年頃 » がに ょろい へる ものな ろ。 しかを 道路 猶ほ 險惡 にして‘ 大 駕籠の 往 
來围 難な ろし こと、 文政 年間の 孤 巧に 見ぇたら。 近年に 至ろ てる 人車 屢ぐ轉 覆して 負 
傷者を 出し、 こと 一再なら ざろ しか ば、 幾 回 か 修補を 加へ て、 漸く 今の 如くなる を 
得たら とい ふ' され ど 雨後の 跋涉 は、 今日 じ 於て る猶圃 難と. すると ころな ろ。 然 らば 
此 道路の 開通を 見 ざろ しな 前 じ 於て、 旅客は 何れの 途を 取ろ たうし やとい ふに、 宇 
治 P 扳の邊 ょろ 鄉- 口に 出づる 山道に 依うた うしなり。 

化扣 道に つ 含て、 天 和 一 一年の 序 ある 雍州府 志^、 Sr は、 田 原 山の 下に、 旨， 争 治， 郵 
旧 原 _ 其 間 巧 程 一二 里、 俗稱 。宇治 巧 原： 其 山 蛇 立ぉ狀 如， 扉 風 多，， 鱗を 而 無， 韋木賛 す 謂，， 峭壁 
鑽峯奢 化、 左を 溪深而 下 臨，， 無地 莫間 失。 一を 則 落，， 千丈溪 ，故 巧乏者 須央不 fe 見 姐、 踩地 


而過壺 其 頂 如 下。 視® 南： 是 謂， 園 見 峰-と 記し、 寶 永' 二 年の 序 ぁる 山城ぶ 勝 志 針^、 漏には、 
田 原鄉の 下に、 自 。宇治  ーノ坡 由原鄉 ノロへ 二 里 八 吼お路 化、 g 中 宇治 ヨリ 田 原へ 越 八道 

危險 化、 是栗モ 山越卜 云、 一里 半 許 巧ブ峰 アリ、 國 見峰卜 を、 東、 ィ驚擧 山 ヲ限リ 、南、 J 伊 
廟 山、 金剛 山、 西、 >  兵 庫ノ出 崎 淡路島、 近 ク、- 八幡 ム崎 •大 原野 •小 鹽山療 か 見 夫神ノ 森、 木 
津川ナ ド 眼下 ニ アリと 記せろ。 

されば 此の 古道の 時代に 於て、 宇治 P がは 奈良路 •旧 原路 二道の 岐る V ところに 
て あろし なろ、 當 時の 大和 街道は、 今の もれよ ろる 東方の 山麓に 通じ、 P 坂よ ろ义 
世 >  驚 坂を 經 て、 贊骄池 0 邊 よろ 井出村に 出で しと 見 ゆ。 而 して 田 原 路るホ P およら 
販路に 就き 当 軒を よろ 東南】 里 半 じし V 國見峭 に 達し、® 池の 邊 よろ 南下して、 鄕ノ 
口に 出で たらしを ろ、 化 道は 槪モ重 韻の 間に 通じ、 且つ 行程 も 今の 道よ ろ 遠き をな て、 
樵攸の 外， 圣く巧 人を 絕 つに 至ろ しか ど、 往時の お 標猶ほ 散が して、 過ぎし 世の 面影 
を概 ばし む、 其 間 S 軒 ハ 合 八 軒を 等の 字 地を をす るは、 古道 時代の 舊家 よろ 得し 地名 
なみと 知られたら。 

毛 
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口 本 交通を 諭  五 四 四 

然 らば 化の 二道は 何れの 時を なて 興廢 せし や、 これ 最も 重要なる 問題な ろと 離 
ども、 余は 未だ これにつ きて 充分の が 料を をせ ざるを 遺 減と す、 唯、 雍州府 志 ム城名 
勝 志 等 先 ぉの 地誌が、 專ら 山道を 載せた る こと、 旣 記の 如く、 近 江 輿地 志 略 一 諸 に、 宇 
治 旧 原 越を 叙して 勢 田よ 6 闕 境へ 三 里 半 あ $ 、國界 より 宇治へ S 里 半な ろ、 小 田 原 
が よら 宇治田原 鄉の 口讀で 一里 半 あろと いへ る も、 ホ 化 山道より 打算せ ろと 思は 
る。 3： 州 名跡 志 一如， 山城 國大繪 圖喊輸 等には.. 鄉 ノロよ ろ 高 野を 經てぞ 治に 至る り 道 
を 載せた る も 都ぶ 所圖會 I； 就 九 拾遺 都 名所 圖會斬 謂 セ 等に 至ろ ては、 專ら 沿岸 線を 擧 
げて 山道 其 他の 別路に 畏 ぶを 見ず、 思 ふじ 山道の 本道たり し 時代に あろて は、 巧、 
征馬皆 これを 過ぎざる はを く‘ 縱； 5 沿岸 線 其 他の 別路が、 同時に 疏 通し 居たら. とす 
る も、 をは 何れも 樵 夫 攸豎の 外 跋渉す る ものな き 間道た る じ 過ぎ ざろ しならん。 

‘人 或は 曰 はん、 な戶 時代に 於て 縱し 化の 如くな ろしと する も、 鎌倉時代 等 ホ然ら 
しとは 斷じ難 からん と、 一應尤 なら、 され ど 普通の 推を に從 へば、 若し 沿岸 線に して 
往時 じを せな とせん か、 扣 道に 比して 行程 近き 丈 じても、 後者 よらは 速に 發 達すべ 
ろ」 運命を 有する とおに、 一旦 發 達せる ものが 更に 迂遠を る 山道の 爲 に、 旅客を 吸收 
せられて 荒 廢に歸 ずべき 謂れな かるべし、 而 して 假 ぅに 沿岸 線が 間道と して 鎌 倉 


瞎代 にを せろ とせん も、 斷 崖の 細禮は 堂々 たる 大 軍を 巧る に 適せざる べき こと •想 
^ 像 に 堪 へ た ク、故 た余は鎌倉時化に於ても ホ’化 山 道 が李 治 田 原 間 の 交 通 路 な ク し 
I  ことを 信ぜん とす。 

A  . . 

次ぎ じがす べきは 栗モ 山の 所 だな 6。 

« 子 山の 巧  栗モ 山は 栗 籠 山义乂 里を 山と も 書す、 卽 、栗 膜 山な ろ。 日本 書 祀仁德 天皇 一一 年、 栗螺ノ 
縣に大 溝を 掘ろ しこと 見 ゆ、 これ 和名 妙に 栗 腰鄉と ある ものなら、 栗螺野 •栗 腰 屯 倉 
とおに， 平安朝 時代の 遊獵 地と して 名 あり、 『クリク マ」 後に 「クリコ マ」 と訓 し、 山 名は 更 
に轉說 して 「クリコ ャ マ」 となれ るな ろ。 大和 物語に、 丘 ハ 部 卿'' 宮の 宇治に 獵し給 ふと 聞 
^ きて、 昇ノ 大納言の 女の、 みかりす る くろこ ま 山の 鹿ょ ろ も、 ^ とろぬ る 夜 ど わびし か 
I ろけ るとの 和歌を 上ろ しこと を 載せたち。 されば 麗藝泥 匙 四に 此 文を 引 さて、 栗螺 
山を 宇治の 邊 なろ といへ ろ。 永久 元年、 興 福 寺 衆徒の 上洛を 試みし 時、 朝廷、 兵 ± を 遣 
^ て要擊 せしめられた りしが、 中 右 記 永久 元年 四月 三十日の 條 には、 丘 ハを 宇治の ーノ 
お邊じ 遣す と あるを、 す 練 抄に栗 前山に 戰 ふと 書せ ろ、 然るに  ーノ あな 東は 丘陵 婉艇 
古道の 硏を  ♦  五豊 


I 


ロネ 交通を 諭  、  お 契 
として 起が する も、 獨 立の 山容を 備 へたる ものな く‘ 其の 高峻 じして 展望に 富。 こ 
と 國見赠 の 如きは あらず 故に 山城 名勝 志には、 長 門 本 平家物語に 栗モ 山の 略と あ 
るを 3 て、 これに 擬 せんと せら‘ 試みに 國見憐 をな て承乂 役の 栗モ 山なら とせん か、 
其の 距離 行程に 於て は 吾妻 鏡の 記事と】 致せざる じあらざる も、 駐屯地と しては 
適當と 認め 難し、 化つ て 思 ふに 所謂 栗 子 山の 稱 7^、 栗 腰 野の 栗 腰鄉の 野を ると 同一 
義に 於て、 同鄉の 東部 一帶の 高地に 附 せられし 總稱 たるべく、 其の 奈良路 に 當れる 
部分の 栗モ山 越と 呼ばれし と 同時に、 旧原路 なる を も 亦、 栗モ山 越と いへ るなる ベ 
し、 彼 興 福 寺 衆徒の 要擊 せられし 栗モ 山が、 前者に 屬す るを 知る と共に、 泰 時の 駐屯 
せし 同名の 山の 後者に 屬す るは 明らかなる も' 今に 於て 其 所がを 的 知し 易から ず 
唯 吾妻 鏡の 文を 按じて、 當 時の 宇治橋ょ ろは 少く とも】 里內 外の 間隔を をした る 
べしとの 推を をな て 満足す るの 外な し。 • 

化  . 

旧 原 川 沿岸の 栗モ 山は 古道の' 考定 とおに、 自ら 問題外と なれろ、 唯此考 をに 伴ぅ 
て 生ぜる 一 疑問は、 宇治 化 沿岸を 通過せ ざる 古道に 向つ て 鶴 飼 瀬に 兵員を 配置せ 


るは、 敵な きじ 備を設 くるの 嫌 ある ことこれ なろ、 これ 實じ此 古道 研究に 於て 取殘 
^ さ れ た る 最 後 の 】 問 題 を ら ざ る ベ か ら ず。 

勢 多 方® の  余は 今敢 てこれ が 解決を 試みん とずる に 先き だつ て、 讀者 と共に、 姑く 勢 多方面 

攻 擊地點  ^ 

の 攻擊地 點を籌 察する 必要を 感ずる ものな ろ。 古 ホ東路 よろ 京都に 侵入 せんとす 
-る ものは、 敵の 爲 如に 勢 多 橋 ど燒敷 せらる、 を 例と せり、 5 鱗 S 鱗 I'f 邮 t い、 リ是 をな て 
I 彼等は 此の 橋な 外に、 適當 なる 渡渉 地 觀を發 見せざる 能は ず 勢 多 川の 下流】 里に 
^ し て、下 旧ノ上 に 黑 津 あ ろ、お 戶 川 ^ノも上ぃ 扁此 に於て勢多川と會流し、上流よろ±砂を流 
^ す を な て、が ら 洲 を 生 じ、中 流 は 水 深 最 る 淺 し、中 古これを利用して網代を設 け、水 魚 

i を辅 へて 供進せ ろ、 對 岸に 供御 ノ 瀬の 名 あるは これが 爲め なろ。 されば お來勢 多の 守 
固き 時は、 亦黑津 よろ 徒涉 して 供御" 瀬に 上陸し’ 直に 敵の 背後を 衝 くを 例と せろ、 承 
久の 役に も、 東軍は {女達 景盛南 田 信 光を 旧-上に 遣し、 官軍は 又 供御-瀬に 將 ± を か 遣 
して 其の 渡渉に 備 へたろ、 是 よろ 下流に 至れば、 鹿 飛の 奇勝 あろ、 兩 岸が 獲ろ て 河 幅 
六 間 四 尺、 鹿る 飛んで 越 ゆべ しとて 化 名 あろ、 勢 多 川の 河口よ ろ 化に 至る 迄は、 なを 
の 要害なる をな て、 江戶 時代には 將軍 秀忠の 時よ ろ每 年目附 をして 此の 沿岸を 視 
察せ しめたろ、 岡 部 精一 氏が 替 V 「歷あ 地理た 於て、 一二 百年 間の 秘密と 題して 讀 者を 

を 道の 硏究  五 四 七 


口 本 交通 お 諭  .置 四 八 

馨醒 せられし 黑津の 徒渉 飘 も、 亦 恐らく 此檢見 中の 一 要項 たるべし。 しかも 化の 徒 

I 涉地顯 は 古 來旨然 り 力に 依つ て 生じ a  け：^  5 い 親しく 其の 地に 臨，：； 3 ものを し 

てを 易に これと 看収 せし いべく、 又 多少 歷 おを 知れる もの じは、 居ながら 其の 槪測 

を 誤ら ざら しめし ものた ろ、 殊に 況んや 幕府 も 堂々 と 其目附 をして 化 衆目に 晒さ 

れ たる 秘密 地顯を 視察せ しめつ、 あろし に 於て を や。 されば 同じ、 秘密と いふ 中に 

^ も、化 一二 巧 年 間 の 秘 密 の 如 含 は、所 謂  <ム 然 の 秘 密 の 部 類 じ 屬 す る 秘 密 な ら。幕 巧 が化 
-  . 

I の檢 見を 始めし 當 初に 於て は、 或は 京都に 對 する 警戒 脅威の 目的に も 出で たろ し 

^ な ら ん が後 には唯古來の仕來として無意識的に繰返されたる迄にし て、巧 謂 吿 朔 

の餘 羊に 過ぎ ざら しこと、 思は る、 これ 一見 甚だ 奇なるが 如しと 雖 どを、 幕府 當年 

の 施設に 於て、 此 くの 如きは 極めてを 勝の 事に 屬 せろ。 

されば 試みに 勢 多 橋 方面. に 於け る 巧 ホの 要害 區 域を 劃 せんか、 勢 多 川の 河口に 

始 音ろ、 鹿 飛に 至らて 北 咬ん。 鶴飼懒 のぞ 治 川 方面に 於け るは、 猶ほ 供御/ 漸 若しくは 

I 鹿 飛の 勢 多 川 方面に 於け るが 如きな ろ。 此二嬰 地は 並びに 勢 多 川の 下流に あらと 

^ 雖 ど も、迂 回 し て 東 路 に 出 で、若 しくはこれを拒がんとして爭はれしの み、決 し て 田 

穂に 出で、 若しくは これを おがん として 爭 はれし にあらず 鶴 飼 瀬る ホ 字 治 川の 上 


流に あろと 離 ども' 迂回して 南ぶ よろ 京 辄を衝 かんとし、 若しくは これを 妨げん が 
^ 爲めじ爭はれしるのにし て、決し て田原を經て勢多に出でんが爲めに爭はれしに 
I あらず 故 化鑛飼 瀬よ ろ 田 原に 出づる 道の 有無の 如きは、 敢て問 ふを 須ゐず 要は 唯 
j 宇治橋 方面に 於け る 攻守の 要害 區 域が、 宇治川の 上流なる 鶴 飼 瀬に 至れる を觀る 
^ の み、疑 問 は 是 に 至 つ て 自 ら 解 決 を 得 ベ さ な ろ。 

1  . 

I  十 

I  な上考 をず ると ころに 從 へば、 勢 多 川の 下流と 宇治川の 上流とは、 並びに 奔流 急 
I 縮に して 渡渉し 難く、 縱ひ 渡渉す ると も、 兩 岸の 絕壁 重嶺は 通路を 絕つ をな V、 宇治 
I 田原路 は古來 永く 山城 •近 江二國 .の 要衝に 當れ るな り。 唯 其の 地勢は 戰爭じ 適せ ざ 
I るが 爲 め、 戰 場の 歷 あは これを 有せず と雖 ども、 ぎ 治-勢 多の 二 大要 害の 連鎖と して 
重要なる 地 化に あ-^、 其 中、 田 原よ ろ 宇治に 向 ふは、 もと 鄕 ノロよ ク栗モ 山 越に 依らで 
I  r おに 出で、 宇治に 至る を 本道と せし が江戶 時代に •田 原 李 治 •二 川の 沿岸 線の 開修 
^ せらる^ じ 及び、 專ら これに 由る こと^な ろ、 古道 從クて 荒廢 せるな ろ。 

化の 宇治田原 路は 固よ ろ 一 小 部み の 硏究じ 過ぎず と雖 ども， 比較的に 曲が じ 富 

を 道の 硏究  五 四 化 


日本を 通を 論  畫〇 
。爲 め、 一般 古道 妍究に 於け る围 難と 興味と を 具有す るを 見る、 乃ち 此の 古道に 於 
ては、 沿岸 線は 却て 阳 道の 開靈じ 後れ、 長距離を る 山道の、 沿岸の 捷路に 先き だつ て 
開通. せし 實 例を おし、 同一の 古地 名 じして、 新道に る舊 道に も 並びを せる のみなら 
ず 古地 名の 或るる のは、 寧ろ 新道の 經 をに 有利を 示す が 如 含、 轉 々錯 線を 加へ、 撰擇 
に 迷は し‘ む、. 而 かも 是等 一ニ ニの 問題に 關 する 考 をの 結果は、 これを 記錄に 照らし、 實 
地に 視 で、 おに 意 料の‘ 外に 出づる もの あるな ろ。 故に 余は 今敢て 古道 硏究の 代表的 
問題と して 此の 宇治田原 路を 大方に 提供す ると 共に、 將來益 t 此 種の 硏究の 進境を 
見る に 室らん ことを 切望ず。  . 

亡を 文 學击藤 田 明君の 遺稿 編篡將 さに 成らん として、 交通に 關 する 拙稿を 徵 せらる。 學 ± 
は 交 通史に 於て 造詣 最も 深く、 金玉の 遺 編 今尙ほ 學界に 重きを なしつ、 あり。 余の 如き 門 
外漢 、豈 に其驗 尾に 附し 光彩を 添 ふるに 足らん や。 加 ふるに 期日 急 道、 新に 稿を 屬す るに 遣 
あらず。 依つ た 聊か 舊 稿を 補訂し， て 其責を 塞ぐ。 


ク 


c 載が 起 緣寺成 道) 
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、神社は 画‘ 家の 宗祀 ，である、® に 皇室の 實崇が 厚い のみなら ぞ人民 崇敬の 中、 むと 
を. つて 居る、 されば 神 痛を 基と した 敬神 摩ち の 精神は 人々 の 麟裡に 浸潤して、 なが 
•宗敎 .はいふまで もな く、 風俗 習慣. に 至る 或で 社會を 方面に 渡ろ て國民 活動の 泉 源 
とな. つて •居る、 發展 の. 淵源， と夕 つて 居る、 交通 機 關るホ この 神社を 中 ふとして 發達 
し •た 熱が. 多い やぅで あ •る。 

現今 崇敬の‘ 厚い 宮 や、 參拜 者の 多い 社 や、 信仰の 盛な 寺院 等には 汽車 •汽船 •電革 等 
の 交通に 便利な 機關が 設けられ、 完 をな 設備の 出來た 旅館が 建ら れ て、 ロハに 參拜者 
に 便利を 與 へて 爲 るの みならず 沿道 脚 おの 人民に 非常の 便利を 與 へて ゐ る。 我國 

神祖 とを' 通  五 五】 


神社の ある 
所に 交通 開 
ける 


曰 本を 通を 論  击玉二 

で 尤も 早く 出 巧た 京都の 電車は、 化 野の 天滿宮 とが 見の 稻荷 社が 目的と して 設け 
られ たので も、 其 一 斑が 推せられ る。 昔時に あなても これと同じく 崇敬の 厚い 社は、 
朝廷からは 奉幣が あら 刺 使が 立ス 公卿の 參拜も あれば、 諸人の 參拜も 多い、 隨て独 
復に 要する 道路を 開 S 修理して 立派を 道路が 出 ホる のは 自然の 勢で ある。 京都 か 
ら 伊勢神宮 じ參拜 する 爲め 參宮 道路が 出來 たの もこれ が爲 めで ある。 お淸水 八幡 
が一 度 男 山に 鎭座 せらる、 や、 朝廷の 尊崇る 厚く、 諸人 も群參 して 禮を 接ず る 程で 
あつた、 これが 爲め 京都ょ ろ參拜 ずる 道路に、 山 崎 路を經 る ものと 淀 路を經 る もの 
との 二 道路が 出來る やぅに なつた。 吉 野金峯 神社の 信仰が 盛に なク て、 參拜 者が 多 
くを つた、 道路 驗峻で 旅人が 頗る 苦んだ ので、 聖寶 僧正が 吉野 川に 渡 守を 置 含、 道路 
を開靈 してを 還の 便利を 謀つ たこと が、 霄師御 一代 日記に 記されて ある。 江戶 時が、 
日光に 東照權 現が 鎭座 せらる、 や、 四衙 道の】 なる 立派な 曰 光 街道が 出 ホ 上つ た、 
これは 固ょ ろ 幕府の 力が 多い が、 これ 音た 二 荒神 社と 相 待つ て出來 たもので、 沿道 
の 人民に 大 なる 便利を 輿へ たことは 說明 する 今でもない。 

中古が ホ諸國 豪族 等は、 要所に 關を 設けて 交 逆 厭を 取ろ て、 或は 兵粮 料と し， 或は 
造 社 造 寺の 用途に 供へ たが、 神社 參拜 者には これを 免除した こと も ある やぅで あ 


る、 が 勢 巧屋の 文書に、 

愛 若 伊勢. へ 被 指 上 者、 上下 四 人、 角屋 船に 便船 不可 有 異儀者 化、 仍 如俾、 


乙 


四日 


宗甫奉 之 


と 見ぇて 居る、 こ 如は ル 田 原化條 巧が 出した 文書で あるが、 恰も 江戶 時代 關所 通過 
の 手形の やぅなる ので ある。 違た お淸水 八幡の 巧 管で あつた 淀の 河 船は、 積 荷る 多 
く 通交 稅 たる 運上る 免除せられ たので、 お淸 水の 名に ょろ て、 大阪 ょろ 京都が 見方 
面に 致す 運輸 上に 便益を 與 へて、 大破 商人 及び 京都 ± 民 等の 悅ぶ 所と なつた。 

近世 じな つては、 現今の 觀光 團體と 同じく、 或は 月 山 •湯殿 山參詣 とか 富丈詣 とか. 
伊勢 參宮 とか、 吉野詣 とか 稱 して、 を 地と も團 體參詣 旅行が 盛んで あつた、 をの 際に 
參詣 者が を 地を 見聞して、 或は 品物の 有無を 通し、 或は 種物の 交換を 謀ろ、 或は 農事 
農具の 改良を 巧 はれた 例が かくない。 

な 上述べ た樣 に、 神社は 交通の 發 達を 促した ことが 知られる。 もこで 各 神社に 就 
y 道路の 開通、 旅館の 發達 等を 一々 硏究 して 見れば、 尤も 興味 多い こと、 思 はれる 
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野 ホ 甘の 、が、 容易の ことで ない， から、 今は 專ら熊 辟 參拜と 交通に 就ての み 述べる。 

I. : .、  . 

羅 一 肆神 姑は、 平安朝な 來 、鎌 倉臺 町. 時代を 經て 江戶 時代 咬で、 上は 皇室よ ろ 下は 庶 
人に 至る 聋で 崇敬 厚く 參拜 者の 多い 神社の 一で あつた、 をれ 故に 早くよ ろ 熊 野 街 
道と 稱 して、 立派な 道路が 開かれ、 途中. 旅人を 慰い る 種々 の 設備が 出 來て居 つた。 

麵鴨參 詣の  抑 熊 踩參詣 はいっ 頃よ ろ 始まりし か、 奈良朝 時代 早く も 平 城 天皇が 御參詣 にな 
つ 巧と. も 傅へ‘ られ V 居る、 或は 宇多 法皇が 酷厕 天皇の 延 喜と 年 御參詣 したの が始 
めだと も， あるひは 熊踩 誰は 花 山 法皇が 始め だと もい はれて 居る が、 熊 野參詣 とし 
て尤を 盛‘ にな、 夕 たのは、 白 河 天皇が 來 のこと である、 天皇は 參拜 した 讀 ふこと が 八 
ヶ 度の 多き に 及んで 居る、 されば 愚 管 妙に、 白 河 院の御 時 熊戰詣 とい ふこと はじま 
^  ろて、 度々 ま むら； せを はし 脅しけ る」 といつ て ある。 

始は 道路が 尤も 驗峻で 旅行る 尤も 困難で あつたら しい、 宇多 法皇の 御幸の 際に 
^ は、船 路 を 借 ろ てが 尾 湊 よ ら .乗船し て 參 詣し たことが扶桑略記に見をて居 る。白 河 
，天皇な， 後' は 道 i 路る大 に 開 襲せられ たと 見ぇて、 公卿 紳績が 供奉して 騎馬 等に て 堂 


々と 參拜 せられ. たやぅ だ。 また 途中には、 熊 野の 若 王子を 移されて、 小 堂を 建て、 參詣 
^ 者の 休息所に 當 てたら しい、 永 保 元年 九月 藤 原 爲房參 諸の 記に、 辨小堂 や 日 破王モ 
I 天 仁 二 年 十月 權中納 .言 忠宗 の參詣 した 時の 中を 記に、 ホ止賀 王子が 下 二十 八 王子 
が 見えて 居る ので、 ほく もの 一端が 推 しられる。 然し 猶 京都 瓜 卿 等には 画 難で あつ 
たと 見えて、 やを， 記‘ に數 日の 間遠く 洛 陽を 出で 幽嶺に 登ろ、 深を に 臨み、 巖 おを 踏み、 
海 潰. を 過ぎ、 難 巧菩巧 若しくは をし、 若しくは t ぶる が 如しと いつて ある。 鳥 羽 天皇 
.も 御 父 白 河 天皇と 同じく 崇敬 厚く、 十六 度 御 參詣じ なられて 居る、 殊に 後白河 天皇 
は 尤も 霄崇 深く、 一二 十四 度 御參詣 k なられて 居る のみ をらず 京都 東 山に 新 熊戰社 
を 建立せられ て、 多くの 所領を 寄せられ、 檢巧 別當を 置き、 建た 若 王子 社を 白 河に 移 
し 建ら れて •これを 京都に 於け る 王子 社と し、 これから 熊 野まで 途中 じ從ホ あつた 
I 王子に 更に 建立して、 九十 九 王子と をめ られ V 諸人 往還の 便に 供せられ た。 攝津名 
•巧 圖會に 住 吉郡津 ホ 王を 社の 條 に、 熊 野 若 一王 子を 祭る' 後鳥羽院 御幸 記 云、 京師 東 
I 山 若. 幸モ 赴ょ ろ 熊 野まで 九十 九 所の 王モ 社を 建ジ巧 幸の 御 憩 所と し 給 ふと 書い 
I  .て ある。 藤 原を 家の 建 仁 元年 十月 熊 野 御幸には、 と 十九の 王丰が 見えて 居る。 九十 九 

壬モ記 巧收の 文明 五 年の 王モ 記には 八十 八の 王. モが 見え、 同書 熊 野 九十 九 王子の 
神が と 交通  五雲 
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記には 百 四の 王子が 見ぇて 居る が、 余が 調査した 處で下 度 九十 九 あるから、 實際後 
白 河院の 時には 九十 九と をめ られ たるので あらう か。 今 忠宗の 中を 記、 を 家の 御幸 
記、 藤原經 光の 參詣 記、 及び 宴曲抄 等に よろ て 見れば、 京都から 參詣 ずる ものは、 大槪 
鳥 羽 又は 山 崎から 瓣 にて 淀川を 下ろ、 途中 石 淸水宮 に參拜 し、 巧び 船に て 久保津 王 
モ卽ら 今の 大阪市 天滿 橋の 附近に 上陸し、 小 坂 •郡戶 等の， 王子を ノ經て 天 王 寺に 參詣 
し、 帮大鳥 (今の 潰 寺 附近) 等 海岸を 傅うて 南に 赴き、 近 木よ ろ山 中に 入らて 紀 州に 越 
ぇ、 もれから 或は 峨 々として 雲に をび ゆる 山道を、 或は 岩が 波のう ち 寄す る 浦路を 
つた a つ \ 本宮じ 達し、 湯峯 王子から 船に て熊骄 川を 降 な て 新宮じ 着ず る、 新宮か 
ら濱づ た ひに 更に 那智に 諸で、 祈願を 送め、 歸 ろには 途中 多く かじて 和歌 浦 吹 上 
濱を 見物し、 が 見稻荷 社に 必ず 參拜 ずる 例で あつた。 殊に 鎌倉時代から 南 化 朝 時代 
じかけ ては、 熊 野 信仰 熟の 絕 頂に 達した 時で あつて、 上は 天皇 •上皇よ ろを 卿繪紳 、下 
は武幸 僧侶 •神人 •撫 人に 至る で參拜 した。 卽も 後鳥羽 上皇は 建 义九年 御 譲位 後 か 
ら承久 一二 年まで 每 年御參 碑な され、 をの 数 二十 S 度 化 及んで 居る。 藤 原資 實は 二十 
五 度、 經 光は 二十 二度 參詣 して 居る。 其の 他賴 朝の. 夫人 政モ 、化條 巧 •足 利 巧を 始め、 遠 
く 陸奧の 安東を、 薩 摩の 武± 豪族が 參詣 して 居る。 かく 參詣 者が 多い 爲 め、 單 k 王子 


を 置かれた のみでな く、 道路が 立派に 出來て 居つ た樣 である。 旅 巧の 機 關も備 はら 
て 雇 ふべき 驛馬 あつた こと や、 輿に 乗つ たこと などが ま旧經 房の 吉記 や經 光の 民 
經御 記を どに 見ぇて 居る、 宜 つまた これらの 記に、 道路の 苦痛が 馨 かれて ない のを 
見る とほく をの 樣モ .が 想像せられ る。 獨らを 家の 記に 險峻な 道で 苦痛で あろ こと 
を訴て 居る か、 固ょ ろ 馬 や 車に 許り 乗て 居つ た 京都の 公卿 殿上人が、 田舍 道を 通つ 
たを らば 大槪の 道は 菩 痛を 感ずる ことで あつたら ぅ、 況してを 家は 至て 神經 家で、 
何事に も 不平の あつた 人で、 僅^を 不平で も 少しの 苦痛で もこれ を 筆に 上せ、 日記 
はしる して 居る から、 この 道の わる かつた ことは 餘程 割引して 見なければ をらぬ。 
然か もこの 不平 家が 苦痛を 訴 へたのは 化 十九 王子 中、 塔 下 •絲我 •漉 尻 凛 河 王子 附近 
數箇 巧に 過ぎない のを 見る と、 先づ 熊 野 街道は 立派な もので あつたと いはね 
ばなる まい。 宴曲抄 に、 山河の 巧 漲て 落る 纔の巧 渡せる 橋 も賴母 敷、 彼岸 じつく、 む も 
すれば 云々 と あろて、 山河の 溪川 にも 立派な 橋の か、 つて 居つ たこと が 知られる 
义 同じ 書に 王子々々 の馴モ 舞と あれば、 王 モ每じ 舞が あつて 旅人を 慰めた こと も 
推 しられる、 今を の 街道の 有樣を 知る. 爲 め王モ のぶを 左に 示さぅ。 
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攝津 

丸 X 王子- 乂保津 王子 讀 醫 
师倍野 王す (大阪 天 王 寺 鳥居 前： J 

和 泉 


おを 八 


あ 口 王子 ス巧ゴ 子、 所せ 不明)  郡 戶壬モ (所が 不明) 
津 守王モ (住ま 誰ず 寺 門前 レ 


魄王モ (向が 王子、 大鳥郡 巧 向野〕  大 鳥居 王子 (同 郡 化 王子)  猿 旧 王す (が 泉 郡 王子： > 
積 川 王子 (池 田 王子、 泉® 郡卡池 5 淺 宇河 王子 C 麻を 河 王子、 同 郡 平 5 鞍持 王 子爵 郡 橋 本} 

お 木 王子 (鬧け 紙が 却 根 野 ミ子？) 鶴 原 王子 負 凹 王子、 同 郡 鶴 原}  佐 野 王子 K 郡 田 出) 

叙 井 王子 C 經井 王子、 同郡輕 井)  腐 戶王モ (馬 口、 馬留 里子、 同 郡 お 苗代) 信 達 王子 (同 郡 牧野〕 


一瀬 壬モ (同 郡 市場〕 

馬 目 王子 C 同が 王子 原〕 

祀伊 

中 山 王子 (を 草郡髓 畑) 
川 邊王モ C 同 郡 川邊) 

和 佐 王子 (同 郡彌 を) 

相 原 王す (同 郡が 原 レ 


長 岡 王子 (同 郡 岡〕 


地 藏堂王 子爵 郡 山中.^ 


山 口 王子 (同 郡 湯を) 

中 村 王子 (同 郡 禍ネ〕 

平 總王モ (同 郡 ホ 尾：} 

松 坂 王子 (大野 坂 Rj 子、 同郡且 ホ) 


S 橋 王 モ高郡 山 日 里) 

化 崎 王子 (同 郡 布施) 

奈 S 王モ (II 藥 S; 

が 代王モ C 同 郡 下 や 村 心 


■-  *1 


菩提 房 王子 s 郡 鳥居 心 
塔 下 王子 高 郡 藤代ノ 悼) 

一壺 王子 S 路王そ 同 郡 畑〕 

逆 川 王子 C 湯淺 ミ子、 同 郡 ま 川) 
井關 王子 (同 郡 井關) 

を 掛王モ C 鍵掛 王子、 H 高 郡 原を) 
田 藤 王子 (富 {女王 モ同郡 下 富 安) 
九 海 ± 王子 (同 郡 同村) 

上野 王子 同 郡 上野) 

切目 王子 S 部苗體 王子、 同 郡 切目 
千里 王子 (同 郡 山 巧 千里 潰) 

出立 玉子 C 巧 么部壬 去、 同 郡 西を) 
ニー 栖王モ (影 見 王子、 同 郡 下 一一 一栖) 
瀬 王子 (同 郡 巧 溯) 

重 照 王子 C 十 丈 王 そ 同 郡大內 川〕 
神社と 交通 


跋戶 王子 C 烏 居で 子、 同 郡 鳥居 滞 0 
橋 本 王子 (海 部 那橋ネ 心 
扣 口壬モ s 巧那 道) 

久米崎 王子 (な 王子、 同 郡廣) 
川懒王 モ^ 津瀬 王子、 同 郡 河 瀬 心 
內畑 王子 (槐 王子、 同郡內 畑) 

寶 王す (同 郡 ルを 原〕 

岩 內王モ S 芝 王子、 同 郡 お 5 


中 山 王子 C 同 郡 島 5 

一二 鑛 王 モ〇南部 ^^そ同郡化道} 

秋津 王子': 同 郡 下 秋 律) 

八 上王モ (同 郡 中 萬呂) 

触 化 王子 (同村) 

.1、 なお £ をス 巧 王子、 同一 

ナ麵ネ 王 31 ^那近 露が 曼 


藤 代 王 モ爲 ^ 藤 非 脈). 

所 お 王子 (|を巧 王 巧 

を お E 戶/^か化賀王子、送賀^ 
お S  3 寻畫 子、 同 郡 中 お； 

白 原 王子 (同 郡栖 原？) 

馬 留王モ (4 サ； 約) 

S  ,ミ 目 戸/^務原 王 子、大 屋一 

甘庐を 王ず 一, 王子、 同 郡 歎 原， > 

愛德山 王子 S 郡 ま 田) 


芳養 王子 提脈巧 鱗) 
丸ち モ寶 程、 同) 
稻葉根 王子 (諸、 11、 郎 I) 

雛 尻 王子 C 同郡擺 尻) 

近 露 王 吏 iiii 子) 

•化 狂 九 


鹽 量子 SS 

潍井 王子 (I 解 巧 i« 卽 谓、 S  W  ^ 南) 班 鳩 王子 (匿、 館 触 £) 

岩 代 王手 (If 親里 子、； 
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比 曾 霞王モ s 曾 原ち 子、 同郡骄 中〕 繼 徵王モ C 同 6 


岩 神 王子 C お 上 王子、 同 郡 湯 川) 

猪 鼻 王子 (同村) 

淡拜 王子 (同 郡 か 拝〕 


おち 〇 

中 河 王子 部 I 洲 王) 

湯 川 王子 (內湯 王子？ 同村) 
水 飮王モ (同が〕 

本 宮王モ (同 郡 本宮) 


小廣 王子 (同が 一 
發 、む 門 王子 C 同 郡 111 越〕 

藏殿 王子 (同が) 

湯 峯王モ 高 郡 湯峯)  新 宮王モ 笑 鳥居 王子？、 同 郡 巧宮) 阿須賀 王 子爵が？〕 

濱 王子 C 同 驟下熊 野)  佐 野 王 ま 同 郡佐輕 松原〕  濱 宮壬モ (同 郡 演宮) 

一野 王 モお 野々 王子、 同驟ホ 野々) 夕當 家王モ (賴神 乳财內 口)  那智王 (同莉 那智} 

な 上は 爲房記 申を 記 •明月 記 •經 光記 •宴 曲紗亢 十九 王子 記 及び 地誌 類 等と 比較 
してを めを もので、 下 度 九十 九王モ となる、 これに 京都の 若 王子を 加 ふると 巧 
にを るが、 余の 硏究の 誤 $ か、 もれと も 九十 九 王子 記に いつて ある 通ろ、 第】 王 
モ として 久保津 王子から 數へ るので あらぅ か、 この 外に 中を 記の 連 同 持 王子、 
文明 五 年 記に 深 谷 王子と あるの が、 どの 王子に 當 るか 明で ない、 又 九十 九 王子 
記に 痛 極 鼻 •和 深 川の S 王子が 見ぇて 居る が、 これは 京都から 那智 違での 街道 
でな く、 他の 道化 あるから をく 數 へない。  . 


一二 


社殿 堂塔に 
參拜の 記 今 心 
を踐す 


現今 旅行者が 至る ところの 神社 •佛閣 の 社殿 堂塔の 巧な 扉 等に 姓名 又は 詩歌を 
錄 して 記な とする が、 この 思想は 古くょ ク行 はれた ことで ある、 東大寺 S 月 堂の 巧 
なや、 平等 院 鳳凰 堂の 扉の 落 書で’ をの】 端が 想像が 出 ホる。 これと同じく 熊 醫道や 
の 王 モク々 の 門柱 扉 等に も 落 書を する ことが 盛で あつた、 定 家の 建 仁 元年 御幸 記 
じ、 他人は 大略で モ每じ 書 暑ず るが、 自分は 思 ふ 巧 あつて 筆視を 具せ ぞ わざと 書か 
ず 發ム巧 王子に 至ろ て 始めて 門の 巽の 角の 柱に 詩歌を 一首を 書いた といつ て あ 
る。 經 .光が 逵保四 年 參詣の 記には、 寶信 達願勒 堂： 故人 多 占， 挂扉 ，書，， 詩歌 等： 父祖 御 筆を。 
此處 _ と 見え、 义承乂 二 年 參詣の 時には 高 家 堂に 詩 一首を 書付た ことが 見えて 居て、 
，たの 流行した 有樣 がょく わかる。 

今日 參詣 者の 多い 神社 觀閣 では、 詩歌 姓ぶ を 書かれる のじ 固つ て、 落 書 無用の 張 

ク 化を 時々 見受 るが 昔 も 人 储に變 ろが るいと 見え、 ャッ パリ この 落 書に 閉口して 

是を 止め 巧ら しい。 を 家が 後鳥羽 焼に 供奉して 參詣の 時に、 發ム門 王子 社の 後に 比 

丘 尼 南无房 堂が あつた、 この 堂の 尼は 堅く 制止を 加へ て、 物を 嘗 かしめ なかつ たが、 
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を 家は これを 知らず おの 見ない 間に 歌 一首を 堂內に 書付た ことが 記して ある、 誠 
じ 面白い 話で ある。 

途中の 參詣 者の 旅裝は •古今 著 聞 集に 德大寺 左大臣 實宗 參詣の 時の 記に、 乂臣の 
身に 護を は义 きを 着して、 長途を あゆみ 脅ゐ りたる、 あろが たさ 事 化と、 必中に 思は 
れて 、もとま どろ 令れ たる 夢に、 綺殿 ょろ 高僧 出 給 ひて 仰ら れけ るは、 大臣の 身に V 
わらを は して 參ク 、あろが たき 事に 思は る-^ 事、 此山 のなら ひは 院宮 みなこの 
例 化、 あを がち じひと ろ 思は るべ 含 ことかは」 と あるので、 鎌倉時代は 後世の 鞋と同 
じ樣じ 墓を じて を 行す る 例で あつた 様で ある、 又 服裝は 質素 淸 浮な 浮 衣を 着けた 
ことは 日記 類に 多 C 見ぇて 居る、 將 軍足 利 義昭の 花狎の •ある 道 成 寺緣起 じょれば、 
いづが を 補の ない 白の 淨 あで 鞋 脚が をつ けて 居る、 裳摺を 負ぅた 人、 篡 笠を 負ぅた 
人 も ある、 婦人 も 白の 淨 あで、 同じく 脚が 鞋の 輕裝 で、 頭には 笠を つけ、 轟垂 ホを つけ 
て 居る 樣 である。  . 

四 

神社が 崇敬 厚く、 多数の 人が 參拜 ずれば、 飮 食物ぇ 必要で ある、 宿泊が もなければ 


をら の、 著名を 神祖 肴を を 寺院には、 いづれ る宿院 とか 宿 房 •とか 稱 へて、 多くの 參莽 
™ 者を 治めて 居つ た。 今日 多くの 觀光國 體を大 旅館で 泊める のと 圣く 同一で、 純然た 
る 一犬 旅館で ある、 これを 伊勢神宮 其 他の 神社では 御 師と稱 へて 居つ た、 熊 踩神祉 
でも、 が 勢と 同じく 御師 又は 御師 房と 稱 して、 先達 や 其 他の 社僧 等の 率 ゆる 多くの 
參拜 者を 宿泊して 居る。 

途中の 旨ら  先づ 途中の 宿 消 所から 述べる と、 熊 野參詣 者は、 公卿 殿上人 等の 貴 顯繪紳 じあろ 

が  ては、 國司 や、 を廳 {巨 や。 庄 官等の 知人のを に 宿 治し、 粮食も 皆 もれぐ 知己の 人々 の 

公卿 等の 參  好意に ょつ たるの らしい。 永 保 元年 九月 爲 房が 參詣の 時に、 和 泉 國府南 鄉の蕭 寺に 
詣 

泊つ た 時には、 國 司が 粮米踩 菜を 送ろ、 山 口 湯屋に 宿した 時には、 留守 所の 官 人が 礫 
米を 送ろ 1 二栖庄 家に 沿つ をが じは 散 位亞資 が秋津 •那 賀兩 庄の產 物を 送ろ て霸旅 
の資 とした。 殊に 日 高 郡 司 友 高の 第に 治た 時には、 郡 司が 特別の 優待した ことが 記 
されて ある。 天 仁. 二 年 十月 藤 原 忠宗が 參詣の 時に る、 日 高 郡 巧 院庄 宫右 內庄 司の 許 
じ 宿し、 庄 司が 響 應 し、 南部 庄內 村人のを に 泊つ た 時には、 國司目 代が 大じ 響應し > 氏 
I 院機 原庄お 旧淸圓 房に 宿せし 時には 店 司が 物を 送つ を ことが 見ぇ、 又 建 保 四 年 S 
月 藤原經 光が 參詣の 時に、 が 泉國府 家人を S 郞 、償 達 家人 齋藤 太の 家に 宿して 響應 
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を 受けた ことが 蕾 かれて ある、 この 外 ま旧經 房の ま 記、 を 家の 御幸 記 等に も、 もげ ど 
れ替 知己 懇親の 人が 食物を 送ろ て 露 旅の 資 として 居る。 旅 化 中には 食事は 一二 度で 
畫食 をした 樣 である、 これを 晝 養と いつて 居る、 爲 房の 記には 宋だ 見えて 琶ら のが、 
中 右 記には 殆ど 每日晝 養を した ことが 見えて 居る、 某の 刻限は 多  は 己 午の 刻で 
魂 今の 中 食と 查く 同じで ある、 經 光が 寬喜 元年 參詣の 記に か。 一二 _ 錦 晝 養、 偕。 請 海人 家 _ 
所 立 入 也、 な。 汀 松- 爲髮 、な。 海藻 _爲，籍、 添 撥 中 之 幽味者 化と あるは、 今 曰 辨當を 食ず ると 
同じ 樣で 目に 見る やぅ だ。 

一般の 參詣 者では 食物は 持つ て 巧つ たるの らしい、 忠宗が 巧 上 王子に 參 つた 時 
に、 田舍ょ ク參拜 する 富者が 食物が をくな つたのを 聞いて、 之に 貪 物を 與 へ、 义 知ら 
ぬ 女房 等に 菓子 等を 送つ た 事が 見え、 經 房が 漉 尻に 着いた 時に.’ 山伏の 食物 缺 乏し 
たのを 聞いて 食物を 施し、 且つ 參詣 度每 に、 至る 巧 上人に 奉加し、 食を 山伏に 與 ふる 
こと 違 あらず と 附記して ある。 义金峯 山へ 廻る 山伏が 食粮 道具を 山賊に 奪 はれて 
普んだ ことが 見えて 居る。 公卿 殿上人で る 知人の ない 方 や、 懇親の 人の ない 巧では、 
食物を 用意した ろ、 又は 假屋を どが 設けられて 泊つ て 居つ たやぅ である。 經光 卿が 
建 保 四 年 S 月參 燕の 時には 高 家の 御堂に 泊ろ、 翌朝 進 發ムて 海 潰を 過る や、 藻を 寫 


ひ' 踩徑を 經るや 薇を がろ、 これ 皆 露 中の 食を 支. へんが 爲 だとい つで 居る ので も 一 
I 逆が 想像 出來 る。 

假屋  假 崖は 文字の 通ろ に假に 造つ た 小屋で あつて、 單じ 小屋と もい つて 居る、 專ら旅 
人の 宿泊所、 又は 休息所、 若しくは 晝食 所に 當 てたら しい。 を 家の 建 仁 元年 熊 野 御幸 
記に ょれば、 多くは S 間 位で 茅葺 屋根の 極く 粗末の るので あつたら しい、 甚 しいの 
，じを ると 床 おのな いのも あク た。 天 仁 二年忠 宗の參 諸の 時、 切部庄 下人 小屋 相 泉 館 
邊 下人 小屋に 消ろ、 又 水 飮廊野 川 •高波 多 野績松 等の 假屋じ 泊つ たこと が 見えて 居 
る、 又 御幸な どじ 多 人 數參詣 の 際には 假 崖が 少 くて 宿 治に 西 難した 樣 である、 を 家 
の 記 化 小 松原 宿泊の 巧ろ、 假 屋が少 いので 諸人が 互に 宿 治 所を 爭 つたこと が 見え 
て 居る また 簡を 立て 自 みの 宿所を 明 じした ことがあ るが、 了 度江戶 時代 諸侯が 街 
道の 本陣へ 宿して 窩簡を 立つ たと 同じ 様で ある。 この 假屋は ± 地の 人が 立て、 泊 
がの みを 取つ たやぅ である。 中 お 記に 大家 庄司 高大 夫 假屋と 見え、 又 和 泉 館 小屋の 
I 注 化舍人 等の 傭る 所なら と 見え、 吉 記に 湯 淺 入道の 堂に 泊つ たと あるので、 ほ 想 
一 像が 出 ホる、 殊に 勢力の あつた 人は を 所に 宿 治 所を 置いて、 治 料の みならず 飮 食を 
も 賄つ た樣 である。 熊 野 別當で 尤も 名高い 湛增は 米 良 實法院 とる 實方院 とも 鳥 巧 
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’  とも 稱 して 那智薪 亭本宮 に 本 巧を 置き、 猶ほ 切目 王子 田 邊王モ 纔切玉 テ 近 露 王子 
I 等尤る 形勝な 地に 堂を 設けて 居つ た、 經 房は 是に 治て、 湛增が 食物 一切を 供した と 
がま 記に 見えて ある、 これは 俭も 後世 旅館の 支店で ある、 この 旅館た る 堂や假 崖は 
子孫に 傅 へられた と 見え、 湛增の 切目 や擺尻 やお 露が、 其の モ快寬 が經營 して、 經光 
I .卿 參拜 のが 每に 消つ たこと が 經光卿 記に 見えて 居る。 後世が 勢 參宮や 湯殿 山參詣 
等に て 悲劇 喜劇が 演ぜられて 居る が、 熊 野 參詣の 道中で も 同じ 樣 であつ た、 道 成 寺 
’  緣記を 鎭淸姬 はもの 一例と して 尤も 興味 あるる ので ある、 

. . 

社地宿泊が  が上は衙道にがける旅館發達の有樣である が、能^ 踩 の 本 宮.新 宮.那 智 一二 山 の 社 地 
- では、 多くの 房舍が あつて をれ-^ 參詣 者を 多く 泊めて 居る。 これらの 參詣 者を 泊 
いる 所を 御 師と稱 し、 又は 師 房と も唱 へて 居る。 これは 參詣 者の 祈禱 を專ら 掌る ょ 
I ろ稱 した もので、 るとは 修驗者 山伏 •僧侶な どの 祈禱 者を 師の房 又は 御師と 呼んだ 
^ ところょろ轉じたものであら ぅ。中 を記天仁二年十月二十六日の條 に、申 刻 巧 着 新 
智師 房總^ 居と 見え、 元 應二年 二 巧 十 S 日の 米 良 文書に、 熊 野 山 本 宮御師 職と 見 t た 


のは、 記綠は 見ぇた せい もので あらぅ。 續 組が 風 ± 記に ょれば、 那 智の祖 僧房 舍 のぶ 
I が 二百 五十 餘人 あるが、 尤も 盛な 時代には 御 師の數 は 非常な もので あつたら ぅ。 

參拜 者の 泊 客は これを 檀那と 稱 し、 又は 引 檀那と 嘻 へて 居る、 檀那は 娜家 じて 施 
主と 唱 へた 詞の轉 じたる. ので、 參拜 して 祈 禱稱を 出す 人を 唱へ たもので ある。 引檀 
那は 先達なら 大 先達なら、 または 神官 僧侶が 引導して 參拜 し、 宿 治す る 人を 稱 へた 
樣 である、 應永 十六 年お夕 十一 日の 米 良 文書に、 熊 野參詣 良寶法 巧 引導 之 檀那 Ai あ 
るので 明で ある。 但馬一 曾 先達 門弟 引旦 .那 、備中 大夫公 引 旦那、 大和 國福住 寺 先達 引 
岛那 、山城 國 淀な 佛 道場 引 旦那を どの 名が ある、 この 檀那 •引 檀那は、 鎌倉時代 中期な 
.後は 盛に. 唱へ たものと 見を、 弘 安な 後の 文書に 屢記 、されて ある、. 

^舍乏 を； 現今 同じ 主 地に 屢 々旅行す る 人は、 大槪 旅館を 一を して ある、 これは 相互に 便利 
'であるから 自然に 起る ベ 含 現象で ある。 熊 聲詣も 檀那と 御師 との 間に 契約が 成立 
して、 一定の 御師じ 泊る こと、 なつて 居た。 鎌倉時代な 後 熊 野 信仰が 盛で、 日本 查國 
ょろ 武 ホ 豪族 諸人が 參拜 した。 これからの 武丰豪 族は を 御師の 家を 定めて 祈禱を 
一、】 伍した ので ある。 を 利 氏は 義國 が 來熊野 本 宮の高 巧を 一定の 御師 とを めた。 元應 
.  二 年 二月 十一 一一 曰の ホ 良 文書に、 熊 野 本 宮御師 職 事、 自 ，ま 部 大夫源 義阀な ホ、 令 義。 着 高 
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巧 法眼 御 房 ~上 者、 貞巧 一巧 者す 爲， 商 前， 云々 とを ぇて 居る ので 明で ある。 奪 巧る 脅た 
曆應 元年 二月 十五 日義國 が來の 例に 任せて、 高 巧を 御師 とちめ、 祈 禱の精 誠を 致ず 
べき^を 命じた、 これょ CN な 來 お 利將軍 累代の 御 師は高 巧で あつた。 この 外 常 陸の 
佐 竹 巧、 甲斐の 武田巧 美 作の 海老 氏. 一二 河の 聲 依、 杉 山 赤 ± の 諸氏、 駿 河の 高 橋ん 河の 
諸 巧は 寂圓 巧を 御師 とし、 藏 人頭 藤原忠 綱】 巧 鎌 倉 金 蓮 巧は 善 長 巧を 御師 とし、 一二 
河 足 巧 巧は 賴 順の 房を 御師 とし、 上野の 高山 •小が の 諸氏は 善 長 房を 御師 とし、 武藏 
の颗使 河原 巧は 寶報院 を 御師と 定めた 類で ある。 かく 武± 豪族な 下 諸人が 一定の 
御師 をを めて 參拜宿 消す る こと、 なつて からは t この 檀那が】 のをう つた 株と な 
ろ、 が產 とを つて、 これを 賣買讓 與寸る こと、 なつた、 讓 輿の 例は、 

.道 貴 かか ほち の ゅつ り 狀なリ 

を かく ゆ つら わたす たんな の 事  ' 

巧 巧とぅ たぅみ のく にに し 山寺 伊勢 脚閣梨 門弟 引たん を 

むさし のく に •も、 ふの せんた も 近 江 脚 聞 利 門弟 引たん な 
て わの くじた も 脅の たとぅ 太郞 とぅへい 太郞； 5 さたんな 
件の わんを は、 寂圓 がわた くしの 物 化、 しかるを せぅた ぅはぅ に ゆつ ると こ ろ 聲 


化、 た しごけ 一 ごは しんたいす ぺし 、こほうしに はたか まつょろ のゆク 6 の だ 
んを 、ひたらの さたけ の 一門、 かいの たけた の】 門を ゆづ ちわたず、 をの ほかを さ 
あい 物と もを ば •せうた うばう のはから ひには r、 いべき なろ、 仍狀 如， 件、、 

•弘ま 十 年 十月 廿 九日  寂圓 (花 巧) 
契約  ‘ 

檀那 三 河國を 助】 巧 師職事 

右 於， 被 檀那 奢、 庐を 師弟 之 契約 祐 。副 願文な 下 文書 等： 中 院刑部 阿 閣梨御 房 榮辨仁 
永 所。 避 渡實お 化、 自今が 後圣不 ，巧 肴， 祕妨奢 化、 仍爲 、後 夕證文 之狀如 妊、 

延文 款年替 二月 甘 四日  法橋賴 順悉塑 

爲後 證權少 僧都. 獻顺 悉雙 

と 見ぇ、 また 賣 買の 例は、 

永賣渡 檀那 事 

秩 父. 一門 內上 劈國 高山 ルが】 門幷 島山 尼 御前 同め ぃ 御前 舶膜航 論理 
を 檀那 者、 長實 重代 相傳 檀那 也、 而依 看。 要用- 敎覺巧 法眼 弟 モ若狹 殿た 魂 錢拾伍 貫 
文た 願文 相 共た 限。 永代 所。 賣渡實 お 化、 查不哥 着。 他妨担 於。 此 檀那 一巧- 雖各 柯國 住-巧 

神祗と 交通  五六 九  . 


日本を 通 あ 論  五 セ 〇 

，被。 尋 取， 候、 葛义 向後 致 達 亂亩祐 違乏時 考が韓 用途 一倍-若 狹 殿方へ 可 ミ 沙汰 辨-物 化、 
尙若賣 倍 之 用途を 不舞候 者、 長實 知行み 檀那 にても 候へ、 所帶 にて る 晝倍仁 相當‘ 
可。 巧取棱 、仍爲 ，辕曰 沙汰 _證 文 如 妊、 

嘉元 S 年 巧 一月 十四 曰  藤 原長實 一花 押) 

.  •母 藤 原氏悉 押) 

と 見ぇて 居て、 查く 他の 同 島 地、 を 地 巧 家 等を 處 八刀賣 買ず るのと 查く 同一で あつた。 
面白い のは、 參詣 せざる が 前に 御師と 檀那と 契約を して、 參詣 のせつ には 必ず 師房 
に 泊るべき 約狀を 入れた ことで ある、  ’ 

武藏國 小 玉 郡么內 •しを の やの 住人 ひた 五郞 入道 行 印、 又はを かくき と 申 候、 い 脅 
だ 熊 野參詣 せず 候 間、 はじめて 京都に て師 旦那の けいやく 申 候ぅ へは、 末代 違で 
もがい なく 御 巧 中. へまい ろて 候、 のらの ためと 願文 如 妊、 

延文四 年 十二月 八日  巧 巧 悉狎) 
那智山 御 師が松 お 武闽閣 梨 御 房 
是は薑 山 殿 祀が國 せめの 御 時. 

と あるは 尤もょ い 例で ある、 殊に 契約 狀を 願文と いつて 品位を 保てる のは 尤も 妙 


ホ ある ことで ある、 


神化 參拜の 
精神的 ホ 面 


六 

♦ 

神社 參拜は 我が 國 民の 敬神 尊王の 思想に 出で たるので、 をの 原因は 報恩 反始の 
一.； 韓 神に おでた ことは いふ 咬で もない が、 この 參拜 と共にぶ 山 大^を 涉ろ長 堤 
曲哺 をた どろ、 悠 々天然の 勝地 風光を 賞し、 て、 身 ふの 修養に 資する-ところが あつた、 
や 右一で こ、、 あるは 海 潰を 過ぎ、 あるは 野 徑を經 て 挑 望 極ら なく、 遊興 限ぅな しと 書か 
れて ある、 これ 我が 國 民が 天地 自然を 愛ず る 一大 特質に 因つ たもので、 敬神の 思想 
とおに 淮然の 氣を養 ふたもの である。 我が 國 民が 進取 活 達の 氣 性に 富んで 居る の 
も、 これに 負 ふところが 少 くない、 隨 てこの 參拜 中に 思想の 交換 や疏 通が 計られて、 
種々 な ことが 計畫 せられた、 後鳥羽 天皇が 建 久九年 正月 御 譲位に なられてから、 を 
乂  S 年 咬で、 每年 近臣を 伴 ひ 熊 野に 御幸に なられて 居る は、 固よ ろ 熊 野 信仰に 據つ 
たもので あるが、 これと 同時に， 尤も 身、 むの 鍛練に 力を 盡 された ものである、 卽も承 
乂 討幕の 大 精神は、 この 參拜の 間に 養 はれて 居る、 熊踩大 先達 長嚴 が承乂 役の 張 本 
人と なろ、 熊 踩の旧 邊法巧 や、 小が 法 巧が 勤王の 兵を 擧げて 宇治 刀に 戳 死した ので 


神社と を 通 


五 七) 


り 本 變遞ぉ 論  五 七 二 

明に 證據ぶ てられる。 彼のを 名な 信 濃國の 住人た 科 盛 遠が 後鳥羽 天皇の 知遇に 感 
じて 勤王の おを 擧げ 、父子 一族 悉く 節に 綺 じたの も、 もの 原因は’ この 參詣 中の 出 ホ 
事で あった。 され^ 神社は 物質 上の 交通 機 關發達 上に 巧が あった のみでを い， 音た 
精神 上の 交通に る 偉大な 巧が あったと いはねば をらぬ。  - 

去年 十一月な 巧 列" •しい 神經 衰弱と 脚氣 とに か、 って 居る ので、 再 己御獄 りした が、 ん咖黨 を 
の 請に よりて、 化む を 得ず 建た 元年 後 鳥 上 羽 皇熊野 御幸の 史料 笑 目 ネお料 四篇ノ セ) を 編 
，纂 した 時の 調査が 科の みで 筆を よった、 固より 粗漏 燕 難な 點は 免れない 、要. に 識者の 敎を 
仰ぐ。 (大正 お、 六、 廿の 稿) 


I  後 化 條氏傅 馬の 制 

I  附 、道路の 修築 

渡 邊世祕 / 

戰國 時代に 靜雄 諸氏が 各地に 割據 して 直に 雄を 稱 し、 封 城を 爭ふ 時に 當ら ては、 
S 道路橋 梁 皆 軍略 上に 基いて 設けられ たので あるから、 道路は 險惡 、橋梁は 成るべく 
架せられ ずに あるの が 多い 樣 である。 併し これは 敵に 對し V のみ、 もの 必要が あつ 
辞 雄の 巧路  たので あるか、 道路の 險惡 、橋. 梁の 架設な きは 自己 用兵の 上 k も 不便で あるから、 地 

修狸  \ 

I 方に 由ら ては 自己の 必要 ょら 道路を 平易に し、 橋梁を 架設した もの も歡 くを いの 
一で ある。 卽も 自己の 領 內平靜 にして 外敵の 侵入を も豫 想せ ぬ 程の 勢力 あれば、 則ら 
j 道路を も 平易に し 橋梁を も 架設した ので ある、 夫の 武田巧 •化條 氏の 如きは 優越を 
一る 勢力を 地方に をして、 外敵の 侵寇も 多く 豫 想し なかつ たので あるから、 道路 も修 
築され、 道路に 沿 ふて 宿 驛の剩 など も 割合に 巧く 定められた 樣 である。 武田 も條兩 

後 ホ 條巧傳 馬の 制  おち ご 


化 條氏傳 馬 
の 制の 起原 


目 本 巧 通 あ 論  五セ幽 

巧が 勢力 優越なる と 北 ハに 深く 民政に も 注意し、 下民を 撫育し、 領 內ま穩 なる に勉め 
た 事は •旣 じ’ 周知の 事實 であるが、 この 兩 氏が 民政 化 深く 留意す ると おに、 又 驛傳の 
制な どじ もム を巧ゐ 、多く 下民を 煩は さぬ 樣 にした ので ある。 もれで 武旧 巧の 事は 
姑く 置き、 化條巧 民政の 槪 要は 先年 戰國 時代 お 論で 說 いたが、 をの 內 にも 驛傳の 事 
も 少し 許ろ 述べて 置いた ことがあ るが、 この度 女 交通 あ 論の I 部と して 特に 傳馬 
の 制を 稍 や 詳細に 說 き、 併せて 道路 修築の 事を る蔡 へて 見ょ， ぅと 思 ふ。 

，第一  傳 馬に 就いての 規定 

化 條巧傳 馬に 就いての 規定は 孰れの 頃から 設けられ たので あるかは、 文 獻の徵 
すべ 含る のが 歡 いので 明 じする 事が 出來 ない、 併し 化條 巧の 各種 制度は、 化 條氏康 
の 時に 創を された るの が 多い 樣で あるから、 もの 頃では なから ぅかと 考 へる。 傳馬 
の 事の 最も 早く 見ぇた のは、 吾人の 管 見では 明叔錄 にある ものである、 明叔錄 はま 
として 臨 濟禪の 明叔慶 渡の 語錄を 載せた ので あろます、 慶 俊は 山城 妙 4 寺に 出世 
し、 甲斐 慧が 寺を や 興し. •後に 美 凛愚溪 寺に 移ろ、 大圓 寺に 董 し、 最後に 尾 張瑞泉 寺に 
住し、 天文 二十 一年に 寂した 高僧で あろ 違す、 而 して まとして 慶竣の 語錄を 集め 咬 


した この 巧 叔錄の やに、 天文 二十 年 五月 二十 六日に 智晤と 云 ふ 僧から た、 心 庵に 寄 
せた 書翰が 載せられて あろます、 もの 書翰に 智晤が 箱 根な 東 ル 田 原 •鎌 倉金學 江の 
島を 旅 巧した が 行を 叙して 居ぅ 聋 す、 をの 內ド 「從小 田 原 到 鎌 倉路次 並靈區 所々、 大 
を 印判 除 一里】 錢傳馬 一二 匹、 關東爲 十 里 馬 欺」 と 書いて あら 脅す、 これに 依ろ 達すと 
旣に傳 馬の 規 をが この 時に あつて、 を宿驛 では 馬 S 匹宛備 へて あつて、 氏康の 「巧 除 
一里 一錢」 と ある 傅 馬の 朱が 狀を 得れば、 賃金は 拂 はなくて る 之を 使用し 得る 事が 
知れる ので あら 違す。 

をれ で 傅 馬は 宿驛で 如何にして 備 へられる かと 云 ふ 事を 者へ まする に I 武藏多 
摩 郡關戶 宿の 文書が 武州 文書に あろまず が > これが 好く 問屋と 傳 馬の 關 係を 示し 
て 居ろ-^ す、 をれ は、 

猶巧 商人 道 者 問屋 事、 不可を 別條 候、 有 違亂之 者は、 此方へ 急 度 可 申 上 候、 

關戶宿 中 商人と ゐ屋之 事、 從今目 ホ 付 候、 若 至 自余へ が 考可及 其 巧 於 此上傳 馬な 
下彌 無々 沙汰 樣可 申が 者 化、 仍 如俾、 

天文 二十 四 乙 卯 正月 十一 日  盛秀 (花 狎) 

有 山 源 右 衞門殿  - 

な 北が 巧 傅 馬の 刷  五 セ 五 


日本 巧 通 お 論  五 セ 六 

•  是は有 山 源を 衞 巧が 關口 宿の 問 崖と なつた ので、 傅 馬な 下宿に がける 巧 事を 執ろ 
閒崖  ^ 巧 は し む る 事 を 命 じ た も の で あ り 淨 す。盛 秀は如何なる人か知れませぬ が、關 戶 を 
^ 支配して居ろ或した化條巧の重臣であらぅと思ひま す。關 戶 は 武 藏 の ま な る 宿 で、 
- 甲信兩 毛へ 參 らんと する には、 必ず この 地を 通過し ましたので あろます から、 關東 
I の 要衝の 地で あら 建ず 姜た從 て、 をの 宿に 居ろ 達す 問屋は 傳 馬は 勿論を の 他宿驛 
^ として勤めなければならぬ事が多かつたのであらま す。尙 ほ永祿と年九月二十曰 
に化條 氏が 錦戶 宿に 出しました 沙汰が、 矢 張武州 文書に あろます、 もの 中に 市日を 
をめ、 濁酒 役、 鹽 あい 物 役を 赦免す るを 命じ、 傅 馬の 事を を 令して あります、 其 文は、 

一、 傳馬之 事、 一 曰 二 一一 一疋を 畢 、御 掛馬之 柳 者、 十 疋巧立 之、 但自當 年如此 、自 寅年 如 前 
I  前 巧 致之舉 

と 書いて あろます、 卽ら 平常は を宿驛 では 一日に 二 一疋 傅 馬を をめ 置かし め、 巧康が 
^ 出馬ずる場合には十疋出さし，^る事を命 じ、今 明 兩 年 こ の 通 と し、、が 祿 九 年 ょ ろ 前 
前の 通に 致す 樣 にと 命じた ので あろ 讀す 、併し、 この 前々 の 通とは 如何なる 規定で 
^ あろ 建す か 明で あろ 違せ ぬ。  . 

傳馬 朱印 狀  さて 旣に說 きました 傳 馬の 朱が 狀と •な 如何なる もので あろ 今す かを、 次に 例を 


擧 げて說 明して 見 或せ ぅ。 永祿 十】 年に 相 模を柄 下 都 早 川が 海藏 寺の 僧が、 相模か 

! ら甲裴 に 出で、 信 濃に 入ろ、 木 曾路を 通つ た 事が あらます が、 もの 時の 朱® 狀が相 州 
文書. に 見を て 居ろ ます、 卽 らちの 文 言は 次の 通で あろ 音す。 

傅 馬 五疋無 相違 巧 出 之、 海 藏寺被 遣 相 
州 細分 國者 可驗 一里 一錢者 也、 仍如 件、 

辰よ 九日 為総邮 一)  岩 本 奉 
自小田 原 國府迄 
關本透 宿 中 

これが 朱が 狀 であら 咬す が、 文 言は 孰れの 場合で る 略同樣 であろ 或す。 化し 朱が 狀 
に 命ずる 傳 馬は 一 一疋の 時 も あろ、 八 疋の時 も あろ、 將た 十一 一 一疋の 時 も あろます が、 お 
巧狀は 多くの場合な 用 飛脚に 與 へられ 过 すか、 若く は 之に 準ずる 時の 樣に思 はれ 
違す、 卽 もな 用の 薪 3 灰を 取 寄せ、 竹 木を 運ばせ、 佛師を H •大工 •舞 人 等を 化條 氏が 巧 寄 
す 時の ものな ど 今日 多く 殘 をし V 居ろ 或す。 

朱 巧 狀 に 就き 細目に 瓦ろ 之を 說 くには、 次の 或 州 文書に 由る が 最も 便宜と 思は 
れ ますから、 之を 揭げ て說 明し ませぅ、 

後 化 條氏傳 馬の 制  お セた 


慎を 
判 巧 
斷狀 
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提 

一、 西 上 州 表へ 傳馬之 事、 奈良 梨ょ ろ 高見へ 可 次、 此方 者須賀 谷へ 巧 次 事、 

一、 近年 境目 一一が 而® が 不辨之 由 候 間. 只今 ょら 來申ー ニケ 年 考常者 一日に 參疋定 
置 候、 例式 者 更傳馬 之 用 所 も 有 間 敷 候へ 典、 先大體 之を 一日に 可爲 を、 出馬 之 時 
者】 日に 拾 疋巧立 事、 

一、 常 こ 者】 曰 ニー ニ 巧 之 外 何 與ホか 候 お、 傳馬來 重 候 化 r 先 次第 ニニ ー疋 之 件 不可 立、 
曰 送に 可 致 之 事、 

一、 出馬 之 時拾疋 、是又 先 次第に 何 與が懸 候 典、 拾 疋之外 不可 立 事、 

一、 文 言を 好 ミ 可見屆 、可 除 一里 一錢與 有之傳 馬を ば 巧 除’ 扱 ス可除 文 言 無 之 者、 な 
方 荷に 候 典、 其 外 者不及 沙汰 途從 口が 之 前、 一里 一 錢請取 而其上 可 立 之 事、 

一、 日付 之 文 言 巧 こ見屆 、先 次第 之 所み 明に 可 致 之、 自然 入 筆 等爲紛 事を 之 者、 不相 
，立而 其 印判を 巧 致 披露 事、 

一、 萬 一 或 常 S 疋之 外、 或 動 之 時 十 疋之外 有 之考縱 公方 荷に 候 お 請 賃を巧 出 間、 其 
賃を從 口が 前 請 取、 巧 或 儀を ば 巧辨濟 事、 

己  上 


をと* 條當鄉 巧を 其 旨、 然 -I 文 言を も 不見屆 、或 恐權 巧、 或隨 時之强 儀、 法度 之 外、 傅 馬 
を 立 二 付 者、 當鄉 自滅 迄 候 間不及 是非 候、 巧を 所 如 件、 

(虎® 

，天 お 十 年^ 十二月 九日 

これに をれば 比 企 郡奈良 梨が ょろ 西 上 州に 至る には、 高見に て 傅 馬を 次ぎ、 小 旧 原 
に來 るには 須賀 谷に て 次ぎ、 一日に 馬 S 疋 のをに て 準備せ しめ、 事 ある 時は 十疋を 
ffl. さしむ る 事と し、 平素は 如何に 繁用 なろ とも S 巧な 上を おさしめ ざら しめ、 一一 一疋 
じ y 巧 用 辨じ難 含 際は 之を 日 送に なさし めた、 义事 ある 時 じても 十疋な 上の 徵發 
には 應ぜ ざる 事と し、 奇除 一里 一錢」 の 文 言を 巧く 見 究め、 可 除 文 言 無き ものは 縱へ 
古河な 方の 衙な ろと 離 も.' 規定 通 一里】 錢の 割にて 賃金を 請 取て 馬を がすを 命じ 
た、 而 して 十分 じ 日付 文 言 巧 判を 見届け、 怪しき るのは 早速 披露させる 事と し、 又 平 
♦素は 一二ぶ、 事 ある 時は 十疋 のを なれ ども、 これな 上の 馬を 出せし 場合には 、公用と 雖 
も 必ず 賃金を 要求す べしと 規定し' 權巧 勢家と 雖 もこの 規定な 外の 强 要には 從は 
ざら しめぬ 事と したので ある。 傳 馬の 規定と しては 誠に 細密に 行 届いた るので あ 
る從 つて 朱 巧 狀の文 言は 勿論、 墨を 日付 陆 形を 見究る 事が 必要と なつた ので ある。 

後 化 條巧傳 馬の 欄  五 セ 九 
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これには 往 々僞 物を 造る 者が あつたから、 かく 細密に 注意す る 必要が あつたので 
あらぅ。 义傳 馬の 規定に 關 して、 武州义 書に 多 摩 郡 平 井 鄉の傅 馬 奉行に 出した 巧 六 
月 四日の 虎 巧の 沙汰が あク ますが、 これ 又 前に 揭げ たものと. ながに 於て 左した る 
相違が あろ 受せ ぬから 略しまず、 これにる 傳 おを 使用して 代物を 拂はぞ 非 分を 懸 
くる 輩は 鄉中 にて 溺 取、 小 旧風に 訴 ふべき ことを 命じ、 傳馬朱 巧狀に 就ても 豫て傳 
馬 奉 巧に 附與 して ある 巧 形と 相違 なきや 否ち もの 文 言 日付 等を 巧 細に 吟味す る 
ことを 注意して 居ろ 寺す。 

，をれ で 一里】 錢を 賃金と して 請 取るべき 朱印 狀 には、 ず 除】 を 一錢」 の 文 言は を 
き篱 である、 卽ら をの 例と して 相 州 文書に ある 次の 朱が 狀を褐 げん、 これは 賃金を 
要する ものと 思 はれる のて ある 

傳馬拾 一一 一疋 巧 出 之、 每年 相を、 す、 

かき お 五十 俊 被な 寄 御用 化 仍如俾 
癸 酉 十二月 爲 餅 蚊 

す.^ かきょ ろ 


江 雪 奉 


小 田 原 迄 


ごの 朱 巧狀は 愛甲 郡 煤* をが ょり 炭を 小 旧 原に 納 いる 時の るので あるが、 他の がに 
は 巧 除】 里 一 錢の文 言が あるけれ ども、 この場合には 養の 文 言を ければ、 必ず】 里 
一 錢の口 付錢を 道中のを 宿で 取つ たのでは ある 咬い か、 これを 前の 朱 巧狀と 比較 
ずれば 相互の 意味が 能く 見を るので ある。 

又 朱巧狀 には 印形が 必要 條 件の 一で あるが、 このが 形は 上の 通ろ であつ て、 縱一 

寸 とみ、 横 一寸 九み の 巧 おの 上に 馬の 形が あつて. 
傳巧 文は 「常 調」 の 二字で ある、 普通には これを 傳 馬の 
馬 朱 巧 と 呼ぶ ので ある。 但し 磯 河の 青木 文書の やじ 
は、 化條 巧の 傅 馬の 朱 巧狀じ 次の 通ろ 縱二寸 四み、 
•横 一寸 八夕 長方形の 朱印で 「武 榮」 の 二字の 巧 文の 
ある ものが ある。 これは 傳馬 のみなら ぞ 他の 事 じ 
も 多く 用 a られ た樣 であるから、 或は 化條巧 領內で 一地 方に 限て、 時じ轉 馬に も 用 
a たもので は ある 营 いか。 卽も足 柄の お 切の 場合の 傳馬 朱巧狀 に、 この 巧を 用； 5 た 
ので あつて、 外では これを 用 a たのを ホ だ 見ない から， これは 足 柄 地方を 限つ て 使 
用した のでは なから ぅか。 元ず 傅 馬の 朱 巧に 於て は、‘ 武田 巧は 巧 文に 「傅 馬」 の 巧 文を 

後 化 條氏傳 馬の 測  ぶ 八 一 


朱 


五八 二 

用 ひ、 德川 巧は 「驛 馬傳 馬」 のが 文に 加へ て、 人夫が 馬 
武を 索け る圖を 入れた る 朱 巧を 用り て 居る 様に、 傳 
榮 馬の 朱 巧 などは 何人に も 知れ 易い 樣 に、 巧 おが 直 
朱に 意味を 現は す樣に 造られて あるのに、 苗榮」 の 巧 

巧 

形を 傅 馬の 朱 巧に 用 ひて 居る のは、 少し 變 態の 樣 
に 思 はれる ので、 特に お 柄 地方に 限て 用 ひたる の 

の 樣に考 へられる ので ある。 

傅 馬の 朱印 狀を 出した のは.' 化條 巧が 先き か、 武田 巧が 先き か、 もの 前後は 明で な 
い、 元 ょら 武旧氏 も化條 氏と 同樣 に、 領內の 必要に 迫られて 傳 馬の 朱印 狀を 作つ た 
ので あるから、 敢て 前後を 云 ふの 必要は ない が、 今日 迄に 世に 現 はれた 文書の みで 
云へ ば、 化條 巧の 方が 先き の 樣じ考 へられる ので ある。 をれ を义德 W 氏が 模 して 作 
つたので ある、 もして •他の 諸家には {凡つ た 傅 馬の 朱印 狀 はない 様で ある。 をれ 故 今 
日の 所では、 傅 馬の 朱巧狀 は化條 氏が 始めで あると おに、 細密な 規定 も ホ 他に をの 
類例を 見ない ので ある、 これを 見ても 化條 巧の 民改 が、 如何に 行 屈いて 居た かと 云 
ふ 事も考 へられる りで あぶ。 


I 


路島湯 

修まを 

築で よ 


第二 道路の 修攀 掃除 


り 一二 
の 道 


外敵 常に 領內に 侵入す るの 恐 あれば、 道路の 修築 掃除 も 左程 必要とは 思 はれぬ 
ので あるが、 化條 氏には、 をの 恐がな かつた ので あるから、 自己 用兵の 必要ょ i 道路 
の 修築を も 命じた ので ある。 こ^じ 諸國 古文書. 妙が 豆の 內 に、 天 正 九 年 八月に 化條 
氏跋 がた ホ 某に 命じ、 箱 根の 湯 本から 伊一 盘の S 島驛 迄の 間の 道路を 修築 さした' 放 
汰が ある、 をの 文は 次の 通ろ である、 

自湯本 毎度 御作 之み 候 道、 諸 軍勢 爲 普請 越 山 之 間 萬 端を 巧 置、 悉宿中 之 者を 巧 連、 
ほを 含 所を ば 膝を きろた て、 馬 さくろ、 ぬかる 所を ばぅ めたて、 少も無 相違 樣可作 
立 候、 例式の 往 行の 様に 武者 小 荷駄 者 無 之 物に 候、 少憩 所に ては 小 荷駄 者た をれ 
候 間 >遂 其鹽げ 返と 可 入 精 候、 仍 如が、 

笑 正 化) (虎 印)‘  ；  . .. 

辛 己 八月 十五 日  ‘ 
木が 

これ じょれば、 諸 軍勢 普請の 爲 めに 箱 根 山を 越 ゆるに 就 一二 島驛の 木が 某を して 
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い驛中の者を驅ろ集め道路を修築せし め、細 き 所 は 切 廣 げ，泥 淳 の 所 は 埋 立 を を さ 
しめ、 小 荷駄 者の 驚れ る樣の 事な き樣に 吟味せ しめたの である。 

これで 化條 巧が 道路を 修築した 事を 考 へられる ので あるが' 道路 計 6 でな く 旨 
の 道 造幷じ 掃除 等 じる 多く 留意した 樣 である。 さ 含 じ 述べた 明 叔錄の 文中に 小 田 
原の 有. 様を 述べた 文 言が ある、 をれ じ 「ル 田 原 町 小路 數萬間 地 無】 塵 東南 海 化」 と 云 
ふて ある、 ると ょろ 文章 上の 形を で、 餘ろ 信用す る じは 足らぬ ので あるが、 卜旧原 T 
ががく 掃除され て 居た 事を る 多少 考へ 得る 資料と なる であらぅ と S ふ、 等 じ化镶 
巧は 武藏川 越に 於ても、 道 造 掃除を を 沙汰した 事が 武州 文書に 見ぇる、 これと 明叔 
錄の 文と 併せ 考 へれば、 明叙錄 .の 文が 强ら 文章 上の おを とのみ 考 へられぬ ので あ 
る、 川 越 和に 巧した 沙汰は 次の 通りで ある、’.‘ 

宿 中道 造 並 掃除 奉行  • .  '  . , 

一 唐人 小路 

.  佐氣原 新兵： 衞 
•  . .  金を 彥左衞 巧 

’  內  が將監 


淸田庄 右衞巧 


pi 


な  上.、 

•を 小路 惡行候 者、 其 W 之 衆 申 合、 時々 刻々 可 爲造之 候、 縱 洪水 之 時分み 道ぬ から 
ざる 樣 に、 地形 蜜 巧へは 巧 ± を持懸 、いかにも 結構に 巧 造 立 事、 一宿 和 人物 上 之 
前に 有 之義二 候、 於 自今は 奉行 衆 無々 沙汰 巧 申 付 者 化、 

一、 小路 每日巧 致 掃除 事、 

•羣)  こ.：、 

一、 屋敷 之く ね、 をを て 小路 之み 者吉 をな くみか^ じ 致 之 巧が 事  ， 
一、 宿 中火 之 番嚴密 じ 可 致 之 事、 

右條 々若 於 相違は、 奉行 衆 致不を 曲者 化、 仍 如俾、 

ホ 十一 巧 廿日  ；  (花 狎) 

この 沙汰に あぅ 達する 花狎は 何人なる か 判然せ ぬので あち すが、 これは 川 越 城 
にあろ ました 城 まの るので、 これが 掃除 奉 巧に 沙汰を 出した のであろう せぅ。 

.‘ ..これで 見 寺ず ると 宿 中の 道路 修築 及び 每 日の 掃除、 屋敷の 垣の 造 方 等を も 沙汰 
したので あ .9 違して、 がく 都巿 としての 行政の 巧 屈いた 事が 考 へられる ので あろ 
達す。 川 越の W で すら この 通で あろ 達すから、 をの 中、 心都ボ である 小 田 原の 町が、 掃 

後 化 條巧傳 馬の 制  五八 互 
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除が 巧 屈き 道路の 修築され て 居た 事る、 想像され るので あろ 寺す。 

宿の 保護 パ  宿に 關し 達して は 道路の 修築 •掃除 等 計で をく、 宿の 保護に 就いても 多くの 沙汰 

が あろうす、 卽ち緒 根の 畑 宿が 灌轉 する を 憂へ、 化條 巧が 諸 役を 免じ 十 かに 木工 細 

エ 等に 對 して 保護を 與 へ、 武藏の 品 川 宿の 繁榮 をる. 計々、 新 宿 創立に 就いても 特に 

保護を 與 へました 事な どが あろます。 併し これ 等は 道路の 事卽も 交通を とは 直接 

I の關 係が あろ ませぬ から、 別に 說く 事と しう せぅ。 

巧 眉け る 行  要するに 化條 巧の 民政は 最 る巧屆 いて 居ろ 違して 道路に 關し 、將 たを の 交通に 
政  ^ 

就て、 を 宿に 備 へし 傳 馬の 規定の 如き も、 十分に 完備した もので あつたの であろ 或 
す。 かく 巧 屈いた 政治を 行 ふたの^ あろます から、 明 叔錄の 中に も、 「おを 平 曰蹈實 地、 
^ 表 文 裏 武、刑 罰 淸 而 遠 近 服 矣、違 今代 天 下 無 雙 之 覇 王 化、凡 爲 ± 者 不 巧 不 敬 之、萬般 驚 
耳目 而 目」 として 實 際を 臣擊ム た 者が 讚 歎して 居る ので あろます。 從 て化條 氏の 民 
改 が、 他の 群雄 諸 巧の 所領と 比較し まして、 非常に 優れて 居た 事る 考 へられる ので 
あろます。 この 後化條 氏は 滅びましても、 優良なる 民政の 施設は 化 然として をし、 德 

だ 口 幕 お 民™  / 

政の 基礎 心， 氏に ょろ て襲蹈 され、 江戶 幕府 民政の 基礎を なし‘ 一一 音 年の 間、 をの 精神は 傳承さ 
れ たので あろ ず。 


~  德川 時代の 街道な 宿！： に關 ずる 一二の が 見 

文學博 ± 內  田銀戀 

置 街道  德川 時代には 五街道と いふ 名稱が あつを。 或は 五 海道と ぇ 書いた。 をれ は 東海道 • 
中 山道 自 光道 中奧炯 道中 申炯 道中を 申した ので ある。 中 山道は 中 仙 道と も 書き、 日 
光道 中奧州 道中 串 州 道中は、 もと 日光 海道 奧州 海道 申 州 海道と 申した が、 正 德六年 
I  ( 卽も享 保 元年) の 頃から、 中 山道は 專ら 山の 字を 書き、 日光 •奥州 申 卿への 衙 道は 道中 

I と 稱 す ベ き こ と じ を っ た 州 燃 ^ 賊 鈔 麟 僻 钟 感 S い 離 ^  ^  ^ 邱 ^いが 上 り 五 街 
道は 水戶 •佐 倉への 衙道 とおに、 江 戶を中 ふとして 分岐せ る ま 要なる 道路で あつた。 
之を 反對に 云へ ば' 任戶じ 通ず る 大路、 江戶に 集中した 交通の 幹線で ある。 

佐 倉 海道  佐 倉 海道と いふ 名稱 は、 延寶二 年 五月の 傅 馬 宿拜借 錢之覺 に、 東海道 申 山道 •目 光 
\  海道 幷奧州 海道 申 州 海道と おじ 見ぇて 居ろ、 If  % ホ 如!^』 は 凹 卷の五 Vir の 一 上 一、 道 セ 中 頁の 广？ 一徳す 加 
お 德二年 S 月には、 東海道 卓 山道 自 光海 道奧が 海道と 典に， 水 ぞ佐倉 海道へ る 書 

德川 時代の 街道 及 宿 驛に關 する】 二の が 見  五八 セ 
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付を 渡された とりこと であるから、 『德训 細- 1 赋』 I 一  和水戶 •佐 倉への 衔道も 重要視を 
I  れて 居つ， たこと と 思 はれる T 地方 凡例 營卷 六には 東海 寧 中 山羣州 道^ 白光 道 
中、 及水戶 海道を？ 五 海道と して 居る。 1 3  i  S 1 1 S 助 
'日本 圣國の 交通。 を考 ふる 場合には、， 當時 其の 外に 尙像 幾多の 重要なる 通路が あ 
つたに 違. いない、 中 國路の 如 さ 其の】 つで ある。 然るに 特に 五街道と いふ こ， とを 申 
したのは、 蓋し 江戶 幕府の 見地から して、 專ら 江戶に 通ず る 大路を 擧 げたに 外なら 
をい。 なの 今 述べん とする 巧ホ專 ら五銜 道と もれに 屬 する， 一ニ ニの 宿 驛に關 してで 
I ある。  . . 

■『德 川 禁令 考』 卷五 十九、 四 八 0 頁に 引かれた 『勘 要 記』 の 文に 據 ると、 何 國何驛 迄を 中 
圃 路と唱 へた か 不分明の やぅで あるが、 內 藤耻叟 .巧の 奮藏 本で 今 & の 所持して 
居る 『道中 方留 帳』 には、 中國 路は大 坂を 起點 とし、 尼 ヶ崎齒 ノ宮宾 寧 明 お.... 長府卞 
、.  關を 經て大 里に 至ろ、 ゾ巧 S 拾 里廿四 T と 記して ある。 尙ほ 他の 類本を も 對照比 
•較 して 見たい と 思つ て 居る。 

g 梅 道の 堅 I  東海道は 普通 じは、 江戶 から 東海岸を®' 由して 京， に 至 一る’ 大路で、 其の 間の 宿驛は 
お 川に 始咬 つて、 大津じ 至る 五十 S 驛 として 居る が、 『道中 あ留 帳』 には、 大津の 次ぎに 


伏 見 捷を方 辱 口を 載せ、 『憲敎 類 典』 に 見ぇて 居る 延寶二 年の 傳馬 宿拜借 錢之覺 にも‘ 

,1 東海道の 部に が見捶 等を 擧げて 居る。 蓋し 京 •大坂 間の 街道は 東海道の 延長と 見做 
§ 山道の 度され て 居つ たもので あらぅ。 中 山道は 扳 橋から を 山に 至る まで 凡 も 六十と 驛 、守 叫 
日 ホ 道中と. の 次ぎは 草津 で、 草津に 至つ て 東海道と 合する。 日光 道中は 江戶 ょろ 日光に 至る 通 

奥州 道中 

路 で、 化の 道中、 宇都 宮に 至る 皆での 間は、 實は 兼て 奥州 道中で ある。 江戶 日光 間には. 
千住韋 加. •越* 谷 姑 辟 乎 杉戶幸 手桌橋 •や 甲 古河 •野 木 商々 旧 •小山 •新田 •小金 井 •お 橋 •雀宮 拿 
都 宮卞德 次 良 申 德次良 •上 德次良 •大澤 •今ず 鉢 おの 二十 一一 一驛が あった。 S •邮 S 織^ 飾 
如^ 蛙 5 混 •げ 尸を 嚴密じ 奥州 道中と 申したり は、 蓋し 宇都 宮自川 間で あつて. 其の 
巧 州 道中  間の 宿驛 は. 白 寧 氏 家 喜 連 川 •佐乂 山 •太 旧 原 •鍋 掛癌瑞 •芦野 •白 おの 九驛 である。 甲炯道 
中は 江戶 •甲府 間の みならず 其の 延長と もい ふべ さ甲府 卞謙訪 間の 街道を も 併せ 
て 指示した やぅで ある。 師柳觀 I 則 f。 其の 宿 驛は江 ぞ甲府 間に 內藤新 宿ょ ろ 始まり、 
お 和に 至る S 十八 驛が あろ、 甲府 卡諷訪 間には 蓮 崎に 始まろ 上 雜訪に 至る 六驛が 
あつたが、 江 ぞザ府 間の S 十八 驛 中、 下 高 井 戶と上 高井戶 、下 鳥 澤と上 鳥 撰、 下 花 喚と 
~ 上花唤 、下 初 狩と 中 初 狩とは、 何れも 兩 宿で 一宿 分 主た 國領卞 布 田 •上 ホ 旧 卞お原 •上 
お原の五驛は’五ヶ宿で ー ヶ宿みだと『道中方留帳』に注レてある。麵か^£、}5鮮111^齡处 

穗川 時化の 街道 及 宿 驛に關 .する 一二の 邮巧  五八 か 


巧 本 交通 お 論  が 九 0 

宿 拜借錢 .么覺 に 巧で て 居る 江戸 •甲」 肘 間の 宿驛 は、 扇 井戸 •が 田扁中 •目 野蟲山 •駒 ホ 野ふ佛 。小 原 • 
與 鄕喜醉 •齡醉 。上野 原 •鶴 川。 野 巧を 犬 目 •鳥澤 •猿 橋 •駒 橋 •大月 •化 略 •初が 音 野 •黑巧 •駒 飼 •鶴 瀬 •勝 沼 •栗 

^  原右 和の二十八驛どけであ る。そ れ に 內 藤 新 宿 が ぶ え て お ら ぬ の は、其 の 時 に じ、內 藤 巧 宿 が 
ホ だ 夾. て 居 ら な か つ た か ら で あ る。 『道 や ホ 留 帳』に は、內 藤 新 宿 に 就 い て、 是 新 お -1 被 仰 

か 候 宿場-一が、 お 驛辨覽 こ 無 之」 と 注して ある。 內藤新 宿は 其の 設垃せ 、 

られた 後 も、 更に また 廢 せられた ことがある。 其の 事は 下に 述 ぶる。 

五街道と 現  今 や鐵 道が 國內 交通の 幹線に なつて、 古の 街道に 比すべき ものに なつて 居る が、 

今の 鐵道線 

路  德川 時代の 五衙 道と ちれに 相對應 する 鐵道 線路と を對 照し、 其の 一致 及 相違の 觀 
を 見る の も ホ 興味の ある こ •とで ある。 今の 鐵 道の 東海道線は、 熟 田 咬では 大體じ 於 
て德川 時代の 東海道と 一致して 居る が、 熱 旧から 名 古 崖に 至ろ、 をれ ょろ 西 化に 向 
ひ、 岐阜 夫 垣を 經て垂 井に 達し、 而 して 夫れ から 先き 垂 井韋津 間は 短- 德川 時代の 中 
山道に 對應 する もの、 如くで ある。 今の 鐵 道の 中央 本線は、 大體 にがて 先き の 中 山 
道に 代れる もの、 如くで あるが 棄京 卡誠訪 間は 却て 先き の 甲 州 道中に 對應 し、 又 
西の方は 先^の 中 山道が 草津で 東海道と 合する とな 異ろ 、早く 西南に 巧れ て、 名 古 
^  屋で 東海道線と 連絡して 居る。 今の 鐵 道の 東北 本線 棄京白 河間衰 日光 線は、 貪た 先 
I  § の 日光 道中 奧州 道中と 較べる と、 其の 或る 部分に 於て、 頗る 道筋を 異にして 居る 
ことで ある。 


美嫂路 


德川 時代 じは、 名古屋 から 淸須 ：：大 垣を 經 て、 や 山道の 垂 井に 至る 路を 美濃路 
といつ た、 今の 鐵 道の 東海道線 や、 名古屋 •垂井 間は、 先 づ大體 に 於て 此の 美 濃路に 
對應 する るのと 云つ てょ からぅ。 

今の 鐵道 線路と 昔の 街道との 詳細なる 對照 比較は、 歷を地 现凌通 地理の 專巧家 
じ 譲る ことにする 徊 故に 道筋の 變 化を 生じた かとい ふこと に 就いての 精細を 
る說明 も、 私の 今茲に 能くし 得る 所ではないが、 人文地理の 硏究 が， 地理 上、 歷 史上、 
經濟上 •及 技術 上の 種々 なる 理由を 合せ 考 へたならば、 之を 解釋 する こと 必らず 
しも 難く は あるまい と 思. ふ。 


五街道 通行 
の 諸 大名 


五街道のを、、 を 通 巧した 大名を 調ぶ る ことは、 當時 封建の 世に 於て、 化 等の 街道の 
交通 上の 重要の 程度、 聋 たもれ に屬 ずる 宿驛の 繁昌の 度合 等を 考 ぶる 上に 必要で 
ぁると 思 ふ。 私の 今 持って 居る 『律令 誌」 と 題す る 寫本鼓 廊柄飾 磁繩触 明のに は、 第 六十 
一項に お衙 道を 通 巧の 諸 大名の 姓名な 高 付を 載せて ぁる。 もれに 據 ると 萊 海道を 
逆 巧した のは、 巧 五十 九 家で、 其の 中で 十 萬 おな 上 (又は 十 萬 巧な 上 格} のは、 尾 州 名 古 
屋無州 和歌 川 •城 州 淀を 州 郡み 勢 卿 津向桑 名 相 州 ル 田 原を 州 彥學濃 州 大谭若 州 小 

德 W 時化の 街道 及 宿 驛に關 する】 一一の 巧 見  お 九 一 


ある。 5 5:^? 基 I 證 お 為 if 记 5 《次に 中 山道 通行り 


日 木 交通を 諭  五 九 二 

濱疫州 福 井 齒州鳥 取 •雲 州 松 江 捶州姬 路佑州 津山傭 前 岡 山 •備後 福み 藝州廣 島 長 州 
蔬 向州 德島 •讚 州 高 松 •豫 州な 山 向 宇 和 學± 州 高 知み 體が 智筑前 福鬧绽 後久 留米向 柳 
河皇 ，前 小 倉 向中 津胞前 佐 賀胞後 熊 本 み ^  S。 ネ薩州 鹿兒島 •對卿 府中の 一一 一十一 一一 大名で 

お 海 逆 通な の 
が 凡そ 七 家 あ 

みは、 三十 四 家、 其の 中 十 萬 お 3 上は 信 州が 代 •武州 忍 •加 卿 金學同 大聖 寺 睡中富 山 •越 
後 高 田の 六 大名で ある。 日光 道中 旅 巧の みは 骄州ぞ 都 宮向壬 生 卞總ホ 河 •野 州 佐 野 
下 總關宿 向 結 城の 六 大名で、 十 萬 おぶ 上は 一家 もない、 併し 次に 述 ぶる 奥州 道中 旅 
巧の みが おに 宇都 宮 ょろ 江戶に 至る 間の 日光 道中を 通つ た譯 である。 奥州 道中 旅 
行の 分と して 擧 げられ て 居る のは 一二 十と 家で、 其の 中 じ 十 萬 巧が 上の 大名が 九 家 
奠 州仙臺 •同 會毙向 盛 岡 商 一 一本松 向弘前 •同 白 川 •调州 庄內鶴 ヶ岡 •同 乂保早 同 米澤) あ 
つた 申 州 道中 旅行の 分は、 信州髙 島) 三 萬 お 商 高遠 (一二 萬 S 千 お) 同 飯奧二 萬受の S 家 
じ 過ぎない。 上記の 五街道が 外を 通行した るのは、 氷戶 道中 旅行の みが 二十 五家、 其 
の 中、 十 萬 おが 上の 大名が 二 家 喬州水 戶卞總 佐 倉) あろ、 义武 州岩概 S 萬曼は 岩概道 
を 通つ たとの こと、 武州川 越 乎 五 萬 お) に 就いては、 『棟 馬 通 候 歎、 ゃ 山道 板 橋宿掛 八」 と 

だ ) 广 一ら 5。0 .揀 馬は 叢し 

一 託し ホる 康馬 であらぅ。. 


東海道の 首 驛は品 川、 中 山道の 首 驛は板 橋、 日光 道中、 及 奧州道 やの 首驛な 千を で 
ある。 嘉永 S 年画曆 一八 お 0 年) に 浪華な 言 作者、 綺 語堂 ま 人が 書いた 量 都 午睡』 第 S 
編 中 之 卷诚^ 龍 W 糾 にには 「品 川 宿は 東海道の 咽齡 なれば 陽氣 なる 事此 上な し」 とい 
a、 板 橋 宿は 中 仙 道 •木 曾 街道の 咽 首 をれ ど 品 川とは】 口 じ 云れ ず、 至極 陰氣 なり. と 
いひ、 うた 「次に 千 住は 奥州 街道の 啊 首にして、 お 橋ょ ろは 宿も廣 く、 家居 も遙に 奇麗 
なら」 と 申して 居る。 甲 州 道中の 首驛 なる 巧 藤 新 宿は 後れて 出來 、雨して 中間 廢 せら 
れた とも あつたが， 後に 再び 興され わ。 內藤新 宿 化 就いては。 皇都 午睡」 第 S 編 中之卷 
或刊 識侧詳 には 『甲府 及び 靑梅衔 道の 咽 昔 なれば、 是义娠 はしき 驛 なら」 と 記して ある 
が、 其の 义の續 含を 見る と、 耸 た 田舍衙 道で 「表 手^  卽 裏は 多く® か 細か 崖 地」 で、 閑 
靜だ とも 云つ て 居る。 

『御 府內 備考』 卷之 十一 一一 •淺草 之 一、 千住銜 道の 條 g< W ハ大 神を 見る と 左の 記事 

が ある。 參 葛の 爲 めを じ 引いて 置く、 

『淺草 橋ょ ろ藏前 通ろ 山 之 宿 •新 鳥 越 橋 •小 塚 原を 過て、 千住大 橋へ 出る の往來 なろ。 

是奧州 •常 州 •日光 等への 街道を ろ。 大 橋の 成しは 文祿 S 年 なれば、 其 後 じを 耸 らし 

德川 時代の 街道 及 宿 驛に關 する！ 二の 所ぶ  五を 二 


日本 交 通史 諭  五 化 四 

道なら む。 古 くは 山 之 宿ょ ろ 橋 場 へ か、 ろ、 隅 田 川の 渡を 越ぇて 奥が 筋へ な來せ 
しとい へろ。 予 .略) 

『新 編武 .藏風 ± 記 稿』 卷之 一巧 S 十六、 お 立 郡 之 二、 綱な 領 、千 住 宿の 條 には、 「此 宿酵州 
日光 奧卿 •常 州へ ノ 海道 ノ第 一ニ シブ 江戶 日本 橋 ヨリ ニ 里ヲ隔 テ、 當 •宿 ヨリ 化ノ 
方 草 加 宿へ 二 里 八 町、 東 ノあ常 州 海道 葛 飾 郡 新 宿 晒へ 一里 半、 な 上 S 方へ ノ 人馬 
ヲ出 セリ、」 と 記して ある。 常 州 海道は 卽も 所謂 水戶 道中で ある。 

內藤新 宿は もと 內藤 大和 守の 屋敷 跡で、 元祿 年間に 江 戶淺草 阿部 川 町の 名主 喜 
兵 衞外四 人が 願 出で、 幅 五 間 半の 街道を 設け、 左右に 宿 並の 家作を なした のが、 其 
の 開ける 始めで あつた。 かくて 元內 藤氏の 屋敷で あろし 故に 之を 內藤新 宿と 稱 
し、 巧 州 道中の 首驛 とせられ たが、 其の後 享保 S 年 十月に 至々、 內藤新 常は 宿場た 
る ことを 止められた、 其 時の 令 文には 「內藤 新 宿 之 儀 甲挪計 •り 江 之 道筋に 而 旅人 も 
少 く、 新田 之 儀-- 候 間、 向後 古來之 通、 宿場 相 止、 家居 等 も 常 之 百姓家 _ 一いた し、 商賣 
物 迄 渡 お 爲致可 申 候、 尤 自今 猶な狠 成 儀 無之樣 -- 入念 可 申 付 候 右 宿場 巧 止 候が 而 
馬 次之義 も古來 之と く、 日本 橋ょ ろ 高井戶 .宿 馬 次-一可 申 付 候」 と ある。 かく 一旦 廢 
せられた るの が、 更に 巧與 のこと じな つたのは、 明 和 八 年で、 其翌九 年， 卽 もを 永 元 


年から 弯 違た 宿驛に 建てられた ミ ある。 歸 s  3、s 識 拠 


IKSS、 黨  SSS  體 


宿驛 として 
の ル 出 宿の 
硏を 


おはな 前に 東京で 下野 國都賀 郡 小山 宿の 舊 記を 求め 得た。 をれ は 横 本五册 で、 る 
と 小山の 然るべき 舊家 じあつ たるの らしい。 私は 今德川 時代の 宿驛 の】 例と して 
小 出 宿を 採ろ、 化の 舊 記に 書いて ある ことの 或る ものを 左に 摘錄 する。 

文化 一一 年 (西 曆】 八 0 お 年} の 調に 據 ると、 目 光道 中の 一の 宿驛 なる 下臀國 都賀郡 
大を鄉 小山 和は、 上 即卓町 辕师卞 町 •新 和ょぅ 成ろ、 江戶へ 二十 里、 g M 靴 謂^が 儒 料. I 
パ^ 歴江戶 の 方の 次の 宿なる 間 令 旧 宿へ】 里 一一 十四 町、 日光の 方の 次の 宿、 大町新 困 
新 剛と^^、 にへ 一里 十一 町、 同じく 壬 生 通りなる 飯 塚 宿へ 一里 二十 八 町、 宿 高は 寬文 
四 年茜曆 一六 六 四 年} の檢 地で 千 二 巧 一一 十六 お餘 、其の 內 、田 方 一二な 四十 お餘 、細 方 八 
巧 八十 五お餘 、細の 方が 旧よ らも 遙 かじ 多い。 文化 元年 商曆 一八 0 四 年) じ 於け る 宿 
內の 總家數 、四な 五十 ミ 辟、 內 本陣 一 お、 脇 本陣 一軒、 旅籠 崖と 十一 一一 軒献 針、^ 邊、 钟 的 旅 
人 宿の 數は 割合に 多い。 同じく 文化 元年に 於け る 宿內の 人口 千 四 巧と 十五 人、 巧 男 
とな 一一 十四 人、 女と 巧 五十一 人 細を の 人馬は 人 お 二十 五 入、 馬 二十 五 冗、 問屋 場は 一一 一 


德川時 かの 街道 及 お 驛に關 する 一二の 巧ち 


五 か 五 


口 本 交通を 諭  五莫 
ヶ 所、 上胖 •中 巧 下 晒に 巧ろ、 問屋 一一 一人、 年寄 四 人、 帳附 一一 一人 詔 指 一二 人、 其の 執務に 關 して 
は 左の 如く 記 \ して ある。 

を 問屋 場之義 は、 平日は 問屋 居を に而 年寄 壹 人、 帳 附烏差 盞人宛 相 詰 細 繼立仕 候、 
日光 參詣幷 御 法會之 節は‘ 字 御殿 馬場 與申 所へ 宿 入用を な、 問屋 場 新 规に巧 建 聞 
崖 年寄 不殘相 詰、 御 繼立仕 候、 f 

宿內 往還 和 並 南 化、 長 十二 町餘 、道 ホ 平均と 間 四尺餘 、此の 小山 宿の 場合に 於て は、 

UU ホ ミぶ を 多よ た r  辕に 引く 天明 八 年の 善 上には、 「C 巧 吼長於 一一 一町、 たり 註 斗 3 に、 

出を 枝 延燕也 等は ない 巾 五 間 半、 六 間」 と あつて、 是れと f は 少し 異 つて 居る。 此の 宿 ろら 米 
穀 をな 戶へ 運ぶ には、 船便 にもつた ものと 見を、 

ホ津 出し、 小山 川岸ょ ろ 乙女 川岸 迄 船 積に 仕 候、 川 道 三 里程 御座 候、 乙女 川岸ょ ろ 
’な戶 迄 川 道 四 拾 里程 御座 候、 

と 書ぃて ある。 訓核醉 或 か 川 道は 陸路の 殆んど 二倍で あってる. 
恐らく 運賃は、 をの 方が 低廉で、 便利で あつたら ぅと 想像され る。  - 
宿は 街道に 沿ぅて 南 化に 延長し、 おに 街道 师の 形態を 具へ て 居つ た。 もれは 「東西 
裏 田畑 二 御座 候」 と あるので 窺 はれる。 尤 其の 但書に 值西裏 細 間に 飛々 家 四 軒、 堂 一 
字 御座 候」 と あるが、 もれは 擧ス 裏には 人家が 殆ん どな かつた ことを 證す るるの 中 


，あえ 宿の 化 民 成 農業に 從 事して 居つ たるの が 多く、 蔬菜は 自家用の るのは 自 から 
^ 作 つ て 居 つ た が、他 へ 多く賣ろぉす程ではなかクた、是れは大都會から隔つ て居つ 
I たからで あらぅ。 卽も 本書に 左の 如く 書いて ある。 

一 I 男女 農業 之 外、 手業 無 御座 候、  . 

I  を 還 之 稼には 茶屋 旅籠 屋仕 候、 ■ 

„  一  五穀 之 外 時々 之 野菜、 自み 入用 程 作ら 申 候、 多く 作 4 もの* 御座 候 も 
j  ちれから 段々 讀んで 巧く と、 今擧 げた 文化 二 年の 調よ ろ も、 少しが 前の 調査、 卽も 
天明 八 隻西曆 一と 八 八 年} に 領主へ 義 出した 帳面の 寫が ある。 をれ によつ V 私は 此 
の 宿の 嵩 千 二な 二十 六 石 餘じ對 する 反別は 二百 五十六 町 八反餘 で， 田 方は 四 拾 化 
听 四反餘 、畑 方は 二百と 胖 S 反餘 である ことを 知つ た。 住民の 職業に 就いで は、 なじ 
は 左の 如く 馨 いて ある。 前に 引いた 記事よ ろる、 或る 飄に 於て 一層 能く 實況 を寫し 
出して 居る やぅに 思 はれる。 

„  1 曲 辰 業 之 間， 男は 商 琴旅憲 渡世、 女； 綿絲 機を 稼 仕 候、 

™ 又茲 じは 宿屋に 就いて、  ’  . 

一本 陣壹 軒、 脇 本陣 壹 軒、 旅籠 尾 •茶屋 おに 六 拾 五軒 •飯賣 下女 六 拾 A 餘 御座 ぉ、 . 
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と 見ぇて 居る。 宿內で 特別な 職業に 從 事して 居つ たもろ は、 醫師 本道 一一 一人、 鍛冶 一人、 
細 崖 一一 一人、 大工 一二 人、 稀 崖 一二 人、 疊屋 二人 等で ある 山伏は 二人、 猿 引は 二人、 非人は 一人、 
其 非人は 旧 方 化 付の 節、 溜 井から 水を 引く 氷 番に差 置いた の だとい ふ。 酒 株を をす 
るるの S  A 內 一. 人は か 株、 醬油釀 造 家】 人、 其の 釀造額 S 十 巧 化の 時の 家 歎は 四な 
二十 八 軒、 人口は 千 五な 五 人、 馬は 一二 十六 疋 、牛を 飼 ふ ものは なかつ たとい ふ。 馬 一二 十 
六疋 とい ふのは、 恐らく 農業に 使用した ものを る 入れで であらぅ。 

舊記 中には 嘉永四 年 踊^  31^ 八の 宿 高 幷家數 人別 其 外 譬上帳 も ある。 もれに 據 ると 
家 數四一 百 六十 九 辞、 人口 千と 巧 十 人で、 六十 餘年 前、 天明 八 年の 調に 比する と 家數る 
人口 も 少しく 增 して 居る。 此の 調には 馬數 四十と 疋 、其の 內 一一 十五ぶ は 往還 役を 勤 
むる もの、 一一 十二 疋は 農業に 使用す る ものと 區 別を 立て V ある。 

な 上の 外、 化の 舊 記の やじは 尙 ほ摘錄 したい 條 々も 彼是 あるけれ ども、 餘ろ 長く 
をる から 他は 暫く 之を 略す る。 市の ことは 天明の 書ぶ じる、 或た 文化の 調 化 も 其の 
記事が あるけれ ども •是れ は尙ほ 考究を 耍す るので、 今は 省いた。 


宿驛硏 巧を 
料の ほ でん 
ことを 懲む 


思 ふに かやぅな 舊 記は. 獨ク 日光 道中の 小山の みならず 他の {化 驛に 就いて るを 


する ことで あらう。 德川 時代の 1 々の 宿驛 につい V  •委しい ことを 知る には 化 類の 
舊 記は 頗るを 用な ものである。 义 一般に 德川 時代の 褚驛の 如何なる ものな ろし か 
を 精確 じ 知る には、 多くの 宿驛 の. 場を じ 就き かやうな 舊記 類な どを がが として 十 
みに 取調べ、， sV れを對 照 比較して 綜合 的 考察を 爲 ず。 ど 要する ことで あらう。 私は 此 
の 類の 舊 記を 能く 保存され、 父 もれに 就いての 報吿ら 多く 出 でん ことを 希望す る。 
を .a ‘は 其の ± 地の 人に おつて 興 みのある ばかろ で； く、 日本 交通 あの 資料になる、 
を もれの みならず 同時に 咬た 色々 な點で 日本の 社へ 晋的 •經 濟的發 達を 者 ふる 上の 
參考 になる であらう。 


德川 時代の 街道な 宿 驛に關 する】 一一の 所見  五 か 九 


目 本を 遜を 論  ム 80 

一  木臂 福島關 

掘田璋 左を 

I 如誦 設置  福 島 關は事 あらん 時に 於て 木 曾 防 鐵の爲 めに 建設した ものでは 無い と 思 ふ。 軍 
I 防 上からは 妻 籠と 贊 川の 二處を 守れば、 木 曾へ 入ろ II いけれ ど、 福 島 だけでは 述も 
I 守ろ 切れ無い、 卽も 敵を 木 曾を の 中、 むに 入れて、 而 して 之を 防禦す ると 云 ふ 事は、 甚 
だ 矛盾した 話で ある、 故に 木 曾を の 中 ふに. 關を 設け ごのは、 他に 目的が をければ な 
ら ぬ、 今 之を 舒 する に當 つて、 少しく 木 曾の 歷史 を述 V て 見たい ので ある。 

木 曾の 歷ぉ  木 曾は 義 仲の 後裔が 謂 綿と して 支配した 居を 足^ 巧の ホ、 義昌の 時に 至ろ 武田 
信を に屬 して 居た が武田 氏の じ 後は、 義昌は 家 旗に 品 親を 結んだ。 然し 豐臣 氏が 勢 
威を 振 ふじ 至ろ ては、 止むを得ず 之に 屬 した、 ル. 攸の 一松の 起つ た 時、 秀吉は 家 康が木 
I 曾路を 進軍 せんとを 恐れた もの だから、 義昌じ 命じ： て 妻 籠を 守らし めた、 此 時の 守 
將は義 昌の臣 3 が 甚兵衞 な 勝で あつた、 家康は 怒つ て おを 發 して 之を をめ たが、 却 


關に鑑 判の ず 切通 女 所 關島福 曾 木 
巧 文る た りを に 州 尼り よ 巾 おて し 
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クて良 勝の 爲 めに 破られた ので あつた。 天 正 十八を、 義昌は 下總國 海上 郡 網 戶に徙 
され、 慶長 元年に 卒して、 其 モの義 利に 至ろ、 故 あつて 所領を 沒收 せられた、 此轉 おの 
時に 家臣は 皆 木 曾を 地に 離散して し聋； y 木 曾の 地は、 犬阳 城主 お 川 光吉が 兼ね 治 
むる こと、 なつた。 やがて 關ヶ 原の 戰 起ろ、 光吉は 巧田黨 なる 巧 から、 木 曾 巧の 遺臣 
は 家康の 命を 奉じて、 木 曾に 亂 入し、 且つ 苗木 •岩が 頭 城の おを 擊 退した、 もこで 秀忠 
は 木 曾に 入る ことが 出來 、かの 山が 良 勝の 父 道 祝が 宅に 一泊す る 様に をつ たので 
有る が、 後年 山が 巧が 木 曾を 支配す るに 至つ た 根元は、 化 邊じ蕭 して 居る と 思 はれ 
る。 大阪 冬の 役には、 良 勝！！ 鱗別齋 尾張義 直に 附隨 し、 其モ良 安が 福 島と 贊川 とを 守 
つた、 又 夏の 役に も 出陣し で、 父子 おじ 義 直に 屬 した、 其 後山が 巧は 一面 幕府の 旗下、 
一面 尾 州の 臣 とを つたが、 常に 福 島に をつ てな 務を視 、關 巧を 頭る ので ある。 


視島關 の 創 
励 


福 島關の 創設は 慶長 年中との 事は. •信ず 可き である。 木 曾 考續貂 には、 妻 籠ょ ろ 巧 
今 之 場所へ 引 候 も」 と あつて、 妻 籠を 移した ものと 有る、 何故に 福 島關を 立てた かと 
云 ふに 同書に 其 頃 諸國に 世間 商と 稱 して、 女を 誘拐し、 遠 國へ窩 値に 賣 飛ばす、 女は 

木 曾 福島關  §1 
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朝夕 之を 悲 み、 古鄉の 父母は 女の 巧衞を 尋ね 化び、 愁歎に 暮れて 居る、 此 事が 上聞に 
達して、 憐 みの 爲 めに ずるに 至つ たと 云 ふ 事を 書いて 有る が、 或は 動機は もぅで 巧 
るか も 知れん、 卽も 文化 五 年 S 月 御 目が おを 周 防 守ょ ろ 申達し の 書が 中に、 左の 事 
項が 載せて をる を 見れば、 女を 檢す るのは 確かで も W る。 

福 島 御關所 御を 書 其 外 守 方覺帳 
.  關所 手形 可。 書 載 _覺 

縱 令は 女 上下 何人 之內 

一乗 物  ’  . 

‘禪尼  /  . 

尼 

比丘尼 

髮切 

小 女  .. 

亂ふ 
手 負 


一因 人 

I  ! 首 

一. 化 被  •■’ 

お 之 通 元祿十 丑年 御 留守居 連が 之 御を 書 地相 守 申 候、 此 外は 不相改 、ー ニヶ 
ぉ 越 相 通 不 串 候、煩 等 二而數不あは夫々化巧をな相改通來候事、 

I 然しみ を檢 ずる ばかろ が 本務で 無い 事は、 右の 內 .に 孚葛亂 心 •囚人 音な どと 列記し 
I て あるので 知れる、 卽ら 男子で あつても 檢査を 受ける ことにな つて 居る。 

關 所の 通行  論 所地改 代官 手代は 勘を 奉行の 證文 にて 通行が 出 ホる。 諸 大名は 乘 物に 戶を立 
てた 儘で 通行ず るが、 多分は 戶を 明けて 通る、 享 保が 後に 爲 つては、 一二 家、 を 家 衆を 除 
; くの 外み な戶を 明ける、 若し 明けざる 時は、 駕籠 脇 又は 供の 重役へ 吿げ 合せて 實行 
I せし むる ので ある。 尾 州 家 施 州 家の 巧 列には 騎馬の 者 あろ、 其數 不定、 前 田家 も 騎馬 
I が あつて 不定 だ、 之は 幕府の 目 付から 尾 州へ 交涉が あつて、 關 所では 承知して 居る 
ので ある。 さて 男は 一般 じは 檢 せないで ある、 只を り內 出家 •山が 又は 前髮 ある 男子 
I は 一通ろ 改める 事 も 有る、 凡て 通 巧は 證 文を 要する 譯 であるが、 奉書の 無含國 々の 
者は 老中の 裏 判で 通す が、 裏 判の 無い のは 許されを い、 麵國 修行 •六部 順禮 などに お 
木 曾 福島麵  六 0 一二 


巧 本を 通を 諭  六 0 四 

掛ける 者は、 が 役人 や 菩提寺から 勝手は 代官 嶺ま盛 頭に 願 出で、 許狀を 受けて 通る 
ので、 許が 無き ものは 通行の 出來 ない 事は、 天 保 十四 年 幕府の 目 付よ ろ 尾 州へ 通知 
した 狀に 見ぇて 居る。 

此關 所の 事を】 じ 木 曾 福 島女改 所と 書いて 有る、 女を 檢す るが 重要の 務 とした 
事は 知れる。 故に 此關を 通行す る乘 物は 嚴 重に 調べた ので ある、 女 並に 乗物の 不足 
の 時な ど 其 旨を 斷 つた 一 化を 取 置いて 通した、 又 遺骨 遺髮は 手形 無くして 通した 
のじ 拘らず 之を 骨壺 又は 稀 箱 じ 入れて 乗物に 乗せ 來る 時は、 乘 物の 戶を 引いて 通 
し、 戶の 堅く 締ろ たる ものは、 附屬 者よ ろ 遺骨に 相違な き昏の 手形を 取つ て 通した。 

木 曾を 中の 者の 死骸は、 男女 共に 庄屋の 手形に 年寄の 裏書を なて 通した、 亂み手 
負。 囚人 音 •死骸の 東國 から 上る みは、 御 留守居の 證 文、 义國 々よ ク關 東へ 下る 分は 諸 
國ホ證 文を 出す 役人の 證 文を なて 通 巧した。 他 國の女 じして 福 島よ-^ 西の 木曾內 
に 住居した 考媪じ 他 國の者 福 島よ ろ 西 木曾內 にて 亂 、心 李 負と 成ろ、 關巧 又は 越後 
筋へ 下る 節は、 松 平 丹 波 守の 證 文を なて 關 所を 通す ことじ 成つ て 居る。 福 烏より 西 
の 囚人を 江戶へ 下す には， 尾 州の 御 年寄 衆の 證 文を なて する、 化、 一 一條 •大 あを 番の大 
御番 •與力 同、 心、 掘に 家 巧に 至る 咬で、 亂む 又は 手 負の 者 あつて、 關 東へ 下る 場合には 


關所 通行の 
駕籠 


東海道の 如く， 大御 番頭の 手形で 關 巧を 通した、 之は 正德 元年の 發令 である。 其外大 
お加番 衆の •家 來に亂 瓜、 囚人 あつて、 大 阪城內 ょら 雜氷關 川の 錦 所 等、 西 信 州 巧へ 差 
下す みは、 ま 人の 手形で 通し、 雖氷關 川の 關 所を 越ぇて 國 々へ 下ず みは、 大坂师 奉行 
の證 文を な 心 通し、 兩關 所へは 書替へ 手形を 發す るので ある。 

關所 通行の 駕籠は 一二 家兰 卿の 家屋、 宮 門跡、 公家の 家臣なる 時、 其 身々 •姓名を 尋ね 
られて 其 ま、 通行が 出來 る、 御 目見ぇな 下の もの^ 通行は、 下 革す 可き である こと 
は、 寬政 S 年の 令に 見えて 居る、 然し 陪臣で あれば、 御 目 見な 上で も舊 例に 從 a、 中^ 
は下乘 せねば ならぬ、 今 其 一例を 左に 擧 げやう。 

一文 政 一一 卯年 八月 細目 付 內藤準 人 お々 左 之 通 書付 被， 相 渡展、 

尾 張 殿 


御城 附へ  ’ 

右は 代替 强父モ お 改名 等 之 節 K 來 、自分 斷 
& 候 間、 差 支 無 乏樣相 通す 被每 候、 

八月 


細 川 越 中ず 家來 

長 岡  山城 
而福島 御關所 駕籠-- 而 通行 可 


內藤隹 人 正 


木 曾 福な 離 


六 0 立 
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も 之 通 書付 被 祐渡磅 付、 同年 十月 御 目 付 ± 方 八十 郞へ左 之 題 書付を な、 ム得方 
が 伺候 處、 附 紙--' 和 薇， 招 渡棱、 

細 川 越 中 守 家 ホ 長 岡 山城 儀、 代替 旌父モ 典 改ぶ等 之 節な 來 、旨 分斷- ~ 而 福 島 
御關巧 駕籠-一而 通行 可， 致 候 間、 差 支 無， 之 樣相通 巧， 申 旨 御 達 御座 候 由、 尾 張 殿 
家老ぶ 先達 申 越 承知 仕 候、 諸家 陪臣 御關所 乗駕之 儀、 先年 被 和 出， 後を 兎角 區 
區 こ候處 、去 文化と 午年 松 平 越 中 守 家 來御關 所 乗駕之 儀-- が、 お 鹿 野 傅を 衞 
門 ふ 追を 尋を乏 、幸--、 心得 方 相 伺候 處 、寬政 S 亥年と 巧が 前 乘乗駕 之 儘 通行 
致し 候 者、 觅其モ 孫-一而 も、 乘駕之 儘 相 通 可， 帝、 同年よ 月が 後、 乘籠こ 而乗通 候 
八 刀 rK 來 下乘爲 ，致 相 通侯樣 可， 致、 外 御關所 乘逾侯 お、 先 格無泛 分は 下乘爲 ，致 
可 祐通音 御差圖 有， 之莫後 諸家 之 家來御 關巧乘 駕籠 之 儀、 節々 御 達 御座 候 山 
城 儀は 譯合 有， 之、 直 斷相濟 候 事 じる 御座 候 哉、 尤根之 儀、 御 役 筋ょ ろ 御 通達 御 
座 候 得 r 强而不 締と之 筋-- 而ハ 無， 麵座痕 得 ども、 差 越 候 儀ながら、 後來じ 至、 
混雜品じ寄移、違等出來巧申哉る難計ふ酷化候、可，祐成_、^ 外 々 之儀 是迄之 
通、 節み 御 達 御座 候樣 仕度 奉舍 候、 依 而相伺 申 候が 上、  - 

十 巧  山村 甚お衛 


.  脚续 

-  書面 御關所 諸家 陪屋 駕籠 ュ而 通行 之 儀、 文化 八 ホ 年、 巧 鹿踩傳 右衛門ぶ 相 達 
j  候 通こ而 、通 方 意味 違 之儀璧 候、 且細川 越 中 守 家 來長岡 山城 家に 限、 代替 强 
\  父子 改名 等 之 節 典な 來 、自八 刀斷- 一而、 相 通 候 儀與す 被， 心得 磅。 

\  關尹 日、 陪臣 駕籠 _ 一而' 通行 之 儀、 文化 •文政が 後 細目 かぶ 達を 之 分、 駕籠-- 而 
\  通」 無乏 か、 指 狎候仕 來に相 成 候 事、 

\  化、 寬政 S 亥年と 月な 前ぶ 乘 駕籠 之 儘 通行 之 者、 掘 其 子孫-- 而も 乘駕之 

儘 相 通 可， 被， 申と、 文化 八 未年 御 目 付 初 鹿野傳 右衛門ょ ろ 通達-一は 候 得 
\  此 ハ、 寛 政な 前 之 例を な掛 合有乏 候：、 垂駕之 儘 相 通 候 方に る 可 黄 之 哉 

〔木 曾 筹續藝 

寺社の 使 僧 又は 家來 などは、 先例が 有れば 垂駕 にて 通行を 許さ るれ ど、 先 格な く 
して 同格を 申立た ろ、 他の 關 所を 無難 乘ろ 通ろ たちと 申立てる、 先例な き 分は 化て 
通 巧は 許されな かつた。 救 檢校ゃ 其隱居 後は 駕籠 遙行 はお 來 た。' 

女乘物  \  女を 檢 する 事の 嚴な るは 前に 述べた 通ろ であるが、 隨 つて 女乘 物は やか 今し い 
規定が ある、 姬宮 ふちの 他 重^ 方々 の 輿は 檢す るに 及ばず 供の ホ 中 もを 式の 檢査 

木 曾 福島關  六 0 セ 
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じ 及ばない 旨を 老中 •巧 司 代。 御 留守居から 臨時に 指圖 あら ば、 之を 通す ことにな ツ 
て 居る。 公家 衆、 其 他 諸大ぶ •旗本の 奧方 、息女な どは、 相乘 なきや 巧夕 老女を 派して 見 
通しに 之を 檢せ しいる、 然し 定式には 之を 檢 せの、 其 他の 女は 老女を して 一々 定式 
に檢 せし いるので ある。 手 おじ 乘 物の 事を 書 載せて ある 女に 對 しては‘ 老女を お 
して 乘 物の 內 をを 式に 檢べ さす、 左な くば 乘ろ來 ろた る 女は 下乘 さして、 下番 所に 
て足輕 にを 式の 檢 ベを さす、 其內旅 中の 疲勞 を斷ク 出た 者に 對 しては 之を 聞 屈け， 
駕籠の 中に てお輕 にを 式の 檢 ベを さす、 通 巧の 女 又は 乘 物の 數が 手形に 記載され 
たものに 不足す る 時は、 其斷 ろの】 札を 取 置いて 通す ので ある。 

二 

關 所の 化務 として 今一の 重大なる ものが ある、 外で も 無い、 武器の 檢べ である、 其 
中 第】 じ鐵 砲を 檢 する ことが 寬 永な 前ょ ろ やか 違し かつた と 思は る、。 證文 なく 
して 通 巧は 查く 出來 ない ので 有る、 化し 數 筒は 老中の 證 文を 要した が、 持 筒は 自分 
の 手 おで 濟ん だもの だ、 尤も 之は 江戶へ 下るな 用の 時の 法 だが、 上る 方の 鐵 砲は 持 
简 でる 數 筒で も、 共に 自み 手形で ょかつた。 又 上ろ 下ろの 私用には 持 筒數錄 共に 老 


中の 裏書で あつた、 若し 鐵 砲の 数が 證文 記載の 數 よら 少ない 時は、 其 旨を 斷ク 屈け 
て 霞した。 さて 此鐵砲 改めに 就いては、 下ク 荷物の 內 、長 荷 •長 持を ども 之を 檢 する こ 
とに なつて 居る が、 鍵を 先き へ 遣は すか、 斷クの 品 あつて 不審の 體も 無い 場合 じは、 
鐵 包ろ 無い 趣の 手形を 取つ て、 通行を 許す こ -V る ある、 尤も 上ろ の 荷物は 檢 ベは 行 
は 無い、 化し 上使を 巧め、 御用の 通行 者 •公家 衆 内 跡 方の 長 荷物 長 持な どは 查く檢 ベ 
ない、 檢 ベる るのは、 長 持は 蓋を はねる ばかり、 夫れ も 蓋が 堅固に 出來て 居て 明け 難 
いものは、 隨 巧者から 手形を 取クて 之を 通す、 又 揭の鄰 附も乘 下に 成つ て 居る 分は、 
之を 檢 ベない、 巧持參 すれば 之を 檢 ずるに 過ぎない、 其 外は 皆 持 も 擧げて 目方を 見 
る だけの 事 だ。 

將軍 名代の 上使な び 老中の 行列に 持たす 持 筒は、 其數を 見通して 檢 ベる、 左 無く 
ば 下番 所でを 式に 檢 ベる 事る ある。 一 一條 •大阪 の 御番預 筒は 與 力の 證 文を 持參 し' 同 
、レが 巧^て 巧る ので 有る から、 上番 所でを 式に 儉 べるので あるが、 同じく 下らの 持 
简は自 みの 手形、 數简は 老中の 裏書で 通す ので ある •尤も 時に よち 持 简も數 筒の 裏 
書中へ 書 加へ て ある 事る ある。 今 左に 是 等の 例を 揭 ぐれば、 

一 寬文六 午年 五 巧 御 お 中よ ろ 左 之 通 被 一 仰 渡-候、 

卞曾 福な 關  六 〇 九 
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覺 


松 平 加 贊を參 府么膝 持 筒 五 挺 之 事、 向後 無祐 違-一 舰島關 所 巧 通候樣 '山が 甚兵衞 
へ 可， 被。 申 渡， 候 者 化、 

寬文六 午 五月 二十 一日  內膳 印判 (板 倉 重矩) 

化 馬 印判 壬屋數 直} 

大和 印判 炙世廣 之) 

.  美 濃 印判 藉素 正則} 

成 瀬 掌 人 正殿 

關尹 日、 松 平が 賀ホ 歸國之 節、 持 简五挺 之 外、 鐵碰六 拾 挺’ 加 賀ホ家 ホ 證文こ 
而相通 候、 根 之 儀ユ候 間、 化 所へ 出 置 候 方、 

享保 一一 酉年 九月 四日、 御 老中 戶田 山城み 殿 ょら 左 之 通 被 和 渡蛟、 

尾 張 殿  ■ 

御城 附へ 

が 平 加賀夕 今度 歸之 節、 木曾路 旅行 こ 付、 信 州 福 島 關巧相 通 候 化 乏持筒 五 挺 
之 外、 鐵碰 六十 挺、 加賀夕 家ず 證 巧。 差が-候 間、 右關 巧無雜 可。 相 通-旨、 山が 甚兵衛 


.  方へ 被。 申越棱 様-家老 衆 迄す 相 達-候、 證 文には 及 間 敷 おを 候 梧 典、 爲 ，念 差 お 
一  候樣 こと 相 達 候 事 二 候、 

■  九月  末 曾 葛續黎 
j 《如くで おる、 木 曾 材木 奉行の 持简 はると 尾 州の 御 側 用人から 通吿が 有つ たので、 
. W  ^$來自 か 手形で 通した ので ある、 此外 色み の 場合る 有る けれど 繁雜 でを るから 省 
I 胳 しやぅ 山が 家の 家中の るの--^ 殺生 简 は、 年寄よ ろ 札を 渡して をつ て、 をれ で 通し 
,i たの だ、 武器 •の 中、 弓具 お擔 •長刀の 類は 一般 じ檢 ベない、 然し 上 包 じて 何物 やらん 解 
I ら ざる 時は、 下ろ 荷物 だけ 上 包を 解かせ、 其 品を 見 屈け、 义は隨 巧者よ ろ 手形を 取つ 
I て 通す ことにな つて 居る、 化し あまろ に 過み の 品數の 時に、 怪しと 認めた 場合は、 司 
I 出の 上 通す ふ 得との 事 だ、 又 大名の 所替 へに 當 つては、 鐵施其 0外 武器と もじ 老中 
I 《裏書を 要する のでを る。 參 勤を® の 時は 平日の 荷物 通用の 如く、 鐵 施な 外は 檢べ 
ない、 ホ も 之は 通行 前に 老中から 奉書が 出て、 判鑑を 渡されて 有る から、 いよ^^ 通 
I 行の 場を には 家來 が判鑑 を持參 して、 引合は せて 通さる.、 ので 有る。 

一?^^™  關 巧の 巧を 閉ぢた 後に 通 巧者が 來た 時、 公用の 繼 飛脚の 外は 皆 之を 許さぬ。 然し 

御用 じより、 又は 大 .名 急用の 場ん 口には、 早 追の 飛脚に 對 し' 吟味を 遂げて 通す とる あ 
木が 福島關  弓 一 
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次に 手形の 記載事項 •方法 等を 少しく 述べたい、 前述の 御 留守居の 連 巧は、 一 判た 
とも 不定の 時には、 其理 もを 書 入れて 置かねば ならの、 手形に 記載す 可き 事項は、 

一乘物 何 挺 縱をば 女 上下 何人の 中、 

一遇 口 b  これは ょき 人の 後室 义は 姉妹な どの 髮刺 つたのを  一 K ふ、. 

一を  これは 普通の かの 髮刺 つたのを 云 ふ、 


人  男 ホと も、 


ホ おの 內巧 


一 死骸  巧 かと も、 

I であるが‘ 若し 不審の 獄が あれば、 之を 檢べ るりで ある、 化し；^ け I 辦 ちを どのを が ある 節 
は 命令が あるから、 夫れ に從 つて 輸 ベる 事 じなる、 手形な どじ 記載‘ する 當 月の 月日 
は、 ホ 月 晦日 違では 有效 であるが、 若し 其 日限を 過ごす と 通行は 許され 無い ので 有 
る。 なほ 义 女が 途中 じて 發病 又は 死去した る爲 め、 手形 記載の 數 ょら 少なき 場合に 
は、 其昏を 斷ク屆 けて 通 巧す る、 勿論 多き 數 になれば 通されのは 知れて 居る。 今】 つ 
みかを 書く  I 女 通 手形 記載事項 じ 就いて 述べて 置 さたい のは、 萬 おな 上、 ホ あな 上、 役人、 寄 合まで 
I は、 直斷 ろのを 手 おじ 女の 身み を 蕾かぬ が 有つ たが、 寬政八 年に 大目が から 令が 出 
I て、 女の 身 八 刀は 貴賤に 拘らぞ 之を 記載す る ことに 爲 つた。 要する 女改じ 就いては 餘 
程 いづかし く檢 ベた ものと 見ぇる 享保 ニー 年に 至つ て、 關所 にて 旅 巧者を 支 へられ、 
I 手間取つ て 難儀を して 居る 者を 救 はんがた めに、 御 留守居から 書付を 渡されて、 近 
I 巧 女の 面部 攀啊 乳ょ ろ 上、 掘に 手足ず ベて 見渡して 居て、 疵所 •髮の 模樣を 細かに 手 
I お 表に 載せ ホつ たが、 今後は 疵 巧 •髮 風は 載せぬ こと、 なつた。 

I  富 ホは 證 文に 書 加へ ぬ、 普通の 女と して 取扱 ふた、 姬宮 方の 通行の 節は 輿の 內を 

檢 せぬ ことは 前に 述べた が、 之は 豫め御 留守居， から 一 判の 手形を 送ろ ホろ、 供の 女 
木 曾 福鳥關  J、 ー  ミ 
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官女  の 手形を 差 出ず 節に、 姬宮 方の 名は 書き入れず 逆した ので ある。 其 事の 例は‘ 

\  一 {女 政と 戌年 六月、 御 留守居み 左 之 通 書が 被 fe' 渡 _ 候、 

.此度 鷹 司 殿 息女 房 君 御 方、 從 。尾 張 殿 屋敷-被 鼓 =上 京棱 か、 松 平 右近 將監殿 依-御 指 

\  圖： 別紙 先例 之 通、 月番 豐前守 一 判 之斷狀 差遣 候、 先達 而あ體 之 儀を 乏 節は、 追而 

、一  • 

I  供之女お定例之通手お差出候^  '>、一 判之斷狀差遣置候御方之名前も蕾入候 

.  樣 にとの 儀、 先年 巧 川 出 雲 守 御 留守居 勤 役 之 節、 演說 の掛合 有乏趣 被-一中 聞-候 間'' 

\  相 就候處 、を 掛合之 儀、" 演舌之 儀-- 而當時 證據に 葬 成、 拙者 共 方に 留守 も無乏 

\  候 間 •致。 評議 扳處 、御 老中 方 御 差圆- 一而 拙者 お 一 判 之 獻こ而 房 君 名前 相 分 候 事 
.  \ 

\  に 候 署例之 通 追 而供之 女手 形 差 出 候 節、 を 手形 之 內へ房 君ぶ 前書 入不ン 中等 
\  拙者 中談候 間、 な 來右之 通 御ム得 可義能 候、 右 可。 审達 _如& 御座 候、 な 上、 

I  松 平 若 狹守印 
I  五月 二日  .  ，‘  神 保 和 泉ず 巧 

I  高 ザ ± 位守 印 

I  •依田 豊前を 巧 

扣が甚 兵衞殿 〔木 曾考 續魏」 


である' つ 皆ろ 女手 形は は 御 留守居の 判が 必要な のでを る、 木 曾 考續貂 に、 

福 島 關巧相 通 候 女手 形 之 事 

上 ホ 

板 倉 周 防を 

.  大 阪近邊  •： 

乂貝 因幡ず 

骄 

巧 川 ニー 右衞門 

が 松 平 隱岐守 

靈國  ： 

松 平 越 中 守 

辦醫 

金 森 お 雲 守 

右之廚 々從莫 所-信 州 江 越 候 女 之 事、 此書立 之 衆 判 形を な可祐 通-貴 被 神 出-候、 可 無 


福，， 其 葛 候、 恐々 謹言‘ 

寬 、が 十一 戌 S 月 十 


酒 ザ 讚 岐守書 判 
± 井 大炊守 書 判 
酒 井 雅樂守 書 判 


竹 腰 山城 守 殿 
成 漸聲入 正殿 


木 曾 禍な關 
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と 出で たるを 見る と、 御 留守居の 外に おおを わ ふかが が 知れろ ので も W;。 上ぶ 所 
I 司 代が. 判を する、 若し 之が 參府 して 留守の 時は、 即奉 巧が する、 其 事は 元祿 十六 年に 
I をつ たので ある。 こ^に 上方と あるは 所 司 代の 巧 狂 地を 示した るの て西國 •中國 も 
i 其 勢力 版圍 である ことは 勿論で ある、 伊勢 •美 濃 •飛禪 無が •越 前 東 一二 河齿 一二 河 遠 江 •近 
江 .1 攝河 •が 見 •和 泉 南部 夫坡盧 張み なをれ ぐ國老 や、 奉行 •代官の 判鑑を 送つ •义ホ 
て あるから、 をの 判で 手形が 出來 るので ある。 

すべて 江戶へ 下る 夕亂 、心 李 負 •囚人 音 級 •死骸る どの 手形は 本紙は 之を 關 所に 留 
.  置 含 > 上州雜 氷、 越後 關 川の 兩關 所へは 書替證 文を 遣は す鸣 であるが、 本證 文は 之を 
集めて 每 年と 月末、 正月 ホに’ 狂戶御 留守居へ 返送ず るので ある、 京都 所 司 代、 信 州 松 
が 手 ぉの 當  ホ 丹波夺 などの 手形は ーヶ 年に 束ねて 返送す るので ある、 今 左に 女手 おの 書 含ち 
を擧 げやぅ、 

夕恐 奉， 願 女手 お 之 事  .  r 
合 或 人  當が孫 左衞門 女房 並 娘 共こ 
\  を 之 女 信 州 松 本山 邊江 湯治 仕 候、 福 島 •贊 川御關 所、 上下 無， 蘭 違 _ 御 通 被 蠢被予 候-一 
付 御 裏 判 被篇龜 可辕节 候が 上、 


享保六 年 

立 一二 月 二十 一二 日 

磯 六を 衞巧樣 
松 重 太夫 樣 
山  貞を 衞門樣 


指 上ヶ申 一札 之 事  ♦ 

女壹人  當が淸 左 衞門母 
信 州 善 光寺な 參詣 仕度 由 願 申 候、 福 島 費 川 兩御關 巧 上下 無，， 相違 寵通樣 に 御 裏 判 
被， 爲義 可， 被 ¥ 候 、爲鼓 如， 此 御座 候が 上、 

享保四 年 亥 S 月 六 曰  兩人判 
磯野 六を 衞門樣 
山が 貞を 衞巧樣 

が 井 十 太夫 様  〔兒野 九 郞左衞 門 萬 日記〕 

福 島に て書替 への 場合 じは、 山が 家の 年寄が 之を 取扱 ふので ある、 其 書式を 左に 示 

木 曾 福島關  六 j  ’ ご 


山お鄕 村巧屋 

九 郞左衞 巧 
鄉左衞  巧 


、 


本を 通 お 論 


ムハー 八 


さば、 

女 晝人髮 之內釣 冗有乏 ，乗物 壹 挺從， ，攝 州大坂 _ 江戶 迄、 福 島 御 關所無 相違， す 被祐通 _ 
候、 右 者' 江 戶淺草 寺 中 壽德院 貸 地 竹 旧 屋喜八 ぉ 中 者 之 娘 之 由、 大坂天 滿骗川 橘 崖 
を お衞 借屋 大坡屋 平 丘 ハ衞、 觅同吼 年寄 五人組 證文取 置 如 狂 候、 な 上、 

天明 元 丑年 五月 六 ±屋曝河守印‘ 

福 島人 改 御中 

右 女 臺人髮 之 內釣冗 有 之、 乘物壹 挺、 五月 十八 日、 爱許相 通 申 候、 本紙 當福島 御關所 
に 留置 中 候、 な 上、 

山が 甚兵 衞內 

磯野 ム ，ハ 右 衞巧巧 
松 井 十 太夫 巧 

滩氷 御關所  ’ 

諸 國の印 媛 i の 如くで ある。 次に 諸國の 印鑑に 就いて かしく 述べて 見たい、 諸國 からく る 奉行の 
巧鑑 は、 老中から 尾 州の 成 瀬 隹人正 あての 奉書で、 御城 附へ 渡ろ、 外に 年寄 衆の 添書 
が附 いて 木 曾へ 來 るので ある、 奉行 人が 死去、 役替 へ、 役 免のと さは、 新 奉行の 巧鑑が 
巧る、 も. こで 舊奉 巧の 巧鑑は 速に 大目が や 令で 戾 すので ある、 戾れ ばな 戶 留守居の 


者から、 市ヶを 用人へ 泄れ ざる 樣に 通知す る ことで ある、 今 此新奉 巧から 盾け 巧る 
I 巧鑑の 奉書は、 左の 如くで ある。 

I  從 。美 濃 闕_ 出 候 女手 形 之 儀、 戶田巧 女 正 可 出之昏 被， 神出痕 間、 如 „ 父 肥 後 守 時： 判 お 引 
合 可磕之 旨、 山村 甚お衞 なす 被。 申渡棱 、則采 女 正判鑑 差。 越之磅 .恐々 謹言、 

.  巧 享元子 九巧サ S 日 

j  戶旧 山城 守 忠昌を 巧) 

-  W 部豐後 守ぉ武 (花押) 

!  大久保 加 賀守忠 朝 (花 狎) 

一.  . 

i  成 漸隹人 正殿 


j  一  5 基 達-候、 從 。美 濃闕 諸方 江 差 越 候 女御 關所手 判 之 儀、 如 商 姓 肥 後 守 時： 拙者 ザ 
I  出 之 旨、 當廿一 曰が 奉書 _ 被 和が 之 候、 因 接 印鑑 御 老中 迄 進 之 候 間、 其 許 江 相 達 可み 
與お知 候、 同姓 肥 後を 相 務候通 > 拙者 書 替之證 文 遣 可 申 候 間、 福 島御關 所、 御 通 可， 被 
j  fe 候、 を爲 ，可， 帝み 如 論 候。 恐 惶謹 .言、  .  ■ 

‘  九月 廿 四日  戶口采 女 お 氏を (花押) 
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視烏關 の 巧 


山が 甚兵 衞樣 


六 二 0 

、な 上 二通 挿圆' 
-を參 照せ よ 、 


人々 をつ たへ 


前者は 尾 州の 年寄 連 著の 添書が 附 いて 出が 家へ 出す ので ある。 化 外に 異例の る あ 
る、 が 平 越 前 守の 如& は、 家 若が 鑑の 替る每 に、 書狀を 添ぇて 使者を 越ず ので ある。 义 
大坂 城代のは ホ 通用の 手形でなくて、 公用 繼 飛脚の みだから、 奉書は 添ぇを いこと 
となつ て 居る。 

な 上述べ た 所を 約言 すれば、 福 島 關は女 改めと 鐵砲 改めと が 二 大巧 務で 、決して 
化關を 軍事上から 防備した るので 無い、 故に 事 ある 時は 矢 張ろ 贊川妻 籠 咬で 固め 
るに 極つ て 居る、 幸に 泰平が 巧續 いて 丘 ハを 用 ふる 事が なかつ たから、 山が 巧の 職み 
は 尾 州に 對 して 一藩 ± で あつて、 幕府から 此關を 頭つ た 迄で 有つ たが、 戰亂 じで も 
成つ たら、 迹る 山が 巧 だけで 木 曾の 防禦は お ホな かつたら ぅ、 隨 つて 福 島の 關も何 
の 用に るぶ っ 皆い。 然し 德川 巧が 女 改めと 鐵砲改 の 二 事を 名に して、 木 曾に 關を置 
いて 警蔡 上の 取締ら を さし 於のは •大 じ效果 を擧げ て、 隨 つて 又 防備 上に る關 係を 
起したら ぅと 思 はれる。 4^ は 別 論と して、 こ、 には 福 島の 關は 兵事 要 蕾の 爲 めで 無 
い、 保安 上の 爲 めで 有る と 云 ふ 事を 繰返して、 この 編を 結びたい ので ある。 


j  三 巧 年 前にが ける 外人の 日本 旅行  . 

文學博 ±  大  類  伸 

^ッ クス 日  「コックス 日記」 は 人 も 知る 如く 元 和 年間 肥 前平戶 に英國 商館 長と して 來て 居た 英 
人ブ チャー ド •コックスの 日記で、 一六 一 お 年 六月】 日 覆 5 た針雙 から、 一六 ニニ 年 一一 一 
I 巧 二十四日 (I 部^ 作に) までの 記事が ある、® し 一六 一九 年と 翌一 一〇 年との 記事に 
は 著しい 缺 落が あるが、 ともかく 精細な 日記で あるから 甚だ 興味深く 感ぜられる 
ので、 當 時の おがと して 貴重なる るの、 一で ある、 旱 同書の 前半を 讀 了した ので、 
其の 內 から 日本 交 通史 じ關係 あろと 思 はれる 項 じ 就て、 紹 かして 見やぅ と 思 ふ。 f 
れは n ッ クスが 平戶 からな 戶 じ參府 した 時の 記事で、 ニー 百年 前の 外人の 日本 旅行で 
あるから、 交通 あの 硏究 じ參考 じなる ことと 思 はれる ので ある。 

I  コックスみ 江 戶參府 は】 六 一六 年と 巧 下旬から 同年 十二月 初旬に 瓦つ たるの 
で、 今ょ ろ 正しく  I こ 百年な 前で ある。 實 はコプ クス 曰 記を 讀んで 居る 時、 一二な 年 前の 外 

一二 ち 年 前 一に 於け るか 人の 日本 旅 巧  六 一二 


日本を 通史 諭  六 一三 

人の 旅行は 必ず 面白い 事實が 多い じ 相違ない、 日本人の 旅行とは 著しく 異つ たも 
のがなければをらぬ と、非常 じ期待する所があつたのである が、日 記 を 讀 ん で 見 る 
j と餘ら 特殊の ことを 見出し 得な かつた ので ある。 た^ 旅行 中の 摘 泊が 盛 食料 等が 
•  明細に 記された のを 面白く 思つ たこと と、 京都の 火佛 殿皇國 廟じ關 ずる 詳細の 記 
述を 珍しく 感じた 化で あつた。 併し 固ょ ろ 平凡を 記事と 離る 其の 解釋の 仕方 じ 依 
ては、 一言】 句が 非常に 貴い 金 おともを るので あるから、 所謂 珍 稀な こと、 所謂 平 
凡な こと、 の區 別を く、 次に 紹介し やぅと 思 ふ。 況や 外國 商人の B 記で ある 故、 當時 
日本に 巧 はれた 八 ム家や 僧 侣拿者 •歌人 等の 日記とは 、確かに 趣を 異にして 居る、 而し 
一て 平凡ながら も 必ず 或る 興がを なて 讀 咬るべき るのと 信ぜられる。 

夕 のをを  コックス 日記を 讀ん で、 聋づ 第一に 感ぜられる ことは、 S 巧 年 前 外人の 旅行が 當 
時の 日本人の 旅行と 甚 しい 差が なかつ たと 云 ふこと である、 卽も外 國人も 日本人 
同樣 に、 安 ふして 旅行が 出來 たを 樣が 推測され るので ある。 固ょ ろ コックス 日記の 
記事の みに 依 V 此く斷 をす るのは 早計で あるか も 知れぬ、 併し 同書 じ 現 はれた 巧 
I に 化れば、 不安を 旅行では なかつ たと 云て 宜しい。 一片の 勝で 龍のを 體を 推す のは 
場合に 依て は 不可能で あらぅ が、 コクス 曰 記の 場合は 左程 妄斷 では あるろ いと 化 


、-  ふ 垣し 火阪 落城の 蟹 年、 殊に 家 康の殘 後間るな いこと で、 世態 不穩の 時代で あるか 
I ら 、旅行に 蠻戒を 要した のは 云 ふ 皆で るない が、 其の 警戒の 事實が 著しく 記載され 
て 居らぬ。 た^ 八月 十 S 日の 條 にが 見から 草津 .に 赴く 途中で、 携帶 した 荷物と _ 人間 
,、  と】 處に旅 巧し をいで、 荷物 だけを 半日 行程 丈け 先へ 送ろ 出した ことがある、 而し 
て をれ は 危害を 避ける 爲 めだと 記して 居る。 是 は外國 商人が 荷物を 携 へて 居る と、 
追剝や 强盜じ 罹る 虞が あった こと、 思 はれる。 又 十】 巧 十八 日の 條 に、 夜間 雖 から 
大阪の 旅 宿に 歸 った 時、 辨の旅 宿の ま 人は S 名の 者に 檢を携 へて コックスを 送ら 
しめたが、 是 は夜遲 いからで あつたと 書いて 居る。 此 等‘ も 途上 譬戒の 一例で あらぅ。 
併し 此の 二 項の 記事な 外に 警戒と か不 をと か 云 ふ 事實は 見ぇて 居ら 巧 況 や外國 
人を るが 故に 特別に 迫害され た樣な 形跡は をく 認められ をい。 

當 時の a ぉ  察する じ S 百年 前の 日本は 戰 國の餘 風を 受けて、 社 會の秩 摩が 充分に 整理され 
^ 細 人との 一 ぞ殊は 思想の 上に も 一種 自お澗 達の 氣 風が 行 はれて 居った 從て外 ホの 新 文化に 
對 しても、 其の 珍奇を 悅んで 之れ に對 ずる 威受 性は 甚だ 强 かった こと、 思 ふ。 基臀 
I 敎が 速に 傳播 したの も、 當 時の 自由を 世相から 考 へて 如何にも 至當 なので あらぅ 
コ ック スも旣に日本人は新しさをのを好むと云つて居 る、义 パ ジ ュ ー の 日 本基瞥敎 
一二 巧が 前に かける 外人の 日本 旅行  さ 一吉 


口 本を 通 お 論  六 二 四 

おを 見て る、 大阪 落城の 際 外 國宣敎 師は餘 りに 虐待され て 居ない。 政策 上 基督 敎を 
I 禁じ、 其の 信徒を 迫害した ことは 別と して、 私人と して 日本人は 外人に 對 して 甚だ 
I 寬大 であつ た 樣じ思 ふ、 コックスが 何等の 不安な く、 殆んど 日本人 同 樣に旅 巧し 得 
I たのは' 矢 張 $當 時の 自由 寬大な 世相の 結果で あらぅ。 其の 一例と 認められ るのは 
十一月 二十 六日の 記事で ある。 化の 日 コックスは 平 戶に歸 る 途中、 船で 播州 高 砂の 
遮を 出帆して 備 後の 鞠に 巧つ たが、 海上で 一艘の 四十 挺 化 立の 早 船に 行き 逢つ た、 
I これは 備 後の 領主の 船で 奉行が 乗組んで 居た が、 コックスの 船に 外闕 人の 居る の 
I を 見て、 互に 船を 駐 めて 談話を 交へ、 備 後の 奉行ょ ろは 雲雀 二 •十 菊を 贈ろ、 コックス 
I から も返禮 として 酒の 小 樽 一箇と 鹽經】 尾と を 贈つ て 別れた ことがある、 而 して 
別れる 際、 奉 巧は 若し コックス 等が 備後領 內じ入 遮した 場合には、 能 ふ 限ろ の 便宜 
を 計る 旨を 約束した。 此の 一事 實じ 依ても、 外人の 旅行が 不安で なかつ た 事情が 察 
せられる、 一二 巧 年 前 瀬戶內 海で 偶然 巧 含 逢つ た內 外人の 船が、 互に 破を 接して 歡談 
I して 別れた ことは、 當 時の 日本人の 氣 風を 知る 參考 じなる 事と 思 ふ。 

ー  コックス がな 戶參府 の 目的は、 家康 蒸まして 秀忠の 代と なつた じつ さ、 將 軍に 謁 
見して 敬意を 表する ことの 外、 英國 商館の 販路 其の 他 じつ さ 化 來の特 薩を確 おせ 


し 


ん爲 めで あつた。 併し 其 等の 事情を 調べる のは 本論の 目的で ないから 略す こと、 

i する。 さて 其の 旅行の 準備に 就て 考へ ると、 別に 取 立てて 云ふ鸦 のと もない が、 た^ 
平戶の 領主が 浦 侯に 大船 一 筵の 借用を 申 送み 直 年 來呢懇 であった 奉 巧の 同行を 
求めた ことがある、 ^  & 化の 時 松 浦 侯は 大船は 自分が 巧 日 江夕に 赴く 用 じ 供す 
るから とて、 別の 船を 貸 輿され、 又 奉行 も 別の 奉行に 同行を 命ぜられた コックスの 一 
巧は 人數が 不明で あるが、 商館 員た る英人 •六と 名、 外に 奉 巧 及び 通譯者 (2  ^ 日) を J 
名で あるが、 尙ほ 記載 はないけれ ども、 其の 他に 一ニ ニ 名の 日本人 從 僕が あつた こと 
と 想像され る、 要するに 十名內 外で あらぅ。 もれから 陸行の 場な じは 每日旨 泊 課と 
晝 食が とを 明記して 居る、 之に 依て 彼等が 特別に 糧食を 携帶 しないで、 到る 處の旅 
宿 並び 茶 巧で 食事を 取つ たこと、 思 はれる が、 其の 何物を 食した かは 一向に 記さ 
れて 居ない。 或は 宿泊が は單に 宿泊の 爲 めの 座敷 代で、 食料は 含んで 居ない かと も 
疑 はれる が、 日記 中には 屢旅 宿に S 食 代を 拂 ふ^ 記載され て 居る から、 旅 宿への 支 
拂は 食事 代グ まで あつたる のと 恩 ふ。 要するに 到る 處の王 地で 出される 食事を 其 
のま、 取つ たもので あらぅ。 

旅行 梢關  次に 旅 巧の 機關 としては 何を 利用した か、 平戶 から 大 殿までは 無論 水 巧で、 大婚 
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一 雙に乗 紐んだ ので あるが、 が 見な 東は 巧 謂 東海道 五十 S 驛を 順序 通らに 遣っ で 
巧た。 义大阪 か 見 間は お 河の 船便を 利用して 居る。 大阪な 西の 水 行に 就て は 船に 乘 
つた だけで 別に 云 ふこと もない が、 が 見 3 東の 陸行は 何に 化て 旅行した か 明記 さ 
れて 無い、 併し 前後の 記事に 依る と、 をれ は馬乘 であつ たと 思 ふ。 是は巧 上の 途中で 
上 骄か忠 輝の 一巧が 高野山に 魅く のに 出合 2/( 姐 S 針 做) 彼の 一行の 爲 めに 乘 馬が 
徵發 されて、 コックス 等の 乘馬 並び 駄馬が 缺 乏して、 爲 めじ 一日の 行程が 豫 をの 如く 
進まな かつた と 云 ふ 記事に 依て 察せられる。 尙 之れ と 同一の 例は、 箱 破 山を 越ぇる 
前後 卽も原 附近から ル 旧 原に 至る での 間に、 馬匹が 將軍 (g 轉細料 j 課 巧 の爲め 
に徵發 されて 缺 乏した ことがあぅ、 (陋^^  I、 サ j 尙ほ 桑ぶ 附近では 桑ぶ 侯の 許に 諸 
侯が 謁見に 來 集した 爲 め、 矢 張ろ 馬匹に 缺 乏して 苦んだ 記事が ある。 (計 酔た) おに 
又歸 西の 途中 由 比 附近で 一行 中の ゥィリアム •アダムスが 落馬して、 肩の 骨を 挫いた 
こと も ある。 な 上の 事實 はみ な コックス ー巧が 馬乘で 旅行した 例證 であらぅ と 思 ふ。 

又 旅行の 日數は 何程で あるか、 コック ツが 平戶を 出帆して から 再び 平 戶に歸 つた 
其の 期間は、 よ 巧 S 十日から 十二月 S 日まで、 卽も四 ヶ月餘 であるが、 もれは 滯を日 
數が 長かった 爲 めで、 眞の 旅行 期間は 左程に 長— くない。 別表に 示す が 如く 往復 おに 


日子は 殆んど 同一で、 往は氷 巧と 日、 陸行 十， 五日、 合計 二十 二日 間 •俊は 陸行 十五 日、 水 
™ 巧 八日 谷 計 二十 S 日間で ある' (滯を 日數を 除く} 之を 當 時の 日本人の 旅行に 化して 
大 なる 相違は ない。 中院通 勝が 元 和 六 年 (一六 二 0 年 桑海 道を 旅行した 祀行 『鶴 枕』 じ 
依る と、 京都から 江戶 まで 十 S 目を 费 して 居る、 义中山 逆が の 『關萊 海道 記』 を 見る と、 
I 彼が 元が 八 年 (一六 ニニ 年) に 京都と 江戶 との 間を 往復した 日數 は、 上下 典に 約 十； 
S 日で あつた。 之に 比較して る 十五 曰を 要した コックスの 東海道 旅 巧は •當 時の 日本 
人の 旅行と 殆ど 同じで あつたと 云； 5 得る であらう。 

次に 义旅费 じ 就て 考 へて 見やう。 旅费の 查體は 明細る 記事が 無い から 不明で あ 
る けれど、 每 日の 宿泊料 •晝食 狩が 大抵 明記され て 居る のは' 流 おに 商人の 日記で、 是 
こを コックス 日記の 特色で あらう と if 頭 かれる 次第で ある。 平戶 から 大膨 までの 船 
貧は 十一 巧 十 ご I 日の 條に S 十兩と 見ぇて 居る、 これは 歸路の 場合で あるが、 お 上の 
I 際の 船賃は 特記され て 居ない、 た 大阪に 着した 時ホ戶 侯から 借用した 船の 船長 
な 下水 夫、 水先 案內 等の 乗組員に 金子を 與 へた 記事が ある (収 S) 是は船 貫への ふ附 
I けだけ と 見るべき か、 又 船賃と ずべき であらう か、 其の 额は總 計 九 兩六匆 であるが、 
をの 费 目は 一寸 判 i 足に 苦い ので ある、 又 陸行の 場合は 宿沾 料は 五兩 乃至 八兩 位で 
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其の 外 每回婢 僕への ふ附 として 錢 一， 巧 文 乃至 S 巧 文を 拂 つて 居ろ、 义晝食 狩は 二 
I 兩 前後から S 雨 位を 拂 a、 之に、 む附 として 錢 一巧 文 或は 二な 文を 添へ るの が 例で 
あつ々。 义乘馬 鼓 馬の 賃錢は 不明で あるが、 たく コックスが 相 州浦賀 から 江戶に 匙い 
た 時、 逸見から 浦賀 までの 乘馬賃 として 錢 一千 文を 拂 つて 居る、 これは 多分 S 人み 
I の 乘馬賃 であらぅ と 思 はれる、 义 逸見から 武州川 崎 皆では 船を 傭つ たが、 其の 瓣賃 
I としで 一 か卽も 銀一兩 一一 一 か 五 コンド ブンご 如^^い ゴを拂 つた ことがある。 (5^ 巧 
I 此 等の S 片的 記事に 依て 乘馬賃 や 船賃の 一端は 窺 ひ 得る こと、 思 はれる。 

\  又 別表に 見る 如く 往と復 との 場合に、 宿泊 稱や晝 食料に 著しい 差が， 認められる， 
I 卽も復 は往じ 化して 半み 乃至 S み 一に 過ぎない。 是は往 は 人数が 多くて 恐らく 十 
I 人內 外で あつたる のが、 な 戶に滯 巧 中 商業 用で、 至急 人を 京都に 遣は す 必要が 起つ 
I たにつ き、 一行の 內 六と 名は コックスに 先立て 西 下の 途じ 就いた ので、 コックス と共に 
I 後れて 歸途を おにした るのは 四 名 住で あつたかと 思 はれる、 宿泊 食事 等の 费 用が 
I 著しく 減じた のは 卽ら 人數が 減つ た爲 めで あつた。 
g| 適 W のへ-  尙义 注意す ベ 5 ことは 京都 附  '近 並び 其のな 西に あつて は、 支拂は 殆ど 銀を 用む 
たるのと 見ぇ、 常に 何兩 何な の 計算に 化つ て 居る が、 が 勢ょ ろが 東には まとして 銅 • 


鱗を 用む たので、 計算は 大部み 何 文と なつて 居る ことで ある。 固ょ""^ 此の 計算 法の 
八 相違は 明確に 地方 的に 區別 された 次第で なく、 兩と 文との 勘定が 混用され ては 居 
i たが、 火體に 於て 巧 上の 區 別は 是認され ねばなら ぬと 思 ふ、 殊に 歸路の 場合に 著し 
^  く 認 め ら れ る。是 は 文 化 の 進 ん だ 西 國 地 方 に 金 銀 貨 が 多 く 巧 は れ、東 國 に は 音 だ 銅 

A 

™ 錢 がまと して 使用され た 事實を 語る るので あ以 ぅ。 又當 時は 銀と 銅との 比價 が一 

(> 

^ 定しない時代と記憶して居るが、コックス0記にも銀銅兩貨はをく別々に勘をされ 

广 一 

た、 卽ち銀 二 兩と效 の 宿泊 狩を 拂 ひ、 更に 下 旧 力に 銅 二百 文を 與 へたと 云 ふ 如きて、 銀 
I 銅 兩貨を 併せて 計算して 居らぬ。 化し •八 巧 十四日の 條 に錢】 百 文を 銀 一 奴と 算へ 
I た 記事が あるから、 此の 比價じ 依て 換算した るのと 認められる。 

I  別表に も ある 如く コックスは 東上の 際、 宮と小 田 原と で 其の 滯だ 日數 が一 日 か 一一 
I 日で あるじ 拘らぞ 莫大の 金子を 费 して 居る、 卽も宮 では 大判 一が (化を 五十 五兩) 小 
I 旧 原では S 十四 兩餘に 及んで 居る。 是は 何の 爲 めか 分らの、 或は 計算の 誤では ない 
かと 思 ふ、 業務 上 特別の 用途が あれば 格別、 をれ で 無ければ 理由が をらぬ、 或は 遊興 
^ でもした かと 思 はれる が、 ちれに しては 多額に 失ず る ものと 思 ふ。 コック ブが 歸途ま 
旧で 遊女を ffi 手に 遊んだ 時の 支拂 .は、 五兩餘 に過ぎない、 化し 化 時は 酒宴の みら し 
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く 察せられ、 义 同行者 も少 かつたら しく 見える から、 往路の 多 人數の 場合と 同一 
論ずる ことは 出來 をい と 思 ふ。 併し ともかく 宮と小 田 原と での 支出は、 他に 化し. 
非常に 目立つ ので ある、 孰れ 何 か 理由の あつた 次第で あらう。 

コックス 江 戶參府 日程表 


、勘を は便盘 
，銀に 巧算す . 


一六 一六 年 (畫を 地) 

七 巧 一一 一十 0 平 戸出 酌 


八月 


這篇 一! 


S) 


二  U 

ご 一日 

凹 日 

五日— 十一 
大阪 


二 

一一 一 


發 


枚ぶ 


十-四日 水 U 
十五 リ龜山 
十六 日？ 

十 セ 日？ 


(宿泊 地〕 
を護屋 
下關 
上 關 
高晦 
牛 窓 

大阪 河口 
大阪 滞を 
化 見 
を津 
± 山 

白子 (I 也 

.宮 (？ 〕 
岡が 


(薰 食料' i 炒  (宿泪 料 S 晴 心 (其 他) 


破 泊 


ミ、 一、 二 
二、 一、 0 


兩化 
八、 八、 0 

? 

五、 Hid 

五 五、 二、 ’C 


牌 


て に 


十八 日 ま 巧  新居 
个 九日 濱松  見附 
二十日 掛川  曰 坂 
廿 一日 藤 枝  駿府 
化 二 曰？  ，.蒲 原 
か！ 二日 原  己 島 
サ 四日が お  ル田晴 
サ五曰  同 
かみ 曰大磯 及藤澤  戶塚 
サセ 日' 江戶窝 

(歸 路)  (讚を 地)  焉 泊地〕 
十ち 十た 日な 戸 發痛晋 f が) 神を 川 
十八 日 鎌 倉  藤澤 

十九 口大磯  小 田' 原 
二十日 施 根  一一 I 枚 掠 

サーロ 蒲 原  な 成 
サ ニ日 駿府  藤 化 
せ 一二 曰 巧. 川  な附 
■サ W  口  新 巧  ま 巧 
サお 口藤 川  鳴 海 
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ミ、 一、 0  ? 

ミ、 セ、 八  ? 

一、 六、 0  一、 六、 0( 时的 代} 

rro  五、 六、 〇 

二、 二、 〇  ?  八、 〇 
四、 〇  二、 七、 〇 

ミ、 〇 

.11 一四、 八、 六 

ち ニ  ニ、 二、0 


(晝 食 料 S〕 (宿 巧 料 S  S)  妄 他〕 

?  113 二、 六 
?  二、 九、 〇 
一、 セ、 〇  二、 二、 〇 
一、 一、 〇  二、 一二、 〇  111、0 

一、  吉、 〇  一二、 二、 〇  ち 〇 

二、  二、 0  二、 二、 〇  一二、 〇 

1、 セ、 0  ■  一一、 二、 0 

一、 llro  四、 0、0  一、 一气五 

一、 21、0  二、 一一、 〇 


さ 一一 
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六 一一 一二 


十 


サ六 H 宮 (朝な) 
什た 日を 醇 


サ八 


お 部 


廿九 口  — 十 


巧 


曰 


r  I 


ホル 都 發枚ホ 


十一 一日 I 十四日 
十五 日一 十 セ 日 
十八 日— サ四日 
サお日 大破 發 
サ六 0 

サセ 曰— サ八曰 
サ 九日 
S 十 0 
二月— 一日 


桑 名 (？) 

大津 

を 都 滞せ 
化 見 

大阪滯 ホ 
辨 滞せ 
大阪滯 在 

高 砂 (梅 消) 
? 

斬 


五、 C 
一、 五、 〇 
一 、四、 0 

I 气 四" 五 

Add 


二、 ぇ、 C 
14、 ち 0 

五、 一二、 〇 

八 五、 0、0 
九、 0、0 


二、 0( 關所 か) 

1、0  (酒手：^ 

一二、 CK 渡船 貧) 

八、 一气ん 
五、 0、0 


〇、 四、 五 


上關 附近 (礎 泊〕  — 

日  宮津 附近 (旋 沿)  ' 

二日  下關 (綻叟 

一二 日 平 戶着篇 神た： f} 

其他尙 '旅行 中の 見聞 等に 就て 細かい 事實を 記せば、 容易に 盡 さない けれどる、 旣 
に豫 をめ 頁數を 超過して 居る から， 此邊で 筆を®  くこと、 する。 


幕末 東 撫化陸 二道 通行 見聞 錄 

文學博 ±  星  野  恒 

此程廬 口 か 人君 來訪 せられ、 舊ち藤 巧 明君 曰ネ 交通 あの 遺著 あるを 化て、 諸 同人の 交通 
に關 ずる 論說を 併せてと を 刻し、 なて 同 君の 記々 心と 爲 さんと 欲す、 幸に 一篇 をを して 之 
を惠與 せられた き 旨を 述べられ たれば、 予 ホを 通の 事踐 を硏究 せし ことなき をな て 之 
を辭 すれ ども、 如何様な 黃 がなる もを しからて 唯を 通に 關 係せ しもの なれば 宜敷 とて、 
切に が璧 せられ たれば、' たまたま 凹 願錄を 草し 居れば、 二十 一歳の 巧卽 ちを 政 六 年 化 陸 
道を 經 過して 丹 後に 至り、 义 東海道を 下 リ江戶 に 達した る^、 途中 見聞せ し 記事を 摘錄 
して、 塞實 までに 差 巧したら ば 如何と 尋ね たれば、 をに てを 敷 趣 述べられ たるを なて、 せ ハ 
中數條 を抄岀 する こと 左の 如し 

道  路 

當 時の 街道 筋は、 查闕の 諸 大名 皆な 戶じ 參觀 交代す るを 'W て、' 江戶を 中、 心と 爲 し、 
里程 も 日本 橋ょ ろ 割ろ 出した るを のをれ どる、 猶ほ 京都を 摩 察し、 之を 上方と 稱 し、 
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東海道 申 山道} を往 ホず るに •西 行す るを 上る と稱 し、 東行す るを 下る と稱 せら。 义京 • 
I 江戶 •大阪 を S 都と 稱 し、 西國 の名邑 は江戶 よろ の 里程の 外 じ、 京よ ろ 幾 里关阪 よろ 
一 幾 追と 里數を 示したら。 東海 •東 山 二道は 申す じ 及ばず 京阪 近傍 あび 奧州 街道の 仙 
臺領 境までは、 皆 譜代大名を なて 城 まと 爲 し、 外樣 大名を 差 置かず、 ;; け批駐 就^ 
-严 I 齡 則 肛 、骄 謂け^^ 卽顽 ま ぉ中國 •凹國 丸州奧 羽と も •要所々々 は 皆 公領 
I と爲 し、 奉行 •代官を 置て 之を 治め、 义 所々 に 譜代大名を 据ぇ置きて、 外樣 大名の 領地 
I と 犬ず 相 制し、 狠クじ 動亂を 生ぜ ざら しめん ことを 務めたら。 投衔 道筋の 公領は 境 
I 目 ごとに 木標を ぶて、 從 .此 西！？ 賴誠滞 代官 誰某 支配と 蕾して 之を 示し、 錄銷！ 1 1 
r 嫌；！^ 宿驛 には 其 ホ 街の 大小 又は 前後 宿驛と 距離の 遠近に 隨 ひ、 相應の 人足 歇 馬を 
I 備 へ、 問屋 場を 設け 宿 役人を 豐 き、 諸 大名 若く は 藩 ± 通行の 節の 雇 役に 充てろ、 尤を 
I 置の 人馬は 限ぅ あれば、 常 じ 之を 近傍の 鄉 がに 課して 其 不足を 補助せ ろ、 之を 助鄉 

黨ちリ 辰な I  ミで 曰^^し 一重 r。 助鄕 と d 宿騷の 人馬を 助く る鄕 がの 義 にして 、加 助とは 义其旦 寡 り 
帯 ま ク旅巧 及 ひ 力 助と 種す 利 別を 助い^ 鄕 .が、 卽ち 第二の 豫備 人馬を 巧 だず の義 なり、 L 幕 巧の 

I 役人の 公用に て 旅行す る 時は、 其 身分に 隨； S、 官 よろ 人足 何人、 馬何疋 使用ず べき 旨、 
! 朱 巧を 摇 したる 書付を 賜 はれば、 御 朱 巧 道中と 稱 し、 飛ぶ 鳥を る 落すべき 勢に て^ 
馬を 使用し、 而 して 其 人馬の 雇賃 は宿驛 の負擔 たるの みならず、 或は 其 意を 失 ふて 


叱責 せらる、 ことな ど あら ば、 をれ こを 大變 なれば、 宿驛 にて は其從 僕に 至る うで 
j 其 機嫌を 取々、 戟 々として 寧に 從 ひ、 毫も 其 意を 失は ざらん ことを 務めた ろ、 中には 
藩け 滯 下等  狭ぅ つし 或は 鼻藥を かふと 唱 へ、 些少の 金 錢を與 へで 歡ムを 買 ふ もの あらき。 諸 藩 

の 旅行  1 

I ま 及び 旗下 ± 藩 ± の 通行 じは、 兼て なをの 賞錢表 あろて、 之に 據ぅ賃 料を 拂ひ 人馬 
I を 雇 使せ ぅ、 皆 先觸れ とて、 豫め 誰某 月日 通行、 人馬 何程 入用の 旨 記載せ し 書付を、 驛 
I 繼き にて 通知して 置く をな て、 驛 々にて は 其 日程を 計ら、 其 入用の 人馬を 備へ 置き 
i て、 寸時 も 差 支へ なから しめたら 肯姓 商人に 至らて は 公定の 賃 錢じ據 るを 得ず、 皆 
I 閒屋 場に 就て 相 對の賃 錢を拂 ひ、 人馬を 雇 使し、 先觸 などは 勿論 差 出ず ことを 得 ざ 
'  ^ ク き、扱 义宿驛の入口出口じは、必ず木標あぅて驛名を示し、马驛內はくわ へ 烟管無 
用、 口附 なき 馬じ乘 るべ からず」 と禁戒 せろ。 

松 並木  \  東海道は すべて 松の 並木 あれ どる、 他の 街道は 必ずし る 然らず 唯 城下の 前後に 
谎除了 場  I 松 杉を 列植 する のみ、 义衙 道筋は 沿道の W がに 諫 して 其 掃除を 分擔 せし 〇、 之を 掃 
I 除 T 場と 稱し •所々 じ 小榜を 立て、 其 何 卿が の 了 場を 示せろ •をれ ゆへ 巧 潑巧氷 あ 
^ れば疏して么を夷に し、塵 莽雜草あれば之を掃ひ之をまろ、街道筋の長距離をるに 
拘 はらず 頗る 淸潔 なろ。 
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親 不知 モ 不知の 險. .. 

\  W  -  i;  I. 一..-- 

越後の 化 陸 道に 當れる もの 海潑じ 沿て 路を 成し 南 化 大凡 八十 里 山 お 海に 迫ろ 
I 深沙 躁を沒 す、 其 今 町 i 入 I 津が西 將じ越 中 じ 入らん とす. るに 靑海 •歌の 間 二 里 二 
駒 返  ！ 十と 胖是を 駒 返と 云 ひ、 外 波 •市 振の 欄 二 里 是を親 不知 モ 不知と 云 ふ、 皆證相 迫ろ 
i 不知 子す™ たる 砂 潰を 通行し 跋涉西 難なる をな て此名 あり、 而 して 親 不知 丰 不知は 最も 絕險 
と ず。其 地大山の址走て化海じ臨 み、峻 巖 壁 な 數 十 化 j 出  一 乂 ず る MJ  . 

; 圖 の 如く 遮瓦絕 ぇぞ 其 突出す るを は 皆 海に 拖 み、 波浪 來ろ擊 も、 雷 轟 雪 翻 十 餘丈故 
:; を K て 行人 之を 過 r る 皆が 立して 雄 波の 退去を 待ち 巧遽 走ろ 過ぎ、 巧 巧ずに 及ば 
ざらん ことを 謗め、 父子の 親と 雖相 顧みる じ遵 あらざる もの あろ、 親 不知 •モ 不知の 
稱 ある 所な をり、 义山戀 崩壊の 所 あろ、 峻巖 相倚疊 して 海に 入る、 巧人箭 嘴して 其 上 

I を 越ぇる と雖 も、 輿 馬. は 波浪の 隙を 伺て 其 外を 過ぎ ざ. るを 得ず 特わ危 .險 と爲 す。 予 

...  {一 

I 途に馬 夫の 駄馬を 牽 きて 至る る、 のじ 遇 ふ、 問 ふて 曰く、 人 能く 雌雄の 波を 辨 ずるる 
! 馬は 則 も 能は ざらん’ 如何にし. て巖 巧を 通過す るを 得る‘ と、 彼れ 對 へて 曰く 馬 ホ 能 
く 之を 辨ず雄 波纔じ 近けば 觀ち 奮然 慕 進 些の禱 機な し、 人は 却て 馬に 尾して 進む 


のみと。 習慣の 物性を 化する ホ大 なろ と 謂 ふべ し。 然れ どる これ 睛曰 無風の 時の 事 
i と爲 す、 若し 西北の 風 あれば、 驚 波 奔馬の 如く、 巖の 突出と 彎入と を 問は ぞ皆 其衝還 
I する 所と なろ、 海濱皆 水、 人馬 爲 めじ 通 巧を 絕ク こと 連日に 至る。 抑此道 や加賀 侯な 
下 東 觀の經 おする 所た ろ、 加 賀は大 藩な ろ、 藩 人 荷物 日と して 通行せ ざるな し、 然る 
I に 其 天險に ffi せ 開 襲す る 所な し、 豈此じ 因て なで 要害を 設く るか。 予の 之を 過ぐ る 
I  1 笠 反 顧 人影な し、 た' 告 幸に 天晴れ 風 微な每 、許 多の 困苦を 釋 ると 離 も， 無事 通過ず 
I るを 得たら 莫纔巖 崩壊の 所を 踰 ゆるに 當 な、 僅に 其 上に 登れば 海 波巖罐 ょろ 迸ろ 
I 入ろ、 奔騰 逆上ず る こと 數丈 •飛沫 雨の 如く、 衣狹 之が 爲 めに 淋漓た^、 予覺 ぇず 魂 驚 
き 神 停す、 其 画 難皆此 類な ろ。 然るに 今や 蜡巖絕 壁 も 「トン ネ 八」 を開繫 し. お々 たる 鐵 
路の 上を 巧 車に 坐乘 して 瞬間に 通過ず るとは、 豈 昭代の 德澤 ならず や。 

i  關所 及び 番所 

I  德川 時代には 諸 街道 所々 に關所 及び 番所 あ § て 巧 入を 識 察す、 關 所は 關 巧を 設 
™ けて 夜間 之を 閉ぢ 、磯 察 甚だ 嚴 なる も、 番所は た. く舍を あろて 番人を 置資觸 巧を 設 
けず 識察も 甚だ 嚴 ならず。 化し 奧羽地 巧には 商人の 貨物に 對 し、 口錢を 取る 處 あろ、 
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關 巧は 查國に 化 会 S 十六 あろと 云， ふ、 然 れ^ も、’ 江戶 よろ 出る ものは、 關を過 r るに 
必ず 手形を 耍 ずれ どる、、 江戶じ 入る るのは 手形な しと 雖も 通行を 許可せ り、 如駄副 

を 階下に 跪き、 鄕貫 なび 名を 稱 し、 其往 くが をを ぐれば、 關入 通れと  を 1 度り 刀た よらを 
呼ぶ、 を だ 笠は 必裏 をを にし、 其隱 區携帶 する ちの なきを ーボ さしむ。 が え も J ネィ  さが 

藩の 妻子 及び 證 人を 收 めて、' 江戶の 邸內じ 置きた るを なて、 其 逃 逸を 恐れ 嚴じ 之を 
a 察せし 故なら。 其 女子に 於け る識 察の 男子よ ろ嚴 な. る も ホ 之が 爲め のみ。 蓋し 慕 
府の舊 憤 故 例に 於け る 年月を 經 ると 雖 、を 易じ變 易せ ざるを り。 

予の經 過す る 所を がて 之を 云へ ば、 越後 鉢 崎と 巧 振の ニケ 所に 關所 あろ、 鉢 崎は 
上越の 化の 入口 じして 巧 振は 其 南の 出口 をら、 並に 高 田 藩の 幕 命を 受けて 管掌す 
る 所と す。 加 賀領じ 入れば 越 やの 境 g 師加賀 の 大聖 寺贿 g じ 番所 あり、 越 前に 入れ 
ば、 其の 細宮木 ^  ^ と 未.' 目嶺 馳 § じる 蕾 所 あろ、 然れ ども 加贊 庭前の 番所は 武鑑に 
載せ ざれば、 其 藩を よら 之を 設けた る もの じて >  幕 '命の 及ばざる 巧な らん、 誰 察 も 亦 
甚だ 疎な ろ、 木目 嶺の 如き 予の 之を 過 r る 番所に 人の 坐視す る ものな り、 緩 歩して 
過ぎで 吿 r る 所な* Tb も ホを いるもの をし。 

東海道には 參洲荒 居に 番所 あろ、 相 州 箱 根に 關所 あろ、 荒 居 番所は 荒 居 师の柬 端 
今 切 渡の 渡 頭 じあろ、 粟 向して 望めば 遙じ富 嶽の羣 山の 表 じ 腔 立ず るを 見る、 風景 


絕佳 なぅ、" I » 纖 S  « £  眺 s  t。、 番所は ま 田 藩 幕 命を 受けて 之を をろ、 兼て 今 切 渡船 
鉛 化關视 ； 事を 監ず 、而 して 箱根關 巧は 箱 根 山の 絕 頂に 巧ろ、 小の 原 藩の 幕 命を 受けて {寸 る 
I 所、 其な 戶西 出の 關 門なる を 化て、 警備 識察 極めて 嚴 、查國 中 第一と 稱 す、 小 旧 原ょ ろ 
常じ±卒 ！ 隊 を遣して之を馨備し關巧內じ檢千がの 
j 類を 列植 し、 嚴め •しき 服裝 じて 行人を 議 察せろ、 願巧所 巧は 箱 お 卿の 東端 湖山 相逼 
I る處 じして、 關 巧の 開閉 並に 卯刻傩 をが て 限と ず、 朝 時 まだ 限に 及ば ざれば 敢 
I て 開かず 夕時旣 じ’ 限 じあべば 必ず 閉づ 、遲れ 到る 者 あろと 雖も 決して 開かず 是を 
I なて 旅客の 東ょ 3 來る考 若し 閉關の 後に 及べば 止宿ず る 所な し、 故に 關外旅 店 茶 
; 肆 若く は 旅 中 用品を 鬻 r るの 二十 餘戶を 置き、 之を 新 和と 稱 しがて 此 等の 人に 便 

ぞ 

j  明治 初年 箱 根 離宮を 建つ るに 及び、 新 晒の 地 正しく 其の 正 巧の 前に 當 るを なて、 
I  之を 撤 し、 今辨識 ずる 所な し、 又關門 旣に廢 し、 其 遺址 纔 におが 一 株を をす るの み、 

I  河川 溪流 

河川は 平常 本 あろて 深さ 人の 腰な 上に 及ぶ ものは、 渡船 若く は 橋梁の 設け あれ 
お 求 東海 北陸 二道 通行 見聞 錄  さ 二 化 


昔時 徒涉を 
既 はず 


維新 前と 巧 
化の 制度 風 

が 


日本を 通 あ 諭  六 四 0 

ども、 其 他の 小川 溪澗の 類は 其 設けな く、 皆 之を 徒渉せ 5、 地名を 失念せ しが 某所に 
四十 八 漸と稱 ずる 所 あろて、 甲驛 ょろ 乙驛に 至る 間に、 敕十 所の 溪 流を 徒渉す る 所 
あろ、 隨か 不便に して 困難ず る こと あろ、 吾輩 化 陸 道を 過 r る 時、 靑海驛 の 西に 巧澗 
あろ、 之を 徒渉せ しに、 中流 じして 足を 失 ひ 厥き 倒れて 衣裳を おせし こと あろ 含。 尤 
る當 時の 習慣は 水の 中を. ざぶ/ \ 徒渉す る ことは •餘ろ 苦 じ 致さざる と 見え、 中に 
は 橋梁 あらと 離、 其 位置 少しく 偏して おしく 道に 當ら ざれば、 行 入 皆 水を 徒涉 して 
橋 じ をらず 故に 廣瀬淡 窓の 詩に 寒沙 一帶夕 ，入 跡 蘭 却 塵 頭獨木 橋と あるが、 實に其 
通ろ にて あろき。 され ども 冬 時 じ 至れば 徒渉すべからざる をな て、. 小川 溪澗 と雖 も、 
其 地方々々 じて は 皆 橋梁を 架して 其 寒 凍を 防ぎた ろ。 孟子 離 宴 下に 周 代の 制を 述 
ベて 「歲 十一月 徒枉 成、 十二月 輿 梁 成、 民 ホ病染 接と あろ、 徒杠 とは 徒行して 渡る ベ さ 
木 橋、 輿 梁とは 库 輿を 通行す. べき 火 橋を ろ、 但 この 十一月 十二月は 周 正 なれば、 今の 
太陽 曆と略 同じき も、 德川 代には 夏 おを 用 ゆる ことなれば、 十一 巧は 其 九月、 十二. 巧 
は 其 十月と す、 予の 東海道を 過 r、 るは 九月の 末 十月の 初め なれば、 旣に 架橋せ し 所 
も あれ ど、 多くは 之を 了せ ず >  所々 じが 木を 氷 頭に 運 出して 架橋の 準備を なす もの 
あろ 含、 維新 前は 三千 餘 年の 昔なる 支那 周の 時代と 制度 風俗を 同じく する るの あ 


ろ、 ホ 巧て 當時 交通の 不 僮なる を 推察ず べし。 

神 通 川の 船橋 卜大 井川の 蓮 曇 

諸國 河川の 帶水 あろて 深き るのは、 皆 渡船 橋 楽の 設け あるは 前述の 如くを るが、 
I 通 川の 船  た く 越 中 富 山城 下 神 通 川の 船橋の 如きに 室ろ ては、 特に 偉觀 たろ、 故に 略 之を 述べ 
ん じ、 化， 川 水源は 飛 禪に發 し、 立山な 下 諸大撤 ょろ 出る 衆 水を 併合して 化に まろ、 水 
流 極めて 狸 急に して 橋 柱を 設 くべ からず 故に 河 中 堅牢なる 大船 九十 餘隻を 連 瓦 
し、 大鐵 鎖を なて 之を 繫 ぎ、 兩岸义 丈餘の 趣材を 樞て鐵 鎖の 端を 其 上 頭に 繫 ぎ、 其 ホ 
を 深く 地下に 埋め、 大 洪水 あろと 雖も 決して 流失せ しめず 义每 船般に 製造の 年月 
日を 刻して、 W て 改修に 資す、 たく 船 上 板を 敷て 通行に 便ぜず これ ホだ盡 さ^る 所 
I  あるを 覺 ゆるなら。 

日本 地誌 提要 越 中 國神通 川の. 條 に、 富 山の 西 化か 橋を 架す、 總六抢 四 隻を橫 瓦し、 
I  鐵 鎖を なて 之を 繫 r、 長 凡 四 拾 四 間 四尺餘 、幅 六 間 二 尺と あれば、 予の曰 記. に 大船 
I  九 拾 餘隻を 連 瓦し と 云へ るは、 當 時た 嗦 數へ 違へ たるなる べし。 

がが 川 f  もれに 引き 替 へ、 東海道の 大 井川に 至つ ては、 渡船な く 橋梁な く、 皆 違 塞を がて 人を 
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‘  乘 せ、 算 して 之を 濟 し、 水量 增加 すれば、 絕クて 人を 濟 さぞ 而 して 渡錢は 水量の 多が 
I をが て 之が 增 減を 爲 す、 其 水量の 率、 渡錢の 等級は 詳知 せざる も予の 之を 過 r る 時、 
j  |!脈 |/;畔 渡船番所に九十二文と揭示せろ、旅客 】 人の渡錢と思ひたるに、卽ら异夫 
一人の 貧？ ろ、 旅客 一人 Q 蓮臺 .四 人 じて 之を 胃 ば、 旅客 一人の 渡錢 一二 百 六十 八 
文と す、 な姗轉 一^^ 齡齡賊 f  *1 磯 献^; t 作 化 時 中流に 至ぅ しに、 河水 异 夫り 胸に 及べ 
.  ろ、 若し 水增 せば賃 がを 加へ て 九十 六 文と す、 猶水 これょ ろ 增をば 則ら 津を絕 つて 
川 化め  人を 濟 さぞ 之を 川止めと 稱 ず、 故に 九十 六 文を なて 渡川賃 料の 最高 限度と 爲す 、较 
旣じ州 止めと 爲ろ たれは、 幾日た ろと る 人を 濟 さ^れば、 旅客は 旅 店に 滯留 して 減 
I 水 通 律の 時を 待たざる ベから ず 故に 川を 夾 みて 東西 じを 宿驛を 置き、 郎 S、 醜^ 邮 
飾ツ なて 川止めの 時の 宿 治に 備 ふ。 然れ どを 東海道は 西南 諸侯 化の 參觀 の爲 めじ 
お ホす る 所、 丑 街道 中 燃、 It  It 麵.5 誠 に 巧て 最る 繁盛と 爲 す、 之を 絡釋 織る が 如 
j しと 稱す るる、 謡 言に 非ず。 若し 河水 減ぜず 川止め 數 日に 至れば、 旅客 闘晒兩 岸の 宿 
- 驛 をる、 能は ず 遂に 前後 數驛 になぶ。 時 曰の 空費、 旅 费の增 加、 事務の 停滯 、期 約の 離 
I 離、 其 他の 弊審 勝げ て數 ふべ からず。 若し 富 山 神 通 川の 船橋を がて 之を 例せば、 大弗 
川滿悍 な. ろと 離を、 豈 船橋を 架す ベから ざらん や、 然る じ 其 自然に 巧せ、 計畫 ずる 巧 


秦 


を&は 蓋し ホ戳 國の餘 風、 所謂 王な 險を 設けて な V. 其 國を固 0 るの 遺 難な らん か。 
無 錢旅巧  I  予の大 弗 川を 過る、 偶々 白き 敝 あを 着た る 者蓮臺 のを 側に 取總 ろて •、興 夫と 同じ 

く 徒渉す る 者 あろ、 之を 怪しみ 彼の 岸に 達して 之を 見れば、 巧 も 金 度羅詣 なろ、 蓋 
\  し當 時化 輩 及び、 諸國 巡禮丰 加持 •一一 十四 輩 •猿 廻し •角 兵衞 獅子の 類、 渡 錢を拂 ふ 能 
はざる 者は、 皆 行旅の 川を 渡る 每に附 屬徒涉 して、 無錢 にて 通行を 得せ しめたる 
じ 似た ろ、 ホ 寛大の 處 置と 云 ふべ し。 

I  旅® 

凡諸衙 道は 申す になばず 枝道と 雖る即 ホには 必ず 旅 巧 あろて なて 行旅の 宿泊 
に 資す、 而 して 街道 筋は 幕府の 吏人 若しくは 諸 藩主の 往來 ずる 所 なれば、 を 驛內の 
I 陣 •脇 本™ 古家 右族兩 S 戶を顯 をして 本陣 •脇 本陣と 爲 し、 幕吏 諸 藩主の 止宿に 供す。 本陣とは 
.  本 營の義 、脇 本陣とは 副 營の義 を. ろ、 蓋し 戰國 行軍の 言語の 遺れ る ものな らん。 諸 藩 
まの 通行す るには 藩 吏を して 前行して、 豫め宿 割を なさし め、 藩主は 必ず 止宿を 本 
i 陣に i 店い、 雜卽 ^  .1 指な 絲柿 S、 脇 藩を の猶 所には 木 化に 何某 泊と 馨 し、 長 竿り ホに 揭 
げて お前に 樞ス 普通の 諸侯は 巧官 稱を揭 示す と雖 1 1、 新^ 難 龍 齡喊瓣 、待 從が上 

慕 末 東海 化 陸 二道 通行 見聞 錄  々四 一二 


巧 適 旅人の 
巧が 


道中記 
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はを 城 地の 國名 •若しくは. 地名を 通して 之を 書し、 巧を 稱 せず、 腿、 隱| 論難、 陳 難、 相 藩 
ま 至れば 巧 ま 人出 迎 へ、 玄關 じて 駕籠の 前 棒を 興 夫に 受け、 番頭 等と 座敷 內迄 興き 
人れ て 駕籠ょ $ 出 でしむ、 其 曾崇 5 な此 類と す。 親 j  S 轉離郎 雄 S 針、 雌赚 I; 卽作旣 に 
ホれば 本陣には 其 宿 札を 玄關 の媚 上に 列褐 して 巧て 榮 となす。 

普通の 旅人は 諸侯 伯の 止宿 ぜ ざる 時には、 本陣 等に 宿す る 者 も あれ ども 尖 おは 
普通の 旅 店に 投宿す、 普通の 旅 巧は 同志 申合せ、 互に 講中を 組織して 相 聯絡し、 某講 
某 組と 稱し 指頭に 招 牌を 揭げ てが て 之を 表識 ず、 浪花 講の如 &は殆 んど查 國に遍 
く、 枝道の 晒 市と 雖も 有らざる 所な し。 其 旅客を 待遇す る 至て 親切と す、 义 道中記 卽 
も 旅行 案 巧を 發 行し、 諸 街道を 驛の 里程 旅 店 城 指 rS 則織歐 5。 を 列記し. 關巧審 所 • 
山 お 等 あるの 地は 一々 之を 記す、 行旅 之を 携帶 ずれば 甚だ 便益と をす、 予る ホ當時 
浪花 講 道中記 一部を 携帶 し、 必ず 其 旅 巧に 止宿せ ク。 

化 陸 道の 旅 店は 蜜 日の 晝辨當 をが 與 ずる も、 上國 及び 東海道 筋は 辨當を 付 輿せ 
ず 途中 旅 店 若しくは 茶肆 につ^て 之を 辨ぜ しい、 當 時】 夜の 宿泊が 大抵 普通は 錢 
一音 文 若しくは 一言-一一 一一 一十 文と ず 難 f  g  i  f  S  i  ^  S ご城靖 。な 


,  行程な び 飛脚 

斤 a ぶ  I 

當時旅 巧は 馬 駕籠を 用 ゆるの 外は 皆 膝 栗毛 なれば、 j 日 大抵 十 里を なて 巧 程と 
をす 觀別輔 則が；^ 甲 里 夫 故 大抵 旅人 多く 宿 治す る 者は 像く 定處 あぅ、 が甚の S 島、 
I 參 がの 一 一川の 如き 是 をろ。 义小旧 原に 宿す る 者は 其翌箱 根じ晝 食して S 島に 泊ろ 
^  S 島 じ 宿す る 者は 其翌箱 根に 晝 貪して 小 旧 原に 泊ず るが 如き、 化れ 箱 おの 天險じ 
I 限らる、 なろ。 衷 海道 五十 S 驛皆 行旅の 休憩 止宿 貨物の 運搬に 賴^て 衣食を なす、 

I 然れ 共， 驛の 所を にょろ 行旅 止宿の 便 否 あるを がて、 驛の 繁華 閑寂を なず は、 數の免 
一れ ざる 所な り。 

書信は 諸 藩は 皆專 使を 發 し、 て 事を 瓣ず 、急用の 如きは 早れ 又は 早 駕籠と 稱し 、駕 
籠の 前後に 小 棒を 搏 し. 之を 靖 蜡と稱 し、 四 人 之を 興し、 每驛 人を 替へ晝 夜 兼 巧す、 な 
戶と撥 州 赤 穗の如 さ 相 距る巧 五十 五 里邊野 內臣正 •の變 、茅 野 一二を 等 早 打 じて、 五日 
を おて 赤穗じ 注進せ しは、 義 ± 講談 者の 常 話 化して 人の 皆 知る 所な り。 普通人の 如 
- さは 都會 及び 市 晒に 飛脚を 業と する 者 あろ、 之に 賴 ぅてが て 事を 辨ぞ 江戶 日本 橋 
島屋佐 お衞の 如きは 營業最 る 盛 じして、 京阪を 始めと 道の 名 島 大抵 飛脚を 發せざ 

幕 ホ 柬海化 陸 二道 通行ぶ 聞錄  」、j な 


軍 信 


江戶 の島屋 
佐お衞 


正 六 
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るな し、 又 京 •大阪 に 於け るが 如きは 江戶と 取引 最も 盛に して、 常用の 外 別に 急 飛脚 
を發 ず、 ムへ 日に して 達ず るを なて 之を お 六と 稱 す。 又 京阪を 始めと 道の 名邑 にる 飛 
脚を 業と する 者 あろて、 江戶 及びを 地と 往來 してな て 用務を 辨 ず吾鄉 白， お 町の 如 
きよな 戶 脚を 業と する 者 ある も、 一年 僅に 四 回往來 ずる 故に、 江戶 じある 者は 鄉 
里の 消息を 聞く を 得る 一年 僅に 四 回の み、 S 請 I ^ , 八 S 雜 ずを' 聞 父母の 異 事り 如 & 
よ 飛 郝を發 して、 之を 吿 げざる を 得ず 今日よ ろ 之を 見れば 豈 、心細き 次第に 非ず 
や、 事 不便 ぉの 如し。 然れ共 當時是 が 外の 事を なす 能は ず 皆 之を なて 滿 おせろ、 今日 
の 人の 夢想す る 能は ざる 所なら。 

な上數 半は をな のホ鄕 里を 發 して 江戶に 赴きた る 時、 途中 見聞す る 所を 筆記せ 
しもの なる が， 今 之を 砂錄 して 稍 潤色を 加へ がて 責を塞 r、 取纏めて 論說 をな し 
しるのに 吨 ず、 大方の 諸君 一讀を 賜は ろ、 當 時の 狀辄を 想像 せら るれば 殊に 多幸 
となす。 
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リ 。男爵 半生の 履 歷は實 に 

〇  〇  〇 

ずるに 當リ 、命日々 明治 一一 一 
をを 讀 むに、 余が 今 男爵ょ 


明治 初年の 交邁 

- 郵便を 鐵 道の 創始 - . 

岡 部 精一 

故#^ 田 明君の 一周忌を 記念 せんとし てを 通 お 刊行の 擧ぁ •り。 乃ち 藤 田 君遺篇 につきて を 
逝に 關 する ものを 集め、 生前を 交の 親 ありし 人々 よりも ホ 同種の 諭 文を 徵 する こと、 な 
る。 而 して 余は 實に 『明治 初年のを 通』 とい ふ 題を 課せられたり。 

余本篇 をす せん. と 欲する に當リ 、男爵 前島密 巧の 帝國 郵政の 創始に 與 つて 力 あるを 思 ふ 
會 々同 お 訝の 銅像 除幕式の 擧行 せらる、 ありて、 巧の 湘南別 塁より 都 門 にんる あり。 囚て 


同一の 事を 載せ、 其の 男爵の 談話を 記す る あたりは 今 余が 聞き 巧り しもの 其 儘と い、 石 も 
不可な く、 然 かも 尤も 詳細を 極む。 巧て 同書を 參考 して 本篇 をを し、 碟に 男爵の 談話は 其 ホ 
の 儘を 引用せ る 所を リ 、ネ篇 の 成る 『太陽』 の- 惠を 蒙る もの 頗る 多し。 因て 篇 首に こかを をへ 
て、 其 編を に 謝すと 云爾、 

巧 治 初年のを 通  六 四 セ 


.  目 木 交通を 論  ホ 四 八 

飛行機 天に 飛び、 自動車 地に 走る。 山河を 鑛視 して 萬 里 信を 通ず るの 無線電信 あ 
ろ、 卓に 倚らて 千里と 談 ずるの 電話 あろ、 鐵 道は 旣 じを 版圆に 於て 壹萬哩 に 達せる 
今日に 於て、 彼の 飛脚を なて 僅に 信を 通じ、 駕籠を なて 唯一のを 通機關 となし’ 電信 
を 波 天 連の 魔法と 怪 みし 幕 ホ 維新の 五十 年 前を 回顧 すれば、 替に隔 化の 感 のみな 
らぞ 五十 年間の 發 達は 眞に 一場の 奇蹟たら ずん ば あらず、 然 かも 其の 舊 態ょぅ 新 
狀じ 移る 間の 變 化は 頗る 研究 じ 値する のみならず 最も 興味の 俾ふ もの じして、 今 
にして これを 叙述す るは 其 時を 得た るるのと 信す。 巧 もな. 化骑治 初年の 交通」 の 露 
下に、 明治 元年ょ ろ 同 四 五 年の 頃に 至る 咬での 間の 交通を •通信 及 陸運に 限ろ、 殊 ，に 
其の 郵便と 鐵 道の 創始の 狀況 について 叙述す る 所 あらんと す。 

第一章 通  信 

築 一  が國 .郵便の^ 始 

が闕 郵政の 創始は 男爵 前島密 巧の 履歷 と戰馳 す。 前 島 男の 半 世は 寶だ目 本 郵政 
の歷 おを 說 るを のをろ。 舊 幕の 未 葉 幼稚なる 町 飛脚 や繼 飛脚の 刷 度は、 改まれる 維 
新の 大政に 於け る 通信の 業に 適せざる は 論を 俟 たず。 然 かも 如何 じして 化の 新な 


じ應 ずべ 含 やは 何人る 其の 寡 法を 知るな し。 獨ろ前 島 男の 創始 的 頭腦じ 依ろ 一躍 
I して 今日の 制度を 產み 出せろ、 少 くる 郵便 創始の 十餘 年間は 男爵の 獨舞臺 なろ し 
郵政の 創設  なら 。男は 實じ 創始 時代の 郵政に 關 する 活 たる 歷 ななろ。 茲 じ-明治 初年の 鄰 政を 叙 
せんとす るに 當 ろて 會 々.此の 活 たる 歷史 —— 郵政 最初の 恩人 —— 明治 通信の 開 
祖 男爵 前島密 巧の 銅像 除 慕 式を 巧は る。 男の】 族 相伴 ひて 綿 南の 別墅 ょろ 都 門 じ 
入る あろ。 乃 も 城 化なる 關口新 おに 男爵 邸を 訪 ふ。 綠樹 森み としてが 園 甚だ 幽靜を 
ろ。 がから 梅雨 閑 庭を 閉ざして 初夏の 光景 鞠すべし。 主人 親ら 巧で \ 客を 前庭 新築 
の 墅屋に 導く。 潇洒 をる 小 亭離鐵 に 臨みが 間 小 極を たどぅて 通ず。 綠林塵 煙を 絕 も、 
幽遽の 別天地た ク 。此淸 室に 主人と 對 坐して 五十 年 前を 談 ず。 宛 として 古 君 モじ對 
ずるの 趣 あろ。 

前 島 男 謙譲 謙遜、 巧に 誇らず 鴻爪雪 泥を なて 終始】 貫ず 簡ふ 巧な にして 答 ふる 
は 僅 じ 一、 然る 感興 到ろ 趣味 湧けば 隔世の 巧 夢を 記憶ょ ろ 喚起して、 减 々として 談 
ず。 明治 S 年 五月 十ー ニ 曰、 一通の 廻議 書は 當時粗 稅權お 兼 驛遞權 おた ろし 前 島密巧 
の 机上に 舞 ひ ホる。 是れ實 に 前 島 巧が 驛遞權 正に なぜら れし鑛 四日を ろ。 前 島 巧 何 
がな く 取ぅて これを 檢す るに、 東西 兩京 間に 往復し々 る官 文書の 飛脚 賃 計算書な 

巧を 初年の 交通  六 四 九 
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ろ^。 これ 前 島 氏が 平 曰 熟、 むに 知らん と 注意し 居た る 所の るのに しで、 其 喜 悅は一 
I 曆强 かろし なろ。 巧は 實に 化の 一通の 廻議 書に 因で、 郵便 創始に 要する 經 費の 標準 
東西 兩京 間  を 算定し 得べき 暗示を 得た な。 乃ら これに 基き て旣 .往數 ヶ月 間 東西 雨 京 間の 通信 

の 通信費 額っっ 〇  〇  0 

費 額を 調査し、 其の 飛脚 屋 にち 拂ふ ものは、 實に每 巧 平均 一 千 おな 兩 なること を 知 
.  ろ 縛た ク 。當時 願 京の 間には {! 雷に 宫廳の 往復 文書が 飛脚 屋 •に 依て 送達 せらる、 の 
み^らず 政府と 府藩縣 との 間に、 义府 藩縣を 互を 間に、 又 府藩縣 と 其 東京 出張所と 
の 間に 送達せられ、 其の 飛脚 賃も ホを々 ぉ處を 異にし、 を 互 錯綜して 到底 其のを 均 
額を 知る こと 難 かう し 時に 於て、 計らず る 中央 職 府の取 蚊 ふるの、 平均 額を 得れ 
るは 案外に して、 前 島 巧の 滿 足は 尋常 をら ざう しなら 一是に 因つ て 巧が 帝國鄰 便を 
開始 せんとず る 腹案に 一道の 光明. を與 へ、 お 式の 提案を 形成す るに 決、 心せし めた 
ら 。巧は 更に 此 談話を 進めて 曰く、  '  、 

郵便 創設の  是に 因つ て 郵便を 創設す るの 腹案を 固めた ので ある。 其の 腹案と いふは 月額】 

腹案を 固む  ’  こ， 广 

.  千 五な 兩を 費せば •通信 線を 東京から 西 京、 西 京から 大阪 寺で 延 はし 每日膊 刻. を 
. .  一  をめ て 東京 夫 阪の兩 方から 一 便を 發 する ことが ぉ來 る、 さう して 官民 一般の 通 
信 物を 送達す る ことが 迅來れ ば、 一二 府は 固ょう 沿道の 人民は 皆 其の 便利に 依る 


からして、 大悅で 通信を 托する であらう。 さすれば 其の 送達 賃で 一千 五な 兩の巧 
,.1  額を 收_ 入す る ことは 難い 事では ない、 これは S 府 間に 開始す ろ 郵便の 基金に 充 
て、 乂 からず して 其の 收 又から 墳 補して、 これを 义新 線路 撥 張の 基金に 充てる。 此 
の 工合で 漸次 基金を 遞轉 運用して 巧つ たなら ば、 遂には 查國に 及. ぼす ことが 出 
來る であらう、 とい ふので 遂に 此の 腹案を 實 行して Mil 府の 間に 試驗 的に 郵便を 
開始し ょうと 狹 ふん’ 直 もに 其の 方法の 立案に 取懸 つた。 

巧  <  音信の \  抑-前 島 巧を して かく 郡 便 創始に 熟、 $ ならしめ たるは、 氏の 創始 的腦 力の 然 らし 

で € を 感ず j 

むる に 因う しは 勿論なる も >  氏が 少年 瞎代 ょろ 一一 一十 餘歲 まで 萊 西に 奔 をし 南 化に 
馳驅 して 絕 ぇて 家信の 便を 得ず、 又 如何なる 緊要の 事件を 帶 ぶる も、 遠隔の 知人に 
其の 豫を 通ず る 能は ざるの 不便を 感ずる こと 深く、 其の 都度 如何にせば 自も自 を 
I に 通信す るの 道を 開 含 得る かの 疑問に 接せ 6。 要するに 巧の 漂 遊 的 半 世の 間、 其の 
胸裏に 往來 せる 疑問を 抱いて 空しく 經 過した ろ •當時 海外 諸國 とのを 通は 行 はれ 
! ず 泰西 諸國に 於け る 化 等の 制度は 夢に だる 知る に 由を かう しが、 此の間に 巧ろ て 
一 隨 時に 得た る 零細なる 知識と 見聞は、 創始 的 胸 狸を 通じて 巧に 光明に 接觸し •帝國 
郵便 制度の 曉 天. を 見る こと、 をれ ろ。 氏は 一の 經驗を 語うて 曰く、 

明治 初年のを 通  六 五一 


，日本 交 通史 s  六 五 二 
嘗 .て 長 崎 じがて 米國の 宣敎師 ゥィリアムスと いふ 者と 知合に なろ まして、 屢々 
其の 家に 往 さました。 或 日の 事、 米國 では 如何なる 制度に ょろ て 通信の 事を 管理 
ずる かを 問 ふた 處 が、 其の 宣敎師 が 親切に 說 明して 吳れ讀 した。 宣敎師 の 曰 ふじ 
は' 通信の 國 家に 於け るは、 恰も 化 液の 人間の 體に 於け る樣な ものである、 人體は 
血液の 循環 じょろ て 生活し、 健康を 保つ て 巧く、 然して 其の 血液は 化 管に 因つ て 
體內を 循環ず る、 其换じ 化の 血管が 一た び 塞 つたならば 人體の 健康は 停ろ‘ 遂に 
は 生命 も 終る ので ある。 これを】 國の 通信に 喩 ふる なれば、 通信は 恰る 血液で 血 
管は 驛遞 である。 米 國は版 圖が廣 いけれ ども、 この 驛遞 とい ふ 血管が あつて、 化 驚 
たる 通信が 滯ろ をく 查國じ 行&循 るから、 政治 經濟を 初め、 其の 他 百般の 事柄が 
甘く 巧 はれて 巧く ので ある。 ちれで 今日の 様な 肥ぇた 國 となろ、 活潑に 其 生活を 
つくけ て 居る ので あると いふて、 手雜 から 一通の 信書を 取ろ 出して もれを 私に 
見せ 脅した。 其 表紙には 郵便切手が 貼 用して あつた。 私が 郵便 か 手と いふ ものを 
見た のは こ' れが麟 の緖を 切つ て 始めて く あつた。 これは 化 米 合衆國 聯邦 政府の 
をめ た賃 稱の標 で、 此 標章の 切手を 貼れる 信書は、 合 衆國內 はいふに 政ばず、 通信 
締結の ある 國 ならば、 何れの 地へ も賃 料の 證據 となつ て 送達 せらる、 ので ある* 


前 島 巧は 此の 時 始めて 通信に 嬰す る賃 狩は、 宫府 にて これを をい るを 得、 其 標章 k 
して 切 まなる るのを 用 ふるの 便法 ある 事を 權 知した ろ。 然れ ども 繼 飛脚を なつ V 
唯】 の 通信 法と せる 當 時の 空氣の 中に 養生せられ たる 氏は. 米國の 通信事業が 悉 
く 政府の 獨点 經營じ 係る との、 單 純なる 一事す らも 解す る 能は ずして 止みた*^ き。 
されげ 一二 問に てを 易に 了解し 得べ かろし 事柄 も、 進んで 質問す るに をばず して 
止みた る も、 巧の 閒彎が 巧の 胸裡 に一曆 通信 法 改良の 索 志を 遂げし。 る じを 力な 
る勢援 となぅ しや 疑な きを 信ず。 

前 島 巧は 其の後 薩摩 藩に 聘 せられて 藩 ± に 英語 敎授 のな じ當 ろつ^ あろし が. 
天下は 旋 乾轉坤 のか 活動を 經 て.. 明治維新 となろ、 八 百年 覇 政の 武家 幕府は 籍れて 
王な 古に 復し 、巧. 事 新を 競； 5 て 天地 爲 めに 别 乾坤を 生ずる の 趣 あろ。 前 島 巧は 薩藩 
を 勤ろ、 駿河 藩に 聘 用せられ、 鬻中泉 代官 所に 入つ て攸 民の 任に 當ら 通信 改良の 事 
夢寐に 往來 してと まざりし も‘ 之を 建言す る 機會を 得ず 空しく 歲 月を 經 過せ しが、 
明治 S 年に 至ら、 巧は 遂に 明治 政府に 登用せられ、 其の 五月には. 巧が 多年の 素懷を 
實 巧し 得る の權限 ある 驛遞權 あに なぜら る、 事と なろ しは、 巧の 熱 ふが 天に 通じ 
たる 結果 か、 抑 も ホ 天の 帝國に 幸せし ものなる か。 
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前に 述べた る 如く、 一片の 廻議 書を 得て 郵便 創設 费み 標準を 知ろ たる 前 島驛遞 
I 樵 正は、 直に 之れ が 創設の 堤冀じ 着手した るが、 其の 起草に 當 ろて 忽ら 一の 疑團に 
通信事業を  逢着せ-^ 。をは 通信の 業を 查然官 業と なず べき か、 將た從 巧の 卸く 飛脚 屋 をして こ 

官業と せん 

か 民業と せれに 當 らしめ、 官は單 に 法を 設けて これを 監督ず ベ 含 かにを ろて、 巧は 其の 利害 得 

ん かとの 疑 I 

問  失を 判ず るに 禱踐 せり。 曇 &に長 崎に 於て 米國 宣敎師 ょろ 裕 たる 知識は これ あろ 
I しも、 ホ だ 政府が 郵政を 統一す るの 法は これを 知ろ 得 ざろ しを なて、 此の 疑團 を. 解 
I 決する の 知識を 有 ザ ざろ しなろ。 然れ どる 深 思 熟慮した る結棠 、漸く 一案を 得た ろ、 
.をは 官業に る あらず 民業と も 斷ぜぞ ロハ 便宜の 地に 信書 取扱人を 置 含、 府藩縣 の 何. 
れ たるを 問は ず 苟も 通信 物は 皆す ベて 此の 取 お 人を して 遞送傳 達せし いる 事と 
をむ る ことの 案を 得たら。 而 してか^る 創始 的 大事 業は 政府の 大 威力を 待つ て始 
めて 實 行す るを 得べ く、 到底 商人 卽ち 私人の 力に て 巧 ひ 得べ きものじ あらざる こ 
I 便法。 もとを 案出せ しな ク 。かくして 兎 も 舞る 當 みの 間官の 威力の 下に これを 遂行せ しめ 
; .  ん ことを 期して 提案は 遂に 成れり。  ' 

I  當時 改正 局-と 稱 する 一局、 民 部 夫藏兩 省な 併の 中に 置かれて 制度 文物の 改正に 
關 する 下 調査を 巧 ふ もの あろ。 新に 提案す るるのは 化て 此の 局に 提 巧して 其の 調 


登を 受 くるの 號 {几を ろ莫の 局長と いふべき るり 恢 別に 置かれざる も* 大膜重 信 •が 
I 藤 博 文の 兩參議 、これが ま 裁の 地位に 立てろ。 而 して 前 島 巧る ホ 其の 一員に 列せ し 
1 かば、 郵便 創始の 議案は 云 ふ でる をく 此の 局に 提 巧せられ て、 其の 調査を 受 くる 
I; . こと、 なう しが’ 第一に 贊 成の 聲を放 もたる は 實じ大 腰參議 なろ。 其 他の 局員 も 亦 
人と して 案 成を 表せざる はを く' 遂に 大 々的 歡 迦を受 くる こと、 なう たれば、 愈 
愈具體 的に 原案を 起草す るの 運に 至ろ たる ど 目出度 次第なる。 是 にがて 前 島 氏は 
立案に 着手し 是年六 巧 愈々 案 成ろ てこれ を 民 部 省の 廻 議じ附 し、 やがて 審議 贊同 
を 得 たれば、 民 部 省は 太 政 官に麵 はして 其の 裁決を 請 ひ、 翌四年 正月を なつて、 遂に 
郵便 開始の ホ吿 をを 國じ發 せらる V こと V なれろ。 乃ら 其のな 前卽も 明治 S 年 十 
二月 四日を がて、 耸づ 準備と して 東海道を 通じて 兰府の 間に 郵便を 實施 する をな 
て、 萊海 道筋の 藩縣へ 左の 達を 下し、 切手 及 郵便箱を 備 へしむ る こと、 なした ろ。 

信 巧 郵便 御 取 開の 事 

^ .庚 午 十二月 十四日、 名 古屋藩 •靜阔 藩疮藩 •膳 所 藩 •桑 么藩薑 橋 藩 龜山藩 •小 田 原 藩 • 
高概藩 •岡 崎 藩 •水口 學刈ハ 合 藩 点川縣 ，神 奈川縣 •蓮 W 縣 度會縣 •大 津縣 •興 縣へ御 達、‘' 一 
信書 郵便 御 取 開 じが、 東海道 品 川ょう 大津 ち」、 城 州が 見ょ ろ 河 州を 口迄瞥 巧驛々 

の お 初年の 交通  .  六 お 五 
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へ馨狀 集め 箱 並 じが 手 賣测所 可 & 建 I 答に 巧 右書狀 集め 館 •切手 賣娜 所揭札 別紙 
雛 職 之 通ろ 至急 製造砰 致、 尤を寸 方 0 然辨解 兼 候 儀る を， 么 候は 民 部 省へ 申 巧 
すを，， 差圆 ，候 事、 

- 

是に 於て 當局 者は 化の 新式 V 郵便 法實 施の 準備に 汲々 として、 切手の 製造、 同 賣测所 
の 設備、 書 狀集函 の 設置、 歡便 役所の 開設 等に 取ろ か^な、 愈々 明治 四 年 正月 二十 四 
日を なて 來 S 月朔 日よ ら實 施すべき 旨を ホ吿 せろ。 其 文に 曰く、 

_ 飛 卿 便を 可， 成 丈 簡便 自 巧に 致し 候 儀、 公事は か 論、 ± 民 私用 向に まる 迄が 上のを 
に 於て 切要の 事に 候處 、是迄 商家に 相 化せ 置 候 よら， 書 狀の厨 方 兎角に 日 帳 相 後 
れ 、其遲 滯の甚 しきは 僅數十 里の 道 法に て 十日 餘る 相掛ら 、或は 終に 達せざる の 
掛念 もを， N、 殊に 急 便に て 辟 賃錢髙 直にて 貧窮の 者 お遠國 近在 互に 其 情を 通じ 
兼、 且 四方の ま 否 品物の 相場 等 も、 急速 じ不 ，相を よ々、 道路 不 ，敢留 _ 風說に 惑。 候 者 
も不少 哉に 相觸 を、， 不便の 事に 候、 依乏 追々 諸 街道へ 遍く 飛脚の 御 化 法被， 爲 苗、 遠 
近の 人悔を 通じ、 吗 方の 模樣も 急速 相み ろ、 上下 一般 急 便の 書 通 自由に 出 來爲ン 致 
候 御 趣意 じて、 哉 試の 爲め來 る S 巧朔 日よぅ 京都 迄 S 十六 時、 大阪迄 S 十九 時限 
の 飛脚、 每曰御 差 立、 雨 地は 勿論、 東海道 筋驛 々四 五 里 四方の 村々、 並 勢 州 •美 濃路等 


間を の嚴 
と -ミ遞 南 
を 十 送 お 
む 六 時 巧 
時間 間 


も 右幸 便を な 相 達し 候 樣の御 化 法相 成候條 、其の 意を 得、 書狀 差出人 ム得馨 (I 逆 
S' 通す 致 事、  . 、 

一 是迄諸 官省諸 局 共、 を 事 信書は 都て 驛遞 司へ 差 出 往復 致し 候處 、今般 東海道 筋 新 
式 郵便 御開 相 成、 が，， 驛遞 司寶錢 切手 發行 致し 候 付て は、 化來を 局のを 費を な 右 
賃錢 切手 買 入 置、 規則 通ら 相拂 、書狀 は 東京は 四 曰 ホ、 京都は 姉 小路 車屋 师 、大阪 は 
中 苗？ 淀 屋橋巧 郵便 役所へ 差 ぉ 可， 申 事、 

但諸宮 省 並 府藩縣 に 於て、 賃錢 切手 入用の 節は S 府 郵便 役所、 或はを 地 賣柳巧 
等に て 都合み 第 買 上可审 事、 

な 上は 皆 前 島 氏の 案に 基いて 成ろ しるのを ろ。 是の 如くに して 郵便 創始に 關す 
る大 體の經 過は 略々 これを 擧 げたら。 化し 茲に なほ 說 明を： 嬰すべき は、 化の 布吿中 
に 東京と 京都との 遞送 時間を S 十六 時、 大阪 との 間を 三十 九 時間 (共に 舊の 時間で 
今 曰の 倍の 勘を である、 卽も 一二 十六 時は よ 十二時 間で、 一二 十九 時は と 十八 時間の 割 
なら) と規 をした るは、 等しく 前 島 氏の 周到なる 注意に 出づる ものにして、 巧が 多年 
諸 國漂遊 中に 得し 經驗に 基づく ものなら。 氏の 談に 曰く， 

私が 嘗て 東海道を 往 ホした とろ」、 時が 飛脚の 人 あと 途中で 雜話 をした ことがあ 
明 おお 年の 交通  室 セ 
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る •其の やにな 前 達は どの位の 重さの ものを 擔 いで、 一" 時に 何 里化驅 けられる か 
と 問 ふたことが ある。 人を の 答に、 五 尺 位の 棒の 兩 端に S 四 貫目の 物を 堅く 括ろ 
つけたの が一 番擔 ぎよく、 これを 肩に 掛けて 巧けば、 ーァ 時に 五 里は 大丈夫 離け て 
巧け 咬ず との 事で あつた。 此ーッ 時と いふのは 今の 二 時間に 相當 ずるので あるが、 
私は 化の 實驗談 を 聞いて 居つ たから 荷物の 目方， ご 施け て 行く 里程に ついては 
火に 信ずる 所が あらました。 もこで 愈々 各地 遞 送の 時間を をむ る こと^な ろ、 を 
驛で 行を や 巧囊を 開閑ム たろ、 郵便物を 受授 する 手續 やで、 必然 入用の 時間が ど 
の 位 か、 るか、 これを 知る には 大に窮 した。 飛脚 崖の 特別急行 使と いふのは 從ホ 
巧 はれて 居た が、 途中で 脚 夫の 繼換 をす る ばかろ で、 東京から 大阪 までに S 日 半 
か、 ると いふ 事です、 處が 今度の 新式 郵便は 途中のを 驛で 開閉 受授 の手戀 み* で 
する の だから、 もれ 丈け 多くの 時間を 嬰す るのは 極つ て 居る、 兎 てる三 日 半では' 
やろ 含れ 寺い。 併し 郵便は 是非共 飛脚 崖 便よ ろ 早くなくて はならぬ とい ふ 事は 
私の 最初から 期して 居つ た 所で あるから、 競走 するとい ふわけ ではる いが、 官信 
が從 巧の 飛脚 屋 よろ 遲 いとなる と、 國用上 通信の 用務は 缺げ ると 同時に、 將ホ斯 
業の 發 達の 上に 少 からぬ 障碍と なる から、 是非共 飛脚 便よ ろは 早くせ ねばなら 


のとい ふので、 大に菩 、心し 咬した。 もこで 自 をの 內に假 に 一二 一一の 驛を假 想し、 家 
內の ものを して 二つの 行季と 大小 六十 餘の 巧囊を 取扱は せて 開閉の 受授や 帳 
簿記 入な ど 一切の 事務を 草案の 規别 通ぅ 巧は せて 見た。 义晝 夜の 區 別を も 立て 
其の 度に 應 じて 時 聞の 伸縮な どやつて、 色々 樣 々に 試驗 をした 結果、 舊の 時間で 
S 十六 時間なら 萊 京と 晒 京との 間 じ 送達す る ことが 出來る 割合と なつた。 長れ 
で 飛 卿 便ょぅ は 約 S 時間、 卽ち 今の 時の 六 時間 早く 達ず る 割合と なる。 もこで 化 
東京 泉 都 及 火阪の 一二 府の 間の 送達 速度が {足 違つ たので あり す。 

かくして 萊 京ょ. ろを 地 宿驛に 至る 時間 及賃錢 表を 作製して、 これを 一般にが 示ず 
る こと、 をろ たク 。其 表 今は 煩は しきを & て 遂に 褐げ ず。  . 

さてな 上の 如く 愈を 東海道 筋に 於て 郵便を 開始 實 巧した るに 付て は， 人々 をし 
てを 其の 通信の 法に 據ろ 便利を 感ぜし めざるべからず 而 して 化の 目的を 達ず る 
じは 當局 者の 今一 層の 苔、 心を 要するなら。 是を なて 一方には かく 郵便 實 施を 布吿 
すると 同時に、 他方には 信書を 發 する 人々 のム得 書なる ものを 揭げて 人を を敎脊 
する 所 あろたち。 今其ム 得に 關 ずる ホ吿 文を 左に 褐げ 、如何に 當 局が 茜、 心せし かの 
跡ノを 示さん とす。 
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曰': 本を 通 あ 諭  ，  六々 Q 

書狀を 出ず 人の ふ 得 書 明： 治 四 年 正月 驛遞司 ホを  ， 

/ 1 每日兩 京は 夕と ッ 時、 大阪は 晝八ッ 時限ろ、 何樣 之天氣 にても 往 巧に 差 支 無， 之 上は 
|^が則靜 ^  必ず 飛 卿 差 立 候 間、 を 刻限までに 東京は 四日 市、 西 京. は 姉 小路 車屋 呼 西へ ス大 

阪は 中^島淀屋橋角驛遞司鄰便役所 へ 書が可，差ぉ_事、 

.  Oil 右 役所の み 一箇所に ては 不便 利た 付、 東京は 虎の 門外、 兩國橋 筋 違 御門 作、 淺草 
^  觀音 前、 牛遂 御門 外、 赤 お 御門 外、 京 橋 芝 神明 前、 赤 羽 橋、 四を 御門 外、 永代 橋、 西 京は 
.‘  下立賣 、烏 丸、 今岀 川、 大宮 、五條 寺 和、 四條 室町、 大阪は 本 町 橋 西 詰、 安堂寺 橋 西 詰、 £ 
.1,  彌陀池 表門 前 •雜モ 場， 常を 橋 化 請、 源 左衞巧 町、 天滿 天神へ 書 狀霉め 箱 差 出 置 候 
間 •東西 兩 京は 八" 時、 大阪は 化" 時限、 を 之 箱へ 入 置 可， 申 事、 

一 總て譽 狀差出 候 節、 正賃錢 取引 等 之 儀は 一切 不 ，致 答に 付、 一二 府 郵便 役所 其の 外 
^  書狀 集めの 箱 場、 幷最 寄書 狀 切手 賣剔 巧と 相， 認め 候 掛化有 芝 場所に て 買 求め、 
‘  ■  右 切手 賃錢 表の 割合を S 狀之 裏へ 糊 付す 致 事、 

但 はなれざる 樣 しかと 張ぅ 置す 中 事、  、 ' 

\  /  ,  ' 

之 都て 書 狀差出 候 節は、 表書 之通宪 方 名宛 幷 自分 姓名 等 如 段小哀 かさし るし、 

は をれ をき 樣に書 狀へ張 置 可， 申 事  ， 


t.  f 都て 蕾狀は 三府 郵便な 所 前、 其のみ 所々 へ 差 出 置 候書狀 箱へ 差 乂置候 得 ば、 無>- 
違 失， 先方へ 相 達 候に 付、 總て 取扱 巧の 場所より 請 取 蕾は 不義 出-候 得 典、 爲念請 
取 書 申請 度 節は、 前書 之 通 先古 名宛 自 .か 姓名 等 相 記し 候 か 札 二 枚 張 置べ し、 右 
小 化へ 請 取么證 巧を 押し、 翌日 元 之 書 狀箱之 場所へ 張 岀し置 候 間 可。 請 取 事、 

I  但柬 海道 驛 々へ も 書が 集め 猫 差 出 候間材 樣相ム 得可宙 、尤 を驛に 於て 差 立 
之 刻限は、 其 地 之 都合に 寄 候 故、 其繼 立場 之を めに 隨ひ訂 中 事、 

一書 狀は 都て 長さ 曲尺 九寸幅 S 寸 迄に 限るべし、 目方は 五な を 壹逆之 重さと を 
む、 故に 五な な 上 拾な 迄は 童 通 半、 拾な な 上 拾 五 か 迄は 二通 分之賃 錢を拂 ふべ 
し •是 よろ な 上は 皆 此の 割合を 用 ふべ し、 故に 書狀 はす 成 丈け 薄き 紙を 巧 ひ、 文 
字は 細字に 認む べし、 

化 五 かな 上 之 書 狀へ唯 壹通之 切手 張 置 候 節は、 狹 して 差. 立不 ，致 事、 一 
V 一兩京 幷大阪 其の 他 東海道 筋驛 々最寄 だ'々 へ 急 書 狀差出 候 節は、 朱書に て兩京 
幷 大阪獻 或は 何驛 よぅ 仕 立と 相 認め、 目方に 夕拘壹 里 六 百文づ 、之 割合を な 
て賃錢 切手 張 置べ し、 一時 お 里 之 早 さを なて 巧祐屆 ，事、 

但入 路里數 割合 賃錢 切手 張 農 方 不都合 之 節は、 先方へ 屈 方 時刻 相 後れ 巧， 申 


f 
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事、 

上に 記ず 繼場 閒驛 がへ 馨狀 相逵度 節は、 登ろ 下ろ お 先 繼驛迄 之賃錢 切手を 可。 
張 置， 事、 

上に 記す 地名 最寄臺 里 四方は 書狀之 目方に 不 尚、 其 場所 迄之賃 錢へ臺 里な 义 
之增 切手を 張ろ、 臺 里が 上は 都て 臺里 二な 文 宛 之 割合を 巧增 切手を 張 置べき 
事、 

但里數 不相當 之 切手 張 置 候 節は 勿論、 自然 屈 先 不分明に 認め 置 候 分は、 一 
繼 立す 致 候 間、 蕾が 表に 何驛最 寄と 破と 相 分候樣 可。 蕾み 事、. 

/ 1 大切 之蕾狀 にて 先方 之 返書 或は 請 取 要用 之 節は、 朱書に て 先方 請 取 或は 返書 
j 嬰， 用と 相 記し、 倍增 之賃錢 切手を 可， 張 置： 略 度 先方 之 返書 或は 請 取す 縣屆 事、 
ブー 兩京 火阪之 外、 時間 賃錢 表に 記せる 某 地よ ろ 某 地へ 藝狀差 出 候 節 之 貸 錢拂方 
は、 譬ば靜 岡よ ろ 熱 旧 迄賃錢 表面に 見合、 東京よ ろ 靜岡迄 錢五巧 文、 熱 田 迄錢壹 
貫 文と 有 乏候得 者、 を 東京よ ろ静 岡まで 眞錢を 差 引、 殘錢を 五な 文相 拂 a 候 儀 
と 相 ふ 得、 其餘 もを 振 合に 習； 5 可， ホ 事、  .  ‘ 
化賃錢 先方 拂之馨 狀は繼 送ぅ 夕致 事、 


切 


.  s 狀差 出方 幷賃錢 拂方不 細み 義寅之 候は く、 箱 場は て 承 合す お 事、 

i  を 之 通 巧， 和む 得， 事、 

が 上の ぶ 吿を讀 み、 更に 「齡 輪」 とい ふ 名稱の 如何にして 案出せられ しやを 前 島 男爵 
に 質問す。 男爵は 曰く 

此のぶ 前には 痛く 苔、 心し した、 初めは 矢 張ろ 從來の 通ろ 耳目に 慣れた 飛脚の 
二字を 用 ひて 飛脚 便と 呼びな さぅ かと 思 a ましたが、 いや'^ もれでは 少か言 
葉が 踩卑 に閒 へる のと、 從 前の 飛脚 營 業と 官府の 事業と を區 別す る 事が 出來を 
くな ろは し 乎： いかと いふ 掛念 とで、 是非共 特別 新しい 名を 撰ぶ 必要が あると 思 
a まして、 種々 考案の ホ 遂に 「郵便」 とい ふ  一 H 子を 撰を し 皆した、 をして これを 同僚 
I  の 人々 に 相談した ので ある、 巧が もれは 餘 ら六ヶ 敷く、 且つ 面白くな いとい ふ も 
I  のが あつた、 或は 义驛遞 巧の ザ 唯、‘ だから 驛遞 便と したら どぅかと いふ 樣な說 る 
I  あつたが、 考へ なほして 見れば、 物の 名は 第一 簡便で 且つ 呼び 易くなくて はなら 
i  ぬ、 郵便と いへ ば ニ ホで 其の 患が 足る し、 义 郵便 役所と いふても 郵便物と いふて 
i  も 極めて 口調が ょいが' 驛遞便 役 巧と か 驛遞便 物と いふと 語路が 惡 いばからで 
をく、 實用上 不便で ある、 新 名稱は 兎角に 人の 用 ふること をが ぬ ものであるけ 
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れ ども 「必要は 直らに 人の 習 憤を なす」 の譬で 語路 さへ ょければ 1 旦い 不便は 兎 
も 巧を、 慣用ず るに 從 つて 必ず 用； 5 られ るに 相違ない、 永遠の 利を 圆 るが 第】 だ 
と考 へて、 此の 語を ま 張し 多数の 贊 成を 得て、 遂に 郵便と いふに 極めて 建議案を 
提出した ので ある、 然し S 府の 間に 試驗 的に 實 施した ときは、 其の 方法 も 早く 世 
人に 知らし むる を 急と したので 假 ろじ 飛脚 便と 呼んで 其の 組織 方歡を 一定し 
た 上、 改めて 郵便と 命名しても ょから ぅとい ふので、 もれに 決を したので ある、 も 
こで 世人は おの 中は 驛遞 司の 飛脚 便と 呼んで 居た が驛遞 司の 部內 では 初め か 
ら 郵便と いふ 名稱を 用^て 毎ろ ました、  , 

是に 至つ て 男爵は 談 益-住 攪じ 入ろ、 當 時の 記憶を 喚起して 益 < 興味 ある 逸話を 漏せ 
り、 曰く、..  • 

さて 愈ぐ 郵便と いふ 名稱 を】 般じ用 ひさせる ことにを がが、 敎育 制度の 巧 はれな 
い 時分の ことで あるから、 文字を 十み じ 解ず るるの が 少ないで、 郵便と いふ 字は 
下等 社會は 勿論、 中等の もので も 一寸から ない と 見ぇる^ に 尾籠な 御 話 だが、 聊 
か當 時の 有 樣を推 想ず る村稱 皆で に 一つ 奇談を を 話し 致さぅ、 或る 旧舍の 人で 
今日で いへ ば 紳± ともい ふ 程の 人が、 東京 見物に 出で ホた が、 明治 五 年始め て麥 


/ 


郵 化を 「夕 

レ ペン」 と 

讀む 


京 巧 中のを々 にが 西を 建て、 あるのを 見る と、 白 字で 「郵便」 と 書-いて あぅ、 义 信書 
の 差 入口の 蓋に 差 入口」 と 書いて ある バ紳 ± は 之を 見て、 郵の 字. の 偏が 垂の 字で あ 
るから 夕 。レ。 ベ。 ン 。と 讀んで •郵便 画を 便所 ふ 間違へ た、 をれ にしても 差 入口が 餘ぅ 
じ ル さい ばか でな く、 甚だ 高 過ぎる ので、 普通の 日本人の 用を 便ずる に 適し 為 
いと つぶやいた、 定めし 西洋の 輸乂で 西 痒 其の 建 V の 寸法で 造つ たのでは あ •る 
まい かと V ふたとの 事で、 寮 中の 大笑 柄と なク た、 か樣な 珍談は 數 限り もを く あ 
つたので すが、 一，々 記憶しても 居^ 奇 せんが、 眞に 隔世の 感 でず、 

’老 男爵は 且つ 語ら 且つ 默 して 住 ¥ を 追懐せ る も •の^ 如し。 而 して 郵便の 名 猶が今 
日の 人口に 腊 炙す るに まろし は、 其 文 犀の 難易 如何に 因らず して、 寧ろ 其 配達 脚 夫 
の 連呼せ る 呼聲に 基づく とい ふ も ホを ならず や。 

次 に は 更 にが 」に つ い て 問 ふ 所 あク。是 れホ種 々 の珍談奇話を伴 ふ。今 前 島 氏 の 
談話を 揭 v るに 化つ て、 切手 じついて 當時發 巧せられ し 規則の ま 要なる ものを 擧 
げ て、 然る 後に 其の 由て 來る 所の 談話に 及ばん とず。 明治 四 年 正月 二十四日の 僖書 
郵便 開始の 布吿と 同時 じ’ 民 部 省ょ ろ 左 •の發 ホの 出で しを 見る。 

般 別紙 御 ホ 也 口の 通、 公私の 書信 簡便 自 巧に 致し 度 御 趣意 じて、 差 向 束 海道 筋を 
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式 急 便 御開 相 成候處 、正 賃錢 受渡 候樣 にて はおに 其 證無芝 儀に 付 •書 狀貸錢 切手、 
驛遞 司に 於て 雛 おの 通ろ 發行 致し、 夫々 拂 で候條 、得。 其 意 吝瞥內 便宜の 地に 於て 
身元 お 敷 者 おへ 申付爲 。賣 挪棱濛 可， 致 事  . 
但賃錢 切手は 公然を 許賣测 所の か 一切 賣買不 ，相 成棱條 、嚴重 取締す 致、 尤質测 
所の 者へは、 巧 文に 付 錢四文 宛手數 狩と して 被 予候禪 、驛遞 司へ 巧。 承 合 _ 事、 

辛 ホ. 正月 (リ郎 ..ぶが 身 戸  民  部  省 
〇 

今敞 新式 郵便 么御化 法 御 關棚成 候に か、 驛ク繼 立方 切手 賣馴 取締 向 等、 都て •驛々 
地方 官 員へ 中 付候條 、お 之 規則に 遵ひ施 巧 可， 致 事、 

辛 ホ お 巧  民  部  省 
繼 立場 驛ク 取扱 規則 

グー 弔縣) 

クー 赁錢 切手の 儀は 一巧 每に賣 高 締切、 總 渡し 高ょ ろ 差引殘 高と 突 合、 翌月 限 東京 
郵便 役所へ 可，， 申立： 其 節 賣高か 金の 儀る 調 蕾 添、 一同 右 役所 .7 差 出 跡 入用 ゴ々 
受取 巧 命 事、 


， 但賣高 並 化 金 調書 別紙 雛 お 之 通た るべき 事、 

^  .，一書 狀を 受取 候 節、 賃錢 切手 么眞 膺相改 、第一 如何 敷 見受候 節は 書狀 まへ 掛 合、 穿 

繫 可栖遂 事、 

^  置バ段 早速 東京 郵便 役所へ 可， 祐屆 ，事、 

I? ジー 三府 其 外ょぅ 其 驛並最 寄が 町へ 差 向 候を 蕾狀に 張が 有乏 ，切ず 亩度夕 相 用- 樣 
I  兼て ffl 渡し 候檢査 濟の黑 巧を 巧 可 棘 丈 遲延す 致 綾み 配 印 寧、 

化 急ぎ 仕 立 便の 取扱は、 蕾狀 差出人 ふ 得 書の 通可祐 、心得， 事、 

ぐ 一 先方 受な書 或は 退 書 要用と 認置 候蕾狱 は、 胳度 お敷證 巧を 乏返蕾 受取 蕾 等を 
取、 取® 所に 於て 赁錢 .切手-* と中黑 印を 振、 職 便を 化て 早速 差 立 元へ 可祐 屈-事、 
あ 之條俾 礎を 可， 致 事、  ' 

I  辛 ホ 正 巧  驛遞  司^ 
•が 上は 實に 我國に 切手なる るのを 初て 實 施した るを のなる が、 前 島 氏は これ じ 
ついて 語つ て 曰く  / 

-  外國で 郵便切手を 使用し、 信書 發 送の 都度 賃錢を 授受す る 面倒を 避けて 居る と 
いふ ことは、 な 前 長 崎に 居つ たと き、 米國の 宣敎师 から 聞いて 知つ て 居た し、 切手 
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其 もの も 見た けれどる •さて 愈ぐ これを 我 國じ實 巧 するとい ふこと になつ ては、 今 
更の 如く 中々 手が 着かない、 第一 見本と すべき 切手を 得る に 西つ たが、 幸； 5 當時 
西洋 通と して 知られて 居つ た 髓澤榮 一 君が、 娜國の 郵便切手を 所持して 居つ た 
ので、 早速 これを 借りて 見本と し、 义銅 版が 刷を やつて 居た を々 堂の が 田に 注文 
して、 これに 做ぅて 作らせた のが 詔國 最初の 鄰便 切手で ある、 所が 愈、、 これを 試む 
るに 當 つて、 忽も 新ら しき 疑問に 接した ので ある、 もれは 如何に せげ 此の 切手の 
巧 貼 用を 防 r べき かの 疑問で ある、 憐れな ことには 當時消 巧を 神ず など^い ふ 
こ  > 一は 夢にも 思 ひ 付かな かつた ので ある、 西洋の 書を 見た ろな どを して 頻 ぅじ 
苔騰 した けれども、 遂に 良法を 發 見せなん だ、 を こで 止い を 得ず 問に 合せの 窮 .策 
として、 和 唐紙の 薄く 弱い ので 作つ て、 一旦 封筒に 貼つ たら 巧び 剝ぎ 取る ことの 
出 ホない 樣 なのを 用； 5 た、 然し もれでは 固ょ 女 4 は出來 ない ので、 を々 工夫を 
覃 ねて 居ろ 皆した、 

是に 至つ て 談は前 島 巧の 明治 初年の 洋行 一條に 還れろ。 而 して 洋行 や 切手の 消 巧 
ある ことを 知ら、 遂 、にこれ を實 巧す るに 至れる 顚 末を 語れ 6。 因て 吾人は をに 巧が 
何故に 洋行を 命ぜられ しやを 叙せ ざるべからず 


明治 s 年の 春 頃ょ ろ、 して 前 島 氏は 郵便 閱始 の備 準に 種々、 い膽を 砕き、 略" 成案を 
得て これを 提出し、 太 政官の 裁決を 歷て殆 んど實 施せん とする の 運び 至ぅた る 時、 
念に 米 圆を經 て歐洲 にお 張を 命ぜられ たろ、 賞に 明治 S 年 六月 十と 日なら。 其の 出 
張の. 使命は {^國 人 ネ^ソン、 レィと 稱 する 人我 國に來 ろ、 京濱 間に 鐵 道を ホ設 せん 
ことを 我 政府に 申 送み、 これが 資金を レィ 自 から 箇人 として 我 政府に 貸付 けんと 
の 事に て、 契約まで 結びた るに 意外に る 彼れ は自 國に歸 ろて 公债 として 慕 集し、 莫 
大の 利益を 双方ょ ろ襲斷 せんと 謀ろ たるが 爲め お、 其の 契約を 破棄す るの 必耍を 
生じ、 さて こを 前 島 巧は 特命 辨務使 上 踩景範 の 差 副と して 英國破 遣を 命ぜら る、 
に 至ろ しな 文 此の 鐵 道を 債の 事は 後章鐵 道の 條 下にが て說明 せん) 因て 驛遞權 お 
の 後纔は 杉浦讓 これにな じ、 郵便 創業 實 施の 事務は 杉 滞の 擔を ずる 所と なれら。 か 
くして 前 島 巧の 成案には】 字 一句の 增減も 行 はれず、 なて 其の 歸 朝を 待つ ことの 
約束の 下に' 前 島 氏は 六月 二十 S 日 横 濱解纔 の米國 郵船に 露 じて 出發 したろ。 かく 
て 前 島 巧は 不在と なぅ しも 郵便 事務には 差した る 支障を 見ぞ豫 をの 通ろ の進涉 
をな し、 同年 十二月に 至ろ 始 みて 法令の 發 ホを 見る こと、 ならしは 前に 述べた る 
が 如し。 而 して 前 島 男爵の 談話は 船中に て圖ら ずる 郵便切手に 消印を 巧 ふるを 知 
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ろた る 奇談に 及べら。 日く、 

て 私の 乘ろ 送んだ 米國 船は 當 時の 所謂 飛脚 船で、 今日では 郵船と 稱 ずる 巧の 
メ  I  ^ で、 米國 政府 ょら 多額の 保 譲を 得て 東洋への 舰 海を やつて 居た ので ある、 
，おが 此の 船が 郵瓣 であると いふ 事を 知つ たのは、 横濱を 出てから 十日 ばかろ 後 
の 事で あつた、 此の 日 船中に 揭 示が あつ. た. > れ は 本船は 明日を なて サン フラン 
シスコ 發本碑 船と 洋 中で 巧 逢 ふから、 日本 及 支那 地方に 向けて ぉず 郵便 颇 は、 其 
な 前に 船中 郵便局 若しくは 郵便 函に投 ずべ しとい ふので あつた、 私は 此の 褐示 
文を 讀ん で、 何故 此の 船中に 郵便局が 設けられて あるかとの 不審を 起して、 直 r 
じ 船長に 逢つ て 其の 趣を 質問に 及んだ、 すると 船長は 最も 詳細に 其の 事 もを 說 
明して 吳れ 音して、 なほ 英佛等 歐洲の 文明 國は 皆同樣 である ことを 說 明し 建し 
た、 を こで 私は 初めて 夢の さめた 樣じ 郵政の 心髓が 別つ て、 歐米 諸闕が 通信の 事 
業に 闕 力を 用 ゆるの 大を るを ロハ 瞥 驚嘆した です、 又 此の 時 初めて 切手の 巧 用を 
防ぐ •爲 めじ 消印を 狎 すと いふ 事る 知れた ので、 早速 其の 次第を 認めて、 巧 違 ひ 便 
で 杉 浦 驛遞權 正に 典の 事を 詳しく 報 導した 樣を 次第で ず. 5} 

此の 時. 發 行の 切手は 前に 述べた る 如く 銅 版が 刷で、 四十 八 文亩文 •二な 文 立な 文の 


「郵 が貨錢 
をな けて 吳 
れ」 


四 種ょ ろ 成れろ。 

もれょ ろ 男爵の’ 談話は 郵便 貧のを め 方 や 量目 制限の 標準 等に 進み 巧き、 盡 くる 
所を 知らず。 輿 巧は 更に 興味を 呼び、 一と^て 郵政 創始の 苔、 心と 事物 變遷の 時代に 
伴 ふ 珍奇の 狀を 物語らざる はなし。 今は 悉く これを 叙述す る 能は ざる も、 中 じ 就い 
て最を 興味 ある もの 一二 一一を 左じ紹 かせんと す。 

CTJI 憤と いふ ものは 中々 改〇る ことが 巧來 ない るので、 郵便を 實 施した 當時 世間 
一般には 驛遞 司の 飛脚 便と 呼んだ ばか 5 でを く、 何處 皆 でも、 飛脚 崖の 營業 のつ 
もろで 郵便 取扱 所 も 郵便 會 社と 呼びな した。 最も 面り いのは 其の 頃の 發信 人が 
取な 所へ 來て 信書を 出す に 飛脚 屋と考 へて 居る もの だから 「此 手紙は 目方が 輕 
く、 且つ 届け先き も 近いから 賃錢を 半分に 負けて 置け」 と •か 「一ニ ッ ーで 澤山 であらぅ 7 
と談 じる の も あるかと 思へ ば、 「茶を 出せ」 とか 「煙草を を ませろ」 とい ふ 者 も ある 了 
とで 役員が これに 對 し、 規則 上稅 額を 減ずる ことは 出來 ない とか、 义茶や 煙草 盈 
かィは 出せない、 御 役所 だからと いふ 樣な ことを 云 ふと、 中には 此の 會 赴は 横着 だ 
とか、 失敬 だと かいふて 罵る るの も あつて、 取 蚊 役の 氣 合を 損じ' これが 爲め にな 
往辭 職ず る もの も あつた。 もこで 官の 通信 役所で あると いふ 事を 示す の 必耍が 
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益々 生じて 巧た から、 郵便 役所と 改稱 して 其の 载 板を 褐げる こと V なつた。 こ I 
が 後の 郵便局の 前身で あろまず、 

をれ から 配達の 因 難で あつた こと も 思 ひ 出の 一つで あ-る、 一般の 配達 遞 送は 暫 
らく 措き、 諸 {目 廳 への 配達 さへ る 依然 飛脚 屋の 取扱^を 受け •意外な 珍談が 夕か 
つた、 何 省 又は 何 府縣廳 の 何 局 何課你 某と キ チンと 上書した 郵便物を 其の 役所 
の 受付に 配達して 卿 夫が 歸 らうと ずると、 受付の 役人が、 「これ 郵便屋 待て、 を 手紙 
は 何 局 何 課の 誰 宛で あ •る うら 其 人の 曲 勤ず るまで 待つ て 渡せ」 と 云つ て 化ろ ホ 
ける もれから 丘ハ營 などでは、 巧 衞じ巧 さう としてる‘ 聽 入れて 吳れ をい、 一々 受信 
人を 呼岀 して 渡す ので、 一通の 僖 蕾に ニ マー 時間る か^る ことがある。 政な で 作つ 
た 郵便 規則 も 「郵便屋 待て」 の 一喝で、 凡ての 威 嚴る權 力る 無視せられ て、 何の 役に 
も 立たぬ とい ふ 時代 も あつたので す。^’ 

明治 四 年 八月 五日 宫 制の •大な 革が 行 はれ、 是に 因て 驛遞 司は 驛遞 寮と なろ 一二 等 
寮に 列せ ろ (後 幾 くもなくして 二斯 寮、 次^‘ 一等 寮、 に 進めな)， 化 改革 後 十 曰 卽も八 巧 
十五 日 前 島 巧は 歐洲の 使命を 終へ て歸 朝せ ろ。 镶 •る じ 其の 不が中 お 浦 驛遞整 正は 
樞 密の內 吏に 轉 じ、 濱口 儀兵衛 代ろ て驛遞 頭と をれ ろ。 前 島 巧は 歸 朝の 後 初めて こ 
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れを 知ろ しが、 其 洋行 中を 地 じがて 郵政の •實況 を 視察し、 歸來匆 々大に 郵政 事務の. 
大成を 期せん との 抱負を 持 も， 勇氣 勃々 とムて 本國の 地を 踏む や、 思 a も 掛けぬ 人 
の 其 巧 化當 ろ. 自 から 手を 下す の餘 地を 今を 見て え 望 一方なら ざろ き。 前 島 巧は 暫 
らく 濱 口の 爲す 所を 傍觀 せし が、 彼れ 圃 よら 化 業に 何等の 經驗 あるに あらず、 只 其 
員に 雜 ずるの 一頭 目た るに 過ぎず 否、 寧ろ 前岛 巧が 穗を 下ムて 栽培せ る帝國 郵便 
事業り をに 煎 芽を 發 せんとず る ものを 挫 巧ず るが 如さ狀 態を 見て、 巧は 遺憾 じ堪 
ぇぞ 遂に 巧は 自 から 進んで 自個 夕驛遞 頭に 推 選す るの 大膽に 出で たろ。 政府の 雅 
量は 思 ひしよ クも大 にして、 巧の 不 遠慮を 龍黃も なさず 直らに 其 請願を 容 れて驛 
遞 頭に なぜら れ たろ。 當時 氏の 感激は 巧 に銘 じて 今 じ 至る も 忘れず と氏自 から 力 
を毯 めて 語られたち。 是 にがて 巧は 洋行 中に 得た る 新 知識を なて 銳意此 業に 當 ろ、 
單じ發 ぉを 見た る 郵便 規則 も、 此 よらして 眞の力 ある 實 行を 見る じ まら 0 て 今日 
發 達の 基礎を 爲 したるな ろ。 

かくの 如くして が國の 郵政は 開始せられ がて 維新の 政治に 伴へ る 通信の 道は 
開かれたり。 而 して 次第に 故老の 思想を 破な、 斬新の 方法は 實 施せられ、 ー ホには 其 
の進步 とおに. 舊 巧の 飛脚 業は 自然に 衰滅し、 明治 六 年 五 巧に 至ろ て 查く禁 化せら. 

明话か 年のを 通  ムノ至 一。： 
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れ たり。 次で 郵便の 線路は 延長 せられて 東海道 筋が 中國 筋に 延び、 やがて 長 崎に 至. 
一ろ、 かくして 橫濱 •神 戶長崎 •新濕 青 森の 五. 遮に 通達し、 明治 五 年を B つて H 本を 闕じ 
I 施設 せらる、 じ まれろ。 义鄰便 物 も 初めは 書狀 のみな ろしが、 後 官廳の 日記 蔚聞 紙、 
蕾籍 類、 見本 品等に 及び 明治 六 年 十二月 一日よ ろ 郵便-ザ t 巧は る。 この^ カキと 
いふ 名 稱は當 時 大藏省 五等岀 仕に て 紙 繼局巧 刷 部を 監督せ る 靑江秀 といへ る 人 
の發 案に 出で、 前廣 巧の これ じ贊 成す る あろて、'^ カ キと稱 ずるの 適當 なること.、 
をろ、 葉書 义は端 書の 文字を 充てた るが、 •初めは 審ら . ^ ボキ 假名に て 用 a られ 
たろ。  . • 

明治 五 年に 八ム 布せられ たる 郵便 規則は、 事業の 避 達と 時勢の 推移と に應 じて 年 
年 改正 修 あせられ しが、 これが 統一の 必要を 生ずる 皆で に 到り、 明治 十五 年 十二月 ♦ 
遂に 郵便 條 例の 制定を 見、 翌 十六 年 正月 よろこれ を實 施す る こと-^ なれろ。 もれよ 
ぅ內外 郵便 爲替 •郵便貯金 •小包 郵便 •軍事 郵便 等の 施行と なぅて 次第に 發達鎭 張を 
爲 し、 記念す べさ靠 件を 生ずる 每じ 、記念 郵便切手 などの 驗， 巧と なら、 かくして I 働 信 
I や 電話と 棚 並行して、 が國の 郵政は 絕大の 進步發 達を 見る* 至れろ。 
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吾人は 內地 郵便の 創始を 說 きたれば、 をに 外國 郵便に ついて】 言す るの 必要を 
生じた ろ。 固よ ろ其查 班に 豆ろ ての 歴史を 說 くは 此の 篇の 目的には あらざる も' 其 
創設 じ當 ろて 尙 幼稚な ろしが 國鄰敕 と 伴ぅて 聊か 叙述ず べき もの あ 女。 此 問題に 
を つても 亦前岛 男爵の 創設 的 才力を 待つ て 始めて 開始せられ たろ。 

明治の 當初 我が 開瓣 地た る 横 寧 神 戶長崎 等には 學米 廓の 郵便局 あろて 外國郵 
便 事務を おひ 居 たれげ、 我が 政府は これと 聯絡を 通 ぜんが 爲 め、 明治 五が S 巧 郵便 
與 則の 制 {凡に 當 り' 假 ろじ 海外 郵便の 制を 設け、 驛遞 寮に 於て 特別の 取 おを 爲 すの 
方法に ぉでし が、 蜜 六 年 八月 初めて 日米 間に 郵便 交換 條約 締結せられ、 尋で 同と 年 
六月 其條 約を 公 ホし、 同へ 年 I 月 一日-よろ 實 施を 見る こと V な々、 始めて 海外との 
間に 郵便物 直接 交換の 途を 開く を 得たち。 因て 本邦に 設置せられ たる 米闕 郵便局 
は 先づ其 日を がて 撤去せられ たろ。 尋で 明治 十一 一年 十二月 ホ 日限ろ 巧 本邦 英國郵 
便 局は 撤去せられ、 同 十 S 年 S 月末 曰 限ろ 佛國の 夫れ も ホ 撤去せられ たろ。 

抑 も米國 との 郵便を 煥條 約を 締結す る 至れる じついて は、 頗る 珍奇なる 出 巧 事 
あろ、 をれ についても 前 島 巧の 關 係は 免る、 能は ざるな ろ。 巧の 歐洲 よろ 歸朝 する 
や 英米 等の 外國 郵便局の 日本に 巧る もの、 日本に 宛てた る 海外 郵便物の 取扱の 頗 
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る冷膽 なる を 見て、 一目. も 早くが 國 郵便の 獨 立を 謀ろ、 なて 國權 伸張の 先驅 をな さ 
しめざる ベから ざるに 思ひ當 ろしが、 明治 五 年 冬の 頃には 巧國 郵便の 基礎 漸く 立 
もし かば、 諸外國 間に 締結せられ しを 換條約 書を® 譯 するな ど 聊か 準備に 取ろ 掛 
I ろつつ あろし が、 圆らず もを じ當 時日 ネ魅 劉の 米 國交使 デ 甘ング ょろ 交換 條約締 
結の 端緖を 開く ベ さ 申出に 接する こと、 なれろ。 而 して 其のを に 至ろ たるは 頗る 
珍奇なる 動機に 在ろ。 

明治 五 年の 何 目を ろし か、 前 島 巧が 驛遞顕 としで 江戶 橋の 本局に 執務し つ、 あ 
ろし 所へ、 飄儒 として 一外 國 人の 現 はれて 面會を 求む る あろ。 當 時江戶 橋の 驛遞寮 
なる ものは 舊 幕府の 魚 納屋と もい ふべ & ものを 用； 5 たる ものに て、 頗る 矮小 不潔 
なる 一 小 建物なら さ。 前 島 男爵 當 時の いぶせ さ 狀況を 語つ で 曰く、 

本局は 江戶 橋の 南 角、 卽ら 現今と 同一の 所 じあぅ 違して、 舊 幕府の 魚 納屋と 云つ 
た 役場で、 後ろの 方には 小公圃 ともい ふべき 翁稻 荷の 社 地に 密接して 居ました。 
建物は 五六 坪の 粗 ホな 構造で ある 上に、 老朽 もた ものです から 旌は 傾き 壁は 落 
もて 實 に； 5 どい な 様でした。 或る •時屬 貫の いふじは 昔し 將 軍を 狎 殺さん と y お 
へた 宇都 智の釣 天井と いふ 話が あるが、 此な戶 橋の 役所 も 釣 天井で 役人を 巧 潰 


さう とずる のでは ないかと 罵つ た 事が ある、 をれ は 局舍の 天井の 落 もさう にな 
ったのを 一 暴 繩で結 ひ •止めて 置いた 所が、 典 繩が 切れさう になっ たから 云 ふので 
ず、 其 後段々 事務の 筵い じ隨 って 屬 員が 增 した 所が' 局を が狹 いので 肩と 肩と が 
衝突した う 臀と臀 とが 狎合 ふので、 其究 屈さは 實 に名狀 すべから ずであった、 も 
こで おは 據所 なく 巧 入の 中 棚を 取 除けて 其 所に 座を 設けた 位でした 、一 體其時 
の おの 役目は 大藏 省の 方が 本宫 で驛遞 頭は 兼宫 でした から、 午前の 中は 大藏省 
じ 出勤し、 本 寮 じ ホる のは 何時る 正午 頃からで したが、 私の 席の 壁に 暧っ 付いて 
翁 稻荷洒 巧の 軍談 赚が あって' 席 談の酣 な 時 八 刀になる と、 張 扇の 音が パチ^^^ 喧 
しく 聞え て 私の 話を 妨げる かと 思へ ば、 一方には 軍 鷄鍋屋 が 繁昌して、 肉の 糞え 
る奧 ひが 鼻を 衝 いて 巧て 栽の 辨當の 味を 亂 すと いふ 樣 なわけ で、 頗る 珍 無讀な 
有縣 でした 中に も 一 番菩 しかった のは 暑を 夕日が 頭の 上の 低い 庇を 照ろ 付て 
其 暑さは 燃える 樣で 精神を 身體も 弱う 切っ て 仕舞 ふ樣 だっ た、 おは 寮眞じ 向っ 
て 君 等が 詩人の 言 ふ 鞠 やじ 座す と 云 ふ 趣が 知ろ たければ、 驛遞頭 じな って 此巧 
入の 中 k 坐っ て 見 給へ と 麟れた 程でした、 か、 る 所に 外國 人が 面會 にやっ て ぉ 
たから 實じ 閉口した のです、 然 かる ホ 國な使 デ ロングの 推薦で 井上 大藏大 報の 
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紹介と いふので あるから 會 はない わけには 巧かず 7 ごこで 意を 決して 面會 して 
見る と、 先方 も 何だか 變な樣 子で、 破れ 服に 破れ 帷子を 被つ て、 襟 飾は 破れ目が 現 
はれ シャッ も大變 巧れ て 居る。 もこで 當人 はもれ を隱 さう と 思つ て 外套の 襟を 
引つ 張つ て、 力めて 隱さ うとして 居る、 下 度を 重 盛の 諫言に 逢うて 围 つて 居る 淸 
盛見たいな樣子であつた が、段 々談を聞いて見ると彼れは米國ォ ィォ州のる 
.ので サミ ュ ‘I 严 、エム 、プラィ アンと いふて、 米 國の遞 信 省の 外 國鄰便 局に 勤めて 居 
つた 處が 或る日 新聞紙 上で 日本に 郵便を 開始し、 高給で 外國 技師を 傭 用したい 
との 旨が 記載して あつたのを 見て、 本 ホ胃險 的の 氣象じ 富んで 居つ たから、 財產 
る 何る 賣ろ拂 つて 身一つに なつて 日本 じ やつて 來 たので ある、 所が 橫濱に 上陸 
すると 直樣 、橫濱 郵便 役所の 模樣を 見た、 すると 其 局 舍が見 苔し く 想像が 外の 不 
整備なる には】 時 失望した と 云 ふこと である、 けれどる 差 向 含を 業に 窮 ずるの 
であるから、 思 切つ て米國 公使館 じな 使 デ ロングを 訪 うて 其 希望を 述べ、 日本 政 
府へ 紹介を して 赏 ひたいと 中 出た、 所が デ ロングな 使が、 これを 快諾して 直 もに 
一審を 認めて、 時の 火 藏火輔 であつ た 井上馨の 處 へやつ た、 もして 米國と 郵便 交 
換條 約を， 閒議 する 樣 じと 申 やつた、 公使 自身 も 蔭ながら 其勞を 執らう とい ふこ 
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とさへ も附け 加ぇて、 を ブライアンを 傭 用して 其 讓に當 らしめ たら、 曰 本の 爲め 
I  に 種々 の 便宜が あらぅ と 申' 込んだ ので. ある、 もこで 井上馨が 紹介で 棘の 所へ や 
つて 來た 次第で ある、 此 等の 事は 後で わかつ た 事で、 其 時は ロハ 井上の 紹介で 不潔 
な狹 r、 るし い驛遞 寮の 局 舍で沿 逢つ たので ある。 

さて ブライアンに 面會 して 談を 聞いて 見る と、 案外に 人品 も 高く、 腕 も相當 にあ 

I  る ことが 明に 知れた から、 私から 更に 井上 大藏大 輔に說 いて 彼れ を 傭 用す る こ 
-  • 

I  • どじな ぅ、 遂に 米國 政府との 交換 條約 締結を 試む るに 至つ たので あろます、 

I  是 にがて 翌年 ブラィアンは 日本を 代表して 華盛頓 政府に 派遣せられ、 當 時我國 

の 米 闕駐劉 查權を 使 森 有 禮と相 謀り、 談判の 衝に當 ろ、 本國に 於け る 草案の 起草、 華 

盛頓 政府に 對 する 裏面の 掛合等 始んど ブライアンの 双肩に なじて 奔走 盡力 する 

I 所 あ 5 たろ。 かくして 締結せ， れ たる 條 約は 殆 んど完 をなる 對等條 約の 體を 供へ 

I た $ 。故に 其條 項には、 米國の 特別 助ぶ 舰路 には 日本の 郵便物を 無 運賃に て 搭載す 

™ べし、 また 日本の 特別 助成 航路には 米 闽の鄭 便 物を 無 賞に て搔 載すべし などの 文 

I .あ 6。 米闕 じて は 現じが 额丑十 萬 孤を 太平洋 郵便 汽船 會 社に 給與 してを 期の 航海 

をな さしめ 居る も、 日本に ては 今後 尙ほ 幾年を 經ば 果して 太平洋に 特別 助成の 航 
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路の 閲始を 見得べき か 豫想だ も困鄭 なる のげ に當， '乂闕 政 だ，！' 取て こ， ィィ 
ず 飽く讀 でも 大度 致-を 示して 一切の 商 儀を 圓 曲に 運ばし めた ク 。これには プライ 
アンの 巧 力も與 つて 力 ありし なるべし。 かくの 如くに して 最初の 外國 との 交換 條 
約は 締結せられ V、 遂に 明治 八が 一月 一日を がて 其 賞 施を 見る に 至らし なり。 

ブラ r アン 使命を 終へ て歸 るの 後’ 一日 前 島 氏は 彼と 語る、 日く 爱のツ シン トン 
になく 夕予こ 臨んで 少しく 禪る所 あると いへ ろ. 予 これに. 答へ て 本然の 權 利に 依 
つて 至當の 事を 求む る、 何の 禪る所 あると い へら、 然れ ども 今當 時の 實愤を 白狀ず 
れぶ ぉが 郵便 狀 態の 幼稚なる もの あるを 顧みて、 おの 遂巡 禱踐 する も 無理なら ず 
と 短へ り」 と。 かくして ブライアンが 始めて な戶 橋驛遞 寮を 來訪 し‘ たると き、 局舍の 
不 整頓と 我が 狀 態の 見ず ぼらし かろし ことを 語ろ、 彼の 狀 態に 巧る 我關 をして 米 
國 政府に 巧ひ對 等のを 換條 約を 結ばし めんと ずる ブライアンの 必中を 推量して、 
實に 其大腾 なる を嘆稱 せりとの 事を 彼れ に吿 げたる に、 ブライアンる 手を 拍も 「當 
時の 狀 態は 目に 觸る 、もの 一として 余を 驚かさざる ものを く 張"" つめし 勇氣も 
狙 喪 せん ばかりな^ しが、 顧みて 余 自身を 考 へれば、 落 剝の一 漂浪 外客’ 異境に 入つ 
で、 餘‘ ろじ 不體 裁なる 旱貌 をる をが て 或は 搜 巧を 受けざる やと ふ 中大に 不安の 念 


に滿 もたら」 とて、 當時 外套の 襟の 綻びん ばかろ じ 引き合せ たる ことな ど 語ろ 出で、 
I 豆に 一笑した ろと いふ、 なて 當 時の 眞 相を 推察ず るに おるべし。 

かくて 八 年 一巧 八日を な. て橫濱 郵便局に 於て 外國 郵便 開始の 盛大を る 祝， 賀式 
~ を擧 巧し、 を 國を使 領事 等を 招待して 一大 宴を 張らたり 桌 光景は 錦 纔に畫 かれて 
I 垄國を 地に 頒布せられ 各地 殊に S 府開灌 場の 郵便局は 新築と なろ、 外人 も ブラィ 
アンと 典に 一一 一人 傭 ひ 入れられて S 灌の 郵便局に 勤務す るの 盛況に 向； 5 たろ。 义英 
佛兩 國に對 しても 六 乂換條 約の 締結せられ しこと 前述の 如くなる が、 條る此 際列國 
にて 萬國 郵便 臟な條 約の 成立ず る あろ、 是に於 V 我國 る亦瑞 西に 開會 せる 萬國郵 
便 會議に 加入し、 明治 十 年 二月 十九 日を なて 萬國 郵便 職 合に 加盟す るに 至れら。 

第二 章 陸運 —— 帝國鐵 道の 創設 

\  が國鐵 道の 大部分は 旣に 官有と 爲 ろ、 海外 新 領± に うで 瓦ぅて 延長】 萬哩 じな 
I ベる 今 曰に 於て、 が國鐵 道の 發達 おを 叙ず る、 必ず.. や 一大 雄篇な かるべからず。 本篇 
I の 如き 一 小 叙說の 能く 眞 相を 盡す 所に あらず 然 かも 明治 お 年の 交通を 叙ず るに 
當 つては、 是非 典鐵 道の 發 達を 擧げ ずして 止营ん や、 因て 今は 明治の 初め 當 局が 此 
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新 文明を 輸入ず るに 如何に 經 營慘擔 たる もの あろし やを. 叙し V、 鐵 道の 劍業狀 態 
I を 一瞥して 止 1K ん とす。 

ム I 識鐵 道の  帝國鐵 道の 先 II は 京濱鐵 道な ろ。 初めで 化鐵 道を 計畫 せる に 實じ舊 幕府に して、 
慶應 S 年 十二月、 時の 老中 小 笠 原 壹岐を 米國を 使と 交渉し、 米 人の 手に 頼ろ てこれ 
が 敷設を 謀ろ しも、 恰 かも 幕府 衰 類の 極に 達せる 時に し で、 大政の 奉還 及 これに 附 
帶 せる 穗 々の 大事 件 伴 生して 其 計 劃は 水泡に 歸 したろ。 明治維新に 至ろ おな 復古 
ずる や、 新 政府は 凡ての 文明の 法を 外闕に 求， W ると おじ、 鐵 道を 京 濱 間に 敷設せ A 
とする 議は 早く も 廟堂に 起る あら。 明治 二 年 時の 民 部 兼大藏 卿が 達 宗城其 事を 總 
理 し、 大藏大 輔大殿 重 信 あ大藏 少輸が 藤碟文 等專ら 建築の 事務に 當る 事と なれろ。 
尋で 創設の 事務は 民部大 藏雨辑 (當 時兩省 合せられて 一となる) の 管掌に 屬 せしめ、 
翌 S 年 S 巧兩避 中に 鐵道掛 を 置き、 其 事務局を 築地 舊名 古屋 藩邸に 設け、 藍 督ふ木 • 
出納の 三 司に み も、 夫々 吏員を 化 命し、 上 踩景範 をな てこれ が 監督 正と 爲 して、 一切 
'建築 事務を 總轄 せし， V 超ぇて と 月 民 部 大藏兩 省々 立の 結果、 鐵道 事務は 一時 民 部 
I 省の 所管と な 6、 民 部 少擲吉 井友實 之に 總理 たりし が、 聞 十 巧エ部 省の 設置 せらる 
るに 及びて 其の 管轄に 歸 せろ。 これょぅ 先京濱 間に 鐵道 敷設の 案を 立つ る や、 經鸯 
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豫算 五十 萬兩を 濱 間の 商人に 委ねて 化經 營に當 らし めんと せし が.. 商人 等 
危 みて 應ぜぞ 此計畫 は 止みたり。 因て 改府は 頻らに 資金の お 處に關 して 考案ず る 
所 あろ、 殊に 當時 西洋 文物の 輸入に 最も 急進的な りし 大腰 伊藤 等の 普、 むは 最も 大 
なる るの. あらき。 

T 度此 時な ろき、 一日 英國 公使 パ I クスの 紹介 狀を携 へて 大腰 •伊藤 兩 人を 訪へ 
る 英闕人 あな、 其 名を 聞けば、 サ！ 、ナイト、 ネ^ソン、 レイと いふ 桌 語る 所を 簡 けば 曰 
，.、「某 近 お 灰 かに 聞けば、 日本 政府は 新に 鐵 道を 敷設 せんとず るの 計璧あ 6 .とか、 然 
かも 费を のをき に 苔い と、 果して 然る か、 若し 諸を じして 資本の 必要 あら ば 予請ふ 
これが 用を 辨ぜ ふ」 と。 兩人圃 ょ クレイを る もの、 果して 何人なる かを 詳 にせず。 然 
れ ども' 其 ネ^ソンと 呼べる は 彼の 英國 史上にを 名なる ネグ ソン 提督の J 族なら 
んも 知るべからず 其 英國を 使 館に 宿泊し、 英國 公使の 紹か狀 を 携ぇ 巧る に 見れば、 
必らず 英闕の 貴族な らんと、 早く も 彼れ を 信 巧した ろ。 而し y 今や 兩 人の 胸中 戴 道 
建設の 資金は 到底 外國 ょろ 借 入る、 の 外な かるべし と 者へ 居た る 際なら しか ば、 
殆んど 一議に 及ぽ ず、 直 もに 彼れ に 資金 借 入れの 圣 權を委 のる こと、 なし、 金額 J 
巧萬磅 、其 頃の 換算 時價約 五な 萬圓を 九み 利附 にて. 橫濱の 海關稱 を抵當 として こ 
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れが借 入 契約を なし、 レイを して 速に 本國に 巧ひ此 契約を 梁 さしむ る こと V せろ。 
蓋し 大螺 •伊藤は 當時 第一流の 新 知識に 巧 違な かぅ しも、 ホ だ 外債なる 者の 性質を 
辨ぜ ず. 旣じ 借金と いふな 上は 必ず レイの 自 からを する 資本を 貸 與し吳 る V もの 
ならん と 信じ、 其 歸國は 自家の 所を 金を 引田す 爲 めな らんと 信じ 居たら しなろ。 然 
るに 彼れ の 出 發後數 月に して 到 著した る ロンドン、 タイ ムス 紙上に、 圆らず も 日本 
政府が 關稅牧 入を 抵當 として 九分 利 附の外 倩を 募集ず るとの 廣 吿の褐 載せら る 
る あ 6 て、 大藏省 麵譯掛 S 旧 S 郞 これを 一讀 し、 大に 驚きて 直す つに 當 局に 示した ろ。 
是 じがて 上下 皆 其 意外なる に 驚き、 延 いて 流傳巧 出、 遂に 大腰 •伊藤を なて 國を寶 る 
の 逆賊と さへ 呼が ろ. 其の 嚴爵を 迫る もの あるに まる。 大 腰. 伊藤の 兩 人る 借金の 辜 
は元來 秘密の ものなる べしと 思 ひ 居た るに、 豈に圖 らん や 今 正に 天下に な 表せら 
れ たるを がて 大に 驚き、 加 ふるに 舊 ホ 派の. な擊に 堪ぇず、 俄かに レイとの 間の 金資 
借用の 契約を 取消さん と 欲し' 使者を 遣 派ず ると に 決せろ。 而 して 化 選に 當ろ るた 
は實じ 外務 少輒 上野 景範ぶ 租稅正 前 島 密の兩 人なら。 此錫 合に 於ても 前 島 巧は 有 
要なる 人物た るを 失は ざろ しなろ。 誦じ 述べた る 前 島 巧が 郵便切手の 消 巧の 事を 
始めて 知りた るは、 此 船中に ての 事な ろ 含) 巧は 徐ろに 當時 英國著 後の 狀況に 就い 


て 語つ て 曰く、 

I  さて 兩 人は ロンドンに 著き ましてから、 直樣 右公傳 取消の 談判に おろ 掛ろ まし 
た 巧が、 最早 公債は 萊 洋銀 巧の 手で 一般に 賣 巧され た 後で あつた、 を こで 段々 取 
調べて 見る と、 金 まは レィ】 人と 思 U の 外 世上 無 數の應 募 者で ある ことが わか 
レ  つ た、 又 レィと いふ ものは 日本で 賓 へられた 程の 信用 ある 樣な 貴族で もなん で 
もない、 資本を 澤化持 つて 居る 者で るない、 種々 の 契約を 紹かム て 其 間に コン ミッ 
シ ョ ン を钢ね る 才 取、卽 ら n ン ミ ッ シ ン 、ブ ロ ， 力 f た る に 過 ぎ な い と い ふ こ と が わ 
かつた のです。 彼は 日本に 來る 前に 支那に 巧つ て 同樣の 手段で 鐵道 敷設を 建策 
_  し‘ 一攫千金の 利益を 企てた のです が、 をれ がは ずれた もの だから 日本に やつて 
來 て、 甘く 法螺を 吹き 當て \ 本 國に歸 ろ， 大ま ぅけを やつて 旣じ 大分の が 產を造 
I 使節の 失  つ た 所で あつたの でず、 もこへ 私 等が 參 つたの だから 旣に 時機に 遲れて 如何と 

るする ことが 出 ホない、 勿論 公 潰 契約を 取消す とい ふ 使命の まなる るのを 果ず 
ことが 出 巧ない、 止り を 得ない からして、 無法と 知ろ つ^ 募集した な 償を 買む 戾 
一  さんと 試みて、 之れ を 株式 所 仲買に 命じた、 所が 其 事が 忽ら 市上に 傅つ て、 一日-の 
間' 化 日本 公債の 巧 價は巧 磅に付 さ 一二 一一 乃至 五磅 騰貴した、 で强； 5 て買戾 さぅ と 

视を 初年のを 通  ムハ八 五 


日本 交通 巧 諭  六 八 六 

すれば、 ずん"^"^-^ 騰る ばかろ で、 幾 くらに なるやら わからを い、 を こで 化 方がない 

♦ 

から 日本 政府に 其 事情を 詳しく 報じ、 買戾の 計畫は 止め、 レィには みなから ぬ 金 
を與へ \し 其 間に 結ばれて あつた 契約を 解 含、 又* 集した 公債 資金で 條軌 や機關 
革 等の 買 入を 約 巧して 歸 朝した、 

是れ實 に 明治 初年に 於け るを 名なる 外 债始未 じして、 誠に 鐵道 創設に 關 する 傳奇 
的 珍談と いふべ し。 而 して 當 年の'- ィヵ ラた るが 藤 公 も 大腰侯 も 思へ ば 或 だ お 若 
からしを ろ。 

要するにが 國の鐵 道は 化の 如き 幼雅 をる 創始を がて 興ら、 幾多の 迂餘 曲節を 經 
てな て 今日の 離 況を呈 する に 至ろ しなろ。 されば 京濱 間の 鐵 道は、 明治 S 年 四月 一一 
十六日ょろ小野友五郞等敷設敷地の測畳に著手 し、英 人 ユ ド モ ン ド、 モ I レ 八 を 建 
築 首長と なし、 其 外 傭 外 入を なて 要所々々 を 盛し、 兩端 ょろ 工事を 開始し、 たろ、 卽も 
四月 十二 日に が留 附近ょ ろ 起工し、 横濱 方面 も 相尋で 測量な 工事を 始めた ろ。 かく 
て 五 年 五月よ 日に 至ら 晶川 橫濱 間の 線路 先づ 竣工して 假營 業を 開始し、 一日 八 回 
の 往復 運轉を 見る。 當 時兩驛 間の 乘革 札販賣 方法は、 ーユ井 組に 請負は しめたみ と 云 
ふ •後 幾 くもなくして 品 川が 留間も ホ エ事 成ろ しか ば、 が留 停車場を 新橋 停車場と 


な稱 し京濱 間の 鐵 道は 查通 する こと V をれ ろ。 卽も 同年 八月 十二 日を 卜 し、 明治 天 
I 皇 臨幸して 親しく 開業の 盛典を 擧げ させら る。 巧 官層從 し •陛下 始めて 汽車に 御し、 
I 横濱じ 向は せ 給 ふ、 蓋し 帝國 空前の 盛事た ろしなら。 吾人は 本篇を 終る に 臨み、 此時 
I 巧 官じ 賜は ろし 勒語 及！ 般 庶民に 賜は ろし 刺 語を 擧げ 、其な 後の 帝國鐵 道が 果し 
I て聲 諭の 如き 發 達を 遂げ、 京 潰の 鐵道首 線は 查國 に蔓 ホせ しのみ をらず 海外 領 ± 
にまで 及び、 な ぶ 今日の 盛況を， 呈せ るを 祝さん と 欲す。 

巧 官に媽 はろ し颗語 

今般 我國鐵 道の 首 線 H 竣 るを 吿 r 睽 親ら 開 巧し 其 便利を 欣ぶ 嗚呼 汝 百官 化 盛 
\  業を 百事 維新の 初に 起し 此鴻 利を 萬 民、‘ 氷亨の 後に 惠球 いとず 其 觸鶴勉 力 « に 
I  嘉尙 すべし 睽我國 の 富 盛を 期しな 官 萬民爲 めに 之を 祝す 跃 更に 化 業を 撥 張し 

此線 をして 圣國 じ蔓 布せ しめむ ことを 撫 幾す 
庶民に 賜は ろし 颗語 

萊 京横濱 間の 鐵道睽 親しく 開 巧す 自今 化 便利 じょな 質 易 愈 繁昌 庶民 益 富 盛に 
I  至ら，：；} ことを 望む 
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古久い 成ず や 「おを る ものは 巧 年 も用ゐ ざるを 得べ し、 併しな が 
ら 一日 も 水に 備 へず ふ ば あるべからず」 と、 激流な 爛多さ 日本の 
如 さ 邦 ± じあら て ホ ホには 爲政 者の ム カを 凝らして 苦必 した 
る ものなら。 博識に して 政治の 要 道に 達せる ま 田 博 ± の 著は 
眞に 化 を 益す る こと 大 なり。 
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紙數 四な 頁 


の 祉會と 目 S 今の 社會一 價細篇 卵拾齡 

»i  ‘  ~  送料 十六 錢 


「敵を 知る は 兵家の 樞 機」 自覺 ある 吾人の 社 會化活 は歐ホ 社會の 實況を 明に する によつ てが め 
て 期津し 得べ し。 見よ 歐 米の 社會じ 如何を る 光明 あら、 又 如何なる 暗黑面 あるかを。 著者は 
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較し V 縱橫じ 之を 論議が 判す。 我が 瞬 民 性は 之に よつ て 明め 得べ く、 我が 社會 改良は 之に よ 


つて 不磨の 斷 案を 樽べ し。 切に 化覺の ± の 一讀を 望い。 
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